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序

豊かな自然に恵まれた岩手県には、縄文時代をはじめとする数多くの

遺跡や重要な文化財が残されております。これら多くの先人たちの創造

してきた文化遺跡を保存し、後世に伝えていくことは、県民に課せられ

た責務であります。

一方では、地域|則発に伴う社会資本の充実も爪要な施策であります。

発掘により遺跡が消滅する事はまことに惜しいことではありますが、そ

の反面それまで闇に包まれていた先人の営みに光明があたることも事実

であります。

このような埋蔵文化財の保護・保存と開発との鯛和も今日的課題であ

り、 （財）岩手県文化振興事業団は埋蔵文化財センターの創設以来、岩

手県教育委員会の指騨と綱整のもとに、開発によってやむを得ず消滅す

る遺跡の緊急発掘調査を行い、記録保存する処置をとって参りました。

本報告啓は、ふるさと農道緊急整傭事業（要害地区）に関連して平成

ll年度、平成12年度および平成13年度に発掘捌査を実施した千厩町清田

台遺跡の発掘調査結果をまとめたものであります。調査によって縄文時

代中期の住居跡や土坑などの遺栂や遺物が出土し、豊浦な資料を提供し

てくれました。

この報告普が広く活用され、斯学の研究のみならず、埋蔵文化財に対

する理解の一助になれば幸いです。股後になりましたが、これまでの発

掘調査及び報告書作成にご援助．ご協力を賜りました千腿地方振興局千

厩農村整備事務所や千厩町教育委員会をはじめとする関係各位に心から

感謝申し上げます。

平成15年2月

財団法人岩手県文化振興事業団

理事長 合田 武



例 言

1.本報告瞥は､碧宰喚紫騨弊鱸i漸繊學苔2－3ほかに所在する消田台過跡の平成1l年度･平成12

年度・平成13年度の3カ年にわたる発掘澗在結果をまとめたものである。

2．本遺跡の発掘調査は、「ふるさと農道緊急整備事業要害地区｣に伴い、岩手県教育委員会事務局生涯学習

文化課と千厩地方振興局千厩農村整備事務所との協繊を経て、財団法人岩手県文化振興邪業団埋蔵文化

財センターが記録保存を目的として実施した緊急発掘調査である。

3．本遺跡の成果は、平成1l年度・平成12年度・平成13年度分の岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査第

340集・第370集・第397集の｢岩手県埋蔵文化財発掘調交略報｣に公表したが、本瞥を正式な報告とする｡

岩手県遺跡登録台帳における番号と調査時の遺跡略号は、以下の通りである。

遺跡番号NF91-1291 遺跡略号KTD－99･KTD－叩･KTD-01

鯛査期間・調査面積・調盗担当者は、以下の通りである。

調査期間 平成ll年7月1日～平成ll年ll月9日

調査担当者 木戸口俊子、小原広幸

調交面積 2,918nf

調査期間 平成12年7月l7日～平成12年ll月30日

調査担当者 小原填一、岩渕計、菊池貴広、長村克稔、東海林淳美、菊池賢

調査面積 580㎡

調査期間 平成13年4月ll日～平成13年7月6日

調査担当者 小原興一、赤石登、高瀬克範

調査面穂 797㎡

室内整理期間と整理担当者は、以下の通りである。

整理期間 平成ll年ll月1日～平成12年1月31日

整理担当者 木戸口俊子、小原広幸

整理期間 平成12年ll月1日～平成13年3月30日

整理担当者 小原興一、岩渕榊、菊池賢

整理期間 平成13年7月9日～平成14年3月30日

轄理担当者 小原眞一

本報告書の絹集・執錐は、小原興一が担当し、一部を木戸口俊子・高瀬克範が執砿した。

分析鑑定及び委託業務は次の方々と機関に依頼した。 （敬称略）

基準点測量株式会社一測設計、航空写真東邦航空、樹種同定木工舎「ゆい」

石質鑑定花崗岩研究会、石器剥離技術分析・使用痕分析・実測 （株）アルカ

動物遺存体同定熊谷賢氏（陸前高田市博物館)、アスファルト分析古環境研究所

C14年代測定（株）バリノ・サーヴェイ、黒暇石産地同定佐々木繁喜氏（宮城県立若柳僧C14年代測定（株）バリノ．サーヴェイ、黒暇石産地同定佐々木繁喜氏（宮城県立若柳高
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等学校）

過櫛の埋土観察には、農林水産省技術会識事務局監修の「新版標池土色帖」を参考にした。

発掘調査においては、千厩町教育委員会をはじめ、地元の方々にご協力をいただいた。

本遺跡から出土した遺物及び調査に係わる資料は、岩手県立埋蔵文化財センターに保管してある。
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I・調杏に至る経渦

清田台遺跡は「ふるさと農道緊急整側事業要害地区」の工事に伴って発掘調査を行うことになった。当事

業の施行に係わる埋蔵文化財の取り扱いについては千厩地方振興局千厩農村整伽事務所から、平成ll年3月

5日付け千農整第1265号で「ふるさと農道緊急整備事業要害地区における埋蔵文化財の試掘調査について

(依頼)」の文瞥で、岩手県教育委員会に試掘澗交を依頼した。岩手県教育委員会は平成11年3月16日及び同

年5月6日に試掘し、その調査の結果を平成11年5月11日付け教文第139号「ふるさと農道緊急整備事業要

害地区に係わる埋蔵文化財の試掘調査結果について（回答)」により回答し、清田台遺跡の範囲内であるこ

とが付記された。その後、当事業を緊急に実施しなければならない旨の要望が千厩地方振興局千厩農村整備

事務所より平成11年5月18日付け千農整第242号「当事務所所管事業施行に係わる埋蔵文化財調査について」

の文書で岩手県教育委員会にあり、財団法人岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センターにて当年予定してい

た調査地区の変更を行い鯛在を実施した。 （千厩地方振興局千厩農村整備事務所）

Ⅱ、遺跡の立地と環境

l.地形と地質

千厩町は、東経141度18分～27分、北緯38度52分～59分で、岩手県の南端部、東磐井郡のほぼ中央部に位

置している。北は大東町、西は東山町、川崎村、南は藤沢町、東は室根村と隣接し、古くから内陸部（一関）

と沿岸部（気仙沼）を結ぶ交通の要衝になっていた。

また、町内で倣も高い地点は室根山頂上(895.4m)で、そこから南へ鉢谷森(468.3m)、三枚山(320m)、大

登山(351.3m)、観音山、砥石山、黄金山(482.4m)、保呂羽山(433.8m)と続き、北側には立石山(345.4m)、西側

の大峰山(361.1m)、三島山(346.3m)と続く山地に囲まれた“お盆”の底のような低平な丘陵地（盆地）の内

部に位慨している。町内を流れる大きな川は、千厩川と黄海川の2つで、いずれも西流し、川崎村薄衣、藤

沢町黄海で北上川に合流している。千厩川は、盆地を形成している山地を横切る川崎村との境付近で峡谷を

形成する。同様な例は、北側に位侭する砂鉄川が形成する“睨鼻渓”である。千厩町付近が、盆地状の地形

を呈するのは、この地域の離盤を柵成する中生代白亜紀に形成された千脇花崗岩が周辺の岩石に比べ、風化

浸食されやすいからで、そのために地表面は、花崗岩及び花崗岩質の岩石が風化浸食きれてできた“マサ土”

と呼ばれる石英や長石を含む砂質土に覆われている。

消田台遺跡は、千厩町役賜から東北東に約2.5km千厩町のほぼ中心に位慨する。逝跡の中央をJR大船渡

線、国道284号線が東西に横切り、北側には千厩川の支流である金田川が西流し、幅100m以下の狭い沖積地

を形成している。遺跡はこの沖積地に弧り出す緩やかな尾根上に立地している。南側は現在土取りされ大き

な凹地になっているが、古い地図を見るとかなり険しくなっていることがわかる。しかし、土取りの際にも

多数の土器片が出土したとのことであるから､避跡の範囲はこの斜面上方まで広がっていたのかもしれない。

また、西側は小さな沢が入り込んでいて、その両側は水田に利用されているが、発掘の結果元々もっと低位

にあった沢を埋め立てて水田造成したようである。棚水が豊富なので、自然氷の生産をしていたこともある

そうで、縄文時代からその湧水を利用したと考えるべきであろう。
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第1図岩手県における遺跡の付圃図
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第2図遺跡位眉間
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調査区は、線路と道路で南北に分けられているので、便宜的に南側鯛査区、北側調査区と呼ぶことにした。

南側潤査区は、前述の傾斜のある尾根斜面から平坦面に変わる地点である。現在上下2段の平坦面で櫛成さ

れている。上段には、近代まで利用されていた旧気仙街道が通っており、現在の鉄道トンネルの方向に続い

ていたようである。古くから平坦面が形成されていた可能性がある。下段も一部削平されてはいるが、比較

的緩やかな斜面であったようで、その斜面が北側調査区のある平坦面に続いていたと見られる。

2．遺跡周辺の基本土層

南側調企区は、二段の平坦面があり現況が畑地である。上段と下段では僅かにその表層の土層が異なるが、

錐本的には下記の通りである。

I層 IOYR4/4 褐色砂質シルト 耕作土

Ⅱa層 10YR3/4 暗褐色砂質シルト 遺物包含層

ⅡbW2.5YR5/3黄褐色砂質シルト mb層の漸移層

Ⅲ咽 IOYR5/4 にぷい黄褐色砂質シルト 自然堆禰？分級が進み粒が揃っている火山灰の

可能性がある下段の竪穴住居の埋土を切って堆積

している下段にのみ堆積

Ⅳ層 IOYR6/4 にぶい黄褐色砂質シルト地山の漸移層

V層 10YR5/1 褐灰色風化花崗岩 千厩花崗岩

北側澗査区は、南側調査区から続く尾根の平坦面と旧沢の西側の平坦面で櫛成される。旧沢の西側の平坦

面は、平成11年度の調査で試掘を行い、水田造成面の下部に旧沢に面した二段の平坦面が有ることと、遺柵

等が無いことが確認されている。遺跡の中心を構成する尾根の末端平坦面は、現在畑地として利用されてい

る。基本土畷は下記の通りである。

I層 IOYR2/3黒褐色砂質シルト 炭化物、土器片、円礫（径5～50cm)、粗砂、耕作土

Ⅱa層 IOYR2/1 黒色砂質シルト 炭化物、焼土粒、土器片、円礫（径5～50qII)、粗砂

縄文後期・晩期包含周

Ⅱb層 IOYR5/4～5/2 にぶい黄褐色～灰黄褐色砂質シルトー粗砂

自然堆獄？分級が進み粒が揃っている．縄文中期の

竪穴住居を脳ったり、中期末の竪穴住居の埋土として

堆欲している南側調査区のⅢ層に対応するもの？

ⅡcW7.5YR3/2黒褐色砂質シルト多髄の炭化物・焼土粒・土器片、円礫、粗砂

縄文中期包含層

Ⅲ層 lOYR1.7/1黒色砂質シルト 微還黄褐色細砂含む無過物層

Ⅳ層 IOYR4/3 にぶい黄褐色細砂微斌暗褐色シルト含む無過物聴

Vm lOYR5/1 褐灰色風化花崗岩千厩花崗岩

3．周辺の遺跡

岩手県敬育委員会「岩手県遺跡台帳」 （2000年）によると千厩町内で、現在200箇所余りの遺跡が確誕ざれ

登録されている。発掘調査が行われた遺跡は、牧の巣館遺跡、南小梨蛇王遺跡、南小梨城などがあり、近年

の開発のjW加に伴い発掘調査の事例も墹えている傾向にある。町内の過跡を時代別に数えると、縄文時代が

－6－



、

1175
I

Ⅱa

nb

""/,"t蝋／繼総
48吟

19¥t坑菌垂竺18段
47号住賠跡1170 nc

、

南側調査区(下位面)土層断面図「一戸
0 1 2m

、

｜
劃

’

I

撞
乱

1125

ⅡaⅡa 土
坑

13号～16¥

住居路
7号化膀跡7号化膀跡

1120
9号住居跡

1号土坑
8珊住鵬跡

1号住培跡

3号住居跡

1115 土坑 10号住塒跡

、

北側鰯賓区十画廠面図

111．0 蒙段方向の長さは水平方向の3倍になっている

-FJ
0 1 2m

第5図基本士刷図



109、弥生時代がl、古代が12、中世が41、近世が20、近代が3である。縄文時代の過跡または遺物が確浬

されている遺跡、中世の城館跡が割合として高い印象を受ける。ここでそれぞれの時代・時期ごとに、町内

の主な遺跡を『千厩町史jを基に概観したい。

旧石器時代では、千厩町を含めた東磐井地方では現在のところ旧石器時代の確実な遺跡は確胆されていな

い。しかし藤沢町黄海で発見された局部磨製石斧は、第Ⅱ期のナイフ形石器に伴うものと考えられるなど、

旧石器時代の痕跡が残されている。また東山町内の石灰岩地帯に形成された洞窟は、避跡発見の可能性が高

いとされる。

縄文時代については遺跡数も多く、ほぼ各時期の遺跡が知られている。草創期では、長平遺跡からこの時

期と考えられる大形打製石斧が出土している。土器は町内では現在のところ碓認きれていない。早期の逝跡

については、中焚者I遺跡が平成9年に町教委により発掘調査が行われている。遺跡は小梨字中畏者に所在

し、小さな沢によって段丘状のとなる沢地形の東縁辺に位置している。柱穴群2箇所、土坑23韮が検出され

た。このうち1号柱穴群が早期の遺櫛とされ、この遺櫛を中心とした遺物包含屑からは尖底土器の破片や沈

線文土器片、表裏縄文土器片などの早期の土器が出土している。また、早期前半の抑型文土器、撚糸文土器

も出土している。同じく早期の遮物が確認されている遺跡には、奥玉地区の沢前週跡があり、貝殻沈線文土

器や尖底部の破片が出土している。その他の時期では縄文時代前期・中期の土器片や土師器、須恩器も出土

している。前期の週跡では、千厩地区の鳥羽Ⅱ遺跡と磐構水地区の萩生田逝跡からは前葉の土器が、奥玉地

区の宿下遺跡からは胎土に繊維が混入している前期の土器、金取沢I遺跡からは後葉の土器がそれぞれ出土

している。金取沢1通跡からは板状土偶も出土しており、前期末から中期前半とされている。中期では牧ノ

巣館過跡から集落跡が確遡きれている。通跡は磐清水字大沢田に所在し、大峰山稜から東に突き出た舌状の

台地上に位置する。昭和56年に町教委によって発掘調査が行われ、検出された遺栂は中期の住居跡が17棟、

フラスコ形土坑などで、埋股土器を伴った複式炉を持つ住居や、長さl2mの大形住居も検出されている。出

土した過物は深鉢、石雛、石匙、石斧、石錐などである。その他の通跡では磐消水地区の蒲沢遺跡から中期

後葉の深鉢が川土している。後期・晩期については、南小梨蛇王遺跡が昭和52．54年、平成7年の3次にわ

たり発掘澗査が行われている。遺跡は小梨字新地に所在し、南小梨川南側のゆるやかな丘陵上に位世してい

る。検出された遺櫛は、住居跡1棟、土坑1基、集石遺構3基、焼土遺榔3基、焼土廃棄逝櫛が検出され、

2 ． 3次調壷では遡物の廃棄場所が調査されている。遺物は後期中葉から晩期の土器や石錐、石錐、石匙、

石斧などの石器や石棒、土偶、円盤状土製品、土而、有孔石製品などの石製品、土製品が出土している。遺

跡は後期中葉から晩期まで継続的に営まれた集落跡で、集石、焼土遺柵、廃棄場所の様態や遺物から、祭祀

的な性格が窺える。また、小梨地区の畑ノ沢遺跡からは晩期の前半から末葉までの土器が確阻されており、

磐消水地区の中上巡跡や側上I遺跡は晩期の中葉から末葉までの土器が出土している。

弥生時代は、遺跡や遺物の数も少なく中上遺跡、関上I遺跡、畑の沢遺跡で土器が確認されているだけで

ある。畑の沢避跡出土の土器は、一関市萩荘の谷起島式土器に相当する。

古代の世跡は発掘綱査が行われていないが、奥玉地区の花貫通跡から土師器、須恵器の坏や翌が出土して

おり、町内ではこの遺跡の周辺に土師器、須恵器の出土例が集中している。

中世の東磐井地方は葛西氏によって支配され、有力な家臣が居住し、町内には57の城館が確泌されている。

牧ノ巣館は昭和56年に町教委によって調査され、空堀2条、平場3箇所、掘立柱建物群が検出され、 16世紀

主体の陶磁器、古銭が出土している。南小梨城は平成6 ． 7． 8年度に町教委による調査が行われ、空堀3

条、掘立柱建物跡5棟などが検出されている。船丸館と要害館は平成12年に岩手県文化振興事業団埋蔵文化

－8－



財センターにより発掘調在されている。船丸館からは郭3箇所、堀跡2条、掘立柱建物跡が検出され、中世

の過物では、常滑・瀬戸・美濃産、中国産の陶磁器が出土している。要害館では中世から近世にかけての掘

京柱磁物跡23棟が検出されており、 15世紀の瀬戸・美濃産の灰釉陶器、中国産の青磁などが出土している。

また、繩文時代中期末葉の竪穴住居や繩文土器も確認されている。

近世とされる過跡は発掘調査の例がなく、不詳な点も多い。塚、産金遺跡、製鉄関連の遺跡が残きれてい

るが、仙台藩、一関藩の産金や製鉄などの鉱工業を解明する上で貴重な遺跡と思われる。

＜参考文献＞

岩手県埋蔵文化財センター2側l 「岩手県埋蔵文化財発掘調査略報」 （第396集）

千腿町教育貝会 1998『中投著I遺跡発掘潤査報告啓」千厩町文化財澗礎報告密第8災

千厩町教育員会 1998『南小梨蛇王週跡発掘調査報告書」千厩町文化財調査報告香第9集

千厩町教育員会 1978『南小梨城跡発掘燗在報告宵」千厩町文化財調査撒告害節lO集

｢千厩町史」鋪1巻

周辺の遺跡一覧

－9－

No 遺跡コード 遺跡名 種別 時代 遺栂・遮物

1 OFm-0143 三島 散布地 縄文土器

2 0師-0147 三島金山 金山跡 中近世 人夫墓、水路跡、採石場

3 NW2-2362 飛ケ森ｷｬﾝﾌﾟ場 倣布地 縄文 縄文土器

4 NF80-1123 鷹ノ巣林道 散布地 縄文

5 NF80-1280 関上I 散布地 縄文 縄文土器

6 NF80-2109 関上 散布地 縄文 石雛、純文土器

7 NF80-2124 中上洞穴 散布地 縄文 石鍬、石斧

8 NF80-2129 仏坂城（兵庫館） 散布地
城館跡

縄文･中世 縄文土器、平腸、井戸跡、空堀

9 NF80-2161 長平 散布地 縄文 石錐

1O NF80.2251 古館 腫敬跡 中世

ll NF811235 土樋I 散布地 縄文土器

12 Nm1-0117 越田沢I 散布地 土器、陶器

13 NF81-0126 越田沢Ⅱ 散布地 縄文 縄文土器（晩期）

14 NF81-0134 散布地 縄文 縄文土器

15 NF81-0138 越田沢、 散布地 縄文 縄文土器

16 NF81.0139 越田沢Ⅳ 散布地 縄文 繩文土器（晩期）

17 NF81-0147 越田沢V 散布地 縄文 縄文二'二器、土師器

l8 NF81-0148 越田沢Ⅵ 散布地 縄文 縄文土器、カメ、深鉢

19 NF81-0206 折寺沢I 散布地 縄文 縄文土器

20 NF81-0240 越田沢Ⅶ 散布地 縄文 縄文土器（晩期)、カメ

21 NF81-0298 立石沢Ⅱ 散布地 縄文 縄文土器

22 NF81-0371 立石沢 散布地 古代 土師器

23 N"1-1099 十三仏塚群 近世

24 Nm1･1112 大野沢 敬布地 石剣

雷 NF81-1167 二日市城(一六花館

･立花城）

城館跡 中世 平場、伝井戸跡、砥石、帯郭、堀

26 NF81-1201 越田沢Ⅷ 散布地 縄文 縄文土器、石雄
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No 避跡コード 遺跡名 種別 時代 過柵・通物

27 NF81-1214 竹ノ下I 散布地 古代 土師器？、鉄澤

28 NF81-1245 竹ノ下Ⅱ 散布地 縄文？古代 縄文土器、鉄津、土師器

29 NF81-1246 土樋Ⅱ 散布地 縄文 縄文土器

30 NF81-1251 沖中 散布地 縄文 繩文土器

31 NF81-1256 土川原 散布地 縄文 縄文土器、石錐

32 NF81-1280 町下 散布地 縄文・古代 ブレーク、土師器？

33 NF81-1358 中日向I 散布地 縄文 縄文土器

34 NF81 1377 中日|6Im 散布地 縄文 縄文土器

35 NF81 2027 中辺沢 散布地 縄文

36 NF81 2“6 尼寺沢館（仮） 城館跡 中世

37 NF81 2054 尼寺沢I 散布地 繩文

38 NF8l 2061 袋沢 散布地 純文

39 NF81 2107 沢前 散布地 縄文 繩文土器（前･中期)、石槍、石匙、石錐

40 NF81-2113 梨ノ木洞廃寺跡

(仮？）

散布地 縄文

41 NF81-2153 奥玉北沢 散布地 古代 土師器

42 NF81 2171 刈屋野 散布地 古代 土師器

43 NF81 2173 花蘭 散布地 平安 須恵器、土師カメ

44 NF81 2185 女聖 散布地 繩文 縄文土器

45 NF81 2193 花貫I 散布地 縄文 縄文土器

46 NF81 2208 坂下 散布地 縄文

47 NF81-2212 船丸館（八ツ花館） 城館跡 中～近世 小平場

48 NF81-2214 船丸Ⅱ 散布地 平安？ 土師器？

49 NF81-2220 船丸I 散布地 縄文･平安 繩文土器、カメ、土師器、赤焼土器

50 NF81-2226 長橋 散布地 縄文･平安 縄文土器（中･後･晩期)、炉跡、須恵器

51 NF81-2240 林の沢 散布地 縄文 縄文土器（前～中期）

52 NF81-2241 長勝寺跡？ 寺院跡 平安？

53 NF81-2251 金山沢Ⅱ 散布地 縄文

54 NF81-2272 金山沢 散布地 縄文 純文土器

55 NF81-2334 宿下 集落跡 縄文・

平安？

縄文土器（前･中期)、石匙、石錐、石槍

56 NF81-2344 宿下Ⅱ 散布地 繩文 石雛

57 NF82-0246 朝日塚 墳墓？ ｩ
●

58 NF820346 要道館 城館跡 中世？ 平場、空堀

59 NW2-0386 飛ケ森道塒 散布地 縄文 縄文土器（晩期）

60 NF82-0392 栄泉寺跡 寺院跡

61 NF82-1051 中日向Ⅱ 散布地 縄文 縄文土器、石器

62 NF82-1054 物見石I 散布地 縄文 縄文土器、石器

63 NF82-1055 物見石Ⅱ 散布地 縄文 縄文土器、石器

64 NF82- 068 物見石、 散布地 縄文 繩文土器

65 NF82- 074 熊ノ沢 散布地 繩文･平安 ブレーク、須恵器

66 NF82- 187 中ノ峠 散布地 縄文 繩文土器破片

67 NF82. 209 大森 散布地 縄文 石鹸

68 NF82- 290 宝築 散布地 縄文 縄文土器破片

69 NF82-20m 午生運館 城館跡 中世 平場、空堀、帯郭、堀

70 NF82-2014 長肴 散布地 縄文
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No 遺跡コード 遺跡名 種別 時代 遺櫛・遺物

71 NF82-2016 新城 城館跡 中世？

72 NF82-2029 長者 散布地 縄文 ブレーク

73 NF82･2054 三沢 散布地 縄文 石雛

74 NF82-2"7 一乗院 寺院跡 近世？

75 NF82-2072 三沢塚群 墳墓 近世？

76 NF82-2154 此ノ手館 城館跡 中世？

77 NF82-2167 行人塚 墳墓 ？
●

78 NF82-2315 天梅燗屋敷？ 中近世

79 NF90.0134 萩生田 散布地 縄文 縄文土器

80 NF90.0146 寺沢城（中館） 城館跡 中世 平場、空堀

81 NF90-0284 洲沢 散布地 縄文 純文土器（中lil)

82 NF90-1102 野里館 城館跡 中世

83 NF90.1183 大沢田 散布地 中世･縄文 縄文土器（中期）

84 NF90-1241 胡桃館 城館跡 中世

85 NW0-1395 宮田 散布地 縄文 縄文土器（早、前、晩期）

86 NW0-2110 牧の巣館 城館跡 中世 平場、空堀、古銭、陶磁器、建物跡

87 NW0.2126 猫館 城館跡 中世

88 NF90-2148 濁沼城(規距馬ケ城） 城館跡 中世 平場、帯郭

89 NF90-2164 磐清水南 散布地 縄文 縄文土器

90 NF90-2397 金山奉行所跡 屋敷跡 平場

91 NW1.0094 西中沢塚群 塚群 近世

92 NF91 0105 七五田(ｴｿﾞﾔｼｷ） 散布地 縄文 繩文土器

93 NWl 0122 観音山（伝） 寺院跡 ？
●

94 NWl 0125 深芦沢I 散布地 縄文 縄文土器

95 NWI 0146 深芦沢Ⅱ 散布地 縄文 縄文土器

96 NW1 0169 深芦沢Ⅲ 散布地 縄文 弥生土器

97 NWI 0233 金取沢Ⅲ 散布地 縄文 縄文土器

98 NWI 0244 金取沢I 集落跡 縄文 縄文土器（前期)、石錐

” NI"l-0257 金取沢Ⅳ 散布地 縄文 縄文土器

1O0 Nm1-0279 金取沢Ⅱ 集落跡 縄文･弥生 縄文土器、弥生士器

l01 Nm1-0292 深芦沢Ⅳ 散布地 縄文 細文土器

102 NW1-0295 深芦沢V 集落跡 縄文

103 NF91-1034 西中沢 散布地 縄文 細文土器（前期)、石鍍

l" NW1-1066 中沢館（館山館） 城館跡 中世 平場、土器、堀切、主郭、土塁

105 NWl-1088 赤間館 城館跡 中世 屋敷跡白石氏

106 NF91 1127 金田城（樋ノロ館） 城館跡 中世平場、空堀

107 NF91 1158 新地Ⅱ 散布地 縄文 縄文土器

108 NF91 1169 新地I 散布地 縄文 縄文土器（中期）

109 NF91 1178 新地Ⅲ 散布地 縄文 縄文土器

110 NF91-1291 消田台 集落跡 縄文 縄文土器（前・中・後・晩期)、石錐
報告遺跡

111 NF91-2017 東中沢 散布地 古代 土師器（？）

112 NF91-2077 上館 城館跡 中世 空堀、 二|息塁、平場

113 NF91-2142 折戸館 城館跡 中世 平場、井戸跡、古銭、染付、空堀、主郭、

二の郭、掘立柱建物

114 NF91-2213 鳥喰I 散布地 縄文 繩文土器？
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No 遺跡コード 遺跡名 稲別 時代 週椴・遺物

l15 Nm1-2216 要害館 屋敬跡 中近世･縄

文
掘立柱建物跡平成12年度調査報告

116 NW1-2217 桃園 散布地 縄文 縄文土器（中期）

117 NF91-2233 馬喰Ⅱ 散布地 縄文 縄文土器、砥石？

118 NF91-2244 鳥喰Ⅲ 散布地 縄文 石雛

1l9 NW1-2285 コウドウポウ塚 墳墓 近世？

120 NWl-2298 岩間Ⅱ 散布地 縄文 繩文土器

121 NW2-0l06 行人塚 墳墓？ ？
●

122 NF92-0138 殿金沢館跡 城館跡 中近世

123 NW2-1182 内野 散布地 縄文 縄文土器

124 NW2-2045 西沢I 敬布地 縄文

125 NW2-2053 塚 ワ
■

126 NW2-21" 北沢I 散布地 縄文

127 NW2-2151 澗水馬場小館 城館跡 中世

128 NF92.2191 消水馬場城(赤lill館） 城館跡 中世 平場、空堀、陶磁器、柱根跡、掘立柱建
物跡

129 NF92-2195 重手堂跡

130 NF92-2198 大金山金山跡 ？
■ 採掘跡

131 0Fm-0119 八尾沢塚群 経塚？ 9
e

132 0Fm0359 千厩城（茶臼館） 城館跡 中世 平場、櫛跡、掘寸林建物跡、主郭、二の

郭、三の郭

133 0F".0375 古ケロ 散布地 中世･縄文

134 0Fm-1332 小田館 城館跡 中世

135 OFO10205 岩間I 散布地 縄文 縄文土器

136 Om1-0215 山寺跡 寺院跡 中世？ 平場、土塁状過櫛

137 Oml-0240 岩間一里塚 塚 近世

138 Oml-0265 鳥羽Ⅱ 散布地 縄文

139 OFOl-0354 中長者Ⅱ 散布地 縄文 縄文土器片、石錐

140 OFOl-0361 鳥羽I 散布地 縄文

141 OFOl.0385 中長者I 散布地 縄文 縄文土器片、石錐

142 Oml-lll4 鶴館 城館跡 中世

143 Om1 1149 木六館（批鹿館） 城館跡 中世 平場、腰郭

l" Oml 1179 上木六塚群 塚群 近世？

145 Oml 1203 塚 ？
■

146 OFOl 1209 ジョウカイ塚 墳墓 ？
●

147 OFO1 1227 女ジョウカイ塚 墳墓？ ？
■

148 OFO1 1289 小梨城館（館山） 城館跡 中世 堀、平珊、主郭、二の郭

149 OFO1 1354 経塚 経塚 ？
■

150 OFO1 2325 田屋館 城館跡 中世？

151 OFO1-2394 鼠沢七里塚 塚 近世 対、元禄1 1年亜l1l絵画

152 Om2-0130 南沢I 散布地 縄文

153 OFO2-0191 大登館 城館跡 中世 平場、菅原氏

154 OFO2-1019 梅屋 屋敷跡 近世～近代

155 OFO2 1031 宇南 散布地 縄文 縄文土器

156 Om2 1059 大登I 散布地 縄文 石棒、縄文土器片

157 O即2 1090 小梨上館 城館跡 中世 土器、平場、西城氏

158 Om2-1095 谷地田酒造店 屋敷跡 近代 畑、石垣、井戸
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No 遺跡コード 通跡名 棚別 時代 遡櫛・遺物

159 Om2-11" 一関藩御蔵場 屋敷跡 近世

160 OFO2-1146 経塚 経塚 9
6

161 OFO2-1151 大登Ⅱ 散布地 縄文

162 Om2-1160 新堀館 城館跡 中世 平場、物見の跡？

163 OFO2-1186 畑ノ沢 散布地 繩文 縄文土器（後．晩期)、弥生土器、石錐、

石棒、石斧、石匙

1“ OFO2-2022 大浜Ⅵ

165 Om2.2042 大浜瓦場民窯 散布地 近代？ 縄文土器、土師器、瓦片、器物片

166 OFO2-2062 大浜I 散布地 縄文 縄文土器

167 Om2-2077 塚 ？
●

？
｡

168 OFO2-2082 経塚 ？
●

169 Om2-2084 大浜Ⅱ 散布地 縄文 縄文土器、後北式土器

170 Om2-2101 鶏沢 散布地 縄文

171 Om2-2141 三ノ沢I 散布地 縄文

172 Om2-2158 小林I 散布地 縄文

173 Om2-2280 小林ドウヤ跡 生産通

跡

？
合 鉄津

174 OF1l-0219 池の御前塚 ？
●

175 OF110325 要害館 城館跡 ？
● 伝承、屋敷跡？

176 OFll-0390 ドポウ塚 塚 近世？

177 0F12.0018 大浜Ⅲ 散布跡 縄文 縄文土器

178 OF12.0019 塚 墳墓 近世？ 修験の墓？、石碑

179 OF12-m24 大浜V

180 OF12-M26 大浜Ⅳ 散布地 縄文

181 OF12-m56 赤坂塚群 塙墓 近世？ 修験の墓？3蕪

182 0F12.0092 南小梨城 城館跡 中世 堀、平場、土器、土塁

183 OF12-0130 松倉要害館 城館跡 中近世 堀、平場、十塁

184 OF12-0136 尖ノ森Ⅲ 屋敷跡 近世

185 OF12-0137 尖ノ森Ⅱ 散布地 細文 縄文土器片、磨製石斧、タタキ石

186 OF12.0138 尖ノ森I 城館跡 縄文 全壊、畑地造成

187 OF12-0141 松倉I 散布地 縄文 縄文土器

188 OF12-0148 尖ノ森 散布地 縄文 鉄灘

189 0F12.0170 又ケ沢 集落跡 縄文 縄文土器

190 OF12-0184 松倉Ⅱ 散布地 縄文 縄文土器

191 OFI2-0263 観音堂 ワ
●

192 OF12-1011 中の沢塚群 塚 ？ 4基

193 OF12-1021 人山Ⅱ 散布地 縄文 縄文土器

194 OF12-1030 南小梨蛇王 散布地 縄文

195 OF12-1038 人山I 散布地 縄文 石津、縄文土器

196 OF12-1057 本和廃寺 寺院跡 近世

197 OF12-1091 天神山館 城館跡 中世 平埆、物見の跡、藤沢町分ﾆﾏﾀｶﾞﾙ

198 OF12-1118 又ケ沢ドウヤ跡 生産遺

跡

ワ
の 鉄鰈、平場

199 OF12-2024 和野館 城館跡 中世

2㈹ OF12-2MO 天神山 金山跡 ワ
●
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Ⅲ､調査の方法と室内整理

l.調査の方法

(1)グリッドの股定と避櫛名

グリッドは平面直角座標第X系（日本測地系）に合わせ設定した。調從区の北西に起点O(X=-118,920,

Y=46,020)を設け、Oから南東方向に40×40mのメッシュで調査区全体を大きく区割した。この大区画に

は、起点Oから南にI ･Ⅱ ．Ⅲ…の番号、東にA･B･C…のアルファベットを付してIA･nAと呼称し

た。さらに大区画を10等分して4×4mに小区画し、北からl～lO、西からa～jを付しIAla･nB3

e等の小グリッドを設定した。調査区内には､小グリッドに沿った地点に基l (X=-ll9,OOO,Y=46,1")、

基2 (X=-119,"O、Y=46,080) と袖l～補5を設世して、区割り及び実測の雅湘点とした。

遡櫛名については、平成11年度澗査時には、地区毎検出された順に、 202住居、 lOl土坑、 また、平成12･

13年度には検出された順に小グリッド名を付し、同一グリッド内に同様な遺柵が複数ある場合は①、②をつ

けて、 IA2b住居跡、 ⅡB3c①土坑等と呼称した。遺柵が複数のグリッドにかかる吻合は、より若い区

画名を採ったが厳密なものではない。尚、報告書には、年度毎の遺櫛名の付け方が異なり混乱するのを防ぐ

ために、 より北西に位樋する遺構から、 1号住居跡、 2号住居跡…、 1号土坑、 2号土坑･･･の様に統一して

褐戦した。遺柵名の変更については、第2表に示してある。

（2）粗掘と検出・遺櫛の糟査と過物の取り上げ

過櫛検出面までの深さおよび墹序の確認のため、調脊区会体に幅約2mのトレンチを設定している。その

結果、表土より下の屑には縄文時代の避物が包含されていることが確浬され、表土のみ亜機（パワーショベ

ル）を使用して除去を行なった。表土除去後検出を行なったが、全体に遺物包含感が広がり、初年度は調査

区全体が「捨て場」として輔査を進めた。掘り下げ中に炉が多数検出されたので、包含府中に遡柵があるこ

とが判明したので、 2年目は初年庇に入れたトレンチと直交または平行にサプトレンチを入れたところ、そ

の土屑断面中に炉、住居跡の床面・壁が検出され、 「捨て場」とした包含感はほとんど過櫛の埋土であるこ

とが判明した。しかし、平而プランを把握することが困難であったので、幅30～45cmの深堀トレンチを設定

し、土届断面による遺櫛検出を行った。検出された過構は、住居跡は4分法、土坑類は2分法を原則として

精査を行なったが、必要に応じてその他の方法も併用した。精査の各段階において図面の作成や写真撮影を

適宜行なった。

過櫛内出土遺物は、埋土では層位(1層、 2層、 3層…）に分けて取り上げ、床面や底面出土の遡物は、

必要に応じて写真撮影、図面作成の後に取り上げた。遺構外出土遺物については、グリッド毎に出土した層

位(I届、 Ⅱa闇、 Ⅱb届…）を記して取り上げた。また、捨て場出土の土器については、 トレンチの土層

断面で層位確認した後、 1局、 2屑、 3a層…と層位ごとに取り上げた。

（3）実測と写真撮影

遺櫛の平面実測にあたっては、 トータル・ステーションを用い坐地点を股定する、簡易的な巡り方測晶を

行った。実測図は平面図・断面図ともl"0縮尺での作成を原則としたが、住居内の炉の断面や焼土遺栂・配

石遺櫛は1/10の縮尺で図面を製作した。

写真撮影は6×7cm判カメラ（モノクロ）をメインとし、これに35血判カメラ2台（モノクロ・カラーリ

バーサル）を補助カメラ、ポラロイドカメラ1台をメモ的な用途として使用した。また、調査終了前に小型

飛行機による空中写真（6×7cm判モノクロ・カラー）の撮影を行った。

－15－
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2．室内整理

室内での作業は、野外調査で作成した遺櫛図面の点検と補正およびトレース、遺物の接合・復原．仕分け

などを行ない、次に実測・計量・拓本・写真搬影・ トレースを並行して進め、図版を作成した。個々の整理

方法および縮尺は次のとおりである。

(l)遺構

遺櫛配世図は発掘調査時に作成した図而を韮にl"OOの縮尺図を作成し、仕上がり1/600で掲載した。各

遺櫛図面は以下の縮尺を原則としたが、一部に変更もあり、図面にはそれぞれスケールを付した。住居跡の

平・断面図…l/50、炉の断面図…l/25、土坑の平・断面図…l/SO、焼土適櫛・配石遺構の平・断面図…

1/25。なお、平面図における北印は座標北を示す（基lにおける真北方向角は0．02′ 52″西偏する)。

（2）遺物

土器の実測は原則として、反転実測が可能なもの（口縁部・底部がl/4以上残存するもの）に限ったが、

器面に凹凸が著しく、拓本では表現出来ないものや、大型の破片については平面実測して掲職した。また、

地紋のみが施されているものや、文棟が単純なものは、中軸線の左側l/2のみを図化した。掲載遺物の縮

尺率は次のとおりであるが、遺物によってはこの限りではない。土器の実測図・拓本…l/3，剥片石器・

土製品・石製品…l/2，磨製石斧・礫石器…l/3．

遺物写真の縮尺については、ほぼ実測図に準じている。また、実測図中の遺櫛・泄物の表現や、使用した

記号・スクリーントーンについては、凡例を第8図に示した。

Ⅳ、検出された遺構と遺物

く調査区概要＞

遮跡を東西に横切る国道284号線とJR大船渡線をはさんで、北側澗査区と南側澗査区に分けた。

南側調査区は2段の平坦面があり、蝦も高い面には旧気仙沼街道が通り、古くから平坦面があったことを

示している。この平坦面は縄文時代の住居跡の検出状況などからみて、縄文時代から平坦面として存在して

いたようである。下の平坦面は、畑地、牧革地として利用きれている。避柵は、道路に近い部分からのみ検

出されており、南側の崖に近い部分からは泄櫛が検出されていないので、崖に近い部分は斜面を削って平坦

面にしていると思われる。この平坦、の傾斜と北側澗査区を柵成している平坦面の傾斜にずれがあるので、

二つの平坦面のIMにもう一箇所傾斜の変換点があった可能性がある。たとえば、フラスコ形土坑が並ぶ道路

の法面付近が考えられる。遺柵は、表土除去後のⅣ層地山而で検出した、下の平坦面には、表土下に自然堆

稿と見られるⅡa 。 Ⅱb届が挟在し、Ⅳ層と談認したりしたが、検出面は上の面と同棟である。

北側調査区はほぼ中央を南北に横断する旧沢があり、北側にある金田川に向かって流れている。その上面

を現在の水田の水路が通る。その沢の西側に数カ所トレンチを入れて避栂．遺物の確認をした。水田造成時

の盛り土の下に2段の平坦面があることが確測されたが、遺物はほとんど出土しなかった。集落は、沢の東

側の扇形に広がる平坦面上に立地していたようである。調査区は、集落の西側の縁にあたる。表土I層除去

後のⅡa層（平坦面頂部に分布）は、縄文後．晩期の遺物の包含層になっており、当該期の遺構もこの包含

層中で検出された。 Ⅱa層除去後、 Ⅱb闇（平坦面から西側斜面にかけて分布、縄文中期前葉～末葉の包含

層）の上面、及びその包含層中から中期の遺櫛が検出された。Ⅱb層は調査の結果、中期の遺構がほぼ同一

地点で遺櫛を繰り返し柵築したために、包含崎全体が、迩櫛の埋土で櫛成されることがわかった。また、西

-I8-



側の旧沢に向かう斜面で、大木7b～8a式期の捨て場を検出した。 3年Ⅲ1の調査で検出きれた遺榔は、住

居跡53棟、炉跡ll基、住居状遺椴3棟、焼土遺栂l4基、埋設土器遺櫛3基、石斧埋納遺櫛1基、配石過櫛1

基、土坑36基、柱穴状土坑341基である。遺物は全部で大コンテナ350箱で、その内土器が約91%を占める。

その大半は縄文中期の土器である。石器はSlll点（豊録）出土しており、その内2M2点掲載した。

番号 年度 掲戦遺栂名 調査時通柵名 備 考

1 平成 3 1号住居 nB4h②住居 UB4h焼土は炉

2 平成 3 2号住居 UB5g①住居

3 平成 3 3号住居 nBS画住居

4 平成 3 4号住居 nB5画住居

5 平成 3 5号住居 nB5g⑤住勝

6 平成 】 6号住居 502住居 508住居

7 平成 2 7号住居 nB5h①住居 EBSh住居でも調査

8 平成 2 8号住居 nBSh②住居 UBSh"住居を分離

9 平成 3 9号住居 nBSh③住居

0 平成 3 0号住居 nB5h⑤住居

1 平成 3 1号住居 nB6h①住居

2 平成 3 2号住居 UB6h②住勝 UB7i焼土． ⅡB7i周櫛

3 平成 3 3号住居 nB6 ①住居

4 平成 3 4号住居 UB6 ②住居 nB7i⑥住居と合併

5 平成 3 5号住居 nB6 ③住居

6 平成 3 住居 nB6 ④住居

7 平成 2 7号住居 nB7i住居

8 平成 2 8号住居 mB7i②住居

9 平成 3 9号住居 HB7i⑤住謄

20 平成 3 20号住居 nB7j住居 土屑断而で炉を確遡ⅡB7j埋設土器と同じ図

21 平成 3 21号住居 nB8i住居

22 平成 2 22号住居 UB8j住居

23 平成 2 23号住居 nB8⑫住居

24 平成 2 24号住居 nBSi③住居

25 平成 2 25号住居 nB9h住居

26 平成 2 26号住居 nB9h②住居

27 平成 2 27号住居 UB9h③住居

28 平成 2 28号住居 nB9i住居

29 平成 2 29号住居 ⅡB 0h住居

30 平成 2 30号･住居 ⅡB Oi住居

31 平成 2 31号住居 ⅡB Oi②住居

32 平成 2 32号住居 ⅡB qj住居

33 平成 2 33号住居 ⅡB qj②住居

34 平成 2 34号住居 nc8a住居

35 平成 2 35号住居 ⅡC Oa住居

36 平成 2 36号住居 ⅢB h①住居 S01住

37 平成 2 37号住居 mB h③住居

38 平成 2 38号住居 mB i住居

39 平成 2 39号住居 ⅢB 』住居

40 平成 2 40号住居 mC a住居
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群号 年度 掲戟通柵名 調査時過栂名 伽 考

41 平成12 41号住居 nCl風②住居

42 平成12 42号住居 503住居

43 平成ll 43号住居 5“住居

44 平成11 44号住居 505住居

45 平成11 45号住居 5“住居

46 平成11 46号住居 507住居 注4号焼土も

47 平成11 47号住居 201住居 1号焼土

48 平成11 ． 13 48号住居 202住居

49 平成11 ． 13 49号住居 204住居

50 平成13 50号．住居 101住居

51 平成1l 51号住居 102住居 1餌住居

52 平成l l 52号住居 103住居 10S住居

53 平成11 53号住居 203住居

55 平成13 1号炉 nB5h④住居 炉のみ

56 平成12 2号炉 UB6h住居 炉のみ

57 平成12 3号炉 UBSh①炉 nB5h焼土を含む

58 平成12 4号炉 nB5h③炉

59 平成12 5号炉 UB8j炉

60 平成12 6号炉 UC8a炉

61 平成12 7号炉 nc9向炉

62 平成12 8号炉 nCl伽炉

63 平成l1 9号炉 501石囲炉 5⑬住居

“ 平成l1 10号炉 502石囲炉 510住居･14号焼土

“ 平成12 11号炉 mBlj②土坑 mB1j土坑

“ 平成11 1号焼土 2号焼土

67 平成11 2号焼土 3号焼土

68 平成11 3号焼土 5号焼土

69 平成11 4号焼土 7号焼土

70 平成11 5号焼土 8号焼土A

71 平成11 6号焼土 8号焼土B

72 平成11 7号焼土 9号焼土

73 平成11 8号焼土 0号焼土

74 平成11 9号焼土 1号焼土NO1

75 平成11 0号焼土 2号焼土

76 平成11 1号焼土 3号焼土

77 平成11 2号焼土 5号焼土

78 平成11 3号焼土 nB4g焼土

79 平成11 4号焼土 ⅡB万焼土

80 平成11 5号焼土 nB9j焼土 nB9i住埋土中検出

81 平成13 1号埋肢土器 1号埋股土器 N"8

82 平成12 2号埋股土器 2号･埋設土器 No67

83 平成12 3号埋股土器 UB7j埋設土器

鯛 平成13 石斧埋納遺栂 S1石斧埋納遺栂

85 平成11 配石過柵 mBIj配石

86 平成11 1号住居状遺榊 501号住居状遺柵 SK502 501土坑

87 平成13 2号住居状遺構 502号土坑 SK502

88 平成13 3号住居状遺榊 504号土坑 SK506



－21－

番号 年庇 掲載遺柵名 閥森時過柳端 備 孝

89 平成12 1号・土坑 nB4h土坑 HB4h①住居

90 平成13 2号土坑 UB5g①土坑

91 平成13 3号土坑 UB6 ①土坑

92 平成13 4号土坑 UB7 土坑

93 平成13 5号土坑 ⅡBフ ②土坑

94 平成13 6号土坑 UB8 土坑

95 平成13 7号土坑 nB1Oj土坑

96 平成12 8号土坑 UB10j②土坑 mc1a住旙PPIO

97 平成12 9号土坑 nc9a土坑

98 平成12 0号士坑 mBIj④土坑

99 平成12 1号土坑 503号土坑 SK505

1” 平成12 2号土坑 1m号土坑 2号土坑

101 平成12 3号土坑 103号土坑 3号土坑

102 平成12 4号土坑 1“号土坑 4号士坑

103 平成12 5号土坑 1“号土坑 IM住居

1“ 平成11 6号土坑 Sl土坑

105 平成11 7号土坑 S2土坑

106 平成11 8号土坑 S3土坑

l伽 平成11 9号土坑 S4土坑

108 平成11 20号土坑 S9土坑

lm 平成1l 21号土坑 S O土坑

110 平成1l 22号土坑 S l土坑

1l1 平成11 23号土坑 S 2土坑

112 平成11 24号土坑 S 3土坑

113 平成13 25号･土坑 S 4土坑

114 平成13 26号土坑 S 5土坑

115 平成13 27号土坑 S 6土坑

116 平成13 28号土坑 mCla①配石 mCla①配石下郁土坑mBIj③土坑

117 平成13 29号土坑 mcla②配石 mCla②配石下部土坑 mcla①土坑

118 平成13 柱穴群1 nB69．79．8g区

119 平成13 柱穴群2 nC8h．8i区

120 平成13 柱穴群3 UB9j区

121 平成13 柱穴群4 UB10h区

122 平成13 柱穴群5 nC8a・9a･10a区

123 平成13 柱穴群6 IBIj区

1湖 平成13 柱穴群7 HB8h･8i ・9i区

125 平成13 柱穴群8 nB48･59'4h区

126 平成12 柱穴群9 nB6h･7h区（ⅡC掴上部検出）

127 平成12 柱穴群 0 IB6h．7h区（Ⅳ咽上面検出）

128 平成12 柱穴群 1 UB7i ･7j区（ⅡC咽上面検出）

129 平成12 柱穴群 2 nB7h･8h区（ⅡC燗上面検出）

130 平成12 柱穴群 3 mc7g区 S5･6．7･8上坑

131 平成11 柱穴群 4 nB99． 1u9．9h･ 10h区
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l.住居跡

1号住居跡

遺構（第ll図、写真図版4)

＜位陞＞北側鯛遜区北側ⅡB4h． 5h区にまたがり位世する。

＜検出状況・並複関係＞潤査区境界に入れた深堀トレンチ中で炉と見られる焼土を検出した。 3号住居跡よ

り新しく、 1号土坑より古い。北東側は、調査区外に広がる。

＜規模・平面形＞検出きれた部分での径は3.2mで、平面形は円形を呈するものと思われるが、西側は削剥

を受けている可能性がある。

＜埋土＞にぶい黄褐色砂質シルトの単層である。

＜壁・床而＞壁は外傾し、床面は平坦で、斜面下方に向かって伽かに傾斜する。

＜柱穴＞検出できなかった

く炉＞床而中央と見られる地点から地床炉を検出した。規模は検出部分の径80cmの範囲で、半分以上は澗査

区外に続く。厚さは最大で5cmである。

遺物（第1図l～5，第180図2157･2158)

＜出土状況＞埋土中及び床而から土器片5点、石器2点が出土している。

＜土器>lは橋状突起、 3は未調整の細隆線で、 4は原体側面圧痕で渦巻文を描く。

＜石器＞2点とも凹基の石錐である。2158は基部に矢柄装着痕と見られるアスファルトが付若する。

＜時期＞出土した土器の特徴から縄文時代中期中葉の遺柵の可能性が高い。

2号仲居跡

遺桐（第12図、写典図版5)

＜位世＞北側澗査区北側ⅡB4g･ 5g･ 6g･ 4h･ 5h･ 6h区にまたがり位圃する。

＜検出状況・亜複関係＞深堀トレンチ中で炉と床面を検出した。 3 ． 6号住居跡、 3号炉、 15号土坑より古

く、 5 ･ ll号住居跡より新しい。

＜規模・平面形＞西側が一部削剥を受けている可能性がある。平面形は、径5.1×3.8mの梢円形を呈するも

のと思われるが、炉の主軸方向とずれるので北西方向に広がる可能性がある。

＜埋土＞暗褐色砂質シルトとにぶい黄褐色砂質シルトからなる3層である。

＜壁・床面＞南東壁が残りがよく、緩く外傾する。床面は僅かに起伏があり締まりはない。

＜柱穴＞41基検出したが、平面形の主軸と炉の主軸方向が一致していないので、柱穴の位個は不明である。

＜炉＞床而中央と見られる地点から石囲炉を検出した。深堀トレンチで半分以上破壊してしまったが、 78×

60mの長方形を呈し、焼土は炉内に広がり、層厚9cmである。南西隅に炭化物が検出された。

遺物（第l ･ 2図6～20,節180図2159～2169，第162図1803)

＜出土状況＞埋土中から土器15点、石器11点、土玉1点が出土している。

＜土器＞8は口縁に原体側面圧痕、頚部に4単位の突起様の貼付、沈線による波状文を描く。胴部下半部は

縄文施文後縦に磨消を行っている。 19の浅鉢も8と同様に口縁に原体側面圧痕を行っている。20にはS字状

の突起も見られる。

＜石器＞石錐10点の内9点は凹蕪錐、 1点は平基鑑である。2169の石皿は股大長約56cmで平坦な底面と一部

立ち上がる蝋部をもつ。自然礫を利用したものと見られる。
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＜時期＞出土した土器の特徴から縄文時代中期前葉の過構の可能性が商い。

3号住居跡

遺梢（第13図、写真図版6)

＜位置＞北側調査区北側ⅡB4g･ 5g． 4h． 5h区にまたがり位世する。

＜検出状況・重複関係＞深堀トレンチ中で床面を検出した。 1 ． 7 ． 8号住居跡、 1号土坑より古く、 2 ．

5 ． 10号住居跡より新しい。

＜規模・平面形＞北東側が調査区外に広がる。径4.6以上×4.5mの梢円形を呈するものと思われる。

＜埋土＞多量の風化砂を含むにぶい黄褐色砂質シルトと、多趾の炭化物を含む暗褐色砂質シルト、暗褐色細

砂の3層である。

＜壁・床面＞壁は緩く外傾する。床面は僅かに起伏があり、西側に傾斜する。

＜柱穴＞48基検出したが、Ⅲ層上面で検出したので、新旧の柱穴が含まれる。主柱穴は不明である。

＜炉＞床面中央やや北東寄りで大小2基の地床炉を検出した。大きめの地床炉（炉l)は径86×78cnl、層厚

12"の隅丸方形を呈し、小さめの地床炉（炉2)は径50×40m、層厚12Cmの楕円形を呈する。

＜その他の施設＞炉1の西側60Cmの位置で胴部を倒立に埋設した土器が検出された。

遺物（第2 ． 3図21～33、第180･ 181図2170～2185)

＜出土状況＞埋土中及び床面から土器13点、石器17点が出土している。

＜土器>21はキヤリパー形の器形をもつ深鉢で、沈線による渦巻文を描く。22･32には原体の側面圧痕。

24．25．29は調整のない細隆線で渦巻文、 クランク様のモチーフを描く。

＜石器>11点の内10点は凹基石錐で、有茎石錐は1点である。2182の石匙は縦型剥片の側面に両側から調整

を加え、先端が尖頭になっている。2184.2185とも側面を敵石に利用している。

＜時期＞出土した土器の特徴から縄文時代中期中葉の過櫛の可能性が商い。

4号住居跡

遺欄（第14図、写真図版7）

＜位置＞北側調査区北側ⅡB59･69･ 5h･6h区にまたがり位世する。

＜検出状況・亜複関係>l ･2号住居跡稲査後、Ⅲ届上面検出中に石囲炉を検出した。 1 ･ 2･3･ 10号住

居跡より古く、 5号住より新しい。

＜規模・平面形＞炉、柱穴、壁溝、壁の一部のみの検出であるが、径は約4.5×4.0mの梢円形を呈するもの

と思われる。

＜埋土＞埋土の残りが悪く、土層断面の計測は不可能であったが、床面近くには暗褐色砂質シルトが堆祇し

ていた。

＜壁・床面＞壁は北壁で僅かに確認したのみで、立ち上がり方については確認できなかった。床面は僅かに

起伏がある。炉の東側2mに長さ1.25m、巾14～24dn,深さ数Cm、南側約2mにも長さ1.6m，巾16～40cm、

深さ13cmの壁櫛が検出された。

＜柱穴＞69基検出したが、Ⅲ層上面で検出したので、新旧の柱穴が含まれる。主柱穴は不明である。

＜炉＞床面中央やや北寄りで石囲炉を検出した。新規の柱穴によって東側が破壊されている。残存部の平面

形は、径56×50cm以上、厨厚6cmの隅丸方形を呈する。
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過物（第3図34～36，第181図2186. 2187)

＜出土状況＞柱穴中から土器4点、石器2点が出土している。

＜土器＞34は折り返し口縁の2条の沈線内に列点文、胴部には押し引き沈線2条が垂下する。35は口縁部の

一部に交互刺突文、連弧文が見られる。36は3号住居跡の26と同一個体である。

＜石器＞2186は凹基石錐、 2187は平韮石錐の完形品である。

＜時期＞出土した土器の特徴から縄文時代中期前葉の遺柵の可能性が高い。

5号仲居跡

遺構（第14図、写真図版7）

＜位迩＞北側鯛査区北側ⅡB59･ 69． 5h･ 6h･ 5i ･ 6 i区にまたがり位世する。

＜検出状況・重複関係>1 ･2号住居跡輔査後、、届上面検出中に炉と壁瀧を検出した。当該地区で最も古

い住居跡と見られる。当初土坑として輔査を進めていたが、数Cm掘り下げたところ焼土を検出し、周囲に石

の抜き取り痕と見られる穴も検出したので炉とした。その後周辺のだめ押しで、炉と主軸が一致する壁櫛と

見られる溝も検出したので住居跡として登録した。

＜規模・平面形＞炉、柱穴、一部の壁櫛の検出であるので規模は不明である。平面形は周瀧の形状から楕円

形を呈するものと思われる。

＜埋土＞埋土の残りが悪く、土層断面の図化は行わなかった。

＜壁・床面＞炉の南2m付近で僅かに残存し外傾して立ち上がる。床面は髄かに起伏がある。炉の南から南

東にかけて、長さ6m，巾10～24cm、深き2～10Cmの壁櫛が検出された。

＜柱穴>121基検出したが、Ⅲ層上面で検出したので、新旧の柱穴が含まれる。主柱穴は本遺跡の同様な形

状の住居の例から、P10･31 ･49･84･90といった長方形の配列が考えられる。

＜炉＞床面中央と見られる地点で炉を検出した。径125×93Cnlの梢円形土坑の中央に60×38cm、層厚4dnの

焼土が検出された。焼土の西、北、東には石の抜き取り痕と見られる穴も検出された。

遺物（第4図37、第181図2188～2190)

＜出土状況＞埋土中から土器1点、石器3点が出土している。

＜土器＞37は口縁部に斜行沈線、頚部に連弧文を描く。

＜石器＞凹基石錐2点、横型の石匙1点で石匙は使用痕分析の結果、刃部を平行に動作させていた線状痕、

Dタイプの使用痕光沢が観察された（石器使用痕分析外注)。

＜時期＞出土した土器の特徴から繩文時代中期前葉の遺柵の可能性が高い。

6号住居跡

遺梢（第15図、写真図版8）

＜位腫＞北側澗盗区北側ⅡB5f･ 6f･ 5g･ 6g区にまたがり位慨する。

＜検出状況・重複関係＞Ⅱa層除去後、 Ⅱb層上面で石囲炉を検出した。また、炉の南東側で僅かながら壁

を確認した。 2･ 11号住居跡と砿複するが本住居の方が新しい。西壁、北盤は削剥されている。

＜規模・平面形＞検出部分での径は3.6mで、平面形は梢円形を呈するものと思われる。

＜埋土＞埋土の残りが悪く、土層断面の図化は行わなかった。

＜壁・床面＞炉の南東側に倣かに残存する。床而は値かに起伏があり、北東側（斜面下方）に傾斜する。
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＜柱穴＞6基検出したが、径は27～38Cm、深さll～26Cnlである。

＜炉＞4個の円礫、亜角礫で櫛築された石囲炉を検出した。石はほとんど残っていないが、径は60cm前後と

見られる。焼土は48×40cmの広がりをもち層厚は4cInである。

遺物（第4図38～41，第181図2191～2196)

＜出土状況＞埋土中及び柱穴から土器4点、石器6点が出土している。

＜土器＞38.39はいずれも口縁部に交互刺突文をもち、口縁は内湾気味に立ち上がる。

＜石器＞石器はいずれも石錐あるいは石錐を目的にした石器素材である。2195は有茎石錐の完形品である。

2196は硬質ハンマーの間接打撃で得られた剥片に調整を加え石錐加工中と見られる石器素材である。無茎石

鍍及び凹基石錐は大半が、これと同様に先端から調整を加えて成形している。

＜時期＞出土した土器の特徴から縄文時代中期前葉の遺櫛の可能性が高い。

7号住居跡

遺構（第15図、写真図版9)

＜位置＞北側調査区北側ⅡB5h． 6h･ 5i ・ 6i区にまたがり位置する。北東側は調査区外に広がる。

＜検出状況・重複関係＞Ⅱa層除去後、 Ⅱb層上面で黒褐色土の広がりとして検出し、壁の確遡のために入

れたトレンチで炉の焼土を確認した。 4 ･ 10号炉より古く、 8･ 9． lO号住居跡より新しい。

＜規模・平面形＞検出部分での最大径は3.7mで、壁の連なり具合から、平面形は梢円形を呈するものと思

われる。

＜埋土＞黒褐色砂質シルトと多量の砂を含むにぶい黄褐色砂質シルトからなる。炉近くの床面上には焼土と

明黄褐色土ブロックがある。

＜壁・床面＞壁は内湾気味に外傾して立ち上がる。床面は僅かに起伏がある。

＜柱穴＞検出できなかった。

＜炉＞床面中央調査区境界付近で地床炉を検出した。北東側は調査区外に広がり、北西側はトレンチで削剥

してしまった。焼土は土層断面から径68dn、層厚9mである。床面南東壁近くで径30×26cm､厚さ5cmの焼

土が検出された。

遺物（第4～6図42～53，第181 ･ 182図2197～2224，第162図18M～1810)

＜出土状況＞埋土中及び床面から土器13点、石器28点、土製品7点が出土している。

＜土器＞44．45とも波状口縁なす深鉢で、 44は渦巻文、45は沈線と連鎖状隆帯で、壷形土器の49は沈線でア

ルファベット文を描く。48は注口状の突起、 2120は浅鉢状のミニチュア土器である。

＜石器＞石錐は凹基石錐9点、平基石錐3点、未製品5点である。石錐の2216は菱形形をし両端を加工して

いる。2222は擦切石斧で、破損後は模として利用された可能性がある。

＜土製品＞6点の円盛状土製品と器種不明で、貫通孔をもつ土製品1点である。

＜時期＞出土した土器の特徴から縄文時代中期末葉から後期初頭の遺櫛の可能性が高い。

8号住居跡

遺構（第16図、写真図版10)

＜位置＞北側調査区北側ⅡB5h･ 6h･5i ･ 6i区にまたがり位世する。北東側は澗査区外に広がる。

＜検出状況・璽複関係＞7号住居跡精査後床面に入れたトレンチの断面で炉を検出した。 3 ． 7号住居跡、

-31-



＋
ⅡB5i

V

｡、

③鰯

ト
や

し

職 哨P．
ン

②チ

や

S=150

150

FL.,,2smm 凸

A－B・C－D

1. 10YR3/2川褐色砂質シルト土閣片供化物”て⑨号、=ず 憧士粒

a－b

1．25YR3/2

2． 5YR3/4

3． 10YR2/1

肌褐色砂質シルト骨片少量含
暗赤禍色焼土
肌色砂質シルト多量炭化物凸卜旦L雪''1”、

c－d

l･ lOYR"2

2． 5YR3/4

匠戸一一
川棚色砂質シルト少盈炭化物
暗赤褐色焼土

第16図8号件居跡
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1号土坑より古く、 4 ･ 5･ 9･ lO号住居跡より新しい。

＜規模．平面形＞南西壁はトレンチ中で壁が立つと見られ、南東側は9号住居跡と璽複し、壁は確潔できな

かった。調査区境の土層断而で本住居の方が新しいことを確認した。検出部分での最大径は約5mで、検出

された壁の連なり具合から、平面形は梢円形を呈するものと思われる。

＜埋土＞黒褐色砂質シルトの単層である。

＜壁・床面＞壁は僅かに外傾して立ち上がる。炉の南側には地山を掘り込んだ壁が部分的に残存する。

＜柱穴＞床面から9基検出したが、検出できなかった柱穴もあるようなので配世は不明である。

＜炉＞床面中央付近と見られる地点で2基の炉（炉l ・炉2）を検出した。検出時の状況から炉lは、炉2

廃棄後に櫛築きれた炉のようである。炉lの南東側はトレンチで削剥してしまった。炉lは石囲炉と斜位に

埋設された土器からなる。石囲炉は3個の礫が残存するのみだが、径38cnl程度の規模をもち、石囲炉の途切

れた部分に土器が口縁を内側に向けて設置されている。焼土は炉の周囲にも広がり、径60dn、層厚8dnの規

模をもつ。炉lの東60m付近に炉2が検出された。炉lの検出面より5cm低い。胴部を利用した土器埋股炉

である。焼土1は炉2の土器から東側96×57cmの範囲に広がり、層厚は2～5cmである。また、炉lの南東

側に接するように焼土2、その北東に焼土3が検出された。規模はそれぞれ径48×45m、層厚4cm、径30X

22cm、層厚4cmである。

遺物（第6～ll図54～129、第182～185図2225～23m、第162･ 163図1811～1823)

＜出土状況＞埋土中及び床面から土器77点、石器76点、土製品13点が出土している。

＜土器＞54～57．60．72．76．78～85．90～”は逆L字文をを中心にしたアルファベット文がモチーフの深

鉢である。58･63･ 121は注口状の突起をもつ。 101～103． lO5は円文と楕円文、 104･ 106～113は渦巻文を

モチーフとする土器である。 129は高台に貫通孔をもつ。2121も高台の4つの貫通孔をもつミニチュア土器

である。

＜石器＞2258は凸基石識で木の葉様をしている。掻削器に分類した2275は側面が摩滅しており、他の用途も

考えられる。2292は先端近くにくびれを作りだした石棒である。2296は角錐状の先端から特殊敵石に分翻し

たが形状や大きさから別物である可能性が高い。

＜土製品>1811は土偶の肩から胴部である。沈線で波状文、渦巻文をモチーフとする。

＜時期＞出土した土器の特徴から縄文時代中期末葉から後期初頭の避櫛の可能性が高い。

9号住居跡

遺構（第17図、写真図版11)

＜位置＞北側調査区北側ⅡB5h･ 6h･ 5i ･ 6i ･6j区にまたがり位置する。北東側は調査区外に広

がる。

＜検出状況・重複関係＞Ⅱa層除去後、 Ⅱb闇上面で照褐色土の広がりとして検出した。当初8号住居跡と

して輔査を進めたが、土層断面の観察から2棟の住居になることがわかり、調査期間で終了する事ができず

2年にまたがり精査を行った。住居の接する地点では壁の確認ができず、調査区境の土層断面で本遺櫛の方

が古いこと確鯉した。 7 ． 8号住居跡、 lO号･炉より古く、 4 ･ 5 ･ 9 ･ lO･ ll ． 13． 14･ 15･ 16号住居跡よ

り新しい。

＜規模・平面形＞南壁のみ確認した。炉から検出した壁までが3m位なので径は6m程庇、平面形は砿の迎

なりから、多角形を呈するものと思われる。
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ﾉM褐色砂質シルト土器片炭化物焼土粒粗砂円礫
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2.10YR2/2Ⅲ褐色砂質シルト炭化物焼土粒粗砂
3． 5YR3/3 蹄赤禍色焼土
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5.10YR6/8 1ﾘ職柵色砂質シルト
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1． 10YR3/2肌褐色砂質シルト多倣炭化物焼土粒
2.IOYR2/3照褐色砂哲シルI、

第17図9号住居跡
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＜埋土＞黒褐色砂質シルト、炭化物を多鼠に含む黒色シルト、暗褐色シルトからなる4層である。

＜壁・床面＞壁は僅かに外傾して立ち上がる。床は起伏があり、締まりがよい。炉の付近が最も高く、壁側

が低くなっている。南壁際にIOO×50dn、床面からの高さ10mの比較的平坦な高まりがある。壁とは溝で区

切られている。炉2～4の南側に“×"Cm、層厚lOCmの明黄褐色土の貼り床が検出された。

＜柱穴＞床面及び壁際から56基検出したが､重複が多く、建て替えが何時期かあるようだ。位世や規模から、

柱穴配慨としてはP4 ･ 12．32･48といった平面形に対応したものが考えられる。

＜炉＞検出された床面の北寄り調査区外に広がるように、 5基の炉（炉l～炉5）を検出した。般初に検出

されたのは炉5で、最も新しいと思われるが、炉1～炉4については新旧関係は不明である。炉5は北東側

が調査区外に広がるため規模は不明であるが、検出部分の径45cm，廟厚3cmである。焼土の南東に焼成を受

けた石が散乱するので石囲炉の可能性もある。炉lは炉5の西側30cmに検出され、胴部を直立にした土器埋

設炉（土器b)とこの炉に口縁を向けて横位に設置された土器（土器a)からなる。焼土は土器bを中心に

40×26Cm、層厚5cmである。炉2～炉4は斜位に埋設された土器埋設炉で、炉2は土器aが3個体、土器b

が2個体入れ子状態に亜なっている。土器aが土器bの上に設置されている。炉3は1個の土器が斜位に設

侭されている。炉4は大小2個体の土器が入れ子状態で斜位に設置されている。炉のかなりの部分が調査区

外に広がるため群細は不明である。

遺物（第12～15図130～160、第186. 187図2301～2348，第163図1824)

＜出土状況＞埋土中、炉埋設土器、柱穴から土器36点、石識8点、土製品1点が出土している。

＜土器>130～138. 150～154･ 161はアルファベットをモチーフにした土器である。 143は連続S字文、

145･ 147は連鎖状隆帯、 146･ 148は刺突文をもつものである。 157～158は隆帯で渦巻文を描く。 2123は口縁

部に賞通孔をもつミニチュア土器である。

＜石器＞凹基石雛の3633は雅部の決り部縁辺が摩滅している。2346は脚付の石皿の破片である。2348は自然

礫の表面に線刻画？が描かれたものである。モチーフは不明である。

＜時期＞出土した土器の特徴から縄文時代中期末葉の遺櫛の可能性が高い。

10号住居跡

遺構（第18図、写典図版12）

＜位慨＞北側調査区北側ⅡB5h． 6h ． 5i ･ 6 i区にまたがり位侭する。北東側は鯛査区外に広がる可

能性がある。

＜検出状況・班複関係＞8号住居跡輔炎後、その下の黒褐色砂質シルトの広がりとして検出した。 3 ． 4 ．

7 ．8 ． 9号住居跡、 1号炉より古く、 5号住居跡より新しい。

＜規模・平面形＞土層断面を設定した炉の南西、北西で緩く立ち上がる床を検出したが、あまり明瞭ではな

い。実測図には埋土の広がる範囲を波線で表した。埋土の広がりは、4.0×3.6mの梢円形を示す。

＜埋土＞おもに黄褐色砂質シルトのブロックを含む黒褐色砂質シルトからなる3層である。

＜壁・床面＞壁は確認できなかった。床は起伏があり、締まりがよい。炉の付近が股も低い。

＜柱穴＞埋土の広がる45基検出したが、並複が多く建て替えが何時期かあるようだ。位慨や規模から、柱穴

配置としてはP8 ･ 14．25･36といった方形の配置が考えられる。

＜炉＞埋土の広がる範囲の中央付近で石囲炉を検出した。炉の中央に8号住の柱穴がある。 100×60cmのほ

ぼ長方形をし、畏軸方向はほぼ東西を示す。主に扁平で長めの亜角礫を利用している。北東隅は石が見あた
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第18図10号住居跡
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らない。焼土は炉内に広がり85×50Cm、層厚3cm未満と薄い。

遺物（第15． 16図163～170，第188図2349～2357)

＜出土状況＞埋土中及び床面から土器8点、石器9点が出土している。

＜土器＞163は波状口縁が僅かに外反する深鉢で、頚部を沈線で区画し、その下部には連弧文を施文する。

164は口縁に鋸歯状文、胴部にはモチーフ不明の沈線文を描く。 167． 168も同様な文棟をもつ土器である。

170は底部が楕円形（口縁も楕円形に広がる）を呈する浅鉢である。

＜石器＞2357は映状耳飾りの破損品で、勾玉状の垂飾品に再利用したものと見られる。

＜時期＞出土した土器の特徴から縄文時代中期前葉の遺構の可能性が高い。

11号住居跡

遺構（第19図、写真図版12）

＜位置＞北側調査区北側ⅡB69． 6h区にまたがり位徹する。

＜検出状況・重複関係＞トレンチの土層断面で壁の立ち上がりと床而を検出した。西側はトレンチで破壊し

てしまった。北側から北東側は2 ． 4 ． 6 ． 8号住居跡に切られ、南東側では12号住居跡を切っている。

＜規模・平面形＞検出部分の最大径は5.4mで、平面形は梢円形を示すものと見られる。

＜埋土＞おもに暗褐色砂質シルトの単層である。

＜壁・床面＞壁は緩く外傾する。床は平坦だが、西側（斜面下方）に向かって傾斜する。

＜柱穴＞床面から15基検出したが、柱穴配置は不明である。

＜炉＞検出しなかった。

遺物（第16図171～180、第188図2358～2362)

＜出土状況＞埋土中から土器10点、石器5点が出土している。

＜土器>172は突起様の貼付をもつ口縁の突起である。 173･ 175は隆沈線の渦巻文、波状文をもつ。

176は折り返し口縁に縦に原体圧痕を施文している。 179は渦巻状の突起をもつ浅鉢である。

＜石器＞2361は円礫の1つの側面を磨石として使用したものである。

＜時期＞出土した土器の特徴から縄文時代中期中葉の遡櫛の可能性が高い。

12号件屋跡

遺構（第19図、写真図版13）

＜位置＞北側調査区北側ⅡB6h･ 7h･ 7 i区にまたがり位世する。

＜検出状況・璽複関係＞Ⅱb屑検出作業中に焼土を検出、当初焼土過榊として梢査を進めたが、周辺から柱

穴、周溝等を検出したので、住居跡とした。47． 11 ． 15． 19．20号住居跡と重複する。本住居跡が最も古

い。

＜規模・平面形＞炉と周溝の一部、柱穴のみの検出で、規模・平面形は不明である。

＜床面＞床は平坦だが、西側（斜面下方）に向かって僅かに傾斜する。炉の北側から長さl.7m、巾20～28

m、深さ10～13mの北西一南東に延びる櫛を検出した。炉と近すぎるが本住居の周櫛とした。

＜柱穴＞炉周辺から17基検出したが、柱穴配置は不明である。

＜炉＞地床炉を検出した。規模は径47×46cm、厨厚6anの円形を呈する°焼土の下部から、 IM×72ml、深

さ36m隅丸長方形の土坑を検出した。土坑の底面には土坑の長軸方向が一致する74×22cnl、深さ12"の孵状
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の土坑も検出された。

週物出土しなかった。

＜時期＞時期不明である。

13号住居跡

遺構（第20図、写真図版13)

＜位慨＞北側澗在区北側ⅡB6i区に位世する。

＜検出状況・遮複関係＞トレンチの土屑断面と9号住居跡の壁面で、壁の立ち上がりと床面を検出した。西

側はトレンチで破峻してしまった。 8号住居跡、 3号土坑より古く、 14･ 15号住居跡より新しい。

＜規模・平面形＞検出部分は巾が殿大で60cm程度で、最大径は2.5mで平而形は梢円形を示すものと見られ

るが、詳細は不明である。

＜埋土＞炭化物、粗砂を含む黒褐色砂質シルトの単層である。

＜壁・床面＞壁は値かに外傾する。床は平坦である。

＜柱穴・炉＞検出しなかった。

遺物（第17図181，第188図2363～23“）

＜出土状況＞埋土中から土器1点、石器4点が出土している。

＜土器＞渦巻文をモチーフとする土器の破片である。

＜石器＞凹雅石鍼4点である。

＜時期＞出土した土器の特徴から縄文時代中期の遺櫛の可能性が高い。

14号住居跡

遺構（第20図、写真図版14)

＜位置＞北側澗査区北側ⅡB6 i ･ 7i ･6j ･ 7j区にまたがり位侭する。

＜検出状況・亜複関係＞トレンチの土層断面と25号住居跡の壁面で床而及び壁の立ち上がりを確認した。

9 ． 13･21 ･25号住居跡、 3号土坑より古く、 l5･ 16号住居跡より新しい。

＜規模・平面形＞炉と一部の砿、柱穴のみの検出で、規模と平而形は不明である。

＜埋土＞炭化物、焼土粒を含む黒褐色砂質シルトの単屑である。

＜壁・床面＞壁は僅かに外傾し、床は起伏がある。

＜柱穴＞東壁近くから5篭検出した。 P4は本住居より新期の柱穴である。柱穴配侭は不明である。

＜炉＞検出した床面の北寄りで石囲炉を検出した。石は西側に1個、北東側に1個残るのみであるが、西側

のそれは長き28m，巾21cm、厚さ3cmの扁平な角礫を縦に設置している。焼土は床面から13mも低い位地で

検出した。燃焼部の焼土は37×34cm、厚さ5Cmである。

遺物（第17図182～184、第188･189図2367～2371、第163図1825)

＜出土状況＞埋士中及び床面から土器4点、石器5点、土製品1点が出土している。

＜土器>182は床面から出土した。渦巻文、逆U字文をモチーフとする土器である。

＜石器＞2370は小型の磨製石斧である。

＜土製品＞1825はドーナツ状で、側面と片面に溝が巡る。指輪状土製品としたが賞通孔の直径は約lcmと小

きすぎるかもしれない。
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＜時期＞出土した土器の特徴から縄文時代中期後葉の遺櫛の可能性が高い。

15号住居跡

遺梢（第21図、写真図版14)

＜位世＞北側調査区北側ⅡB6h･ 6i ・ 7i ･6j区にまたがり位置する。

＜検出状況・重複関係＞トレンチの土層断面で床面と壁を検出した。 9 ･ 13号住居跡、 3号土坑より古く、

14･ 16･20．21号住居跡より新しい。大半は9号住居跡によって切られている。

＜規模・平面形＞南側の一部のみの検出であるが、検出部分の最大径は約5.5m、周瀧の連なり具合から平

面形は多角形を示すものと見られるが、詳細は不明である。

＜埋土＞炭化物、焼土粒を含む黒褐色砂質シルトの単層である。

＜壁・床面＞調査区境の土層断面の観察では、壁はほぼ垂直に立ち上がるが、南壁から南東壁は外傾する。

床は僅かに起伏がある。南西壁から南東壁にかけて長さ5.7m、巾18～22cm、深さ25～30Cmの周櫛が検出さ

れた。

＜柱穴＞床面から6基検出したが、柱穴配置は不明である。

＜炉＞炉は検出しなかった。

遺物（第17図185～188、第189図2372)

＜出土状況＞埋土中から土器4点、石器点、剥片点が出土している。

＜土器＞186. 187は沈線による渦巻文をモチーフとする土器である。

＜石器＞凹基石錐が1点出土した。

＜時期＞出土した土器は縄文時代中期中葉の特徴をもつが、重複する住居跡との関係から縄文時代中期後葉

の遺栂の可能性が高い。

16号住居跡

遺構（第21図、写真図版15)

＜位置＞北側調査区北側ⅡB6i ･ 7i ･ 6j ･ 7j区にまたがり位置する。

＜検出状況・重複関係＞25号住居跡の壁面の土屑観察と14号住居跡の床面に広がる黒褐色砂質シルトの広

がりとして検出した。 9 ･ 14･ 15･21 ．25号住居跡より古い。大半は9 ･ 15号住居跡によって切られてい

る。

＜規模・平面形＞検出部分の股大径は約4.3mの梢円形を呈すると見られる。

＜埋土＞炭化物、粗砂を含む黒褐色砂質シルトからなるが、調査区境際に廃棄された焼土がある。

＜壁・床面＞北東壁の一部のみ検出であるが、壁は僅かに外傾する。床面中央の炉の周辺が低くなる。

＜柱穴＞床面及び周辺から28蕪検出したが、P20～28は他の逝櫛の可能性がある。配慨は不明である。

＜炉＞床面中央と見られる地点から焼土を検出した。北側の大部分が15号住居跡の周櫛によって破壊されて

いる。残存している部分は120×80mの長方形の浅い窪みで、中央には60×50ml、層厚4cmの焼土が広がる。

窪みの縁に石が残っているので、石囲炉であった可能性がある。

遺物（第17図189～193，第189図2373～2376)

＜出土状況＞埋土中及び柱穴から土器4点、石器4点が出土している。

＜土器>189, 193は梢円文、渦巻文をモチーフとする土器で、 190は口縁部の表裏に原体圧痕、 191は刺突文、
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192は突起に渦巻文をもつ土器である。

＜石器＞出土した石錐2点はいずれも平韮石錐である。2376は半円状の扁平な円礫のl側面を敲打に利用し

たために剥離が発達している。

＜時期＞出土した土器の特徴から縄文時代中期後葉の遺栂の可能性が高い。

17号住居跡

遺構（第22図、写真図版16）

＜位置＞北側調査区北側ⅡB7h･8h･7i ･ 8i ･7j ･8j区にまたがり位世する。

＜検出状況・竃複関係＞トレンチの掘り下げ中に土器埋設炉を検出した。その後土層断面で床と壁を確認し

た。 1号住居状遺柳の直下にあたる。同遺柵は、本住居跡とほぼ平面形が唾なり合う。 18･ 19･24･25号住

居跡より新しく、 1 ． 3号住居状遺栂より古い。

＜規椣・平面形＞平面形は長径3,7m、短径2.7mの梢円形を呈する。

＜埋土＞黒褐色、暗褐色、にぶい黄褐色、黒色砂質シルトの4層からなる。 4層は炭化物が多い。

＜壁・床面＞南西壁と北東壁は外傾し、北西及び南東壁は緩く外傾する。床面は平坦で、僅かに東側が低く

なっている。

＜柱穴＞床面から4基検出したが、住居の長軸方向と配置がずれることと、 P2が炉に近すぎることなどか

ら主柱穴かどうかは検討が必要である。

＜炉＞床面中央と見られる地点で約20cmの間隔で南北に並ぶ2基の土器埋設炉を検出した。北側の炉は2個

体の土器からなる。土器を東側に向け、斜位に埋設した後、その中に入れ子状に胴部を立位に埋設している。

南側の炉も口縁を東側に向け斜位に埋設されている。焼土はいずれも土器の口縁付近に発達している。検出

時の状況や土器のレベルから南側の炉が新しい。また、検出時には北側の炉の上には径20Cm前後の礫が多数

検出された。南側の炉から東に80Cm、南東100Cmの地点の床面でそれぞれ焼土が検出された。前者は22×20

cm、層厚2cm，後者は24×19cnl、層厚lcmである。

遺物（第18･ 19図194～210，第189･ 190図2377～2399、第163図1826～l831)

＜出土状況＞埋土中及び床面から土器17点、石器23点、土製品6点が出土している。

＜土器＞194はC字文？、 196はアルファベット文、 197は連鎖状隆帯で区画し磨消縄文している土器で、 196

は文棟の連結部隆帯に刻みをもつ。 199は注口状の突起である。

＜石器＞3233は2側辺に決りをもつ凹基石錐である。2399は棒状の礫の片方の先端を角錐状にした後、胴部

を磨いている。

＜土製品＞円盤状土製品が6点である。

＜時期＞出土した土器の特徴から縄文時代中期末葉から後期初頭の遺構の可能性が高い。

18号住居跡

遺構（第23図、写真図版17）

＜位倣＞北側調壷区北側ⅡB7 i ･ 7j ･ 8i ･8j ・ 9i区にまたがり位侭する。

＜検出状況・重複関係＞トレンチの土咽断面で壁と床面を検出した。 17号住居跡、 l

古く、 19･22･23･24･25号住居跡より新しい。

＜規模・平面形＞平面形は長径6.1m、短径5.5mの不整の梢円形を呈する。

3号住居状遺構より
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＜埋土＞黒褐色、暗褐色、にぶい黄褐色砂質シルトの5層からなる。

＜壁・床面＞壁は緩く外傾する。床面は平坦で、炉の付近が僅かに低くなっている。

＜柱穴＞検出できなかった。

＜炉＞床而中央と見られる地点で地床炉を検出した。規模は60×50"、焼土の層厚4cmである。また、炉の

南lm付近に径36×30Cm，層厚4cmの焼土を検出した。

遺物（第20．21図211～239，第190図2400～2428，第163図1832･ 1833)

＜出土状況＞埋土中及び柱穴から土器31点、石器29点、土製品2点が出土している。

＜土器>211 ･217は頚部に原体の側面圧痕をし、口縁部を区画するもの。210･220は波状口縁の波頂部下部

に円文、同心文、227．229．230は辿鎖状隆帯をもつものである。237はモチーフ不明の沈線文をもつ小型の

土器である。

＜石器＞2423は自然礫の2面を凹石として利用したもので、大きい凹みの底面には付着物が観察される。

2424は自然礫に櫛をつけた石錘と見られる。2425は軽石に穿孔したものである。2427と2428はいずれも棒状

の両端を角錐状にしたもので、後者は胴部を磨いているが、両者とも胴部に敵打痕が見られる。

＜土製品＞円盤状土製品が2点である。

＜時期＞出土した土器の特徴から縄文時代後期前葉の遺櫛の可能性が高い。

19号住居跡

遺構（第24図、写真図版18）

＜位置＞北側澗査区中央ⅡB7h． 8h･ 7 i ・ 8 i区にまたがり位置する。

＜検出状況・璽複関係＞25号住居跡西壁側埋土精査中に炉石及び焼土を検出した。25号住居跡の埋土中での

検出なので、本住居の方が新しい。 l2･20･25号住居跡より新しく、 17･ 18号住居跡、 l ･3号住居状避櫛

より古い。

＜規模・平面形＞平面形は、東側を誤って掘ってしまったが、 3.4×3.4cmの隅丸方形を呈するようである。

＜埋土＞黒褐色、黒色、暗褐色、褐色、にぶい黄褐色、灰就褐色砂質シルトなどからなる8層である。土届

堆積状況からl～4層は本住居より新しい住居の埋土の可能性が高い。この住居の平面形は不明である。

＜壁・床面＞壁の残りは良くないがほぼ直立し、床面は平坦で炉の周辺が低くなっている。

＜柱穴＞床而から40韮検出した。 JIK複があり主柱穴の確浬はできなかったが、炉の位世などから、 P3 ･ 13，

あるいはPl ． 10･38などが考えられる。

＜炉＞床面中央東寄りから土器埋股炉十石囲炉十石囲炉（＋削庭部）の柵造をもつ複式炉を検出した。炉の

箱査を進める内に東側の石囲炉の上に柵円形(東側は誤って破壊)の石囲炉が亜なっていることがわかった。

上の炉は、埋土で確認した新規の住居に伴うものと思われる。新規住居の石囲炉は、径50Cm、焼土の層厚4

Cmで、中央に土器が埋設してあった可能性がある。複式炉の土器埋設部は土器が他かに残るのみで復元は不

可能であった。中央の石囲炉は径60×45cmの長方形を呈し、炉内全体に層厚5cmの焼土が広がる。東側の石

囲炉は中央の炉とは40×30×8cmの扁平な花崗岩礫で区切られている。巾75dn、奥行き40mで東側に開いて

いる。元々はその東側に前庭部があったものと思われる。

遺物（第22.23図240～252，第191 ･ 192図2429～2453，第163図1834～1839)

＜出土状況＞埋土中、炉、周禰から土器13点、石器15点、土製品6点が出土している。

＜土器>240．242･243は隆帯及び沈線Ⅲlに列点文をもつもの、 2"･245･251は梢円文・逆U字文、 246~
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2． 10YR2/1

3． 10YR2/3

4． 10YR4/4

5． 10YR6/2

6． 10YR3/4

7． 10YR3/3

8． 10YR5/3

鼎褐色砂質シルト徴量炭化物にぶい枇褐色土灰白色砂

照色シルト 炭化物にぷい前褐色土灰白色砂
烈褐色砂質シルト 炭化物にぶい尚褐色土灰白色砂
褐色砂質シルト徹丘災化物にぷい貿糊色土灰白色砂

灰間褐色砂質シルト微量炭化物

略禍色砂質シルト徴量炭化物にぶい武縄色上灰白色砂
暗褐色砂質シルト徹量炭化物にぶい蘭褐色土灰白色砂

にぶい黄褐色砂質シルト殴量炭化物灰白色砂

b!
弓 坐"L=''2" 産L軍,,23伽、

ご甦茎 1

、≦_｜も声
3 7

3

S=1/25

a－b・c－d・e－f・g－h
l・ 10YR3/3暗掲色砂質シルト
2． 5YR3/3 暗赤褐色壁土

3． lOYR2/3照褐色砂質シルト

4.5YR4/6 赤褐色焼土

5． IOYR5/3にぷい碗褐色細砂

6． 5YR3/2 蹄赤褐色シルト

7． 10YR2/2冊側色砂質シルト

粗砂削褐色土微、炭化物

焼土粒粗砂織鼠炭化物

傲賦肌褐色土

多赴

炭化物粗砂小曝醐褐色砂

4ﾄ且L-,,2釦、 L＝ljZ麺”

弩＝‘
S=1/25

S=1/25

第24図19号住居跡
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247は渦巻文をそれぞれモチーフとする土器である。

＜石器＞2452.2453はそれぞれ脚付の石皿で砥石としても利用されたようだ。

＜時期＞出土した土器や炉の特徴から縄文時代中期後葉の遺櫛の可能性が高い。

20号住居跡

遺構（第25図）

＜位置＞北側調査区北側ⅡB6j区に位世する。

＜検出状況．重複関係＞3号埋設土器鞘査後、調査区境トレンチの土層断面観察で、炉と床面を検出した。

14号住居跡より新しく、 15号住居跡、 3号埋設土器より古い。

＜規模．平面形＞土層断面のみでの検出なので、規模、平面形は不明である。

＜埋土＞炭化物、焼土粒、粗砂、焼礫を含む黒褐色砂質シルトの単屑である。 2 ．3層は炉の断面である。

＜炉＞土器埋設炉と見られ、焼土の届厚は8cmである。 3号埋設土器によって破壊されている。

遺物出土せず。

＜時期＞遺櫛の重複関係から縄文時代中期後葉から後期の遺櫛の可能性が高い。

21号住居跡

遺構（第25図、写真図版19)

＜位置＞北側鯛査区中央ⅡB8h･ 9h･ 8i ･ 9 i区にまたがり位趾する。

＜検出状況・亜複関係＞深堀トレンチで床面及び壁を検出した。 18．28号住居跡より古く、25．26号住居跡

より新しい。

＜規模・平面形＞平面形は、掻径4･6m、短径3.5m以上の梢円形を呈するようである。

＜埋土＞黒色、黒褐色砂質シルトを主とする4層からなる。3層はブロック状の焼土である。

＜壁・床而＞壁は緩く外傾する。床面は僅かに起伏があり、炉の周辺が低くなっている。また、床面中央や

や南に50×17×llCmの長めの礫力噸位に般世されている。

＜柱穴＞床面から37基検出した。 PlOからは多数の剥片が出土している。主柱穴は、炉の位置などから、

P17．24･32･25が考えられる。

＜炉＞床而中央北東寄りから土器埋股石囲炉を検出した。 18号住居によって破壊されている。炉がだいぶ壁

に寄っていることから複式炉であった可能性もある。焼土の層厚は4cmである。

遺物（第23～25図253～276，第192･ 193図2454～2478，第163･ 1M図1840～1853)

＜出土状況＞埋土中、床面及び柱穴から土器26点、石器25点、土製品14点が出土している。

＜土器＞253は逆U字文、 254は列点文、楕円文をモチーフとするもので、255はモチーフ不明である。260.

261は平行沈線で施文するものである。

＜石器＞2476の刃部は刃つぶし状に畷減している｡2477は方形の剥片の上下に階段状剥離をもつものである。

2478は両面を加工した石皿の破片である。

＜土製品>1840は腕輪の破片、 1841は土製の玉に穿孔しようとした痕跡がある。

＜時期＞出土した土器や炉の特徴から縄文時代中期末葉の遺栂の可能性が高い。
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堕 A－B・C－D

1． 10YRl･刀1

2． lOYR3/2

3． 5YR3/6

4． lOYR4/3

5， lOYR2/1

黒色砂質シルト炭化物焼土粒褐色土粗砂
黒褐色砂質シルト炭化物焼土粒褐色土粗砂
暗赤柵色焼土ブロック状

にぷい黄細色砂質シルト炭化物焼土佃色土粗砂
肌色砂質シルト炭化物褐色土粗砂

ｰ

、

9 -ｳー
ⅡB10i

a－b・c－d

1.10YR2/3

2． 5YR4/8

3． 10YR3/3

4. 10YR2/3

肌栂色シルト
赤禍世焼f

暗佃色シルト
黒栂色シルト

炭化物粒

炭化物粒

S=l/50

21号住

第25図20．21号倖屋跡

－49－



22号住居跡

遺構（第26図、写真図版20．21)

＜位置＞北側調査区中央ⅡB7i ・ 8i ・ 9i･7j ･8j ･9j ･7a・ 8a区にまたがり位置する。

＜検出状況・亜複関係＞深堀トレンチで炉、床面及び壁を検出した。 3号住居状遺櫛より古く、 18･23･

24．28号住居跡、 5 ． 6号炉より新しい。

＜規模・平面形＞平面形は、長径6.1m、短径4.6mの楕円形を呈する。

＜埋土＞黒褐色、にぶい黄褐色、灰黄褐色砂質シルトを主とする6層からなる。 4～6届は下位の遮柵の埋

土の可能性がある

く壁・床面＞壁は僅かに外傾する。床面は僅かに起伏があるが、ほぼ平坦である。床面中央西寄りから3基

の焼土（焼土l～3）を検出した。規模は焼土lが94×70cm、届厚9cm、焼土2は90×80cm、層厚9cm、焼

土3は60×50cm、層厚8cmである。

＜柱穴＞床面から25基検出した。主柱穴は、 P1 ･ 8～lO･ 16． 19･ 15、途中が若干跳ぶがP4 ･ 17･22と

いった配列が考えられる。

＜炉＞床面中央北東寄りから2基の炉を検出した。炉1は石囲炉の可能性がある。炉2は斜位に土器を埋設

している。検出の状況から炉2は炉1より新しい。

遺物（第26～28図277～316，第l93･ 194図2479～2527，第164図1854～1871)

＜出土状況＞埋土中及び床面から土器40点、石器49点、土製品18点が出土している。

＜土器＞286～293は平行沈線で施文する土器である。277.540は頚部に原体の側面圧痕するもの。301 ･302

は平行沈線による梢円文、連続S字文をもつ土器である。316は蛍、 538は高台付土器である。

＜石器＞有茎石錐が12点出土している。2516の石錐は先端に使用痕が確認され、先端から7mの位置には使

用時に付いたと見られる線条痕が観察された。2526は両面を砥石として利用。

＜土製品>1854～1857は土偶の胴部、脚部である。 1859～1861は鐸形土製品である。

＜時期＞出土した土器の特徴から縄文時代後期前葉の遺櫛の可能性が高い。

23号住居跡

週構（第27図、写真図版21 ．22）

＜位世＞北側澗査区中央ⅡB7i ･ 8i ･ 7j ･ 8j区にまたがり位瞳する。

＜検出状況・重複関係>18号状居跡繍査後、深堀トレンチで検出済みの24号住居跡輔査の為の掘り下げ中に

炉を検出した。床面をたどって壁を確認しようとしたが、土層観察のために残したベルトでのみ壁を確浬す

ることができず、実測図に表した西・北壁は値かに床が立ち上がる地点を結んだものである。22号住居跡、

5号炉より古く、 24号住居跡より新しい。

＜規模．平面形＞平面形は、東壁がやや外側に張り出すが、径3.8mの円形を呈する。

＜埋土＞黒色、黒褐色、暗褐色、にぶい黄褐色砂質シルト及びブロック状の焼土からなる8層である。

＜壁・床面＞壁はほぼ垂直に立ち上がる。床面は、ほぼ平坦である。

＜柱穴＞床而から14基検出した。主柱穴は、 P6 ･ 7 ･ 14といった配列が考えられる。

＜炉＞床面中央からほぼ南北に連なる土器埋設炉、石囲炉、土器埋設炉を検出した。南側の土器は斜位に埋

設きれた2個体の土器からなる。周囲に散乱する石はこの炉に伴う可能性がある。中央には石囲炉があり、

北側には石が無くコの字状を呈している。北側の炉は土器の口縁を石囲炉に1句けて斜位に埋股されている。
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A－B・C－D

1． 10YR3/2黒褐色シルト土器片

2． 10YR2/2黙褐色シルト炭化物

3． 10YR3/2照褐色シルト焼土粒
4.10YR4/3にぷい両褐色シルト

5． IOYR3/1照褐色シルト
6. 10YR4/2灰貨褐色シルト胤世士粒
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a－b

1 ． 7．5YR5/8
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1． 75YR4/6

2． lOYR3/3
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側世燈･Iミ

晴栂色シルト焼土粒

蘭柵色シルト

c－f・脚一h． i－j
l.75YR5/8珊細睡長＋

2． lOYR3/2 !M佃色シルト 姪＋鈴
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第26図22号伶民跡
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1． lOYR3/3

2． 10YR2/2

3． 5YR3/4

4． 10YR5/3

5． 10YR3/1

6． lOYR4/3

7. 10YR1.7/1

8． 10YR4/4

暗褐色砂質シルト脱化物焼土褐色土ブロック粗砂
鼎褐色砂質シルト炭化物焼土褐色土ブロック粗砂
暗赤褐色焼土ブロック状炭化物
にぷい尚褐色砂俊化物褐色土ブロック
肌褐色砂質シルト炭化物焼土禍色土ブロック
にぷい茂褐色シルト災化物焼土側色土ブロック
蝋色シルト多量炭化物
栂色砂質シルト微量災化物

ラ恥

a－b｡c－．

1． 75YR3/1

2.5YR4/6

3.10YR2/2

4.5YR3/2

5． 5YR3/l

6． 25YR6/8

7． 5YR2/l

8． 2．5YR4/8

照柵色砂質シルト炭化物粗砂
赤禍色娃十

Ⅲ細色砂質シルト炭化物焼土粒粗砂
略赤褐色シルト 粘土化微殴炭化物

肌側色砂質シルト炭化物焼土粒粗砂
極僅燈士

Ⅲ褐色シルト粘性炭化物焼土粒焼骨粗砂
赤網色焼土

d!
弓ILL=1122mm

S=1/25

第27図23号住居跡
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石囲炉と北側の土器埋股炉は伴うもので、石囲炉十土器埋股炉という複式炉である。検出時の状況から南側

の土器埋設炉が新しく、複式炉はこの住居の旧炉である。焼土は、新しい炉が噌厚13cm、旧炉が15～20unと

いずれも強い焼成を受けている。

遺物（第29～32図317～368，第194～197図2528～2603，第165図1872～1888)

＜出土状況＞埋土、柱穴中、炉埋設土器から土器54点、石器76点、土製品17点が出土している。

＜土器>317～321 ･323は炉の埋設土器である。321を除きいずれも沈線文の内部を磨り消している。326~

336は平行沈線を主体にするもので、後期初顕に位侭づけられる土器である。337～342は刺突文、 349～358

は楕円文、渦巻文をモチーフとするものである。

＜石器＞2558は石鑑としたが、表而は磨いたように光沢がある。2660は軽石に穿孔したものである。

＜土製品>1872. 1873はそれぞれ土偶の頭部、胴部である。頭部は目、鼻、胴部は乳房が剥落している。

1874は尖頭状をし、未貫通の孔をもつ。上下2条の貼付が剥落した痕跡がある。

＜時期＞出土した土器の特徴から縄文時代中期末菜の通櫛の可能性が高い。

24号住居跡

遺構（第28．29図、写典図版22．23）

＜位腫＞北側鯛査区中央ⅡB7 i ･ 8i ･ 7j ･8j区にまたがり位砥する。

＜検出状況・重複関係＞深堀トレンチで床面及び壁を検出した。当該地区で股も深い住居跡である。23号住

居の床面から約30Cmほど掘り下げた。粉査開始当初南東壁側からの湧水が多く、壁が少々崩れたりした。南

東側に櫛を切って、湧水を断ち切ってから梢査を続行したが、深い柱穴の中には湧水のため若干規模が大き

くなったものもある。 16号住居跡より新しく、当該地区の虹複するその他の遺栂より古い。

＜規模・平面形＞平面形は6.8×6.7mのほぼ円形を呈する。

＜埋土＞上部は黒褐色、暗褐色砂質シルト、下部はにぶい黄褐色細砂を多最に含む砂質シルトからなる9層

である。

＜壁・床面＞壁は値かに外傾し立ち上がる。床はⅣ咽を掘り込んで形成されており、締まりがあり起伏があ

る。炉のある東側が低くなっている。北壁・南壁側に、それぞれ巾10～20cm･深さ2～15ml ･長さ4.2m、

巾8～18Cnl・深さ2～8cm・長さ2.5mの周櫛が検出された。

＜柱穴＞床而から83韮検出した。埋土中で検出した18･22． 23号住居跡、 5号炉の伴う柱穴も含まれている

と思われる。主柱穴は、 P8･54･49･32･25･29の6本が考えられ、近接して検出されたものもあるので

2時期以上の立て替えが考えられる。

＜炉＞床面東壁に接する位世から、石囲炉十石囲炉十前庭部という柵造もつ複式炉が検出された。 2つの石

囲炉は、それぞれ80×50Cm、 110×70Cmの長方形で、中央の炉は底面にも石が敷き詰められている。いずれ

も中央から焼土を検出した。前庭部は中央付近に高まりがあり、 2つの方形の凹地で櫛成される。前庭部の

両脇には柱穴を伴う櫛が掘られている。また、前庭部と中央の石囲炉の接する部分から壁に向かってハの字

状に溝がある。前庭部が壁に接する部分にも、深き8～13cnlの櫛がある。

遇物（第32～34図369～403，第197～199図2604～2654，第165. 166図l889～1898)

＜出土状況＞埋土中から土器26点、石器51点、土製品IO点が出土している。

＜土器＞369．370．373．384～391は沈線または隆帯でアルファベット文を描き、内部を磨り消す。371 .

393～395は椛円文、 396～401は渦巻文のモチーフをもつ。403は双口土器の破片と見られ、二次焼成を受け
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にぶい黄褐色砂質シルト炭化材多量細砂

灰黄褐色砂質シルト炭化材多量細砂
啼褐色砂質シルト炭化物粗砂

肌褐色砂質シルト炭化物租砂

3． 10YR4/3

4． 10YR4/2

5． 10YR3/4

6． lOYR2/3卜gLo1l2750n， 且
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第28図24号住居跡(1)
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a－b・c－d・c－f

I・ lOYR4/3にぷい黄禍色砂質シルト徹段股化物灰

2． 10YR2/3肌褐色砂質シルト災化物微量粗砂

3． 5YR3/1 川褐色砂質シルト撒最腱化物蛙十釣
4． 10YR3/3略褐色砂質シルト災化物灰世褐色土

5． 10YR3/】 Ⅲ側也砂質シルト徹赴炭化物多最机砂
6． 5YRj8/8赤側世蛙:L

7． 10YR4/3にぷい批栂色砂徹賦側也土机砂

ルト徹段股化物灰世側色土ブロック

災化物微量粗砂

巌最腱化物蛙十救
災化物灰世褐色土褐色土ブロック

第29図24号住居跡(2)
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ている。

＜石器>3861は石錐未製品としたが、表面に付満物があることから掻削器の可能性がある｡2650～2652は軽

石に穿孔した浮子と見られる。2653は自然礫に貫通孔があるが、その内部は凹凸がありドリルなどの回転に

よるものでないので自然礫の可能性もある。

＜土製品＞1889. 1890はそれぞれ土偶の脚部、肩部と見られる。 1892は斧状土製品の基部である。

＜時期＞出土した土器の特徴から縄文時代中期末葉の遺構の可能性が高い。

25号住居跡

遺構（第30図、写真図版24）

＜位世＞北側鯛査区中央nB9 i ･ lOi区にまたがり位慨する。

＜検出状況・璽複関係＞深堀トレンチで床面及び壁を検出した。21 ･28号住居跡より古く、 26．27号住居跡

より新しい。

＜規模・平面形＞検出部分での長径は4.2m、短径は3mである。壁が円弧状なので、平面形は円形か梢円

形を呈するものと思われる。

＜埋土＞黒色、黒褐色、暗褐色、灰黄褐色、にぶい黄褐色砂質シルトからなる6屑である。

＜壁・床面＞壁は値かに外傾し立ち上がる。床はⅣ層を掘り込んで形成されており、起伏がある。西壁・南

壁側で、巾18～28Cm，深さ8～13Cmの2条の周溝が検出された。西壁側で70Cmの間隔をもって途切れる箇所

があり、その両端に柱穴があるので出入り口の可能性がある。

＜柱穴＞床面から38基検出した。主柱穴は不明である。近接して複数の柱穴が検出されたので、何時期かの

立て替えが考えられる。

＜炉＞検出されなかった。

遺物（第34.35図4“～414，第200図2655～2673、第166図1899･ 1900)

＜出土状況＞埋土中から土器12点、石器19点、土製品2点が出土している。

＜土器＞405.406はアルファベット文、408～413は渦巻文をモチーフにする土器である。

＜石器＞2668は先端から5mまで光沢が観察された。高倍率の顕微鏡での観察で、回転運動を示す線条痕が

認められた。2673は小型磨製石斧の破片である。

＜土製品＞円盤状土製品が2点である。

＜時期＞出土した土器や炉の特徴から繩文時代中期中葉の遺栂の可能性が高い。405～407は中期末葉の土器

であるが埋土1位に中期末葉の住居跡があったので、入り込んだものと思われる。

26号住居跡

遺椴（第30図、写典図版25）

＜位世＞北側澗査区中央ⅡB9h． lOh･ 9 i ･ lOi区にまたがり位世する。

＜検出状況．重複関係＞深堀トレンチで床面及び壁を検出した。21 ･25号住居跡より古い。

＜規模．平面形＞平面形は検出した周櫛が円弧状であることと、炉から南側、西側の周漁までの距離がそれ

ぞれ1.6m、 2.6mと約lmの違いがあるので、炉がほぼ中央に榔築されていたと考えると、楕円形を呈する

ものと見られる。

＜埋土＞土器片を多数含む黒褐色砂質シルトの単層である。
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胤側色砂質シルト 炭化物粗砂

肌色砂質シルト炭化物暗榔色土粗砂

川側色砂質シルト 炭化物暗褐色土籾砂

暗褐色砂炭化物
灰黄掲色砂質シルト炭化物暗褐色土粗砂
にぷい黄禍色砂炭化物黒褐色土粗砂

川縄色砂質シルト 炭化物
にぷい簡細仏砂質シルト炭化物

25．27号住

~●・
nB9i

▲
Fｱー コ

A－B

1． 10YR2/3凧褐色砂賀シルト炭化物焼土粒褐色土

夢 21号住居

型"L-1132"m

ﾐｺ抄=芦=曇

愚
a－b

1． 5YR3/6

2． 5YR2/3

3． 10YR2/2

踏赤側色焼土

極暗赤褐色焼土炭化物褐色土租砂
照掲色砂質シルト炭化物褐色土粗砂

住

S=1/50

第30図25～27号住居跡
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＜壁．床面＞壁の僅かに外傾する。床は僅かに起伏がある。附壁側で、巾20～40Cm、深さ3～20cmの周櫛を

検出した。連続しないで南西壁側でずれる。P7の埋土上部の床面上からアスファルト塊が出土した。

＜柱穴＞床面から43基検出した。主柱穴は不明である。

＜炉>21 ･25号住居跡それぞれと本住居が接する部分から、石囲炉を検出した。北東側の一部は、それぞれ

の住居跡によって破壊きれている。炉は長さが17～31Cmの4個の石で栂成されている。焼土は40×30cm、層

厚は5cmである。

遺物（第35．36図415～421、第2M図2674～2688)

＜出土状況＞埋土及び柱穴中から土器8点、石器9点が出土している。

＜土器＞416．419．420は渦巻文、 417．418は楕円文、逆U字文をモチーフとする土器である。

＜石器＞石錐7点、石器素材1点、縦型石匙1点である。

＜時期＞出土した土器の特徴から繩文時代中期中葉の遺構の可能性が高い。

27号住居跡

遺構（第30図）

＜位世＞北側調査区中央ⅡBlOi ･ 10j区にまたがり位瞳する。

＜検出状況．重複関係＞深堀トレンチで床面及び壁を検出した。当初25号住居跡の一部と誤鯉して輔査を進

めたが、周溝で区切られることや埋土の層相が異なることから、 より古い住居跡であるとした。

＜規模．平面形＞平面形及び規模は検出した部分がごく一部のみなので、不明である。検出された雛は、約

2.4mの円弧状を呈する。

＜埋土＞図化しなかったが、にぶい黄褐色砂質シルトの単層である。

＜壁・床面＞壁は値かに外傾する。床は値かに起伏がある。

＜柱穴・炉＞検出しなかった

遺物出土しなかった。

＜時期＞他の住居との晒複関係や埋土から縄文時代中期の遺榔の可能性が高い。

28号住居跡

遺禰（第31図、写真図版26．27）

＜位置＞北側調査区中央ⅡB9i ･ lOi ･ 9j ･ 10j ･nC8a ･ 9a区にまたがり位置する。

＜検出状況．重複関係＞Ⅱa層除去後、 Ⅱc層上面の黒色土の広がりとして検出した。しかし、明確なプラ

ンを把掘できなかったので、前年度深堀トレンチに平行、あるいは直交する2本のサプトレンチをいれ、壁

及び床面の検出を行った。22号住居跡、 15号焼土より古く、 21 ･25．27．33号住居跡より新しい。

＜規模．平面形＞平面形は径6.2mの不整な円形を呈する。

＜埋土＞土器片を多数含む黒色、黒褐色、暗褐色、褐色、黄褐色、にぶい黄褐色砂質シルトからなるlO層で

ある。 1 ． 2層は、新期の遺櫛埋土、 3層は基本層序のⅡa層である。 5層の下部で15号焼土を検出した。

＜砿．床面＞壁は緩く外傾する。床は起伏があり、壁際と中央部が低くなっている。北壁側は長さ2m、巾

26～36cm、深さ8～12ml、南西壁側は長さl.3m、巾26～36un、深さ8～12Cmの周溝を検出した。また、 P50

の埋土上部からアスファルト塊が出土した。

＜柱穴＞床面から65基検出した。P13からは多撤の剥片が出土している。主柱穴はP24．36･31 ･50･52･

－58－



趣 Ⅱ恥nB9

霊

嘩診
少

卜旦L-,,3麺、 一旦I6

A－B・C－D

1． IOYR2/2

2. 5YR3/4

3．蕪本土層
4． 10YR5/6

5． 10YR3/3

6． 10YR4/4

7． IOYR2/1

8.10YR3/2

9.10YR4/3

10． 5YR3/3

鼎褐色砂質シルト 多競炭化物蜂十約
啼赤褐色焼土ブロック状
Ⅱa層

黄褐色砂質シルトプロック状
蹄褐色砂質シルト 脱化物焼土粒
褐色砂質シルト炭化物焼士粒
鼎色砂質シルト多哉炭化物菰褐色土
照褐色砂質シルト 炭化物焼土粒
にぷい黄褐色砂質シルト炭化物焼土粒
略赤褐色焼土ブロック状

肌柵色土

S=1/50

第31図28号住居跡（1）
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a－b・c－d・e－f・g－h・i－j。k－1 ，m－，
1． lOYR2/3肌褐色砂質シルト炭化物

2. 10YR4/3 にぷい賀褐色砂質シルト炭化物褐色土ブロック

3.10YR3/2肌禍色砂質シルト炭化物栂色土ブロック粗砂

4. 10YR2/1 肌色砂質シルト 炭化物
5.5YR3/1 肌褐色砂質シルト災化物
6． lOYR4/4柵色砂質シルト供化物禍色土ブロック粗砂
7． lOYRl.7/1無色シルト多量炭化物

8. 10YR2/l 蝋色砂質シルト炭化物

9.25YR4/8赤間色焼土

10. 10YR3/1 爪褐色砂質シルト炭化物

ll． 5YR3/6 蹄赤褐色峰･'2

0ーp・q－r

l・ 10YR3/3蹄褐色砂質シルト
2． 10YRl.7/1肌色シルト炭化物
3. 10YR3/3略褐色砂質シルト

4． 10YR3/4啼掲色砂質シルト

粗砂

S=1/25

28号住居跡(2)第32図
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2･20． 27の8本の配列が考えられ、近接し検出しているので、建て替えも考えられる。

＜炉＞床面中央から土器埋設炉、その北東側から土器埋設炉十石囲炉十前庭部という櫛造をもつ複式炉を検

出した。中央の土器埋設炉は胴部を埋設し、焼土は複式炉側に38×35"の範囲に広がる。この焼土は埋設土

器の上部に形成されるので、土器埋股炉は旧炉の可能性がある。複式炉の土器埋設炉は、 2個の土器を南北

に並べ埋設している。南側土器の周囲は焼成を受けている。石囲炉は100×80cmの半円形で、南東側には口

縁を炉内部に向け、斜位に土器が埋股されている。同棟に前庭部の北西側と南東側にも土器が埋股してあっ

た。また、床面南西寄りから3個の埋股土器が検出された。その内中央のl韮は斜位に埋設されている。周

辺に焼土等が見あたらなかったので埋設土器にした。

＜その他＞遺物の出土状況を見ると、後期前葉と見られる土器が調査時に①層とした埋土上部の黒色、黒褐

色がまとまって出土している。 15号焼土は①層下部で検出しているので、鼎色、黒褐色土を埋土にし、焼土

を炉とする住居跡を確認できずに掘り下げてしまった可能性がある。ちなみに多数出土した動物の骨はこの

土の中からであるので、後期になっても埋まりきらないでいた住居跡を拾て場にした可能性もある。

遺物（第36～43図422～512、第2叩～206図2689～2889、第1"・ 167図l901～1934)

＜出土状況＞埋土、柱穴、炉、埋設土器中から土器94点、石器207点、土製品34点が出土している。

＜土器＞422～433.498～502はアルファベット文あるいは曲線文のモチーフをもち、沈線内を磨消する土器

である。465～475は平行沈線によるもの、476．477はモチーフ不明、479～484は楕円文あるいは倒卵文、

458.485～497は列点文、460．503～506は口縁及び頚部に原体側面圧痕するものである。453は工字文の壷

の肩部、463は羊歯状文、464は三叉文をもつ晩期の土器も出土している。

＜石器＞石錐151点、尖頭器2点、石錐l6点、石匙5点、掻削器18点、磨製石斧4点等である。石雛の中に

は完形品でありながら0.29gのものを股小にして、 0.5g未満の石錐が12点含まれる。尖頭器とした2点はむ

しろ石錐に入れたほうが良いのかもしれない。石刀とした2886は刃を直接打撃で形成している。

＜土製品>1901 ･ 1902は土偶の頭部と脚部である。 1904はイノシシと見られる動物を模した土製品である。

＜時期＞出土した土器の特徴や炉の形態から縄文時代中期末葉の遺櫛の可能性が高い。

29号仲居跡

遺栂（第33図、写真図版28）

＜位世＞北側測壷区中央ⅡBIoh ･mBlh区にまたがり位世する。

＜検出状況・重複関係＞Ⅱa層除去後、Ⅳ層上面の黒色土の広がりとして検出した。 30･36号住居跡より古

い｡

＜規模・平面形＞検出したのは炉と南壁の一部のみで、規模や平面形は不明である。炉から壁までの距離は

1.5mである。

＜埋土＞黒色、暗褐色、褐色砂質シルトからなる3層である。 l層は多趾の炭化物を含む。

＜壁・床面＞壁の残りは良くないが、綴〈外傾するようである。床は起伏があり、北側に傾斜している。

＜柱穴＞床面及び周辺から12基検出した。36号住居跡に伴うものと思われる。主柱穴は不明である。

＜炉＞床而から地床炉を検出した。焼土の範囲は123×58cmあり、層厚は4cmである。焼土を西北西一東南

東の方向に長さ2.8m、巾20～40cm、深さ20mの櫛が検切る。この櫛は、本住居より新しい過栂に伴うもの

と見られるが、詳細は不明である。

遺物（第44図513.514，第206図2890)
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1 鼎色砂賀シルト 多赴炭化物粗砂
3暗褐色砂質シルト炭化物褐色土ブロック粗砂

6褐色砂質シルト地山側埋土

2． lOYR3/3

3． 10YR4/6
S=1/25

29号住
a－b

1． 5YR3/6

2． lOYR3/3

3． lOYR5/4

~●‐
ⅡB10i

暗赤褐色焼土腱化物
暗褐色砂賀シルト 炭化物焼土粒粗砂

にぷい尚褐色砂賀シルト炭化物粗砂､f》

▲P 且｛4L｡,,3wn

*／

'爵蕊

~fi誰eザや
ツ 12

S=1/25

a－b・c－d

l ･ lOYR2/1

2． IOYR5/4

3． lOYR3鯉

4． 10YR3側

5． 25YR3/2

6. 10YR4/3

7． 10YR2/3

8． lOYR4/8

9.10YR4/4

10． 10YR3/3

ll． 10YR2/2

12． 10YR5/2

A－B・C－D

1． 10YR2/1

2． 10YR5/4

3.10YR2/1

4. 10YR3/4

肌色砂質シルト多量災化物
にぷい側褐色砂質シルト微睡炭化物明黄褐色砂質シルト
照褐色砂質シルト炭化物黄褐色砂貿シルト
暗褐色砂賀シルト炭化物焼土粒黄褐色砂質シルト
蹄赤褐色焼土ブロック状炭化物

にぷい批柵色砂質シルト炭化物褐色砂
肌褐色砂圃シルト炭化物
赤柵色焼土

褐色砂質シルト黒褐色。にぶい賀褐色砂質シルト
暗褐色砂質シルト炭化物焼土粒
照禍色砂賀シルト炭化物焼土粒粗砂
灰批柵色砂質シルト炭化物蹄禍色砂質シルト

＋
mB1i S=1/50

＝手李ザ
S=1/"

凸EL.,,34mm 鼎色砂質シルト多量炭化物
にぷい簡禍色砂質シルト微量炭化物明批褐色砂質シルト
肌色砂質シルト
時褐色砂質シルト炭化物焼土粒繭褐色砂質シルト

S=1/"

31号住

第33図29．31号住居跡
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＜出土状況＞埋土中から土器2点、石器1点が出土している。埋土中からとしているが埋土の残りが良くな

くほとんど床面に近い。周辺の遺構と重複が多く、他の遮栂の遺物も入り込んでいる可能性がある。

＜土器＞513は複合口縁、 514は沈線による渦巻文と見られる。

＜石器＞2890は石倣の未製品である。

＜時期＞出土した土器の特徴から縄文時代中期の遺櫛の可能性が高い。

30号住居跡

遺構（第34図、写真図版29．30）

＜位置＞北側調査区南寄りⅡBloh･ 10i ･ 10j ･mBlh ･ l i ･ l j区にまたがり位樋する。

＜検出状況・重複関係＞深堀トレンチでの土咽観察で、壁及び床面を検出した。初年度調査時に、 トレンチ

の底から検出した200の土器は、本住居の炉の埋設土器である。 31･38･39号住居跡より古く、 25･27･29

号住居跡より新しい。住居の中央を横切る溝は、土層観察の為の深堀トレンチである。

＜規模・平面形＞平面形は径4.8mの円形を呈する。

＜埋土＞黒色、黒褐色、暗褐色、褐色、にぶい黄褐色、灰黄褐色砂質シルト及び砂からなる8層である。 8

層は炉の埋設土器内の埋土である。C－D土層断面のl～4 ． 9層は31号住居跡の埋土の可能性がある。

＜壁・床面＞Ⅳ届またはV聯まで掘り込み柵築している。壁の残りが良い南壁は、ほぼ垂直に立ち上がり僅

かに外傾する。床は起伏があり、炉の周辺が低くなっている。北西側の床面には貼床が見られた。北壁と南

壁から断続的に延びる周櫛が検出きれた。

＜柱穴＞床面及び周辺から47基検出した。 31号住居跡等に伴うものも含まれる。主柱穴はP5 ･ 1 ･ 19･

lO． 3の5本柱の配列が考えられる。

＜炉＞床面南東寄りから、土器埋設炉十石囲炉十石囲炉十前庭部という櫛造をもつ複式炉を検出した。土器

埋設炉は土器の上半部を埋設してある。土器の北東側半分と焼土については、確認できなかった。石囲炉は

38×34cmの方形のものと、 58×44dnの．の字状のものが並ぶ。石囲炉の開いた口側に長径1.1m、短径lm

の梢円形を呈する。焼土はいずれの石囲炉でも検出され、炉内全体に広がる。炉の土届断面の5屑は粘性が

あり灰の可能性がある。

遺物（第44～46図515～535，第206･207図2891～2926，第167図1935･ 1936)

＜出土状況＞埋土中から土器22点、石器36点、土製品2点が出土している。

＜土器＞515～519･521．523･524． 526． 531は梢円文、逆U字文をモチーフとするもの。525． 527～530は

アルファベット文を主体とするもの。532～535は渦巻文を主体とするものである。 515は炉の埋設土器であ

る。

＜石器＞2925は器而全体に敲打痕が認められる石棒である。2926は軽石製の垂飾品で貫通孔から側面に櫛が

作り出されている。

＜土製品＞円盤状土製品2点である。

＜時期＞出土した土器の特徴から縄文時代中期後葉の遺構の可能性が高い。

31号仲居跡

遺構（第33図、写真図版31 ･32)

＜位侭＞北側鯛査区南寄りⅡBlOh lOi区にまたがり位侭する。
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A－B・C－D

1． lOYR3/2

2． 10YR2/1

3． 10YR2/1

4． 10YR4/2

5.10YR4/3

6． lOYR4/2

7． 10YR5/3

8. 10YR3/3

9． 10YR3/4

瓜褐色砂質シルト 炭化物風化砂
拠色砂質シルト災化物風化砂
褐色砂炭化物風化砂暗褐色砂質シルト
灰黄褐色砂質シルト 炭化物風化砂暗褐色砂質シルト
にぷい黄褐色砂炭化物風化砂暗褐色砂質シルト
灰黄佃色砂質シルト 炭化物粗砂
にぷい酋褐色砂質シルト 蘭褐色砂
簸褐色砂質シルト

暗褐色砂賀シルト炭化物焼土粒衡柵色土
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-i{些+iL-,,amm "L.,,a2mm

再域
閨s仁
3

S=1/25S=1/25坐｝皇L-,,3,“、

豆二能只委 a－b・c－d・e－f・H－h
1. 10YR2/2融褐色砂質シルト微尻炭化物にぶい黄褐色砂質シルト

2. 10YR3/2肌褐色砂質シルト微、炭化物にぶい賀側色砂賀シルト
3.10YR3/4蹄褐色砂質シルト微風股化物にぷい賀禍色砂質シルト
4. 10YR4/3にぷい黄褐色砂賀シルト微量炭化物粗砂
5.5YR2/4 極暗赤褐色焼土炭化物

6． 5YR3/2 暗赤褐色焼土炭化物
7． 5YR3/1 照褐色砂質シルト 災化物粗砂

8.10YR3/3崎褐色砂賀シルト

-hJ&L=1D32mml
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＜検出状況．亜複関係>30号住居跡の西壁鞘査中に壁の手前で、土器埋設石囲炉を検出した。30号住居跡よ

り新しく、 2号住居状遺栂より古い。出土遺物や埋土の状況から2号住居状遺栂は、本住居の埋土上部を掘

り上げたものの可能性がある。

＜規模．平而形＞土層観察のために股定したベルトでは、確と見られる立ち上がりが観察されたが、その他

の部分では確認できず、規模及び平面形は不明である。新炉と旧炉に伴うそれぞれの平面形は、炉の形状か

ら異なる可能性がある。

＜埋土＞黒色、暗褐色、にぶい黄褐色砂質シルトからなる4層である。 l層には多趾の炭化物を含む。

＜壁・床面＞壁は確認することができなかった。床は起伏があり、炉の周辺が低くなっている。南西側の床

面には比高lOcmの段差がある。

＜柱穴＞炉周辺から3基検出した。

＜炉＞先に検出した土器埋股石囲炉の北北西50Cnlの位置に土器埋股炉を検出した。検出時の状況から2つの

炉は2基で1対の土器埋設石囲炉十土器埋設炉という構造をもつ炉であることがわかった。炉の輔査後、土

器埋股炉の西側に弧状に並ぶ石とそこからlm程東側に並ぶ石の列を検出した。この石の列は土器埋股石囲

炉を頂点のようにしてハの字状に並び、列の間を掘り下げると凹地になった。このことから、石の列は本住

居跡の旧炉に伴うものであり、土器埋設石囲炉十前庭部という櫛造をもつ複式炉であるとみられる。新炉は

旧炉の前庭部を埋めもどした後、土器を埋設し櫛築している。

遺物（第46.47図536～544，第207図2927～2934)

＜出土状況＞埋土中、炉埋股土器から土器9点、石器8点が出土している。

＜土器＞536．537．539は隆帯でアルファベット文を描くもので、 541 ．544は逆U字文をモチーフとするも

のである。541は表面に朱彩が施されている。 536は土器埋設石囲炉、 540は土器埋設炉の埋設土器である。

＜石器＞2932の石錐は先端が畷減し光沢がある。2934の磨製石斧は身部の切断面に敵打痕が観察される。

＜時期＞出土した土器の特徴から縄文時代中期末葉の遣櫛の可能性が高い。

32号仲居跡

遺構（第35図、写真図版32）

＜位慨＞北側調査区南寄りⅡBIOj ･ nClOa ･mBl j ・mCla区にまたがり位置する。

＜検出状況・璽複関係＞Ⅱc届上面で黒褐色土の広がりとして検出した。その後トレンチの土閣断面の観察

で床面及び壁を確認した。40号住居跡、 7号土坑より新しい。本住居跡の南東側半分は初年度に掘り下げて

いたので不明である。

＜規模・平面形＞検出部分での平面形は、径3,4mの不整の円形を呈すると見られる。

＜埋土＞黒褐色砂質シルトが主の2層であるが、 2層は柱穴の埋土である。

＜壁・床面＞壁は緩く外傾する。床は起伏があり、北西側に傾斜する。

＜柱穴＞土踊断面で2進検出した。検出した柱穴は断面部分にのみ残存したもので、平面形は確慨できなか

った。

＜炉＞検出できなかった。中央のトレンチで破壊した可能性がある。

遺物（第47図545～552，第208図2935，第l67図1937･ 1938)

＜出土状況＞埋土中から土器8点、石器1点、土製品2点が出土している。

＜土器＞545.546は平行沈線文を主体とするもので、 547．548は何棟に平行沈線を主体にし沈線間に列点文
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A－B・C－D

1． 10YR2/2

2． 10YR2/3

照禍色砂質シルト

川褐色砂質シルト

多愚炭化物焼土粒研褐色砂質シルト
炭化物多肚粗砂
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A－B

l･ lOYR2/3

2． 10YR5/4

3． lOYR4/3

Ⅲ褐色砂質シルト晩化物柵色砂質シルト粗砂
にぷい黄褐色砂質シルト炭化物褐色砂質シルト籾砂
にぷい黄褐色砂質シルト炭化物褐色砂質シルト粗砂

2
a－b

l， IOYR3/2期褐色砂質シルト炭化物S=1/"

33号住

第35図32．33号住居跡
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を施すものである。552は口唇に刻みをもつ浅鉢である。

＜石器＞凹基石錐1点である。

＜土製品＞円盤状土製品が2点出土している。

＜時期＞出土した土器の特徴から縄文時代後期から晩期の遺栂の可能性が高い。

33号住居跡

遺構（第35図、写真図版33）

＜位置＞北側調査区南寄りⅡBIOj区に位置する。

＜検出状況・亜複関係＞28号住居跡の南東壁で床面と壁を検出した。28号住居跡より古く、 32･40号住居跡

とも並複するが新旧関係は不明である。

＜規模・平面形＞検出部分での餓大径は2.1mである。北東側が28号住居跡によって切られているが、平面

形は楕円形を呈すると見られる。

＜埋土＞炭化物、粗砂を含む黒褐色、にぶい黄褐色砂質シルトからなる3層である。

＜壁・床面＞壁は緩く外傾する。床は起伏があり、北西側に傾斜する。

＜柱穴＞4基検出した。柱穴配腫は不明である。

＜炉＞床而北寄りで土器埋設炉を検出した。焼土は土器の周囲に厚さlcm未澗と焼成は良くない。

遺物（第48図553～560，第208図2936～2944、第167図1939～1942)

＜出土状況＞埋土中から土器9点、石器9点、土製品4点が出土している。

＜土器＞553は梢円文、渦巻文をモチーフとする土器である。559は沈線間に列点文、 560はアルファベット

文をもつものである。土器埋設炉と見られる土器埋設は焼成を受け脆くなっていたので、現場で取り上げる

際に崩れてしまい復元できなかった。

＜石器＞2944は角柱状の自然礫を利用した石棒である。

＜土製品＞円盤状土製品4点である。

＜時期＞出土した土器の特徴から縄文時代後期初頭の遺櫛の可能性が高い。

34号仲居跡

遺構（第36図、写典図版34）

＜位置＞北側調査区中央ⅡB8j ･nC8a･9a区にまたがり位置する。

＜検出状況・肛複関係＞当該地区に入れた複数のトレンチの土層断面観察で検出した。重複する遺構は確遡

することができなかったが、北西には6号炉、南東に7号炉があり、それぞれが住居の炉の可能性があるの

で、これらの炉に伴う住居跡より新しい。

＜規模・平面形＞長径は3.5m、短径2.4mの隅丸長方形を呈する。

＜埋土＞黒色、黒褐色、にぶい黄褐色砂質シルトからなる3層である。 4層は貼床である。

＜壁・床面＞壁は外傾する。床はほぼ平坦で、貼り床が施されている。

＜柱穴>1基検出した。柱穴配世は不明である。

＜炉＞床面中央やや北寄りで地床炉を検出した。焼土は56×48cmに広がりをもち、照厚は6cmである。焼土

の北東側に接して27×20×26cmの円礫が埋設してある。礫の掘り方が焼土を切っているので焼土形成後に埋

設されたものである。縄文後期初頭の炉焼土形成後に礫を埋股する例は尿前Ⅱ遺跡B地区（岩埋七2000)
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にある。

遺物（第48．49図561～579、第208･209図2945～2957，第168図1943～1946)

＜出土状況＞埋土中から土器19点、石器13点、土製品4点が出土している。

＜土器>561～5"は平行沈線文を主体とする土器である。 578は台付土器の高台。 579は注口である。

＜石器＞2948は茎から作りだしている未製品の石錐である｡2954は上下に階段状剥離をもつ模形石器である。

＜土製品>1943は沈線で波状文を描く腕輪､ 19"は方形と見られる扁平な板の両面に円形の模様をもつもの、

1945は葱と認職して実測したが、頂部が脚通しているので器諏不明の土製品にした。 1946は下方が破損して

いて全容は不明だが表側には縄文を施文し、裏側には横向きの張り出しがある。

＜時期＞出土した土器の特徴から縄文時代後期前葉の遺椴の可能性が高い。

35号住居跡

遺櫓（第36図、写真図版35）

＜位世＞北側調査区南寄りⅡCIOa ･ 10b ･mCla ･ lb区にまたがり位世する。

＜検出状況・重複関係>40号住居跡精査後、東壁で床面と壁の立ち上がりを検出した。40･41号住居跡より

古い。また、北側でも他の遡栂と亜複するが、新旧関係は不明である。

＜規模・平面形＞南壁の一部約l.4mのみの検出であるため、規模、平面形は不明である。

＜埋土＞黒褐色、褐色、暗褐色砂質シルトからなる3層である。土層の層相を見ると新しい遺櫛の撹乱を受

けていることがわかる。

＜壁・床而＞壁は外傾する。床はほぼ平坦である。

＜柱穴＞25基検出した。Ⅳ屑上面で検出したので新旧の柱穴が含まれる。配侭等は不明である。

＜炉＞検出しなかった。

遺物（第50図580～585，第209図2958～2983、第168図1947～1951)

＜出土状況＞埋土、柱穴中から土器6点、石器26点、土製品5点が出土している。

＜土器＞580～584は平行沈線文を主体とした土器である。580は波頂部に刻みと弧状文、縦の沈線間を斜行

沈線で三角形に区画するものである。585は中空突起である。

＜石器＞3647は五角形をした凹基石錐である。2982は破禍したものを再加工した可能性がある。

＜土製品＞1947は土偶の胴部と見られるが腹部を表す小さな貼付がある。

＜時期＞出土した土器の特徴から縄文時代後期前葉の遺櫛の可能性が高い。

36号住居跡

遺櫛（第36図、写真図版36）

＜位腫＞北側調査区南寄りⅢBlh区に位慨する。

＜検出状況・亜複関係＞Ⅳ岡上面で黒褐色土の広がりとして検出した｡西側は水田造成時に削剥されている。

29号住居跡より新しい。また、44号住居跡とも重複しそうだが新旧関係は不明である。

＜規模・平面形＞検出部分の最大径は2.9mで、平面形は梢円形と見られる。

＜埋土＞黒褐色、褐色砂質シルトからなる3層である。

＜壁・床面＞壁は緩く外傾する。床はほぼ平坦である。

＜柱穴＞9韮検出した。それぞれ政複するので建て替えの可能性がある。
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＜炉＞検出しなかった。

＜出土状況＞出土していない。

＜時期＞遺物が出土していないので時期は不明である｡埋土の状況から縄文時代中期以降の遺栂とみられる。

37号住居跡

遺構（第37図、写真図版37）

＜位置＞北側調査区南寄りmBlh･ l i区にまたがり位置する。

＜検出状況・重複関係＞Ⅳ層上面で黒褐色土の広がりとして検出した。西側は水田造成時に削剥され、南側

は調査区外に広がる。避柵として登録しなかったが、東側で本週撒より古い遺柵と重複する。

＜規模．平面形＞検出部分は一部分なので平面形及び規模は不明である。壁が弧状に連続するので、楕円形

か円形を呈するものと見られる。

＜埋土＞黒色、黒褐色、暗褐色砂質シルトからなる3層である。 1 ． 2層は基本土層のI届、 2a届にあた

る。 6層は本遺櫛より古い遺榔の埋土である。

＜壁・床面＞壁は僅かに外傾する。床はほぼ平坦である。壁に沿って3条の周溝を検出した。埋土の状況か

ら殿も外側の周櫛が新しい。

＜柱穴＞床面から2韮検出した。

＜炉＞検出しなかった。

遺物（第50図586.587、第209図2984～2988)

＜出土状況＞埋土中から土器2点、石器5点が出土している。

＜土器＞2点とも楕円文を主体とする土器である。

＜石器＞2186は石錐未製品としたが、掻器の可能性がある。2988は三角形の底辺に片側から調整を加えた石

匙である。

＜時期＞出土した土器の特徴から縄文時代中期末葉の遺櫛の可能性が高い。

38号住民跡

遺構（第37図、写真図版38）

＜位置＞北側調査区南寄りⅢBl i ･ l j区にまたがり位置する。

＜検出状況・亜複関係>30号住居跡南東壁で壁の立ち上がりと床面を検出した。南側は調査区外に広がる。

埋土の状況から30.39号住居跡より新しく、配石遺柵、 ll号炉より古い。

＜規模・平面形＞検出部分は一部分なので平面形及び規模は不明である。壁が弧状に連続するので、楕円形

か円形を呈するものと見られる。

＜埋土＞階褐色、にぶい黄褐色、褐色砂質シルトからなる3層である。 4層は柱穴等の埋土である。

＜壁・床面＞東壁は外傾するが、西壁はほぼ直立に立ち上がる。床は起伏があり中央が低くなっている。西

壁に沿って巾20～25cm、深さ3～5cmの周瀧を検出した。

＜柱穴＞床而から5韮検出した。

＜炉＞床面南東側の30号住居跡に接する地点から石囲炉十土器埋股炉という櫛造をもつ炉を検出した。石囲

炉の石は4個しか残っていないが、径約70cnlの規模をもち、土器埋設炉は土器の口縁を石囲炉に向け斜位に

埋設してある。
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e
飼壷区外
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41号住

第38図39．41号住居跡
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遺物（第50～52図588～606，第210図2989～3"1、第168図1952. 1953)

＜出土状況＞埋土中、床而から土器20点、石器13点、土製品2点が出土している。

＜土器＞588～593.598～602はアルファベット文を主体にした土器である。605は連鎖状隆帯で梢円文を描

く。604は無文の壷である。

＜石器＞2999は埋土中から出土した石棒で、胴部は磨いて仕上げ、括れはなく上下の先端は平坦になってい

る。30叩は決状耳飾りの破損品である。

＜土製品＞円盤状土製品2点である。

＜時期＞出土した土器の特徴から縄文時代中期末葉の遡櫛の可能性が高い。

39号住居跡

遺構（第38図、写真図版39）

＜位磁＞北側調査区南寄りⅡBIOj ．ⅢBl i ･ l j区にまたがり位侭する。

＜検出状況・重複関係＞38号住居跡の床面でにぶい黄褐色土の広がりで検出した。埋土の状況から30号住居

跡より新しく、 39号住居跡、配石遺構、 ll号炉より古い。

＜規模・平面形＞検出部分は一部分なので平面形及び規模は不明である。壁が弧状に巡続するので、梢円形

か円形を呈するものと見られる。

＜埋土＞にぶい黄褐色、黒褐色砂質シルトからなる2層である。

＜壁・床面＞壁は僅かに外傾する。床は平坦であるが炉のある北側が低くなっている。

＜柱穴＞床面から16基検出した。主柱穴は不明である。

＜炉＞床面ほぼ中央と見られる地点から土器埋設炉を検出した。配石遺構に伴う土坑によって削剥を受け、

焼土は残っていないが、僅かに斜位に埋設きれた土器は焼成を受けている。

遺物（第53図607～610，第211図3"2～3011，第168図1954･ 1955)

＜出土状況＞埋土中、柱穴から土器4点、石器lO点、土製品2点が出土している。

＜土器＞607は口縁部と胴部を結ぶ隆帯で4等分に区画し、その内部に曲線文を施文する。磨消縄文を行っ

ている。また、上下の連結部付近の隆帯には1個または2個の刻みがある。609は連鎖状隆帯で施文する土

器である。

＜石器＞3“6は表面が未調整の未完成品である。

＜土製品＞円盤状土製品2点である。

＜時期＞出土した土器の特徴から純文時代後期初頭の遺櫛の可能性が高い。

40号住居跡

遺構（第39図、写真図版40）

＜位世＞北側調査区南寄りⅡBIOj ．ⅢBl j ･nClOa ･mCla区にまたがり位世する。

＜検出状況・重複関係＞トレンチの土層断面の観察で床面及び壁の立ち上がりを検出した。32号住居跡、

35.36号土坑より古く、 35'41号住居跡、 7 ． 8号土坑より新しい。

＜規模・平面形＞長径5.4m、勉径4.5mの楕円形を呈する。

＜埋土＞黒褐色砂質シルトの単届である。 2層は柱穴等の埋土である。

＜壁・床面＞壁は僅かに外傾する。床は起伏があり、中央が低くなっている。
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＜柱穴＞床面及び周辺から43基検出した。PP10．34は欠番である。主柱穴は不明である。

＜炉＞床面から焼土l～4を検出した。焼土3 ．4は焼成が良くないため、断面の図化は行わなかった。い

ずれも床面の北東側で検出きれ、範囲はそれぞれ108×82m， 87×38unで層厚はlcm未満である。焼成の良

い焼土1 ． 2は床面中央西寄りと南寄りから検出された。焼土2はトレンチで切られている。範囲及び厨厚

はそれぞれ86×66cm、層厚12cm、 120×57"、圃厚7mである。位憧的には焼土2が良く、焼土1は壁に近

すぎる。

遺物（第53.54図611～632，第211 ･212図3012～3"4、第168･ 169図1956～1962)

＜出土状況＞埋土中、床面、柱穴内から土器22点、石器33点、土製品7点が出土している。

＜土器＞611～622は楕円文、連鎖状隆帯、平行沈線文を主体とする土器である。622には赤色顔料が付藩し

ている。

＜石器＞3034はつまみ部というより把手に近い剥片の靖部を調整して錐部にしている。3叫は軽石に穿孔し

た浮子である。

＜土製品>1956は器種不明だが片面に2条の櫛が見られる。 1957は片側から貫通した円形の土製品である。

＜時期＞出土した土器の特徴から縄文時代後期初頭の遺構の可能性が高い。

41号住居跡

遺檎（第38図、写真図版41）

＜位置＞北側調査区南寄りⅢCla･1b区にまたがり位置する。

＜検出状況・並複関係＞潤査区南端の土層断面で床面を検出した。当初Ⅱa屑を単なる包含層として除去除

去してしまったので、北壁は破壊してしまった。40号住居跡より古く、 35号住居跡より新しい。

＜規模・平面形＞床面の一部のみの検出なので、規模、平面形は不明である。

＜埋土＞黒褐色砂質シルトの蝋珊である。 2 ． 3 ． 4届は柱穴等の埋土である。

＜壁・床面＞壁の立ち上がりは確迩できなかった。床は僅かに起伏があるが平坦である。

＜柱穴＞床面から15基検出した。PP9は本住居より新しい過栂である。主柱穴は不明である。

＜炉＞検出しなかった。

遺物（第54．55図633～635，第213図3045)

＜出土状況＞埋土中から土器3点、石器1点が出土している。

＜土器＞633は波状口縁の粗製深鉢、634は沈線による方形区画文、 635は連続楕円文の浅鉢である。

＜石器＞破損した石鑑1点である。

＜時期＞出土した土器の特徴から縄文時代後期初頭の遺構の可能性が高い。

42号住居跡

遺構（第40.42図、写真図版42）

＜位置＞北側鯛査区南寄りⅡBlOg・ lOh区にまたがり位置する。

＜検出状況・亜複関係＞Ⅱc府検出中に石囲炉を検出した。43．44号住居跡と函複するが、新旧関係は不明

である。それらの住居の炉までの距離はそれぞれ20cm， 1.1mである。

＜規模・平面形＞炉と壁の一部のみの検出なので、規模、平面形は不明であるが、他かに検出した壁が弧状

になることから円形か楕円形を呈するものと見られる。また、炉から壁と見られる立ち上がりまでは1.7m
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ある。

＜壁・床面＞壁は緩く外傾する。床は僅かに起伏があるがほぼ平坦である。

＜柱穴＞検出できなかった。

＜炉＞径96×77cmの楕円形の石囲炉を検出した。 11個の円礫、角礫を埋設している。焼土は炉の中央に70X

58Cnlの範囲に広がり、層厚は7cmである。

＜出土状況＞炉と床面のみの検出なので住居に伴う遺物は出土していない。

＜時期＞検出した炉の形態から縄文時代中期の遺櫛の可能性が高い。

43号仲居跡

遺欄（第40･42図、写真図版43)

＜位磁＞北側調査区南寄りⅡBIOg･ lOh区にまたがり位置する。

＜検出状況・重複関係＞ⅡC層検出中に石囲炉を検出した。42．44号住居跡と唾複するが、新旧関係は不明

である。それらの住居の炉までの距離はそれぞれ20Cm、 1.4mである。

＜規模・平面形＞南東壁から西壁にかけて壁と見られる立ち上がりを検出した。平面形は径3.7mの円形を

呈する。

＜壁・床面＞壁高は6～lOmで外傾する。床は値かに起伏があるがほぼ平坦である。炉の周辺が高くなって

いる。

＜柱穴＞検出できなかった。

＜炉＞径68×"cmの楕円形の石囲炉を検出した。 l2個の円礫、角礫を埋設している。焼土は炉の中央に48X

48Cmの範囲に広がり、層厚は4cmである。

遺物炉と床面のみの検出なので住居に伴う遺物は出土していない。

＜時期＞検出した炉の形態から縄文時代中期の遺櫛の可能性が高い。

44号住居跡

遺構（第41 ．42図、写真図版44）

＜位侭＞北側調査区南寄りⅡB109･ 10h･mBlh区にまたがり位職する。

＜検出状況・重複関係＞Ⅱc層検出中に石囲炉十石囲炉という構造をもつ複式炉を検出したc42･43号住居

跡と重複するが、新旧関係は不明である。それらの住居の炉までの距離はそれぞれ1.1m、 1.4mである。

＜規模・平面形＞炉の東側約1.5mに壁と見られる立ち上がりを検出したが、規模、平面形は不明である。

＜壁・床面＞明瞭な壁は確認できなかった。床は緩やかに炉のある西側に傾斜する。

＜柱穴＞検出できなかった。

＜炉＞74×66cmの長方形の石囲炉と、連続して西側に検出部分で60cmの石囲炉を検出した。 2つの石囲炉は

ほぼ東西に並ぶ。西側の炉は水田造成時の削剥を受けているので、形状等は不明である。東側の炉は、 11個

の円礫、角礫を埋設している。焼土は炉の中央に54×44Cmの範囲に広がり、層厚は3mである。西側の炉の

焼土は径30×25mlの範囲をもち、層厚は3cmである。半分以上が削剥されている。

遺物（第55図636，第213図3"6)

＜出土状況＞炉焼土上から土器1点、石器1点が出土している。

＜土器＞636は連弧文をもつ深鉢である。
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l. 75YR4/4褐色焼土暗間色砂質シルト

2． 10YR2/2凧褐色砂質シルト微赴炭化物粒
3． IOYR2/1肌色砂質シルト

4． 10YR3/3暗褐色砂質シルト
5． 10YR2/2照褐色砂質シルト照褐色砂質シルト
6． 10YR2/2照褐色砂質シルト
7． 10YR3/2鼎褐色砂質シルト微量褐色砂質シルト
8． 10YR3/2肌褐色砂質シルト褐色焼土ブロック

9.7.5YR4/6褐色焼土
10. 7,5YR3/2洲褐色砂質シルト
11.7.5YR3/3暗柵色砂質シルト
12． 1YR2/2期栂色砂質シルト
13. 10YR2/1期色砂質シルト風化花崗岩粒
14. 10YR2/1肌色砂質シルト

15． 10YR2/2冊褐色砂質シルト
16． lOYR2/2肌禍色砂質シルト
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…1
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第41図44号住居跡
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＜石器＞3046は完形の凹基石錐である。

＜時期＞出土している土器は中期前葉の土器であるが、検出した炉の形態から縄文時代中期末葉の遺櫛の可

能性が高い

45号住居跡

遺構（第43図、写真図版45）

＜位置＞北側調査区北側ⅡB7g･ 7h区にまたがり位慨する。

＜検出状況・重複関係＞Ⅱc層検出中に石囲炉を検出した。炉の西側40mに1号埋設土器がある。また、炉

から2m前後の距離で7～lO号焼土が囲むように検出された。それぞれの遡櫛との関係についても不明であ

る。

＜規模・平面形＞炉と柱穴のみの検出であるため規模、平面形は不明である。

＜壁．床面＞壁は確認できなかった。床は級やかに斜面下方である西側に傾斜する。

＜柱穴>11基検出したが、柱穴配世等は不明である。

＜炉＞90×84"のほぼ円形の石囲炉を検出した。焼土は炉の中央に64×64cmの範囲に広がり、層厚は6mで

ある。

遺物出土しなかった。

＜時期＞検出した炉の形態から縄文時代中期の遺構の可能性が高い。

46号住居跡

遺構（第43図、写真図版45）

＜位置＞北側調査区北側ⅡB8f ･ 8g･ 9g区にまたがり位置する。

＜検出状況・砿複関係＞Ⅱc層検出中に地床炉を検出した。炉の北東側40cmに9号炉がある。本住居の炉よ

り低い地点で検出されたので、本住居の方が新しい。

＜規模・平面形＞炉と柱穴のみの検出であるため規模、平面形は不明である。

＜壁・床面＞壁は確認できなかった。床は緩やかに斜面下方である西側に傾斜する。

＜柱穴＞9韮検出した。 Pl ･ 3･ 4 ･ 5 ･ 6． 9の六角形の配列が考えられる。

＜炉＞地床炉を検出した。焼土は大小2基検出した。北西側は44×20cnl、層厚8cm、南東側は26×14cm、届

厚は6cmである。いずれも長楕円形をしているが元々は一つになっていたものと思われる。

遺物（第55．56図637～642，第169図1963)

＜出土状況＞埋土中から土器6点、土製品1点が出土している。

＜土器>194は横回転の綾絡文、 638･639は折り返し口縁をもち口縁部に連弧文、縦の隆帯をもつ深鉢であ

る。“0は波頂部に渦巻文をもつ。“1は突起に刻みをもつ。

＜土製品>1963は端部に沈線で三角形を画するもので土版としたが類例が無く群細は不明である。

＜時期＞出土した土器の特徴から縄文時代中期前葉の遺櫛の可能性が高い。

47号住居跡

遺構（第44．45図、写真図版46．47）

＜位置＞南側調査区北寄りmC7e・ 6f 7f ･ 8f ･ 79区にまたがり位置する。
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4． 10YR3/4

5． lOYR3/3

6． lOYR3/2

7． 10YR3/2

8.10YR3/2

明褐色焼土
照褐色砂質シルト 明褐色焼土粒
Ⅲ細色砂質シルト

略褐色砂質シルト焼土粒

賠褐色砂質シルト災化物粒焼土粒
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＜検出状況・璽複関係>I層除去後、炭化物を多最に含むにぶい黄褐色土の広がりとして検出した。平成ll

年度に西側を輔査し、今年度は東側及び北側を輔査した。48号住居跡とⅢ複するが本住居の方が新しい。南

側の壁高が40cmに対し北側のそれは5cm弱となっている。南側は表土の下部が地山のⅣ層．V屑となってい

るが、北側にはにぶい黄褐色をした分級が進み粒の揃った砂質シルト （Ⅱ層）が堆積し、その下部から住居

跡が検出された。これは、本住居埋没後、北側を削剥した後にⅡ層を堆積させるような環境があったことを

示している。この現象が観察されるのは南側調査区の下段の平坦面だけである。

＜規模・平面形＞長径6m、短径4.5mの不整の梢円形を呈する。

＜埋土＞炭化物や焼土を大最に含むにぶい黄褐色、褐色砂質シルトからなる。 ’層除去後2層上面に薄い炭

化物と焼土の屑がある。焼土中から二次焼成を受けた遺物が大趾に出土した。焼土除去後に床直またはその

付近で炭化物の層が住居全体に広がる。これは平成ll年度に板敷きと見られた炭化物で、木材の部材も混入

しているが、大半が茅のような草本と見られ、焼失住居の屋根材の可能性がある。また、その上部で検出き

れた焼土層は屋根を覆っていたものかあるいは意図的に投げ込まれたものと見られる。

＜壁・床而＞壁は僅かに外傾する。床は起伏があり、よく締まる。

＜柱穴>19基検出した。P13は新期の柱穴状土坑である。 P5 ． 4 ･ 13･ 10･21 ． 15と、 P6 ･ 2 ･ 3 ･

17･ 12･22といった2通りの配置が考えられ、建て替えがあったことも推測される。いずれにしても六角形

の配列が考えられる。

＜炉＞床面中央付近から石囲炉を検出した。西側の一部石が無かったが､92×72mの楕円形で、 8個の円礫、

角礫を埋設している。石の無かった西側には石の抜き取り痕と見られる穴も検出した。焼土は炉中央に62×

46Cmの広がりをもつ、層厚は3cmである。

遺物（第56～60図643～684、第213～215図3047～3063）

＜出土状況＞埋土中及び焼土中、床面、柱穴中から土器42点、石器17点が出土している。

＜土器>643･644･646･650は口縁に1単位の中空突起をもち、 644と646は高台付である。647･651 ･653

は口縁に横S字状の突起を貼付する。口縁や胴部に渦巻文を施文するものが多い。キヤリパー形の器形を呈

するものもある。652は波状口縁をもち口縁が外反する古い要素をもった深鉢である。“7は4単位の突起に

渦巻文をもち、突起と突起の間にも小突起をもつ浅鉢である。二次焼成を受けている土器が多く、667は一

部の破片は黒くすすけているものがあり、破損後に焼成をうけた可能性を示すものもある。

＜石器＞3053は縦型、 3054～3056は横型の石匙である。3059は安山岩製の梢円形石皿で底部は高台状に作り

だし、側面には渦巻をモチーフにした彫り込みをもつ｡3062は床面近くの炭化材上で検出された石刀である。

＜時期＞出土した土器の特徴から縄文時代中期中葉の遺櫛の可能性が高い。

※本住居跡の遡榔と遺物については、まとめの項で詳しく述べたい。

48号住居跡

遺栂（鋪45．46図、写真図版48）

＜位股＞南側調査区北寄りⅢC7d･8d． 7e・ 8e区にまたがり位世する。

＜検出状況・迩複関係>I届除去後、炭化物を含む黒褐色土の広がりとして検出した。北側は国道建設時に

WII剥を受けている。地山の壁より内側で壁と見られる立ち上がりを検出したことと、古い炉の痕跡が床面か

ら検出したことから、本住居は縮小建て替えが行われたと見られる。47号住居跡、27号土坑より古く、 31~

33号土坑より新しい。
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にぶい褐色砂賀シルト 多戯供化物
ﾉﾊ色炭化物
にぶい黄褐色砂質シルト 多丑炭化物にぶい黄褐色砂質シルト 多丑炭化物

l.75YR5/3

2.75YR1.7/1

3． 10YR6/4

4.10YR5/4

5． 10YR4/2

6． 25YR5/3

7． 10YR3/3

8． 25YR5/3

9.10YR5/3

10． 10YR4/2

ll.Z5YR4/3

12． lOYR4/3

13． lOYR4/2

風化花尚滑
にぶい褐色砂質シルト微肚炭化物多量風化花尚岩
灰黄褐色砂質シルト 多量炭化物蛙士粒微量風化灰貿褐色砂質シルト 多量炭化物焼土粒微量風化花崗岩
蘭褐色綱砂巌量炭化物

衝褐色粘土質シルト焼土厨多量炭化物
両褐色砂質シルト傲肚災化物多斌風化花尚岩
にぷい前榔色砂質シルト隣化物用微欣焼土粒
灰微細色砂質シルト徹趾炭化物風化花脚瑞
柵色砂質シルト微量焼土粒風化花崗岩
にぶい黄褐色砂質シルト 多量炭化物焼土粒
灰酋褐色砂質シルト微哉炭化物望個

岸

趣一弘動

a－b。c－．

1． 5YR3/2

2.75YR5/3

3． 25YR2/2

山卜旦 暗赤禍勉焼＋
にぶい褐色細砂
極蹄赤褐色砂質シルト一坐=翁

第44図47号住居跡
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il-1) ・C-(1

1 10YR3/I

2.5YR2/2

3.5YRGI/6

4.10YR3/2

5. 10YR&1/3

6.10YR3/3

剛M色砂賀シル|、 炭化物粗砂
}M褐色砂質シル|・焼上粒炭化物
赤褐色焼土
黙褐色砂質シルト厳量炭化物
にぷい黄褐色砂質シルト多鎧粗砂
|珊細色砂質シルl、徹斌炭化物

c－f

1.10YR3/1

2 10YR4/3

3. 10YR2/1

4 10YR4/4

5 5YR3/3

6 10YR5/4

蝋褐色砂質シルI、炭化物机砂此柵色上
にぶい黄褐色砂賀シルト炭化物机砂黄褐色土
肌色土粘性あり
褐色砂質シルト炭化物粗砂多鐘批褐色土
蹄赤褐色焼土肌色士粗砂炭化物
にぶい微,柵色砂側シルト

第45図47．48号住居跡
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＜規模・平面形＞内側の建て替え後の住居は長径6.6m、短径は4m以上の梢円形、外側の古い住居は、長

径8.2m、短径4.6m以上の六角形を呈する。

＜埋土＞炭化物を含む黒褐色、贈褐色砂質シルトからなる6層である。 5 ． 6層は古い住居の埋土である。

＜壁・床面＞壁は緩く外傾する。床は平坦で、 よく締まる。 31号土坑の上には、にぶい黄褐色土で貼り床を

施している。新旧いずれの住居にも部分的に周瀧が検出された。新期のそれは長さ2.1m、巾32～50Cm，深

さ5～7dn。古い方は東壁際3mと西駿際1.4mで、巾20～40cm、深さ5cmである。

＜柱穴＞22基検出した。北側が削剥を受けているのではっきりしないが、 Pl ． 2 ． 3 ･ 9 ･ 13．23といっ

た長方形に並ぶ配列が考えられる。縮小前の住居も一部同じ柱穴を利用していた可能性がある。

＜炉＞床面中央付近から石囲炉を検出した。北東側の一部石が無なかったが、 100×80mの楕円形で、 ll個

の円礫、角礫を埋設している。石の抜き取り痕等は検出できなかった。焼土は炉中央やや北東に寄った位慨

に44×35Cmの広がりをもち、層厚は5～8cmである。古い住居に伴う炉は、新しい住居の炉の南西40Cmに位

慨し、石囲炉であったと4個の礫と3箇所の焼土を検出した。 Pllは柱穴ではなく、炉の堀り方である。

遺物（第61 .62図685～715、第216図3064～3069)

＜出土状況＞埋土及び柱穴中から土器31点、石器6点が出土している。

＜土器＞685～691 ．694．696～706は渦巻文を主体とした土器である｡ 708･712･715は原体の側面圧痕、

711は縦の隆帯に刻みをもつ土器である。

＜石器＞凹基石錐4点、縦型に分類したが両側調整を加えた刃部を持つ石匙1点、磨石1点である。

＜時期＞出土した土器の特徴から縄文時代中期中葉の遺構の可能性が高い。

49号住居跡

遺椴（第47図）

＜位世＞南側調査区北寄りⅢC5h． 6h･ 6i区にまたがり位侭する。

＜検出状況・璽複関係>I届除去後、黒褐色、灰褐色砂質シルトの広がりとして検出した。北側は国道建設

時に削剥を受け、東側は調査区外に広がる。30号土坑より新しい。

＜規模・平面形＞検出部分での最大径は2.7mで、壁が弧状になることから、平面形は円形か楕円形を呈す

るものと見られる。

＜埋土＞黒褐色、灰褐色砂質シルトからなる2層である。 2層には風化した花崗岩の砂が含まれる。

＜壁・床面＞壁は外傾する。床は平坦だが壁近くで10～15dn高くなる。

＜柱穴＞4基検出した。

遺物（第63図716～719，第216図3070･3071)

＜出土状況＞埋土及び柱穴中から土器6点、石器2点が出土している。

＜土器＞716は文様の連結部にひれ状隆帯をもつものである。 718はアルファベット文、 719は口縁に沿って

刺突文をもつ深鉢である。2143は口縁の表襲に列点文をもつミニチュア土器である。

＜石器＞石錐1点、ほぼ完形の磨製石斧1点である。

＜時期＞出土した土器の特徴や埋土の状況から縄文時代中期末葉の遺櫛の可能性が高い。

50号住居跡

遇構（第47図、写真図版49）

－86－



▲
盆刊

旦}△L唇,,7”、

飼
征
区
外

EL｡,,7.'mm ，

I
一一一

Ⅱb

F

1 S=1/50

A－B・C－D

1. 5YR3/2

2． 5YR4/2

M蝿色砂質シルト
灰褐色砂質シルト

股化物
炭化物風化花尚岩49号住

,

十
WClg

A－B

1． 】OYR4/4

2.10YR3/3

3． 10YR2/3

4． 10YR3/4

5． 7．5YR5/8

6． 10YR4/3

7． IOYR3/3

8． lOYR4/4

褐色砂間シルト

蹄褐色砂賀シルト微赴炭化物
熱褐色砂賀シルト微量炭化物
暗細色砂質シルト微量炭化物
明褐色焼土黒色土

にぷい前褐色砂質シルト 多赴炭化材
暗禍色砂質シルト炭化材徴最明褐色焼土
糊色砂質シルト多且炭化材

1

a－b

1． 5YR5/8

2． 10YR3/3

3. 10YR5/6

明赤細色焼土
蹄褐色砂貿シルト微量炭化物
黄褐色砂ブロック状暗柵色土

b{
一

ICLp121mmd!
r一一 一一一1ﾄ-aL画12,麺、

_e-⑥具迅=鈎曇
S=1/25

50号住

第47図49．50号住居跡

－87－



＜位瞳＞南側調査区南寄りⅣC1 f ･ 2f・ lg･ 2g区にまたがり位置する。

＜検出状況・重複関係>I層除去後、黒褐色、暗褐色土の広がりとして検出した。北側は18～20号土坑によ
って削剥されている。 51号住居跡より新しく、 52号住居跡より古い。

＜規模・平面形＞北側は残っていないが、検出部分の最大径が3.7mの隅丸方形か梢円形の平面形を示すと
見られる。

＜埋土＞炭化物を含む黒褐色、暗褐色、褐色、にぶい黄褐色砂質シルトからなる9畷である。 6層は焼土、

7 ． 8． 9層は多趾の炭化材を含む層である。

＜砿・床面＞壁は緩く外傾する。床は平坦で、よく締まる。北側の斜面下方に向かって傾斜している。

＜柱穴＞4基検出した。北側が削剥を受けているのではっきりしないが、 Pl ･ 2が主柱穴と見られる。P

3は51号住居跡の柱穴の可能性がある。

＜炉＞床面中央付近から石囲炉を検出した。84×76cmのほぼ円形で、 9個の円礫、角礫を埋設している。焼

土は炉内に広がり、層厚は4cmである。炉の北西30cmに4個の礫が弧状に並ぶが、焼土が見あたらないので

他の施股と見られる。

遺物（第63図720･721)

＜出土状況＞埋土中から土器2点が出土している。

＜土器＞2点とも迎弧文をもつ深鉢である。

＜時期＞出土した土器の特徴から縄文時代中期前葉の遺構の可能性が高い

51号住居跡

遺繍（第48図、写典図版50）

＜位世＞南側調査区南寄りⅣClf ･2f・ lg･ 2g区にまたがり位置する。

＜検出状況・亟複関係>50号住居跡糊査後、東壁側に炭化物を含む褐色、黄褐色、暗褐色土の広がりとして

検出した。西壁は50号住居跡と|可じで、 50号住居跡は本住居跡を縮小して櫛築された可能性がある。北側は

18～20号土坑によって削剥されている。 50･52号住居跡より古い。

＜規模・平面形＞北側は残っていないが、検出部分の鰻大径が5.5mの隅丸方形を示すと見られる。

＜埋土＞炭化物を含む黒褐色、暗褐色、褐色、にぶい黄褐色砂質シルトからなる9脇である。 1 ． 2廟は52

号住居跡の埋土、 3 ． 4 ． 5厨は50号住居跡の埋土である。

＜壁・床面＞壁は緩く内湾気味に外傾する。床は僅かに起伏があり、よく締まる。炉のある中央付近が低く

なっている。

＜柱穴>10基検出した。北側が削剥を受けているのではっきりしないが、 Pl ･ 2は50号住居跡とだぷって

利用されている。 2本並んでいるものもあるので建て替えされている可能性がある。

＜炉＞床面中央付近から地床炉を検出した。焼土は132×56dnの不整の楕円形に広がり、層厚は4cmである。

遺物（第63図722）

＜出土状況＞埋土中から土器1点が出土している。

＜土器＞摩滅しているが渦巻状の突起、隆帯に刻みをもつ浅鉢である。

＜時期＞出土した土器の特徴から縄文時代中期の過柵の可能性が高い。
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52号伸屋跡

遺構（第48図、写真図版52）

＜位股＞南側調査区南寄りⅣclg区に位世する。

＜検出状況・重複関係＞50号住居跡と見られる黒褐色、暗褐色土の精査中に焼土を検出し、土層断面の観察

から住居跡を確認した。50．51号住居跡の埋土上部で検出したので、 50．51号住居跡より新しい。北側は土

坑によって削剥されている。

＜規模・平面形＞壁は土層観察のベルト部分でのみ確認したので、規模や平面形については不明である。

＜埋土＞炭化物を含む暗褐色、褐色砂質シルトからなる2層である。

＜盤・床面＞壁は級〈外傾する。床は起伏がある。炉のある中央付近が低くなっている。

＜柱穴＞検出できなかった。

＜炉＞床面中央付近やや西寄りから地床炉を検出した。焼土は80×SOCmの不整の梢円形に広がり、層厚は5

Cmである。

遺物埋土断面によってのみ検出したため、 50･51号住居跡の遺物として登録されてしまった。

＜時期＞重複する遺櫛との関係から縄文時代中期以降の遺構の可能性が高い。

53号住居跡

遺欄（第49図、写真図版51）

＜位世＞南側調査区南寄りⅢClOh･ 10i ．ⅣClh・ l i区にまたがり位置する。

＜検出状況・重複関係＞表土除去後暗褐色土の広がりとして検出した。北側は崩落している。東側は調査区

外に広がる。璽複関係はない。

＜規模・平面形＞炉の位置や壁の形状から、長径5m前後の梢円形を呈すると見られる。

＜埋土＞にぶい黄褐色砂質シルトからなる3層である。

＜壁・床面＞壁は級く外傾する。床は平坦で締まりがある。北側の斜面に向かって傾斜がある。

＜柱穴＞7基検出した。近接して2本1組検出したので、建て替えが考えられる。 P7は風倒木による撹乱

を受けている。

＜炉＞床面中央付近から石囲炉を検出した。 10個の円礫が径80cmの円形に埋股されている。焼土は検出でき

なかった。また、炉の北20mに焼土を検出したが、廃棄されたものである。

遺物（第63.64図723～740，第216図3072，第169図1964)

＜出土状況＞埋土中から土器18点、石器1点、土製品1点が出土している。

＜土器＞723は頚部隆補に指頭圧浪をもつ浅鉢、 724はキヤリパー形の器形で梢円文をもつ。725もキヤリパ

ー形の渦巻文、横S字状の突起をもつ。726は口縁部の沈線間に列点文、728．733．734は平行沈線文、738

は原体側面圧痕を施すものである。

＜石器＞凹基石錐1点である。

＜土製品＞円盤状土製品1点である。

＜時期＞出土した土器の特徴から縄文時代中期中葉の遺構の可能性が高い。
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2．炉跡

1号炉

遺構（第50図、写真図版52）

＜位腫＞北側調査区北寄りⅡB5h区に位世する。

＜検出状況・亜複関係＞Ⅱa届除去後Ⅱc層検出中に．の字形に並ぶ配石を検出し、鞘査を進めた。掘り下

げたところで焼土を検出し、石囲炉と確認した。 3号炉の北側に接する地点の下部lOcnl前後で璽複する。当

初3号炉に伴う可能性も考えたが、炉の中央の焼土が3号炉とはレベルが異なることなどから別の遺柵と考

えた。南西側の焼成の良い焼土は3号炉に伴うものと見られる。 3号炉より古く、 2 ． 3 ． 4 ． 5号住居跡

より新しい。

＜炉＞5個の角礫が巾75mの．の字形に埋股されている。焼土は炉の中央に広がり、届厚は4cmである。

遺物（第65図741～743，第216図3073)

＜出土状況＞土器は炉糖査中に出土した土器3点、石器1点が出土している。

＜土器＞741は口縁隆帯に刺突、胴部にY字状の貼付をもつ。

＜石器＞凹基石鮭1点である。

＜時期＞検出面から縄文時代中期の遺構の可能性が高い。

2号炉

遺構（第50図、写真図版52)

＜位股＞北側澗査区北寄りⅡB6h区に位世する。

＜検出状況・重複関係＞平成12年礎調査時、 トレンチの土層断面で埋設土器と焼土を検出した。 13年度に周

辺を掘り下げたところ東側20Cnlから石囲炉を検出した。焼土の上面レベルが一致することなどから同一遺構

と考えた。 4 ･ 11号住居跡より新しい。北側約lmにあるl ･ 3号炉とも璽複すると見られるが、新旧関係

は不明である。

＜炉＞石囲炉は3個の円礫が弧状に埋設されている。焼土は炉の中央に37×28mの広がりをもち、層厚は4

Cmである。炉の西20cmに焼土と炭化物を伴う土器埋設が検出された。トレンチで北側を破壊してしまったが、

焼土は東西57Cmに広がり、層厚は4cmである。

遺物（第216図3074.3075)

＜出土状況＞炉の梢査中石器2点が出土している。

＜石器＞凹基の石錐1点、先端部のみ調整済みの未製品石雌1点である。

＜時期＞検出面及び炉の形状から縄文時代中期末葉以降の過櫛の可能性が高い。

3号炉

遺構（第50図、写真図版53）

＜位霞＞北側澗査区北寄りⅡB5h区に位瞳する。

＜検出状況・重複関係＞トレンチの土層断面で焼土を検出し、周辺を焼土の上面レベルで広げたところ埋設

土器を検出し、同一遺櫛と考えた。焼土の南西側はトレンチで破壊してしまった。 1号炉より新しい。

＜炉＞焼土は径55mの円形の広がりをもち、墹厚は5cmである。その東側に5cmに土器の胴部を埋般してお

り、その15Cm東にも土器が埋設されている。いずれの土器にも焼土は見あたらなかった。
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遺物（第65図744～746，第216図3076)

＜出土状況＞土器は埋股土器と粉査中出土との2点、石器1点が出土している。

＜土器＞埋般土器の746は連弧文、原体の側面圧痕により施文する土器である。

＜石器＞埋設土器中から凹埜石錐1点である。

＜時期＞出土した土器の特徴から縄文時代中期前葉の遺構の可能性が高い。

4号炉

遺構（第51図、写真図版53）

＜位圃＞北側鯛査区北寄りⅡB5h区に位置する。

＜検出状況・璽複関係＞7号住居跡梢査中土層観察のベルト撤去の際、数cm下げた所から土器埋設炉を検出

した。 7 ･ 8 ･ 10号住居跡よりは新しい。

＜炉＞胴部下半を正立に埋設し、焼土は土器の西側に広がる。刷厚はllCmである。

遺物（第65図747.748）

＜出土状況＞土器は埋設土器と周囲から出土した土器の2点が出土している。

＜土器＞747は無節Lの粗製土器、748はアルファベット文を主体とする土器である。

＜時期＞検出面から縄文時代後期の遺櫛の可能性が高い。

5号炉

遺柄（第51図、写真図版53)

＜位殴＞北側鯛盗区中央ⅡB8j区に位慨する。

＜検出状況・亜複関係>18号住居跡輔査後、下部の23号住居跡の埋土を精査中に土器埋設炉を検出した。炉

検出時は気づかず、平面形の確認ができなかったが、23号住居跡の埋土断面に本遺櫛の埋土と見られる土層

(1～4層）がある。 18･22号住居跡より古く、 23･24号住居跡よりは新しい。

＜炉＞3個体の土器が口縁を南西に向け斜位に埋設してある。焼土は土器の周辺に広がる。焼成が良く底部

の周りまで焼成されている。また、最も上位にある土器は下位の土器を切って埋股されているので作り替え

があったと考えられる。

遺物炉の埋設土器は風化していて、梢査時崩れてしまい復元できなかった。

＜時期＞検出面から縄文時代中期以降の遺構の可能性が高い。

6号炉

遺構（第51図、写真図版53)

＜位置＞北側調査区中央ⅡC8a区に位侭する。

＜検出状況・皿複関係>nC8a区のⅡc層掘り下げ中、Ⅳ層近くで地床炉を検出した。直ぐ北側に土器埋

設が見られるので土器埋設炉の可能性がある。22．33号住居跡と重複すると見られるがいずれよりも古い。

＜炉＞焼土は74×50mの範囲に広がる。層厚は5cmである。北側の土器は北西に口縁を向けて斜位に埋設さ

れている。

遺物炉の埋股土器は風化していて、鞘査時崩れてしまい復元できなかった。

＜時期＞検出面から縄文時代中期以降の遺構の可能性が高い。
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7号炉

還欄（第51図、写真図版54）

＜位置＞北側調査区中央ⅡC9a区に位置する。

＜検出状況・重複関係>UC9a区のⅡc層掘り下げ中、Ⅳ層近くで地床炉を検出した。

＜炉＞焼土は140×80Cmの範囲に広がる。層厚は6Cmである。北西側に径46mの円礫がある。

通物（第216図3077･3078，第169図1965)

＜出土状況＞焼土周辺から石器2点が出土している。

＜石器＞凹基石錐1点、磨製石斧1点である。

＜時期＞検出面から縄文時代中期以降の遺栂の可能性が高い。

8号炉

遺構（第51図、写真図版54)

＜位侭＞北側調査区中央ⅡBIoj ･ nCloa区にまたがり位置する。

＜検出状況・重複関係＞28号住居跡の東側のⅡc層掘り下げ中、Ⅳ層近くで土器埋設炉を検出した。

＜炉＞土器は口縁を南東に向け斜位に埋設されている。焼土は周辺に点在し、層厚は股大で10cmである。

遺物（館66図749）

＜出土状況＞埋設土器1点が出土している。

＜土器＞沈線と連鎖状隆帯をもつ深鉢の胴部である。

＜時期＞出土した土器の特徴から縄文時代中期末葉から後期初頭の通櫛の可能性が高い。

9号炉

遺構（第51図、写真図版54)

＜位倣＞北側鯛査区北寄りのⅡB8g区に位侭する。

＜検出状況・重複関係＞Ⅱa届除去後Ⅱc層上面で石囲炉を検出した。46号住居跡と班複しているが、

櫛の方が新しい。

＜炉＞残っている炉石は径20cmほどの4個のみで多少状態が崩れている。本来はもっとあったと恩わオ

周辺からはこの遺櫛と同一と見られる礫は出土していない。径48qnほどの焼土があり8～1OCmの層ロ

つ。

遺物（第66図750，第216図3079)

＜出土状況＞焼土下部から土器1点、石器1点が出土している。

＜土器＞750は折り返し口縁をもつ粗製の深鉢である。

＜石器>3079は小型の凹基石錐である。

＜時期＞検出面から縄文時代後期の遺撒の可能性が高い。

りれている。本来はもっとあったと思われ

本遺

るが

径48qnほどの焼土があり8～1OCmの層厚を持

10号炉

遺構（第52図、写典図版54）

＜位世＞北側調査区北寄りのⅡB5i ･ 6i区にまたがり位慨する。

＜検出状況・重複関係>I層除去後Ⅱa層上面で石囲炉を検出した。下部に7～10号住居跡があるが、本遺
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櫛の方が新しい。 4号炉とも璽複しそうだが、新旧関係は不明である。

＜炉>10個の円礫が54×45Cmのハの字状に配瞳しており、北西側が開いている。周囲に礫が散乱しているの

で南東側にも炉石があったと見られる。焼土は北西側から検出され、径64×46Cmの範囲に広がり、 4～5cm

の層厚を持つがあまり焼成は良くない。

遺物（第216図3080)

＜出土状況＞焼土中から石器1点が出土している。

＜石器＞凹基石雛1点である。

＜時期＞検出面や炉の形態から縄文時代中期の遺構の可能性が高い。

11号炉

遺構（第52図、写真図版55）

＜位置＞北側調査区南寄りのⅢBlj区に位瞳する。

＜検出状況・亜複関係＞Ⅱa層除去後Ⅱc層上面で梢円形の黒色土の広がりとして検出した。当初は土坑と

して輔査を進めていたが、底面から焼土を伴う土器埋股が検出されたので炉として登録した。38．39号住居

跡と重複するが本遺櫛の方が新しい。配石遺構に伴う土坑ともⅢ複するが、新旧関係は不明である。

＜炉＞226×132cmの南西一北東方向の長軸をもつ楕円形の土坑の底面近くで2基の土器埋股炉を検出した。

南側の土器は正立に、北側の土器は口縁を南側の土器に向け検位にそれぞれ埋設してある。焼土はそれぞれ

の土器の周辺に広がるほか、土坑の北側・東側でも検出された。

還物（第66図751～753，第217図3081～3088、第l69図19"･ 1967)

＜出土状況＞埋土中及び埋設土器から土器3点、石器8点、土製品2点が出土している。

＜土器＞炉の埋設土器751は沈線でアルファベット文をもつ深鉢の胴部である。753は埋土中出土の土器で平

行沈線で施文する土器である。752は埋設土器の底部で木葉痕をもつ。

＜石器＞いずれも埋土中からの出土で石錐6点及び石錐1点、掻削器1点である。

＜時期＞出土した土器の特徴から縄文時代中期末葉の遺櫛の可能性が高い。

3．焼土遺構

1号焼土

遺構（第53図、写真図版55）

＜位憧＞北側調査区中央のⅡBlOh区に位慨する。

＜検出状況・重複関係＞Ⅱ層除去後焼土を検出した。南西10cInには3号焼土、南側40cmには43号住居跡の炉

が、南西60qnには42号住居跡の炉がそれぞれ検出されたが、新旧関係は不明である。

＜規模＞規模は190×76cmの不整形を呈し、層厚は20cmである。

遺物（第219図3189)

＜出土状況＞焼土下位から石器1点が出土している。

＜石器＞3189は剥片の端部を利用した石錐である。

＜時期＞検出面から縄文時代中期の遺櫛の可能性が高い。
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2号焼土

遺構（第53図、写真図版55）

＜位慨＞北側調査区中央のⅡBlOg区に位侭する。

＜検出状況・重複関係＞Ⅱ層除去後焼土を検出した。 1号焼土と同レベルで検出されている。東側70mには
42号住居跡の炉がある。新旧関係は不明である。

＜規模>60×SOcmの不整形を呈し、届厚は19Cmである。

＜時期＞検出面から縄文時代中期の遺櫛の可能性が高い。

3号焼土

遺栂（第53図、写真図版55）

＜位置＞北側調査区中央のⅡBlOh区に位置する。

＜検出状況・璽複関係＞Ⅱ層除去後に焼土を検出した。42．43号住居跡の炉及び1号焼土のほぼ中央付近か

ら検出されたが、検出レベルはいずれの遺櫛とも異なる。新旧関係は不明である。

＜規模＞33×26mlの不整形を呈し、層厚は4cmである。

＜時期＞検出面から縄文時代中期の通構の可能性が高い。

4号焼土

遺欄（第53図、写真図版56）

＜位世＞北側調査区北寄りのⅡB7g区に位職する。

＜検出状況・亜複関係＞Ⅱ届除去後に焼土を検出した。45号住居跡の炉から南南西1.4mの位世である。

5 ． 6． 7． 8号焼土とともに45号住居跡の炉からほぼ等距雄にある。住居跡に伴うかは不明である。

＜規模＞48×24CInの不整形を呈し、層厚は8cmである。

＜時期＞検出面から縄文時代中期の遺栂の可能性が高い。

5号焼土

遺檎（第53図、写真図版56）

＜位世＞北側調査区北寄りのⅡB7g区に位世する。

＜検出状況・重複関係＞Ⅱ層除去後に焼土を検出した。45号住居跡の炉から北西1．6m， 6号焼土からは東

にlOCmの位置である。既述のように45号住居跡との関係は不明であるが、検出レベルを比較すると住居の炉

より15cnl位低くなっている。

＜規模＞73×56mの不整の円形を呈し、層厚は9dnである。

遺物（第67図754～756）

＜出土状況＞焼土梢査中出土した土器3点である。

＜土器＞754は折り返し口縁の端部から鉤状の貼付が垂下する。754は折り返し口縁下部に2個の貫通孔があ

る。756は波頂部に刻みと底部に網代痕をもつ浅鉢である。

＜時期＞出土した土器の特徴から細文時代中期前莱の遺構の可能性が高い。
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6号焼土

遺櫛（第53図、写真図版56）

＜位腫＞北側澗壷区北寄りのⅡB7g区に位世する。

＜検出状況．重複関係＞Ⅱ層除去後に焼土を検出した。45号住居跡の炉から北西2．5m， 5号焼土とはlOm

しか離れていない。既述のように45号住居跡との関係は不明であるが、検出レベルを比較すると住居の炉よ

り25cnl位低くなっている。

＜規模＞検出部分では28×25Cmの不整の楕円形を呈し、層厚は8cmである。

＜時期＞検出面から縄文時代中期の遺椴の可能性が高い。

7号焼土

遺構（第53図、写真図版56）

＜位腫＞北側調査区北寄りのⅡB6g･6h区にまたがり位侭する。

＜検出状況・璽複関係＞Ⅱ届除去後に焼土を検出した。45号住居跡の炉から北北西2.Om、 5号焼土から北

*40cmに位置する。既述のように45号住居跡との関係は不明であるが、検出レベルを比較すると住居の炉よ

り25cm位低くなっている。

＜規模>104×64cmの不整形を呈し、層厚5cmである｡

遺物（第68図757～759、第219図3190)

＜出土状況＞焼土精査中に出土した土器3点、石器1点が出土している。

＜土器＞757は折り返し口縁をもつ粗製深鉢、759は波頂部に弧状文と列点文をもつものである。

＜石器＞石錐1点である。

＜時期＞出土した土器の特徴から縄文時代中期前葉の遺櫛の可能性が高い。

8号焼土

遺構（第53図、写真図版56）

＜位置＞北側調査区北寄りのⅡB6h区に位置する。

＜検出状況・重複関係＞Ⅱ層除去後に焼土を検出した。45号住居跡の炉から北北西l.7m、 9号焼土から東

80Cmに位置する。既述のように45号住居跡との関係は不明であるが、検出レベルを比較すると住居の炉より

5cm低くなっている。

＜規模＞54×50cnlの不整形を呈し、層厚5cmである。

＜時期＞検出面から繩文時代中期の遺櫛の可能性が高い。

9号焼土

遺構（第54図、写真図版57)

＜位置＞北側調査区中央のⅡB9h区に位置する。

＜検出状況・重複関係＞Ⅱ層除去後に大小2基の焼土を検出した｡26号住居跡と重複し本遺櫛の方が新しい。

＜規模＞大きめの方は28×20cmの梢円形を呈し、層厚4cmである。もうl韮は大きめの焼土の北西20cmに位

世し、 12×9cmの梢円形で届厚4cmである。

＜時期＞検出面から縄文時代中期の遺構の可能性が高い。
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10号焼土

遺栂（第54図、写真図版57）

＜位慨＞北側鯛査区中央のⅡB8h区に位瞳する。

＜検出状況・重複関係＞Ⅱ層除去後に焼土を検出した。 1号住居状遺構の西側30mに位置し、住居状遺櫛と

同レベルでの検出であり、多くの土器片を伴う。 17号住居跡と亜複するが新旧関係は不明である。

＜規模＞64×24cmの不整形を呈し、脳厚lOcmである。もう1基は大きめの焼土の北西20Cmに位倣し、 12×9

mの楕円形で層厚4mである。

＜時期＞検出面から縄文時代中期の避櫛の可能性が高い。

11号焼土

遺構（第54図、写真図版57）

＜位世＞北側調査区南寄りのⅡB9g区に位歴する。

＜検出状況．亟複関係＞Ⅱ層除去後に焼土を検出した。土器片とともに検出きれ、土器片の下に焼土がある

という状況で検出された。住居跡の集中区と土器出土集中区との間で遺構・遺物とも希薄な場所での検出で

ある。亜複する遺栂は検出されていない。状況からブロック状に捨てられた可能性が高い。

＜規棋>52×40cmの不整形を呈し、届厚6cmである。

遺物（第68図760）

＜出土状況＞焼土直下から出土した土器1点である。

＜土器＞760は無文の粗製土器と見られる。

＜時期＞出土した土器の特徴から繩文時代中期の遺櫛の可能性が商い。

12号焼土

遺構（第54図、写典図版57）

＜位侭＞北側調査区北寄りのⅡB4g区に位置する。

＜検出状況＞Ⅱ層除去後に焼土を検出した。

＜規模＞65×64cmの隅丸方形を呈し、層厚9cmである。

＜時期＞検出面から縄文時代中期の遺柵の可能性が高い。

13号焼土

遺構（第54図）

＜位瞳＞北側調査区北寄りのⅡB4g区に位置する。

＜検出状況・重複関係＞Ⅱc層除去後、Ⅳ層上面で3基の焼土（北側からA～C)を検出した。ほぼ同一レ

ベルで検出したので一括して焼土遮栂に登録した。焼土Aは深堀トレンチに切られている。 l2号焼土から東

20Cmに位瞳しているが、検出層位が異なるので別の巡櫛である。焼土中から鹿の歯が出土している。

＜規模＞焼土Aは検出部分の長径は100"、層厚6ml、焼土Bは85×50mの楕円形を呈し、層厚3cm、焼土

Cは80×68qn、届厚4cmである。

＜時期＞検出面から繩文時代中期の巡櫛の可能性が商い。
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14号焼土

遺栂（第54図、写真図版58）

＜位世＞北側鯛査区中央のⅡB7j区に位世する。

＜検出状況・重複関係＞Ⅱc層除去後Ⅳ層上面で焼土を検出した。24号住居跡と重複するが、本遺栂の方が

古い。東側が調査区境なので住居跡に伴うものかは不明である。

＜規模＞96×51Cmの不整の三角形を呈し、層厚8cmである。

＜時期＞検出面から縄文時代中期の遺栂の可能性が高い。

15号焼土

遺欄（第54図、写真図版58）

＜位世＞北側調査区南寄りのⅡB9 i区に位置する。

＜検出状況・箪複関係＞28号住居跡埋土精査中、上部の黒色土除去後暗褐色土上部で焼土を検出した。検出

時は住居跡に伴うものかは確泌しなかったが、住居跡土喝断面に焼土と同一レベルで土屑が変化するので、

28号住居跡より新しい遺櫛に伴う可能性がある。

＜規模＞一部トレンチで切ってしまったが、 l"×70mの不整形を呈し、層厚lOcmである。

＜時期＞検出面から縄文時代中期の遺栂の可能性が高い。

4．埋設土器

1号埋醗十里

遺構（第55図、写真図版58）

＜位悩＞北側調査区北側のⅡB7g区に位置する。

＜検出状況・亜複関係>I層除去後倒立で埋股され埋設土器を検出した。45号住居跡の炉の西側40dnに位世

する。土器下半部はすでになく底部の状況は不明である。地表から20Cmほどで検出きれているので耕作によ

り破壊されたものと思われる。土器中の埋土は単層で中から小骨片が出土している。検出レベルは45号住居

跡の床面よりも高く、同時期とは言えない。同住居跡より新しく埋設されたものと考えられる。

遺物（第68図761，第219図3191)

＜土器>761はキヤリパー形の器形で波状口縁、細隆綴で口縁部文様帯に波状文を施文する。

＜時期＞出土した土器の特徴から縄文時代中期中葉の遺栂の可能性が高い。

2号埋誼十錦

遺構（第55図、写真図版58）

＜位腫＞北側調査区南寄りのⅡB8 i区に位侭する。

＜検出状況・皿複関係>I層除去後埋設土器を検出した。下部から21号住居跡を検出しているが、本過柵の

方が新しい。 1号埋設土器と同棟、倒立状態で埋設され、底部は見つかっていない。地文の縄目のみである。

埋土中から小骨片が出土している。その他詳細は不明だが、亜なるように径30mほどの角礫が土器に寄りか

かった状態で出土している。

＜土器＞鯛査員の不手際から所在不明である。

＜時期＞他の遺櫛との重複関係から縄文時代中期末葉以降の遺構の可能性が高い。
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3号埋設士墨

遺欄（第55図、写典図版58）

＜位置＞北側潤査区中央のⅡB6j区に位瞳する。

＜検出状況．重複関係＞調査区境に入れた深堀トレンチ掘削中にⅡC屑上部で埋設土器を検出した。検出時

は確認できなかったが、糖査後土層断面で20号住居跡の炉を切っていることがわかった。どの層から掘り込

んでいるのかは硫腿できなかった｡倒立に埋股してあるが､胴部下半から底部については残っていなかった。

耕作による撹乱を受けている可能性がある。

遺物（第69図762）

＜土器＞762は胴部に網目状撚糸文を施文する。

＜時期＞出土した土器の特徴や検出面から縄文時代後期の遺櫛である。

5．住居状遺構

1号住居状遺桐

遺構（第56図、写真図版60）

＜位置＞北側調査区中央のⅡB7i ・ 8i区にまたがり位圏する。

＜検出状況・亜複関係>I層除去後Ⅱa層上面で黒褐色土の広がりとして検出した。 17･ 18･ 19･21号住居

跡より新しく、 3号住居状遺構より古い。次年度に下位から検出した17号住居跡とは平面形がほぼ一致する

ので本遺構は17号住居跡の埋土の可能性がある。

＜規模・平面形＞平面形は3.6×2.5mの梢円形を呈する。

＜埋土＞多愚の土器片、礫を含む黒褐色、にぶい黄褐色砂質シルトからなる6層である。

＜壁・床面＞壁は緩く外傾する。床は起伏がある。

遺物（第69～71図765～790、第217･218図3089～3145，第169図1968)

＜出土状況＞埋土中及び床面から土器28点、石器57点、土製品1点が出土している。

＜土器＞769は波頂部に円文、胴部に楕円文をもつ土器である。765．766は頚部に原体側面圧痕をする粗製

土器。770～773は平行沈線文を主体とする土器である。789は蓋、786～788は高台、790は注口土器である。

＜石器＞48点は石錐及び石錐の未製品である。3145は砥石で表裏に幅1Cm前後の櫛が多数ある。

＜土製品>1968は器種不明であるが、土玉の一部を指でつまみ上げたようである。

＜時期＞出土した土器の特徴から縄文時代後期初頭の遺構の可能性が高い。

2号住居状週櫓

遺構（第56図、写真図版60）

＜位置＞北側調査区南寄りのⅡBlOh・ lOi区にまたがり位置する。

＜検出状況・亜複関係＞表土除去後黒色土の広がりとして検出した。25．30･31号住居跡より新しい。次年

度調査で、床面より2cm下から31号住居跡の炉が検出されていることと、同住居のものと見られる埋土が本

遺構の範囲と一致するので、 31号住居跡の埋土上部を箱査した可能性がある。

＜規模・平面形＞平面形は3.1×2.3mの梢円形を呈すると見られる。

＜埋土＞黒褐色砂質シルトの単層である。

＜壁・床面＞壁は緩く外傾する。床は平坦である。北側の斜面に向かって傾斜がある。
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_し
戯 2号住居状

A－B

l. 10YR3/2肌褐色砂質シルト

2. 10YR2/3照褐色砂質シルト炭化物焼土

A－B

l･ 10YR2/1肌色砂質シルト炭化物粒風化花尚岩

S=1/50

第56図住居状遺構
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遺物（第71図791～795，第219図3146～3156，第169図1969)

＜出土状況＞埋土中から土器5点、石器ll点、土製品1点が出土している。

＜土器>791～794は沈線でアルファベット文を施文する土器である。

＜石器>3156は石刀の破片である。

＜土製品＞1969は土偶胴部から脚部である。表裏、側面を列点文で施文している。

＜時期＞出土した土器の特徴から縄文時代中期末葉の過櫛の可能性が高い。

3号住居状遺構

遺構（第56図、写真図版60）

＜位倣＞北側澗査区中央のⅡB8i ･ 8j区にまたがり位置する。

＜検出状況・重複関係＞表土除去後黒褐色土の広がりとして検出した。西側は1号住居状遺構に、東側はト

レンチで破壊されている。 17～19． 22～24号住居跡、 1号住居状週櫛より新しい。本遺櫛も下位に住居跡が

検出されているので、 l ･ 2号住居状逝櫛と同棟に住居跡の埋土の可能性がある。

＜規模・平面形＞規模は南北2.5mの円形を呈すると見られる。

＜埋土＞黒褐色砂質シルトからなる2層である。 2層には炭化物、焼土が多量含まれる。

＜壁・床面＞壁は値かに外傾するが、ほぼ垂直である。床は平坦である。

遺物（第72図796.797，第219図3157～3188、第170図1970～1973)

＜出土状況＞埋土中から土器2点、石器22点、土製品4点が出土している。

＜土器＞796は網代痕のある土器の底部、 797は晩期の注口土器である。

＜石器＞22点の内20点が石錐及び石錐の未製品である。3178は基部にタールが付蒲し、先端がやや隈耗して

いる。 3188は小玉としたが小型の磨石の可能性がある。

＜土製品>1970･ 1971はボタン状の土製品で、中央が窪み後者には貫通孔がある。 1972は1号住居状過栂出

土の1968と同じものと見られる。

＜時期＞出土した土器の特徴から縄文時代晩期の遺栂の可能性が高い。

6．石斧埋納遺構

S1石斧埋納遺栂

遺構（第55図、写真図版59）

＜位価＞南側調査区北寄りのⅢC7g区･24･25号土坑の北側15mに位世する。

＜検出状況・並複関係>I層除去後、 4本の磨製石斧が刃部を下に向け、直立した状態で検出した。 4本の

内1本はかなり風化しているが、その他の3本は完形に近い。下部からは径52×40dn、深さ10cmの土坑も検

出された。直接重複する遺構はないが、近接する25号土坑の上部で焼成を受けた埋設土器、周辺から柱穴状

土坑を検出している。

遺物（第220図3192～3195)

＜石器＞磨製石斧4点である。3194は摩滅している。

＜時期＞下部の土坑から中期末葉の土器片が出土しているので縄文時代中期末葉以降の遺撫である。
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7．配石遺構

遺構（第55図、写典図版59）

＜位世＞北側調査区南寄りのⅡB10j ．Ⅲclj区にまたがり位慨する。

＜検出状況・璽複関係＞Ⅱa層掘り下げ中、 125×33×22mの細長い礫が斜位になっているのを検出した。

周囲を掘り下げると北東側から75×“×13cmの円形の礫も検出したので、配石遺櫛とした。本来は細長い礫

が直立し、立石だった可能性がある。下部からは径220cm、深さ20dnの土坑も検出された。30．38･39号住

居跡、 11号炉と璽複し、それぞれの遺栂より新しい。

遺物（第69図763.764，第220図3196～3199)

＜出土状況＞下部土坑の埋土中から土器2点、石器4点が出土している。

＜土器＞763はアルファベット文をもつ土器である。

＜石器＞凹基石錐2点、石錐1点、片側だけ調整を加えた掻削器1点出土している。

＜時期＞出土した土器の特徴から縄文時代中期末葉の過栂の可能性がある。

8．土坑

1号土坑

遺構（第57図、写真図版60）

＜位置＞北側調査区北寄りⅡB4h･ 5h区にまたがり位置する。北東側は調査区外に広がる。

＜検出状況・亜複関係＞調査区境に入れた深堀トレンチの土層断面で壁、底面を検出した。北側はトレンチ

で破壊してしまった。 1 ．8号住居跡と亜複する。いずれよりも新しい。

＜規模・平面形・断面形＞検出部分の最大径154m、平面形は円形か梢円形を呈すると見られる。断面形は

壁が内湾気味に外傾する浅鉢形である。

＜埋土＞多逓の黄褐色土ブロックを含む暗褐色、にぶい黄褐色砂質シルトからなる2畷である。

遺物（第72図798）

＜出土状況＞埋土中から土器1点が出土している。

＜土器＞798は波状口縁をもつキヤリパー形の土器である。

＜時期＞出土した土器の特徴から縄文時代中期中葉の迩櫛の可能性が高い。

2号土坑

遺欄（第57図、写典図版61）

＜位腫＞北側調査区北寄りⅡB5g区に位置する。

＜検出状況・重複関係＞深堀トレンチの土層断面で壁、底面を検出した。中央をトレンチで破壊してしまっ

た。3．4号住居跡と亜複し、いずれよりも新しい。

＜規模・平面形・断面形＞平面形は長径106Cnl、短径80"の楕円形を呈する。深さ47Cm、断面形はバケツ状

である。

＜埋土＞図化しなかったが暗褐色土粒を含むにぶい黄褐色砂質シルトの単届である。

遺物（第72図7”・800，第220図3200.3201）

＜出土状況＞埋土中から土器2点、石器2点が出土している。

＜土器＞2点とも口緑に原体側面圧痕をする土器である。
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▲鴨
｛
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匡
瞬
§
目 勲！

]B4h②f

腿 _しや や3号土坑
粗砂

粗砂

粒砂
粗砂賀褐色土
粗砂

多斌撹褐色砂

A－B

l・ IOYR2/2

2.10YR3/1

3． 10YR3/2

4． 10YR3/3

5． 10YR2/3

6． lOYR4/3

4L=,,28mm 且 肌褐色砂質シルト炭化物
照褐色砂質シルト炭化物

肌褐色砂質シルト炭化物
蹄褐色砂質シルト炭化物
肌褐色砂質シルト炭化物
にぶい枇糊色砂質シルト

卜AL.,,2gmm&
一一一一一一

4号土坑

川棚色砂質シルト炭化物粗砂

暗側色砂質シルト炭化物粗砂

川褐色砂質シルト炭化物粗砂
禍色砂質シルト炭化物粗砂
にぷい黄褐色砂質シルト炭化物粗砂

号土坑

阯化物粗砂多量澱褐色土粒

レト徹凪粗砂炭化物略褐色士

A－B

1． 10YR3/1

2． 10YR3/4

3． 10YR3/2

4.10YR4/4

5． 10YR4/3

蹄褐色砂質シルト炭化物

にぶい黄禍色砂質シルト

1． IOYR3/4

2.10YR4/3

◎里－4

＞
4L.,,2m風旦

/三画壽 5号土坑

A

ﾑ＠浬
A.,,2wm&

一慾『

｡
A－B

l・ 10YR2/2照褐色砂質シルト災化物焼土粒粗砂

6号土坑

A－B

l･ lOYR2/2

2. 10YR3/1

3． 10YR3/2

4． 10YR4/3

川棚色砂圃シルト 災化物焼土粒粗砂

Ⅲ細色砂質シルト炭化物焼土粒粗砂

州細色砂質シルト炭化物焼土粒粗砂

にぷい黄褐色砂質シルト炭化物焼土粒粗砂

▲
守

4L-,,a,mm 且
ヤ

+AL画皿mm&

8号土坑7号土坑
A－B

1． 10YR3/2

2.10YR4/3

3． 10YR5/3

4． 10YR6/4

Ⅲ柵色砂質シルト炭化物
にぷい黄褐色砂質シルト

にぶい黄褐色砂質シルト股化物

にぷい黄檀色砂質シルト

A－B

1． 10YR4/2

2.10YR3/2

3. 10YR5/4

灰蘭褐色砂質シルト炭化物粗砂
凧褐色シルト炭化物微盈粗砂

にぷい閃褐色砂質シルト炭化物粗砂

第57図土坑1 （1～8号）
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＜石器＞2点とも完形の凹基石鐡である。

＜時期＞出土した土器の特徴から純文時代中期前葉の遺構の可能性が高い。

3号土坑

遺梢（第57図、写真図版61)

＜位置＞北側鯛査区北寄りnB6i ･ 7 i区にまたがり位世する。東側はトレンチで破壊してしまった。

＜検出状況・亜複関係＞Ⅱc層上面で黒褐色土の広がりとして検出した｡13･ 14･ 15号住居跡と重複するが、

いずれよりも新しい。

＜規模・平面形・断面形＞径154CIn、平面形は梢円形を呈すると見られる。断面形は壁が内湾気味に外傾す

るバケツ形である。

＜埋土＞黒褐色、暗褐色、にぶい黄褐色砂質シルトからなる6層である。

遺物（第72図801，第220図3202～3204)

＜出土状況＞埋土中から土器1点、石器3点が出土している。

＜土器＞801は2条の隆帯でアルファベット文を施文し、沈線間は磨消縄文している。

＜石器＞凹基石錐2点と石錐1点である。

＜時期＞出土した土器の特徴から縄文時代中期末葉の遺櫛の可能性が高い。

4号土坑

遺構（第57図、写真図版61)

＜位腫＞北側調査区北寄りⅡB7j区に位置する。

＜検出状況．重複関係＞24号住居跡の壁面で検出した。24号住居跡より古い。

＜規模．平面形・断面形＞検出部分の簸大径77m、平面形は楕円形を呈すると見られる。断面形は袋状を呈

している。古い住居の柱穴の可能性がある。

＜埋土＞多量の黄褐色土ブロックを含む暗褐色、にぶい黄褐色砂質シルトからなる2層である。

適物（第220図3205)

＜出土状況＞埋土中から石器1点が出土している。

＜石器＞3205は縦型の剥片の両側面を片側から調整を加えた掻削器である。

＜時期＞検出面から純文時代中期の遺構の可能性が高い。

5号土坑

遺構（第57図、写典図版61）

＜位憧＞北側鯛査区中央ⅡB7j区に位瞳する。

＜検出状況・璽複関係＞Ⅱc屑検出中に黒褐色土の広がりとして検出した。検出レベルとしては14号住居跡

の床面と同じであるが、検出時の状況から上位の層から掘り込まれた遺櫛と考える。

＜規模・平面形・断面形＞平面形は径56×53mのほぼ円形を呈し、断面形は深き14mの洩鉢形である。

＜埋土＞炭化物、焼土粒を含む黒褐色砂質シルトの単層である。

遺物（第72図802，第220図3206.3207，第170図1974)

＜出土状況＞埋土中から土器1点、石器2点、土製品1点が出土している。
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＜土器＞802は口縁部に沿って隆帯が巡る深鉢である。

＜石器＞2点とも完形の凹基石錐である。

＜土製品＞円盤状土製品1点である。

＜時期＞出土した土器の特徴から縄文時代中期末葉の遺櫛の可能性が高い。

6号土坑

遺構（第57図、写真図版62）

＜位侭＞北側調査区中央ⅡB8h･8i区にまたがり位侭する。

＜検出状況・並複関係>19号住居跡検出時に同住居跡の埋土中に黒褐色土の広がりとして検出した。検出時

に埋土上部に礫があったので、当初配石遺構として輔査を進めた。埋土土層では柱穴状土坑の可能性も示唆

するが、いずれの遺構に伴うものかは不明である。 19号住居跡より新しい。

＜規模・平面形・断面形＞平面形は径60×55Cmのほぼ円形を呈し、断面形は深さ43Cmのビーカー形である。

＜埋土＞炭化物、焼土粒、粗砂を含む黒褐色、にぶい黄褐色砂質シルトからなる4層である。

遺物（第220図3208.32”）

＜出土状況＞埋土中から石器2点が出土している。

＜石器＞2点とも完形の凹基石錐である。

＜時期＞重複する遺櫛の時代から縄文時代中期末葉以降の遺柵の可能性が高い。

7号土坑

遺梢（第57図、写真図版62）

＜位慨＞北側調査区南寄りⅡB10j ･mBl j ･nClOa．ⅢCla区にまたがり位置する。

＜検出状況・亜複関係＞40号住居跡の床面で灰黄褐色土の広がりとして検出した。40号住居跡より古い。湧

水のために断面実測終了後に崩壊してしまったので、底面の平面実測は行えず、掲載した実測図は開口部と

埋土をlOCm掘り下げた時点での図である。

＜規模・平面形・断面形＞平面形は径146×138mのほぼ円形を呈する。断面形は断面実測した箇所では、深

さ118Cnlの袋状を呈しているが、東側ではビーカー形を呈し、元々はフラスコ形であったと見られる。

＜埋土＞炭化物と多量の粗砂を含む灰黄褐色、黒褐色、にぶい黄褐色砂質シルトからなる3層である。

遺物（第72図803～806，第220図3210、第170図1975～1978)

＜出土状況＞埋土中から土器4点、石器1点、土製品4点が出土している。

＜土器＞803は隆帯で逆L字状のモチーフをもつもの、 804は頚部隆帯に刺突を伴うものである。

＜石器>3210は石雛の未製品である。

＜土製品>1975～1977は土偶の肩、足である。その内1976は右足、 1977は左足で同一個体と見られる。いず

れも指先が6本になっている。

＜時期＞出土した土器の特徴から縄文時代中期末葉の遺櫛の可能性が高い。
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8号土坑

遺構（第57図、写真図版62）

＜位侭＞北側綱査区南寄りⅡBIOj区に位腫する。

＜検出状況・重複関係＞40号住居跡の床面で黒褐色土の広がりとして検出した。当初は同住居跡に伴う柱穴

として糖査を進めたが、埋土の状況などから住居跡より古い遺栂として登録した。

＜規模・平面形・断面形＞平面形は径86X76"の円形を呈し、断面形は深さ66mlのビーカー形である。

＜埋土＞炭化物を含む黒褐色、にぶい黄褐色砂質シルトからなる4層である。

遺物（第220図3211 .3212，第170図1979)

＜出土状況＞埋土中から石器2点、土製品1点が出土している。

＜石器＞2点とも完形の平基石錐である。

＜土製品＞円盤状土製品1点である。

＜時期＞検出の状況から縄文時代後期より古い遺栂の可能性が高い。

9号土坑

遺構（第58図、写真図版62）

＜位侭＞北側卿査区南寄りⅡC9a ･ 10a区にまたがり位置する。

＜検出状況・甑複関係＞深堀トレンチの底面で、Ⅳ層を掘り込む黒褐色土の広がりとして検出した。亜複遺

栂はないが、西側lmに28号住居跡、南西1.5mには8号炉がある。また、周辺には柱穴状土坑が多数検出

されている。検出後lm弱掘り下げたところでV層からの湧水が多く稲壷が困難になり、溺水を迂回させる

ための櫛掘削後に鯛査を継続することにしたが、土坑の南側掘削中に流出崩壊してしまった。流出時の観察

では、底面近くの埋土から多髄の炭化物、土器片が出土した。また、底面の一部が残存していたので底面レ

ベルは実測した。

＜規模・平面形・断面形＞平面形は開口部の径が210mlの円形を呈する。断面形は検出面から1m掘り下げ

たところまでの状況からはビーカー形を呈すると見られ、元々はフラスコ形であったと推測される。

＜埋土＞澗査できた部分では地山崩壊土ブロックを含む黒褐色､にぶい黄褐色灰黄褐色砂質シルトからなる。

また、底面直上には炭化物土器片を多湿に含む黒色土がある。

遺物（第73図807･808，第220図3213･3214)

＜出土状況＞埋土中から土器2点、石器2点が出土している。

＜土器＞807は二次焼成を受けた撚糸文の粗製深鉢である。808はアルファベット文をモチーフにする土器で

ある。

＜石器＞凹基石錐1点と掻削器1点である。

＜時期＞出土した土器の特徴から縄文時代中期末葉の遺櫛の可能性が高い。

10号土坑

週構（姉58図、写真図版63）

＜位腫＞北側鯛査区南寄りⅢBl j区に位世する。

＜検出状況・亜複関係＞39号住居跡梢査後Ⅳ層上面で炭化物を含むにぶい黄褐色砂の広がりとして検出し

た。39号住居跡、配石遮栂と亟複し、いずれよりも古い。
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10号土坑

A－B

1． IOYR3/1

2． IOYR5/3

3.10YR4/3

照褐色砂質シルト炭化物徹量粗砂
にぷい黄褐色砂炭化物肌縄色土多量粗砂
にぷい衝褐色砂炭化物凧褐色土多量粗砂

ー

｣国
理 ・淀

9号土坑
肌栂色砂賀シルト織量炭化物
にぷい黄褐色シルト
灰貿褐色砂質シルト砿伽落土

灰賀褐色砂質シルト地山ブロック焼土プ

A－B

1． 10YR3/1

2.10YR4/3

3． 10YR4/2

4． 10YR4/2

▲

▲雁
F
I1
ｰ

冨

曾

！ やトムL=121Wm 凸

｣P

11号土坑

Ⅲ褐色砂間シルト焼土粒

にぶい赤褐色砂質シルト炭化物
暗褐色砂質シルト 炭化物

鼎褐色砂質シルト微量股化物粒

A－B

1． lOYR3/2

2． 10YR3/3

3． lOYR3/4

4． 10YR3/4

5． 10YR3/4

A－B

1． lOYR2/2

2.5YR4/4

3． 10YR3/3

4． 10YR2/2

凧褐色砂質シルト 12号土坑
暗禍色砂質シルト
暗褐色砂質シルト地山崩藤土
暗拙色砂質シルト地山崩落土

暗褐色砂質シルト

▲
▲砺

一
、

［1
ｰ

：

｣国

14号土坑
褐色砂質シルト

暗褐色砂賀シルト

暗褐色砂質シルトプロック択褐色砂質シルト

蘭褐色砂質シルト

褐色砂質シルトプロック状黄褐色砂

寅褐色砂質シルト壁刷繕土ブロック状褐色砂質土

A－B

1． 10YR4/4

2． 10YR3/"4

3． lOYR3/3

4． lOYR5/6

5.10YR4/4

6． 10YR5/6

13号土坑

にぷい批褐色砂

A－B

1． 10YR3/2

2． lOYR3/3

3.10YR3/4

肌褐色砂質シルト

暗褐色砂質シルト

暗柵色砂質シルト

S=1/"

第58図土坑2(9～14号）
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＜規模・平面形・断面形＞平面形は径160×80mの長楕円形を呈し、断面形は深さ62mのバケツ状を呈する。

北側に中段があり、中断までの深さは32cm･中段と最深部とは30dnの比高がある。また南側壁際に4個の礫

が並んで検出された。

＜埋土＞多趾の粗砂を含むにぶい黄褐色砂と黒褐色砂質シルトからなる3層である。

遺物（第73図8"･810，第221図3215～3218)

＜出土状況＞埋土中から土器2点、石器4点が出土している。

＜土器＞8”はアルファベット文をモチーフにし、文様連結部にひれ状隆帯が付く。

＜石器＞凹基石錐2点、石錐未製品1点、錐部の長い石錐1点である。

＜時期＞出土した土器の特徴から縄文時代中期末葉の遺櫛の可能性が高い。

11号土坑

遺欄（第58図、写真図版63）

＜位侭＞北側調査区北寄りⅡB49･ 59区にまたがり位瞳する。

＜検出状況・重複関係＞Ⅱc層掘り下げ中に焼土を含む黒褐色、にぶい赤褐色土の広がりとして検出した。

2号住居跡と重複するが、本適栂の方が新しい。

＜規模・平面形・断面形＞平面形は径182×154Cmの梢円形を呈する。断面形は深さ16cmの浅皿形である。底

面中央から径30×22m、深さ11Cmの副穴が検出された。

＜埋土＞焼土粒、炭化物を含む黒褐色、暗褐色、にぶい赤褐色砂質シルトからなる4層である。

遺物（第221図3219)

＜出土状況＞埋土中から石器1点が出土している。

＜石器＞完形の凹基石錐1点である。

＜時期＞検出面から縄文時代中期前葉以降の避構の可能性が高い。

12号土坑

遺構（第58図、写真図版63）

＜位悩＞南側鯛査区南寄りⅢcIog･wclg区にまたがり位慨する。北側は蟻で崩落している。

＜検出状況・重複関係＞表土除去後Ⅳ層上で黒褐色土の広がりとして検出した。52号住居跡、 13･ 14号土坑

と亟複するが、いずれよりもより新しい。

＜規模・平面形・断面形＞検出部分の殿大径は304"で平面形は隅丸方形か梢円形を呈すると見られる。断

面形は深さ60cmの浅皿形を示すと見られる。規模から見て住居跡の可能性もある。

＜埋土＞黒褐色、暗褐色砂質シルトからなる5屑である。

遺物出土しなかった。

＜時期＞重複する遺櫛との関係から縄文時代中期以降の遺櫛の可能性が高い。

13号土坑

適構（第58図、写真図版63）

＜位匝＞南側調査区南寄りmclof ．ⅣClf ･mClog･ IVClg区にまたがり位世する。

＜検出状況・重複関係＞表土除去後Ⅳ畷上面で黒褐色土の広がりとして検出した｡北側は崖で崩落している。
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50～52号住居跡、 12･ 14号土坑と重複する。いずれの住居跡、 14号土坑より新しく、 12号土坑より古い。

＜規模・平面形・断面形＞検出部分の簸大径292cm、平面形隅丸長方形か梢円形を呈すると見られる。断面

形は深さ42Cmの浅皿形を示す。

＜埋土＞多量の砂を含む黒褐色、暗褐色砂質シルトからなる3層である。

遺物出土しなかった。

＜時期＞重複する遺榔との関係から縄文時代中期以降の遺栂の可能性が高い。

14号土坑

遺栂（第58図、写典図版64）

＜位置＞南側調査区南寄りmClOf ･WCl f ．Ⅲclog･wclg区にまたがり位世する。

＜検出状況・重複関係>13号土坑調査後底面に広がる褐色土の広がりとして検出した。北側壁は斜面の崩落

で僅かしか残っていない。50～52号住居跡より新しく、 12･ 13号土坑より古い。平成11年度に南側調在区

の南寄りの上段崖近くに並んで12～14号土坑が検出されたが、平成13年度の調査で同じ上段の調査を行い同

様の凹みを検出したが、斜面崩壊と風倒木によるものであった。 12～14号土坑も検討が必要である。

＜規模・平面形・断面形＞平面形は径175×156cmのほぼ円形を呈する。断面形は深さ73Cmの浅鉢形である。

底面中央付近から径34×25Cm、深さ15Cmの副穴が検出された。

＜埋土＞多最の黄褐色砂を含む褐色、暗褐色、黄褐色砂質シルトからなる6屑である。

週物出土しなかった。

＜時期＞重複する遺櫛との関係から縄文時代中期以降の遺柵の可能性が高い。

15号土坑

遺構（第59図、写真図版64）

＜位置＞南側調査区南寄りⅣClf ･ 2f区にまたがり位置する。

＜検出状況・重複関係＞表土除去後Ⅳ層上面で黒褐色土の広がりとして検出した。50･52号住居跡と接する

が新旧関係は不明である。

＜規模・平面形・断面形＞平面形は径160×156Cmのほぼ円形を呈する。断面形は深さ26mの浅皿形である。

底面は北東寄りに傾斜している。

＜埋土＞黒褐色、にぶい黄糧色砂質シルト、砂からなる4層である。

遺物（第73図811)

<出土状況>埋土中から土器1点が出土している｡

＜土器＞811は口縁部にめぐる2条の沈線間に刻みを入れている。

＜時期＞出土した土器の特徴から縄文時代中期前葉の遺櫛の可能性が高い。

16号土坑

週構（第59図、写真図版64）

＜位倣＞南側鯛査区北寄りⅢC7g･ 7h区にまたがり位慨する。

＜検出状況．亟複関係＞表土除去後Ⅳ層上面で炭化物を含む灰褐色土の広がりとして検出した｡璽複はない。

＜規模．平面形・断面形＞平面形は径151×136mのほぼ円形を呈する。断面形は深さ12Rmlのビーカー形で
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▲ 凸

具

+AL.,2,"" 旦

…
A－B

1． 5YR4/2

2.75YR4/3

3． 5YR5/4

4． 75YR3/2

5． 75YR6/6

6． 7．5YR4/4

7． 10YR6/6

8． 7．5YR4/3

9． 7．5YR5/3

10． 10YR5/4

A－B

1． 10YR3/2

2． 10YR6/4

3． 10YR6/6

4． 10YR2/3

灰褐色砂質シルト炭化物細砂
褐色砂質シルト炭化物細砂ブロック状

胤褐色砂質シルト

にぶい薗極色砂

にぶい黄橿色砂賀シルト

風褐色砂質シルト

15号土坑

にぶい赤褐色細砂微且炭化物

鼎褐色砂質シルト多量炭化物

樋色細砂鼎褐色土と互閣

褐色細砂

明闘褐色細砂

褐色砂質シルト
にぷい褐色砂質シルト

にぷい黄褐色砂質シルト

16号土坑

卜AL-皿7”、 且

､ 一
典A－B

1． 5Y5/2

2． lOYR5/3

3． 7.5YR6/3

灰オリーブ砂質シルト中砂ブロック状
にぷぃ蘭褐色中砂微盈炭化物中砂の互層

にぷい褐色粗砂 卜AL-ll7B側、 且

I

篭接
C－D

1･ lOYR4/2灰黄褐色砂質シルト
2． 7.5YR5/2灰褐色粗砂

A－B

l･ 10YR4/2灰黄褐色砂質シルト微量健士粒

17．18号土坑
19号土坑

S=1/"

第59図土坑3(15～19号）
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ある。底面中央が縁に比べ4cm位高くなっている。

＜埋土＞主に砂を多湿に含む灰褐色、褐色、黄褐色、にぶい黄褐色砂質シルト、砂からなり、多量の炭化物

を含む黒褐色砂質シルトが交互に挟まるlO層である。底面近くの9 ･ 10層はかなり締まりがよい。

遺物（第73.74図812～820、第221図3220･3221)

＜出土状況＞埋土中から土器10点、石器2点が出土している。

＜土器>812はキヤリパー形の器形で、口縁部に隆帯で方形区画する。 814･817･818は隆帯または沈級で渦

巻文を施文する土器である。

＜石器＞2点とも完形の凹基石錐である。

＜時期＞出土した土器の特徴から縄文時代中期中葉の遺櫛の可能性が高い。

17号土坑

遺構（第59図、写真図版64．65）

＜位瞳＞南側鯛査区南寄りmC7g区に位世する。

＜検出状況・重複関係＞表土除去後Ⅳ層上面で灰オリーブ砂質色土の広がりとして検出した。 18号土坑と接

するが新旧関係は不明である。

＜規模・平面形・断面形＞平面形は径120×lmcmの不整の梢円形を呈する。断面形は深さ51mの浅鉢形であ

る。

＜埋土＞微戯の炭化物を含む灰オリーブ色、にぶい黄褐色、にぶい褐色の砂からなる3層である。

遺物（第74図821～823)

＜出土状況＞埋土中から土器3点が出土している。

＜土器＞821は小型の土器の底部。819は3条の平行沈線をもつもの。823は隆帯の渦巻文を施文する土器で

ある。

＜時期＞出土した土器の特徴から縄文時代中期中葉の適櫛の可能性が高い。

18号土坑

遺構（第59図、写真図版64．65）

＜位置＞南側鯛査区南寄りmC7g区に位世する。

＜検出状況・愈複関係＞表土除去後Ⅳ層上面で灰黄褐色土の広がりとして検出した。 17号土坑と接するが新

旧関係は不明である。上位で磨製石斧を埋納した遺櫛が検出されている。埋土上部に焼成を受けた埋設され

たと見られる土器も検出された。本遺櫛の位置する地区は地表-ド20cnl程度しかないので、耕作による撹乱を

受けているものと見られる。

＜規模・平而形・断而形＞平面形は径66×52Cmのほぼ円形を呈する。断面形は深さ22cmの浅鉢形である。

＜埋土＞灰黄褐色砂質シルト、灰褐色粗砂からなる2畷である。

遺物（第74図824.825）

＜出土状況＞埋土中から土器2点が出土している。

＜土器>825は文棟の端部にひれ状隆帯をもつものである。

＜時期＞出土した土器の特徴から縄文時代中期末葉の遺栂の可能性が高い。
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19号土坑

遺構（第59図、写真図版65）

＜位腫＞南側鯛査区北寄りⅢC7e区に位随する。

＜検出状況・重複関係＞48号住居跡精査中土層断面で検出した。南側は住居糖査時に破壊された。本土坑は

48号住居跡の埋土上部から掘り込まれているので住居埋没後の遺構である。

＜規模．平而形．断面形＞検出部分での餓大径は130cmで円形を呈すると見られる。断面形は深さ44Cnlの浅

鉢形である。

＜埋土＞微戯の焼土粒を含む灰黄褐色砂質シルトの単層である。

遺物（第74図826.827）

＜出土状況＞埋土中から土器2点が出土している。

＜土器＞826は複合口縁をなすもの、827は頚部突起に円形の原体圧痕をするものである。

＜時期＞出土した土器の特徴から縄文時代中期中葉の遺栂の可能性が高い。

20号土坑

遺構（第60図、写真図版65）

＜位侭＞南側鯛査区南寄りⅢC6h区に位侭する。

＜検出状況・亜複関係＞表土除去後Ⅳ層上面で灰黄褐色土の広がりとして検出した。亜複はない。

＜規模・平面形・断面形＞平面形は径86×78dnの梢円形を呈する。頚部径は72×64cm、底部径は110×98m

である。断面形は深さ66mのフラスコ形である。

＜埋土＞灰黄褐色、にぶい黄褐色、褐灰色の砂と炭化物、焼土粒を含む黒褐色砂質シルト、炭化物層からな

る8層である。

遺物（第74図828.829，第221図3222･3224)

＜出土状況＞埋土中から土器2点、石器3点が出土している。

＜土器＞829は隆帯に沿って原体側面圧痕をするもの、 828は二次焼成を受けたひれ状突起をもつ深鉢の胴部

である。

＜石器＞完形の凹基石錐2点と脚付石皿の破片である。

＜時期＞出土した土器の特徴から縄文時代中期末葉の遺櫛の可能性が高い。

21号土坑

遺構（第60図、写真図版65）

＜位瞳＞南側調査区南寄りmC6h区に位世する。

＜検出状況・亜複関係＞表土除去後Ⅳ届上面で炭化物を含むにぶい黄褐色土の広がりとして検出した。重複

はない。柱穴状土坑の可能性がある。

＜規模・平面形・断面形＞平面形は径47×42cmのほぼ円形を呈する｡断面形は深き25Cmのビーカー形である。

＜埋土＞微湿の炭化物を含むにぶい黄糧色砂質シルトの単層である。

週物出土しなかった。

＜時期＞不明である。
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A－B

l. 10YR4/3にぷい薗禍色砂質シルト微量炭化物

A－B

l.10YR4/2灰衡褐色砂質シルト炭化物焼土粒
2. 10YR5/3にぷい黄褐色中砂地山朋壊

3. 10YR3/4暗褐色砂質シルト炭化物焼土粒1
4． 10YRl.7/1測色炭化物

5． 10YR3/lⅢ褐色砂質シルト炭化物多趾細砂
6． 5YR3/6 蹄赤褐色焼土ブロック状炭化物
7. IOYR4/1禍灰色細砂

8. 10YR5/1褐灰色粗砂地山伽壊

20号土坑
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卜AL－1,‘6"” 且 15

A－B

1． 75YR4/3

2． 10YR2/1

3． lOYR2/3

4． 10YR5/6

5.10YR6/6

6． 75YR4/4

7． 10YR6/6

8. 10YR5/4

9.25YR5/3

10． lOYR4/3

11． lOYR5/4

12.1YR3/4

13． lOYR5/4

14． 10YR2/2

15． 10YR5/4

褐色砂質シルト褐色土ブロック多量炭化物
肌色砂質シルト徹量縄色土ブロック
肌褐色砂賀シルト多肚褐色土ブロック
明褐色粗砂多量醗
明閃褐色粗砂微量災化物
褐色細砂微量炭化物
明黄褐色粗砂微肚炭化物

にぷい黄褐色細砂微風炭化物
黄褐色細砂微斌災化物
にぷい批柵色細砂
にぷい徴褐色細砂
暗褐色細砂微量炭化物

にぷい批禍色粗砂
灰白色粗砂風化花尚岩と褐色砂の互層

にぷい間褐色粘土質シルト

A－B

1.75YR3/2

2． 5YR4/2

3． 75YR4/4

4． 10YR5/3

5． 10YR6/4

6． 10YR5/4

Ⅲ禍色砂質シルト粗砂ブロック状

灰褐色砂質シルト微量腱化物
褐色砂質シルト
にぷい黄褐色砂質シルト
にぷい黄樋色砂質シルト
にぷい黄禍色砂質シルト

24号土坑23号土坑

S=1/50

第60図土坑4(20～24号）
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22号土坑

遺構（第“図、写真図版65）

＜位世＞南側鯛査区南寄りⅢC6g･ 6h区にまたがり位世する。

＜検出状況・亜複関係＞表土除去後Ⅳ層上面で炭化物を含むにぶい黄褐色土の広がりとして検出した。重複

はない。柱穴状土坑の可能性がある。

＜規模・平面形・断面形＞平面形は径62×50Cmの梢円形を呈する。断面形は深さ27Cmのビーカー形である。

＜埋土＞微通の炭化物を含むにぶい黄橿色砂質シルトの単層である。

遺物出土しなかった。

＜時期＞不明である。

23号土坑

遺構（第60図、写真図版66）

＜位世＞南側側査区北東寄りのⅢC5h･ 6h･ 5i ･ 6i区にまたがり位世する。北側は道路によって削

剥きれている。

＜検出状況・皿複関係＞49号住居跡の床面で黒褐色土の広がりとして検出した。同住居跡より古い。

＜規模・平面形・断面形＞検出部分での平面形は径lm×96mの不整の円形を呈する。断面形は深さ106mの

フラスコ形である。

＜埋土＞主に褐色、にぶい黄褐色砂質シルトからなる6層である。 l ･ 2層は住居跡の埋土である。

遺物（第74図830～832）

＜出土状況＞埋土中から土器3点が出土している。

＜土器＞830.832は口縁部に横方向の平行沈線で施文するものである。 831は波頂部から隆帯が垂下するも

のである。

＜時期＞出土した土器の特徴から縄文時代中期前葉の避栂の可能性が高い。

24号土坑

遣梢（第60図、写真図版66）

＜位置＞南側澗査区北寄りのmC6e･7e区にまたがり位置する。

＜検出状況・亜複関係＞48号住居跡の床面で貼り床と見られる黄褐色土をはがすと、炭化物を含む褐色土の

の広がりとして検出した。同住居跡より古い。

＜規模・平面形・断面形＞平面形は径227×205cmの梢円形を呈する。断面形は深さ133cmのビーカー形であ

るが、壁近くの埋土に地山が崩壊したものと見られる砂層が観察されるので元々はフラスコ形であったと考

えられる。底面ほぼ中央から46×34cm、深さ18Cmの副穴を検出した。

＜埋土＞主に明黄褐色、にぶい黄褐色、褐色、灰白色砂の互層の15咽である。賎下部の15届は締まりがある

粘土質である。

遺物（第75図833～837，第221図3225)

＜出土状況＞埋土中から土器5点、石器1点が出土している。

＜土器＞833は口縁部に斜行沈線、頚部に突起様の貼付をもつもの、 834は外反する口縁部に数段にわたって

原体圧痕するものである。
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＜石器＞3225は鹿角を模した異形石器である。

＜時期＞出土した土器の特徴から繩文時代中期前葉の遺栂の可能性が高い。

25号土坑

遺構（第6I図、写真図版66)

＜位腫＞南側鯛査区北寄りのⅢC7d区に位慨する。

＜検出状況・璽複関係＞48号住居跡の床面で、炭化物を含むにぶい黄褐色土の広がりとして検出した。同住

居跡より古い。

＜規模・平面形・断面形＞平而形は径158×140Cmのほぼ円形を呈する。頚部径は138×134cm、底部径は

l64×l52rm・断面形は深さ63cInのフラスコ形である。

＜埋土＞主に黄褐色、にぶい黄褐色、褐色、暗褐色砂の互層の7層である。最下部の7層は締まりがある粘

土質である。

遺物（第75図838～842）

＜出土状況＞埋土中から土器5点が出土している。

＜土器＞838は外反する口縁を縦の隆帯で区画し、内部に鋸歯状文を施文するもの、839は三日月状の貼付、

840は斜行沈線を口縁部に施文するものである。841は半裁竹管文をもつものである。

＜時期＞出土した土器の特徴から縄文時代中期前葉の遺柵の可能性が高い。

26号土坑

遺構（第61図、写真図版66)

＜位澄＞南側調査区北寄りのⅢC7d区に位極する。

＜検出状況・迩複関係＞25号土坑の壁面で検出した。48号住居跡、25号土坑より新しい。

＜規模・平面形・断面形＞検出部分での鼠大径は66dnの梢円形を呈すると見られる。断面形は深さ65Cmのビ

ーカー形である。

＜埋土＞にぶい黄褐色、にぶい褐色、榿色砂と褐色粘土からなる4層である。最下部の4層は締まりがある

粘土質である。

遺物（第75図843～845）

＜出土状況＞埋土中から土器3点

く土器＞843は沈線で方形区画する深鉢、 845は橋状把手をもつ壷である。

＜時期＞出土した土器の特徴から繩文時代中期末葉の過栂の可能性が高い。

27号土坑

遺構（第61図、写真図版67)

＜位置＞南側調査区北寄りのmC6f区に位置する。北側は道路に削剥されている。

＜検出状況・亜複関係＞だめ押し検出作業中に道路法面で検出した。箪複はない。

＜規模・平面形・断面形＞開口部は値かしか残存しないが最大径202Cm、頚部径は140×124qn、底部径は

166×160cmで、平面形は円形を呈する。断面形は深さ134mのフラスコ形である。底面中央から径25×21cm、

深さllcnlの副穴を検出した。
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錫

瞳
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L-L=,,7mm 凸
A－B

1． 10YR5/4

2． 75YR5/4

3． 75YR6/6

4. 10YR4/4

にぶい貨細色粗砂微量災化物
にぷい褐色細砂微且粘土ブロック

柾色細砂徹俄炭化物

褐色粘土質シルト 多量炭化物風化花岡岩

A－B

1． lOYR4/3

2． lOYR5/6

3. 10YR6/3

4． 75YR4/3

5． lOYR4/3

6． 10YR3/3

7． lOYR4/4

26号土坑にぶい蝿褐色砂質シルト 多盈炭化物
黄褐色粗砂微肚炭化物
にぷい賀褐色粗砂地山崩壊
褐色細砂
にぶい黄褐色細砂
暗褐色細砂下部炭化物層多量地山ブロック

▲
褐色粘土質シルト微量炭化物

25号土坑
4 但一

卜△ 旦I
~ 戸

A－B

l・ lOYR4/3

2． 10YR4/2

3． lOYR5/4

4． lOYR2/1

にぶい歯褐色砂質シルト炭化物粗砂

灰黄褐色砂賀シルト炭化物粗砂
にぶい黄褐色砂賀シルト炭化物租砂
肌色砂質シルト蹄褐色砂

28号土坑
+AL=117mOm 旦

雁
７
旨
恩
８
日

１
１

／
ｒ
、
、

】l

にぶい蘭褐色細砂徹量炭化物

にぶい蘭褐色綱砂

褐色細砂

浅黄柾色粗砂

にぷい禍色細砂
にぷい柾色粗砂

褐色粗砂多趾災化物

明褐色砂質シルト撒量炭化物
にぷい褐色砂質シルト多量炭化物
黄褐色粗砂
明褐色粘土質シルト締まりあり

27号土坑

A－B

l. 10YR5/4

2． 10YR4/3

3． 75YR4/4

4． 75YR8/3

5.75YR5/3

6． 7,5YR6/4

7． 10YR4/6

8． 75YR5/6

9. 75YR5/4

10． 10YR5/6

11． lOYR6/6

筵 購野<‘
_に

9入

+AL.,,3.Wm-旦I

序
A－B

1． 10YR4/3にぷい両褐色砂貿シルト炭化物焼土粒褐色土

29号土坑

S=1/50

第61図土坑5(25～29号）
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＜埋土＞にぶい黄褐色、にぶい褐色、榿色砂と褐色粘土からなる4層である。最下部の4層は締まりがある
粘土質である。

遺物（第75図846.847，第221図3226）

＜出土状況＞埋土中から土器2点、石器1点が出土している。

＜土器＞846は波状口縁で横方向の平行沈線と、斜行する短沈線で施文する。847は頚部に縦の貼付をもつ。

＜石器＞3226は刃部が破損した磨製石斧である。

＜時期＞出土した土器の特徴から縄文時代中期前葉の遺構の可能性が高い。

28号土坑

遺構（第61図、写真図版67)

＜位睡＞北側調査区南寄りmBlj ．ⅢCla区にまたがり位腿する。

＜検出状況・亜複関係＞40号住居跡床面でにぶい黄褐色土の広がりとして検出した。40号住居跡より古い。

柱穴状土坑の撹乱を受けている。当初埋土上部に長さ32cmの細長い角礫が検出されたので配石遺櫛として鯛

査を進めたが、礫が1個だけだったので土坑として登録した。

＜規模・平面形・断面形＞平面形は径70×50Cmの梢円形を呈すると見られる。断面形は深さ30cmの浅鉢形で

ある。湧水が多く底面を確遡できなかった。

＜埋土＞炭化物、粗砂を含む黒褐色、にぶい黄褐色、灰黄褐色砂質シルトと多赴の土器片、暗褐色砂を含む

黒色シルトからなる4層である。殿下層から多髄の土器片が出土している。

遺物（第76図848～852、第221図3227･3228，第170図1980)

＜出土状況＞埋土中から土器5点、石器2点、土製品1点が出土している。

＜土器＞848～850はアルファベット文のモチーフを主体にする土器である。

＜石器＞3227は黒畷石製の凹基石錐の破損品である。

＜時期＞出土した土器の特徴から縄文時代中期末葉の遺栂の可能性が闘い。

29号土坑

遺栂（第61図、写真図版67)

＜位腫＞北側調査区南寄りmCla区に位瞳する。

＜検出状況．重複関係＞40号住居跡中央に入れた深堀トレンチの土層断面で検出した。 トレンチで北東側は

破壊してしまった。埋土上部には径5～36cmの円礫が多数検出された。そこで、当初配石遺櫛として調査を

進めたが規則的な配列等が確腿できなかったので土坑として登録した。

＜規模．平面形・断面形＞検出部分の最大径ll5Cmの楕円形か隅丸長方形を呈すると見られる。断面形は深

さ37cmの浅鉢形である。底面の南縁には径42×38cm、深さ40Cmの柱穴状の土坑があるが埋土からは本土坑に

伴うように見える。検出された多数の礫はこの柱穴状土坑の上部に位世している。

＜埋土＞炭化物、焼土粒を含むにぶい黄褐色砂質シルトの単層である。

遺物出土しなかった。

＜時期＞亜複する遺栂との関係から縄文時代後期以降の遺栂の可能性が高い。
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9．柱穴状土坑群

遺檎（第62～68図、写真図版68）

調査区内で遺櫛に伴わない柱穴状の土坑を、層位ごとに検出したもの、地山面で検出したものを全部で14

区（柱穴群l～14）に分けて掲裁した。それぞれの位置及び層位は以下の通りである。規模については、柱

穴群一覧表に記戦してある。

遺物柱穴群をまとめて記戦する

（第76図853～859，第221 ･222図3229～3245、第170図1981 ･ 1982)

＜出土状況＞すべて埋土中からで、土器7点、石器17点、土製品2点の出土である。

＜土器＞853．856．858渦巻文を、 854はアルファベット文をモチーフにするものである。855は高台に貫通

孔をもつ。

＜石器＞凹基石鍍7点、平基石錐1点、石錐の破損品及び未製品が2点、掻削器3点、磨製石斧2点、脚付

石皿1点、特殊砿石1点である。3243の磨製石斧は基部を敵石・凹石に利用している。

10.捨て場(第69図､写真図版69)

北側澗査区のⅡB6e･6f ･7e･ 7f･8e・ 8f･9e･9f･lod･10e･lof･mBld･ l

e･1f区で、 ‘'捨て場'‘と見られる土器が大赴に出土する地点を検出した。位世としては住居跡が多数検出

された平坦面から西側の旧沢跡に面する斜面である。規模は東西7m、南北20m，而欄は約130㎡、最大層

厚l.4mである。 ⅡB8e･8fグリッド杭近くに設定したトレンチでの土府観察の結果、 22層に分けるこ

とができた。これをさらに土層に変化のない層をまとめ、上位から大きくl～5鰯に分けた。また、それぞ

れの屑位で比較的土層の変化が把握できるときは、各層をさらに分け、 3a層、 3b届のように小文字のアル

ファベットを付けた。まとめた1層はl～3層、 2層は4 ． 5届、 3a屑は6層、 3b屑は7屑、 4層は8～

13層、 5a畷は14～19畷、 5b層は20層、 21層と22層は地山である。出土した土器は、大コンテナ約1叩箱で、

ほとんどが縄文時代中前葉から中期中葉である。遺物包含層は基本土層Ⅲ層の黒褐色土の上から形成されて

いる。

遺物（第116～161図1260～1802)

掲載は、器種を分け層位毎、グリッド毎に行っている。接合した過物が複数の贈にまたがっている場合は、

下位の層に入れている。
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遺柳名 位侭（グリッド名） 検出咽位 伽 考

柱穴群1 UB69． 79･89 Ⅳ届上面

柱穴群2 nC8h･8i Ⅳ層上面

柱穴群3 nB9j Ⅳ用上面

柱穴群4 UB10h Ⅳ腿L面

柱穴群5 nC8a ･ 9a ･ lOa Ⅳ用上而

柱穴群6 mBl j Ⅳ層上面

柱穴群7 UB8h ． 8i ･9i Ⅳ層上面

桃穴群8 nB4g 59． 4h Ⅳ層上面

柱穴群9 UB6h 7h Ⅱc瑚上面

柱穴群 0 UB6h 7h Ⅳ層上面

柱穴群 1 UB7 i 7j Ⅱc層上面

柱穴群 2 nB7h･8h Ⅱc層上面

柱穴群 3 mC7g Ⅳ咽上面 S5' 6･ 7 ' 8土坑

柱穴群 4 UB9g･ lOg・ 9h ･ 10h Ⅳ屑上面
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V、 まとめ

1．集落

集落全体については、検出した住居跡を出土遺物の時代から、細文中期前葉（大木7b式期)、中期中莱

(大木8a式期)、中期後葉（大木9式期)、中期末葉（大木10式期)、後期前葉、その他不明に分けた（第10

図)。分布を見ると、どの時期も北側調査区の平坦面と一部南側鯛森区に立地している。それぞれの時期毎

に見ると、中期前葉期は捨て場近くの斜面近くと南側調査区の高い面に分布する。中期中葉は前葉期とほぼ

同様な分布を見せるが、そのほかに南側調査区の低い面にも分布する。中期後葉は検出数が少ないが、平坦

面の端部近くに分布するようである。中期末葉は、住居自体が大形であるため、平坦面全体に広がるように

見える。後期も同様である。このように分布を見ると、時期毎に分布域が変わるように見えるが、実際は不

明の住居があることや、図のように重複が多いことから、新しい時期特に中期後葉・末葉の住居が深く掘り

込むため、古い住居（中期前葉・中葉期）が完全に破壊されていることで、分布の偏りを生じている可能性

がある。今回の鯛査は、平坦面の西端すなわち集落西端の-.部のみの澗査であるが、平坦面全体が集落測喪

区の約6 ． 7倍の面積をもつと見られる集落の柵造を考える上で参考になるであろう。また、旧沢の西側

(平成11年度調査区）は、水田造成時に盛り土してあるが、深堀トレンチが大最の湧水によって崩壊し危険

であることと遺物が検出されなかったということで終了区域にしてしまったが、平成13年度の澗査では現水

田面下約1.5m付近に平坦面が認められた。このことは旧沢をはさんで西側にも築落が広がる可能性を示し

ていたが、遺物を出土しなかったという事実から適物をあまり伴わない遺栂の存在の可能性も考えなければ

ならない。今となっては確かめる術もないが、調査員として、発掘調査での終了の確認は徹底しなければな

らないと反省している。

2．焼失住居跡(47号住居跡）

この住居跡は、平成11年度、平成13年度と2カ年にわたって鯛査が行われた。初年度は鯛査区外に広がる

住居跡ということで住居全体の三分の一を調査した。埋土中に大趾の焼土が検出され、床面近くで住居全体

に広がる炭化材が検出された。材の木目と見られる組織が同じ方向に並んでいることと、柱穴上で欠損して

いることから床に板材を敷いた住居跡であると認定した（筆者は未見であるが)。炭化材のI司定でも、 クリ

材であるという分析結果がでた。平成13年度は調査区が拡大し残り三分の二を鋼査することになった。埋め

戻し土除去後平成11年度調査区境の土層断面を観察した。埋土中位から床面近くまで焼土が堆稲し、床面近

くで炭化物の層を確認した。そこで新たに住居を長く横断する土届断面のベルトを設定し、埋土を掘り下げ

た。調査区境の土届断面で確認した焼土は2つの届に分けられ、 2つの焼土屑の中|Ⅲに炭化材の広がる咽が

り、下位の焼土層除去後の床面近くで草本と見られる炭化物の届を検出した。いずれの炭化物層も密度の迫

いはあるが住居全体に広がる。焼土は炉付近と炉と壁の中間付近に分布するようである（平成ll年度に調査

した西側については不明)。その焼土上及び焼土中から二次的焼成を受けたと見られる逝物が多数出土した。

これらの埋土の状況等から本住居は火災によって焼失した住居で、炭化材上で検出された焼土は、土葺き屋

根の崩落したものと考えた。

土葺き屋根の焼失住居については、一戸町御所野遺跡の復元中型住居の焼却実験（浅川ほか2001)の結果

が報告されている。報告では土葺き展根の住居はかなり"意図的"に焼かないと燃えにくいという結果がでて

おり、土で覆われた建物なのだから延焼もありえない。にも拘わらず、同様な焼け方をしているのは、 4～
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5棟の建物で櫛成される「生活単位」全体の住居群を一気に焼き捨てた可能性を示唆し、また、鎮火後の埋

股状況の観察では、屋根の被糧土の方が部材より先に落下するため、焼土屑と炭化材の反転現象も報告して

いる。

この報告を参考に、47号住居跡の埋土の状況を見直してみると、 1層除去後薄い炭化材の広がる層を、そ

の下部の焼土を多通に含む屑、床面直上の炭化物層と堆積している。床面直上の草本と見られる炭化物は被

掴土の下地で、その上に被脳土起源の焼土層が載り、その上位に柱材と見られる炭化材が堆積したものと見

られる。また、出土した過物は炭化材より上位に位慨し、焼失前（屋根材が崩落する前）から住居内にあっ

たものではなく、焼失時あるいは焼失後時間差をおかないで投げ込まれた遺物であったと考えられる。

出土した遺物で特に目立つのは、 l単位の突起が口縁についた深鉢とそれに高台の付いた深鉢である。こ

の時期の台付の深鉢は県内でも類例が少なく、筆者が調べた中では完形品に近いものは貝‘蝿貝塚出土（岩手

の土器：岩手県立博物館縄）のものだけである（福島県や山形県に類例があるようだが未見である)。もう

一つは、底面に高台が付き、側面に渦巻文をモチーフにする彫り込みのある石皿である。この石皿は出土し

ている他の石皿と異なり砥石やすり鉢として利用された使用痕が槻察できない。使用されないで廃棄された

可能性もあるが、使用の目的がそれらとは別であった可能性もある。そのほかに炭化材上から石刀も出土し

ている。

住居の埋股過程や遺物の出土状況から、本住居は土茸き屋根をもつ柵造であること、住居焼失時或いは焼

失直後に遺物が意図的に投げ込まれていることがわかった。焼失時或いは直後の遺物の廃棄が『意図的な放

火」を判断する決定的な資料にはなり得ないので、ここでは可能性があったという段階で留めておきたい。

3．石斧埋納遺構

南側調査区47号住居跡の東2m、縄文中期末葉と見られる埋設土器の下部にあたる18号土坑の上部で検出

した。ほぼ完形（内1本はかなり厳減しているが）の4本の磨製石斧が刃部を下に直立していた。同じ検出

面で伴うと見られる遺柵も検出できなかったので、単独の遺櫛として登録した。土層断面では堀方と見られ

る穴の確認もできた。前述の埋設土器も二次焼成を受けた土器底部のみで、これらの遺栂はもっと上位に存

在した遣櫛（耕作による撹乱を受けている可能性が高いので）に伴う可能性がある。また、北側調森区24号

住居跡床面近くの埋土中でも磨製石斧が2本横に亜なった状態で検出されているが、こちらは掘方等確認で

きなかった。

同様な例が、藤沢町相ノ沢遺跡（岩文埋センター調査報告書第332集2mO)、軽米町大日向Ⅱ遺跡第6～8

次鯛査（岩文埋センター鯛査報告欝第273集1998)、山形村早坂平遺跡（平成15年度刊行予定） でもそれぞ

れl例ずつ報告されている。相ノ沢遺跡のそれは、完形の3本の磨製石斧が斜而に水平な状態で検出されて

おり、担当者は革袋などに入れられた状態で埋納された可能性を示唆している。大日向Ⅱ遺跡ではフラスコ

ピット南西隅底而上位約5cmの地山崩落土下部に2本の磨製石斧と磨製石斧転用の擦敵石がまとまって出土

している。また、早坂平遡跡では、径40dnの浅いピットの南砿よりの底面に8本の磨製石斧及び未完成品が

Ⅲなり合って出土している。その他の例もあるのかもしれないが、筆者は未見である。剥片貯蔵のように単

なる貯蔵？のように磨製石斧についても貯蔵していたのかもしれない。

4．捨て場

調査の結果、この捨て場は縄文時代中期前葉から中葉にかけての限られた期間のみに利用されたことがわ
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かつた。本遡跡の住居跡や遺栂外の包含層から中期後葉、後期、晩期の遺物が出土しているので、それらの

時期の捨て場がどの地点に形成されたのか、あるいは捨て場自体が無かったのかについては、遺跡全体の調
在を待たねばならない。
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Ⅵ．分析

清田台遺跡の自然科学分析

パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

岩手県千厩町消田台に所在する清田台遺跡では、これまでの発掘調査により住居跡、土坑、配石遺柵など

の遺構や縄文時代前期～晩期の土器や石器、土偶や獣骨などの遺物が確認されている。

今回の分析調査は、本遺跡から検出された住居跡の年代に関する資料を得るため、住居跡から出土した炭化

材を対象として放射性炭素年代測定を実施する。また、分析試料である炭化材の由来に関する梢報を得るた

め樹種同定も合わせて実施する。

1 ．試料

分析試料は、住居跡床面や床面付近から出土した炭化材1点（試料1)である。これを対象に放射性炭素

年代測定および樹種同定を実施する。試料の詳細を表1に示す。

2．分析方法

（1）放射性炭素年代測定

測定は、株式会社加速器分析研究所の協力を得た。なお、 6'3Cの値は質且分析器を用いて試料炭素の''C

濃度(''C/02C)を測定し、標遜試料PDB(白亜紀のベレムナイト類の化石）の測定値を蕪迦として、それ

からのずれを計算し、千分偏差（船；パーミル）で表したものである。今回の試料の補正年代は、この値に

基づいて補正をした年代である。

（2）炭化材同定

木口（横断面） ・柾目（放射断面） ・板目（接線断面）の3断面の割断面を作製し、実体顕微鏡および走

査型電子顕徴鏡を用いて木材組織の特徴を観察し、種類を同定する。

3．結果

（1）放射性炭素年代測定

住居跡から出土した炭化材の測定年代値（補正年代値）は、47号住居跡から出土した炭化材（試料l)は

約4370年前の値を示す。

（2）炭化材同定

47号住居跡から出土した炭化材は落葉広葉樹のクリに同定された。以下に、主な解剖学的特徴を記す。

・クリ (CaslaneacTEnalaSieb.efZIJcc.) ブナ科クリ風

環孔材で、孔圏部はl～4列、孔圏外で急激～やや級やかに管径を減じたのち、漸減しながら火炎状に配

列する。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性、単列、 l～15細胞高。

4．考察

47号住居跡から出土した炭化材（試料l)の測定年代値（補正年代値）は、約4370年前の値を示す。この
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年代値は、これまでの分析例（キーリ ・武藤, 1982)によれば、縄文時代中期頃に相当する。なお、分析試

料の炭化材は、住居跡の床面や床面付近から出土しており、過構との共伴性が高いと考えられることから、

遺櫛櫛築時または使用時の年代を反映している可能性が強い。

ところで、放射性炭素年代は、測定法自体が持つ誤差や、測定の前提条件である大気中の'4Cの濃度が過

去において一定ではなかったことなどから、年轄などから測定されたいわゆる暦年代とは一致しない。これ

らのことから、年轄年代による暦年代既知の年輪についての放射性炭素年代測定を実施することで、暦年代

と放射性炭素年代を両軸とする補正曲線が作られている(Stuiver,M. eraﾉ, 1998)。この補正曲線によれば、

補正された暦年代のばらつきが大きい場合があり、今回測定された年代値では、

47号住居跡から出土した炭化材（試料1)は約9M～5m年程古くなる可能性がある。このことから今回の測

定試料の暦年代は、47号住居跡は約5200～48”年前に相当する年代となる。

今後は、これら遺構の詳細な年代を評価するため、同一通櫛内でより多くの分析調査を実施するとともに、

分析試料の出土状況や共伴遺物など考古学的所見と合わせ検証することが必要である。

引用文献

Stuiver,M,,Reimer,P.J.,Bard,E.,Beck,J.W.,BuIT,G.S.,Hughen,K.A.,Kromer,B､，

McComac.C.,vanderPlincht,J.andSpurk,M.(1998)INTCAL98radiocarbonage

calibmti0n,24,0"-OcalBP,Radiocarbon,40,p.1041-1083.

キーリC､T・ ・武藤康弘（1982）縄文時代の年代， 「縄文文化の研究l縄文人とその環境｣，

p.246-275．雄山間．

表1 放射性炭素年代測定および炭化材同定結果

l)年代値の算出には、Libbyの半減期5570年を使用。

2)BP年代値は、 1950年を避点として何年前であるかを示す。
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試料名 遺栂名 地点 試料の質 613C

(船）

測定年代

BP

C"e･No.

1 47号住居跡 床面付近 炭化材 クリ 4370士90 -26.5 4390i90 IAA-66



表3 土器観察表（1）

１
国
Ｃ
ｌ

掲載 年度 仮秀 遺揖名 咽 位 器種 分顛 郎位 厩 体 描緑 憎 考

I 2” 1 号住 床直上 深鉢 V－2 口 LR霞横 隆帯 僑状突起

２ 2m Z 号住 l層 深鉢 V－l－B 口 LR" 隆帝

3 2” 4 号住 1層 深鉢 V－2 閑 RL" 隆帯 渦巻文

4 2m 5 号住 床直上 深鉢 、－1－A 口 LR 隆帝 中空突起原体圧痕付着物

5 麺 3 号住 l層 深鉢 m－l－B 口 沈鐘 刺突文鰯歯状文

6 2” 58 2号住 l層 深鉢 V－2 胴 RL" 隆沈線 二次焼成

7 2” 61 2号住 1層 深鉢 Ⅳ－2－B 口 LR" 隆帯 隆帝で文橡帯区画区画内臓体圧痕口唇鐇側状に隆帯貼付

8 2m 51 2号住 埋土 深鉢 Ⅳ一l－B 口～底 LR" 沈鐘 口縁原体圧痩頚部突起4単位波状文胴下半凝に磨消網代痕

9 2m 妬 2号住 層 深鉢 Ⅳ－2－B 口 LR" 沈叡 口唇隆帯貼付原体圧痩波状文綴に4区貞の文橡帝

0 2m 62 2号●住 層 深鉢 Ⅳ－2－A 口 波状口総波、師貫通孔頚郁原体圧痕

I 2m “ 2号住 層 深鉢 Ⅳ－1－A 口 隆帯 山形口緑突起郁表裏にC字状の隆帯貼付

2 麺 6s 2号住 層 深鉢 Ⅳ－1－A ロー胴 LRF 沈線 波状口縁波耐部円形の貼付頚部隆帯に刻み

3 2m 59 2号住 層 深鉢 m－l－A ロ 沈織 平行沈綴岡料突文口唇から瓢郎に垂下する2条の隆帝に刻み

4 麺 “ 2号住 層 深鉢 、－1－A 口 沈縫 鋸歯状文

5 2m 63 2号住 層 深鉢 Ⅲ－2－A 口 沈線 口唇突起鋸歯状文列点文

6 2m “ 2号化 咽 深鉢 Ⅲ一l－B 口 沈線 半裁竹菅による列点文

7 2m 弱 2号住 咽 深鉢 m－1－B 口 LRE 折り返し口緑LR耀綾絡文突起状貼付

8 2m 剥 2号住 層 洩鉢 Ⅳ－5 口～閏 LR" 沈緑 口唇山形突起頚部隆帯列点文波状文

9 2m 52 2号住 2用 洩鉢 Ⅳ－5 口～開~ド LR｡ 隆沈線 4単位中空突起Ⅲ3つの山形突起口縁部原体圧痕

20 2側 53 2号住 1用 洩鉢 Ⅳ－5 口～底 LR" 口唇4叩位S字貼付補修孔

21 2“ 師 3号住 l厨、 2層 深鉢 V－2－B 口～底 RL" 隆帝沈線 渦巻文
？？
一ー 2m 砂 3号住 2咽、 3層 深鉢 Ⅳ－2－B 口～胴 LR" 口縁部原体圧痕突起握糸文

23 麺 72 3号住 床匝上 深鉢 Ⅳ－2－C 口～胴 LR" 綾絡文

24 2“ 73 31 '住 2層 深鉢 V－l－B 口～胴 LR相耀 隆帝

酒 2” 74 34 '住 l層 深鉢 V－l－A 口 LR横縦 沈線隆帯 口縁突起？

26 2” 75 31 '住 2燗 深鉢 V－l－B 口 LR" 隆帯

27 2m 78 3イ '住 2届 深鉢 V－1－B 口 半裁竹管による列点文

28 2” 77 31 住 2厨 洩鉢 V－4 口 LR" 沈線 口縁突起

29 加 76 3号住 2脳 洩鉢 V－4 口～胴 LR" 隆帝

30 麺 70 3号住 2掴 洩鉢 V－4 口～底 隆帯 円文

3】 麺 71 3号住 2堀 洩鉢 V－4 口～底 口唇部隆帝貼付

32 麺 79 3号住 2届 洩鉢 V－4 口 RL 口縁突起内閲S字状貼付

33 2m 68 3号化 2届 壷？ V－5 胴～底 LR横繊 隆帯 摩滅

34 2m 81 4号住 P55 深鉢 Ⅳ－2－B 口～胴 沈錬 折り返し口緑沈線内列点文

35 2“ 82 4号住 P46 深鉢 Ⅳ－4 口 LRf 沈級 交互刺突文綾絡文
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掲載 年肛 仮番 遺揖名 届 位 蕃種 分頚 部位 原 体 捨繍 煽 考

36 麺I 80 4号化 P13 深鉢 V－l－B 口 LR" 隆帯 75と同一個体

37 ”I 83 5号住 2屑 深鉢 Ⅳ－2－B 口～胴 LR" 沈線 波状文

38 l甥 115 6号住 PP2 深鉢 Ⅳ－4 口 RLR" 沈線 渦巻文交互刺突文

39 I露 印 6号住 深鉢 Ⅳ－2－B 口 RLR 頚部隆帝に交互押圧半裁竹符による波状文綾絡文

㈹ l” 73 6号住 深鉢 Ⅳ－3 頚 LRF 頚部刻みのある柚位の突起状の貼付隆帯に交互押圧

41 l甥 89 6号住 深鉢 X 胴下～底 無節L綴 二次焼成摩滅

42 2皿 307 7号住 土器埋設① 深鉢 Ⅶ？ 口～頚 LR縦横 沈線 口縁部2条隆帝 2条平行沈錬

43 皿 麺 7号住 埋土床矼 深鉢 Ⅶ－3 口～頚 LR 山形突起2対1組2単位抵糸文

44 皿 3卵 7号住 埋土 深鉢 Ⅶ－2 口～底 晨面L巌 沈緑 波状口緑刺突文

4s 2m 3m 7号住 深鉢 Ⅷ－1 口～底 LR斜横 沈級 波状口緑突起部に貫通孔口緑部と文様の連結邪に連鎖状隆帝

46 2m 3鯉 7号住 土器埋設 深鉢 Ⅶ－3 頚～開 LR縦 隆帯 頚部隆帯

47 皿 ”3 7号住 耀十上位 深鉢 胴－1 硯～底 RLR" 沈線

48 皿 3“ 7号住 床直上 深鉢 Ⅶ－1 口 黛箇L 中空突起抵糸文

49 2皿 310 7号住 埋土Q3 壷 Ⅶ－1 口～底 LR縦 沈練 逆L字文口緑部内面に付禰物

50 2m 3弧 7号住 埋土中位 深鉢 Ⅶ？ 胴下～底 RL縦 網代痕ナデ潤整

51 2m 335 7号住 蝿設f器 深鉢 Ⅶ？ 朋下～底 LR" 網代痕二次焼成

52 … 岨 7号住 北部間 深鉢 Ⅶ－1 口～嗣 LR" 沈線 逆L字文？

53 皿 338 7号住 埋土下位 深鉢 咽？ 底 木葉痕

54 2，1 6 8号住 2号炉 深鉢 Ⅶ一 ロー底 LR 沈線 波状口縁中空突起逆L字文ひれ状隆帯抵糸文

55 2m 345 8号住 床面土器③ 深鉢 Ⅶ一 口～胴~ド LR" 沈純 逆L字文文禄の連結師にひれ状隆帯

56 2m 342 8号住 床面土器③ 深鉢 胴一 ロー開 LR 沈緑 小型山形突起逆L字文ひれ状隆帯蟻糸文

57 2m 312 8号住 Q3 1W 深鉢 胴一 口～開 LR" 隆帝 波状口縁からの隆帯に刺突文曲想文311と同一個体

58 2m 340 8号住 Q3 Ⅱ層 深鉢 Ⅶ一 口～胴 櫛目 沈線 中空突起楠円文

59 2皿 311 8号住 Q3 1層 深鉢 Ⅶ一 口～頚 LR" 沈線 波状口緑に大小の突起波碩部からの隆補に刺突文

“ 2m 興る 8号住 Q3埋土 深鉢 Ⅶ一 開 RLRg 沈線 逆L字文文様の連結部にひれ状隆帝

61 2皿 352 8号住 Q3 n咽 深鉢 Ⅶ一 ロー開 LR" 沈綴 波状口緑円文ひれ状隆帝

62 皿1 9 8号住 1号炉 深鉢 X 朗 LR" 二次焼成

63 2皿 弧1 8号住 Q3 1 ･Ⅱ層 深鉢 Ⅶ－1 口～胴 LR" 隆帝 中空突起とその閲の小型山形突起梢円文

“ 皿1 7 8号住 2号炉 深鉢 Ⅶ－1 胴～底 RLR" 沈線

65 皿 弧3 8号住 埋土 深鉢 Ⅶ－3 口～闇下 RL" 口縁部沈級区閣

“ 皿 弧7 8号住 埋土 深鉢 咽－2 開 罵箇R綴 沈想 平行沈練梢円文握糸文

67 … 甥 8号住 埋土 深鉢 Ⅶ－3 刷下～底 RL縦 343と同一個体

68 2”1 10 8号住 2号炉 深鉢 X 朗～底

69 2，1 8 8号住 埋土 深鉢 X 開～底 LR" 縦方向に磨澗底部へラ状工具で網代様の文禄

70 2m 376 8号住 Q3 Ⅱ届 深鉢 Ⅷ－2 口 沈練 波状口緑波砿部から垂下する刻みのある隆帯が口緑を逗る



ー
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掲載 年度 仮番 通構名 層 位 器穂 分類 部位 原 体 描線 愉 考

71 麺 328 8号住 埋土下位 深鉢 Ⅷ一 -A 口～開 LR" 沈線 頚郎に刺突列を伴う隆帯

72 2m 3餌 8号住 Q3 1E 深鉢 Ⅶ一 口～開 無筋L 沈綴 波状口緑波頂部の貫通孔からワラピ状に隆帯が垂下逆L字文掘糸文

73 2m 3” 8号住 ベルト2層 深鉢 Ⅷ一 －B 口 LR" 口唇から垂れる隆帯と頚部をめ<･る隆帝の連結部付近に2個の刺突

脚 2m 躯8 8号住 Q3 Ⅱ層 深鉢 砠一 口 黛筋L 沈練 波状口緑円文

75 2皿 泥6 8号住 Q3 Ⅱ層 深鉢 Ⅶ一 口 無筋L 沈纏 突起ひれ状隆帯

76 2m 317 8号住 床直上 深鉢 Ⅶ一 口 LR凝横 沈線 波状口緑口緑部隆帯で区百し贈消

77 2m 330 8号住 埋土中位 深鉢 Ⅷ一 一A 口～朗 LR" 隆帝 波状口緑波刷邪から垂れる隆帝と頚部をめぐる隆帯に刺突を伴う

78 2m 378 8号住 Q3 Ⅱ屑 深鉢 Ⅶ一 口 RLR" 沈纏 口縁内側にひれ状突起

79 2頓則 383 8号住 Q3 n層 深鉢 砠一 口 黛筋L 沈綴 小さな山形突起

師 2m 379 8号住 Q4 Ⅱ層 深鉢 Ⅶ一 口 黒瞳L 沈線 ロ緑内外にひれ状突起

81 2皿 3” 8号住 埋土 深鉢 Ⅶ一 口 黒筋L横 沈線 口縁2条の沈紐

82 皿 375 8号住 深鉢 Ⅶ一 口 LRE 沈錬 逆L字文二次焼成

83 2皿 387 8号住 Q3 1E 深鉢 Ⅶ－ 口 RLR" 沈錬 刺突を伴う隆帝

84 2m 371 8号住 Q4 深鉢 Ⅶ一 口 無節L横 沈錬 棺円文

85 2咽 372 8号住 Q3 2W 深鉢 Ⅶ一 I二l～胴 LR" 沈級 頚部に隆帝が巡る楕円文

86 2皿 316 8号住 珊土下位 深鉢 Ⅶ－3 I盲1 LRE 沈鐘 口縁部沈級区画

87 2皿 3㈹ 8号住 深鉢 旧－1 口～開 黛筋L 頚部に2条の隆帯が巡り、上部は黛文抵糸文

88 2m 3型 8号住 埋土 深鉢 硯－2 口 沈綴 波状口緑口織部列点区画捕先か指先大の工具で横からえ<~つた創突文

籾 2m 321 8号住 埋土 深鉢 Ⅶ－1 胴 黛筋L凝 沈縫 胴部沈線区薗沈線に沿って刺突文

” 2m 3“ 8号住 Ⅱ咽 深鉢 Ⅶ－1 胴 RLRE 沈線 逆L字文文様の連結部にひれ状隆帝

91 2m 3“ 8号住 Q3 n屑 深鉢 Ⅶ－1 胴 RLR" 沈線 円文・逆L宇文逆結部にひれ状隆補

92 皿 326 8号住 蝋土l全位 深鉢 Ⅷ一l－B 胴 黛節R耀 沈線 胴部隆帯区画懸韮する隆帯と開部を巡る隆帯の結合部付近に刺突

93 2m 331 8号住 珊土 深鉢 胴－2 剛上 沈線 2条の隆帯による区画内に刺突文

94 2皿 3野 8号住 埋土中位 深鉢 Ⅶ一 閏 晨筋L 沈練 一部刺突のある隆帯抵糸文

9s 皿 370 8号住 深鉢 Ⅶ一 閑 LR横綻 沈線 逆L字文

％ … 373 8号住 深鉢 Ⅶ一 口～別 RL" 沈線 逆L字文二次焼成

97 皿 318 8号住 床血上 深鉢 Ⅶ一 嗣 LR" 沈線 ひれ状隆帝

98 2皿 315 8号住 理ﾆﾋ下位 深鉢 Ⅶ一 胴 RL" 沈線 胴部隆帯で文繊帯区画

” 2皿 319 8号住 ベルト2層 深鉢 Ⅶ一 開 RL" 沈練

” 2皿 385 8号住 埋土北南側 深鉢 Ⅶ－2 胴上 無筋L 沈練 梢円文の中に円形刺突文

01 2皿 苑3 8号住 深鉢 Ⅵ 口～開 RL" 沈線 円文・楠円文

、 皿 3脚 8．号住 埋土 深鉢 Ⅵ 口 RLF 沈線 口緑に沿って2本の沈羅が遥る

03 2皿 4匁 8号住 Q4 Ⅱ層 深鉢 Ⅵ 口 隆帯 渦巻文

“ 2，1 22 8号住 埋土 深鉢 V－l－A 口 LR" 隆帯 C字状突起

05 2m 3脚 8号住 Q3 2g 深鉢 Ⅵ 胴 RL" 沈線 逆U字文術剛隈痕
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柵戦 年度 仮番 遺栂名 層 位 器種 分額 部位 原 体 描線 愉 考

1“ 2mI 21 8号住 埋土 深鉢 V－2－A 口 LR" 隆帯 橋状突起風化顕苫

107 2m 392 8号住 埋土 深鉢 V－l－A 口 LR" 波状口緑

l側 麺 391 8号住 Q4 深鉢 V－l－A 口 突起濁巻文刺突

l” 2m1 15 8号住 埋二'二 深鉢 V－2－A 口～胴 RLa 沈線 山形ロ緑口唇に沿って溝が迄る波面部尚巻文頚部平行沈錬

110 2”1 16 8号住 塊土 深鉢 V－l－B 口 RL横凝 隆帯

111 2，1 18 8．号住 蝋土 深鉢 V－2－B 口 LR" 沈線 渦巻文

112 2”I 12 8，号住 埋土 深鉢 V－1－A '二I RLR" 隆帯 波状口緑波噸祁台状渦巻文

113 2皿 333 8号住 床直上 深鉢 V－2 剛 RLR" 隆帯 隆沈線による渦巻文

114 2m 327 8号住 埋土中位 深鉢 Ⅳ－1－B 口 沈線 指頭圧痕のある隆帝2条が巡りその川に原体を圧痩

115 麺I 19 8号住 埋土 深鉢 Ⅳ－2－B 口 LRf 沈線 口縁隆帝に刺突

116 麺I 11 8号住 埋土 深鉢 Ⅳ－2－A '二I LR" 山形ロ緑口唇に沿って溝が逗る

117 ”I 17 8号住 埋土 深鉢 m－l－B 1 1 沈隷 折り返し口緑浅い刻み半俄竹符による踞歯状文

118 2m 332 8号住 塊上中位 深鉢 Ⅱ－1 閲 LRRL結節 沈線 半彼竹管文羽状縄文

Ⅱ9 2m 39s 8号住 I届 深鉢 Ⅶ－1 i二I LR" 沈線 橋状把手刺突文

120 2㈹】 20 8号住 埋土 小堀鉢 Ⅱ 口 沈線 半裁竹菅

121 2m 339 8号住 Q4 洩鉢 Ⅶ－1 【二1－底 LR 沈綴 2対1組中空突起川小型突起逆L字文文様連結部ひれ状隆帝抵糸文

1浬 麺I 43 8号住 埋土 洩鉢 Ⅳ－5 口～底 LR横 口緑部原体圧痩

123 麺I 13 8号住 埋土 洩鉢 Ⅳ－5 口 RL" 隆沈線 波状口緑波状文

124 2，1 14 8号住 埋土 洩鉢 Ⅳ－5 口 LRF 隆帯 口緑部と隆帯際原隊圧痩

I巧 2“1 23 8号住 埋土 洩鉢 Ⅳ－5 瓢 LRIg 沈線 波状文濁巻文頚部刻みのある貼付

126 2(瓶） 323 8号住 埋土中位 洩鉢？ Ⅳ－5 瓢 LR" 沈線 頚部に2条の隆補が巡る刷部は波状文内面へラナデ

127 2皿 349 8号住 小刷鉢 X II～明下 LR鞭 二次焼成

128 2m 359 8号住 埋土 小型鉢 X 庇 木葉痩二次焼成

1汐 2m 358 8号住 埋土 台付鉢 X 高台 貫通孔二次焼成

1弧 皿 型 9号住 炉4 （外聞） 深鉢 Ⅶ－1 口～底 LR" 沈錬 二次焼成ひれ状隆帯

131 皿 30 9号住 炉3 深鉢 Ⅶ－1 開～底 LR" 沈線 ひれ状隆帝

132 麺 25 9号住 炉4 （内側） 深鉢 Ⅶ－1 口～底 LR" 沈線 二次焼成柿Iﾘ文逆L字文木紫痕

133 2” 26 9号住 炉2b (外側） 深鉢 Ⅶ－2 口～胴下 LR" 沈織 二次焼成4単位山形突起から隆補砿下刺突文ひれ状隆帯

I型 2” 28 9号住 炉2a (最も外側） 深鉢 Ⅶ一 口～胴下 LR" 沈線

135 Z的 33 9号住 埋設 深鉢 Ⅶ一 別 RL" 沈綴

1妬 皿 35 9号住 埋設 深鉢 Ⅶ一 口～開 LR縦 沈練 波状口緑

137 麺 32 9号住 炉la 深鉢 Ⅶ一 刷～底 RLR" 沈縫 二次焼成逆L字文

138 2“ 27 9号住 炉2b (内側） 深鉢 Ⅶ一 開～胴下 LR" 沈縫 二次焼成

139 2卿 31 9号住 炉2a (中川） 深鉢 X 閉～底 RLR" 沈縫 底部線刻？

140 2” 34 9号住 炉】b 深鉢 X 朋下 RLR" 二次焼成
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掲載 年度 仮岱 遺構名 層 位 器穐 分類 儲位 厘 体 措錬 備 考

41 皿I ” 9号住 炉2a (鎧も内側） 深鉢 X 硝下～底 RLR縦 底部級刻？

42 … 3W 9.号住 炉l 直上 深鉢 X 用下～底 RLR縦

43 2皿 401 9号住 ベルト炭層 深鉢 Ⅷ－2 口～胴 RLR縦 沈線 波状口緑波頂部から垂下する連続梢円･S字文

“ 2m 403 9号住 埋土 深鉢 Ⅷ－4 口～胴 無節L 波状口緑波頂部に刻み抵糸文

45 2m 415 9号住 南側理-t 深鉢 Ⅶ－1－A 口 突起から続く隆帝に刺突文

46 2m 418 9号住 ベルト炭層 深鉢 Ⅶ－2 口 RL" 沈線 刺突文ひれ状隆帝

47 2m 4⑬ 9号住 IW側埋十 深鉢 Ⅶ－2 口 焦節L 沈線 口唇肥厚口縁に刺突文撚糸文

48 2mI 41 9号住 埋土 深鉢 Ⅶ－2 口 刺突文

49 … 411 9号住 IW側埋土 深鉢 Ⅶ一 口 沈線 橋状把手ひれ状隆帝

50 … 蝿 9号住 IW側埋土 深鉢 Ⅶ一 口 LR" 沈線 逆L字文付着物

51 2m 4m 9号住 ベルト炭層 深鉢 胴一 口 LR" 沈繊 逆L字文？ ひれ状隆帯

52 2m1 38 9号住 炉4 深鉢 Ⅶ一 EI～胴 LR" 沈線 逆L字文二次焼成

53 2”1 40 9号住 岨土下部 深鉢 Ⅶ一 に1 LR" 沈線 文様の連結部ひれ状隆帝

郷 皿 412 9号住 ベルト炭層 深鉢 Ⅶ一 口 0段多条 沈練

55 … 3“ 9号住 深鉢 Ⅶ一 開 LR 胴部に沈纏で文様帝区画ひれ状隆帝？撚糸文

56 2m1 57 9号住 P29 深鉢 Ⅲ－5 口～胴 LR" 口唇山形突起原体匪疲突起状貼付の下稲綾絡文

57 2m 413 9号住 ベルト炭化物厨 深鉢 V－2－B '二I LR" 隆補 渦巻文

58 2曲1 42 9号住 埋土 深鉢 V－2－B 口 LRM 沈線 波状口緑渦巻文

59 2曲1 39 9号住 埋土 深鉢 V－1－B 口 RLR 隆帝 渦巻文

“ ” 414 9号住 IW個埋土 壷 Ⅶ－1 頚 黛筋L 沈線 携状把手抵糸文朱彩

61 “ 4唾 9号住 州土 竜 Ⅶ－1 、～胴 RL縦 沈線 頚部惜状把手

62 皿 398 9号住 床l世上 小型鉢 X 開．ドー庇 木莱痩

63 ” 348 10号住 埋土 深鉢 Ⅳ－2－A n～胴下 LR" 沈組 波状、絶口縁に平行な沈綴連弧文

“ 抑 45 10号住 埋上Q2 深鉢 Ⅳ－3 ｢I～剛 LR" 沈縫 鋸歯状文二次焼成

“ 2” 49 10号住 laW 深鉢 V－1－B 口 沈級 口縁郁刻みのある隆帯

“ 2” 47 10号住 肌土Q4 深鉢 V－2－B 、 沈線 渦巻文

67 2脚 50 10号住 塊土Q4 深鉢 Ⅳ－2－A 回 沈線 波状｢1維波頂部貫通孔

餌 奴 46 10号住 床直上 深鉢 Ⅳ－2－A 口 LRM 沈組 波状口緑波状文

的 麺 48 10号住 la層 浅鉢 Ⅳ－5 口 LRM 隆帯

70 2” “ 10号住 埋土Q4 浅鉢 Ⅳ－5 口～底 LR" 沈級 底部楠円形沈線間竹管による列点文

71 2m 84 11号住 珊土 深鉢 X 胴～胴下 LR" 一部府禰

72 2m ” 1l号住 期土 深鉢 Ⅳ－2－A 口 口縁突起口辱刻み突起状の貼付

73 2曲 87 l1号住 埋土 深鉢 Ⅵ 口～開 LRE 隆辻線

74 麺 92 l1号住 l層 深鉢 X 口 RL" 沈級 半裁竹箭による列点文

75 加 93 11号住 MM土 深鉢 V－l－B 口 舞節R 沈線 半裁竹篭による波状文



土器観察表（6）表8
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掲載 年度 仮番 週絹私 層 位 善樋 分麺 部位 風 体 描綴 憶 考

76 麺 88 1号住 l増 深鉢 Ⅳ－4 口～胴 黒筋L 口緑部原体圧痕で文様蒲区画区画内綴に陳体圧痕

77 2” 89 1号住 l層 深鉢 Ⅲ－3 口 沈線 折り返し口縁指頭圧換口唇刻み

78 2m 91 1号住 埋土 深鉢 Ⅲ－3 口 へラ状工具による網目状文列点文

79 2m 86 1号住 埋土 浅鉢 V－4 口－用 0段多条椴 口唇突起

帥 麺 85 1号住 l層 浅鉢 Ⅳ－5 閑～底

81 2“ “ 3号住 l層 深鉢 V－2－B 口 RL" 隆沈線
I■■■■■■■■■■■■■■■■■

82 2脚 119 4号住 床直上 深鉢 Ⅵ 朋 RLR" 隆帝沈線 円文渦巻文逆U字文二次焼成

83 2m 95 4号住 埋土 深鉢 Ⅵ 口 LR" 隆沈線 円文

餌 2脚 ％ 4号住 埋土 深鉢 V－l－B 口 隆帝

85 2m 97 5号住 周溝 深鉢 V－1－B 口 RLRM 隆帯

86 麺 1“ 5号住 埋土 深鉢 V－2 開 RLR" 沈線 渦巻文

87 2m 98 5号住 埋土 洩鉢 V－4 口 口緑突起尚巻文

88 皿 ” 5号住 埋土 壷？ V－5 頚 頚部貫通孔のある突起

89 麺 01 6号住 P8 深鉢 Ⅵ 口～閑 LR" 沈縫 渦巻文楠円文

” 2” 03 6号住 l層 深鉢 Ⅳ－3 口 LR" 隆帯沈線 波状口縁隆帯波状文原体圧狼

91 2m 鯉 6号住 l層 洩鉢 Ⅵ 口 RLE 隆結 刺突文

9Z 2” “ 6号住 P8 深鉢 V－2－A 口 沈總 口緑部突起

” 麺 “ 6号住 埋土 深鉢 Ⅵ 開 LR" 沈線 楕円文or逆U字文？

“ 2m 431 7号住 埋土 深鉢 Ⅶ－1 口～底 0段多条 沈綴 C字文

妬 2m 423 7号住 深鉢 Ⅶ－3 口～胴下 抵糸 口縁突起欠落

妬 2m 426 7号住 蝿十F郷 深鉢 Ⅶ－1 口～胴 RL" 隆帝 橘状把手欠落文様の迎紡筋に2個の刻み二次焼成

” 2m 424 7号住 西側埋設土器 深鉢 Ⅷ－1 胴～底 LR縦 隆帯 連鎖状隆苛二次焼成

98 2m 422 7号住 卿側埋設zt器② 深鉢 X 口～底 LRE

” 麺 429 7．号住 炉周囲十器 深鉢 Ⅶ－1 口 LRE 沈緑 中空突起

2“ ” 428 7号住 北西隅埋土L" 深鉢 V－2－B 用下～底 RLR" 沈線

201 2m 425 7号住 床直上 深鉢 X 胴下～底 LR"

202 2m 433 7号住 埋土 深鉢 X 底 網代痩

2明 Z皿 “4 7号住 東西方向ベルト 深鉢 Ⅵ 口～胴 RLRE 隆帯沈線 口唇鄙隆帯肥厚渦巻文から頚部へ展開円文・椅円文

2“ 皿 435 7号住 埋土床面近く 深鉢 Ⅶ一l－B 口～胴 LRE 沈線 方形区首

2“ 2皿 436 7号住 埋土床面近く 深鉢 Ⅶ－1 口 RLRE 沈線 波状ロ緑

2“ 2m 440 7号住 南北方向ベルト 深鉢 Ⅶ－1 口～胴 RL横凝 沈線 楕円文

2m 2m 441 7号住 埋土床面近く 深鉢 Ⅵ 口 LRE 隆帝 波状口緑尚巻文

麺 皿 438 7号住 糊北方向ベルト 深鉢 Ⅶ－2 口 小波状口緑波頂部から壁下する隆帯に刺突文

” … 434 7号住 理f康面近く 深鉢 Ⅶ－3 口 焦筋L横 波状口緑口緑・頚部腺体圧痩

210 2m 437 7号住 南北方向ベルト 壷？ V－5 口～胴 LR" 隆帝 渦巻文
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掲載 年度 仮岱 通桶名 墹 位 器樋 分類 部位 曝 体 描線 侃 考

２ I 皿 427 8号住 深鉢 Ⅷ－4 口～胴 LR縦 頚部原体圧痕口唇部LR横付着物

２ 2 皿 432 8号住 埋土 深鉢 X 底 木葉痕

2 3 皿 “8 8号住 埋土 深鉢 X 底 木葉痕

2 4 皿 451 8号住 埋土 深鉢 X 底 網代痩

2 5 皿 “6 8号住 埋土 深鉢 X 開下～底 LR"

2 6 ” 452 8号住 埋土 深鉢 Ⅷ－4 口～肌 無筋R 波状口縁口緑部原体施文後磨消撚糸文付着物

2 7 皿 453 8号住 埋土 深鉢 咽－4 口～胴 LRM 顕部原体圧痕付清物

2 8 ” 457 8号住 埋土 深鉢 Ⅶ－3 口 RL縦 沈隷 波状口緑と頚部に沈緯が逗る

２ 9 皿 456 8号住 埋土 深鉢 Ⅷ－2 口 波状口縁溌頂蝿に連縫弧線頭部に沈線が逗る

220 皿 4“ 8号住 埋土 深鉢 Ⅶ－2 口 LR" 沈経 波状口緑波頂部に円文・弧文

221 2m “7 8号住 塊土 深鉢 Ⅷ－2 口 撚糸 沈線

222 2噸 470 8号住 埋土 深鉢 咽－3 胴 沈線 朱彩

223 2m 472 8号住 埋土 深鉢 Ⅸ－1 (口～頚） 沈線 三叉文刷部に刻み

2聾 皿 458 8号住 埋土 深鉢 旧－2 口 沈線 中空突起捕頭による刺突

225 皿 473 8号住 埋土 深鉢 Ⅶ－1 に1 LRE 沈線 波状口縁曲線文

226 皿 455 8号住 塊土 深鉢 Ⅶ－1 口～刷 LRM 波状口緑波頂部からひれ状隆帝付蒲物二次焼成

227 皿 4典 8号住 埋土 深鉢 Ⅶ－1 口 LR" 沈線 波状口縁に貫通孔口緑を巡る隆帝に刺突文桶IⅡ1文

228 “ 474 8号住 塊士 深鉢 Ⅵ 開 LR縦横 隆沈級 円文朱彩

229 皿 462 8号住 塊士 深鉢 Ⅷ一 一B 口 0段多条 沈線 迎銀状隆帯

2” 皿 4砂 8号住 埋土 深鉢 Ⅷ一 一A 口 LR" 沈縫 111形突起頂部から垂下する隆帯に刺突文

231 皿 価 8号住 埋土 深鉢 Ⅶ一 －B 口 LRE 沈線 刺突文

232 皿 475 8号住 P4 深鉢 V一 －B 口 LRM 口緑部に隆帯が巡る

233 … 463 8号住 埋土 深鉢 Ⅷ一 一A 口 波状口縁波頂部から垂下する隆帝に半裁竹笹刺突頚部隆帯に刻み

2興 2” 4“ 8号住 埋土 深鉢 V一 －B 、 LR横 口緑部に隆沈線が巡る

235 2皿 461 8号住 埋土 壷 Ⅷ－3 口 LRf 沈線 渦巻文

236 … “5 8号･住 土 壷 Ⅷ－3 頚～胴 LR横

237 … 115 8号住 埋土 小型鉢 旧－3 沈線

238 … “7 8号住 埋土 台付鉢 X 高台

239 2m 10 8号住 小型壷 X

240 2” 08 9号住 Kil-ifI全郎 深鉢 Ⅶ－1 I二I～胴 RLR検耀 隆帯 波状口緑口縁部列点文

湖1 麺 的 9号住 埋土 深鉢 Ⅶ－1 口～開 LR縦横 沈級

242 麺 】2 9号住 埋土 深鉢 Ⅶ－1 口 沈緑 波状口縁沈線間列点文

243 麺 13 9号住 "-12l三郎 深鉢 Ⅶ－1 口 沈縫 列点文補徳孔付藩物

2“ 麺 10 9号住 炉 深鉢 Ⅵ 口 RL" 沈纏 波状口緑梢円文or逆U字文？

245 如 18 9号住 炉（東） 深鉢 Ⅵ 開 RL" 沈線 逆U字文原体は2本のRLを撚り合わせている



’
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掲載 年庇 仮播 遮構名 層 位 器樋 分訓 部位 原 体 描線 備 考

郡 2” 111 9号住 蝿土上部 深鉢 V－l－A 口 RL斜 隆補 波状口縁渦巻文

湖7 麺 115 9号住 周脾 深鉢 V－l－B 口 RLM 隆帝 渦巻文二重口緑

型8 2” 114 9号住 即十上部 深鉢 V－l－A 口～胴 RLRR 隆帯 l11形突起

249 2” 117 9号住 埋土 深鉢 Ⅲ 口 RLM 口緑突起原体圧換

野0 2” 116 9号住 肌土 深鉢 V－1－A 口 中空突起？

零1 2m 107 9号住 即十2上部 深鉢 Ⅵ 開～底 LR" 沈線 逆U字文

雷2 2m 1“ 9号住 埋土 洩鉢 X 口～底

253 2皿 476 2 号住 埋土 深鉢 Ⅵ 口～底 LRE 沈線 波状口縁逆U字文二次焼成箔修孔

2剥 … 479 Z 号住 埋土 深鉢 Ⅷ－1 口～胴 LR" 沈綾 波状口縁波頂部に闘通孔頚部刺突列胴部屋帝で区画U字文

253 “ 477 Z 号住 床直上 深鉢 Ⅶ－1 閉 LR 沈綴 撚糸文二次焼成

256 2血 482 2 号住 南東ベルト 深鉢 X 開下～底 無節L 撚糸文木葉痕

257 … 484 2 号住 埋土 小型鉢 Ⅶ－1 開下～底 RLR" 沈線

雷8 2皿 485 2 号住 埋土照褐色土 深鉢 V－l－A 口 中空突起朱彩

西9 2m 486 2 号住 埋土 深鉢 V－1－A 口 LR" 隆帝 111形口縁突起波頂郎貫通孔濁巻文

2“ 2皿 492 2 号住 埋土 深鉢 Ⅶ－3 口～胴 LRM 沈纏 波状口縁波頂郎内閲弧状文平行沈線弧状文

261 皿 498 2 号住 埋土下位 深鉢 Ⅷ－3 口 RL縦槙 沈線 波状口縁平行沈線弧状文

262 … 491 2 号住 理土製褐缶十 深鉢 Ⅵ 口 景節L鞭 沈線

263 2皿 5m 2 号住 胆土製褐色土 深鉢 Ⅶ－1 口 LRL" 沈線 波状口縁

2“ 2” 493 2 号住 理土製褐色土 深鉢 Ⅶ－1 口 0段多条 隆帝 波状口縁

265 2皿 488 2 号住 埋土黒褐色士 深鉢 Ⅵ 口～開 RL" 沈綴

2“ … 4％ 2 号住 埋土黒褐色十 深鉢 Ⅶ－1 口～胴 LRM 沈練 曲線文二次焼成

267 2m 518 2 号住 埋土 小型壷 X 口～胴 蕉囲L鯉 口緑部に貫通孔

2縄 2皿 503 2 号住 埋土無褐色十 深鉢 Ⅶ－2 開 0段多条 隆帯 刺突文

2砂 2m 481 2 号住 堺土照褐色十 深鉢 Ⅵ 開 RL" 沈錬 縦長の桁円文

270 2m 4“ 2 号住 ﾙj東ベルト 深鉢 Ⅵ 胴 LR" 隆帯沈線 円文・柿円文

271 2皿 4” 2 号住 Pl6 深鉢 V－1－B 口～胴 LR" 沈綴 波状口縁口緑に隆帝で円文浅い沈線で桁円文

272 2函 497 2 号住 ベルト 深鉢 V－1－B 口～開 LR" 隆帯

273 2m S“ 2 号住 埋土黙掲色十 深鉢 Ⅵ 口～用 RLE 隆帯 波状口縁濁巻文・楠III文

274 2m 512 2 号住 肌土照褐色十 深鉢 Ⅷ 口 ｲj孔縄付土器？

275 2m 480 2 号住 岨土照褐色蓋I。 壷 Ⅷ 胴～胴下 LR綴欄

276 2m 478 2 号住 則土 斑 Ⅵ 胴 LR" 隆帝 渦巻文中央は突起状になる

277 2m 524 22号住 埋土下位 深鉢 Ⅷ－4 口～胴下 LRR 頚部原体圧痕

278 2m 526 22号住 塊土下位 深鉢 頂－4 口～嗣下 RLE 波状口縁

279 2m 521 22号住 土器埋設 深鉢 X 開～底 RL 掘糸文笹の葉状痕

2駒 皿 527 22号住 床i向上 深鉢 Ⅵ－1 開 沈線 朋部隆帯で文様帝IX肖連餉状隆帯



表11 土器観察表（9）
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掲載 年度 仮岳 遺構名 瑠 位 器樋 分類 部位 原 体 描線 傭 考

281 2m 533 22号住 埋土下位 深鉢 X 底 網代痕

282 2皿 SZS 22号住 床直上 深鉢 Ⅶ－1 胴～底 LRR" 隆帯

283 皿 532 22.号住 埋土下位 深鉢 X 底 鋼代痕

2餌 2m 5弾 22号住 朗士 深鉢 X 底 網代痕

285 麺 535 22号住 卸士Hd 深鉢 X 底 網代痕

286 皿 典1 22号住 埋土下位 深鉢 咽－3 口 LR" 沈線 波状口緑平行沈級

287 2皿 552 22号･住 埋土下位 深鉢 咽－3 口 RL横綴 沈線 波状口緑平行沈線

288 2皿 餌3 22号住 埋土下位 深鉢 咽－3 口～胴 LR" 沈線 波状口緑波耐郁内面に弧状文平行沈線

289 2皿 557 22号住 埋土下位 深鉢 咽－3 口 LR" 沈線 波状口緑

2” 2m 558 22.号･住 ベルト2厨 深鉢 頂－3 口 LR" 沈線

291 2m S釦 22号住 ベルト2咽 深鉢 咽－3 口 撚糸 沈練

292 2m 餌8 22号住 堀 i:-ド位 深鉢 Ⅷ－3 胴 LR" 沈線 楠円文

293 2m 卵9 22号住 理 上下位 深鉢 Ⅷ－3 胴 LRM 沈線 沈線文の起点に刺突

294 2m 弘0 22号住 塊 l:下位 深鉢 掴－4 1=1～胴 LR綻横 折り返し口緑に脈体横回転頚部蹴体圧痕で区画補修孔

2” 2” 興5 22号住 Ⅱ墹1I!位 深鉢 Ⅷ－4 口～朗 LR･RL横 波状口緑に沿って原体圧痕2観顛の脇(体を使って羽状縄文

”6 2m 556 22号住 埋土 深鉢 Ⅶ－4 口 LRf 沈線 波状口縁 くの字の刻み

”7 皿 輿9 22号住 埋土 深鉢 咽－2 口 沈線 平行沈線

298 2m 555 22号住 埋土 深鉢 咽－2 口 沈線 連続梢円文口辱に刻み

2” 2m 妬5 22号住 埋土 深鉢 Ⅷ－3 口 RL" 沈綴 突起

3“ 2m 5“ 22号住 ベルト2燗 深鉢 Ⅷ－3 口 RLf 沈線 突起

301 2” S” 22号住 Ⅱ増中位 深鉢 咽－2 口 撚糸 沈線 波状口緑波蘭郎刺突連続梢円文

302 2m S“ 22号住 埋土上位 深鉢 咽－2 口 沈線 波状口縁連続柵円文

303 2m 5釦 22号住 埋土下位 深鉢 Ⅶ－1－A 口 波状口縁波面邪刺突ボタン状貼付

3“ “ 鍔2 22号住 Q6 深鉢 旧－2 口 沈線 口縁部隆帝区画刺突文

3妬 2m 553 22号住 PP18 深鉢 Ⅶ－1－A 口 隆帯 波状口縁波頂郁刺突連頚状隆帯

3“ 皿 卿6 22号住 埋土ド位 深鉢 Ⅵ u～胴 LRf 隆帝 波状口縁円文・濁巻文

307 2皿 艶2 2Z号住 埋土下位 浅鉢 Ⅸ－4 口～胴 LRF 沈線 B突起

308 2m 卿7 22号住 埋土 皿 Ⅸ－3 胴下 RL横凝 沈線 雲形文

309 2皿 ” 22号.住 埋土~ド位 洩鉢 咽－3 口～胴 沈線 斜行沈線

3 0 2咽 523 22号･住 2届中位 浅鉢 X 口～底 木葉痕

3 1 2噸 118 22号住 埋土 小型壷 咽－4

3 ２ 2m 5刃 22号住 埋土 小型鉢 X 口～底 へら削り

3 3 2m 1⑱ 22号住 埋土下位 壷 X 口緑

3 4 2m 卵6 22号住 Ⅱ咽 壷 Ⅸ－4 口～頚 頚部平行沈級

3 5 2m 538 22号住 台付鉢 X 底 貫通孔4つ？



表12土器観察表（10）

１
重
碗
Ｉ

掲載 年度 仮醤 遺構名 層 位 器極 分顛 部位 瞭 体 描總 佃 考

316 … 529 22号住 埋土LE 蓋 咽－4 LR耀槙 頚部原体圧痕

317 … 567 23号住 炉鯛謡十器北侭 深鉢 Ⅶ一 開～底 RLR" 沈想

318 2m 5砂 23号住 炉埋設土器北側 深鉢 Ⅶ一 胴～胴下 RLR" 沈纏 S字文

319 2噸 574 23号住 炉埋設土器② 深鉢 Ⅶ一 口～胴 LR" 沈線 C字文

3刈 2m 570 23号住 炉脚I側埋設土器② 深鉢 Ⅶ一 胴～底 LRM 沈練 S字文

321 … 575 23号住 炉埋詮ziz器北側 深鉢 Ⅶ一 朋下～底 LR" 319と同一個体

3型 ” 589 23号住 Q4 深鉢 Ⅶ－2 口 沈隷 梢円文刺突文

323 … 571 23号住 炉南側埋設土麺 深鉢 Ⅶ－1 開～底 焦節L罐 沈線

324 2m 573 23号住 Q5 深鉢 Ⅶ－1 胴

3鱒 2噸 579 23号住 岨土下位 深鉢 X 胴下～底 LR縦 木葉痕二次焼成

326 2m 6ZO 23号●住 埋土トレンチ 深鉢 Ⅶ－3 口 LRf 沈線 波状口緑平行沈線

3刀 2咽 619 23号住 埋土トレンチ 深鉢 Ⅶ－3 口 LR" 沈綴 波状口緑波頂部内面弧状文 、ド行沈線

328 2皿 598 23号住 Q2 深鉢 頂－2 口 無節L 沈線 撚糸文

329 2皿 632 23号住 Q6 深鉢 Ⅷ－2 口 沈線 弧状文

330 2皿 611 23号住 埋土トレンチ 深鉢 Ⅷ－3 口 RL" 沈線 曲線文二次焼成

331 2m “2 23号住 塊土トレンチ 深鉢 Ⅶ－3 胴 LRM 沈線

332 2m 5” 23号住 埋土トレンチ 深鉢 Ⅷ－2 口 儲筋L 沈線 撰糸文

333 2m 612 23号住 Q3下位 深鉢 Ⅶ－2 口 沈経 連綬梢円文

3剥 2” 6羽 23号住 Q5 深鉢 Ⅶ－2 口 焦筋R 沈線 波状ロ緑連続椛円文捻糸文

335 2m 626 23号住 Q4 深鉢 Ⅶ－2 口 沈線 頚部隆帝にボタン状貼付

336 2m “ 23号住 Q8 中位 深鉢 Ⅷ－4 口 無節L綴 頚部原体圧拠

337 2” 59Z 23号住 Q4 深鉢 Ⅶ－2 口 沈線 刺突文

338 2皿 629 23号住 Q7上部 深鉢 咽－1－A 口 沈線 山形突起刺突文

339 皿 “5 23号住 Q6 深鉢 Ⅶ－2 口 刺突文

340 2m 618 23号住 Q7 中位 深鉢 胴－2 口 沈纏 口縁部原体圧痩2条の刺突列

341 2m 釦8 23号住 Q6 深鉢 Ⅶ－2 口 波状口縁3条の刺突列

342 2皿 627 23号住 Q6 深鉢 Ⅶ－2 口 無節R 沈線 山形突起刺突列撚糸文

343 2m 586 23号住 Q3 深鉢 Ⅶ－1 口 LR" 沈紐 頚部隆帝と口唇部隆帯で連絡

甥 2皿 587 23号住 Q3床面近く 深鉢 Ⅶ－1 開 LR 沈緯 鐘糸文

梨5 … “3 23号住 Ql 上謡 小型鉢 Ⅶ－3 口～用 LR" 波状口緑波頂部から頚部を連る隆帯に連絡

346 皿 615 23号住 Q4 深鉢 Ⅶ－2 口 沈線 刻みによる刺突列

347 2m “ 23号住 埋土トレンチ 深鉢 X 胴 沈線 刻み

348 2m 5“ 23号住 Q4 深鉢 Ⅵ 口～胴 無節R 沈線 波状口緑澗巻文逆U字文撚糸文

弧9 2m 5餌 23号住 Q8 深鉢 Ⅵ 口～胴 LR縦 沈級 楕円文

350 2m 5” 廻号住 ベルト 深鉢 Ⅵ 口 RL凝斜 隆帯 渦巻文



’
五
Ｃ
ｌ

掲載 年度 仮番 遺栂名 層 位 器極 分顛 部位 臓 体 描線 備 考

351 2m 576 23号住 Q4 深鉢 Ⅵ 口～明 LRE 沈線 波状口緑逆U字文

352 皿 591 23号住 Q7 中位 深鉢 Ⅵ 口 RL" 隆帝 波状口縁

353 ” 588 23号住 Q4床面近く 深鉢 Ⅵ 口 LR" 沈想 梢円文

3剥 … 6酒 23号住 Q3 深鉢 Ⅵ 口 RL" 沈組

35s 2m 593 23号住 Q6 深鉢 Ⅵ 口 LR" 沈輝 波状口縁円文・椛円文

356 2m 5“ 23号住 Q3下部 深鉢 Ⅵ 口 RLK 隆帯 波状口緑梢円文

357 2m 631 23号住 Q6 深鉢 Ⅵ 口 RLR" 隆帯

358 2m 621 23号住 埋土トレンチ 深鉢 Ⅵ 口 綴筋L欄 隆帯 波状口緑輔円文

359 2m 6弧 23号住 Q7上部 深鉢 V－l－A 口 突起漫巻文

3“ 2m “ 23号住 Q7上部 深鉢 V－l－B 口 RLR 隆帯

361 2m 633 23号住 Q6 深鉢 V－l－B 口 RLR" 隆帯 尚巻文

362 2m 唾8 23号住 Q6 深鉢 V－l－B 胴 RL" 沈緯 渦巻文

363 2m ” 23号住 Q5 深鉢 Ⅳ－3 '二I LR" 沈線 波状口縁3条の平行沈線波状文

3“ 2m 624 23号住 Q6 深鉢 m－1－A 1コ 突起半裁竹管文刺突列

36s 皿 617 23号住 Q8 中位 深鉢 、－2 口 口緑部隆帝貼付半奴竹管による刺突列

3“ 皿 581 23号住 ベルト 深鉢 Ⅵ 開下～底 LR& 沈緑 逆U字文

3御 … 銘2 23号住 Q4 深鉢 Ⅵ 開下～底 RL凝斜 沈總

3“ 2m 578 23号住 埋土床面そば 壷 咽 口～頚 把手内面付希物

3⑲ 2皿 635 24.号住 Q3下位 深鉢 Ⅶ－1 口～胴 無節L綴 隆帝 逆L字文

370 2咽 6苑 24号住 P65 深鉢 Ⅶ－1 胴～底 無節L 沈線 撚糸文すす付若

371 2m 638 24号住 Q4 深鉢 Ⅵ 口～胴 RLn 沈線 梢円文逆U字文？

372 2m 572 24.号住 北側埋土下部 深鉢 Ⅶ－1 口～底 LR纏桶 沈線 曲線文

373 2m 637 24号住 埋土 深鉢 Ⅶ－1 口 RL" 沈縫

374 2m ⑱9 24号住 Q4下部 深鉢 X 底 綱代痕ナデ調整アスファルト付着？

375 2m 4” 24号住 北価鯉i下部 深鉢 V 口 RLM 隆帝 口縁突起貫通孔

376 2m “ 24号住 P4 深鉢 V 口 突起貫通孔

377 2m “5 24号住 Q6 深鉢 V 口 突起渦巻文

378 皿 671 24号住 Q4 深鉢 Ⅵ 口 突起貫通孔

379 … 砥2 24号住 東ベルト 深鉢 旧－3 口 LRn 沈級 波状口縁平行沈線

380 皿 “7 24号住 北側埋十ト部 深鉢 Ⅷ－3 口 LRm 沈纏 平行沈線刺突

381 2m “8 24号住 南埋土 深鉢 Ⅷ－2 口 無筋R 沈練 山形突起下部にボタン状貼付撚糸文

382 2皿 印0 24号住 ｣し迩十卜錦 深鉢 Ⅶ－2 口 沈練 突起下部に刺突文

383 2m “9 24号住 東埋土下部 深鉢 Ⅶ－2 胴 沈級 刺突文

384 2m “7 24号住 Q6 深鉢 Ⅵ－1 口～開 LR桷斜 沈級 C字文

385 2m “9 24号住 Q5 深鉢 Ⅶ－1 口～開 LRE 沈級 C字文



表14土器観察表（12）

Ｉ
函
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掲戟 年度 便番 遺鴨端 屑 位 器穂 分顛 部位 原 体 描線 伽 考

386 “ “3 24号住 Q5 深鉢 Ⅶ一 口 RL縦 隆沈線

387 2m “8 24号住 Q3 深鉢 Ⅶ一 口 RLR" 沈線 波状口緑

388 2m 489 24号住 北側埋土下郎 深鉢 Ⅶ一 口 LRM 沈線 平行沈線楠円文

389 2m “5 24.号･住 Q2 深鉢 Ⅶ一 口 LRM 隆沈線

3” 2皿 “3 24号･住 深鉢 Ⅶ一 口 RL" 沈線 逆L字文

391 2m 654 24号住 Q4 深鉢 咽一 開 RLE 沈織 逆L字文ひれ状隆帝

3兜 麺 “6 24号住 Q5 深鉢 Ⅵ 口～胴 沈練 波状口縁閏悪文刺突列二次焼成

3” 2m “5 24号住 Q5 深鉢 Ⅵ 口 撚糸 沈線 梢円文逆U字文？

3“ 2m 650 24号住 Q5 深鉢 Ⅵ 口 LR" 沈線 波状口縁楠IⅡ1文逆U字文？

3” 2m 651 24号住 Q6 深鉢 Ⅵ 胴 RLf 沈線 頚部隆帝区間逆U字文？

3％ 2m “8 24号住 Q5 小型鉢 Ⅵ 口～胴 LRF 沈綴 濁巻文楕円文三次焼成

397 2m 672 24号･住 Q8床近く 深鉢 Ⅵ 口 RLR 沈線 波状口縁

398 2皿 ” 24号住 P21 深鉢 V－l－B 口 隆帯 制巻文

3” 2皿 函 24号住 Q5 深鉢 V－2－B 口 無節L 隆帝 渦巻文撚糸文

4m 2皿 卸 24号住 Q6 深鉢 V－2－A 口 RLR" 隆帯 波状口縁渦巻文

401 Z皿 “ 24号化 Q3 深鉢 V 口 RL横 沈線 平行沈緑口唇肥厚

402 2m “7 24号化 東埋土上郎 深鉢 m－1－B 口 2列の刻み

403 2m 120 24号住 西側埋土下郁 双口土器？ Ⅷ？ LR" 二次焼成

4“ 2皿 684 25号化 埋土 深鉢 X 胴～底 RL"

405 2皿 的2 25号化 Q1 深鉢 Ⅶ－1 口～胴 RLR" 沈線

4“ 2皿 的3 25号住 埋土 深鉢 梱－1 口～胴 LR" 沈線

407 ｡皿 砂7 25号住 埋土 深鉢 咽－2 口 竹管刺突列

4鯛 2皿 函 25号住 埋土西側 深鉢 Ⅵ 口 RLF 隆帯 波状口縁

4” Z皿 6卿 25号化 埋土 深鉢 Ⅵ '二1～胴 舞節L駁 沈線 渦巻文楠円文

4 0 2m 696 25号住 埋土 深鉢 Ⅵ 、 LR" 隆沈線 波状口縁濁巻文

4 I 2血 “5 25号住 埋土西側 深鉢 V－2－A 口～胴 LR" 隆帝 波状口縁渦巻文

4 ２ Z皿 的8 25号化 埋土 深鉢 V－2 開 LR" 隆帯

4 3 2皿 ⑱1 巧号化 埋土両側 浅鉢 Ⅵ 口～閑 LRE 隆帯 山形突起濁巻文

4 4 2m 侭7 25号住 Q1 小型鉢 X 開～底 舞節L侭

4 5 2皿 683 26号･住 埋土 深鉢 Ⅵ Ifl～胴 0段多条 口緑に隆帝遮る

4 6 2皿 686 26号住 埋土ベルト 小型鉢 V－2－B 口～底 RLR" 隆補 渦巻文

4 7 Z皿 685 26号住 埋土 深鉢 Ⅵ 胴～底 RLR" 沈纏

4 8 Z皿 6万 26号住 埋土ベルト 深鉢 Ⅵ 口 RL" 沈縫 波状口縁棉円文逆U字文？ 刺突

4 9 2皿 678 26号住 P29 深鉢 V－1 口 RLR" 隆葡 渦巻文

420 2皿 681 26号住 P10 深鉢 V－2 胴 RLE 隆帯 樹巻文



Ｉ
一
望
Ｉ

掲載 年度 仮香 適構名 層 位 器独 分類 部位 腫 体 描線 備 考

421 2皿 卸 26号住 Pl5 深鉢 、一 -A 口 LRM 沈級 突起貼付剥落

422 2皿 7“ 28号住 Q2 Ⅱ層 深鉢 Ⅶ一 口～届 LR 沈線 波状口緑波頂郁貫通孔楕円文撚糸文

423 2m 735 28号住 Q2②暦 深鉢 Ⅶ一 口～開 無節L駁 沈線 逆L字文

424 2m 710 28号･住 炉①4区 深鉢 Ⅶ一 胴 RLR" 沈線 ひれ状隆箭

425 2m 737 28号化 NO2北西煙語十器 深鉢 Ⅶ一 胴～底 RLR" 沈線 へラなで

426 … 746 28号住 Q2②層 深鉢 Ⅶ一 口～用 撚糸 沈総 逆L字文すす付蒋

427 、 747 28号住 Q6②厨 壷 Ⅶ一 口～頭 僑状把手下郎に刺突

428 皿 733 28号住 Ⅱ咽 深鉢 Ⅶ一 明 LRE 沈綴 ひれ状隆帝

429 2m 7“ 28号住 深鉢 Ⅵ一 口～胴下 0段多条 n緑部沈縫区閻

430 唖 7” 28号住 Q3 Ⅱ層 深鉢 Ⅶ一 胴～底 LR 沈綴 胴部沈級区薗抵糸文

431 2唖 743 28号住 炉Ⅱ土器③ 深鉢 Ⅶ一 用 LR縦 沈線 二次焼成

432 2皿 70s 28号住 Q2 Ⅱ層 深鉢 Ⅶ一 用～底 LR縦 沈線

433 2m 736 28号･他 炉土器⑤ 深鉢 Ⅶ一 用～底 RLR" 沈線 二次焼成

434 2m 7鯉 28号住 炉土器① 深鉢 X 胴 RLR"

435 2m 729 28号住 Q4①層 深鉢 旧－4 口～胴下 無節L 111形口縁4眼位

436 皿 703 28号住 Q2 1層 深鉢 X 口～底 LRf

437 皿 738 23号住 炉①4区 深鉢 X 鯛～底 無筋L綴

438 皿 刺1 28号住 上野⑦ 深鉢 X 嗣下 RLE

439 皿 731 28号住 Ql ②層a 深鉢 X 胴 無鰯L綴 沈篭 732と同一個体

“0 2皿 7銘 28号住 炉土器⑥ 深鉢 X 開～底 LR" 二次焼成

“1 2m 732 28号住 Ql ②層b 深鉢 X 開下～底 無節L綴 731と何･･一例体底部へラなで

“2 2皿 7⑱ 28号住 Q2②層 深鉢 X 胴下～底 RL" 二次焼成

“3 2m 7m 28号住 炉土器⑥ 深鉢 X 胴～底 LR"

“4 2皿 7輿 28号･住 Q3②層 深鉢 X 胴下～底 1.R縦 底部付覇物

“5 2皿 753 28り･住 Q3①層 深鉢 X 雨ドー底 RL" 二次焼成

“6 2m 7勢 28号住 Q2①層 深鉢 Ⅶ－1 口 隆帝 波状口縁内外に隆帯

判7 2皿 7釦 28号住 Q4①層 小型鉢 Ⅶ－1 鯛～底 LRIN 沈線 胴部沈隷区画

“8 皿 116 28号住 Q2 1層下認十器 小型鉢 Ⅸ－4

判， 皿 7妬 28号住 Q4①層 小型鉢 X 嗣下～底 舞筋L 抵糸文

450 ” 711 28号住 小刷台付鉢 X ロー底 高台破拙

451 2皿 744 28号住 Q3 小型鉢 X 口～閑下

452 2皿 I】9 28号住 Q4 2層上部 小型鉢 Ⅷ－2

453 2皿 745 28号住 Q3②層 壷 Ⅸ－4 頚 沈線 平行沈組刻みと刺突

454 2噸 740 28号住 Q4 n将 壷 Ⅶ－1 胴～底 無節R 沈線 胴部2個1吋の把手撚糸文

4弱 2噸 749 28り･住 Q2②層 深鉢 Ⅶ－1 口 沈線 橋状突起貫通孔刺突文
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掲載 年度 仮番 過桝粘 層 位 器秘 分類 部位 曝 体 描級 鯛 考

456 2” 752 28号住 Q2②層床面近く 深鉢 V 口 突起渦巻文

457 2皿 751 28号住 Q3②層 深鉢 Ⅶ－1 口 中空突起

458 2m 刀1 28号住 深鉢 Ⅶ－1 口～開 RL縦 隆帝 揺状把手口緑2条の刺突列

459 2皿 748 28号住 Q3②層 深鉢 V 口 LRf 沈織 突起

4“ 皿 742 28号住 Q2①増上位 深鉢 咽－4 口～開 黒節L嬢 波状口縁原体圧痩羽状縄文橡

461 2m 師3 28号住 炉6区 壷 Ⅵ－1 口～頚 樹状把手

462 2噸 師7 28号住 Q4①層 壷 旧－1 開 LRR 沈緑 把手

463 2m 7審 28号住 Ql ①層 注口土器 Ⅸ－2 口 沈織

4“ 2皿 817 28号住 Ql①層 壷？洩鉢？ Ⅸ－1 胴 LR縦横 三叉文突起状の貼付

4節 2皿 787 28号●住 Q2①層下位 深鉢 Ⅷ－3 口 RL" 沈線 平行沈線方形区画

466 2皿 714 28号･住 Q2①層下位 深鉢 Ⅶ－3 口～胴 RL縦 沈線 平行沈線曲線文袖絡孔

467 皿 7⑬ 28号住 Ql ①層下部 深鉢 Ⅷ－3 口～闇 RL縦 沈線 波状口縁平行沈線

468 2m 713 28号住 Q2①層下位 深鉢 Ⅷ－3 口～開 RL 沈線 波状口縁長方形区画迎結部の上下に刺突塗糸文

4⑲ 2m 793 28号住 Q2①層下位 深鉢 咽－3 口 LRf 沈線 波状口縁平行沈線方形区閏竹管刺突

470 2m 785 28号住 Ql①層上位 深鉢 Ⅷ－3 口 LRR 沈錬 波状口緑平行沈線

471 2m 万9 28.号●住 Ql①層 深鉢 Ⅷ－3 口 LRf 沈線 波状口緑平行沈線方形区画の岡に2個の刺突を繋ぐ沈線

472 2皿 724 28号住 Q2①層下位 深鉢 Ⅷ－3 口 LRK 沈線 波状口緑平行沈線

473 … 78】 28号住 Q4①層 深鉢 Ⅷ－3 胴 LRF 沈線 平行沈線

474 2m 782 28号住 Ql ①層下位 深鉢 Ⅷ－3 胴 LRM 沈線 平行沈線781と同一個体？

475 2m 8” 28号住 Ql ①層 壷 Ⅶ－3 胴 LR" 沈線 渦巻文起点に竹管刺突二次焼成

476 2皿 7” 28号住 壷 Ⅶ－3 胴 沈線 焼成前に切断

477 2m 721 28号住 深鉢 Ⅶ－3 用 沈線 朱彩

478 2m 814 28号住 Q3②暦 深鉢 Ⅶ－2 口 沈鐘 突起下部に楕円文

479 2m 819 28号住 ②堀 小型鉢 Ⅷ－2 口～開 沈級 波状口緑頴部刺突列渦巻文

480 2皿 726 28号住 Q2①届下位 深鉢 Ⅷ－2 口 焦節R 沈級 刺突撚糸文

481 2皿 791 28号住 Q1②闇 深鉢 Ⅷ－3 口～開 LRn 沈級

482 2皿 794 28号化 Ql①屑 深鉢 Ⅷ－2 口 無節L 沈線 平行沈線よる梢円文撚糸文

483 2皿 795 28号住 Ql ①層 深鉢 Ⅷ－2 口 焦節L 沈線 波状口縁波頂部S字文平行沈線撚糸文

484 2m 715 28号住 Q4①届上位 深鉢 Ⅶ－2 口～開 焦節R 沈級 口緑に刻みを伴う隆帝が巡る連続椅円文塗糸文

485 … ” 28号住 Q3②届 深鉢 Ⅶ－1 口 焦筋L 沈練 蟹状突起楕円文刺突列据糸文

486 皿 7％ 28号住 ②層 深鉢 Ⅶ－1 口 LRE 沈線 檎状突起桔円文刺突

487 皿 ” 28号住 炉6区 深鉢 Ⅶ－1 口 LR" 沈純 檎状突起桔円文

488 皿 718 28号住 Q4②回 深鉢 Ⅵ－1 口 RLf 沈緑 口緑郎刺突文

489 2m 716 28号住 炉（前庭部） 深鉢 Ⅶ－1 口～胴 LRE 沈組 波状口縁刺突文逆L字文ひれ状隆帯

4” 2m 528 28号住 炉土器① 深鉢 Ⅶ－2 '二I LR" 沈線 波状口緑2列の刺突
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掲載 年度 仮廿 遺榊名 層 位 器種 分顛 部位 原 体 措線 佃 考

491 2皿 780 28号住 Q3①層中位 深鉢 Ⅶ一 口 LRM 沈線 波状口緑に沿って刺突列

492 麺 788 28号住 Q2 ． 3②層 深鉢 Ⅶ一 口 口緑2条の刺突列

493 皿 刀2 28号住 Q2②層 深鉢 Ⅶ一 口～開 RL縦 沈線 波状口緑波頂部貫通孔刺突文

4餌 皿 万0 28号住 Q3①明中位 深鉢 Ⅶ一 開 LR" 沈緑 頚郎刺突列を伴う隆帯で区画

495 … 刀8 28号住 Q2壁北東寄り 深鉢 胴一 用 RL" 沈鐘 ひれ状隆帯刺突のある隆帯付務物

4％ … 8蝿 28号住 Q2②層 深鉢 旧一 口 小波状口緑刺突列

4” … 728 28号住 P41 深鉢 Ⅶ－ 口 沈鐘 2条の刺突列

498 2m 723 28号住 Q3②刷 深鉢 Ⅶ－ 口～胴 LRL" 隆帯

4” “ 720 28号住 Q4②層 深鉢 Ⅶ一 口--胴 RLR" 沈線 梢円文

5側 皿 768 28号住 炉土器⑦ 深鉢 Ⅶ一 明 RLR" 沈線

501 2皿 727 28号住 深鉢 Ⅶ－ 口～胴 0段多条 沈纏隆帯 逆L字文

502 2m 719 28号･住 Ql②層 深鉢 Ⅶ－ 用 RLR" 沈綾 ひれ状隆帯

503 2m 786 289･住 Q2①層下位 深鉢 咽－4 口 LRf 波状口緑口緑原体圧痕で区画細修孔

5脚 … 783 28号●住 Ql ②闇 深鉢 Ⅶ－4 口 RL横耀 波状口緑頭部原体圧痕

5砧 皿 722 28号住 Q6①弱 壷 Ⅶ－4 口～胴 無節L横

5“ 2m 717 28号住 Q3①堀中位 深鉢 Ⅶ－4 口 LR" 波状口緑頚部原体圧痕

507 2m 816 28号住 Ql②咽 深鉢 Ⅲ－1－A 頚 沈綾 刺突列

508 2m 797 28号住 Pl4 深鉢 Ⅳ－4 口 隆帝捕円区画内原体圧痕

5” 2m 7“ 28号住 Q2 1屑下位 深鉢 X 庇 木葉痕

5 0 2皿 7⑱ 28号住 炉6区 深鉢 X 底 水菜摸

5 1 2皿 7“ 281 住 Q2 Ⅱ園 深鉢 X 底 木莱痩

5 2 … 7“ 28-1 住 QI IM 深鉢 X 底 網代拠

5 3 2m 420 ”I 住 埋土 深鉢 V－l－B 口 LRLM 口縁に隆沈線

5 4 皿 421 291 住 埋土 深鉢 V－2 胴 RLR" 沈線 渦巻文

5 5 皿 8型 30号住 炉埋設＋器 深鉢 Ⅵ I盲】～開 LR" 沈線 楠円文渦巻文二次焼成

5 6 2唖 鰯6 30号住 埋土 深鉢 Ⅵ 口～開 黛節R 沈綴 楠円文逆U字文撚糸文

5 7 2m 828 30鼎･住 5届 深鉢 Ⅶ－1 口～開 LR" 沈縫 逆U宇文内郎に刺突

5 8 2m 826 30号住 埋土下部 深鉢 X 刷下～底 RL" 底部へラ削り

5 9 2m 838 30号住 北西ベルト 深鉢 Ⅵ 口 LRE 沈緑 楠円文二次焼成

520 2” 83s 30号住 8層 深鉢 Ⅵ ロ 無節R 沈綴 梢円文二次焼成撚糸文

521 麺 837 30号住 P1 (炉南側） 深鉢 Ⅵ 口～胴下 LR" 沈線 波状口縁逆U字文二次焼成付蔚物

522 2噸 鰯5 30号住 床直上 深鉢 X 口～開 LR 撚糸文

523 2皿 862 30号住 北西ベルト 深鉢 Ⅵ 口～胴 LR" 沈練 柿円文逆U字文

5型 2皿 850 30号住 P24 深鉢 Ⅵ 口 LR" 隆帝沈線 渦巻文楠円文付着物

5酒 2m 鯛7 30牙住 5層 深鉢 Ⅶ－1 口 LR" 沈縫 波状口緑貫通孔付着物
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掲載 年度 仮稀 週桶箔 墹 位 器種 分矧 郎位 原 体 描線 偏 考

526 2m 834 30り･住 北西ベルト下郎 深鉢 Ⅵ 胴 LR" 沈線 柚円文渦巻文

527 2皿 836 30り･住 埋土下部 深鉢 Ⅶ－1 口～開 無筋R 沈線 波状口維頚部隆帯とひれ状隆帝に刺突 握糸文二次焼成

528 皿 鯛5 30号住 5層 深鉢 Ⅶ－1 口 沈縫 波状'三1縁波脳部2個刺突

529 皿 餌3 30号住 埋土上部 深鉢 Ⅵ－1 口 RLF 隆沈鐘 波状口緑

530 … 餌2 30号住 北西ベルト下郎 深鉢 Ⅵ－1 口～開 舞筋R 沈綴 逆L字文ひれ状隆帝握糸文付瑠物

531 2皿 823 30号住 炉埋土 壷 Ⅵ 口～閣下 LR" 沈線 梢円文2個1吋の把手

532 2皿 829 30号住 P17 小型鉢 Ⅵ 朋下～底 RL" 沈線 付蔚物

533 2” 849 30り．住 ベルト 深鉢 V－2－B 口～開 RL縦 隆帝

534 皿 桝4 30号住 埋土床面近く 深鉢 V－2 開 RLE 隆帝 渦巻文

535 皿 餌8 30号住 P31 深鉢 V－2 用 RLR" 隆帝 渦巻文

536 皿 鰯8 3 号住 炉南埋設十器 深鉢 Ⅶ－1 口～開 LR" 隆帯 J字文二次焼成

537 … 82s 3 ¥･住 炉埋土（北東） 深鉢 閥－1 朗下～底 LR" 隆帯 二次焼成

538 2皿 859 3 号佐 埋土北開 深鉢 閥－1 口～胴 LR横砿 隆帝 舌状の廠帝唾下

539 2m 8印 3 号住 炉埋土 深鉢 Ⅶ－1 胴 LR" 沈線 S字文二次焼成

別0 2” 857 3 り･住 埋土北東 深鉢 X 頚～閣下 無節R 撚糸文

541 ” 854 3 砂佐 炉埋土 小型鉢 Ⅵ 口～胴 RL" 沈線 朱彩

542 “ 865 3 砂住 炉埋土（北西） 深鉢 Ⅶ－2 胴 隆帯 渦巻文刺突文朱彩

斜3 2噸 8“ 3 号住 炉埋土（北東） 深鉢 、－2 頚 沈想 刻み

” 2皿 秘1 3 ¥･住 炉埋土（北東） 深鉢 Ⅵ 胴 LR" 沈線

545 2m “ 32号住 床面土器③ 深鉢 咽－3 用 LR" 沈綴 平行沈紐二次焼成

546 2皿 873 32¥住 Ⅱ層 深鉢 晒一3 硯 LRa 沈線 平行沈紐菱形区画

547 2” 872 32り･住 床面土器③ 深鉢 咽 胴上 沈線 半Iﾘ状沈線間に刺突列二次焼成付若物870と同一個体

548 2噸 870 32） 11§ 床面土器③ 深鉢 旧 胴 沈線 方形区画の沈線間に刺突列二次焼成付着物

549 皿 8“ 32イ (f 床面土器④ 深鉢 旧－4 口～胴 無筋L綴楢 付蔚物

弱0 皿 867 321 住 床直上 深鉢 咽－4 口～胴 LR横綴 波状口緑 原体を横凝回転し羽状縄文橡

551 … ” 321 住 Ⅱ層 深鉢 Ⅳ－4 1コ 連弧文

552 … lm9 321 住 床面土器② 洩鉢 Ⅸ－6 n～底 黛随R 口辱に刻み抵糸文

553 2m 876 33.号住 埋土 深鉢 Ⅷ－2 口～開 無節R 沈総 楠円文抵糸文

554 2m 875 33.号.住 埋土 深鉢 X 口～底 無節R 網代虹撚糸文二次焼成

555 2m 884 33.9-住 埋土 深鉢 Ⅷ－2 口 無節L横 沈線 波状口維波噸部にボタン状貼付付埼物

556 2m 883 ”¥･住 埋土 深鉢 Ⅷ－2 '二1 沈線 波状口維渦巻文付若物

557 2m 882 33号雌 埋土 壷 Ⅷ－3 胴 LR横 沈縫 平行沈線

558 2皿 881 33.号化 埋土 深鉢 Ⅷ 開 LR横 沈緑 平行沈練

弱9 皿 880 33号化 埋土 深鉢 Ⅷ 閉 RL横 沈緑 平行沈級岡に刺突列

5“ 皿 879 33号住 埋土 深鉢 Ⅶ－1 閑 LR凝横 隆帯 付蔚物
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掲戦 年度 仮番 遺構名 層 位 器種 分類 部位 原 体 描纏 偲 考

561 2m 8郷 興号住 埋土 深鉢 1図－3 口～閑 LRF 沈織 波状口緑平行沈線波頂脇口唇に刺突

562 皿 8” 34号住 埋土 深鉢 Ⅷ－3 口～剛 LRm 沈級 波状口縁平行沈線沈純の起点に刺突

563 2m ”】 34号･住 埋土 深鉢 Ⅷ－3 口 LRn 沈級 波状口緑平行沈線付若物

5“ 麺 898 34号住 埋土 深鉢 Ⅷ－3 口 LR" 沈線 波状口緑平行沈線

5“ … 8” 34号住 埋土 深鉢 Ⅶ－3 頚 LRf 沈線 平行沈錬岡に刺突列

5“ 2m 8％ 34.号住 埋土 深鉢 旧－3 胴 LRF 沈叙 平行沈線岡に刺突列

567 2m 知 34号住 埋土 深鉢 V 口 RLRM 隆帝

568 2m 躯 34り住 埋土 深鉢 咽－1 口 突起半円区陰iに刺突文

5⑬ 2血 ”2 34号住 埋土 深鉢 Ⅸ－1 口～朗 LRf 沈織 三叉文

570 皿 “ 34号住 埋土 深鉢 Ⅷ－4 口～刷 LR楢綴 波状口緑瓢郎原体圧痕蹴体を横繧に回鮭し羽状縄文棟

571 2m 的3 34号住 埋土 深鉢 Ⅷ－4 口～則 LR" 付着物

572 2m 885 34り･住 埋土 深鉢 X 底

573 2m 887 34号住 埋土 深鉢 X 底 木葉狼

574 皿 888 34号住 埋土 深鉢 X 底 木葉痕

575 皿 889 34号住 埋土 深鉢 X 底 鋼代痩

576 2” 8” 34号住 埋土 深鉢 X 底 網代痕内郁付着物

577 2m 891 34-り．住 埋土 深鉢 X 底 笹の葉状痕

578 2m 886 34号住 埋土 台付鉢 X 高台

579 皿 121 到り住 埋土 注口土善 咽 注口

580 2m 1唾9 35-号住 mClb杭近く 深鉢 咽－2 にI～刷 RL" 沈級 波状口緑波頂部に刻みと錘状文平行沈級

581 2m 恥 35号住 PPl 深鉢 Ⅷ－2 [1～脳 無節R 沈線 波状口緑頚郁隆稀刻み楠111文撚糸文二次焼成

582 2皿 ” 35号住 PPl 深鉢 Ⅷ－2 口～胴 無節R 沈紐 波状口総波、部に円文、刺突楠円文撚糸文

583 2皿 9 I 35り住 埋 !： 深鉢 Ⅶ－2 u～胴 RL耀・LR横 沈縫 二重口緑沈線間に刺突列

5脚 2m 9 3 351 住 埋 上 深鉢 掴－2 、 沈線 波状、緑平行沈線補修孔

585 … 9 Z 351 住 蝿 上IW 深鉢 Ⅶ一 口 LR" 沈線 波状口緑突起貫通孔二次焼成

586 2皿 9 5 37,1 住 べ レト上部 深鉢 Ⅶ一 口 LR" 沈線

587 皿 9 6 37¥住 ベルト 深鉢 Ⅶ一 口 RL" 沈線 波状、緑楴円文

588 2唖 9” 38号住 埋土 深鉢 Ⅶ一 口～閑 RL" 沈線隆帯

589 2皿 922 38号住 埋土 深鉢 Ⅶ一 口～底 LR" 沈線 逆L字文

5” 皿 ”1 38号住 埋土 深鉢 Ⅶ－ 口～胴 RL" 沈線 S字文ひれ状隆帯

591 2m 兜5 38号住 蝿士 深鉢 Ⅶ一 胴 RL縦 隆帝

592 皿 兜1 38号住 西ベルト 深鉢 Ⅶ一 鴎 RLR" 沈線 S字文ひれ状隆帯

5” 2唖 928 38号住 床面土器① 深鉢 礪一 硯 RLR" 沈級 ひれ状隆帝

5“ 2m 929 38¥､住 西ベルト 深鉢 Ⅶ－ 口 RL" 頚部沈線区両

59s 2m 932 38号･住 塊土 深鉢 Ⅶ一 胴 RLR" 隆帝



表20土器観察表(18)

Ｉ
園
α
Ｉ

掲載 年度 仮岱 遺桶名 層 位 器種 分額 部位 陳 体 描線 伽 考

5％ 2皿 923 38号住 貼り床下の炉 深鉢 X 胴～底 LR"

5W 2m 9刀 38号住 埋土 深鉢 X 胴～底 無節L縦 木葉痕

598 2m 9知 38号住 埋土床面近く 深鉢 Ⅶ－2 口～胴 0段多条 沈縫 刺突文ひれ状隆帝

5” 皿 934 38号住 埋土 深鉢 粗－1 口～開 沈線隆帯 波状口緑賎状に沈線を充填

“ 皿 ”7 38号住 埋土 深鉢 Ⅶ－2 口 LRE 波状口緑口縁2条の刺突列

“1 2m 935 38号住 埋土 深鉢 Ⅶ－1 口～胴 RLE 沈線 波状口緑逆L字文二次焼成

” 2m 938 38号住 西ベルト 深鉢 咽－1－A 口 RL斜 沈縫 波状口緑楕円文

” 2m 939 38号住 埋土 深鉢 Ⅵ 閉 RL縦 沈線 円文梢円文内外付君物

邸 皿 ”6 38号住 埋土 小型壷 X 口～底 内面付藩物

印5 … 114 38号住 埋土 小型鉢 Ⅷ－1－A

唖 皿 933 38号住 埋土 台付鉢 X 高台 二次焼成

“7 2皿 “1 39号住 埋土 深鉢 昭一l－B 口～明下 LRE 沈徳 隆帯で5区画隆帯の上に2個、下に1個の刻み曲線文二次焼成

“ 2m 919 39号住 埋土 深鉢 Ⅶ－1 口～朋 RLR" 頚郁沈線区画付蒲物

“ 2m “3 39号住 埋土 深鉢 咽－1－A 口 波状口緑波頂部刻み下部刺突刺突を伴う隆帯二次焼成

6 0 … “2 39号住 埋土 深鉢 Ⅶ－1 閲 RLR& 隆帝

6 1 皿 ％2 40号住 埋土 深鉢 Ⅶ－2 口 沈組 曲線文

6 2 2m 麺 40号住 埋土北西 深鉢 Ⅷ－2 口～胴 無節R 沈線 波状口緑弧状文撚糸文

6 3 2皿 968 40号住 埋土下部 深鉢 Ⅷ－2 口 LR縦 沈線 波状口緑平行沈線柵円文

6 4 Z皿 蝿 40号住 埋土 深鉢 Ⅷ－2 口 無節R 沈線 波状口緑楕円文 111文握糸文

6 5 皿 959 40号住 埋土IW 深鉢 Ⅷ－2 閑 LRR 沈線 連続怖円文

6 6 2” 970 40号住 埋土耐 深鉢 Ⅷ－2 口 黒節R 沈線 波状、緑頚部隆帝に刺突列撚糸文二次焼成

6 7 2皿 961 40号住 埋土東 深鉢 Ⅶ－2 口 波状口緑波頂部から砿下する隆帯と頚部を巡る隆補に刻み

6 8 2m 974 40号住 埋土 深鉢 Ⅷ－2 口 波状口緑波頂部から垂下する隆輔に刻み

6 9 2皿 958 40号住 埋土 深鉢 画一2 口～胴 蕉筋L 沈線 波状口縁波頂部に弧状文楠円文抵糸文

“ 皿 ” 40g住 床直上 深鉢 旧－2 口～開 LRn 沈線 波状口緑平行沈線

α1 2m 954 40弓･住 埋土南 深鉢 Ⅷ－2 胴～胴下 LRM 沈線 平行沈線二次焼成

唾Z 2m 1” 40号住 埋土(1W) 深鉢 Ⅷ－2 口緑 赤色願料

623 … 956 40号住 PP24 深鉢 Ⅶ－1 口 無筋R 沈職隆帯 鑛糸文

6型 2m 955 40号住 PP22 深鉢 Ⅶ－1 用 LRM 沈線 付蒲物

625 2m 妬6 40号住 埋土下郎 深鉢 Ⅵ 口～胴 LRM 沈線 梢円文

626 Z皿 ”1 40号住 埋土南 深鉢 Ⅵ 口 LR" 沈緑 波状口緑渦巻文口緑2条刺突列

錘7 皿 躯 40号住 PP45 深鉢 Ⅵ 用 LR" 隆沈緯 濁巻文楠円文二次焼成

628 皿 952 40号住 埋土床面近く 深鉢 X 開下～底 LRE 網代狼

629 2皿 945 40号住 埋土下部 深鉢 Ⅷ 開下～底 無節R 網目状撚糸文

630 2唖 舛8 40号住 埋土W 深鉢 X 底 木粟疲



表21 土器観察表（19）

Ｉ
毎
剖
Ｉ

掲較 年度 仮岱 遺構名 層 位 器種 分頚 謡位 原 体 措纏 憶 考

631 2m “9 40号住 埋土東 深鉢 X 底 木葉痕二次焼成

632 2m 蝿6 40号住 PP5 深鉢 X 底 木葉痕（2枚）

633 2m 977 41号住 Pll 深鉢 Ⅷ－4 口～胴 焦節R 波状口緑撚糸文

634 皿 ” 41号住 埋土 深鉢 画一2 口～用 沈總 平行沈線方形区画櫛目

63s … ”8 41号住 床直上 浅鉢 咽－2 用～底 RL" 沈綴 連続柿円文木葉痕

636 … ” 44号住 燈十卜 深鉢 Ⅳ－2－A 口～胴 LRF 沈線 波状口縁連弧文頭部刻みのある突起二次焼成

637 ” 194 46号住 深鉢 X 胴～底 LRf 綾絡文二次焼成

638 ” 刀8 46号住 ､燗 深鉢 Ⅳ－1－B 口緑 LRM 沈線 折り返し口縁半戯竹管波状文恥277と同一個体

“9 理 2万 46号住 Ⅱ層 深鉢 Ⅳ－1－B 口緑 LR横 沈錬 折り返し口緑半奴竹管文垂下隆箭指頭圧痕（押圧） 胸278と同一個体
“0 麹 理9 46号住 埋土 深鉢 V－2－A 口 波状口縁波脳郎潤巻文

“I 蝿 103 46号住 Ⅱ卿 深鉢 Ⅳ－1－A 口 沈線 刻みのある口緑突起弧状文凱部隆帯刻み

“2 函 113 46号住 Ⅱ層 深鉢 X 底 網代痕

“3 2“1 147 47号住 床吹上2層炭化物_上 深鉢 V－2－A 口～底 LR" 沈織 波状口緑 l叩位の中空突起濁巻文

“4 2m】 148 47号住 床世上2聯炭化物上 台付深鉢 V－1－A 口～底 0段多条 l単位の中空突起

“5 1唖 34 47号住 深鉢 V－2－B 口～開 RL" 沈線 口唇渦巻状突起波状文平行沈線二次焼成摩滅

“6 加I 149 47号住 l樹 台付深鉢 V－2－A 口～底 LR横凝 沈線 l単位の中空突起

“7 麺1 】鋤 47号住 l暦 深鉢 V－2－A 口～底 RL" 沈線 波状口縁渦巻文波状文二次焼成摩滅付蒋物

“8 1麹 ”5 47号住 ﾛ屑 深鉢 V－1－A 口～底 LR" 隆帝 波状口総濁巻文波状文

“9 2”1 155 47号住 1脳 深鉢 V－l－B 口～胴 LR" 隆帝 渦巻文綴に噌禰

“0 2㈹1 153 47号住 倒立土器 深鉢 V－2－A 口～開 RL" 隆帯沈級 口縁部隆帯波状文 1単位の突起？二次焼成摩滅

“I 2“I 154 47号住 床直上2層炭化物上 深鉢 V－1－B 口～厨 RL" 隆帯 4単位のS字状の貼付縦に磨禰内面付蒲物
“2 麺I 151 47号住 l闇 深鉢 Ⅱ－2－A 口～底 沈緑 4単位の波状口総波頂鄙に円文下部に指頭圧猟のある突起

“3 1麹 20 47号住 深鉢 V－l－B 口～胴 LR" 隆帯 S字状隆帯二次焼成

“4 1蜘 】I 47号住 中・下位 深鉢 V－2 胴 LR縦 隆帯 渦巻文二次焼成唯滅

6弱 2”1 I“ 47号住 l層 深鉢 V－l－A 口 橋状突起渦巻文

“6 l麹 13 47号住 深鉢 V－1－B 口 渦巻文

“7 1麺 10 47号住 I 。Ⅱ層 深鉢 V－1－A 口 LR槙凝 隆帯 中空突起漫巻文二次焼成

鰯8 I麹 12 47号住 中位 深鉢 V－1－A 口～開 不明 隆帯 澗巻文口縁突起二次焼成旺減

6” 2”1 69 47号住 1層 深鉢 V 口 突起

卸 麺1 73 47号住 床直上2層 深鉢 V 口 中空突起

“I l麹 98 47号住 焼土検出面 深鉢 V 口 口緑突起濁巻文

“2 2”I 56 47号住 l届 深鉢 V－2 胴 LR" 隆帯 二次焼成

“3 2”I 57 47"号住 P9 深鉢 X 口～胴下 LR欄縦 二次焼成付糟物

“4 I” 93 47号住 深鉢 X 用～底 LR・RL 結束羽状縄文二次焼成摩滅

“5 2”1 71 47号住 1層 深鉢 V 口 突起



表22土器観察表(20)

１
届
“
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掲載 年度 仮祷 遺構名 層 位 器仙 分馴 部位 原 体 描綴 飼 考

6“ 2“ 68 47号住 l層 深鉢 V 口 突起

” 2“ 52 47号住 2層 浅鉢 V－4 口～底 RLR･RL縦 隆帯 4単位の波状口縁附加条

“ 2“ 58 47号住 2層 洩鉢 V－4 口～底 LR"

669 2伽 59 47.号住 2層 洩鉢 V－4 崩一底 二次焼成摩滅

670 2m 釦 47号住 床亜上 浅鉢 V－4 胴～底 LR｡ 木葉痕

671 2“ 62 47号住 2屑 浅鉢 V－4 口～胴 LRF 隆帝

672 2“ 63 47号住 2厨 深鉢 V－1－A 口 LR" 隆帝 波状口緑潰巻文

673 2伽 “ 47号住 2屑 深鉢 V－1－A 口 RLM 隆帝 波状口緑渦巻文

674 1”9 16 47号住 Ⅲ胴 深鉢 V－l－B 口～胴 0段多条 隆術 二次焼成

675 2，1 161 47号住 l燗 洩鉢 V－4 口～胴下 RL横 隆帝 内面赤色殴料付着

676 2m1 1“ 47号住 2層 深鉢 V－1－B 口 RLM 隆帯

677 l蝿 2m 47号住 焼土周辺恥2．3 深鉢 V－2 胴 LR" 沈線 平行沈線渦巻文二次焼成

678 I… 197 47号住 焼士周辺 深鉢 V－l－B 胴 LR" 隆帯

679 1麹 15 47号住 炭化材上 深鉢 Ⅳ－1－A 口 沈線 3個の山形突起半裁竹笹による連弧文交互刺突文

餌0 l蝿 203 47号住 焼土 浅鉢 Ⅳ－5 口～開 0段多条 沈線 波状口緑口縁部原体圧痩で区画二次焼成

681 2m’ 172 47号●住 l層 深鉢 、－1 頚 沈纏 波状文頚部指頭圧猟のある貼付

682 2mI 167 47号住 1屑 深鉢 X 口 沈緑 クランク状のモチーフ

683 2“1 170 47号住 l層 深鉢 X 口 沈線 列点文

“4 1麹 ”I 47号住 焼土周辺 深鉢 X 口 補修孔？ 二次焼成

685 I蝿 39 48号住 中～下位 深鉢 V－l－A 口～胴 LR" 波状口緑波頂部渦巻文

686 l麹 2％ 48号化 PP1内床直 深鉢 V－2－A 、～底 RLR" 沈線 波状I二I緑平行沈線渦巻文

687 2⑪I 187 48号住 1層 深鉢 V－2 顕～胴 RL" 沈線 付着物

688 唖 101 48号住 Ⅱ層 深鉢 V－l－A 口 隆帝 口緑突起二次焼成摩滅

“9 唖 49 48号住 中～下位 深鉢 V－1－A I二I～開 LR" 波状口緑突起渦巻文蝦減

6” … 51 48号住 深鉢 V－l－A 口 RL" 隆沈線 波状口緑台状突起

的1 唖 42 48号住 PP1 深鉢 V－l－B 口～胴 RLE 隆沈線 波状口緑渦巻文外面付着物

的2 函 46 48号住 中位 深鉢 Ⅳ－4 口 LR霞 沈観 二次焼成

6” 甥 47 48号住 NO2 深鉢 X 朋下～底 LRE 二次焼成摩滅

694 麹 50 48号住 中位 壷 V 口～頚 把手状把手濁巻文二次焼成

695 2” 93 48号住 2畷 深鉢 V 口 隆補 円文絢修孔

函 2“ 83 48号住 層 深鉢 V一 一A 口 突起渦巻文二次焼成

㈱7 2帥 85 48号住 層 深鉢 V一 -A 口 突起渦巻文

的8 2師 82 48号住 層 深鉢 V一 -A 口 隆帝 突起渦巻文付着物

” 2m 81 48号住 層 深鉢 V一 一A 口 突起渦巻文

7“ 2m 餌 48号住 層 深鉢 V一 -A 、 LR" 突起渦巻文付着物



表23土器観察表（21）
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掲載 年度 仮行 遺構名 珊 位 器種 分顛 部位 腫 体 描線 憶 考

701 麺 86 48号住 層 深鉢 V－l－B 口～周 LR" 隆帝 付着物

7鯉 皿 77 48号住 層 深鉢 V－l－B 口 LRE 騒箭 付埼物

703 2m 帥 48号住 届 深鉢 V－l－B 口 LR" 隆帝 クランク状のモチーフ摩滅

7“ 2m 98 48号住 用 深鉢 V－2－A 口 RL" 隆沈綴 波状口緑

7“ 2m ％ 48号住 層 深鉢 V－2 口 LRR 沈錬 111形突起摩滅

7“ 2” ” 48号住 2層 深鉢 V－2 開 RLR" 隆沈線 付蒜物

707 2“ 95 48号他 P8 深鉢 、－1－A 口 沈線 列点文渦巻文

708 麺 76 48号住 l墹 洩鉢 Ⅳ－5 口 LR" 隆帝 口唇隆帝波状文口緑部原体圧痩袖條孔

7” 、 79 48号住 l層 深鉢 Ⅳ－4 口 LR" 隆帝 波状口緑濁巻文

7 0 2” 78 48号住 l層 深鉢 Ⅳ一l－B 口 沈線 折り返し口緑半奴竹管文波状文

7 1 2伽 94 48号住 l聯 深鉢 m－l－B 口 沈線 列点文鋸歯状文

7 2 加 97 48号住 2厨 洩鉢 Ⅳ－5 口 0段多条 口縁郁原体圧狐付蒲物

7 3 】唖 59 48号住 201号土坑 深鉢 m－1－B 顕 LRM 沈線 波状文半裁竹管刺突列浸巻文二次焼成

7 4 2“I 17s 48号住 l府 麓 V 口～胴 樹状把手

7 5 l”9 38 48号住 Ⅱ咽 洩鉢 Ⅳ－5 口～底 LR" 波状I言I緑頚部凧体旺痕

7 6 2脚I 189 49号住 埋土 深鉢 旧－1 胴～底 LR縦 沈緯 ひれ状隆帯

7 7 2，1 188 49号住 ピット埋土 深鉢 Ⅳ 口～用下 LRM 折り返し口緑

7 8 抑I 216 49号住 埋土 深鉢 Ⅶ－1 口～剛 RLR 沈線 付蔚物

7 9 2”I 220 49号住 埋土 深鉢 Ⅶ－1 にI LR縦 波状口緑頚部刺突を伴う隆帝

720 l函 1 50号住 床直 深鉢 Ⅳ－3 口～底 LR縦 沈線 平行沈線連弧文波状文二次焼成摩滅袖修孔

721 1甥 ２ 50号住 床直 小型鉢 Ⅳ－3 口～底 LR" 沈線 波状口緑波状文小突起（4ケ所）に原体圧痕

7 l麺 7 Sl号住 浅鉢 V－4 口 LR" 口絶突起渦巻状瓢郁隆帯に刻みー:次焼成

7Z3 2帥 191 ”号･住 床斜面際 洩鉢 Ⅳ－5 n～朋下 LRIM 411i位の突起口艀郁隆帯捕頭圧狐

724 2” l” 53．り住 Ⅱ層 深鉢 V－1－B 口～底 0段多条 沈線 凹膵刻みのある突起檎梢円文付諦物二次焼成

7麺 2m 192 53号住 Ⅱ層 深鉢 V－1－A 口 RLM 降沈線 波状口緑S字状の貼付渦巻文二次焼成
726 2m 201 53号住 Ⅱ層 深鉢 Ⅳ－1－B 口 沈線 ボタン状貼付の周川に指頭圧痕のある貼付平行沈練間贈頭圧痩

727 2m 210 53g･if Ⅱ層 深鉢 Ⅳ－2－A 口 突起

728 2“ 2唾 53号住 Ⅱ層 深鉢 Ⅱ－1－B 口 沈線 縦平行沈線

729 麺 麺 53号･住 Ⅱ層 深鉢 Ⅳ－2－B 口 沈級 半彼竹管列点文口再圧痩

730 麺 “ 53号住 Ⅱ層 深鉢 Ⅳ－3 口～開 LR" 2対1組の山形突起口縁部原体旺痕綾絡文付着物

731 麺 釦3 53号住 ベルトⅢ層 深鉢 Ⅳ－1－B 口 沈線 半倣竹管文

732 2伽 208 53号住 Ⅲ層 深鉢 Ⅳ－4 口 沈線 交互刺突文渦巻文波状文

733 2伽 2“ 53号住 Ⅱ層 深鉢 Ⅳ－4 口 沈線 列点文凝平行沈線

734 2m 211 53号住 Ⅱ層 深鉢 Ⅳ－4 口 沈線 縦平行沈綴列点文

73s 2” 2m 53号住 Ⅱ層 深鉢 Ⅳ－3 口 沈線 鋸歯状文



表24土器観察表（22）
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掲載 年度 仮悉 週桶名 層 位 器棚 分顛 部位 脱 体 描線 爾 考

736 2m 212 53号住 Ⅲ屑 深鉢 V－l－B 口 LRM 沈想 渦巻文

737 2” 214 53号住 Ⅱ層 深鉢 Ⅳ－4 口 LR横 沈級 列点文

738 2“ 213 53号住 Ⅱ層 深鉢 Ⅳ－4 頚 RLR槙綻 隆帯 蝋体圧痕で文様帯区画

739 2” 皿 53号住 ベルトⅢ層 浅鉢 V－4 口～胴 RL横 隆帯 袖修孔

740 2” 2“ 53号住 Ⅱ咽 浅鉢 V－4 口 LR" 口唇部隆帯漫巻文

741 Z皿 419 1号炉 土器埋設 深鉢 Ⅲ－3 口～底 0段多条 口唇刻み口緑遮る隆帯交互刺突文竹管刺突文用部上半隆帝指顛圧痕

742 皿 821 1号炉 埋土 深鉢 Ⅲ－3 頚～胴 折り返し口縁に鋸曲状文

743 ” 822 1号炉 埋土 深鉢 、－3 口 沈級 剃状の貼付と刺突が交互

秘 2皿 3” 3号炉 Ⅱ層 深鉢 V 口 突起指頭を利用した渦文

745 2m 981 3号炉 深鉢 V 口 波状口縁檎状把手

746 2皿 980 3号炉 深鉢 Ⅳ－2－A 口～胴 LR縦 山形突起縄文施文後結節縄文を縦回転口緑部原体圧狐二次焼成

747 2皿 351 4号炉 深鉢 X 胴 黛節L綴 二次焼成

測8 皿 982 4号炉 深鉢 Ⅶ－1 開 晨筋L綴 沈緑 S字文二次焼成

749 … 1051 8号炉 深鉢 Ⅶ－1 胴 LR斜 沈線 連銀状隆帯二次焼成

750 1… 196 9号炉 焼土下 深鉢 X 口～底 無節L横 折り返し口緑二次焼成

751 2m ”2 11号炉 埋設土器 深鉢 Ⅶ－1 用 LR& 沈縫 二次焼成

752 皿 ”3 11-号炉 埋設土器① 深鉢 X 底 木葉痕

753 … 1181 11号炉 深鉢 Ⅷ－2 口～開 無節R 沈綴 平行沈線抵糸文二次焼成

7勢 函 2m 5号焼土 深鉢 Ⅳ－3 口～胴 LR" 折り返し口緑ボタン状貼付貼付の下部に鈎状の貼付

755 麹 2 0 5･9･焼土 深鉢 Ⅳ－3 口～圏 LRF 折り返し口緑楢惟孔

756 蝿 2 1 5号焼土 浅鉢 Ⅳ－5 完形 波状口緑波碩部口唇に3つの刻み中央の刻みから短い隆帝貼付網代痕

757 ”9 2 2 7号焼土 深鉢 X 口～朋 LR" 折り返し口緑

758 甥 2 4 7号焼土 深鉢 X 胴～底 LRF 網代狼

759 甥 2 8 7号焼土 深鉢 Ⅳ－1－A ロ 沈縫 波状口緑弧状沈線隆帯及び沈總間に刺突列

7“ ” 224 11号焼土 矼下 深鉢 X 胴～底

761 唖 271 1･g･埋設土審 深鉢 V－l－A 口～胴 LR横凝 隆帝 波状口緑波状文

762 2,1 120 3号埋設土審 深鉢 Ⅷ－4 ロー閑 舞節L 網目状握糸文二次焼成

763 ” ”7 配石 埋土 深鉢 Ⅶ－1 閉 焦節L駁・RLR" 沈想 逆L字文二次焼成

7“ 2皿 ”8 配石 埋土 深鉢 Ⅶ－1 口 波状口緑二次焼成

765 麹 26 号住状 下位 深鉢 Ⅶ－4 口～胴 LR横巌 波状口緑頚部原体圧痕二次焼成

7“ 甥 46 号住状 壷 Ⅷ－4 口～開下 LR槙凝 頚部腫体圧痩原体を横耀回転で羽状縄文橡

767 蝉 52 号住状 中位 深鉢 Ⅶ－1 底 網代痕

768 ”9 54 号住状 中位 小型鉢 X 口～底 RLE 繩文施文後ナデ胴下ミガキ笹の葉状痕二次焼成

7⑬ 唖 45 号住状 上～中位 深鉢 Ⅶ－2 口～胴下 無節R 沈輝 撚糸文波状口総波頂部下部111文楠円文二次焼成付着物

770 唖 48 号住状 中位 深鉢 Ⅷ－3 口 LRf 沈練 波状口緑平行沈線二次焼成



ｰ
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掲戦 年度 仮待 週栂名 層 位 器種 分顛 部位 蝋 体 描線 備 考

77】 唖 41 号住状 床直上 深鉢 Ⅶ－3 口 LRIN 沈縫 波状口縁平行沈線付若物

772 函 鰯 号●住状 中位 深鉢 Ⅷ－2 ロ 沈鐘 波状口縁中空突起二次焼成

773 四 61 号住状 中･下位 深鉢 Ⅷ－3 口～嗣 LR頓硬 沈哩 波状口縁平行沈級方形区百二次焼成

774 函 53 号住状 中位 深鉢 Ⅵ－1 口～閉 RLR 沈織隆帝 逆L字文二次焼成

775 … 50 号住状 上～中位 深鉢 Ⅶ－1 ロー崩下 RL" 隆帯 中空突起橋状把手横長梢円文二次焼成

776 9” 35 号住状 中位 深鉢 Ⅶ－1 口 RL" 沈線 中空突起刺突文

777 甥 43 号住状 中位 深鉢 Ⅶ－1 口 波状口縁撚りをかけた粘土紐の把手

778 唖 62 号住状 床直上 深鉢 Ⅶ－2 口 沈想 区画内を竹管刺突で充填

779 函 “ 号住状 中位 深鉢 Ⅵ 口～開 RLR" 隆帝 波状口縁逆U字区画渦巻文摩滅

780 ”9 “ 号住状 中位 深鉢 Ⅵ 硯 RLH 隆沈鐘 渦巻文二次焼成

781 函 78 号住状 深鉢 Ⅳ－4 口 黛筋L綴 沈織 口縁に沿って刻みと刺突胴部モチーフ不明

782 唖 “ 号住状 中位 深鉢 Ⅶ－1 口 LR" 頚部隆帝区画

783 卿 51 号佐状 中位 壷 Ⅷ－2 口～胴 沈線 曲線文

7餌 函 29 号住状 中位 壷 Ⅷ－2 口～開 沈線 弧状文刺突

7鰯 甥 297 号住状 I屑 小型壷 閥－1 口～底 LRE 沈級 頚郎隆帝逆L字文二次焼成

786 甥 抑 号住状 台付鉢 咽－1 底 刺突文刻み二次焼成

787 函 128 号住状 下位 台付鉢 X 閑下～高台 決り4ヶ所？朱彩

788 函 281 号住状 上・中位 台付浅鉢 X 高台

789 函 32 号住状 中位 鎧 Ⅷ LRL" 隆帯剥離二次焼成

7” 函 47 号住状 上～中位 注口士署 Ⅸ－1 胴 周部貼付に刻目 ミガキ

791 … 75 2号住状 深鉢 Ⅶ－2 口 RLR" 沈級 波状口縁波頂部に111文刺突文貫通孔付着物

792 ” 73 2号住状 深鉢 Ⅶ－1 明 RLR" 沈纏 付蒲物

793 函 71 2号住状 深鉢 Ⅶ－1 胴 RLR" 沈纏 二次焼成

7“ 函 76 2号住状 深鉢 Ⅶ－1 胴 LRE 沈織 逆J字文二次焼成

7妬 麹 74 2号住状 深鉢 X 口～胴 RLR" 二次焼成

796 ” 291 3号住状 床世上 深鉢 X 底 網代痕二次焼成

797 ” 87 3号住状 中位 注口士署 Ⅸ－2 胴 NQ147と同一個体

798 2脚 46 1号土坑 埋土 深鉢 V－l－A 口～開 RL横疑 隆帯 波状口緑

7” 加 21 2．号土坑 2．3層 深鉢 Ⅳ－3 口 LR" 沈纏 口緑部原体圧痩

8” 皿 型 2号土坑 1層 深鉢 Ⅳ－3 口 LR 口緑部頚部厘体圧痕

801 加 23 3号土坑 埋土 深鉢 Ⅶ一 胴 RL縦 隆葡

8鯉 2” 24 5号土坑 埋土 深鉢 Ⅶ一 口 RLR縦 隆箭

803 皿 989 7号土坑 埋土 深鉢 Ⅶ一 口～胴 RLR" 隆帯 渦巻文 J字文

8“ 、 ”1 7号土坑 埋土 深鉢 Ⅶ一 開 隆帯 頚部刺突を伴う隆補二次焼成

8砧 皿 ” 7号土坑 埋土 浅鉢 堀一 口 LR横 二次焼成



表26土器観察表（24）
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掲戟 年度 仮番 過揖名 増 位 器側 分類 脇位 原 体 指練 備 考

8“ 2皿 ”3 7号土坑 埋土 深鉢 Ⅳ－2－A 口 沈線 突起に貫通孔と刺突

” … 983 9号土坑 埋土 深鉢 X 閾～底 LR 撚糸文二次焼成

8伽 皿 984 9号土坑 埋土蹄褐色士 深鉢 Ⅶ－1 口 LR" 沈纏 波状口縁

8” 2m 9％ 0号土坑 埋土 深鉢 Ⅶ－1 口～胴 RL" 沈線 逆L字文櫛目ひれ状隆帯944と同一側体

8 0 2m 995 0号土坑 埋土 深鉢 Ⅶ－1 口～開 RL" 沈線 S宇文二次焼成

8 1 1函 57 5号土坑 Ⅱ咽 深鉢 Ⅳ－3 口～開 無節R 沈想 波状口縁平行沈線間縦位の刻み撚糸文

8 2 2m 型8 6号土坑 MHx上部 深鉢 V－1－B 口 LR横 隆帯

8 3 2m 229 6号土坑 蝿．f上部 深鉢 V－1－A 口 LR" 沈練 11l形突起摩滅

8 4 麺 233 6号土坑 "iz上部 深鉢 V－1－B 口 LR" 隆帝 波状口縁贄巻文付若物

8 5 麺 232 6号土坑 蝿北上師 深鉢 V－2－B 口 LRM 隆帝

8 6 2m 230 6号･土坑 埋土上部 深鉢 V－1－A 口 隆帯 波状口緑刺突文

8 7 2“ 2郷 6号土坑 埋土上郁 深鉢 V－2 開 LR" 沈練 澗巻文二次焼成

8 8 皿 235 6号土坑 蝿士上郁 深鉢 V－2 胴 RLR縦 沈線 澗巻文内面付着物

8 9 2m 231 6吟土坑 "zt上部 深鉢 V－2 口 RL" 沈線 波状口縁桧修孔

8” 2m 2Zl 6号土坑 埋土 小型鉢 X 胴～庇 LR" 摩漣

821 2m 222 7号土坑 埋土 深鉢 X 唾 内側底部付着物二次焼成

822 2“ 236 7号土坑 埋土 洩鉢 Ⅳ－5 口 LR横 沈線 山形突起波状文

823 2脚 237 7号土坑 l料 深鉢 V－l－A 口 RLF 隆帯 波状口緑渦巻文摩滅

824 2m 223 8号土坑 埋土 深鉢 X 刷~ドー底 RL" 摩滅

8酒 加 238 3号土坑 2厨 深鉢 Ⅶ－1 閑 LRL" 沈線 ひれ状隆帝

826 加 239 9号土坑 1層 深鉢 V 口 LR" 隆帯 付蔚物

827 麺 240 99.土坑 l層 浅鉢 Ⅳ－5 Ir1 LR 頚部突起腺体圧痕

828 2” 224 20号上坑 埋土 深鉢 Ⅶ－1 開 LR" 沈線 ひれ状隆帯二次焼成

829 麺 241 20号土坑 埋土 深鉢 Ⅳ 脱 LR" 隆帝 隆帯に沿って原体圧換

830 2” 217 23号土坑 埋土 深鉢 m－l－B 口 沈綴 口艀刻み鋸歯状文

831 Z叩 218 23号土坑 埋土 深鉢 Ⅲ－1－A 、 黒節L 折り返し口緑山形突起綾絡文

832 2m 219 23号土坑 埋土 深鉢 Ⅲ－1－A 口 沈線

833 2” 225 24号土坑 埋土 深鉢 Ⅲ－3 口～底 LR横縦 沈線 口棉郎斜行沈緑頚部突起状貼付綾絡文二次焼成

834 2m 226 24号土坑 層 深鉢 m－1－B 口～胴 LRF 折り返し口縁口縁部脱体圧痩

835 2m 2“ 241 土坑 層 深鉢 V－1－A 口 RLf 隆帯 唯滅

836 2m 242 24-1 土坑 脳 深鉢 m－2－B 口～開 LRF 沈綴 半彼竹管による鋸歯状文綾絡文二次焼成

837 2m 243 241 土坑 闇 深鉢 Ⅲ－3 口 沈縫 折り返し口錘指頭圧捜侭に波状文頚部貼付

838 麺 246 251 土坑 層 深鉢 Ⅲ－3 口 LR" 沈綾隆帯 半俄竹管による鋸歯状文波状文

839 麺 247 2S号土坑 層 深鉢 Ⅲ－3 口 LRF 三n月状の貼付

840 麺 249 25号土坑 層 深鉢 Ⅲ－5 口 沈線 折り返し口緑口緑部縦に刻み内面付着物
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掲載 年度 仮番 遺桐名 墹 位 習種 分類 稲位 蹴 体 措縫 個 考

餌1 麺 248 25号土坑 1層 深鉢 m－3 口～刷 LRR 沈綴 半彼竹管文

842 2” 245 25号土坑 l屑 深鉢 Ⅲ一 -C 口 無筋L 折り返し口縁綾締文？

別3 2m 酒0 26号土坑 l届 深鉢 旧一 口 沈線 付蒋物

” 2m 酉1 26号土坑 l咽 深鉢 V一 －B 口 RLR 隆帝

餌5 2” 堂7 26号土坑 埋土 壷 Ⅶ一 口 LRE 沈練 櫛状把手

846 2m 252 27号土坑 l届 深鉢 m一 一A 口 沈練 波状口緑

847 2“ 酒3 27号 上坑 1咽 深鉢 m一 顕 沈線 波状文措状把手

848 皿 l”1 28号 i昌坑 埋土 深鉢 Ⅶ一 口～胴 RLM 隆帯

餌9 … 唖 28号 i二坑 埋土 深鉢 胴一 口～胴 RLM 隆帝 C字文二次焼成

830 2m 皿 28号 上坑 埋土 深鉢 Ⅶ一 口～胴 黛節L綴 沈綴 二次焼成摩滅

851 2皿 側2 28号土坑 埋土 深鉢 Ⅶ－2 '二1 隆補 刺突列

鰯2 2m ”3 28号･土坑 埋土 深鉢 V－2－B 1J～閑 RLR" 隆帯 尚巻文

853 2皿 4” 柱穴罫1 P62 深鉢 V－2－B 口～用 LR" 沈線 付滑物

854 2m “3 機穴群5 PP97 深鉢 Ⅶ－1 胴～底 0段多条 沈線

835 2m lⅨ 柱穴群5 PP106 台付鉢 X 高台 高台に4つの貫通孔

856 皿 175 柱穴群6 P2 小型鉢 V－2 胴 LR" 隆帯 澗巻文内面赤色顔料付着

857 2m【 1酉 柱穴群10 P4 深鉢 Ⅳ－3 口 LR" 口緑突起原体圧痕

858 2m 】4Z6 柱穴群11 P5 深鉢 V－2－B 口 LRR 隆帯 尚巻文付着物

859 I” 刀3 柱穴群14 深鉢 X 胴～庇 LR柵縦 網代痕二次焼成
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掲載 年度 仮併 出土地点 層 位 器種 分類 部位 隙 体 描線 胴 考

8釦 2m 351 nB5g区深掘 深鉢 I 口 焦筋L 隆帯 口唇刻み鋸歯状口緑鋸歯状文

861 2m 唾7 nB6f区包含層 褐色十 深鉢 Ⅱ－1－A 口～開 LR横 沈線 波状口緑下部三角形区画交互刺突文綾絡文

862 l甥 019 nB6gIXIh118 深鉢 Ⅱ－1 胴 LR･蕉節R 沈線 半蚊竹管文刺突文ボタン状貼付紡節羽状繩文

863 1唖 032 nB7g区晦44 Ⅱ咽下位 深鉢 Ⅱ－2 頚～底 頚郁隆帝原体圧痩突起状貼付底部へラによる圧痕？

8“ '四 012 UB8g区NQ31 深鉢 Ⅱ－2 頚～閥下 顕蹄隆帯揃頭圧痩

8“ 2m “9 nB5g区深掘 深鉢 n－2－B 口～胴 LRRL横 顕郎隆帯竹管刺突綾絡文

8“ 2m 263 nB7 区包含層 褐色上 深鉢 n－2－B 口～胴 無節L 頚部隆帝列点文鐡糸文

867 2皿 183 nB6 区包含層 褐色-催 深鉢 Ⅱ－2－B 口 黛筋L 頚部隆補竹管刺突抵糸文二次焼成

8餌 2m 2“ UB5 区深掘 深鉢 Ⅱ－2－B 口 半裁竹管文口唇刻み I言l縁部内閲隆帯

8紗 2皿 278 UB8 区 I咽 深鉢 Ⅱ－3 胴 RL横 沈線 半戟竹管クランク状

870 2皿 405 HB8 区深掘 深鉢 Ⅱ－3 口～開 無節L凝 山形突起頚郎刺突内面付着物

871 l蝉 、1 nBlOf区XOl 深鉢 Ⅲ一 一A 口～嗣下 LR 沈織 波状口緑平行沈綴側に刺突頚部隆帝に刻み綾絡文

872 皿 017 nB7f区深掘 深鉢 、一 =A 1_1～胴下 撚糸 波状口緑垂下隆帯区画刺突文

873 1函 021 nB7g区No39 深鉢 Ⅲ一 -A にI 沈線 波状口縁波頂部から亜下隆帯指頭圧痩平行沈線

874 2,1 127 nB4f区 Ⅱ恩 深鉢 、一 -A 口 沈線 波状口緑平行沈録川及び頚部隆帯に列点文

875 2皿 271 nB8f区トレンチ 深鉢 Ⅲ一 －A 口 沈綴 波状口緑平行沈線間刻み波頂郎隆帯刻み

876 2m 387 nB5e区包含鰯 深鉢 Ⅲ一 一A 口 LR横凝 沈線 波状口緑波頂部ボタン状貼付垂下隆帝

877 2m 188 nB6f区包含届 烈色土 深鉢 Ⅲ一 -A 口 沈線 竹管刺突垂下隆帯刻み

878 皿 224 nB9h区 深鉢 Ⅲ一 一A 口 沈線 波状口縁平行沈線刺突文

879 皿 2“ UB7f区 深鉢 Ⅲ一 －A 口 沈線 波状口緑半裁竹管文

880 2咽 2” HB5f区包含層 褐色土 深鉢 Ⅲ一 一A 口 隆帯 波状口縁澗巻文刺突文

881 2m 433 nB7h区深掘 深鉢 Ⅲ－ 一A 口 沈線 鋸歯状文頚郎刻み二次焼成

882 l唖 132 nB10e区池211 m層 深鉢 Ⅲ一 －A 口 LR" 沈線 波状口緑波頂部貫通孔半裁竹菅文

883 1函 113 nB9g区池15 Ⅱ層下位 深鉢 Ⅲ一 －A 口 LR" 沈線 突起から垂下隆帯と頚部隆帝に刻み鋸歯状文刻みによる列点文

884 2m 384 nB5e区包含層 深鉢 Ⅲ一 一A 口 折り返し口緑列点文叫(体圧換

8鰯 皿 18s UB6f区包含咽 深鉢 、一 －A 口 LR" 口縁突起

886 … 279 UB8f区包含厨 蝿褐色土 深鉢 、一 －A 口 LRf 沈線 半裁竹管文波状文頚郁刺突

887 2m 唖 HB6g区トレンチ 深鉢 Ⅲ一 一A 口～胴 無節R 沈線 波状口緑隆帝垂下綾絡文888と胴1-．個体

888 2m 138 nB6g区トレンチ 深鉢 Ⅲ一 －A 口 無筋R 口縁突起半裁竹管文綾絡文887と同一偶体

889 皿 ” nB5e区包含層 褐色土 深鉢 、一 －A 口一雨 無随L 波状口緑篭下屋帝原体圧痕頚節隆帝術頭圧痕

8” … 383 nB5e区包含届 褐色土 深鉢 Ⅲ一 －A 口 無節L横 山形突起ボタン状貼付睡下隆帯桁頭圧摸二次焼成

891 2m 386 nB5e区包含届 深鉢 Ⅲ一 一A 口 RL" ボタン状突起

8兜 ” 182 nB6f区トレンチ 深鉢 、一 一A 口 RLLR結筋 隆帯 波状口緑突起頂部刻み唾下隆帯柑頤圧痕羽状縄文

8” 2皿 2⑬ UB6h区深掘 深鉢 、一 －A 口 LR" 波状口緑突起折り返し口緑垂下隆帯揃頭圧痕

894 2m 430 nB7h区包含層 褐色土 深鉢 Ⅲ一 －A 口 隆帯 山形突起瓢部刺突
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掲載 年度 仮番 出土地点 層 位 器徹 分類 部位 原 体 描線 悶 考

895 麺 397 nB8e区包含厨 深鉢 Ⅲ一 一A 口～厨 LR" 沈線 波状口緑突起腫体圧痕波状文

8％ 皿 3鰯 mBlj区深掘 深鉢 Ⅲ一 一A 口 波状口緑弧状文

897 皿 唾2 nB6h区深掘 深鉢 Ⅲ一 －B 頚～胴下 LRE

898 】函 唾0 恥108 深鉢 Ⅲ一 －B 口～胴 沈線 折り返し口緑4単位垂下隆帝に刻み平行泣線1m刻み

8” ” 133 HB6g区包含屑 縄色土 深鉢 Ⅲ一 －B 口～頚 無節L 折り返し口緑隆帯刻み綾絡文

皿 l” 174 UB7g区恥47 Ⅱ層下位 深鉢 Ⅲ一 －B 口 RLR横 折り返し口緑振輌序痕鞍緒文

”1 皿 214 UB5f区包含屑 翻色十 深鉢 Ⅲ一 －B 口 LR" 折り返し口緑頚部指頭圧痕敏雄文

” … 241 UB6e区包含層 褐色十 深鉢 Ⅲ一 一B 口 RL・LRE 折り返し口緑に突起壁~ド隆帯揃頭圧痕

”3 ml 】31 nB4g区 Ⅱ層 深鉢 Ⅲ一 －B 口 LR｡ 沈線 折り返し口緑露歯状文

蝿 2m I巧7 HB7f区深掘 m層 深鉢 Ⅲ一 －B 口 沈線 平行沈線間刻み

9“ 2m 11脚 UB6f区包含層 黒色土 深鉢 Ⅲ一 －B 口 RL" 折り返しI二I緑

9“ 2m 1408 UB7e区包含層 照褐色十 深鉢 Ⅲ一 一B 口 沈線 鋸歯状文二次焼成

” 皿 1273 UB8f区包含籾 深鉢 Ⅲ一 －B 口 沈線 鋸歯状文垂下隆帯刻み二次焼成

”8 皿I I知 nB4g区 Ⅱ屑 深鉢 Ⅲ一 －B 口 沈線 折り返し口緑末熔及び平行沈線間列点文

蝿 … 1421 nB7g区ベルト 深鉢 Ⅲ一 －B 口 沈纏 突起貼付で刻み状波状文

9 0 、1 128 UB4g区 Ⅱ暦 深鉢 Ⅲ一 -B 口 沈線 折り返し口緑鋸歯状文列点文

9 1 2“1 132 HB5g区 Ⅲ屈服面 深鉢 Ⅲ一 －B 口 沈線 網同文

9 2 皿 お6 UB7f区包含層 縄色士 深鉢 Ⅲ一 -B 口 LR" 折り返し口緑2条の隆術垂下

9 3 皿 137 UB6g区包含層 深鉢 Ⅲ－2 顕～胴 折り返し口緑頴郎竹管刺突垂下隆帝刻み

9 4 皿 255 UB7f区ベルト Ⅱ層 深鉢 、－2 閑 沈線 刺突を伴う躍歯状文

9 5 1麹 ” UB8g区池18 深鉢 、－2－A 口～底 LR" 折り返し口緑 1単位中空突起交互押圧のY字状降帝ボタン状貼付

， 6 2m 2“ mBli区 Ⅱ壇 深鉢 Ⅲ－2－A 口 LRE 隆帯 波状に1緑弓矢？を表現ボタン状貼付

， 7 2m 狸5 HB8f区包含層 深鉢 Ⅲ－2－A 口 LR" 折り返し口縁撚糸文山形突起頚部突起橡貼付二次焼成

9 8 1甥 124 nB6f区恥108 深鉢 Ⅲ－2－A 口～胴 無節L縦 波状口緑口唇刻み垂下隆帯に交互押圧による波状文頚部突起状貼付

9 9 2皿 381 nB5e区包含珊 深鉢 Ⅲ－2－A 口～胴 黛筋R損綬 折り返し口緑突起頂部から隆補垂下

920 皿 217 nB5h区包含層 褐色土 深鉢 、－2－A 口～開 LR" 波状口緑波頂部下郎揃甑による刺突口唇刻み二次焼成

921 皿 ”0 nB5f区 深鉢 m－2－B 口～開 LRR 折り返し口緑垂下隆帯区画半裁竹管鋸歯状文

922 函 ”3 nB9f区恥57 深鉢 m－2－B 口～底 LR" 口唇と頚部に交互押圧による波状隆帯三角文綱代痕

923 函 皿 nB9g区恥30 深鉢 m－2－B 口～胴 RL 折り返し口縁娼部に刻み突起4カ所綾絡文

924 甥 056 nB8g区恥118 、層上面 深鉢 m－2－B ロー胴 LRW 口緑郁半故竹管文沈線馴郎から鈎状隆帯垂下

9Z5 函 011 nB6f区XQ93 深鉢 m－2－B 口～開 黛筋L 口唇邪近く突起状貼付頚部描頭圧痕綾絡文

”6 ” 唖 UB7g区池70 深鉢 m－2－B 口～胴 折り返し口緑頚部突起口緑刺突列

蛇7 麹 “I nB8g区恥18 深鉢 Ⅲ－2－B 口～胴 晨節L・R ボタン状貼付垂下逆V¥･L字状隆帯に指頭圧痕原体圧痕抵糸文綾絡文

928 皿 011 nB7f区包含届 深鉢 Ⅲ－2－B 口～底 黛節L横 口唇肥厚刻みのある半円状隆帯から垂下隆帯指甑圧痩頚部ボタン状貼付

929 2m 012 nB7f区包含厨 褐色土 深鉢 m－2－B 口～底 RL横 2本の壁下隆帝原体圧痕頚郁突起様貼付
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郷戦 年度 仮番 11l土地点 刷 位 器趣 分斌 部位 原 体 描線 備 巻

930 2m 018 UB5f区深掘 深鉢 m－2－B 口～開 LR横 折り返し口緑垂下隆補縄文膣文

”1 2m “2 UB6g区包含屑 褐色土 深鉢 m－2－B 頚～胴 晨節L 隆帯 隆帯揃頭圧痕綾絡文

932 … 111 nB6f区包含層 小型鉢 m－2－B 口～底 沈線 口辱刻み頚部突起様貼付剥突文

”3 … 186 nB6f区トレンチ Ⅱ層 深鉢 m－2－B 口 波状口緑波頂部円文半彼竹管文鋸歯状文

934 2m 208 nB5f区包含届 側色土 深鉢 m－2－B 口 沈線 平行沈線間刻み

”5 2皿 211 nB5(区包含層 悶色士 深鉢 m－2－B 口 LRM 折り返し口緑綾絡文

936 2m 215 nB5h区包含層 褐色土 深鉢 m－2－B 口 沈線 口辱刻みで鋸歯状口緑列点文鋸歯状文二次焼成摩滅

937 2皿 220 nB5f区包含層 褐色土 深鉢 m－2－B 口 黛筋L 慨り返し口緑綾絡文

938 … 250 nB6h区深掘 深鉢 m－2－B 口 不咽 折り返し口縁綾絡文

939 ” 4m nB7g区ベルト 深鉢 m－2－B 口 LR" 折り返し口縁垂下隆帯指馴圧痕

9抑 2m 124 nB8f区包含層 深鉢 m－2－B 口～胴 LR鯉損 折り返し口縁口唇鋸歯梯貼付睡下隆帯クランク状付着物

941 2m 129 nB8g区トレンチ Ⅱ層 深鉢 m－2－B 口～胴 LR根縦 折り返し口縁隆補垂~ド揃頭圧痕

942 2皿 359 nB7f区トレンチ Ⅱ層 深鉢 m－2－B 口～胴 唯下降帯側面刻み二次焼成

943 l麹 皿 UB9f区池印 深鉢 m－2－c 口～底 LRM 折り返し口縁頚郁突起状貼付

蝿 l函 “Z nB8flXXO24 Ⅱ層下位 深鉢 m－2－c 口～底 LRM

蝿5 l… “0 nB7g区和43 深鉢 m－3 口～胴下 LR 馴師隆帝及び鎗状に垂下隆帯原体圧痕綾絡文

946 1函 126 nB7g区胸44 深鉢 Ⅲ－3 口～胴 LR樹嬢 折り返し口縁頚部隆帝刻み半裁竹管刺突

“7 2皿 “1 nB6f区包含層 褐色土 深鉢 Ⅲ－3 口～胴 LRIm 半奴竹管文刺突文

948 Z皿 019 nB7f区深掘 深鉢 Ⅲ－3 口～胴 綾織欄 3蝋位突起から逆V字状隆帝括頭圧痕

“9 2m “9 nB5cIx包含層 褐色士 深鉢 Ⅲ－3 口～胴 LR" 隆補 断り返し口縁垂下隆帝区画

9” 2皿 “0 nB7g区 深鉢 Ⅲ－3 口～底 LR" 祝り返し口緑二次焼成

951 2皿 隅7 nB8f区 深鉢 Ⅲ－3 口～胴 LR硬槙 折り返し口縁頚部2側1組突起様貼付

952 2皿 “3 nB6f区包含層 深鉢 Ⅲ－3 口～閥 LRf 折り返し口縁頚部突起梯貼付

”3 2m “1 nB7g 深鉢 Ⅲ－3 顕～胴下 焉節L駁 垂~ド隆帝区画頚部突起様貼付

954 2m1 142 UB4H区 I鼎上部 深鉢 Ⅲ－3 口～胴 LRIm 壁下隆帯指頭圧換頚部貼付刻み綾絡文

”5 2m 218 nB5h区包含層 褐色ﾆヒ 深鉢 Ⅲ－3 口 LRh 沈線 鋸鮒状文二次焼成

”6 2皿 Z弧 nB9h区ベルト Ⅱ墹 深鉢 Ⅲ－3 口 沈線 鋸樹状文刺突文

957 2m 320 埋めもどし土 小型鉢 Ⅲ－3 口 沈線 半奴竹管文交互刺突文

”8 2m 412 UB7g区深据 深鉢 Ⅲ－3 口 沈線 平行沈線Ⅲ刻み二次焼成付着物

959 2m 245 ⅡB7 包含屑 褐色士 深鉢 Ⅲ－3 口 LRM 折り返し口緑頚郎突起状貼付

唖 2皿 261 ⅡB7 深掘 Ⅲ墹 深鉢 Ⅲ－3 口 沈線 口緑内側に折り返し半裁竹管文頚部突起梯貼付

％1 2皿 192 nB6 区包含屑 照色士 深鉢 Ⅲ－3 口 LRIM 口辱刻みで鋸歯状半倣竹替文

962 2m 301 UB9 区 Ⅱ屑上郁 深鉢 Ⅲ－3 口 LR" 沈線川刺突二次焼成

963 2m 3％ UB8e区深掘 Ⅱ層 深鉢 Ⅲ－3 口 半故竹管

” l麺 17s nB9f区XO58 Ⅱ咽下位 深鉢 、－3 口～胴 沈線 半哉竹管文
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965 2皿 1274 UB8f区包含層 深鉢 Ⅲ－3 口～胴 LRf V字状貼付下部ボタン状貼付

蛎 2m 1189 UB6f区包含層 深鉢 Ⅲ－3 口～胴 無節L 口唇刻みで鋸MI状頚部突起状貼付綾絡文二次焼成

％7 … 11” nB6f区包含明 小型鉢 Ⅲ－3 口～胴 LRRL" 口唇半裁竹管刺突半裁竹符文綾絡文

醜 2m 1136 UB6g区包含刷 褐色土 深鉢 Ⅲ－3 口 LRF 頚部隆帝指頭圧痩

9⑲ 2，1 141 nB4g区 Ⅱ別 深鉢 Ⅲ－4 口～胴 LR｡ 折り返し口緑 l単位突起貧通孔

970 2m 伽2 nB5f区包含咽 縄色士 深鉢 Ⅲ－4 口 隆帯 口緑突起半蝕竹管刺突文

971 2m 似6 nB5f区包含層 褐色土 深鉢 Ⅲ－4 口～閑 外ケズリ内ナデ詞整

972 I麺 唾9 nB8g区恥36 Ⅱ闇.ド位 深鉢 Ⅲ－4 用上～底 LRF 沈線 網代痕

973 2m “9 UB8f区トレンチ 略褐色上 深鉢 Ⅲ－6 開～胴ド LR縦 綾絡文

9刺 2m 070 HB7f区包含圏 褐色上 洩鉢 Ⅲ－5 口～底 LRF 折り返し口緑突起

”5 … 071 nB8f区包含明 黒褐色土 浅鉢 Ⅲ－5 口～底 LRf 綾絡文

976 l函 0】8 nB7g区Xn43 洩鉢 、－5 口～底 折り返し口総網代痕

977 2〔、 I弱 nB6g区トレンチ Ⅱ屑 洩鉢 、－5 口 LR" 口唇隆帯揃醐圧痕

978 l函 017 nB7g区池46 洩鉢 、－5 口～底 口緑U字状貼付頚部刺突列綱代痕

979 2m 216 nB5f区包含聯 褐色士 浅鉢 、－5 口～胴下 RLf 折り返し口総頚部揃頭圧換

9帥 皿 226 HB9h区ベルト Ⅱ層 浅鉢 、－5 口～底 波状口縁口緑内閲に折り返し底部へラによる文様二次焼成

981 2皿 2“ UB5f区包含恥 褐色-I: 洩鉢 、－5 口～胴 沈線 口唇近く半蚊竹祷刺突文朋郁隆帝

982 2皿 327 HB9j区 Ⅱ層$1 ～下位 洩鉢 、－5 口～胴 沈線 円文

983 2m 247 UB7f区包含明 褐色I 洩鉢 、－5 口～胴 沈線 山形突起鋸#I状文半欲竹管文

984 2m 唾4 nB6g区包含脳 褐色i 洩鉢 、－5 口～底 RL" 貫通孔のある突起

98s 2咽 127 nB7f区包含暦 浅鉢 Ⅲ－5 口～胴~ド LR横 口縁突起鋸#i状貼付綾絡文

986 2m 010 nB8f区 Ⅱ屑下部 深鉢 Ⅳ一 一A 口～底 RLE 波状口縁頚部とロ縁に刻み波状文網代猟

987 l函 ” nB6g区池118 (釦Z住？） 深鉢 Ⅳ－ 一A ロー胴下 LRE 沈総 l単位中空突起連弧文

988 2m 014 UB5f区深掘 深鉢 Ⅳ－ －A 口～底 沈線 波状口縁半戯竹脊文頭部突起様貼付

989 1… 149 UB5f区胸l“ 深鉢 Ⅳ－ -A 口 波状口縁波願部刻み突起状貼付

卿 2m 277 UB8f区 暗側色土 深鉢 Ⅳ－ －A 口 LR" 隆帯 山形突起交互刺突文半彼竹管文

”1 I函 108 UB6f区池” 浅鉢 Ⅳ－ －A 口～胴 LRF 沈線 波状口縁口緑部原体圧痕波状文平行沈線

”2 l” 旧8 nB6f区XO84 深鉢 Ⅳ一 一A 口 口緑突起波頂部刻み刺突隆帯捕頭圧痕

993 2m 126 nB7f区包含層 深鉢 Ⅳ一 -A 口～頚 RL縦横 沈線 口縁突起交互刺突文渦巻文

”4 2m 187 nB6f区包含咽 褐色土 深鉢 Ⅳ一 一A 口 LR" 沈線 波状口縁酷歯状文

”5 2m 228 nB9h区ベルト 熟褐色上 深鉢 Ⅳ一 -A 口 【胃I縁突起

恥 皿 雪1 nB7f区包含眉 褐色上 深鉢 Ⅳ－ -A 口 LR凝横 沈線 波状口縁波状文交互刺突文貼付に刻み

”7 2m ” UB7f区トレンチ Ⅱ闇 深鉢 Ⅳ一 -A 口 波状口緑突起ボタン状貼付内面3条の刻み

”8 2m 272 UB8f区 I暦 深鉢 Ⅳ一 -A 口 LRM 沈線 波状口縁折り返し口縁迎誕文二次焼成

蝿 皿 391 HB5e区包含層 深鉢 Ⅳ－ -A 口 口縁突起



表32土器観察表(30)
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掲載 年度 仮播 出土地点 層 位 謬種 分頚 部位 服 体 描線 愉 考

1m 麺 1310 試掘 深鉢 Ⅳ一 一A 口 LR躍横 沈級 波状口縁鋸歯状文

1”1 “ 1275 nB8f区包含層 深鉢 Ⅳ一 一A 口 LR綴横 沈線 波状口縁波状文

I的2 2m 1416 nB7g区 Ⅱ脳 深鉢 Ⅳ一 -A 口 沈線 弧状文

l”3 2”I 126 nB3厘区 Ⅲ明 深鉢 Ⅳ一 一A 口 沈線 折り返し口緑末嬉刻み

I” 皿 1324 mBl f区包含層 褐色士 深鉢 Ⅳ一 頚 LR" 沈級 連弧文

1” 2” 1033 nB5h区深掘 深鉢 Ⅳ一 －B 口～胴 RLR" 隆帯 頭部竹管刺突曲線文

1噸 “ 1315 埋めもどし土 深鉢 Ⅳ一 -B 口 LR" 口鰍部突起隆帝刻み

lm7 1頸 “55 nB5g区 Ⅱ図下位 深鉢 Ⅳ－2－A 口～閾 LRRL結節 沈統 箇通孔のある方形突起口緑原体圧痕半裁竹管文円文羽状縄文

'㈹8 2m 028 nB6f区包含層 掛色士 深鉢 Ⅳ－2－A 口～胴 RL" 3順位山形突起下部突起梯貼付

l伽9 2咽 湖6 nB7f区包含屑 褐色土 深鉢 Ⅳ－2－A 口～胴 無節L横 隆帯 波状口縁隆帯脇原体圧拠

1010 2m 3画 埋めもどし土 深鉢 Ⅳ－2－A 口～胴 LR" 隆帯 波状口縁連弧文二次焼成

1011 l唖 唖 nB7g区No4】 深鉢 Ⅳ－2－B 頚～底 LR 隆帝 瓢部から垂下波状文綾絡文

1012 2m 03s nB7f区包含層 褐色士 深鉢 Ⅳ－2－B 口～胴 LR" 交互刺突文綾絡文

1013 2m “2 出土地不明包含層 深鉢 Ⅳ－2－B 口～胴 黛節L巌 折り返し口緑

1014 2m 037 nB5f区深掘 深鉢 Ⅳ－2－B 口～胴 LR" 沈線 波状文

1015 l唖 “8 恥71 Ⅲ増上而 深鉢 Ⅳ－2－B 口～底 LRn 折り返し口緑頚部から隆帝垂下

1016 皿 236 mBlf区包含闇 褐色土 深鉢 Ⅳ－2－B 口 LR" 口緑服体圧痕二次焼成

1017 2m 酒9 nB6h区深掘 深鉢 Ⅳ－2－B 口 RLR" 隆帯 隆補に沿って臓体圧痕口辱部突起状に外側に喪り出す

1018 … 388 UB5e区包含墹 深鉢 Ⅳ－2－B 口 半数竹管文垂下する隆帯に刻み二次焼成

1019 2m 312 試掘 深鉢 Ⅳ－2－B 口 LR縦 頚部臓体圧痕二次焼成付対物

1020 1四 314 UB4g Ⅱ層 小湿鉢 Ⅳ－3 口～底 舞節L検罐 隆帯 折り返し口緑盟郎梢円文

l唾1 2m 013 nB6j区包含刷 深鉢 Ⅳ－3 口～底 沈線 口絶に突起矢羽文半裁竹管文

1唾2 l甥 ”5 UB5f区Nql13 深鉢 Ⅳ－3 口～底 LR罐横 沈線 粗雑沈線文二次焼成

1023 2皿 015 UB6f区包含届 黒色土 深鉢 Ⅳ－3 I写1～胴 LR根確 折り返し口縁付着物

1，4 皿 016 nB7g区 深鉢 Ⅳ－3 口～胴 舞踊L額 折り返し口縁押し引きによる．の字状文

102s … 026 nB6f区包含増 巽僅北 深鉢 Ⅳ－3 口～胴 LRf 沈線 弧状隆帝区画平行沈線文頚郎突起様貼付

10誕 … 036 nB5f区深掘 深鉢 Ⅳ－3 口～胴 lll形突起交互刺突文

1，7 Z、 132 nB6g区包含層 深鉢 Ⅳ－3 口～胴 隆帝 折り返し口緑口緑原体圧痩曲纏文

1，8 2，1 137 nB7h区 Ⅱ層 深鉢 Ⅳ－3 口～胴 LRE 沈線 円形突起下郁憂形文連弧文

1029 2m【 135 nB6h区 Ⅱ闇 深鉢 Ⅳ－3 口 LR" 随帝 口唇隆帯貼付口緑部原体圧猟

10” 2mI 1梨 nB6f区 3層 深鉢 Ⅳ－3 口 RLE 沈緑 口縁部斜行沈線

1031 皿 1417 nB7e区包含咽 褐色土 深鉢 Ⅳ－3 口～刷 LR& 沈線 平行沈線間刻み波状文

1032 皿 1212 nB5f区包含届 拠僅f 深鉢 Ⅳ－3 口 LR" 波状口緑半裁竹管文交互刺突文

1033 皿 1213 nB5f区包含届 褐色土 深鉢 Ⅳ－3 口 口唇突起と刻み半裁竹管文交互刺突文

10梨 皿 1233 nB9h区 黒褐色土 小魂鉢 Ⅳ－3 口～胴 LRE 沈級 波状文
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掲載 年度 仮岳 出･+弓地点 層 位 善種 分類 部位 腫 体 描纏 偵 考

⑱5 麺1 139 nB7h区 Ⅱ層 深鉢 Ⅳ－3 口 LRf 口緑郁原体圧痕

036 1麹 131 nB6f区地5 深鉢 Ⅳ－4 口～胴 RL横 沈線 交互刺突文円文

037 ” 191 nB6 区包合珊 深鉢 Ⅳ－4 口～胴 無節L横 X字貼付交互刺突文

038 I麹 173 nB8 区脳26 深鉢 Ⅳ－4 胴 LR横 沈線隆沈線 波状文弧状文

039 皿 350 ⅡB7 区包含層 褐色土 深鉢 Ⅳ－4 口 焦筋L槙 交互刺突文垂下隆帯区画

岬 皿 I” ⅡB6 区包含層 黒色十 深鉢 Ⅳ－4 口 LRL" 交互刺突文

“1 2皿 262 ⅡB7 区深掘 m層 深鉢 Ⅳ－4 口 LRM 沈線 波状口緑波頂部刻み鋸歯状文頚郎刻み

“2 2噸 1“ nB9 区 表採 深鉢 Ⅳ－4 口 RL" 口唇隆帝刻み頚部原体圧猟

“3 2皿 316 鰯めもどし土 深鉢 Ⅳ－4 口 不明 沈線 頚部隆帯刻み鋸歯状文二次焼成

四 皿 28I nB8f区 I層 深鉢 Ⅳ－4 口 LRf 沈線 原体圧狼楠円文波状文

“5 ” 248 nB6h区 Ⅱ層 深鉢 Ⅳ－4 口 黛箇L綴 沈練 頚部列点文鋸歯状文

“6 2m 2“ nB7f区ベルト Ⅱ層 深鉢 Ⅳ－4 口 沈線 交差沈線で綱目状頚部付近突起様貼付

“7 2皿 ”5 HB5f区深掘 深鉢 Ⅳ－4 口 沈線 波状口緑網目状

“8 2皿 332 nB49．5g区トレンチ 深鉢 Ⅳ－4 口 沈線 波状口緑惜状把手刻み

“9 2咽 219 nB5f区包含脳 小型鉢 Ⅳ－4 口 沈線 隆箭刺突半裁竹管文

“0 2m 353 nB5g区深掘 深鉢 Ⅳ－4 口 渦巻状突起頭部隆帯刻み波状文

“】 … 149 nB5h区深掘 深鉢 Ⅳ－4 口 LR" 隆補術、庄痩頭部風体圧痕

052 “ 413 HB7g区ベルト 深鉢 Ⅳ－4 口 LR検 沈線 二次焼成

053 … 妬5 nB7f区包含刺 褐色士 深鉢 Ⅳ－4 口 沈線 口縁突起渦巻文橋状把手二次焼成

“4 麺】 143 nB5g区 Ⅱ層 深鉢 Ⅳ－4 口～胴 黛節L 沈線 口辱小突起逆U字状貼付刻み

055 … 】3“ mBIg区包含暦 深鉢 Ⅳ－4 胴 RL" 沈紐隆帝 隆帯111文沈想隅丸方形区百

056 2m 1432 UB7h区深掘 深鉢 Ⅳ－4 口 LRf 隆沈鯉 にI唇貼付原体圧換波状文二次焼成

057 2m 1422 HB7g区トレンチ 深鉢 Ⅳ－4 口 沈線 小突起斜行沈線

058 2皿 1419 UB7e区包含職 褐色土 深鉢 Ⅳ－4 口 沈線 山形突起下部2個ボタン状貼付二次焼成

059 麺1 136 nB6h区 Ⅱ届 深鉢 Ⅳ－4 口 LRf 沈練 辿弧文

函 2m 414 nB7e区包含層 褐色上 深鉢 Ⅳ－4 口 LRf 沈級隆帯 波状口緑波状文X宇文付若物

“1 1甥 016 nB6f区池88 浅鉢 Ⅳ－5 口～底 原体圧痕で楕円文頚部隆帯に指頭圧痕

0唾 l唖 015 UB5f区恥1"･No88 浅鉢 Ⅳ－5 口～底 波状口緑突起部飾りに刻みボタン状貼付

063 2皿 021 HB39．4g区トレンチ 洩鉢 Ⅳ－5 口～庇 LR" 口緑2条原体圧痩

” l… 腿5 UBIOe区胸2“ 、層 洩鉢 Ⅳ－5 口～底 LRf 口辱突起描甑押圧樅の紫状痕

“5 I” 3妬 UB8g区 Ⅱ層 浅鉢 Ⅳ－5 口～底 焦節L 波状口緑口緑部蹴体圧痕綱代痕

嘘 '四 014 nB6f区脆I“ 浅鉢 Ⅳ－5 開～庇 綱代痕

恥7 2m “9 nB7f区 浅鉢 Ⅳ－5 口～底 LRRL結節 波状口緑綾絡文羽状縄文

恥8 ” 074 nB7f区ベルト 洩鉢 Ⅳ－5 口～朋下 LRf 沈線 口緑突起渦巻文巡弧文

唖 2m 073 nB6f区トレンチ 浅鉢 Ⅳ－5 口～底 波状口緑木葉痕
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掲載 年度 仮番 出土地点 屑 位 蕃種 分麺 部位 風 体 描線 佃 考

070 皿 唾 ⅡB8 区包含層 浅鉢 Ⅳ－5 胡～底 銅代痕

〔〕71 2m “2 nB7 区包含層 褐色士 深鉢 Ⅳ－5 刷下～底 LR横 綾絡文網代痕

(〕72 2m “7 nB8 Ⅸ包含層 洩鉢 Ⅳ－5 胴～底 網代痕

073 2m “8 nB5 区深掘 洩鉢 Ⅳ－5 I言I～底

074 2皿 075 ⅡB7 区トレンチ Ⅱ咽 洩鉢 Ⅳ－5 口～開下 口縁内閲に折り返し

WS 皿 m6 nB7g区深掘 洩鉢 Ⅳ－5 I]～底 綾繰横 波状口縁

師6 皿 078 UB7f区 褐色土 洩鉢 Ⅳ－5 口～底 4単位突起

、7 2皿 134 nB6g区包含層 褐色土 洩鉢 Ⅳ－5 口～胴 突起

、8 2m 131 UB7f区包含層 掲色土 洩鉢 Ⅳ－5 口～胴 RL" 隆帯 曲線文綾絡文

m9 2m 223 UB9h区ベルト Ⅱ咽 洩鉢 Ⅳ－5 n～開 波状口緑波頂部ボタン状貼付

” 2m 229 nB7f区包含層 褐色土 洩鉢 Ⅳ－5 口～開 RLE 隆帯 大小2個の中空突起鋸歯状文綾絡文

081 2m 羽0 nB8f区包含屑 側褐色土 洩鉢 Ⅳ－5 口～閣下 LR" 沈線 柚円文原体圧痕

082 … 379 UB5e区包含暦 褐色土 洩鉢 Ⅳ－5 [1～胴 波状口縁波頂部ボタン状貼付内面刻み二次焼成

083 2m 401 HB8e区包含層 鵬褐色土 洩鉢 Ⅳ－5 口～胴 LR" 口緑渦巻状突起突起下部原体圧痕

084 1蝿 035 UB9f区恥62 ､層下位 深鉢 V一 一A 口～胴下 0段多条 折り返し口緑l11形突起下部隆苛貼付

085 】麺 … nB5g区 Ⅱ層下位 深鉢 V一 一A 口～胴 LRE 口緑突起S字状

“ l函 l” nBloe区唾02 Ⅱ届下位 深鉢 V一 一A 口～用 LRE 隆帯 波状口縁潰巻文

0師 l唖 l典 DBlOe区Mm1 Ⅲ層 深鉢 V一 一A 口 LRla 隆帯 中空突起潰巻文剥離

088 2m 362 nB5h区トレンチ 深鉢 V一 一A 口～胴 RLR柚鞭 隆帯 中空突起渦巻文

089 2m 367 nB6h区深掘 深鉢 V一 一A 口 沈緑 口縁中空突起口騨揃賊圧痕で鋸揃状二次焼成

卿 2皿 368 nB6h区 I層 深鉢 V一 一A 口 LR" 沈綴 口緑突起二次焼成

的I 2m 370 nB6h区深掘 深鉢 V一 －A 口 LRM 隆帯 中空突起付蔚物

的2 皿 3⑬ nB6h区深掘 深鉢 V一 －A 口 中空突起構状把手二次焼成

”3 2m 374 nB6h区 Ⅱ屑 深鉢 V一 一A 口 無節L 隆帯 口緑突起内外S字状文撚糸文

㈱4 2Ⅸ、 372 nB9j区 Ⅱ厨 深鉢 V一 一A 口 中空突起二次焼成

㈱5 2”I 133 nB5h区 Ⅱ層 深鉢 V一 －A 口 LR槙經 隆帯 波状口縁渦巻文

恥 】甥 ”1 nBlOe区WOl 、厨 深鉢 V一 －B 口～胴 LR" 隆帯 平行隆帯渦巻文

”7 2m 、5 nB7f区包含層 縄色十 深鉢 V一 －B 口～胴下 LR斜耀 沈糠 三角形区画繭点円形貼付 区画中央曲線文

”8 1麹 昭1 nBlOe区恥201 Ⅲ咽 深鉢 V一 一B 口～胴 RL槙糎 隆帯 波状文渦巻文

” l函 087 nBIOe区恥201 Ⅲ咽 深鉢 V一 一B 口～胴 RLR横耀 隆帯 渦巻文

1伽 l麹 123 mBle区蜘208 Ⅲ層 深鉢 V一 －B 口 RLR横耀 隆帯沈線 渦巻文頚部隆帯揃賦圧痩

101 2m 311 試掘 深鉢 V一 －B 口 LRM 沈綴 頚部波状文

1m … 4“ nB8e区包含層 肌拠色士 深鉢 V一 －B 口 RL" 沈絃 三角形区画頂鄙刻み二次焼成

103 2皿 198 nB5h区トレンチ 深鉢 V一 －B 口 沈線 山形突起渦巻文

1“ 2皿 394 nB8h区 1M拠色十 深鉢 V一 －B 口 LR" 隆沈線
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掲戦 年度 仮番 出土地点 堀 位 跨唖 分顛 部位 嘩 体 描紐 個 考

1105 皿 知 nC9a区 Ⅱ堀 深鉢 V－l－B 口 RLR" 隆帯

11“ 2m 231 nB9h区 照褐色土 深鉢 V－l－B 口 RL" 隆帝 渦巻文

11m 2m 434 UB7h区深掘 小興鉢 V－l－B 口 LRE 隆帯 渦巻文二次焼成

1108 1… 078 nBlOe区恥”I 、層 深鉢 V－2－A 口～底 LR" 沈線 l単位中空突起渦巻文

11” 皿 3“ UB6g区 Ⅱ層 深鉢 V－2－A 口 LR" 隆帯 口緑突起渦巻文二次焼成

1110 … 267 nB7f区ベルト Ⅱ層 深鉢 V－2－A 口 沈織 波状口緑潰巻文沈線内に刺突

1111 … 276 nB8f区 I層 深鉢 V－2－A 口 隆帯 波状口縁波状文二次焼成

1112 2m 371 nB6h区深掘 深鉢 V－2－A 口 LR" 隆沈級 中空突起二次焼成

1113 2m 025 nB5i区深掘トレンチ 深鉢 V－2－A 口～胴 LR縦 隆帝 波状口縁枇巻文

1114 2m 321 埋めもどし土 深鉢 V－2－A 口 LR縦 隆帯 波状口縁濁巻文二次焼成

1115 2m 402 nB8i区深掘 Ⅱ層 深鉢 V－2－A 口 隆帯 波状口縁謁巻文

1116 I… ”9 mBle区池20s Ⅲ層 深鉢 V－2－B 口～底 LR& 沈纏 平行沈線浸巻文波状文

1117 1… 嘘 mBle区胸210 、層 深鉢 V－2－B 口～底 LR" 沈総 平行沈線

1118 2m 174 nB6 i区トレンチ 小卿鉢 V－2－B 口～胴 LRE 沈線 渦巻文付消物

1119 2m’ 138 UB7h区 Ⅱ層 深鉢 V－2－B 口 RL" 隆帯 渦巻文二次焼成

1120 2m 117 nB8i区深掘 小盟鉢 V－2－C 剛～底 RLRE 沈線

1121 l” 101 nBloe区…I 、層 深鉢 V－2－C 刷～胴下 LRE 沈綴 平行沈線濁巻文波状文

1122 2m 唖 UB5g区 Ⅱ層 深鉢 V－2－C 朗下～底 RLE 隆沈線 網代痕

1123 2m 的7 HB9i区 Ⅱ脳 小盟鉢 V－2－C 胴～底 RL縦 沈線

1124 2m 156 HB5h区ベルト 深鉢 V－2－C 開 0段多条 沈線 渦巻文隆帯刻み 1126とl司一個体

1125 2m 254 UB7f区ベルト Ⅱ層 深鉢 V－2－C 朗 RLE 沈線 渦巻文？

1126 皿 148 HB5h区ベルト 深鉢 V－2－C 胴 0段多条 沈線 渦巻文隆帝刻み 1124と同一個体

1127 … 317 埋めもどし土 深鉢 V－2－C 胴 LR& 隆帯 クランク状

1128 2唖 318 埋めもどし土 深鉢 V－2－C 口～胴 RLE 沈線 波状口縁渦巻文頚部隆帯刺突冤次焼成

1129 2皿 282 nB8f区包含層 照褐色土 深鉢 V－2－C 開 RL縦 沈線 澗巻文連弧文交互刺突文二次焼成付着物

1130 1函 345 nB6f区 Ⅱ層 洩鉢 V－4 口 RLM 隆帯 渦巻文 1叩位性口

1131 2m 蝿0 mCla区 Ⅱ層 洩鉢 V－4 口～底 LRM 沈線 平行沈線区頁

1132 2m 岬 UB6i区トレンチ 洩鉢 V－4 胴下～底 LR" 沈緑

1133 2m 398 nB8e区包含屑 洩鉢 V－4 口～胴 LR" 隆帯 突起渦巻文二次焼成

1134 1函 的8 UB10e区恥201 m屑 壷 V－5 口～胴 隆帯 橘状把手

1135 2皿 363 nB9e区 照色土 蛍 V－5 甑 沈線 柵状把手渦巻文

1】36 l函 051 nB9i区恥“ Ⅱ鰹L而 深鉢 Ⅵ－1 口 隆帯 波状口縁渦巻文刺突文

1137 I麹 133 nB9i区恥“ m照上面 深鉢 Ⅵ－1 口 RLR" 沈線 円文梢円文

1138 2m 179 nBloi区 Ⅱ堀 深鉢 Ⅵ－1 IでI～開 RLRE 沈線 渦巻文二次焼成

1139 2m 283 HBlOj区 Ⅱ層 深鉢 Ⅵ－1 口～胴 RLR" 沈線 波状口縁渦巻文二次焼成
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掲載 年度 仮岳 出土地点 層 位 善穂 分類 郁位 原 体 描線 憎 考

IMO 皿 252 nB7f区包含届 褐色土 深鉢 Ⅵ－1 口～胴 RLE 沈線 棉円文付着物

1141 ” 甥 nB9i区トレンチ 深鉢 Ⅵ－1 口～胴 LR耀槙 沈線 波状口緑逆U字状文

1142 2m 227 nB9h区ベルト 浅鉢 Ⅵ－2 口～胴 LR｡ 隆沈線 口縁刻み棺円文

1143 1麹 2劉 nB6i区胸8 深鉢 Ⅶ一 口 祭画R 注口状突起撰糸文

1144 … 2“ nB7f区トレンチ Ⅱ層 深鉢 Ⅶ一 口 LRE 沈級 頚部刻み

1145 皿 l“ nCloa区 Ⅱ届下位 深鉢 Ⅶ一 口 握糸 沈線 ひれ状突起二次焼成

1146 2m 429 ⅡB7h Ⅱ層 深鉢 Ⅶ一 口 RL縦 沈線 ひれ状隆帯

1147 2皿 0認 mBlj区 Ⅱ層 深鉢 Ⅶ一 胴～鵬 LR縦 隆帯

1148 ” 199 nB9i区トレンチ 深鉢 Ⅶ－ 口～胴 RLR" 沈線

1149 皿 178 nBlOi区 Ⅱ図上部 深鉢 Ⅶ一 口 RLR& 沈級 波状口緑ひれ状突起二次焼成

11釦 2m 222 mBli区 Ⅱ層 深鉢 Ⅶ一 口 沈縫 波状口緑携状突起頚郁刺突を伴う隆帝二次焼成

1151 2m 176 ⅡB10i Ⅱ眉 深鉢 Ⅶ一 口～胴 RLR" 波状回縁波頂部貫通孔周囲竹管円文刺突列二次焼成

1152 2m 145 nB5h区ベルト 深鉢 Ⅶ一 口～胴 LR縦 隆帯 波状1ｺ緑円文

1153 2m 985 nC9a④土坑 埋土 深鉢 Ⅶ一 胴 LR" 沈纏 S字文二次焼成

11興 2m 221 nB9h区ベルト Ⅱ層 深鉢 Ⅶ一 口～脱 焦節R 沈線 波状口緑頚部刺突を伴う隆帯抵糸文二次焼成

1155 皿 151 nB5h区粗掘 黒色-t 深鉢 旧一 園 晨箇L 沈縫 L字文抵糸文

1156 … “0 ncloa区 Ⅱ層下位 深鉢 Ⅶ一 開 舞筋R 沈線 逆L字文ひれ状隆帝撚糸文二次焼成

1157 2皿 196 nB9i区トレンチ 深鉢 Ⅶ一 胴 RL" 隆帯

1158 1唖 335 nB10h区 Ⅱ刷 注口土器 Ⅶ一 口～庇 LR" 隆帯 柚円文木葉痕？

1159 l唖 311 nB6i区胸I 壷 Ⅶ一 頚 撰状把手

11印 … 102 nB5h区トレンチ Ⅱ闇下位 台付鉢 Ⅶ一 閣下～底 RL" 高台3個貫通孔

1161 2m 153 nB5h区籾掘 Ⅱ明 深鉢 Ⅶ－2 口～胴 沈線 方形区画内刺突文

1162 2m 284 nB10j区 Ⅱ師 壷 Ⅶ－2 胴 RL" 沈緑 刺突を伴う沈線文

1163 2m “ nB9j区 Ⅱ墹中～下位 深鉢 Ⅶ－3 口～胴 RLR" 口緑郁沈線区酉一筋列点文

11“ 2m l” mBli区 Ⅱ咽 深鉢 Ⅷ一 -A 口 LRR 隆帯 波状口緑波頂部下部内外刺突連鎖状隆帯二次焼成

11“ 皿 171 nB6 区深掘 深鉢 Ⅷ一 -A 口 隆帯 山形突起連鎖状隆帝

11“ 皿 378 mBl 区 Ⅱ騨 深鉢 咽一 -A 口 小照突起刻み連銀状隆荷付着物

11釘 皿 1印 nB6 区ベルト I増 深鉢 Ⅷ一 -A 口 隆帝 波状口縁隆帯刺突

11餌 ” 158 nB5h区粗掘 Ⅱ卿 深鉢 Ⅷ一 -B 口 RL横 隆輔刻み

1169 … ” mcla区 深鉢 Ⅷ－2 口～胴下 沈線 4111位中空突起鶴状把手口緑郎刻みを伴う隆帯区画平行沈緑柿円文樽目

1170 … 163 nc10a区 Ⅱ周 深鉢 咽－2 口～朗 LR" 沈總 平行沈縫椅円文

1171 2m 173 ncloa区 Ⅱ明 深鉢 Ⅷ－2 口～剛 晨筋R 沈線 波状口緑円文

1172 2m l“ ncloa区深掘 深鉢 Ⅷ－2 口～胴 晨節R 沈線 平行沈線抵糸文付藩物

1173 2皿 238 UC7b区 深鉢 Ⅷ－2 口 無節L 沈線 波状口緑隆帝刻み逃下陸帯との連絡部刺突連続楠円文撚糸文

1174 2m 201 mB1i区 Ⅱ墹 深鉢 Ⅷ－2 口 景筋L 沈綴 波状口緑波頂部下郎刺突2個円文織糸文付着物
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掲戦 年度 仮番 出土地点 届 位 器劉 分頑 郎位 蝉 体 描練 鯛 考

】175 皿 410 ncloa区 Ⅱ屑下位 深鉢 函－2 口～胴 RL" 沈級 平行沈線弧状文

1176 皿 3知 mcla区深掘 深鉢 Ⅶ－2 口 舞筋L 沈線 中空突起突起下部刺突柄I'1文握糸文

1177 l唖 312 nB6i区NQl 壷 Ⅷ－2 頚～胴 檎状把手

1178 1蝿 338 nB8f区 Ⅱ層 注口土蕃 Ⅷ－2 瓢 黛筋L綴 沈線 連続桁円文朱彩

1179 … 427 nB7h区 Ⅱ墹 壷 Ⅷ－2 罰 曇筋R 沈線 僕状把手二次焼成

1180 2m 卿 nB5h区トレンチ Ⅱ層 小型鉢 Ⅷ－2 用～鵬 沈線 木葉痕摩渡

1181 2噸 308 mcla区 Ⅲ層 深鉢 Ⅶ－2 口～胴 無筋R 沈級 連続楠円文抵糸文付蒲物

1182 皿 285 nBlOj区 Ⅱ層 深鉢 Ⅶ－2 口～嗣 沈級 平行沈綴文棉円文付着物

1183 皿 3” mcla区 Ⅱ堀 深鉢 Ⅷ－2 口 LR" 沈級 柚円文

1184 皿 335 mcla区 Ⅱ層 深鉢 Ⅷ－2 口 沈線 波状口縁波頂部ボタン状貼付

118s ”1 MO nB7j区 Ⅱ届 洩鉢 Ⅷ－2 口～胴 舞節L 沈線 平行沈緑弧状文鐘糸文

1186 2m 】411 nB7e区包含層 褐色士 深鉢 咽－2 口 LRE 沈級 波状口縁路的状文梢円文二次焼成

1187 2m 1242 mB1f区包含層 褐色士 深鉢 Ⅷ－2 口 LRM 沈線 平行沈線

1188 皿 1331 mcla Ⅱ層 深鉢 Ⅷ－2 用 LR& 沈線 連続S字文

1189 皿 1338 mcla区深掘 深鉢 旧－2 胴 焦筋R 沈緯 平行沈経曲想文撚糸文摩減

11” 2m 987 nC9a④土坑 埋土 深鉢 Ⅷ－2 開 RL" 沈線 平行沈線弧状文

1191 2m 3“ nB9j区 Ⅱ層 深鉢 Ⅷ－2 開 LRn 沈級 平行沈線弧状文

11兜 “ 3万 mC a区深掘 深鉢 Ⅶ－2 口 沈級 波状口縁円文 1380と同一個体

1193 2m 380 mB j区 Ⅱ層 深鉢 Ⅷ－2 口～胴 LR" 沈線 波状口縁円文弧状文 1377と同一個体

1194 … l湾 ⅡC Oa区 Ⅱ層 深鉢 Ⅷ－2 口～胴 LR耀枇 沈級 平行沈維連統弧状文縦柚回転羽状縄文嫌

119s … l“ ⅡC Oa区 Ⅱ眉 深鉢 Ⅷ－3 口 LRR 沈線 波状口緑平行沈緑渦巻文

11％ 2m l的 ⅡC Oa区 Ⅱ層 深鉢 胴－3 口 LRM 沈練 波状口縁平行沈線

11” 2m 172 ⅡC Ou区 Ⅱ層 深鉢 Ⅷ－3 口 LR" 沈線 突起刻み波、部内面弧状文

1198 2m 型7 UC9b区 深鉢 Ⅷ－3 口 LR" 沈纏 波状口縁平行沈錬内面付料物

11” 2m 雪3 nB7f区トレンチ Ⅱ層 深鉢 Ⅶ－3 口 LRR 沈線 波状口緑平行沈繰

12” 2m 243 nC8a区 Ⅱ層 深鉢 Ⅷ－3 ロ LRK 沈線 波状口縁刺突文平行沈線

l鋤I 皿 291 nB10j区 Ⅱ層 深鉢 Ⅷ－3 口 LRn 沈線 波状口縁平行沈線二次焼成

1202 皿 249 nB7f区包含届 褐色士 深鉢 Ⅷ－3 口～胴 LRM 沈級 波状口縁平行沈縫内面付清物

1203 2m 塑0 nC9b 深鉢 Ⅷ－3 口～開 LRR 沈級 波状口緑平行沈線付藩物

12“ 2m 2蝿 nBloj区 Ⅱ層 深鉢 Ⅷ－3 口 LR" 沈級 波状口緑平行沈線二次焼成

1” 皿 292 UC9a区 Ⅱ層 深鉢 粗－3 口 不明 沈級 波状口緑平行i ;綴渦巻文頭部列点文二次焼成

12“ … 2“ nC9a区 Ⅱ屑 深鉢 Ⅷ－3 口 LRM 沈紐 波状口縁平行i :線沈線の起点に刺突二次焼成

1”7 2皿 295 nC9a区 Ⅱ恩 深鉢 Ⅷ－3 口 RLM 沈線 平行沈線梢円文二次焼成 1211と同一･個体

1208 2m 297 UC9a区 Ⅱ咽 深鉢 Ⅷ－3 口 LRF 沈緑 波状口縁平行沈線二次焼成

12” 2m 知3 UC9a区 Ⅱ層 深鉢 Ⅷ－3 口 LRR 沈級 波状口縁平行沈縁沈線の起点に刺突
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掲載 年度 仮喬 出土地点 層 位 善仙 分賦 部位 原 体 描線 個 考

1210 皿 麺 UC9a区 Ⅱ鰯 深鉢 函－3 口 LR" 沈線 波状'百I縁平行沈線二次焼成

1211 ” 307 nC9a区 Ⅱ層 深鉢 Ⅷ－3 口 RL横 沈線 平行沈線楕円文二次焼成 1”7と同一個体

1212 2皿 326 nB9j区 黒褐色土 深鉢 Ⅷ－3 口 沈線 波状口縁平行沈線方形区画

1213 2m 332 mCla区 Ⅱ層 深鉢 Ⅷ－3 口 LR" 沈線 波状口緑平行沈線方形区画沈縫起点刺突

1214 皿 鋤2 UB9j区 Ⅱ層上部 深鉢 Ⅷ－3 開 RLE 沈緑 刺突 1215とI可一個体

1215 2皿 298 UC9a区 Ⅱ層中～下位 深鉢 Ⅷ－3 開 RLR 沈線 刺突 1214と何一個体

1216 … 431 nB7i区 I層 深鉢 Ⅷ－3 口 RLM 沈練 平行沈線方形区蘭付着物

1217 … 305 nC9a区 Ⅱ層下位 小型鉢 Ⅷ－3 口 LRM 沈線 平行沈緯

1218 2m 325 ⅡC Oa区 Ⅱ層 深鉢 頂－3 届 LR横綴 沈線 平行沈線渦巻文二次焼成

1219 2皿 郵5 ⅡC 0a区 Ⅱ層下位 深鉢 Ⅷ－3 胴 RLM 沈線 平行沈線

1220 … 1鯉 ⅡC Oa区 Ⅱ層 浅鉢 咀－3 口 晨筋L横 沈線 波状口縁

1221 ” 115 ⅡC Oa区 Ⅱ層 壷 Ⅶ－3 口～胴 沈線 平行沈線朱彩

1222 2唖 114 mC aⅨ Ⅱ層下部 壷 Ⅷ－3 頚～胴 無節L横耀 沈線 方形区画二次焼成

1223 2，1 144 nB7 区 Ⅱ層 壷 Ⅷ－3 口～頚 LR綬欄 沈線

12湖 皿 恥 nB7 区 深堀 深鉢 Ⅷ－4 口 RL横綴 頚部原体圧疵で区画原体損凝回転で羽状繩文様

12野 皿 “8 HB9 区 Ⅱ層上郁 深鉢 Ⅷ－4 口～胴 LR" 波状口縁口緑郎下部横縦回転で羽状縄文様

1226 … ” nB7 区 深堀 深鉢 Ⅷ－4 口～剛 RL" 波状口縁口緑嫡と頚部隙体旺痕区画

】227 麺 130 nB9 区 Ⅱ層 深鉢 Ⅶ－4 口～胴 RL横躍 波状口緑口緑郎原体圧痩区同綴槙回転羽状縄文橡

1228 2m 020 mcla区深掘 深鉢 Ⅷ－4 口～胴下 波状口縁二次焼成

1229 2m 373 nB7f区 深鉢 Ⅷ－5 口 RL" 沈線 回線突起瘤付二次焼成

12釦 … 4酒 ⅡC Oa区トレンチ 深鉢 咽－5 扇 沈線 樹付き

1231 2m 287 ⅡB oj区 Ⅱ層 壷 Ⅷ－6 口～胴 曇節L 頚部隆帯刻み

1232 1函 “7 nB Oh区NQl4 深鉢 Ⅷ－6 口～胴 焦節L 撚糸文

1233 2皿 038 ⅡC Oa区 ､層 台付鉢 Ⅸ－1 口～開 LRF 沈練 三叉文二次焼成

1234 1函 337 nC Oa区 浅鉢 Ⅸ－2 口～底 LRF 沈線 羊歯状文

1235 2m 392 HB8j区 台付鉢 Ⅸ－2 胴下 RL横厩 沈線 羽状細文付諦物

1236 1甥 弧8 8T I層 注口土器 Ⅸ－2 注口

1237 … ”3 UB9j区 Ⅱ層上部 洩鉢 Ⅸ－5 口 沈鍾 工字文

1238 皿 2” nB9j区 Ⅱ層上部 洩鉢 Ⅸ－5 口～胴 LR横 沈線 工字文

1239 … 393 nB8h区 黒褐色土 深鉢 Ⅸ－6 口 焦節L 口唇刻み二次焼成

12抑 1甥 “6 nB6i区池12 小型鉢 X 口～底 折り返し口緑木策痩二次焼成

1241 2皿 四5 nB7f区ベルト Ⅱ層 深鉢 X 口 二次焼成

1242 2m 023 nB7f区深掘 深鉢 X 口～底 底郎綱代痕ナデ副整補修孔

1243 皿 058 nB6g区包含層 深鉢 X 用～底 二次焼成

1244 l甥 071 nB7g区NQ48 Ⅱ層下位 深鉢 X 開 櫛目文二次焼成
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掲載 年度 仮悉 出士地堂 層 位 蕃種 分麺 部位 厘 体 描縫 伺 考

245 2m 106 IB5h区トレンチ Ⅱ咽下位 小型鉢 X 口～鵬

246 I” 、 ncloa区恥I ､層下位 小型鉢 X 口～底 LR"

課7 2m l” nC9b区 台付鉢 X 商台 二次焼成

割8 2m 1m nC9a区 Ⅱ暦中～下位 台付鉢 X 高台

別， 2m 122 HB10j区 脚付鉢？ X 底～脚 二次焼喚

お0 l函 訓9 lOT 台付鉢 X 高台 沈線 渦巻文

おI 2皿 四s nC9a区 Ⅱ層 小盟鉢 X 閉～底 木莱痕

巧2 2m 107 nB5H区深掘 小型鉢 X 朋下～底 木梨疲

253 2m 配， nB7f区包含層 褐色土 深鉢 X 胴下～庇 木葉換

2輿 2m 110 UB6f区包含層 褐色土 深鉢 X 開～底 LRR 木業痕

255 皿 暉5 nB5g区深掘 深鉢 X 閉～底 LRM 内面ナデ綱代狐

256 I" 287 nB6i区恥5 深鉢 X 底 木葉拠

麺7 2m “1 nB8f区 略拠世士 深鉢 X 底 網代撫

雪8 2m 肥3 HC9a区 Ⅱ層 深鉢 X 底 網代痕

雪9 2m 088， nB8f区 略縄世士 深鉢 X 朗下～底 網代疵
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掲載 年度 仮番 出土地点 層 位 器樋 分類 部位 肌 体 描線 憧 孝

2“ 麺 2餌 ⅡB7e 届 深鉢 Ⅳ一 －A 口～開 LR" 沈線 口唇三EI〃状の貼付踞歯状文

261 2m 2弱 ⅡB7e 層 深鉢 V一 －A 口 LR･RL" 隆沈線 貫通孔のある突起突起状の貼付

262 2伽 256 nB7e区 層 深鉢 V一 －B 口 LR縦 隆帯 濁巻文付着物

263 “ 湾7 nB7e区 層 深鉢 V一 －A 口 LR" 隆沈線 波状口緑口緑原体圧痕渦巻文波状文瓢郁隆帝に刻み

Z“ 2曲 259 nB7e区 届 深鉢 V一 －B 口 LR" 隆帝 波状文渦巻文

2“ 2m 2釦 nB7e区 層 深鉢 V一 一A 口 RL縦 隆帯 口縁突起口唇S字状文内外に澗巻文

Z“ 麺 261 nB7ど区 層 深鉢 V一 －A 口 LR縦 隆沈線 波状口緑付着物

267 Z伽 262 nB7e区 増 深鉢 Ⅳ－4 口 LR縦 沈線 山形突起口緑原体圧痕波状文

2“ 2” 263 nB7e区 届 深鉢 V－l－A 口 LR縦 隆沈線 波状口緑隆帝に刻み付着物

2砂 2伽 2“ ⅡB7e 層 深鉢 m－l－B 口 沈線 口唇から垂~ドする隆箭に刻み

270 加 3酒 ⅡB7 区 層 深鉢 Ⅳ－3 口 RL" 口縁筋蹴体圧痕顕郎鳳体圧疲のある貼付

271 2” 318 ⅡB7 区 層 深鉢 Ⅳ－1－A 口 沈線 口唇肥厚半裁竹菅波状文

272 2脚 319 ⅡB7 区 届 深鉢 Ⅳ－1－A 口 沈線 波状口緑口唇と頚部隆帯に刻み列点文

Z73 2m 320 ⅡB7 IX 層 深鉢 Ⅳ－1－A 口 沈線 波状口緑口唇に刻みのある貼付半戯竹菅波状文

274 麺 321 ⅡB7 区 層 深鉢 Ⅳ－4 口～開 沈線 波状口縁？

275 2伽 322 ⅡB7 区 層 深鉢 V－l－A 口 沈線

276 2” 323 ⅡB7 区 届 深鉢 Ⅳ－4 口 LRR 沈線 沈線綱目状文刻みのある貼付

277 麺 324 ⅡB7 区 層 深鉢 Ⅳ－1－A 口 隆帯 口縁突起

278 麺 363 nB8e区 層 深鉢 V－l－A 口～胴 RL縦 隆帯 4単位突起胴部縦に解消

279 皿 3“ nB8e区 層 深鉢 V－2－B 口 RL" 沈線 口唇S字状貼付4噸位

2鋤 2” 3“ HB8e区 層 深鉢 V－l－A 口 RLIM 沈線 4単位の波状口緑渦巻文

281 2“ 3“ nB8e区 層 深鉢 V－l－B 1コ～明 LR" 隆帯 突起下部渦巻文

28Z ” 3師 nB8e区 層 深鉢 V－l－B 口 LR" 隆帯

露3 皿 3“ nB8e区 層 深鉢 Ⅳ－2－B 口～胴下 LR" 隆帝 2個1吋山形突起4蝋位胴部縦に磨禰

284 2” 369 nB8e区 層 深鉢 Ⅳ一 －B 口～胴 LR" 沈綴 口唇C字状貼付波状文胴部縦に磨消付軒物

285 2m 370 nB8e区 層 深鉢 、一 －B 口～底 RLf 沈線 口唇厘体圧痕平行沈線間半裁竹行列点文摩滅

286 2m 371 nB8e区 層 深鉢 Ⅳ一 一A 口～開~F LRE 沈線 大小2個の突起口緑鯉体圧痕波状文濁巻文

287 皿 374 nB8e区 層 深鉢 Ⅳ一 一A 口～開 LR" 隆帯 波状口緑口緑隆帝刻み波状文胴部寝に暇淵

288 2伽 373 UB8e区 屑 深鉢 V一 -A 口～胴 LR縦 隆帯 貫通孔のある突起尚巻文胴部縦に磨消

289 2” 377 nB8e区 層 深鉢 V一 一A 、 LR縦 隆帯 C字状突起付着物

釦 麺 379 nB8e区 層 深鉢 V－2－B 口 RL縦 沈線 波状文付藩物

”1 2m 375 UB8e区 層 深鉢 V－1－B 口～闇 LR横綾 隆帯 付着物

292 皿 380 UB8e区 層 深鉢 V－1－B 口 LR" 沈線 付着物

汐3 皿 376 nB8e区 層 深鉢 Ⅳ－2－B 口～閑 RI"縦 隆帯 S字状貼付隆帯指副圧痕付蒋物

”4 2m 385 nB8e区 層 深鉢 V－l－B 口 RLE 隆帯 濁巻文刺突
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掲載 年度 仮番 出十地点 層 位 器樋 分類 部位 脱 体 描線 伺 考

l”5 麺 382 nB8e区 層 深鉢 V一 -B 口～開 RL" 沈線

l班 2m 381 nB8e区 層 深鉢 V－ -A 口 RLHLRE 隆帯沈緑 C字状突起尚巻文

1297 2” 383 nB8e区 層 深鉢 V一 -B 口 LR枇縦 隆帯 付蔚物

1298 2伽 3鯛 nB8e区 層 深鉢 V一 -A 口 LRin 隆帯 口縁突起付清物

l頚 皿 3“ nB8e区 層 深鉢 V一 -A 口 LR" 隆帯 口縁突起

13m 2m 387 nB8e区 層 深鉢 Ⅳ－4 口 LR横綴 沈線隆帝 口縁原体圧痩波状文付蔚物

1301 2“ 388 nB8e区 層 深鉢 Ⅳ－2－B 口～胴 LRM 隆帯 頚部隆帯風体圧痕垂下隆帯指甑圧痕

1釦2 2脚 3” nB8e区 層 深鉢 Ⅳ－2－B 口～開 LRE 隆帯 頭部隆帯原体圧換388と同一個体

】知3 皿 3” nB8e区 層 深鉢 V－l－A 口 無節L綴損 隆帯 口縁突起渦巻文

13“ 2” 391 nB8e区 層 深鉢 V－2－A 口 RL" 隆沈線 口縁突起列点文

l” 麺 392 UB8e区 層 深鉢 V－l－A 口～開 LR" 隆沈線 潰巻文朋脇縦に塔洞付若物

l妬 2伽 393 nB8e 層 深鉢 V－2－B 口 RL" 隆沈級 C字状貼付漫巻文

】307 2“ 3脚 nB8e区 層 深鉢 V－1－A 口～胴 LR縦 隆帯

13鯛 皿 3節 nB8e区 層 深鉢 Ⅳ－4 口～用 LR" 沈線 口縁原体圧換波状文

l麺 2伽 3％ nB8eE 層 深鉢 V－l－A 口 LR" 隆帯 貫通孔のあるS字状突起

1310 2脚 398 nB8e 屑 深鉢 V－l－B 口 LR縦 隆帝 突起に隆補貼付口緑刻みのある隆帝波状文

】311 2伽 397 UB8e区 屑 深鉢 Ⅳ－3 口 無節L 隆帯 口唇刻みのある隆帝波状口縁腺体圧痕付若物

1312 加 3” nB8e区 層 深鉢 Ⅳ－2－B 口 LRM 沈線 波状文刻みのある隆帝

13】3 2帥 4“ nB8e区 屑 深鉢 V－1－B 口～開 LR縦 隆帯 付着物

13】4 2” 401 nB8e区 層 深鉢 Ⅳ－2－A 口 LR欄繕 沈線 波状口縁 I言1緑原体圧捜波状文付着物

1315 2m 402 nB8e区 層 深鉢 Ⅳ－2－B 口 LRM 沈線 波状文

1316 2“ 403 nB8e区 層 深鉢 m－1－B 口 隆帯 頭部原体圧痕

1317 2“ 4“ UB8e区 層 深鉢 V－1－B 口～胴 LR縦 隆帯 I]唇刻みのある突起

1318 2m 4“ UB8e区 層 深鉢 V－2 口 RLH 隆沈綴 漫巻文

13】9 2m 407 nB8e区 届 深鉢 V－2 用 LRn 沈線 渦巻文付蒲物

1320 2” 408 HB8e区 闇 深鉢 V－2 胴 RL縦 沈線 交互刺突文渦巻文

】321 2伽 4” UB8e区 層 深鉢 V－2 胴 RLM 沈線 交互刺突文渦巻文408と同一個体？

1322 2m 410 UB8e区 屑 深鉢 Ⅲ－1 頚 LRM 沈線 半俄竹管文頚郎突起状貼付

l3Z3 2“ 411 nB8e区 届 深鉢 Ⅱ－1 胴 LRf 沈線 半奴竹管文
13浬 2伽 4】5 nB8e区 届 深鉢 V－l－B 口 RLLR" 隆帯 C字状突起内外面付若物

13雪 麺 419 nB8e区 増 深鉢 Ⅳ－4 口～胴 LR" 隆帝 口唇隆帯術頭圧痕厘体圧摸内外面付着物
1326 加 421 UB8e区 層 深鉢 V－2－B 口 LRh 陵帝

1327 2“ 422 UB8e区 層 深鉢 Ⅳ－4 口 RL縦 口縁原体圧痩二次焼成付着物

1328 2m 471 nB8f区 層 深鉢 V－l－B 口 LRM 隆帯 濁巻文

13” 2” 4“ nB9e区 層 深鉢 V－l－A 口～胴下 RL" 隆沈線 4単位突起2個には闘通孔綴に暇澗
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掲載 年産 仮番 出土地点 層 位 器徹 分釧 部位 原 体 描線 備 考

3” 2m 481 nB9e区 咽 深鉢 V－2－A 口～用 RL横凝 沈線 口緑S字状貼付尚を文原体圧痕隆帝交亙刺突で波状付蒜物

331 2“ 482 nB9e区 屑 深鉢 V－2－B 口 LR" 沈線隆帝 口辱耳形突起捕円文澗巻文

332 2伽 483 nB9e区 鰯 深鉢 Ⅳ－4 口～胴 LR縦 折り返し口縁口僻原体圧疲縦に磨消

333 2“ 484 nB9e区 厨 深鉢 Ⅳ－1－A 口～開 沈線 4耶位波状口緑波頂部下部貼付剥落列点文蕃面全体に沈綴文

3弧 “ 485 nB9e区 届 深鉢 V－2－A 口～用 LR" 沈線 C字状突起S字状貼付口縁戚体圧痕

335 2m 4” HB9e区 屑 深鉢 V－l－B 口～胴下 LR縦 隆帝 波状文付着物

336 2” 491 nB9d区 屑 深鉢 Ⅳ－3 口～胴 LRM 沈線 山形突起交互刺突文波状文内面付着物

337 2m 492 nB9e区 届 深鉢 Ⅳ－4 口～開 LR縦 隆補 貫通孔のある突起口唇願体圧痩のある貼付縦に磨淌

3麹 麺 496 UB9e区 層 深鉢 V－2－B 口～胴 RL縦 隆補 口唇波状貼付C字状突起渦巻文波状文

339 2伽 4” nB9e区 屑 深鉢 V一 -A 口～開 LRM 沈線 波状口縁隆帯左右から指馴圧躯で波状ボタン状貼付付着物

340 2m 4” nB9e区 闇 深鉢 V一 -A 口 RL枇凝 隆補 S字状突起贄巻文付着物

341 2⑪ 494 nB9e区 屑 深鉢 V一 -B 口～用 LR" 隆帝 円文剥落綴に聯禰

34Z 2” 497 UB9e区 屑 深鉢 V一 -A 口 RLR" 隆帝 波状にI縁橋状把手

343 2“ 498 nB9e区 層 深鉢 V一 -B 口～胴 LR縦 隆補 渦巻文

甥 麺 4” UB9e区 層 深鉢 V一 -B I]～開 LR縦 隆帝 C字状突起握糸文凝に膳淌付着物

型5 2m 5” nB8e区 届 深鉢 V－2－A 口 RL縦 隆帝 貫通孔のあるC字状突起

型6 2“ 501 nB9e区 層 深鉢 V－l－A 口 RL縦横 隆術 貫通孔のある突起付着物

弧7 、 503 nB9e区 晒 深鉢 V－l－A 口 LR" 隆補 C字状突起

梨8 2伽 507 nB9e区 屑 深鉢 V－2－B 、 RLRE 沈線 S字状突起渦巻文

349 2m 5“ nB9e区 層 深鉢 V－1－B 口 LRf 隆帝 渦巻文刻みのある貼付

3so 2帥 505 nB9e区 届 深鉢 V－l－B 口 LR縦 沈線 口唇刻みのある貼付波状文

351 2m 508 nB9e区 届 深鉢 V－2－A 11 RLF 沈線 '二I緯突起刺突文

352 2” 5“ nB9e区 層 深鉢 Ⅳ－3 口～胴 LR縦 沈線 口緑隆帯に刻み尚巻文

353 2伽 5” nB9e区 層 深鉢 Ⅳ－1－A 口 LR縦 沈線 貫通孔のある突起口辱部に隆補波状文半哉竹管文付蔚物

3剥 2伽 5 I UB9elX 層 深鉢 V－l－B 口 LR縦 沈線 C字状突起押し引き沈線

3弱 2m 5 5 nB9e区 届 深鉢 V－l－B 口～圏 LR" 沈線 S字状貼付付締物

356 2” 5 4 UB9e区 層 深鉢 V－2－B 口 LR縦 隆帝 C字状突起C字文

357 2” 5 2 nB9e区 層 深鉢 V－l－A 口 RL縦 隆箭 貫通孔のある突起付着物501と同一個体

358 Z伽 5 6 nB9e区 暦 深鉢 Ⅳ－1－A 口 LRf 隆葡 ロ縁突起隆帯に術頭圧痕綾絡文付蒋物

359 2” 5 7 UB9e区 層 深鉢 V－2－B 口 RL縦 隆帯 円文渦巻文

3釦 2m 5 8 UB9e区 届 深鉢 Ⅳ－3 口～胴 LRf 隆帯 列点文波状文

361 2” 5 9 nB9eR 層 深鉢 Ⅳ－4 胴 LRa 沈線 漫巻文交互刺突文綾絡文付若物

3鯉 2“ 520 nB9eK 層 深鉢 V－2 胴 RL縦 隆沈線 渦巻文

363 2m 524 nB9e区 層 深鉢 Ⅳ－1 頚 LR横 沈線 頚部貼付腺体圧拠

3“ 麺 521 nB9e区 層 深鉢 V－2 胴 LR横 沈線隆帝 渦巻文波状文付蔚物
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掲殺 年匪 仮番 出土地点 届 位 器杣 分剛 部位 原 体 描線 備 考

3鰯 柳 5Z2 nB9e区 厨 深鉢 V－2 胴 RLR" 沈線 尚巻文

麺 皿 sZ3 nB9e区 厨 深鉢 m－l 頚 隆帯 隆帯に刻み列点文

妬7 麺 5毒 nB9e区 闇 深鉢 V－2 顕 LR" 沈線隆帯 波状文縦に咽澗

368 2” 563 nB9f区 届 深鉢 V－l－A 口 RL縦 沈線 尚巻状突起

” 2m 5“ ⅡB 0d区 届 深鉢 V－2－A 口～明 LR縦 沈線 波状口縁突起潤巻文波状文

370 麺 565 ⅡB Od区 届 深鉢 V 口 貫通孔のある渦巻状突起付萌物

371 2帥 5“ ⅡB 0d区 掴 深鉢 咽一l－B 口～胴 RL縦 隆補 刺突方形区画文

372 2“ 567 ⅡB 0d区 届 深鉢 Ⅳ－3 胴 RL縦 沈線 暇滅二次焼成

373 2“ 5“ ⅡB 0d区 届 深鉢 Ⅳ－3 胴 RL" 沈級隆帯 平行沈線間隆帝波状文摩滅

374 2m 574 ⅡB Oe区 咽 深鉢 V－2－B 口～刷下 RLR" 沈線 波状口緑突起尚巻文波状文付着物

375 2” 57s ⅡB 0e区 咽 深鉢 V－2－A 口 RLN 隆帯 4単位波状口緑大小2個1吋の突起

376 2” 578 ⅡB Oe区 届 深鉢 V－l－A 口 RLm 隆帯 S字状突起渦巻文

3万 2” 576 ⅡB Oe区 届 深鉢 V－l－A 口～朗 RL横綴 隆補 波状口緑渦巻文

378 2“ 579 ⅡB 0e区 層 深鉢 V－2－A 口 LR横 隆帯 中空突起湖を文

379 2伽 580 ⅡB 0e区 層 深鉢 V－l－A 1丁I RLIM 隆備 1#!空突起湖悲文

3” 麺 581 ⅡB 0e区 層 深鉢 V－l－A 口 RL" 沈線 闘通孔のある渦巻状突起

381 麺 5錘 ⅡB Oc区 層 深鉢 V 口 降帯 闘通孔のあるS字状突起二次焼成摩滅

蝿2 2卿 583 ⅡB 0e区 層 深鉢 V－l－A 口 隆帯 圃通孔のある突起

383 2m 5脚 ⅡB 0e区 層 深鉢 V－l－A 口 隆帯 圃通孔のある突起

3斜 2伽 5鰯 ⅡB 0e区 層 深鉢 V－l－A 口 隆帯 聞通孔のある突起

3鰐 2伽 588 ⅡB 0e区 層 深鉢 V－l－B 口 LR縦 隆沈線 濁巻文

386 2“ 591 ⅡB 0e区 層 深鉢 V－2－A 口 0段多条槙 隆帯 波状口縁二次焼成

387 2m 592 ⅡB 0e区 層 深鉢 V－l－B 口 沈線 斜行沈線列点文渦巻文

388 2“ S“ ⅡB Oe区 明 深鉢 V－2－A 口～胴 LR" 沈線 濁巻文

389 2伽 ”9 nB 0d 厨 深鉢 、－1－A 口 沈線 口唇隆箭波状文鋸歯状文波状文付諭物

3” 2m 657 nB9e区 層 深鉢 Ⅳ－2－B 口～刷 LR縦 折り返し口緑口唇貼付 'ず1緑原体圧撫耀に職尚付若物

391 、 的I nB Of区 層 深鉢 V－l－B 口 LRM 沈線

3蛇 2“ 598 ⅡB 0e区 届 深鉢 V－2 胴 LR縦 隆補 濁巻文摩滅

393 2伽 ” ⅡB OC区 届 深鉢 V－l－A 口～脱 RL縦 降沈線 波状口縁渦巻文

3“ “ ⑱2 ⅡB Of区 層 深鉢 Ⅳ－3 口～開 LR" 沈線 C字状突起蠅歯状文

3％ 加 的3 nB Of区 咽 深鉢 Ⅳ－4 口 LRa 沈線隆帝 波状文

3％ 2帥 694 ⅡB Of区 墹 深鉢 Ⅳ－1－A 口 RLim 口緑突起垂下する隆帝に柑頭圧痕

3卯 麺 695 ⅡB Of区 燗 深鉢 Ⅳ－1－A 頚 LRRL結筋 隆帯 垂下する隆補左右から交互抑圧で波状羽状縄文

398 2m 7” mBle区 届 深鉢 V－2－B 口～開 LR" 降帯沈線 付着物暇減

3” 2“ 710 mBle区 届 深鉢 V－l－B 口 RLRM 隆帯 渦巻文穿孔途中の穴？ 二次焼成
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掲載 年度 仮番 出土地点 闇 位 器種 分顛 部位 原 体 描緑 侭 考

1“ 2” 7 3 mB e区 層 深鉢 V－2－A 口 RLRF 隆沈線 波状ロ韓尚巷文

1401 2” 7 1 mB e区 届 深鉢 Ⅳ－1－A 口 隆帝 口縁突起隆帝圧製郁確孔

1皿 2” 7 ２ mB e区 咽 深鉢 Ⅳ－2－A 口 LR 隆帯 ロ韓突起原体圧痕説巻文

1403 2m 7 4 mB e区 厨 深鉢 、－1－A 口 沈緑 波状口縁平行沈駆波、部下部突起頚部列点文

14“ 2m 7 5 mB e区 咽 深鉢 Ⅳ－2－A 口 LRM 沈線隆帯 波状口縁間巷文綾絡文

14“ 2” 7 6 mB e区 咽 深鉢 V－l－B 口 LRf 沈線 波状文

14“ 麺 7 7 mB e区 咽 深鉢 V－1－B 口 LRLE 沈線

14伽 麺 7 8 mB e区 咽 深鉢 V－2－B 口～閑 LR縦 沈線 武巷状突起二次焼成

14鯛 2” 7 9 ⅢB e区 咽 深鉢 m－1－A 口 沈線 波状口縁平行沈糎半戯竹管文列点文二次焼成

1“ 麺 721 mB e区 燗 深鉢 n－2－B 口 無函R 隆帯 口唇隆帝刻み詞突露糸文

1410 2“ 722 mB e区 咽 深鉢 ロ－2－A 口 波状口縁

1411 2“ 726 mB e区 脳 深鉢 V－2 胴 LR縦 隆沈線 二次焼成

1412 2m 724 mB e区 脳 深鉢 Ⅳ－3 口～開 LRM 沈線 列点文付瑠物

1413 2⑪ 7酒 mB e区 崎 深鉢 V－2 胴 LRn 沈線隆沈叙 詞悪文

1414 2” 787 mB f区 咽 深鉢 、－1 瓢～胴 無節R 沈線 半欲竹管文ボタン状貼付鋸歯状文蟻糸文樅揃

1415 麺 786 mB f区 瑠 深鉢 Ⅳ－3 胴 0段多条駐 沈線 波状文綾絡文

1416 麺 789 mB f区 瑚 深鉢 V－2 甑～開 LR横 隆沈線 詞巻文

1417 2m 788 mB f区 咽 深鉢 Ⅳ－1－A 口～胴 LRM 隆輔 波状口縁桝巷文頚部騒帝指頭圧痕街状把手原体圧痕

1418 2” 832 nB7e区 燗 深鉢 V－1－B 口 LR" 沈線 口唇刻み

1419 麺 7” mBlf区 脳 深鉢 Ⅳ－1－A 口 沈線 口総突起列点文

1420 2” 258 nB7e区 冊 洩鉢 Ⅳ－5 口 LR縦 隆術 波状口縁口縁原体圧猟

1421 2m 265 nB7e区 脳 洩鉢 Ⅳ－5 口 LRh

14狸 2” 378 nB8e区 崎 洩鉢 Ⅳ－5 口 LR横硬 沈線 S字状貼付波状文詞巻文付若物

1423 2” 372 nB8e区 脳 洩鉢 Ⅳ－5 口～底 RLf 頚部突起に原体圧痕脱体圧痕で渦悉文

1424 2” “ nB8e区 脳 洩鉢 V－4 口～胴 LRf 沈線隆帯 貫通孔のある突起波状文

14酒 皿 4 ２ nB8e区 刷 洩鉢 V－4 口～扇下 LR"

1426 2脚 4 3 nB8e区 届 洩鉢 V－4 口～胴下 LR" 隆箭 口唇捕頭圧痕で一部踞歯状口縁渦巻文二次焼成

1427 2” 4 4 nB8e区 咽 洩鉢 V－4 口～開 RL縦 隆帝 口唇捕頭圧狐で一部鋸歯状口縁C字状突起

14浬 2“ 4 6 nB8e区 脳 洩鉢 Ⅳ－5 口～開 LR" 頚部突起原体圧痕厩体圧痕で濁巻文

14” 麺 4 7 nB8e区 唖 洩鉢 Ⅳ－5 口～胴 LR" 原体圧痕で波状文付着物

1430 2伽 4 8 nB8e区 燗 洩鉢 V－4 口 LR縦 突起内外にC字状の貼付

1431 2” 420 nB8e区 墹 浅鉢 Ⅳ－5 口～胴 LR" 口織原体圧痩付蘓物

1432 2m 486 nB9e区 肘 浅鉢 V－4 口～底 LR" 隆帝 C字状突起波状文

1433 2m 487 nB9e区 閲 洩鉢 Ⅳ－5 口～底 LR横 突起状貼付頚部指頭圧撫

1434 2” SO2 nB9e区 用 洩鉢 V－4 口～開 景筋L横 折り返し口緑C字状突起口唇から内面にかけて付着物
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掲戦 年度 仮番 出土地点 瑠 位 器翻 分類 部位 陳 体 描線 偏 考

4班 麺 513 nB9e区 層 洩鉢 V－4 口 LR 隆帯 貫通孔のある突起原体圧痕付萌物

4妬 2m 488 nB9e区 層 浅鉢 V－4 口～閣下 RL鞭槙 謁巻状突起頚部貼付原体圧摸

437 2“ 587 nB10e区 層 洩鉢 V－4 口 沈線 渦巻状突起

438 2m 489 nB9e区 層 洩鉢 Ⅳ－5 口～底 晨節L塵 沈線 波状口縁口緑腫体圧痕波状文

439 麺 510 nB9e区 層 浅鉢 Ⅳ－5 口～開 LR" 沈線 波状口緑波状文稽修孔

“0 2伽 590 nBIoe区 層 洩鉢 V－4 口～胴 LR横 隆沈線 口緑原体圧狐

“1 2” 589 nBIoe区 届 洩鉢 V－4 口 RL" 隆帯 渦巻文二次焼成

“2 2伽 593 nBIOe区 層 浅鉢 V－4 頚 LRLR 隆帯 潤巻文

“3 麺 7” mBle区 層 洩鉢 V－4 口 RL" 隆沈線 渦巻文二次焼成

… 麺 723 mBle区 層 洩鉢 V－4 口 波状口縁

“5 麺 5万 ⅡB Oe区 層 壷 V－5 口～閑 隆帝 鵠状把手波状文

“6 2m 586 ⅡB 0e区 層 壷 V－5 口 鵠状把手暇滅

“7 2m ”5 ⅡB 0e区 層 小型鉢 V－5 口～底

“8 2m 5％ ⅡB Oe区 屑 小型鉢 Ⅳ 口 沈級 波状口縁刺突琵歯状文

“9 2m 597 nB 0e区 層 小型鉢 Ⅳ 口 沈線 l11形突起鋸歯状文

450 2“ 747 mBle区 層 小型鉢 V－5 胴～底 無節L縦 沈線 平行沈線

451 抑 267 nB7e区 2層 深鉢 Ⅳ－3 口～閣下 LR" 沈線 波状文クランク文

452 麺 268 nB7e区 2厨 深鉢 Ⅳ－3 胴下～底 LR" 木葉痕267と同一個体？

453 加 345 nB5f区 2層 深鉢 m－2－A 口～胴下 LR横縦 折り返し口縁山形突起IⅡl形貼付隆帝指頭匪拠

4餌 麺 2“ UB7e区 2層 深鉢 Ⅳ一 一A 口 RL横駁 沈線 波状口縁波状文綾絡文頚部隆帯圧痩二次焼成

4弱 加 326 nB7f区 2屑 浅鉢 m一 口 沈線 半観竹管波状文

4妬 2” 327 UB7f区 2屑 深鉢 、一 -A 口 沈線 波状口縁平行沈線間列点文

457 2m 2⑲ nB7e区 3a層 深鉢 V一 -A 口～胴 LR" 隆沈線 4単位の貫通孔のある突起口縁部原体圧痕波状文内面付着物

458 2m 270 nB7e区 3aW 深鉢 V一 －B 口～用 LR横曜 隆沈線 に】緑S字文4単位

459 2” 271 nB7e区 3a層 深鉢 Ⅳ－4 ロー胴 LR縦 隆帯 隆帯に沿って原体圧痕綾絡文

4“ 2伽 273 nB7e区 3aW 深鉢 Ⅳ一l－B 口～開 LRL" 折り返し口緑増部と頚部貼付に揃頭圧痕原体圧拠綾絡文

461 麺 272 nB7e区 3ag 深鉢 Ⅳ－3 口～底 LR" 2単位の波状口緑隙体圧痕で波状文

462 2伽 274 nB7e区 3ag 深鉢 Ⅳ－1－A 口～底 LR横耀 沈線 波状口縁口緑部厩体圧疲波状文

輯 麺 275 nB7e区 3aW 深鉢 Ⅳ－3 ロー胴 LR横繕 沈線 口縁部風体圧狼波状文付着物

蝿 皿 276 nB7e区 3a層 深鉢 Ⅳ－3 口～開 LR" 沈線 ロ緑露原体圧痕波状文

465 麺 278 nB7e区 3aW 深鉢 Ⅳ 口 LRf 沈線 半哉竹管文

4“ 2“ 277 UB7e区 3a層 深鉢 V－1－B 口 LR横 沈線 侭状把手

467 2m 279 nB7e区 3ag 深鉢 Ⅳ－2 口 LR" 折り返し口緑口緑部原体圧痕

468 2m 280 nB7e区 3aW 深鉢 Ⅳ－3 口 LR縦 沈線 波状文

4⑬ 2m 281 UB7e区 3ag 深鉢 Ⅳ－1－A 口 LRf 口緑突起



１
房
糟
Ｉ

掲較 年度 仮笹 出土地点 屑 位 器徹 分剛 部位 脇 体 描線 陶 考

470 2m 282 nB7e区 3aW 深鉢 V－l－A 口 LR縦 隆沈線 貫通孔のある突起口緑部脱体圧痕頚部刻みのある隆帯

471 2“ 283 UB7e区 3a層 深鉢 V－l－B 口 LR縦 隆帝沈線 口緑C字状突起波状文

472 2“ 284 nB7e区 3a層 深鉢 Ⅳ－3 口～閥 LR" 沈線 波状口緑詞巻文波状文

473 2m 285 nB7e区 3a層 深鉢 Ⅱ ロ RL縦 沈線 波状口縁半叡竹管による醐歯状文

474 2” 287 nB7e区 3ag 深鉢 Ⅳ－4 口 LR 隆帝 原体圧痕による三角文隆帝に沿って原体圧痕

475 2m 286 nB7e区 3a層 深鉢 Ⅳ－4 ロー用 LRM 沈線 口唇緬賦圧痕波状文鋸削状文

476 2m 288 nB7e区 3a層 深鉢 V－l－A 口 RL" 沈線 波状口縁波状文

477 2” 289 nB7e区 3a層 深鉢 V－l－A 口 RL揃綬 沈線 波状口維澗巻文二次焼成付着物

478 2” 2” nB7e区 3a層 深鉢 m－l－A 口 沈線 波状口縁半彼竹菅による鋸歯状文

479 2m 291 nB7e区 3a層 深鉢 m－l－B 口 沈線 平行沈紐I川列点文

480 2” 292 HB7e区 3a層 深鉢 Ⅳ－4 口 LR縦 沈線 列嵐文波状文鞍絡文

481 2“ 295 nB7e区 3a層 深鉢 V 口 LR" 沈線 口緯突起

482 2m 296 nB7e区 3ag 深鉢 Ⅳ－1－A 口 LR 口緑突起原体圧痩

483 2“ 297 nB7e区 3a層 深鉢 Ⅳ－1－A 口～開 無節L 沈線 波状口緑方形区国内渦懇文波状文凱部隆帝原体圧痕

4脚 2m 328 nB7f区 3a層 深鉢 m－l 口 沈線 半裁竹管波状文

4鰯 2” 郵8 UB7e区 3a層 深鉢 V－l－A 口～閑 LR硬横 隆沈線 4単位波状口縁

486 2” 4羽 UB8e区 3a層 深鉢 Ⅳ－4 口 LR縦 隆帯沈線 貫通孔のある突起口縁凧体圧痕柿円文波状文

487 麺 424 nB8e区 3a層 深鉢 Ⅳ－4 口 LR凝横 沈線 波圃部澗巻文波状文頚部隆帝剥落

488 2“ 425 nB8e区 3a層 深鉢 Ⅳ－3 口～胴 LR" 隆沈線 口韓突起波状文

489 2伽 426 nB8e区 3ag 深鉢 Ⅳ－3 口～胴 LR縦 2個1吋山形突起口縁原体脹痩

4” 2伽 428 UB8e区 3a層 深鉢 Ⅳ－1－B 口 沈線 波状又口唇剥藩

491 Z” 4” nB8e区 3ag 深鉢 耐-1-A 口 沈練 口緑突起

492 2m 431 nB8e区 3ag 深鉢 Ⅳ－3 口 LR縦 口緑突起原体圧痕

493 2“ 432 nB8e区 3a層 深鉢 Ⅳ－4 口 隆補 渦巻文

4餌 2m 433 nB8e区 3aW 深鉢 Ⅳ－3 口～胴 LR" 沈線 口唇揃頭圧痕蠅歯状文

4妬 2m 434 UB8e区 3a層 深鉢 Ⅳ－3 頚 沈線 鋸歯状文列点文付着物

4％ 2m 531 nB9e区 3a層 深鉢 Ⅳ－3 口 沈線 謁巻状突起半哉竹管文

497 2m 435 nB8e区 3a層 深鉢 耐－1－A 口～開 LR" 4噸位の突起に】緑原体圧扱

498 2m “8 UB8e区 3a層 深鉢 Ⅳ－1－A 口 LR" 4噸位機状把手口縁原体圧拠

4” 2m 526 nB9e区 3a層 深鉢 Ⅳ－1－A 口～開 RL" 沈線 C字状突起口唇隆帝波状

” 2伽 528 nB9e区 3a層 深鉢 V－l－A 口 RL" 隆帝 波状口縁

”1 麺 530 nB9e区 3a層 深鉢 Ⅳ－3 口～開 LR縦 沈線 突起剥落波状文

5唾 2“ 532 nB9e区 3a層 深鉢 V－2 胴 LRL" 沈線 詞巻文

5“ 皿 釦1 nBIoe区 3ag 深鉢 Ⅳ－3 口～底 LR横耀 沈線 波状文

” 2“ “2 nBIoe区 3ag 深鉢 Ⅳ－2－A 口～胴 LR" 沈線 波状[1線波状文詞巻文交互刺突文
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掲載 年産 仮番 IH土地点 咽 位 器柚 分斌 部位 原 体 描線 信 考

1” 2” “3 nB Oe区 3ag 深鉢 Ⅳ－2－A 口～胴 LRM 沈線 波状口縁波状文交互刺突文602と同一個体

15“ 2m ” nB Oe区 3ag 深鉢 V－l－A 口 LR縦 隙帯 貫通孔のある突起

1507 2” “5 ⅡB 0e区 3a層 深鉢 V－l－A 口 LR縦 隆帯 口縁突起下部突起状貼付渦巻文

15脇 2” ” ⅡB 0e区 3a層 深鉢 Ⅳ－3 1ｺ～胴 LR" 沈線 斜行沈線

崎的 2” ” ⅡB 0e区 3a層 深鉢 V－l－A 口～胴 RL横縦 沈線 突起にひれ状の貼付

1510 2脚 ” ⅡB Oe区 3a層 深鉢 Ⅳ－3 口 LR横 隆箭 頚部隆帯列点文

1511 2m 6 2 nB Oe区 3a層 深鉢 Ⅳ－4 口 LR横 沈線隆帯 波状口緑列点文渦巻文

1512 2伽 6 4 ⅡB 0e区 3a層 深鉢 Ⅳ－3 口 LR" 沈線 法状口縁波状文

崎13 麺 6 5 ⅡB 0e区 3a層 深鉢 n，－1－A 口 LR 波状口緑隙体圧痩

1514 麺 6 6 ⅡB 0e区 3ag 深鉢 V－l－A 口 LR" 沈線隆帯 波状口縁波状文口艀に付着物

1515 麺 6 8 ⅡB 0e区 3aW 深鉢 m－l－B 口 LR" 沈線 平行沈線間列点文瓢郎隆禰指頭圧復

1516 2伽 6 9 ⅡB 0e区 3a層 深鉢 Ⅳ－3 I] LR縦 波状口縁口唇に刻み頚部隆帝原体圧痕

1517 2“ 620 nB 0e区 3ag 深鉢 Ⅳ－3 口～胴 LRIM 沈線 波状口緑波頭肺下郎渦巻状の貼付押し引き沈線波状文

1518 2伽 錘I nB Oe区 3aW 深鉢 Ⅳ－1－A 口 LRif 沈線 波状口縁突起

1519 2“ 624 nB 0e区 3a層 深鉢 Ⅳ－3 口～胴 RLR" 沈線隆帝 波状口縁刺突文鰯削状文

15” 2m 錘2 ⅡB 0e区 3am 深鉢 Ⅳ－3 にI 沈線隆帯 渡状文

1521 2” 錘6 nB Oe区 3ag 深鉢 Ⅳ一l－B 口 沈線 波状文二次焼成

1522 麺 627 nB 0e区 3ag 深鉢 V－l－A 口～開 LR横凝 隆帯

15刀 2m 628 nB Oe区 3a層 深鉢 Ⅳ－3 口 沈線 竹管刺突文二次焼成

1524 2帥 629 ⅡB Oe区 3aW 深鉢 Ⅳ－4 口～胴 RLR" 隆帝 口唇隆帯刻み波状口緑隙体圧痕渦巻文

15酒 2m 729 mBle区 3aW 深鉢 Ⅳ－4 口 沈線 頚郎隆帯描顛圧痕摩滅

15お 2伽 730 mBleiX 3a層 深鉢 Ⅱ－1 胴 LR黒節R結節 沈線 半裁竹管文羽状縄文

1527 2“ 631 UBIoe区 3ag 深鉢 Ⅱ－1 朋～底 LR縦 沈線 平行沈線円文綴に脚澗二次焼成付着物

1528 2“ 727 mBle区 3a層 深鉢 V－l－B 口 LR縦 沈線 円文付着物

15汐 2“ 293 UB7e区 3ag 洩鉢 V－4 口 沈線隆帯 C字状貼付渦巻文

15鋤 2m 2“ UB7e区 3aW 浅鉢 Ⅳ－5 口 LR縦 沈線 口緑原体圧疲波状文

崎31 加 427 UB8e区 3aW 浅鉢 V－4 口 LR" 隆沈線

1532 麺 4” nB8e区 3ag 浅鉢 Ⅳ－5 口 沈緑 鐇歯状口縁

1533 皿 527 nB9e区 3ag 浅鉢 V－4 口～閑 LR" 沈級隆帝 貫通孔のある突起口緑隆帯に刻み

15梨 加 5” nB9e区 3am 洩鉢 Ⅳ－5 口～胴 LR" ロ縁原体圧痕腫体圧痕で波状文

】535 皿 “ ⅡB 0e区 3am 浅鉢 V－4 口 LR" 沈線隆帯 C字状突起波状文

1536 2伽 613 ⅡB 0e区 3am 洩鉢 Ⅳ－5 口 LRIW 原体圧痕で渦巻文

1537 2帥 617 ⅡB 0e区 3am 浅鉢 Ⅳ－5 口 LR" 沈線 波状口緑平行沈線

1538 2” 623 nB 0e区 3a層 浅鉢 V－4 口～胴 LR" 隆沈線 波状口縁渦巻文

1539 2” 625 ⅡB 0e区 3am 浅鉢 V－4 口 LR" 筏状把手口縁原体旺痕
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掲載 年度 仮番 出土地点 墹 位 器種 分類 砿位 原 体 描線 備 考

540 2m 鰯0 nBloe区 3aW 浅鉢 Ⅳ－5 口 LR縦 沈線 波状文

興I 2m 728 mBle区 3aW 浅鉢 Ⅳ－5 口 沈線 波状口縁口緑蹴体圧痕波状文補條孔周辺にアスファルト状付埼物

餌Z 2m ”8 nB7e区 3bW 深鉢 Ⅳ－3 口 LRM 沈線 湯巻文付蒲物頚部圧狐のある突起

543 2m 2” nB7e区 3bW 深鉢 V－l－B 口 RL" 沈線 渦巻文平行沈縫

銅 2“ 3“ nB7e区 3bW 深鉢 m－l－A 口～開 LR" 波状口緑平行沈縫

興5 2m 3羽 nB7f区 3bW 深鉢 Ⅳ－3 口～胴 LRM 折り返し口縁濁巻状貼付

卿6 、 330 nB7f区 3bW 深鉢 Ⅳ－4 口 LR横 隆沈級 波状文

郷7 2” 332 nB7f区 3bW 深鉢 Ⅳ－3 口 RL" 沈線 斜行平行沈線

輿8

卿，

皿

2m

436

437

nB8e区

nB8e区

3bW

3bW

深鉢

深鉢

Ⅳ一l－B

Ⅳ－3

口～胴

口～開

LR縦

RLf

隆帝

沈線 波状文摩滅

550 2” 438 nB8e区 3bW 深鉢 Ⅳ－1－A 口 LRf 沈線 波状口緑波状文尚巻文

551 2“ 439 nB8e区 3bW 深鉢 Ⅳ－1－A 口 RLM 沈線 波頂部刻み波状文剛部貼付圧換付着物

552 Z” “0 nB8e区 3bM 深鉢 Ⅳ－1－A 口 LR縦横 沈線 波頂部下部交互刺突文頚部貼付刻み

5” 2伽 “1 nB8e区 3bW 深鉢 Ⅳ－4 口 LRRL結筋 沈線 波状文

5興 2m “2 nB8e区 3bW 深鉢 Ⅳ－1－A 口 LRM 沈線 口緑突起波状文付蒋物

555 抑 4“ nB8e区 3bW 深鉢 Ⅳ－3 口 LR" 隆帯 隆帯に沿って原体圧痕

556 麺 “5 nB8e区 3bW 深鉢 Ⅳ－3 口 LR" 沈線 口唇及び頭部隆帝指頭圧痕口緑原体圧痕銘歯状文付藩物

557 皿 報 nB8e区 3bW 深鉢 Ⅳ－3 口 LR" 原体圧痕で波状文

558 2m “7 nB8e区 3bW 深鉢 Ⅳ－3 口 LRM 沈線 波状口縁二次焼成

5” 2m 533 nB9e区 3bW 深鉢 Ⅳ－1－A 口～胴 LR縦 隆補沈級 方形区画綾絡文二次焼賎摩滅

S“ 2m 534 nB9e区 3b層 深鉢 Ⅳ－1－B 口～胴 無節L横 折り返し口縁原体圧換

561 2“ 535 nB9e区 3bW 深鉢 Ⅳ－3 口 無節L横 口緑原体圧痕

元Z 2” 571 ⅡB 0d区 3bW 深鉢 Ⅳ－3 口 RL" 沈線 口縁突起渦巻文摩滅

郵3 2m 572 ⅡB Od区 3b層 深鉢 Ⅳ－4 口 LR" 沈線 ボタン状突起二次焼成付若物

理 2m 573 ⅡB Od区 3b層 深鉢 Ⅳ－3 口 LR" 隆補 僑状把手隆帯に刻み

拓5 麺 632 ⅡB 0e区 3bW 深鉢 Ⅳ－3 口～閑 LR｡ 沈線 折り返し口縁波状文

5“ 麺 633 ⅡB Oe区 3bW 深鉢 V－1－B 口～胴 LRE 隆沈線 口緑小突起に刺突

妬7 2” 6型 ⅡB Oe区 3bW 深鉢 Ⅳ－1－A 口～胴 LRf 沈線 波状口緑波状文渦巻文頭部貼付に指頭及び原体圧痩二次焼成

5“ 麺 635 ⅡB 0e区 3b層 深鉢 Ⅳ－4 口～胴 LR横凝 隆帝 口唇隆帯波状文漫巻文縦に膳消

5㈱ 2m 637 ⅡB Oe区 3bW 深鉢 Ⅳ－2－B 口 LR 隆帝 口唇隆帯波状文口緑蹴体圧疲

570 2m 鰯8 ⅡB OC区 3bW 深鉢 Ⅳ－2－A 口 LR横 沈線 波状ロ緑突起渦巻文波状文

571 2” 鰯9 ⅡB 0e区 3b層 深鉢 Ⅳ一l－B 口 LRL検耀 沈線 口縁山形突起付着物

572 2“ ” ⅡB 0e区 3b層 深鉢 Ⅲ－4 口 沈線 円文波状文刺突文貼付剥落

幻3 2“ “I ⅡB Oe区 3b層 深鉢 Ⅳ一l－B 口 沈線 交互刺突文頚部列点文

574 2m “2 ⅡB 0e区 3bW 深鉢 Ⅳ－4 口 LRM 沈線 波状文梢円文摩滅 一
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掲載 年度 仮番 出土地点 層 位 器仙 分顛 部位 脱 体 描線 値 考

575 2脚 “3 ⅡB 0e区 3bm 深鉢 Ⅳ－3 口 LRn 隆帝 波状口緑半彼竹管による列点文

576 2” “4 ⅡB 0e区 3bp 深鉢 Ⅳ－2－B 口～胴 LR縦 隆帝 口唇隆帯波状文口緑原体圧捜637と同一個体

577 2m “5 ⅡB 0e区 3bn 深鉢 Ⅳ－3 1ｺ～胴 RL縦 沈線 口緑原体圧痕列点文二次焼成

578 2m “7 ⅡB 0e区 3bW 深鉢 Ⅳ－4 口 RLM 沈線 口緑原体圧拠温巻文

579 2m “8 ⅡB 0e区 3b" 深鉢 Ⅳ－2－A 口 LRM 隆帝 波状口緑波状文

5m 2“ “9 ⅡB 0e区 3bE 深鉢 m－l－B 口 沈線 平行沈級IM波状文

S8i 2m “I ⅡB 0e区 3bW 深鉢 m－l－A 口 LRh 沈線 波状口緑渦巻文半裁竹管文

582 2” “2 nB 0e区 3bM 深鉢 Ⅳ－3 口 無節L 沈線 綾絡文付蒲物

583 2“ “3 nB 0e区 3bE 深鉢 Ⅳ－1 口 沈線 半裁竹管波状文二次焼成

584 2m 鰯4 nB 0e区 3b$ 深鉢 Ⅳ－1－A 口 沈線 波状口緑波頂部刻みのある隆帯刺突文

585 2m “5 nB 0e区 3b" 深鉢 Ⅳ－3 口～剛 焦節L横 沈線 列点文波状文二次焼成

586 2m “6 nB 0e区 3bW 深鉢 Ⅳ－3 口 LR 隆帯 2個1吋の山形突起瞭体圧拠

587 2” “， nB 0e区 3b" 深鉢 Ⅳ－1－A 口 LRM 隆苛 口緑突起波状文

S88 2m 732 mB e区 3bE 深鉢 Ⅳ－1－A 口 LR 隆帝 波状口緑隆帯に沿って原体圧痕 542と同--個体

589 2m 7弧 mB e区 3bW 深鉢 Ⅳ－3 口～閲 LR" 口緑原体圧痕

5” 2m 736 mB e区 3bM 深鉢 Ⅳ－1－A 口 LR 隆箭 波状口縁隆帯に泊って蹴体圧痕542， 732と同一個体

591 2” 739 mB e区 3b" 深鉢 m－l－A 口 RL 沈級 鋸歯状口緑平行沈銀蹴体圧痩付若物

5兜 2m 740 mB e区 3b層 深鉢 Ⅳ－3 剛 LR" 沈線隆帯 波状文渦巻文付若物

593 2m 741 mB e区 3bM 深鉢 Ⅳ－3 刷 RL" 沈線 付着物

5“ 2m 331 nB7f区 3bM 洩鉢 Ⅳ－5 I二1～明 LR" 沈線 沈級間竹管による列点文44と同一個体

595 2m 443 nB8e区 3bW 洩鉢 Ⅳ－5 口 LR 2個1吋の円形の突起と貫通孔口緑蹴体圧痩

5％ 2m 5⑬ nBlod区 3bW 洩鉢 Ⅳ－5 口 LR縦 貫通孔のある突起口緑原体圧痕

5” 2” 570 nBIod区 3bM 洩鉢 Ⅳ－5 口～開 LR" 隆箭

598 2m 636 nBIoe区 3bM 洩鉢 V－4 口～刷 LRM 隆沈線 貫通孔のある突起口緑隆帯に刻み

5” 2m 731 mBle区 3bW 洩鉢 V－4 口～底 口昏突起に刻み

、 2m “6 nBIoe区 3bW 洩鉢 Ⅳ－5 口～剛 LR" 陵研 波状文

⑩1 2m 6” nBIoe区 3bM 洩鉢 Ⅳ－5 口 LR" 沈級 隆帝に沿って原体圧復

” 2m 733 mBle区 3bW 洩鉢 Ⅳ－5 口～朗 LRIQ 沈級

釦3 2m 735 mBle区 3bW 洩鉢 Ⅳ－5 口 LR" 沈級 波状文

餌 2m 737 mBle区 3bW 洩鉢 Ⅳ－5 口～閉 LRR 沈級

“ 2m 738 mBle区 3bM 洩鉢 Ⅳ－5 口 LRf 沈線 波頂部刻み平行沈總

唖 皿 301 nB7e区 4糊 深鉢 、－3 口～閑 LR｡ 半裁竹管文刺突文

印7 麺 3m nB7e区 4筋 深鉢 Ⅳ－2－A 口～用 LRRL結筋 沈線 貫通孔のある突起波頂郁口唇刻み羽状縄文346と同一個体

“ 麺 3“ nB7e区 4墹 深鉢 Ⅳ－3 口～閑 LRR 沈線 口唇刻み逆V字状貼付

” 加 3“ nB7e区 4墹 深鉢 Ⅳ－2－A 口 沈線 口緑突起隆帯に交互刺突文半欲竹管波状文摩滅
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掲載 年度 仮番 出土地点 増 位 器秘 分類 部位 原 体 描線 備 考

1610 2m 309 nB7e区 4層 深鉢 Ⅳ－3 口～胴 LR横 沈線 口唇円形の突起

1611 2m 3 0 nB7e区 4層 深鉢 Ⅳ－3 口 LR縦 沈線 楠円文波状文

1612 2m 3 1 nB7e区 4層 深鉢 Ⅲ－1－A 口 沈線 波状口縁半裁竹管文口唇に刻みのある突起

1613 2” 3 2 nB7e区 4届 深鉢 Ⅳ－2－A 口 LR" 沈線 波状文

1614 2“ 3 7 nB7e区 4層 深鉢 Ⅳ－3 口 無節L 綾絡文

1615 2m 3 3 nB7e区 4層 深鉢 Ⅳ－3 口 RL枇縦 折り返し口縁蟷部指頭圧痕ボタン状貼付

1616 2” 3 4 nB7e区 4層 深鉢 Ⅲ一l－B 口～胴 沈線 口唇半数竹管刻み斜行平行沈線

1617 2m 3 5 nB7e区 4届 深鉢 Ⅲ－1－A 口 沈線 ボタン状貼付竹管刺突

1618 2“ 3 6 nB7e区 4層 深鉢 Ⅲ－1－A 口 沈線 疲状口赫砿J貝郡ボタン状貼付顎鄙ﾀﾘ点又斜打平行沈稗二次暁旗

1619 2m 333 ⅡB7 区 4層 深鉢 Ⅳ－3 口～胴 LR縦 沈線 折り返し口縁平行沈線間刺突綾結文

1620 2m 335 ⅡB7 区 4届 深鉢 Ⅳ－3 口 LRf 沈線隆帯 半裁竹管文交互刺突文橘状把手

1621 2” 334 ⅡB7 区 4屑 深鉢 Ⅳ－1－B 口 RLM 折り返し口縁列点文

1622 2“ 337 ⅡB7 区 4層 深鉢 Ⅲ－1－A 口 沈線 山形突起ボタン状貼付頚部半戯竹管列点文

1623 2m 338 ⅡB7 区 4屑 深鉢 Ⅲ－3 l弓I LRM 隆帯 原体圧痕円文

1624 2“ 341 ⅡB7 区 4屑 深鉢 Ⅲ－2 頚 沈線 斜行平行沈線

】625 2“ 343 ⅡB7 区 4届 深鉢 Ⅳ－1－A 口 沈線 列点文鋸歯状文弧状文

1626 2m 339 ⅡB7 区 4層 深鉢 Ⅲ－1－A 口 沈線 半裁竹管文交互刺突文

1627 2m 340 ⅡB7 区 4届 深鉢 Ⅳ－3 ロ 隆帯沈線 口唇刻み渦巻文垂下する隆帯に指頭圧痕

1628 2“ 342 ⅡB7 区 4層 深鉢 Ⅲ－1－B 頚 沈線 鋸歯状文

1629 2m 344 nB7e区 4層 深鉢 Ⅳ－4 ロー胴下 LR縦 隆帯 原体圧痕による渦巻文、波状文、綾絡文補修孔

1630 2m 347 nB7e区 4届 深鉢 W－1－C 口～胴下 LRRL結節 小山形突起口縁部原体圧痕逆V字貼付羽状縄文

1631 2m 346 nB7e区 4届 深鉢 Ⅳ－1－A 口～胴下 LRRL結筋 沈線 貫通孔のある突起波頂部口唇刻み波状文羽状縄文

1632

1633

2”

2”

349

350

nB7e区

nB7e区

4届

4層

深鉢

深鉢

Ⅱ－1－B

Ⅳ－3

口～底

口～胴下

LR"

LR検緩

沈線

隆帯

折り返し口縁半裁竹管文頚部突起状貼付砿下する隆帯交互刺突

折り返し口縁綾絡文

1634 2m 352 nB7e区 4層 深鉢 Ⅳ－3 口～胴 LR横 沈線 小山形突起波状文

1635 2” 351 nB7f区 4届 深鉢 Ⅳ－3 口～胴 LRM 沈線 折り返し口縁頚部刻みのある貼付二次焼成

l田6 2” 337 nB7f区 4層 深鉢 Ⅳ－3 口～底 LR横 折り返し口縁頚部突起状貼付

l⑱7 2” 353 nB7e区 4層 深鉢 Ⅳ一l－B 口～胴 LRM 沈線 半裁竹管連弧文綾絡文頚部貼付付蔚物

1638 2m 358 nB7f区 4層 深鉢 Ⅳ－3 口～胴 LR" 折り返し口縁補修孔

1639 2” 449 nB8B区 4層 深鉢 V－1－A 口～胴 LR" 隆帯 口緑突起波状文二次焼成付着物補修孔

1“0 2” 359 nB7f区 4層 深鉢 Ⅳ 胴下～底 綱代痕

1“1 2m 450 nB8e区 4層 深鉢 Ⅳ－3 口～胴 LR" 波状口縁 1個渦巻文を伴う突起口縁原体圧痕

1“2 2m 356 nB7f区 4層 深鉢 Ⅳ－3 口～胴 折り返し口縁列点文口唇刻み

1“3 皿 453 nB8e区 4層 深鉢 Ⅳ－1－A 口～胴下 LR" 沈線 波状口縁波状文頚部刻みのある貼付付蒲物

l“ 加 454 nB8e区 4層 深鉢 Ⅳ－1－A 口 RL 隆帯 口縁突起から垂下する3条の隆帯に指頭圧痕綾絡文



観察表（49）

１
房
割
Ｉ

掲載 年度 仮番 出土地点 職 位 器棚 分訓 部位 脱 体 描線 憶 考

“5 2m 455 nB8e区 4咽 深鉢 Ⅳ－3 口 LR" 隆輔 口緑原体圧痕

“6 2” 456 nB8e区 4咽 深鉢 Ⅳ－3 口 LR" 沈線 突起下郎梼状把手原体圧狼波状文内面付着物

“7 2” 457 nB8e区 4牌 深鉢 Ⅳ－3 口～胴 LRM 沈線 交互刺突文波状文付着物

“8 2” 459 nB8e区 4咽 深鉢 Ⅳ－3 口～胴下 LR横 沈線 小波状口緑列点文波状文付戦物

“9 2” 4“ nB8e区 4咽 深鉢 Ⅳ－3 口～胴 RLIN 沈線隆帯 小山形突起付蒋物

650 2卿 461 nB8elX 4墹 深鉢 Ⅳ－4 口 LR縦 沈線隆帯 摩滅

651 2m 463 nB8e区 4届 深鉢 Ⅳ－1－A 口 侭節R 沈線 波状口緑波頂郎貼付剥落口唇原体圧痕交互刺突文

652 2m 4“ nB8e区 4咽 深鉢 Ⅳ－3 口 LRIN 隆術 濁巻状の突起

653 2” 465 nB8e区 4咽 深鉢 m－l－B 口 沈線 半俄竹管文

6興 2m 4“ nB8e区 4咽 深鉢 、－1－A 口 沈線 平行沈線間列点文

6弱 2m 467 ⅡB8e 4咽 深鉢 Ⅳ－2－B 口～胴 LR" 沈線 平行沈線間列点文波状文付糟物

656 2” 468 nB8e区 4咽 深鉢 Ⅳ－3 口 LRf 隆帝 口緑原体圧痕頚部貼付に刻み付蒲物

657 2m 4⑬ nB8e区 4脚 深鉢 Ⅳ－3 、 隆帝 口緑突起隆帯に刻み

“8 2” 473 nB8 区 4卿 深鉢 Ⅳ－3 I言1－剛 沈線 小111形突起濁巻文内外面付着物

“9 2” 474 nB8 区 4咽 深鉢 Ⅳ－2－A 口 沈線 波状口緑口緑折り返し斜行平行沈線一部網目状

唖 2” 475 nB8 区 4咽 深鉢 Ⅳ－3 口～胴 RLM 沈隷 波状口緑竹管列点文波状文付着物

“I 2卯 476 nB8 区 4増 深鉢 m－l－B 口 沈線 平行沈線問鋸歯状文

“2 2” 478 nB8 区 4咽 深鉢 m－l－B 口 沈線 平行沈線Ⅲ1列点文付蒋物

“3 2m 477 nB8 区 4咽 深鉢 m－l－B 口 沈線 折り返し口緑竹管で押し引き

” 2” 537 nB9elX 4咽 深鉢 Ⅳ－3 胴～庇 隆沈線 円文弧状文

“5 2m 5％ nB9e区 4屑 深鉢 Ⅳ－3 口～庇 LRR 隆補 折り返し口緑垂下する隆帝剥落頚部突起刻み逆V字貼付

唖 2” 538 nB9eIK 4咽 深鉢 W－4 口～脳ド LR鞭栖 沈線 鑑曲状文付着物

“7 2m 539 UB9e 4咽 深鉢 Ⅳ－1－A 口 LR" 沈線 波状口緑列点文波状文頚部隆帯刻み

唖 2脚 540 nB9elX 4咽 深鉢 Ⅳ－2－A 口 RL縦 沈線 波Ⅸ部口唇刻み

” 2” 541 nB9e区 4闇 深鉢 Ⅳ－4 口 LRM 沈線 波状口縁渦巻文二次焼成

670 2m 543 nB9e区 4層 深鉢 Ⅳ－2－A 口～開 LR" 隆沈線 波状文凝に磨禰

671 2m 542 nB9e区 4咽 深鉢 Ⅳ－1－A 口～開 LR" 隆帝 口緑愛形の突起4単位隆補に沿って隙体圧痩

672 Z的 卿5 nB9e区 4咽 深鉢 Ⅳ－1－A 口 LR" 沈線 波状口縁波状文付着物

673 2” 卿6 nB9e区 4層 深鉢 Ⅳ－1－A 口 晨節L横 沈線

674 2m 547 nB9e区 4屑 深鉢 m－l－B 口 沈線 口辱圧痕連続弧状文

675 2m 卿8 nB9e区 4咽 深鉢 Ⅳ－3 口～閑 LRM 口緑突起頚部隆帝突起状貼付二次焼成内面付着物

676 2m 549 nB9e区 4咽 深鉢 Ⅲ－4 口 沈線 濁巻文鋸歯状文

6万 2m 550 nB9e区 4闇 深鉢 、－1－A 口 沈練 波状口緑列点文鋸歯状文

678 Z” 553 nB9e区 4層 深鉢 Ⅳ－3 口～閥 LR縦 隆帝 口辱原体圧痕垂下する隆帯術頭圧痕頚部突起状貼付綴に磨消

679 2m 5興 nB9e区 4咽 深鉢 Ⅳ－3 口～開 RL樋耀 隆帝 折り返し口緑頚部突起状貼付隆帯指頭圧痕綾絡文



観察表(50)

Ｉ
勗
函
Ｉ

掲載 年度 仮番 出土地点 層 位 器種 分類 部位 原 体 描線 備 考

“ 2” 555 nB9e区 4暦 深鉢 Ⅳ－3 頚～胴 沈線 斜行沈線凱郎突起状貼付揃噸圧痩付箱物

縄1 2” 556 nB9e区 4層 深鉢 Ⅳ－3 頚～胴 LR横 沈線 波状文列点文綾絡文

“2 2” 5印 nB9e区 4層 深鉢 Ⅳ－3 口 LR横 沈線 口緑貼付に刻み波状文湖巻文

“3 皿 610 ⅡB 0e区 4層 深鉢 Ⅳ－3 口 LR 隆補 2個l対の山形突起螺体圧痩波状文

“ 2m “9 ⅡB 0e区 4層 深鉢 V－1－A 口～底 LR" 隆沈線 1単位の突起？波状文縦に磨澗付蔚物

“5 皿 “8 nB 0e区 4厨 深鉢 Ⅳ－2－A 口～開 LR" 隆沈線 C字状突起口唇刻み風体圧痕副郁隆帝折賦圧痕附加条繩文？

“6 2m 卸 ⅡB Oe区 4屑 深鉢 Ⅳ－3 口～用 LR横 沈線 弧状文波状文

“7 2m “3 ⅡB Oe区 4掴 深鉢 Ⅳ－2－B 口～圏 RL結筋 折り返し口緑綾絡文

“8 2m ” nB 0e区 4屑 深鉢 Ⅳ－2－A 口 LR横 沈線 波状口縁平行沈練鋸歯状文

” 2m “2 nB Oe区 4屑 深鉢 Ⅳ－3 口～開 LR" 沈線 波状口緑波状文潰巻文

“ 2m 師 ⅡB 0e区 4脳 深鉢 Ⅳ－2－B 口 LR横綬 沈線 平行沈線波状文

⑬1 2m 唖 nB 0e区 4掴 深鉢 Ⅳ－1－A 口 RL横凝 隆帝 突起口唇刻み波状文摩滅

“ 2m “7 nB 0e区 4層 深鉢 Ⅳ－2－A 口 LRh 沈線 波状口緑交互創突文

的3 2m 唖 nB 0e区 4屑 深鉢 V－1－B 口 LR 隆帝沈線 渦巻文内外面付蒋物

函 2m ” nB 0e区 4脳 深鉢 Ⅳ－4 口 LR 隆帯 山形突起隆帝に沿って原体旺痕付着物

“ 2m 670 nB 0e区 4屑 深鉢 Ⅳ－2－B 口 LR｡ 沈線 口緑列点文波状文

函 2m 671 nB 0e区 4用 深鉢 V－1－B 口 LR横 隆締 C字状突起楠円文

” 2m 印3 nB Oe区 4屑 深鉢 V－1－B 口 LR横 沈線隆帯 楠円文円文

的8 2m “ nB 0e区 4屑 深鉢 Ⅳ－1－B 口 LR横縫 折り返し口緑口緑腫体圧痕

” 2m 御2 ⅡB 0e区 4層 深鉢 V－1－A 口 LR" 隆帯 渦巻状突起口辱波状突起

7m 2” 678 ⅡB 0e区 4届 深鉢 Ⅳ－3 口 LR" 沈線 波状口緑尚巻文

701 加 677 ⅡB Oe区 4層 深鉢 Ⅳ－4 口 RLf 沈線 想い波状口緑波状文

7m 2m 679 nB 0e区 4咽 深鉢 Ⅳ－1－A 口 LR 隆帝 波状口緑口緑原体圧痕頚部隆帯指頭圧楓

703 2” 680 ⅡB De区 4咽 深鉢 m－1－B 口 沈線 平行沈線列点文

7帆 麺 681 ⅡB Oe区 4届 深鉢 Ⅳ－3 口 LR 円形突起突起状貼付口緑風体圧痕頚部原体圧痩のある貼付

7“ “ 682 ⅡB 0e区 4燗 深鉢 Ⅳ－3 口 沈線 波状口緑菱形突起交互刺突文

7“ 血 683 nB 0e区 4屑 深鉢 m－2－B 口 LRf 沈線 斜行沈線

7町 2m 684 ⅡB 0e区 4屑 深鉢 Ⅲ－2－A 頚 沈線 半欲竹管波状文列点文綾絡文

7碗 2m 685 ⅡB 0e区 4層 深鉢 Ⅳ－2－A 口～胴 LR検耀 沈線 波状折り返し口緑弧状文人体文？

7” 2m 686 ⅡB Oe区 4屑 深鉢 Ⅳ－3 胴 LR横 沈線 波状文

710 2” 687 nB 0e区 4屑 深鉢 Ⅳ－3 頚 LR横綻 沈線 波状文

フ11 2伽 “8 nB 0e区 4屑 深鉢 V－2 胴 LR" 沈線 渦巻文内面付若物

712 Z的 釣7 nB Of区 4屑 深鉢 Ⅳ－3 口 LRM 沈線 波状口緑渦巻文波状文綾絡文

713 2脚 釣8 nB Of区 4屑 深鉢 Ⅳ－1－A 口 口緑突起口再刻み突起状貼付

714 2m 6” nB Of区 4闇 深鉢 Ⅳ－3 口 LR枇縦 折り返し口緑円形貼付頚郁突起状貼付補修孔



察表（51）

１
房
。
Ｉ

掲叙 年度 仮待 出二I 地点 墹 位 器柧 分釧 郁位 蹴 体 描線 価 考

715 “ 7伽 ⅡB Of区 4咽 深鉢 Ⅳ－3 口 LRh 沈線 ボタン状貼付に刻み交互刺突文綾絡文

716 血 70】 nB Of区 4届 深鉢 Ⅳ－2 胴 LRin 沈線 ボタン状貼付鋸歯状文綾絡文附加条繩文？摩滅

717 麺 7m ⅡB Of区 4届 深鉢 V－2 胴 LRM 沈線隆帯 濁巻文

718 麺 703 ⅡB Of区 4咽 深鉢 Ⅳ－2 胴～底 LRRL結筋 沈線隆帯 平行沈線文羽状縄文

719 麺 7“ mB d区 4屑 深鉢 Ⅳ－4 口 LR横罐 沈線 C字状突起波状文付蔚物

7” 麺 7“ mB d区 4咽 深鉢 Ⅳ－1－B 口 沈線 折り返し口緑平行沈線列点文

721 加 7” mB d区 4咽 深鉢 Ⅳ－3 口 RL縦 沈線 波状口緑平行沈纏弧状文

722 加 708 mB d区 4刺 深鉢 Ⅳ－2－B 口～胴 LRM 隆帝 口緑原体圧痕二次焼成

723 加 742 mB e区 4脳 深鉢 m－l－B '三I～胴 無節L横 沈線 平行沈級口唇、垂下する隆帝及び頭部隆帝指甑圧痕

724 2” 743 mB e区 4増 深鉢 、－1－A 口～底 罵節L横耀 沈線 波状口緑蹴体圧痕後沈線施文 原体圧痕で波状文

725 2” 744 mB e区 4咽 深鉢 m－l－B 口～底 LR横罐 口唇措凱圧痩で波状口緑頚部貼付指園圧痕41胆位

726 加 745 mB e区 4屑 深鉢 Ⅳ－3 口～庇 LR横縦 口緑原体圧痕付着物二次焼成

727 2“ 746 mB e区 4別 深鉢 W－2－B 口～胴 LRE 口緑蹴体圧痕頚部隆帯桁頭圧換付蒋物二次焼成

728 “ 748 mB e区 4刺 深鉢 V－l－B 口～胴 LR横 沈線 口唇貼付剥雄綾絡文

729 加 750 mB e区 4刺 深鉢 Ⅱ一l－B 口～開 LRf 沈線 半戯竹管文円文綾絡文二次焼成付着物

7知 血 751 mB e区 4咽 深鉢 Ⅳ－3 口 RL 隆帯 口織瞭体圧痕

731 ” 752 mB e区 4脳 深鉢 Ⅳ－1－A 口～胴 RL" 沈線 波状口緑波状文弧状文

732 ” 753 mB e区 4咽 深鉢 Ⅳ－3 口～開 RL" 沈線 波状文渦巻文列点文頚郎貼付に刻み

733 ” 754 mB e区 4増 深鉢 Ⅳ－2－A 口 LRn 隆帯 波状口緑原体圧換で波状文綾絡文

734 2” 755 mB e区 4届 深鉢 IV-1-B 口～開 晨節R 沈線 鋸歯状文交互刺突文綾絡文

735 2” 756 mB e区 4層 深鉢 Ⅳ－3 口～脳 LRa 沈線 平行沈線弧状文

736 2” 757 mB e区 4脳 深鉢 m－4 口 沈線隆帝 波状文列点文

737 2” 758 mB e区 4層 深鉢 府－3 口 LR縦 沈線 波状文

738 麺 7” mB e区 4咽 深鉢 IV-3 口～開 LR" 沈線 波状口縁口縁戚体圧復波状文

739 2m 7“ mB e区 4届 深鉢 Ⅳ－3 口～闇 LRM 沈線 交互刺突文波状文付着物

740 加 761 mB e区 4層 深鉢 Ⅳ一l－B 口 沈線 交互刺突文頚部隆帯列点文

741 2” 7錘 mB e区 4増 深鉢 IV-3 口 黒節L 折り返し口緑厘体圧痩

742 麺 763 mB e区 4眉 深鉢 Ⅳ－3 口 LRR 沈線 列点文臓体圧痕で波状文付着物

743 麺 7“ mB e区 4層 深鉢 Ⅳ－4 口 LR" 沈線 鶴状把手原体圧痕二次焼成付穀物

7“ Z” 7“ mB e区 4厨 深鉢 Ⅳ－3 口 LRR 沈線 交互刺突文付着物

745 加 7“ mB e区 4眉 深鉢 W－3 口 LR" 沈線 口唇貼付原体圧痩

746 麺 767 mB e区 4脳 深鉢 Ⅳ－2－A 口 晨節L槙 沈線 波状口緑鋸歯状文

747 麺 7“ mB e区 4閲 深鉢 m－I－A 口 隆帝 口縁突起摩滅

748 皿 7⑬ mB e区 4厨 深鉢 Ⅳ－2－A 口 LR縦 沈線 口緑突起

749 麺 770 mB e区 4脳 深鉢 Ⅳ－1－A 口 LR" 沈線 口緑突起口唇刻み路歯状文



観察表（52）

１
こ
つ
Ｉ

掲載 年度 仮番 出十地点 層 位 器執 分類 部位 原 体 描線 備 考

750 2” 771 mB e区 4層 深鉢 Ⅳ－2－A 口 LR横 沈線 貫通孔のある突起波状文

751 2” 772 ⅢB e区 4層 深鉢 Ⅳ－2－A 口 口縁突起原体圧痕

752 2m 773 ⅢB e区 4屑 深鉢 m－l－B 口 沈線 半裁竹管文

753 2m 774 ⅢB e区 4層 深鉢 Ⅳ一l－B 口 沈線 交互刺突文渦巻文

754 2m 775 mB e区 4層 深鉢 Ⅳ－2－A 口 LR縦 円形の突起の表裏に円形に腺体圧痕

755 2” 776 ⅢB e区 4層 深鉢 Ⅳ－3 胴 LR縦 隆沈線

756 2m 777 ⅢB e区 4層 深鉢 Ⅳ－3 胴 LR横 沈線 波状文

757 2m 791 ⅢB f区 4層 深鉢 Ⅳ－3 口～胴 LR横 沈線 斜行沈線波状文

万8 2m 7兜 mB2e区 4層 深鉢 Ⅳ－2－B 口～胴 LR横 沈線 平行沈線波状文頭部貼付刻み

万9 2m 793 mB2e区 4層 深鉢 Ⅳ－1－A 口 LR 隆帯 波状口緑原体圧痕弧状文頚郁隆帯指頭圧浪で波状

7“ 2m 7瓢 mB2e区 4届 深鉢 Ⅳ一l－B 口 RL縦 折り返し口縁ボタン状貼付綾絡文

761 2伽 795 mB2e区 4層 深鉢 Ⅳ－1－A 口 隆沈線 口緑突起赤色顔料

762 2m 796 mB2e区 4層 深鉢 Ⅳ－2 胴 LR縦 沈線 波状文綾絡文

763 加 797 mB2e区 4層 深鉢 Ⅳ－3 胴 LR横 沈線隆帯 波状文

7“ 皿 303 nB7e区 4咽 洩鉢 Ⅳ－5 口～胴 LR横綾 沈線 口緑原体圧痕渦巻文

765 麺 307 nB7e区 4届 洩鉢 Ⅳ－5 ロー胴 無節L横 小山形突起口縁部原体圧痕

7“ 皿 3“ nB7e区 4層 浅鉢 Ⅳ－5 口～胴 LR縦 沈線 波状文

7御 2” 308 nB7e区 4屑 洩鉢 Ⅳ－5 口 沈線 半裁竹管波状文

7配 2” 336 nB7f区 4届 浅鉢 Ⅳ－5 口～胴 動物の顔？剥落

7” 麺 3鋼 nB7e区 4層 浅鉢 Ⅳ－5 口～胴下 無節L ロ縁部原体圧痕

万0 麺 355 nB7e区 4層 浅鉢 Ⅳ－5 口 LR縦 沈線 口縁刻みのある隆帯方形区画文

771 2m 3“ nB7e区 4届 浅鉢 Ⅳ－5 IごI～胴下 LR横 口緑原体H頚

刀2 2m 361 nB7e区 4届 浅鉢 Ⅳ－5 口～底 4単位波状口縁網代痕

773 麺 458 nB8e区 4層 浅鉢 Ⅳ－5 口～胴 LR検綻 突起状貼付口縁原体圧痕

774 麺 462 nB8e区 4層 浅鉢 Ⅳ－5 口 LR縦 隆沈線 貫通孔のある突起口縁原体圧痕

775 2m 5判 nB9e区 4屑 洩鉢 Ⅳ－5 口～胴 RLR" 沈細 頚部隆帯指頭圧痕後竹管刺突波状文

776 皿 472 nB8f区 4屑 洩鉢 Ⅳ－5 口～胴下 波状口縁口縁折り返し波頂部刻み下部突起付着物

777 麺 551 nB9e区 4層 洩鉢 Ⅳ－5 口 口縁突起口唇部刻み突起状貼付

778 麺 557 nB9e区 4層 洩鉢 Ⅳ－5 口～開 LRM 沈線 2個1対11』形突起波状文

779 2m 558 nB9e区 4届 浅鉢 Ⅳ－5 口～胴 LR" 沈線 波状文

780 2m 559 nB9e区 4層 浅鉢 Ⅳ－5 口～胴 粘惟紐貼付突起補修孔

781 2m 611 nB10e区 4層 洩鉢 V－4 口～胴 RL縦 隆帯 波状口縁渦巻文

782 2m 661 nB10e区 4届 洩鉢 Ⅳ－5 口～胴下 LR無節L横 沈線 平行沈線文波状文渦巻文附加条縄文

783 2m 675 nB10e区 4層 浅鉢 Ⅳ－5 口～脳 LRM 沈線 111形突起波状文

784 2m 676 ⅡBIOe区 4層 浅鉢 Ⅳ－5 口～胴 LRM 沈線 波頂部口唇に刻み波状文



観察表（53）
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掲載 年度 仮番 出十地点 届 位 器稚 分類 部位 原 体 描線 備 考

785 2m 705 mB d区 4層 浅鉢 Ⅳ－5 口 LR縦横 隆帯 ロ縁部隆帝指頭圧痕

786 2” 749 ⅢB e区 4層 浅鉢 Ⅳ－5 口 LR" 沈線 波状ロ縁波状文付着物

787 2“ 778 ⅢB e区 4届 洩鉢 Ⅳ－5 口～底 LRRL結筋 口唇波状の貼付

788 2” 779 ⅢB e区 4屑 浅鉢 Ⅳ－5 口～胴 携状把手原体圧痩隆帯に刻み

789 2m 780 ⅢB e区 4届 浅鉢 Ⅳ－5 口～開 LRf 沈線 波状文

7” 2“ 781 ⅢB e区 4層 洩鉢 Ⅳ－5 口～胴 LRM 沈線 口緑原体圧痕鋸歯状文二次焼成

791 2m 782 ⅢB e区 4層 浅鉢 Ⅳ－5 口 LR" 波状口縁原体圧痩二次焼成

7蛇 2m 451 nB8e区 4屑 鉢 Ⅳ－5 口～底 LRM 突起に刻み口縁原体圧痕網代痕

7兜 2“ 452 nB8e区 4層 小型鉢 Ⅳ－5 口～剛下 LRf 口縁突起状貼付原体圧痕

7脚 2m 479 nB8f区 4届 鉢 Ⅳ－3 口～胴下 口縁突起

795 2” 6％ nBlof区 4届 小型鉢 Ⅳ－3 口～胴下 LR縦 沈線 波状口縁交互刺突文綾絡文二次焼成

7％ 2m 362 nB7e区 4層 台付鉢 X 底 商台

797 2” 561 nB9e区 5届 深鉢 m－l－B 口 LR横綾 口縁原体圧痕で区百垂下隆帯に刺突

798 2” 562 nB9e区 5層 深鉢 m－1－B 口 沈線 平行沈線鋸歯状文

7” 2m 784 mBle区 5層 深鉢 Ⅳ－1－A ロ LR縦 口縁突起裏面ボタン状貼付

知 2m 783 mBle区 5層 深鉢 Ⅳ－3 ロー胴 沈線 半裁竹智斜行沈線頚部貼付刺突

帥I 2m 785 mBle区 5層 深鉢 Ⅳ－4 口 沈線 沈線で網目状逆V字状貼付

8唾 2m 470 nB8e区 5am 深鉢 Ⅲ－2－B 口 LR縦 隆帯 折り返し口縁垂下する隆帯に指頭圧痩経に磨消



表56土製品観
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掲載 年度 仮番 遺構名 届 位 器勧 部位 長きc、 幅麺 厚さc、 重量9 備 考

1803 2㈹1 813 2号住 1層 土玉 2.1 1.65 0．9 3．55

18“ 2m 22 7号住 埋土 円整状 4.5 42 0．8 16.74

1805 2m 23 7号住 埋土中 円璽状 2.8 2．7 0．9 9．01

l班 2” 劉 7号住 埋土 円塾状 4.9 4．7 1 2晶二“

I帥7 2噸 25 7号住 埋土 円整状 3.5 3.5 0．8 12．74

1808 2m 26 7号住 ベルト3届 円盆状 3.3 3.4 0．9 I2S6

18⑬ 2皿 27 7号住 ベルト3層 円盤状 4.4 4．6 1 切旬？3

1810 … 劃 7号住 埋土下位 不明 3 3.5 2．8 12.的 貫通孔

】811 2，1 7” 8号住 埋土 土偶 胴 9.1 9．6 1.5 138.4

】812 2皿 75 8号住 耳栓 2 19 1.9 6．33

】813 2咽 “ 8号住 埋土 誰筋品？ 2.3 1.9 0．9 3．2 貫通孔

1814 2皿 28 8号住 北側 円盤状 3.8 4 0．9 13.9

1815 2m 29 8号住 埋土 円盤状 4.8 4．9 1.1 28.25

1816 2m 30 8号住 埋土 円盤状 3.3 34 0．9 】0.98

1817 2m 31 8号住 埋土 円盤状 3.9 3.95 0．7 】Z22

1818 2m 32 8号住 I層Q3 円盤状 4.2 4．1 1 18.77

1819 2m 33 8号住 I層Q3 円盤状 4.6 495 1 幻

18加 2m 34 8号住 西側壁輔壷中 円型状 2.8 285 0．95 8s

1821 2” 35 8号住 焼土付近 円盤状 4‘8 4．8 0．9 18.77

1822 2” 36 8．号住 南側壁糖充中 円盤状 3.7 4.崎 0．7 11．1

18四 2m 37 8号住 南側壁輔壷中 円盤状 3.4 3.9 1.2 17.8s

1824 2”1 817 9号住 埋土 円盤状 2‘8 ユ95 0．6 5.35

18酒 2”1 8” 4号住 埋土 指輸状 1.95 2 0.45 L27

1826 2m 38 7号住 埋土床面近く 円盤状 3.6 3s 1 9．6

18刀 皿 39 7号住 埋土 円盤状 3.8 3.8 1 12.53

18淫 2” 40 7号住 埋土 円型状 2.9 3.1 0．7 6.”

18” 2m 41 7号住 埋土 円盤状 4 4.1 0．9 15.87

1830 2m 42 7号住 埋土 円盤状 3.6 3.8 1.噸 14.唾

1831 2m 43 7号住 埋土 円鮭状 2S 25 1.2 8.”

1832 2皿 “ 8号住 円盤状 2.45 243 0.85 52

1833 2m 45 8号住 埋土 円盤状 4.7 4.1 1.1 26.24

18郵 2”】 810 9号住 埋土 土玉 1.9 1.6 0．9 237 貫通孔

1835 2”1 818 9号住 侭十1－錘 円盤状 2.2 ユ4 0．9 4.”

1836 麺】 819 9号住 埋土 円盤状 2 2.1 0．s ユ79

1837 2m’ 820 9号住 蝿十1-部 円盤状 2.4 2.2 1.2 7．57



表57土製品
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四
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掲載 年度 仮番 遺栂名 届 位 善種 部位 長さ函 紹皿 厚さ画 亜趾g 飼 考

838 2“1 821 19号住 佃十卜錘 円盤状 3.7 4 0．8 13.89

839 2“1 822 19号住 卸十LM 円盤状 4 4.3 0．9 18.86

840 2m 31 ２ 号住 埋土（黒褐色土） 碗給？ 4.15 3.7 1.9 20.28

84】 2m 83 2 号住 蝿十（南東ベルト） 土玉 1.05 1.“ 1.05 0．9

842 2m 77 2 号住 埋土（黒色土） 不明 3.35 5s 1.弱 18.m

桝3 2m 46 2 号住 埋土（黒褐色土） 円盤状 24 2S 0．4 2．11

844 2m 46 ２ 号住 埋土（黒褐色土） 円盤状 5.1 4.8 1.2 3ユ5

845 2m 47 2 号住 埋土（黒褐色土） 円盤状 5.1 4.9 I 22.“

盤6 2m 48 2 号住 埋土（黒褐色土） 円鍵状 3.7 3.6 0．9 12.89

鯛7 2m 49 2 号住 埋土（黒褐色土） 円盤状 2.9 2-9 1.3 8.75

餌8 2m 釦 ２ 号住 埋土（黒褐色土） 円盤状 2.3 ウう
一宇一 1.2 5．11

849 2噸 51 ２ 号住 埋土（黒褐色土） 円盤状 2.3 つウ
ーや一 0．8 459

850 2皿 52 2 号住 埋土（黒褐色土） 円壁状 4.2 3.9 1 15．91

851 2皿 53 2 号住 埋土（黒褐色土） 円盤状 3.4 33 1.1 12．01

852 … 郵 2 号住 埋土（黒褐色土） 円盤状 3.5 3.3 1 11．83

853 2m 55 2 号住 埋土 円蟹状 5.3 4.7 1.1 酒.6

854 … 12 22号住 ベルト2 土偶 胸～脚上 5.2 2.8 1.55 12.74

855 2m 13 22号住 卸十卜付 土偶 胸 3.75 5.3 1．9 興.“

856 2噸 酒 22号住 埋土下位 土偶 脚 3.55 1．3 1.3s 5.”

857 … 33 22号住 埋土下位 土偶 脚～足 1.95 1.9 1.95 3.群

858 … 35 22号住 埋土 不明 3.45 4.5 1.2 l】､8

8匁 麺 “ 22号住 埋土 鐸形 4.8 3.3 0．6 29.97

8“ 皿 “ 22号住 埋土下位 鐸形 4.65 4.5 0.3s 20.”

86】 皿 “ 22号住 ベルトl層 鐸形？ 3.3 4.4 3.3 頂部に撒通孔

862 皿 56 22号住 床面 円整状 2.9 3.2 0．8 8.59

863 皿 57 22号住 埋土 円盤状 3.6 3.5 0．9 10．8

8“ 皿 58 22号住 埋土 円盤状 4 4.2 0．8 12.“

865 2” 59 22号住 埋土 円錠状 3.3 3.15 0．7 8.酒

8“ 2” 印 22.号住 埋土 円整状 4.3 4.酒 1．1 22.7

867 皿 61 22号住 埋土 円盤状 4．4 3.8 1 19.“

868 皿 唾 22号住 埠十卜付 円盤状 3.55 4.】 0.9 13.29

8⑬ 皿 63 22号住 埠十卜付 円性状 3.7 3.6 0.9 14.25

870 皿 “ 22.号住 埋土下位 円盤状 4.4 4 】 18.88

871 皿 6s 22号住 埋土下位 円整状 4.2 4.05 1.2 21.35

872 皿 1 23号住 Q8埋土中位 土偶 頭 4.45 4.s 1.0s 湖.56 目・鼻剥蒋
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掲載 年度 仮番 遺僻名 咽 位 詩仙 郁位 艮さc、 "cm 厚きc、 Ⅲ量9 備 考

873 2m 9 23号住 Q6埋土 土偶 胸 5.3 6.9 1.3 37.72

874 2咽 “ 23号住 Q6埋土 土鍾？ 7.1 1.8 1.6 21.1

875 2” “ 23号住 炉蝿盤十藩1 (北側） 円盤状 3.8 3.5 0.85 10．8

876 2” 印 23号住 Q3床面近く 円健状 3．35 3.2 I 1.82

877 2m “ 23号住 Q3床面近く 円璽状 3.6 3.2 1.1 3.45

878 2” ⑲ 23号住 Q3浬土 円盤状 4.1 3.9 0.7 0.12

879 皿 70 23号住 Q4埋土 円盤状 4．1 4.45 0.85 4.“

880 皿 7】 23.号住 Q4埋土 円盤状 4．1 4.45 0.75 6.“

881 … 72 23号住 Q4浬土下部 円墜状 2,5 2.55 0.8 6.m

882 皿 73 23号住 Q5浬土下部 円盤状 3 3 0.8 9.判

883 … 74 23号住 Q5浬土下部 円盤状 2.9 3.1 1.25 11.脚

884 皿 75 23号住 Q6埋士 円盤状 4.1 4.6 1.05 刀.01

885 2皿 76 23号住 Q6埋土 円璽状 3.9 4.“ 1.3 24.38

886 ” 77 23号住 埋土ベルト 円盤状 29 3.2 1.05 12.“

887 皿 78 23号住 埋土トレンチ 円盤状 2.6 2.85 0.9 7.釣

888 麺 79 23号住 埋土トレンチ 円盤状 4.5 5 1 2237

889 皿 34 24号住 Q3埋土 土偶 胴～足 6.8 5.6 3 107．12

8列 麺 36 24号住 東側ベルト埋十卜部 土偶 同 3.9 2.1 2.2 19.“

891 皿 7】 24号住 埋土（トレンチ） スタンプ形 3.1 4.4 3.5 型鰯

8兜 皿 6】 24号住 Q4埋土 斧状 鋸部 6.1 3.3 2.2s 釦.師 貫通孔

893 … 53 24号住 埋土 不明 1.“ I 0.9 159

8郷 皿 80 塑号住 北側ベルト輝十lzM 円盤状 4.2 4.4 0.8 13.“

8％ … 8】 24号住 東側ベルト埋土下部 円僅状 4 535 0.9s 19.49

8％ 皿 82 24号住 Q5埋土 円盤状 3.4 2.7 0.9 9.85

8” 麺 83 24号住 Q6埋土 円璽状 3.9 4 1．2 10.型

8兜 … 84 24号住 Q6埋土 円墜状 3.西 3s5 1 103

8” … 85 25号住 埋土ベルト 円鮭状 2.1 1.8 0.8 2.％

皿 … 86 お号住 埋土 円盤状 5．9 5含2 1.5 57.”

”1 … 5 28号住 Q2 1屑下部 土偶 甑 2.4 2.6 2.3s 6．75

唖 … 22 28号住 Q2 1咽下郎 土偶 脚～足 2.鰯 1.7 1.8 5.“

”3 2皿 42 28号住 Q3 2W 不明 1.6 1．4 I ユ5 貫通孔

邪 2皿 63 28号住 Q2 1閣下部 動物形 イノシシ 2.9 4.4 2.1 13.27

唖 2m 47 28号住 Ql lW 輝形 3 ユ4 1 552

恥 … so 28号住 Q4 1W 不明 1．9 3.4 0．8 11.45

卯7 2m 187 28号住 ベルト 円建状 4.鰯 4．4 I 画.9



表59土製品観
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掲載 年度 仮番 遺構名 暦 位 器種 部位 長さc、 幅唖 厚さc、 重量9 備 考

19鯛 2皿 88 28号住 Q 9 2ベルト②届 円璽状 3.8 3s5 0.9 12.91

19” 2噸 89 28号住 Q ②層 円盤状 4．4 4.8 1.1 22.71

】910 2咽 ” 28号住 Q ②層 円盤状 3．15 4.7 1 15.“

1911 2噸 91 28号住 Q ②層下部床面近く 円盤状 4．2 425 0.8 14.46

1912 2咽 92 28号住 Q ①層下 円璽状 3．75 4.1 1 16.52

1913 2m 93 28号住 Q2①層ベルト部 円盤状 2．7 3.2 0.9 8.“

1914 2m 94 28号住 Q3, 4東西ベルト①層 円璽状 4．8 4.5 0.9 1843

1915 2噸 95 28号住 Q2①層 円建状 3．8 4 0.9 15.23

1916 2噸 ％ 28号住 Q2②層 円整状 4．2 4.15 1.1 19.83

1917 2” 97 28号住 Q2②層 円整状 2．75 2.6 0.妬 849

1918 2皿 98 28号住 Q2②層 円整状 4．1 4 1．05 】5.”

1919 2血 99 28号住 Q3 Iﾘ盤状 29 2.9 0.7 7．17

1920 皿 麺 28.号住 Q3 円壁状 3．8 3.6 1.05 16．41

1921 2” 201 28号住 Q3 円璽状 3．4 3.1 0.8 9.”

1922 2皿 加2 28号住 Q3①屑中位 IW整状 4．4 4.45 0.8 】ユ79

1923 2噸 加3 28号住 Q3 Ⅱ層 円盤状 4．7 5.2 1.2s 型.砂

1924 麺 2“ 28号住 Q3②層10～20画】 円盤状 3．9 3.5 0.8 11.印

19酒 2噸 加5 28号住 Q3②層埋土下部 円璽状 3．5 3.7 0.75 12．7

1926 麺 2“ 28.号住 Q4 Ⅱ層 円盤状 3傷4 3.7 0.8 11．m

1927 麺 2W 28号住 Q4②屑 円盤状 3，4 3.6 0,95 11.剥

1928 2m ZO8 28号住 Q6②層 円錠状 2．45 2.7 0.6 3.郡

1929 2m 2” 28号住 Q6②層 円盤状 4．4 4.s 0‘8 17.03

1930 2m 210 28号住 Q2①層上位 円鮭状 3．8 3.9 0.8 16車57

1931 2m 211 28号住 Q4①層上位 円錠状 4．7 4.8s 1．25 ”､8

1932 2m 212 28号住 Q4①層下位 円錠状 3．7 3.9 0.7 12.鯛

1933 2m 213 28号住 P44埋土 円健状 3，8 4.“ 0.妬 15．6

1934 2m Z57 28号住 Ql①層黒色土 円鮭状 3．8 3.6 0.9 1452

1935 “ 2 4 30号住 北西ベルト下部 円錠状 3．2 3.6 0.8 12.38

1936 2m 2 5 30号住 "ELIm 円藍状 2．7 2.だ 0.65 4.86

1”7 … 2 6 32号住 床面 円盤状 3．1 5 1.1 17.】8

1938 2m 2 7 32号住 床面南側 円盤状 3．8 3.75 0.8 13.38

1939 … 2 8 33号住 埋土 円盤状 2．8 4.4 0.8 9.86

l蝿0 … 2 9 33号住 埋土 円盤状 2.15 2.45 0.6 3.郷

1脚1 2m 220 33号住 埋土 円盤状 4．3 4.35 0.9 15.“

l蝿2 2” 221 33号住 埋土 円盤状 4．2 4.5 0.9 19.03
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掲載 年度 仮番 適構名 層 位 器独 部位 長さ画 "cm 厚きc、 煎量9 鯛 考

943 … 32 34号住 ベルトl層 腕輸 1.妬 6.95 1.1 ”､12

9“ … ”7 34号住 埋土 土版 表裏弧状文の外側に刺突列

945 皿 113 34号住 埋土ベルト 不明

9妬 … 892 34号住 埋土 不明 炎沈線と縄文で施文裏突起状の隆帯

947 … 7 35号住 埋土 土偶 胸～胴 9.7 4.2 2 65.78

瓢8 皿 222 35号住 床面 円型状 3.8s 3.9 0.8s 13.3

949 … 223 35号住 埋土（南） 円璽状 3 27 】 8．76

950 … 2群 35号住 埋土（南） 円盤状 2.5 4.9 1.“ 10.97

951 … 225 35号住 埋土（南） 円盤状 3.6 3.7 0.8 12.12

952 … 2弱 38号住 埋土 円盤状 3.1 3.1 0.8 8.】9

953 … 227 38号住 埋土 円盤状 3.3 3.15 0．75 8.“

9輿 … 228 39号住 P9 円盤状 4.8 4.8 1.“ 20.“

955 … Z29 39号住 埋土 円盤状 4 3.9 0．8 13.26

9発 … 85 40号住 PP22 不明 3.3 3.5 1.4 13.妬

957 2皿 38 40号住 埋土（北面） 不明 26 235 1.“ 7．13 貫通孔

938 … 230 40号住 埋土（ベルト） 円盤状 4.15 4.45 1.西 雪.78

”9 … 231 40号住 埋土（南） 円盤状 4.25 4.雪 0.95 18.餌

知 … 232 40号住 埋土（南） 円盤状 4.“ 3.8 0.85 14．3

％1 2m 233 40号住 埋土下部 円盤状 5 5.1 1.3 梨.6

” … 麺5 40号住 埋土（東） 円墜状 8.45 7.9 1,1 70.48

麺 1四 19s 46号住 直下 土版 破損 沈線で三角形

” 麺1 823 53号住 床斜面際 円墜状 4.75 4.8 I 24.79

邪 皿 236 7号炉 埋設士塞 円塗状 4.3 4．4 09 18.93

率 2m 238 11号炉 埋土 円鮭状 3.3 3.2 0．7 8.麺

％7 皿 羽， 11号炉 埋土 円盤状 3.95 3.9 1 15.38

麺 函 ”3 1号住状 土玉 】.7 1.7 1.7 3-51

知 甥 3m’ 2号住状 埋土 土偶 胴下 8.3 5．8 3．7 1兜.2 胆部？ボタン状貼付刺突文

970 函 3012 3号住状 耳栓 1.3 13 0．7 1.“

971 … 3D13 3号住状 耳栓 1.2 1.4 0．7 0.87 貫通孔

972 … 3四 3号住状 床直上 土玉 1.6 1s 1.3 2.23

”3 函 186 3号住状 中位 土版 破損

恥 2，1 824 5号土坑 埋土 円璽状 4．4 4．9 1.1 28.03

”5 2m 23 7号土坑 埋土 土偶 同 2.8 5 1.4 15.妬

”6 2m 18 7号土坑 埋土 土偶 足 24 ユ“ 5.6 Z4.37 19と対

”7 2m 19 7号土坑 埋土（下部） 土偶 足 2.1 2．5 5.弱 24.“
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土製品観察表（6）表61

Ｉ
弓
越
Ｉ

掲載 年度 仮番 遺構名 層 位 器社 部位 氏ざ画 幅c、 厚きc、 肛量鹿 備 考

978 2m 零7 7号土坑 埋土 円健状 2.6 2.5 1 7.81

979 2m 零4 8号土坑 PPlO 円盤状 7.45 7.3 1．15 49.23

980 2m 餌0 28号土坑 下部土坑理冒1号 円盤状 495 4．9 1.1 29.46

981 2噸 郡 柱穴群6 P5 円盤状 2.2 25 I 5.38

982 2m 10 柱穴群皿 P8 土偶 胴下 4.6 4.“ 2．1 39.71



表62土製品観察表（7）

Ｉ
弓
鍾
Ｉ

掲載 年度 仮番 出土地点 屑 位 器杣 郁位 腱善皿 @H(m IY苔画 砿鼠屑 備 考

983 2皿 ２ 試掘 土偶 賊 3,“ 3.9 1.1 13.23

984 2m 3 nCloa区 上側 賊 (3.3） 2.5s (2.3） 12.39

985 皿 4 nCloa区 蹄褐色土土坑 i:" 賊 (3.1） 2．7 (1.6） 6．％

986 麺1 798 nB7j区 Ⅱ崎 上偶 砿 4.4 3．1 (3.2） 21.“

987 】唖 3伽5 nB8h区 、鰯Iご両 1:" 賦～胸 (6.6） 8．2 1．6 75.4 半俄竹符文貫通孔

988 … 6 mBli区 Ⅱ咽 土偶 胸～開 11．9 (7.8） 1.4 ”､88 沈線

989 釦】 801 nB7j区 Ⅱ屑 土偶 開 (3.45） (2.3） 1.4 8.“

卿 I函 3m2 3区北西 Ⅱ刷一2 土偶 剛下 (3.9） (3) (1.6) 11.13 刺突文

”1 l甥 3伽7 nB8f区 Ⅱ層下位 土偶 左別 (7.4） (7.8） 2.7 1％､34 沈線文貫通孔

992 2m 8 nB5e区 包含層〈褐色上） 土偶 胴 (6.5） 5．3 1．3 40.88

”3 2m 11 nC9aK Ⅱ堀 土偶 明～脚上 5.2 4．5 1.8 37.67

994 2m 14 nCioalX Ⅱ鰯 土偶 胸～開 (5.45） (3.9） 1.95 26.15

995 2皿 15 mBlj区 Ⅱ靭 土偶 刷？ (4.3） (4.8） (1.75） 28.63

9％ 2皿 16 nB6h区 検出 土偶 胸～腕 (3.3） (5.8） (1.7) 24.“

”7 Zml 8“ nBlOe区 4咽 土偶 剛 5.45 6．7 1.1 37.87

998 】函 3恥 8T南娼東壁寄り Ⅱ届一② 土偶 頚～胸 (4.6 (5.79） 2.3 48.2 刺突文

9” 2“1 8m nB7eIX 4層 土偶 硯 (3.65 (4) (1.2) 【4．％

2皿 '四 7“】 nB9f区 Ⅱ堀下位 土偶 町 (4.8 (5.1) 1.9 30.01 刺突文貫通孔

2m’ '四 3皿 8T北娼 Ⅱ届一① 土偶 朋下 (8.2 (3.4） 2.8 52.“ 炎刺突文裏LR恥節縄文

2，2 l函 3m lUT Ⅱ届一② 土偶 同 (4.6 (6.6） (2.2） 49.73 蝋体圧痕

2，3 2m’ 8“ nB7e区 包含層 土偶 開 (6.1 (5.6） 1.6 38.3

2” 2，1 “3 ⅡB8e 5am 土偶 別～腕 4．9 (3.3） 1．9 画.75

2，5 2m 27 nB5f区 Ⅱ闇 土偶 碗 (2.4） (1) 0.95 ?？？！

2唖 2伽1 8“ nB5h区 Ⅱ瑠 土偶 腕 (5.1） 1.2 1.2 8.31

2”7 皿 17 nB5f区 検出 土偶 脚～足 (3.3） 3.4 5．15 22

2噸 皿 20 nBIOj区 Ⅱ咽 土偶 開～足 (5.雪》 2.1 1.9 32m

2噸 皿 21 mcla区 Ⅱ層下部 土偶 胸～足 5 Z､1 2.濁 11．48

20 0 皿 24 nC9a区 Ⅱ咽 土偶 脚～足 3.“ 2.崎 3.14 9

” 1 麺】 8“ nB7e区 3層 土偶 脚 (6.5） 4 3.3 822

20
う
一 … 26 mB1f区 包含暦褐色土 土偶 脚 (2.”） (2.1 1.s 7.7

加 3 2m 28 nB8fE 表採 土偶 脚 (27.0） (l.S (1.15) 4.85

20 4 2皿 72 nCloa区 Ⅱ層下位 耳栓？ (2.6) (2.6 (順） 6．71

20 5 2唖 73 表採 耳栓 (1.15) (2 (1.1） 2.89

20 6 2皿 76 nB10j区 Ⅱ層 耳栓 (2.2） (2.1 (2.4） 8.苑

20 7 … ” nB9j区 Ⅱ届上部 耳栓



表63土製品観察表（8）

１
毛
Ｃ
Ｉ

掲較 年度仮秀 出土地点 屑 位 蟹槌 郎位 民さ函 幅画 厚さ函 重量9 侃孝

加18 2” l鰯 nCloa区 Ⅱ眉 耳栓？

2019 2，1 8 6 nB7j区 Ⅱ魁 耳栓？ 1.8 1．8 1.2 2心

2020 '四 知 4 5区gT I脳 耳栓 (1.7） 1.85 (1.3） 4．57

2021 1”9 30 5 l区住居周辺 耳栓 2S (2.9） 15 6麺 朱彩

2022 1函 30 6 nB8f区 、職下位 耳栓 2 1．3 l今1 3．37 貫通孔

2，3 麺I 8 1 北閲調査区 表採 垂跨品 1.“ 1．6 0．5 1.曲 貫通孔

2，4 1函 池8 2区 Ⅲ届 垂跨品 1.9 1.9 0.4 1.79 貫通孔

2“ 1… 3” 5区 Ⅱ図一② 垂億品 (2.4） (ユ3） 0.8 3－梨 透かし沈線刺突文

2，6 】甥 3032 mBle Ⅱ職 垂崎品 6.2 5.7 1.4 49.函 刺突文貫通孔

2，7 ” 29 nCloa区 Ⅱ醐 碗借？ 7 9.2s 1.7 114.8 破損

2，8 皿 30 nB9j区 Ⅱ圃中～下位 碗給？ 7 9.2 2．4 2“､88 破損

2唾9 I理 3011 nB8f区 Ⅱ刷 スタンプ形土製品 2.麺 2.2 1.2 6．21 破捜

2030 … 67 nC8a区 Ⅱ屑中～下位 輝形土騨鼎 (4.15） 3.3 0.4 173

2031 皿 ⑬ nB7j区 1屑ベルト 輝形土製品 (3.8） (3) (3) 17.35

2032 I函 3010 nB6i区恥12 ③ 動物閥土製砧 (4.7） (3.1） (4) 鋤.32 沈線文破損（イノシシ？）

2033 麺I 129 nB4g区 、層 土版 69 6.85 1.95 l“.15 貫通孔

2034 '四 7咽 nB9g区 Ⅲ層ベルト 土版 (5.7〕 4.3 1．1 湖.7 三角文

鋤35 1甥 3蝿2 nB8i区 n回11m 土版 (4.2） (4.2） (0.7） 10.29 同心円文貫通孔

2036 … 40 表採 土錘？ 4.2 1．9 1．75 13.92 貫通孔

2037 … 65 nC9a区 Ⅱ層 土錘 4.35 うう
ー■ー 】.6 】7.58

2038 … 62 nB10j区 Ⅱ層 斧状土製品 (5.45） 2.7 1．65 型二92

2039 1… 3昭3 5区 排土 斧状土製品 (3.5） 《3.2） (2) 18.27 LR単節

2“0 1… 3017 8T Ⅲ層一① Iﾘ錐状土製品 4.15 2.9 3 19.85

2“1 1函 3030 5区南娼 Ⅱ噌一② 11龍状土製紬 2 2.9 2.6 10.“

2“2 2m1 812 mBl f区 包含層 t玉 破捕 (2.6） (3.2） (1.45） 9‘“ 未貫通の穴

2“3 1… 3唾5 nB7ilX n層 上玉 1．4 1.4 .Z 1．95 貫通孔

2“4 】函 3m6 3区 Ⅱ層 土玉 1．5 1.5 .2 3 貫通孔

2“5 1函 3m7 nBlOi区 Ⅱ層上面 土玉 1.7 1.7 .5 3.83

2“6 … ” nB5h区 Ⅱ層 円盤状土製品 (3.05) 2.8 ､2 9.“

2“7 … 241 nB39．49区 トレンチ 円盤状土製品 (2.7） (54） ､2 17.01

2“8 … 242 nB4h区 トレンチ 円鰹状土製品 4.6 39 1 ”･妬

2“9 … 243 nB5h区 I層 円僅状土製品 2.8 2.8 0.95 8．21

2050 … 2“ nB5h区 トレンチⅡ咽 円僅状土製品 3.7 3.6 0.9 13.33

2051 皿 245 UB5h区 トレンチⅡ咽 円盤状土製品 4.1 3.9 0.8 15.93

2052 … 246 nB6i区 Ⅱ層検出 円僅状土製品 5．75 5．15 1 31.15



表64

ｌ
い
史
》
Ｉ

掲戦 年度仮番 H1+m 層 位 器枇 部位 圧さc、 "cm 厚さロロ 政最g 伽 考

恋3 2皿 割7 ⅡB6 区 東婚部トレンチ 円盤状十製品 4．6 3.6 0.85 14.29

“4 … 湖8 ⅡB6 区 東娼部トレンチ 円盤状十製品 3.5 3.3 0.75 11.98

2“5 … 課9 ⅡB6 区 東瑁部トレンチ 円盤妖士製品 2.“ 2.9 0.8 6.71

2“6 2m 250 ⅡB7 区 深掘Ⅱ層 円盤状十製品 3.7 3.85 0.8 14．9

”7 2m 251 ⅡB7 区 深掘Ⅱ屈 円働状十製品 3 2.8 0.8 7.15

2⑪58 2m 252 ⅡB7 区 深掘Ⅱ層 円盤状士製品 3.1 3.“ 0.9 9.36

”， 2m 253 ⅡB8 区 淫担、層 円墜状士製品 2.8 2.8 0.7 7.37

… 2m 雪4 ⅡB8 区 深掘 円盤状士製品 4 3.8 0.9s 18．8

班I 2m 255 ⅡB8 区 Ⅱ層中・下位 円盤状壬製品 3.3 3.7 0.9 12.16

” 2m 256 ⅡB8 区 Ⅱ屑 円盤状士製品 27 2.95 0.8 8.”

… 2m 酉8 ⅡB9 区 深握 円整状士製品 3.4 3.4 0.9 1.刀

… … 雪9 nB10i区 Ⅱ屑上郎 円璽状土製品 4.1 4 1 4.49

… … Z印 nBloi区 Ⅱ層ト部 円盤状十製品 4.2 4.2 0．8 438

… … 261 nBlOi区 Ⅱ屑上部 円整状士製品 3．95 4.4 0.75 2．86

” … Z唾 nBlOi区 黒褐色土Ⅱ卿 円塗状士製品 4．55 3.7 0.9 397

2噸 皿 2⑱ nBlOi区 黒褐色土Ⅱ囮 円盤状土製品 4s 5.1 1.2 27.4

2” 皿 271 nB10j区 Ⅱ届 円盤状土製品 3.8 3.4 0.9 14.”

2070 皿 2“ nBIOj区 I ．Ⅱ喝 円整状十騨品 49 4.6 1 19

2，1 皿 265 nB10j区 Ⅱ掴 円型状士騨品 4.7 5 1 酒.36

2072 皿 2“ nB10j区 Ⅱ届 円墜状土製品 5.2 5.7 1．4 41●32

2073 … 267 nB10j区 Ⅱ届 円璽状土製品 4.3 45 0.8s 15.13

2，4 皿 Z“ nB10j区 Ⅱ屑 円盤状士製品 2.6 Z5 0s 4．11

2，5 … 2砂 nBlOj区 Ⅱ屈 円型状土製品 3.2 3.2 0.9 9.76

2，6 皿 270 nB10j区 Ⅱ届 円墜状士製品 4.2 4.1 1.3 20.15

2胴7 皿 272 nB10j区 Ⅱ届 円型状土製品 4.3 4.8 0．8 15.晩

2，8 … 273 nB10j区 Ⅱ屑 円竺状土製品 5.1 5 0．8 I8J8

"9 “ Z74 nB10j区 Ⅱ．、屑 円整状士製品 3s 3.4 0．8 1051

“0 “ 275 ncloa区 Ⅱ届 円整状土製品 5.35 53 0．7 酒.71

郷I … Z76 nCloa区 Ⅱ層 円璽状土製品 3.9 4.3 0．7 16ユ7

麺2 … 277 ncloa区 Ⅱ層 円璽状jz製品 3.8 325 0.95 16・I

麺3 … 278 nCloa区 Ⅱ届 円塾状土製品 5．2 5.“ 1 31.03

… … 279 ncloa区 Ⅱ層 円整状士製品 4.7 5.4 1．1 24.”

班5 … 280 ncloa区 Ⅱ届 円盤状土製品 4.1 3.85 I 19.75

班6 … 281 ncloa区 Ⅱ層下位 円墜状土製品 4.】 4.6 0.85 16.93

和87 … 282 ncloa区 暗褐色土坑 円盤状土製品 4 39 0．8 16.31



表65土製品観察表(10)

１
岬
三
Ｉ

掲載 年度仮硲 出土地点 刷 位 器種 部位 長さ画 帆函 厚き画 Ⅲ量Z 備 考

2昭8 皿 283 UC10n区 深掘 円墜状了f認品 4s 455 0.9 麺｡77

2“9 皿 2郡 nCloa区 Ⅱ厨深掘 円墜状＋製品 6．35 6.5 1.雪 “.“

2函 … 285 nC9a区 Ⅱ墹 円整状士製品 3.1 5 1.3 24.”

2”I 2m 286 mB i区 Ⅱ層 円墜状土里品 3.3 3.7 0.8 11.％

2皿 皿 287 mB i区 Ⅱ層 円整状十詞品 3 3.5 0．8 8.8

2”3 ” 湖8 mB j区 Ⅱ層 円墜状十国品 3.2 3 1 10.76

2” 皿 289 mB j区 Ⅱ用 円整状士製品 4．4 5.1 0.8 19.31

2恥 2m ”I mc 皿区 Ⅱ墹検出 円竺状土製品 4.9 4.95 0.95 ””

2恥 2m 292 mc a区 Ⅱ層 円趣状土製品 4 4．1 06 9.97

2”7 2m 2” mc 皿区 Ⅱ層 円昼状士製品 4．15 4.95 0.8 17.15

2”8 皿 2蝿 mc ､区 Ⅱ厨 円墜状土製品 4．7 5.6 1.1 酉.83

2函 皿 2” mc a区 Ⅱ屑 円墜状土製品 3.9 3.7 1 13s5

21” 2皿 297 賦掘 円墜状士製品 3.3 3.3 0.95 10.27

2]01 2m 2％ mcla区 m屑 円昼状土製品 5‘6 6.3 1.3 麹.83

2102 2m 2” 皿めもどし土 円盤状土製品 2.9 2.9 0.95 9.18

2103 2” 8濁 nB7i区 Ⅱ勵 円盤状土製品 2.7 3 0.9 7．61

21“ 血 826 nB7j トレンチ 下部 円墜状土製品 3.7 3.5 0.9 13.8

2105 加 8” nB7e区 2闇 不明 (4) 10 4.2 1判､17

21“ 麺 808 nB8e区 3bW 不明 (6.6） (5.1) 3.5 11323

2107 2m 814 UB7e区 4燭 不明 破拙 3 2.8 (1.6） 9s7

2108 2m 815 nB7e区 1恩 不明 破揃 2.4s 2.“ 0.5 3.72 貫通孔刻みで文様

21” 皿 37 UB8flX 包含糊 不明

2110 … 39 mBl j区 配石周辺の2届 不明 貫通孔

2111 … 41 mBl j区 配石周辺の2層 不明

2112 皿 43 UB7f区 ベルト （2層） 不明 貫通孔

2113 … 48 mBl j区 2屑 不明

2114 … 49 mBli区 2層 不明

2115 皿 52 nBloj区 2， 3厨 不明

2116 皿 56 nB6f区 包含層（褐色土） 不明

2117 皿 57 nB10j区 2層 不開

2118 … 74 UB7i区 深掘2層 不明

2119 皿 1086 HB6g区包含咽 不明



1 ）アー

１
画
つ
い
Ｉ

掲載 年度 仮排 遺隅粕 調査時遺構名 出土位置・層位 部位 原体 描線 憶 考

2 20 … 1m 7号住 nB5h(E ベルト3層

2 21 … 117 8号住 nB5h②住 Q4 2g 間台

2 型 麺1 37 9吟住 nB5h③住 埋土下部 嗣下～底 農節L

2 23 麺1 36 9り住 nB5h③住 埋土 口～底 波状口緑口総に沿って貫通孔

2 24 2皿 11】 9号住 nB5h③住 南側カペ輔査中

2 毒 2”I 827 14号住 nB7 ⑥住 埋土 底部

2 Z6 … 103 18号住 ⅡB7 ②住 埋土床面近く

2 27 2皿 112 18¥ff ⅡB7 ③住 P4

2 28 … 487 21号住 ⅡB8 住 埋土 朋下～底 LR"

2 29 2m ” 21号住 ⅡB8 住 理士ベルト 3蝋位の波状口縁

2 30 2皿 l“ 23り･住 ⅡB8 ②住 埋土 胴～底

2 31 2皿 97 23り．惟 nB8 ②住 埋土

2 32 2m “6 24号住 ⅡB8 ③｛l§ Q4 胴下～底 無節L縦

2 33 2m 6Ⅸ） 2Sり･住 nB9h住 埋土 口～底

2 梨 2皿 689 26号佐 nB9h②住 Pl 胴下～底 LR縦

2 35 2皿 101 28号住 nB9i住 Q1，①届黒色土

2 36 皿 766 28号住 nB9i住 P13 胴下～庇 沈線

2 37 皿 767 28号住 UB9i住 Q3 Ⅱ屑 胴下～底 木葉痩

2 38 皿 ”1 30号住 nB10i住 Ⅱ層 口～底

2 39 皿 877 33号住 nBIoj②住 埋土 胴下～座 沈線

2 40 皿 914 36号住 mBIh①住 ベルト 胴下～底

2 41 皿 108 38¥住 mB1 i住 埋土

2 42 麺】 215 49号住 2“住 埋土 底

2 43 麺1 828 49号住 2“住 埋土 口～底

2 “ 1” 167 1 -号住状 501号住居状 中位 嗣下～底

2 45 1麺 3018 1吟住状 釦1号土坑

2 46 麺1 829 16号土坑 Sl土坑 埋土 胴～底



表67 ミニチュア土器観察表 (2）

’
ぬ
Ｃ
い
Ｉ

拠載 年度 仮鈴 出土位価 層位 器種 部位 傭 考
２ 47 I” 釦19 8T西中央 Ⅱ層一① 鉢形

2 48 2，1 145 nB7 区 Ⅱ届 鉢形 賑 水菜痕

2 49 … 98 nB8 区 にぶい茂褐色土 鉢形

2 ” 】麺 3唾1 ⅡB7 区 Ⅲ脳Iq位 不明

２ 51 2m’ 鱈0 nB7 区トレンチ 壷形 口～底

2 52 2m’ 831 nB7 区 台付

2 53 19” 3唾0 8T Ⅱ屑一③ 台付

2 54 19” 3唾2 5区IW" Ⅱ脳一① 台付
つ
と 55 … 96 nB8j区 、畷 鉢形 底郁線刻

２ 56 2皿 、 nc1oa区 Ⅱ層 鉢形 内郎放射状列劇文



表68石器・石製品観察表（1 ）

~

宝

掲載 巡番 遺構名 層 位 器杣 形匪 分馴 完形 剥鮭技術 個 考 長さ(唾） 禍《m) 厚さ(国》 璽量(9) 石 質 原産地

2 57 4215 1号住居跡 層 石錘 A 破損 20.5 12 4 0．75 頁岩 北卜m地

2 58 42】7 1号住居跡 層 石鹸 A 破損 18 16 4 0．72 頁岩 北上山地

２” 4222 2．号住居跡 層 石鮭 A 破損矢柄麓着痕付着物 16 15.s 2-s 0．45 頁岩 北上山地

2 “ 4223 2号住居跡 厨 石錘 A 完形 17 9.s 4s 0．4 頁岩 北上山地

2 61 4225 2号住居跡 層 石鮭 A 完形 24 12s 5 0．93 頁岩 北卜ul地

2 62 4228 2号住居跡 2屑 石鍍 A 完形 19.s 14.5 6 1．05 頁岩 北上山地

2 63 4229 2号住居跡 層 石鹸 A 完形 17 13 6 0．84 頁岩 北上ui地

2 “ 4230 2号住居跡 層 石鹸 A 完形 18s 12 4 0.“ 頁岩 北上山地

2 “ 423】 2号住居跡 層 石遜 A 完形 14 9.s 6 0．35 頁岩 北1－山地

2 “ 4232 2号住居跡 層 石厳 A 完形 23 15 5．5 0．84 頁岩 北上山地

2 67 4236 2号住居跡 層 石繊 B 完形 29 21 10 5．79 頁稀 北上山地

２ 68 4748 2号住居跡 届 石匙 4 A3 片刃 51 20 5s 4.2 頁岩 北上山地

2 砂 51“ 2号住居跡 床面 石皿顛 10 A 一部縁が立ち上がる 558 414 “ 27m 花閏斑岩 北上山地

２ 70 4239 3．号住居跡 2層 石蟻 A 完形 18s 15.s 3 0．52 頁岩 北卜m地

2 71 4242 3．号住居跡 2層 石鑑 A 完形 21．5 14，5 4 0，59 頁岩 北1.1ll地

2 72 4244 3号住居跡 2屑 石鹸 A 破損 40 16，5 3s 2.4 頁岩 北卜ll1地

2 73 4245 3号住居跡 2層 石蛾 A 破損 24 14 5 1．28 頁岩 北卜山地

２ 74 4246 3号住居跡 2回 石鹸 A 破損 16 16 3 0．57 頁岩 北卜山地

2 75 4248 3号住居跡 2層 石鹸 A 破扱 9 9.5 3 0.14 無昭石 花泉

2 76 4249 3号住居跡 2層 石鐡 A 破損 16 5 4 0．61 期曜石 花泉

2 77 4250 3号住居跡 2届 石鹸 A 完形 16 1 3 0．35 面溝 北卜il1地

2 78 4雪1 3号住居跡 2届 石磁 A 破損 22 4 5 1．12 頁滞 北l･山地

２ 79 4254 3号住居跡 3層 石餓 A 完形 16 4 4 0.53 頁器 北1-山地

2 80 4255 3号住居跡 3層 石蝕 F 未製品 26 7 5 ].1 頁岩 北卜u1地

2 81 4688 3号住居跡 3咽 石錐 3 A2 26 3 4 1.3 頁岩 北Lu地

2 82 41％ 3号住居跡 2屑 石匙 4 Al 堵部尖頭 61 37 12 26.56 頁岩 北卜m地

2 83 麺3 3号住居跡 2層 磨石頚 9 A 115 桝 “ 餌9.“ 砂岩 北IEul"

2 84 4卿 3号住居跡 2届 磨石頚 9 AB 頂部側面敲打痕 181 855 弘 l4調.I 砂岩 北卜rII地

2 85 5” 3号住居跡 2層 磨石知 ， AB 側面敲打痕 187 85 51 1311.83 ひん岩 北卜ul地

2 86 42“ 4号住居跡 P41 石餓 I A 完形 32.5 19 6s 2.65 頁岩 北Lm"

２ 87 4257 4号住居跡 2屑 石蝕 1 B 完形 26 22 8 3.07 頁岩 ゴヒト1ll"

２ 88 4262 5号住居跡 埋土 石鹸 1 A 完形 28 20 5 1．95 頁岩 北卜m地

2 籾 4382 5号住居跡 炉 石蝕 1 A 完形 鋸歯状剥般 16 12 3 0．32 珪貿頁岩 北Lm地

2 ” 4198 5号住居跡 炉 石匙 4 B1 使用痕分研 42 58.5 10 17.32 頁岩 北上山地

2 91 461 6号住居跡 石融 1 A SP 20 16 6 0.88 頁岩 北I目山地



表69 石器 ･石製品観察表（2）

１
画
つ
い
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掲載 連岳 遺樽名 墹 位 善種 形里 分額 完形 剥隆技術 僧 考 長さ(画） 輻(血 厚き(国） 皿趾(9) 石 質 原産地

2 92 618 6号住居跡 周辺 石餓 1 A SP 19 2 4 0．51 頁岩 北随l1地

2 ” 619 6号住居跡 周辺 石雌 1 A SP 16 3 5 0．47 頁岩 北上山地

2 蝿 7釦 6号住居跡 石鹸 I A SP 19 ラ 5 0．81 頁岩 北上山地

2 95 知 6号住居跡 石鹸 I E 完形 SP 18 4 3 0．32 珪質頁岩 北上山地

2 96 458 6号住居跡 石磁 I I SP 素材はHvIの剥片。 21 8 5 1.62 頁岩 北上山地

2 97 3369 7号住居跡 埠十L 石厳 1 A SP 16 3 3 0．44 頁岩 北Lm"

2 98 33” 7号住居跡 埋土 石鮭 】 A SP 17 2 3 0．47 頁岩 北I･山地

2 ” 3420 7号住居跡 理土中 石陛 I A 破損 19 2 2 0．42 頁岩 北tm地

22” 3451 7号住居跡 埋土中 石触 【 A SP 19 8 4 0．77 頁岩 北上山地

2201 3457 7号住居跡 邸十I． 石鹸 I A SP 22 3 3 0．63 頁岩 北上山地

2202 3489 7号住居跡 埋土中 石鹸 1 A SP 18 3 3 0．31 頁岩 北ltlh"

狸03 輿98 7号住居跡 理十t 石鹸 】 A 破損 24 17．5 4s 0．95 頁岩 北izm地

22“ 4167 7号住居跡 埋土 石鹸 I A 完形 14 13.5 2 0．29 黒昭石 花泉

22“ 4173 7号佐居跡 埋土 石鹸 I A 充形 】9 12 3 0．45 頁岩 北Lu地

… 3339 7号住居跡 鰹十L 石懲 1 B 破損 10．5 18 3 0.“ 頁岩 北上山地

型07 3455 7号住居跡 2勵 石鹸 】 B 完形 SP 型 20 6 1.95 頁岩 北上山地

Z2鯛 41万 7号住居跡 埋土下 石鮭 1 B 完形 15 13 4 0.“ 石英

22” 34“ 7号惟居跡 埋土 石鹸 I I 17．5 16‘5 3 0．56 頁岩 北上山地

22 0 3783 7号佐居跡 床面 石鹸 1 I 22s 21 7．5 3.“ 頁岩 北lzll｣地

璽 I 37恥 7号住居跡 埋土下 石蝕 1 I 28 21 6 2．89 頁岩 北上山地

22 ２ 38“ 7号住居跡 埋土下 石鮭 1 I 21 19 6 3．31 頁岩 北l･LIII"

22 3 41“ 7号惟階跡 ｲi雌 I I 36 24 9．5 7．26 赤色頁岩 北上山地

22 4 37m 7号住居跡 2燗 石鉦 3 A2 破損 2．7 1.7 0．8 2．31 頁岩 北上山地

麺 5 3710 7号住居跡 埋土 石鮭 3 A2 2．65 1.2 0．7 】､45 頁岩 北lzm地

22 6 4189 7号住居跡 埋土中 石錐 3 A2 37 17 5 3.毒 頁岩 北.ﾄu"

22 7 37％ 7号住蹄跡 埋土 石錐 3 B 破捌 29．5 15 6．5 2．93 頁岩 北上山地

22 8 苑77 7号住居跡 埋土中 石錐 3 C 3 0．8 0.“ 1.48 頁岩 北上山地

22 9 3艶I 7号住居跡 埋土下 掻削毒 6 B 一部両側詞藍 65 36 】1s ZO二秀 頁岩 北上山地

2塾加 3910 7号住居跡 2喝 踊製石斧 8 刃郎 30 32 13 15．11 頁岩 北上山地

2型1 3934 7号住居跡 埋土 聯製石斧 3 韮郁 48 38 25 “､13 閃維岩（細粒） 北_lzlll地

2222 3974 7号住居跡 埋土中 噌製石斧 8 擦り切り石斧破損後撰として利用 79 “ 39 325.39 凝灰岩 北上山地

型23 38” 7号住居跡 埋土 石捧類 11 A 破片擦痕 55 16 14 17．56 頁岩 北上山地

璽泌 3叩 7号住居跡 2闇 特殊砿石 19 敵打による破柵 51 20 18 21.27 頁岩 北上山地

2225 23咽 8号住居跡 1層 石鹸 1 A 完形 SP 17 15 3 0．46 頁岩 北HIIfh

2226 23“ 8号住居跡 1届 石鮭 1 A 破損 14 14 ユ5 0.45 頁岩 北卜.u地



表70石器・石製品観察表(3)

~
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掲載 巡岳 遺揖名 層 位 器杣 形里 分馴 完形 剥鯉技術 備 考 長き(毎） 幅〔唾 I単き(画） 重量(9) 石 質 原産地

2 ” 618 6号住居跡 周辺 石鹸 1 A SP 19 Z 4 0．51 頁岩 北卜uj地

2 ” 6】9 6号住居跡 周辺 石鹸 1 A SP 16 3 5 0.47 斑岩 北上山地

2 卿 750 6号住居跡 石鮭 1 A SP 19 5 5 0,81 頁岩 北上山地

２ 9s 知 6号住居跡 石錘 1 E 完形 SP 18 4 3 0.32 珪質頁岩 北lzu1地

2 96 458 6号住居跡 石錘 1 I SP 素材はHvIの剥片。 21 8 5 1.62 頁岩 北Lu1地

2 97 33錨 7号住居跡 押十I色 石錐 1 A SP 16 3 3 0.44 頁岩 北1.u地

2 98 ”97 7号住居跡 埋土 石錐 1 A SP 17 2 3 0.47 頁岩 北上山地

2 ” 郵ZO 7号住居跡 理土中 石鮭 1 A 破損 19 2
う
一 0.42 頁岩 北卜1l1地

22m 3451 7号住居跡 埋土中 石錘 1 A SP 19 8 4 0.77 頁岩 北上山地

2鋤I 3457 7号住居跡 埠十卜 石餓 1 A SP 22 3 3 0.63 閲岩 北1.u地

2202 3489 7号住居跡 埋土中 石鹸 1 A SF 18 3 3 0.31 頁岩 北上山地

22” 3498 7号住居跡 埋十I旱 石蝕 1 A 破損 24 17.s 4s 0.95 頁器 北上山地

22隅 4167 7号住居跡 埋土 石畦 1 A 完形 14 13．5
う
一 0.29 鯏曜石 花泉

2205 4173 7号住居跡 埋土 石鮭 ！ A 完形 19 12 3 0.4s 頁岩 北卜u地

2206 3339 7号住居跡 埠十卜 石餓 1 B 破損 10．5 18 3 0瞳68 閲岩 北lgm地

2207 3455 7号住居跡 2層 石鹸 1 B 完形 SP 刀 加 6 1.95 閲岩 北1.1l1地

2208 4177 7号住居跡 埋土下 石鯉 1 B 完形 15 13 4 0.“ 石英

22” 34“ 7号住居跡 埋土 石鰹 1 I 17s 16.5 3 0．56 頁岩 北_tm地

22 0 3783 7号住居跡 床面 石蝕 1 I 2Z.5 21 7s 3.44 閲岩 北卜山地

22 I 3786 7号住居跡 埋土下 石餓 1 I 28 21 6 2.89 頁聯 北lguJ地

22 2 38“ 7号住居跡 埋土下 石鰹 1 I 21 19 6 3.31 頁岩 北側ll地

22 3 41“ 7号住居跡 石鹸 1 I 36 24 9.5 7.26 赤色頁岩 北ト1ll地

22 4 3702 7号住居跡 2屑 石錐 3 A2 破損 2.7 1.7 0．8 ユ31 頁岩 北卜m地

22 5 3710 7号住居跡 埋土 石錐 3 A2 2.“ 1.2 0．7 1.45 頁岩 北lgu1地

22 6 4189 7．号住居跡 埋土中 石錐 3 A2 37 17 5 3.25 頁膳 北卜lll地

22 7 37％ 7号住居跡 埋土 石錐 3 B 破損 29.5 15 6s 2．93 頁岩 北卜山地

22 8 3m7 7号住居跡 埋土中 石鯉 3 C 3 08 0.“ 】.48 頁岩 北I‐山地

22 9 3881 7号住居跡 埋土下 掻削器 6 B 一師両側詞整 “ 36 11.5 20.35 頁岩 北1.ul地

2220 3910 7号住居跡 2屑 磨製石斧 8 刃部 30 32 13 15.11 頁岩 北卜lli地

2221 3934 7号住居跡 埋土 膳製石斧 8 基部 48 38 雪 65．13 閃緑岩（細粒） 北卜m"

2222 3974 7号住居跡 堤土中 磨製石斧 8 擦り切り石斧破損後模として利用 79 “ 39 3西.39 狸灰岩 北卜ll1"

2223 3889 7号住居跡 埋土 石捧馴 11 A 破片擦疵 弱 16 14 17.56 頁岩 北上山地

2224 3躯 7号住居跡 2層 特殊敵石 19 敲打による破柵 51 20 18 21.27 頁岩 北laui地

2225 23“ 8号住居跡 l層 石餓 1 A 完形 SP 17 15 3 0．46 頁場 北LIh地

2226 画05 8号住居跡 1層 石鮭 1 A 破損 14 14 2.5 0.45 頁岩 北上山地



表71石器・石製品観察表（4）
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掲載 連番 遺構名 層 位 譽樋 形蓮 分顛 完形 剥陞技術 備 考 長き(国） 帆(国 厚き(国） 亜鼠(9) 石 質 服産地

２ 兜 618 6号住居跡 周辺 石鑑 1 A SP 19 2 4 0.51 頁岩 北上山地

2 93 619 6号住居跡 周辺 石鹸 1 A SP 16 3 5 0．47 頁岩 北上山地

2 94 750 6号住居跡 石鍍 1 A SP 19 5 5 0．81 頁岩 北I･m地

２ 95 4“ 6号住居跡 石鹸 1 E 完形 SP 18 4 3 0.32 珪質頁岩 北lgu"

２ ％ 458 6号住居跡 石鹸 1 I SP 素材はHvIの剥片。 21 8 5 1.62 頁岩 』ヒトlll地

2 97 33⑱ 7．砂住居跡 即fk 石鐡 1 A SP 16 3 3 0.44 頁岩 北Lm地

2 98 3397 7号住居跡 埋土 石錐 1 A SP 17 2 3 0．47 頁岩 北lzm地

2 ” 弧” 7号住居跡 埋土中 石畦 1 A 破損 19 2 2 Q42 頁岩 北上山地

22m 剥51 7¥-住居跡 理土中 石鑑 I A SP 19 8 4 0．77 頁岩 北上山地

2201 剥57 79･住居跡 蝿士脂 石盤 I A SP 22 3 3 0，63 頁岩 』上Lm地

22m 梨89 7号住居跡 埋土中 石盤 1 A SP 18 3 3 0．31 頁岩 北上山地

空” 弧98 7号住居跡 蝿十'三 石鑑 1 A 破損 24 17．5 4．5 0.” 頁岩 北km地

22“ 4167 7号住居跡 埋土 石畦 I A 完形 14 13.5
？
一 0．29 鰈昭石 花泉

2205 4173 7号住居跡 埋土 石鐡 I A 完形 19 12 3 0．45 頁岩 北上山地

22“ 3339 7号住居跡 蝿十'三 石盤 I B 破掴 10s 18 3 0．68 頁岩 北上山地

22胴 剥弱 7号住居跡 2層 石鑑 1 B 完形 SP 23 20 6 1.95 頁岩 北上山地

2208 4177 7号住居跡 埋土下 石蟻 I B 完形 15 13 4 0.“ 石英

22m 弧“ 7．号住居跡 埋土 石雌 I I 17．5 16．5 3 0．56 頁岩 北上山地

22 0 3783 7号住居跡 床面 石鹸 I I 22.s 21 7.5 3.“ 頁岩 北上山地

22 1 3786 7号住居跡 埋土下 石鐵 1 I 28 21 6 2．89 頁岩 北上山地

22 2 3班 7号住居跡 蝿上下 石錘 1 I 21 19 6 3．31 頁岩 北上山地

22 3 41“ 7号佐居跡 石雄 1 I 36 24 9．5 7．26 赤色頁瀦 北剛U地

22 4 3702 7¥住居跡 2屑 石錐 3 A2 破掴 2．7 1.7 0．8 2．31 頁岩 北上山地

22 5 3710 7牙住居跡 埋土 石錐 3 A2 2亨65 1.2 0．7 1．45 頁岩 北上山地

22 6 4189 7号住居跡 堤土中 石錐 3 A2 37 17 5 3.酉 頁岩 北ゞ卜山地

22 7 37％ 7号住居跡 埋土 石錐 3 B 破拙 29．5 1s 6.5 2．93 頁岩 北上山地

22 8 3677 7勝住居跡 理土中 石錐 3 C 3 0‘8 0.“ 1.48 頁岩 北上山地

22 9 3881 7号住居跡 鯉土下 掻削器 6 B 一郎同側調整 6s 36 11s 2⑪_35 頁岩 北上山地

ブ”0 3910 7号住居跡 2用 磨製石斧 8 刃部 釦 32 13 15.11 頁岩 北上山地

2221 3934 7号住居跡 埋土 磨製石斧 8 基部 48 38 25 “.13 閃緑岩（細粒） 北上山地

2222 3974 7勝住居跡 塊土中 磨製石斧 8 擦り切り石斧破拙後梗として利用 79 “ 39 325.39 凝灰¥； 北Lu1地

22Z3 3889 7号住居跡 埋土 石棒顛 I】 A 破片擦痩 5s 16 14 17．56 頁岩 北上山地

2224 3蝿 7号住居跡 2堀 特殊蔽石 19 敲打による破掘 51 20 18 21.27 頁場 北上山地

222s 2奴 8号住居跡 l層 石餓 I A 完形 SP 17 15 3 0．46 頁掛 北上山地

2226 2305 8牙惟居跡 l層 石鑑 1 A 破拙 14 14 2.5 0．45 頁岩 北上山地



表72石器・石製品観察表（5）
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掲載 連番 遺栂名 墹 位 器種 形里 分類 完形 剥雄技術 傭 考 長さ(画） M(m) 厚き(函） 亜量(9) 石 質 醸産地

22” 4，6 8号住居跡 焼土付近 特殊蔽石 19 先鵡剥鮭 59 30 23 5648 砂岩 北ﾄ山地

2298 3卵8 8号住居跡 Q3 2W 円盤状石製品 21 ２ 咽製 29 28 7.5 7.34 頁岩 北上山地

22” 3恥 8号住居跡 Q3 1屑 円盤状石製品 21 2 閲面破打による加工一部磨き 49 46 7 塑刀8 頁岩 北上山地

2皿 3916 8号住居跡 埋土 円娃状石製品 21 2 岐打による加工 61.5 51 】0 32､“ ホルンフェルス 北卜山地

2301 23型 9号住居跡 石鮭 I A 完形 SP 19 4 5 0.“ 頁粉 北I･山地

2302 23酒 9-号･住居跡 IWIR 石鹸 1 A SP 18 4 3 0.4s 頁粉 北1.u地

2303 3380 9号住居跡 剛駁 石鮭 1 A 完形 SP 20 4 3 0.44 頁岩 北1.m地

23“ 3552 9号住居跡 附吸 石懲 1 A 完形 SP 7 4 4 0.47 蝋昭石 花泉

2305 3578 9号住居跡 IW蝦 石鹸 I A 完形 SP 剥匿技術分析 9 5 5 0.67 照昭石 花泉

23“ 3583 9号.住居跡 WJ" 石鑑 I A SP 3 2 4 0,41 照昭石 花泉

23m 3“ 9号住居跡 南壁 石鑑 1 A SP 4 3 4 0.5】 照昭石 花泉

23蝿 麺3 9号住居跡 2燗 石盤 1 A SP 9 7 4 0.56 熱昭石 花泉

23⑬ 3633 9号住居跡 Q3 1W 石鐵 1 A SP 藩部扶り部緑辺暇耗 4 3 3 u36 照昭石 花泉

23 0 4278 9号住居跡 蝿-k上 石厳 I A 完形 鋸師付着物 酉 7 3.5 0,82 頁宕 北上山地

23 1 4281 9号住居跡 床面 石鹸 I A 完形 17 2 2.5 0.28 頁岩 北Lm地

刀 2 42餌 9号住居跡 P12 石盤 1 A 完形 14 0 25 0．22 照昭石 花泉

23 3 42$7 9号住居跡 埋土 石蝕 】 A 完形 24 6 4 0.77 頁岩 北卜山地

23 4 4291 9号住居跡 埋土 石鹸 1 A 破拙 23●5 6 3.5 0.67 頁岩 北卜m地

23 5 42” 9吟住居跡 Pl 石触 I A 完形 16.5 14.s 2.5 0.37 頁岩 北上山地

23 6 4麺 9号住居跡 床面 石鮭 I A 完形 21 3 3 0．42 頁岩 北卜ll1lt

刀 7 2324 9号住居跡 剛醗 石盤 I B 完形 SP 18 4 5 0．81 頁岩 北上山地

23 8 4286 9号住居跡 埋土 石鮭 1 B 完形 型 4 4 1．05 頁岩 北上山地

23 9 43⑪ 9号住居跡 P6 石厳 1 B 完形 9 1 ２ 0．17 照昭石 花泉

2320 3572 9号住居跡 IW" 石厳 1 E 完形 SP 19 1 5 0．56 熟昭石 花泉

画21 4274 9号住居跡 埋土 石鹸 I G 完形 器部付着物 31s 2 5 16．2 頁岩 北lalll地

刀22 型26 9号住居跡 南砿 石鮭 I H 破拙 ” 23 7 3．81 赤色頁岩 北卜1l1地

”23 42蛇 9号住居跡 埋土下 石鹸 I H 完形 2丘5 16 6 1.97 頁岩 北lzIII地

23湖 2323 9号住居跡 南壁 石盤 I I 破拙 23 13 2.3 0．46 頁岩 北卜ll1地

23湾 35知 9号住居跡 開戦 石鹸 I I 17 10 3 0.4 鼎昭石 花泉

2326 3737 9号住居跡 南奴 石盤 1 I 19 17 7 1．句 照昭石 花泉

2327 38型 9号住居跡 I哲醗 石鹸 1 I 25 22 5 2．82 頁岩 北卜ul地

2328 3835 9号住居跡 珊土 石触 I I 27 23 5 3.52 頁岩 北トu1地

2329 4279 9-9･住居跡 埋土下 石蝕 I I 15 10，5 3s 0．48 照昭石 花泉

刀30 4⑲3 9号住居跡 埋土 石錘 3 A1 破捌 35 10 6 1.85 頁岩 北上山地

2331 4函 9号住居跡 埋土 石錐 3 A2 27 12 4．5 1.62 頁岩 北上山地



表73石器・石製品観察表（6）
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掲載 連岳 遺栂名 間 位 器極 形里 分顛 完形 剥騒技術 備 考 長き(国） "(m) 単さ(国） 璽量(g) 石 簡 蹴産地

2332 3印6 9号住居跡 1判盤 石錐 3 B 破損 うう
~寺一 1．2 0.48 1．19 頁岩 北上山地

2333 4⑲1 9号住居跡 埋土 石錐 3 C 23 6 4 0,63 頁岩 北上山地

23輿 甥9 9号住居跡 剛壁 石匙 4 A1 70s 酒.5 8 12.83 頁岩 北側u地

2335 29幻 9号住居跡 南壁 掻削器 6 B 付若物 ” 63 7 13.9 頁岩 北剛u地

2336 2％1 9号住居跡 附壁 抵削器 6 B 46 34 7 7.42 頁岩 北上山地

2337 2蝿 9号住居跡 南壁 掻削器 6 B 35 61 9 19.89 頁岩 北上山地

2338 3万8 9号住勝跡 炭化物脇 掻削善 6 B 30 “ 9 9.42 頁岩 北上山地

2339 3784 9号住居跡 炭化物壇 掻削器 6 B 52 26.5 8 13.63 頁岩 北上山地

2340 4783 9号住膳跡 P9 掻削器 6 B “ 餌 10 21.73 頁岩 北上山地

234】 47餌 9号住居跡 P⑩ 掻削器 6 B ⑱ 31 12 19.77 頁岩 北上山地

2課2 4螺 9号住居跡 埋設土器内 磨製石斧 8 基部 86 59.5 335 615．35 微檀岩 北上山地

2343 4955 9号住居跡 埋土 磨製石斧 8 完形 07 46 23 187.55 ひん岩 北上山地

2344 4”6 9号住居跡 埋設土器内 磨製石斧 8 身部 唾 54 ” 2”､2 ひん岩 北上山地

234s 3… 9号住居跡 剛盤 磨石類 9 A 側面面取り潰滅痕 39 44 55 梨5.05 ひん岩 北上山地

2弧6 5咽 9号住居跡 P犯 石皿類 10 A 脚付破扣 13 63 42 1“'47 安山岩 奥羽山脈

2347 3畑 9号住居跡 焼土増 特殊蔽石 19 胴部瞬き先鐺離きによる破損 “､5 26.5 21 ”､33 頁岩 北12山地

2詞8 ” 9号住居跡 埋土中 總刻石 釦 2面練刻画？ 220 61 58 ％2二琴 ひん岩 北Mh地

2興9 43” 10号性屋跡 Ql 石鹸 1 A 完形 20 12 5 0.83 頁岩 北上山地

2350 4311 10号住睡跡 Q2 石鮭 I A 完形 28.5 16 5 1.74 頁岩 北上山地

2351 4315 10号住届跡 Q4 石鑑 I A 破拙 8 8 2 0.07 照曜石 花泉

2352 4319 10号住居跡 炉 石鑑 I A 完形 11 11s 1s 0.17 黒曜石 花泉

2353 41” 10号住睡跡 埋土下 石匙 4 BI 知 35 5 5．21 頁岩 北上山地

2354 41” 10号住居跡 P62 掻削器 6 B 67 21 7 11．19 頁岩 北上山地

2355 4”7 10号･住賠跡 la層 磨製石斧 8 小型定形 78 27 10 35.85 頁岩 北上山地

2356 4958 10号住居跡 床面 磨製石斧 8 基部 145 49s 29 32】､76 徽極岩 北上山地

2357 4“2 10号住居跡 】a厨 勾乖状石製品 18 けつ状耳笛再利用？ 38 24 5 6．16 満石 北上山地

2358 4327 11号住居跡 埋土 石雄 1 A 完形 17 12 4.5 0.7 頁岩 北Lm地

2359 4330 11号住居跡 1咽 石鮭 1 A 完形 15 14s 5 1.3】 頁岩 北上山地

23“ 4752 11号住居跡 埋土 石匙 4 B1 猟 43 9.5 8.妬 頁岩 北卜L山錨

2361 4959 11号住居跡 P21 磨製石斧 8 基部 43 “､5 酉 70.51 砂岩 北_k山趣

23唾 4”1 1 1号住居跡 Pl1 曜石類 9 A 片側側面のみ掴り面破撹 ” 75 40 386,83 ひん岩 北_l全山地

2363 43功 13号住居跡 1闇 石鑑 I A 完形 14 1】5 2.5 0．24 頁岩 北上山地

23“ 4321 13号住居跡 1層 石鮭 1 A 完形 17s 11 3 0.” 頁岩 北上山地

23“ 43型 13号･住居跡 l層 石鹸 1 A 完形 14s 11．5 3 0.32 照曜石 花泉

23“ 4323 13号．住居跡 2屑 石雌 1 A 破抽 20．5 13．5 3.5 0.69 頁岩 北上山地



表74石器・石製品観察表（7）
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掲載 連喬 遺構名 層 位 器枇 形里 分餌 完形 剥隆技術 備 考 長さ(画） 細(画） 厚営(画） 砿尻(9) 石 質 原産地

2367 4333 4号住居跡 埋土 石蝕 I A 完形 17 11 2．5 0.36 めのう 不明

2368 43⑩ 4号住居跡 埋土 石雌 I A 破梱矢柄装着痕付若物 16．5 12 65 0．82 頁潜 北卜Im地

23紗 47“ 4号住居跡 埋土 石錐 3 A2 28s 11．5 3 u81 頁岩 北卜u地

2370 4唖 4号住居跡 埋土 磨製石斧 8 小型完形 38 18 75 10.03 凝灰粉 北上山地

2371 49“ 4号住居跡 P10 磨石知 9 A 128 ” 67 1160．41 安山器 北上山地

2372 433s 5号住居跡 l層 石雄 1 A 破棚 13 11．5 2．5 0．29 頁岩 北卜u1地

2373 4336 6号住居跡 埋土 石鹸 1 B 完形 18 15 4 1.】5 黒曜石 花泉

2374 4338 6号住居跡 床面 石鐙 1 B 完形 25 17 5 1.83 頁岩 北上山地

2375 4函 6号住居跡 埋土 石錐 3 Al 24s 16 5 1．72 緑色面岩 北上山地

2376 4”2 6号住居跡 埋土 磨石熟 9 B 片側側面敲打痕破拙 139 69 32 432.“ ホルンフェルス 北卜1ll地

Zy刀 2378 7号住居跡 床面 石雄 I A 完形 SP 23 5 4 0．73 玉ずい（めのう） 不明

2378 2379 7号住居跡 床面 石鮭 1 A SP 尚側縁は瞬耗している ” 2 3 052 頁岩 北上山地

2379 2380 7号住居跡 床面 石鑑 1 A 完形 SP 19 3 3 0．34 玉ずい（めのう） 不咽

2380 2381 7号住居跡 北側埋設土器② 石鑑 1 A 破描 21 I 3 0．46 赤色頁器 北上山地

2381 2877 7号住居跡 床面 石鑑 I A 破損 4 4 2-s 0．36 頁岩 北ト山地

2382 3230 7号住居跡 埋土 石畦 1 A 8 6 3 0．49 頁岩 北卜ll1地

2383 32郵 7号住居跡 埋土東側 石鑑 1 A 破捌 8 12．5 3 0.4s 頁岩 北上山地

2384 3235 7号住居跡 埋十東側 石雄 1 A 破損 6 11．5 2.s 0，28 頁岩 北卜u地

2385 3432 7号住居跡 埋土 石盤 1 A 破禍 9 14 4 0.9s 珪質頁岩 北卜1l1地

2386 3511 7号住居跡 埋土 石錘 1 A 完形 22 12 7 1．59 照曜石 花泉

2387 3523 7号住居跡 床面 石雄 1 A SP 15 14 4 0．45 照昭石 花泉

2388 3233 7号住居跡 埋土 石錐 I C 完形 【9 16.s 3 0.62 めのう 不明

2389 2375 7号住居跡 埋土 石雄 I I 19s 16.5 5 1.3s 頁岩 北卜山地

23” 2376 7号住居跡 床面 石蝕 1 Ⅱ 28s 20 9 3.85 赤色閲満 北IEIII&

2391 3232 7号住居跡 埋土 石餓 1 I 22s 18．s 6 1.31 頁岩 奥羽山脈

23兜 3505 7号住居跡 床面 石鑑 1 I 18 14．5 45 0,78 照昭石 花泉

23” 3517 7号住居跡 埋土 石盤 1 I 19 10 3 0.62 照昭石 花泉

23弾 3598 7号住居跡 埋土 石餓 1 I 18 16 5 1.63 照曜石 花泉

23％ 3621 7号住居跡 埋土 石鹸 1 I 18 15 5 1．08 照昭石 花泉

2396 3231 7号住居跡 埋土 石錐 3 Al 41 16，5 2 0.45 頁岩 北別ll地

2397 3693 7号住居跡 埋土 石錐 3 A2 破捌 1．9 1.15 0.6 1．14 頁岩 北上山地

塑98 3“3 7号住居跡 埋土 磨石顕 9 A 球形 47s 4s 蕊.5 103.湖 珪質質溌 北1-山地

23” 3”8 7号住居跡 埋土東側 特殊敵石 19 胴部瞬き “ 32 23.5 71.32 砂岩 北上山地

24m 2382 8号住居跡 石鹸 1 A 完形 SP 22 13 3 0衝“ 頁岩 北Lm地

2401 2383 8号住居跡 埋土 石鑑 1 A 破禍 16 14 3 0.57 頁岩 北上山地



表75石器・石製品観察表（8）
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掲載 連需 遺桶名 層 位 器穂 形里 分顛 完形 剥睦技術 臆 考 畏き(酉》 "(m) 厚き(国） 亜量(9) 石 質 原産地

型、 23餌 8号住居跡 埋土 石蝕 A 完形 SP 16 3 4 0．57 赤色頁岩 北卜山地

湖03 羽85 8号住居跡 埋土 石触 A SP 17 5 5 0．52 頁岩 北_卜山地

訓桝 2386 8号．住居跡 埋土 石触 A 完形 SP 19 5 3 0.98 頁岩 北上山地

24“ 2387 8号･住居跡 埋土 石鮭 A 破損 17 4 2 0.36 頁岩 北上山地

ﾕ4“ 23” 8号住居跡 埋土東側 石盤 A SP 狸 7 3 0.56 照昭石 花泉

型07 3236 8号住居跡 埋土 石触 A 破損 15.s 6 3 0.“ 頁岩 北随11地

2408 3237 8号住居跡 埋土 石蝕 A 破損付茄物 18 8 3.5 0,52 頁岩 北上m地

型” 3353 8号住階跡 埋土 石触 A 破捜 17．5 5 3 1．12 頁岩 北上山地

24 0 3釦1 8号住暗跡 埋土 石餓 A SP ” 7 4 0.砂 頁岩 北上山地

24 I 3認9 8号住居跡 埋土 石盤 A SP 15 1 3 0.36 照昭石 花泉

24 ２ 3624 8号住膳跡 埋土 石鹸 A 破抽 1．9 1．2 0.3 0.49 照曜石 花泉

24 3 興81 8号住勝跡 埋土 石鹸 B 完形 SP 19 16 5 1.“ 貞浴 北上山地

24 4 苑迩 8号住居跡 埋土 石鹸 E 完形 SP 型 13 4 0.6 照曜石 花泉

24 5 2388 8号住居跡 床面 石鹸 I SP 型 17 8 2．33 珪質頁岩 北_km地

訓 6 2976 8号住晤跡 埋土 石餓 3 A1 破捌 うう5 19 45 1.7 頁岩 北上山地

24 7 3鯉 8時住隅跡 石雄 3 A1 破摘 2．3 2．1 0●55 2.57 頁岩 北上山地

24 8 3硯5 8号住瞬跡 埋土 石錐 3 A2 破捌 2．1 1.6 0.“ 1.5 蝋昭石 治ノ倉

24 9 23” 8号住鵬跡 埋土北西 石戯 3 C 24 9 5 1.28 頁岩 北上山地

2420 汐76 8号住居跡 埋土 掻刑鰐 6 B 49 ” 11 18.84 頁岩 北上山地

2421 3”3 8勝･佐陪跡 埋土 磨製石斧 8 基部 87 37.5 画 142．81 頁岩 北上山地

2422 31鯛 8号･佐店跡 埋土南両 磨石別 9 B 棒状先靖淌滅痕 “ 31 26 79.24 砂岩 北上山地

2423 31“ 8号住鵬跡 贈石釧 9 C すり鉢状凹みの底面に付務物 103 85 興 647.87 砂岩 北上山地

2424 3891 8号･住陪跡 埋土 有禰石鐙 3 胴部に牌 22 39 11 12.37 ホルンフェルス 北上山地

24お 33蝿 8り･住階跡 布孔石製品 8 軽石製 21.5 35 17．5 5．58 蛭石 奥羽山脈

劃26 33” 8号住階跡 有孔ｲｧ製品 8 28 19 3 2．59 頁岩 北上11l地

2427 3”Z 8号･住鵬跡 特殊敲石 9 側面凹み敵打痕 70 32 21 67．8 ホルンフェルス 北上11l地

2428 3函 8吟住朏跡 埋土 特殊砿石 9 服部磨き 72 35.5 27 1”､13 ひん岩 北上山地

2429 4翼0 9号住腔跡 埋土 石厳 A 破損 20 【6 3．5 0s 頁岩 北上111地

2430 4梨3 9号化膿跡 埋土 石餓 A 完形 苫 15.5 3．5 0.“ 頁岩 北上山地

2431 4弧6 9号伐腔跡 埋土 石触 A 破損矢柄装蒜痕付着物 18．5 15 2S 0．s 頁岩 北上111地

2432 4347 9号住脳跡 埋土 石鹸 A 完形 13．5 】4 2．5 0.22 赤色頁岩 北上山地

2433 4359 9号依居跡 周溝 石雄 A 完形 15 9s 3 0.26 照昭石 花泉

2434 4率 9号･住居跡 埋土 石醗 A 完形 14s 10．5 3 0.33 頁岩 北上111地

2435 43⑱ 9号･住勝跡 埠十’三 石鮫 A 破損 12 13.5 35 0,33 頁岩 北Lul地

型36 4370 9g･住階跡 埋士& 石雌 A 完形 22 16 2 0，54 頁岩 北上山地



表76石器・石製品観察表（9）
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い
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掲載 連岳 迫構名 屑 位 器樋 形恩 分顛 完形 剥雄技術 憶 考 民さ〔国） "(m) 厚き(画） 砿量(9) 石 質 原産地

2437 4372 9号住居跡 蝿十｝． 石賊 A 完形 15 5 3 0.46 頁埼 北卜m地

2438 4378 9号住居跡 Pl2 石鹸 A 完形 矢柄装着痕付蔚物 19 5 4 0.46 頁岩 北1.ll1it

2439 4379 9号住居跡 P画 石鹸 A 完形 12 0 3 0.27 黒咄石 花泉

2“0 4350 9号住居跡 理･I守卜 石倣 B 完形 15 3 ユ5 049 頁岩 北卜山地

2441 4354 9号住居跡 床面 石鹸 I 175 2 4 0.“ 頁岩 北LII1fh

2“2 4702 9号住居跡 埋土 石錐 3 A1 破掘 23 20 9 3.41 頁岩 北卜u地

2“3 4703 9号住居跡 理一十卜 石錐 3 A1 27 11 3 0．61 頁潜 北I･山地

24“ 47“ 9号住居跡 埋土上 石錐 3 A1 175 95 2 0.” 頁岩 北上山地

2445 4⑬8 9号住居跡 埋土 石錐 3 A2 22 13 5s 1.12 頁淵 北上山地

甥6 4” 9号住居跡 埋土 石錐 3 A2 23 14 6 lS9 赤色頁岩 北上山地

郷7 47“ 9号住居跡 P33 石錐 3 C 尖顛寄？ 33 10 4．5 1．81 頁巻 北1-山地

2“8 4％I 9号住居跡 P18 磨製石斧 8 基部 110 59 28 323.79 陸故溌 北上山地

2449 5033 9号住居跡 Pl2 磨石額 9 A 113 101 “ 10理二缶 ひん岩 北別u地

2450 5072 9号住居跡 埋土卜 磨石馴 9 A 釦 37 22 74.46 ひん粉 北上山地

2451 5唖 9号住居跡 混一トト 磨石顕 9 ABC 86 43．5 33 137.98 砂岩 奥羽山脈

2452 50】6 9号住居跡 埋土 石皿顛 10 A 脚付破拙 128 ISI 37 3“､89 砂岩 奥羽山脈

湖53 4”3 9号住居跡 床面 石皿顛 10 C 脚付破損後砥石 116 84 “ 330.56 砂岩 奥羽山脈

2454 3243 2 号住居跡 照褐色土 石触 A 破拙 18 13 3 0.59 頁岩 北卜1I1地

24鰯 3割5 2 号住居跡 黙褐色土 石鹸 A 破捌 1．5 12 3 0.41 珪質頁岩 北卜ll1地

湖56 3246 2 号住居跡 無褐色士 石雌 A 完形 24 17 5s 1.34 頁岩 北卜u地

2457 3247 2 号住居跡 黒褐色士 石鎧 A 破掴 2ユ5 18 4 1．46 頁岩 北}･ll1地

2458 3248 2 号住居跡 照褐色土 石鹸 A 破捌 20 15．5 3.5 0.“ 珪質X岩 北上m地

2459 3249 2 号住居跡 照褐色士 石鐡 A 破捌 15 13 3s 0．41 めのう 不明

24“ 32幻 2 号住居跡 黒褐色士 石鹸 A 完形 21 12.5 3 0.42 頁岩 北上山地

型61 3251 2 号住居跡 照褐色土 石鑑 A 完形 ISS 11．5 3 0.典 頁岩 北1.lll地

2462 3252 2 号住居跡 照褐色土 石餓 A 破掴 17 3 4.5 0.56 頁岩 北上山地

2463 3聾3 2 号住居跡 床面 石盤 A 破掴付蔚物 18 6 4 0.” 頁岩 北tlll"

… 3287 2 号住居跡 照褐色士 石鹸 A 破掴 17 5 2.s 0.49 頁岩 北卜山地

2465 3371 2 号住居跡 照色土 石鹸 A 破損 9 2 2 0．47 頁岩 北1.1h地

24“ 3429 2 号住居跡 蝋色士 石雌 A 破摘 15 0 2 0.23 頁君 北LIll地

Z4釘 弧34 2 号住居跡 I財東ベルト 石雌 A 破掴 18 】 3 0.42 頁岩 北卜ll1地

24“ 型35 2 号住居跡 蝋色士 石鹸 A 破損 12 3 Ｚ 0.魂 頁岩 北卜m地

24⑲ 3湖4 2 号住居跡 照色土 石鹸 B 破捌 17 20 4 1．01 頁岩 北卜1l1地

24知 3Z54 2 号住居跡 埋土 石鑑 I 28．5 20 9 3.37 頁岩 北Lu地

2471 3703 2 号住居跡 獺褐色土 石錐 3 A1 破禍 4.3 1.4 1.“ 2．81 頁岩 北tm地



表77石器・石製品観察表(10)
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掲載 連喬 遺樽名 層 位 器樋 形里 分類 完形 剥娃技術 備 考 長き(頭） 職四) 厚さ(唾） 亜量(9) 石 質 原産地

2472 3“2 2 号住居跡 黒褐色土 石錐 3 B 2.5 0.8 0．3 0．82 頁岩 』上上山地

2473 3“3 2 号住居跡 P14 石錐 3 B 間過使用 2.9 1.4 0．4 1.“ 頁岩 北卜lll地

24渦 畑8 2 号住隣跡 里色十 石雌 3 C 的 9 5 3．96 頁岩 北上山地

課75 37” 2 号住居跡 黒褐色士 掻削器 6 A 餌 】6 8 4.“ 頁岩 北上山地

2476 4185 2 号住居跡 黒褐色土 掻刑器 6 A 刃つぶし 48 44 13s 31.88 頁岩 北上山地

2477 38発 2 号住居跡 黒褐色土 梗形石器 7 狸 雷 10 5．6 頁岩 北上山地

2478 3唖 2 号住居跡 床面 石皿顛 10 A 破拙両面を加工 141 95 61 958.21 安山岩 奥羽山脈

2479 2皿 22号住居跡 埋土 石醗 A SP 18 11 4 0．26 頁岩 北上山地

2480 24“ 22号住居跡 埋土 石厳 A 破摘 16 20.5 3 1.39 赤色頁埼 北上山地

2481 2“7 22号住居跡 埋土下 石盤 A 完形 SP 13 4 3 0.3】 赤色頁岩 北上山地

2482 2416 22号住居跡 2層中 石陛 A 完形 SP 18 1 4 0.興 頁岩 北上m地

2483 2417 22号住居跡 2層中 石鹸 A 破損 14s 4 3 0.55 照曜石 花泉

Z484 2421 22号住居跡 2層 石蛾 A SP 22 ２ 5 0.92 頁岩 北上山地

2485 2422 22号住居跡 2層 石鹸 A 完形 SP 14 0 3 0．24 赤色頁沿 北上山地

24妬 24型 22号住居跡 2層 石鹸 A 破損 】4 I 2-5 0.46 頁岩 北上山地

2487 3五7 22号住居跡 P12 石鹸 A 破損 26 2 3 0.郷 頁岩 北上山地

2488 3512 22号住居跡 黒褐色士 石厳 A 破捌 14 5 4 0.58 黒曜石 花泉

2489 3梨0 22号住居跡 埋土 石厳 A 完形 SP 】6 3 3 0.33 黒曜石 花泉

24” 36” 22号住居跡 床面 石殴 A 完形 SP 】7 3 3 0.38 黒曜石 花泉

2491 4】72 22号住居跡 Q6 石雌 A 完形 25．5 20 2.5 0.76 赤色頁岩 北上山地

2492 4】75 22号住居跡 Q6 石雌 A 破捌 17 】4 3 0.49 黒曜石 花泉

2493 2411 22号住居跡 埋土下 石魅 B 破損 14 】3，5 3 0.46 赤色頁岩 北上山地

24卿 2413 22号住膳跡 埋土下 石麟 B 完形 SP 19 6 5 0.” 頁岩 北上山地

型95 3374 22号住居跡 埋土 石触 B 加工中 16 5 6 0．91 頁岩 北上山地

型96 3433 22号住居跡 埋士l巳 石触 B 破禍 2Z 2 3 0.73 頁岩 北上Ⅱl地

2497 3571 22号住居跡 床面 石蝕 B 破損 13 7 3 0.53 黒曜石 柵ノ倉

2498 23” 22号住居跡 燵十卜而 石蟻 E 完形 SP 刀 】 4 0.62 玉ずい（めのう） 不明

2499 2401 22号住居跡 床面 石蝕 E 完形 SP 16 6 3 0.61 頁岩 北上山地

25m 24晩 22号住居跡 埋土下 石雄 E SP 18 Z 4 0.37 頁岩 北上山地

2501 24⑱ 22号住居跡 埋土下 石腫 E 完形 SP 17 9 4 0．42 赤色頁岩 北上山地

酒、 24】5 22号住居跡 埋土下 石触 E 完形 SP 23 13 3 0s 頁岩 北上山地

2503 2419 22号住居跡 2閲 石触 E 完形 SP 22 】6 7 1.5 頁岩 ｣ﾋﾋu地

25“ 3酒9 22号住居跡 埋土下 石鹸 E 破柵 16 13 4 0．59 頁岩 北上山地

毒05 32” 22号往居鉾 2層 石鹸 E 破扱 18 15．5 4 0．63 めのう 不羽

25“ 4170 22号住居跡 埋土 石蝕 E 完形 2Z､5 14 3 0．62 頁岩 北上山地
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掲戦 連昏 通構名 層 位 器極 形恩 分顛 完形 剥確技術 側 考 長さ(四） 棚(皿） 厚き(唾） 菰量(9) 石 賀 爪廉地

2507 4171 22号住居跡 床面 石鮭 E 完形 24 155 2.5 0．69 頁岩 北上山地

西側 2414 22号住居跡 埋土下 石厳 F 完形 SP ” 16 6 1．41 貞岩 北上山地

2S的 2420 22号住居跡 2層 石鹸 F 破損 18 12 3 0.42 頁岩 北_l二山地

25 0 24“ 22号佐居跡 煙-ﾋヒ 石触 H 完形 SP 33 23 13 6．51 頁岩 北上山地

巧 1 35“ 22号住居跡 Pl8 石鹸 H 破拙 13 12 4.5 0.“ 熟曜石 卯鹿

酒 2 2410 22号住居跡 埋土下 石盤 I SP 21 】9 8 2．91 赤色頁岩 北上山地

25 3 2418 22号住居跡 2層中～下 石倣 I 破損 26 13 5 1.36 頁岩 北上山地

25 4 3832 22号住居跡 埋土下 石触 I 17 17 5.5 1.“ めのう 不IﾘI

酒 5 24“ 22号住居跡 床面 石錐 3 Al 破損 狸 23 4．5 2.31 頁岩 北上山地

2S 6 2985 22号住居跡 埋土下 石錐 3 Al 先娼から7画使用猟 ” 20 8 2.98 頁岩 北上山地

25 7 2403 22号住居跡 埋土 而錐 3 A2 錐部太<短い 23.5 11．5 4.5 1.“ 頁岩 北上111地

25 8 240s 22号住居跡 埋土 石錐 3 A2 錐部太<飼い 23 17 5．5 2.34 面岩 北_1 111地

雪 9 2883 22号住階跡 2層中～下 衝雛 3 A2 汐 13 4 1.31 貞岩 北」 i11地

2520 28鯛 22号住居跡 2層 石錐 3 A2 27 22 7 3.33 頁岩 北」 11l地

2521 2984 22号住居跡 P22 撒削器 6 B 57 30 12 14.“ 頁岩 北上山地

泌22 3721 22号住居跡 埋土 掻削器 6 B 24 14 8 2.“ 照曜石 渦ノ倉

酒23 4181 22号住居跡 埠十I之 掻削器 6 B 495 31 8 5.45 珪化木 奥羽111脈

25塑 3111 22号住居跡 P17 鯛製石斧 8 基部敵打捜有り 127 58 32 318.73 ひん岩 北上山地

252s 3172 22号住階跡 埋土 聯石類 9 A 87 65 37s 328,08 ひん岩 北上山地

2526 3101 22号住居跡 2屑中 石皿顛 】0 C 破損両面溝状の謹み “ 67 刀 1脚.33 デイサイト 奥羽111脈

野27 3酒8 22号住居跡 埋土下 側形石器 16 石鼓？ 27 15 4 1．2 珪質頁岩 北上1I1地

2528 2428 23号住居跡 埋土 石触 A 破拙 16．5 15 3 0．6 頁岩 北上111地

番29 24沙 23号住居跡 Ql 行雄 A 破損 21 13．5 3 0．41 頁岩 北上111地

2530 2431 23号住居跡 Ql 石鹸 A 破損 16 18．5 3 0．71 頁岩 北上山地

2531 243s 23号住居跡 Q2 石厳 A 完形 SP 25 15 6 1.4】 頁岩 北上111地

2532 2436 23号住階跡 Q2 獅触 A 完形 SP 15 13 3 0．28 頁岩 北上111地

お33 2439 23号住居跡 Q3 石鹸 A 破損 18s 13.5 2S 0.37 頁岩 北上山地

酒興 2“3 23号住曜跡 Q4 下位 石蝕 A 破損 21 3 2 0.55 頁岩 北上111地

2535 2“4 23号住膳跡 Q5 石鹸 A 破損 16 3 ２ 0.43 頁岩 北上111地

2536 2445 23号住居跡 Q5 石鮭 A SP 21 4 4 0.62 貝岩 北上山地

2537 2“6 23号住居跡 Q5 石蝕 A 破損 14 3 3 0.49 頁岩 北上111地

2538 2“7 23号住居跡 Q5 石厳 A 完形 SP 型 I 3 0.38 頁岩 北上111地

2539 型49 23号住居跡 Q6 石鮭 A SP 21 5 6 1.12 頁岩 北上1I1地

2540 2451 23号住居跡 Q6 石鹸 A SP 20 4 6 1.17 頁岩 北上111地

2541 2453 23号住居跡 Q6 石懲 A 破損 釦 4 3 0.88 珪質頁岩 北上111地
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掲鞭 巡悉 遺櫛名 層 位 器観 形里 分類 完形 剥篭技術 備 考 促さ(唾） 帆(唾 厚き(画） 煎量(9) 石 盟 鰍産地

2542 2456 23号住居跡 Q6 石錐 1 A 破損アスファルト付軒 幻 ラ 2 0.33 頁岩 北_上111地

2543 2458 23号仲居跡 Q8 石鹸 I A 完形 SP 16 2 3 0.41 頁岩 北上山地

2… 2錘5 23号住居跡 埋土 石蝕 I A 破損 ” 1 4 0.62 頁岩 北上111地

2斜5 35割 23号･住居跡 Q6 石厳 1 A SP 17 8 4 0.98 瓜昭石 花泉

2輿6 3618 23号住居跡 Q5床面近く 石鹸 1 A 破損 15 2 4 0.49 照昭石 花泉

2輿7 24釦 23号住居跡 Ql 石厳 1 B 完形 SP ” 8 7 1.81 玉ずい（めのう） 不印I

2548 割37 23￥住居跡 Q2 石鹸 I B 完形 SP 37 22 8 4.“ 頁岩 北上【1l地

2549 2461 23号･住居跡 Q8 中位 石鹸 I B 完形 SP 21 9 9 2.69 頁岩 北上山地

2錨0 29節 23号･住居跡 Q5下位 石鹸 I B 破損 17 8 4 1．21 頁岩 北上u1地

麺51 2452 23号住居跡 Q6 石厳 1 E 完形 SP 空 5 5 0.87 赤色頁岩 北上111地

2錨2 Z455 23￥住居跡 Q6 石餓 I E 完形 SP 16 3 2 0.24 赤色頁岩 北上山地

2553 2457 23号住居跡 Q6 石鹸 I E SP 16 1 4 0．33 赤色頁岩 北上111地

2S卿 Z畑 23号仲居跡 Q8上位 石鹸 I E 定形 SP 23 6 7 2.18 赤色頁岩 北上山地

2錨5 35雪 23り･住居跡 Q8 中位 石麟 I E 完形 SP 17 1 4 0.3s 胤曜石 花泉

2356 2“2 23号･件居跡 Q4床面近く 石鹸 1 F 完形 SP 25 5 6 1.36 頁岩 北上山地

酒57 24郵 23号住居跡 Q6 石盤 】 F 完形 SP 29 6 6 1.7 頁岩 北上山地

五58 率8 23号住居跡 Q5 石鐙 I G 完形 木の葉嫌全面光沢有り 40 1 5 1.餌 頁岩 北上山地

2559 3皿 23号･仲居跡 Q5床面近く 石鹸 I 間 加工中？ ”､5 20 10s 4．91 頁岩 北上山地

25“ 24酒 23号･住居跡 埋土 石鹸 I I 21 1s 3 1.的 赤色頁岩 北上山地

256】 2432 23号住居跡 Ql 石趣 I 】 破損付精物（アスファルト？） 16 11
う
』 0．26 頁岩 北上山地

奉62 2433 23号住居跡 Ql 下位 石餓 1 I 24 17.s 6 1．91 頁岩 北上山地

2563 2438 23号･住居跡 Q3 .ド位 石厳 1 I 破損 24 14 7.5 1.43 凝灰岩 北上山地

25“ 2“0 23号･住居跡 Q4 石鮭 I I SP 27 21 11 4.77 頁岩 北上山地

湾65 2“1 23号住居跡 Q4 石鮭 I I 19 15 4 0．97 頁岩 北上山地

25“ 型50 23号住居跡 Q6 石鰻 I 】 SP 2S 16 6 1.74 閲岩 北上山地

2567 2459 23号住居跡 Q8上位 石鹸 I I SP 22 19 8 2．87 凝灰岩 北上山地

25鯛 33” 23号住居跡 Q4 石鹸 1 I 213 17．5 5 1.酉 凝灰岩 北上山地

25砂 梨的 23号住居跡 P】3 石鮫 I I 14 14 4s 0.到 照曜石 渦ノ倉

2570 3527 23号住居跡 Ql 石触 I I 】7.5 15．5 5.s 1.18 照曜石 花泉

2571 3591 23号住居跡 Q7 中位 石雌 I I 17 16 5 1.35 期昭石 渦ノ念

お72 3592 23号住居跡 Q4 床面近く 石蝕 I I 17 i2 2S 0．4 蝿曜石 花泉

麺73 3万9 23号･住居跡 Q3 石蝋 1 I 20 15 9 1.86 黒昭石 花泉

お74 2427 23号住居跡 埋土 石錐 3 AI 破摘 24 18．5 4 1.53 頁岩 北上山地

巧75 2鴎 23号住居跡 埋土 石錐 3 AI 破損 26s 10s 5 0.89 頁岩 北上山地

巧76 2”7 23号住居跡 Q3下位 石雛 3 Al 破揃 沙 23 8 5s5 頁岩 北上山地



表80石器・石製品観察表(13)
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掲城 連喬 遺桝名 職 位 器種 形患 分類 完形 剥詮技術 備 考 催さ(国） 棚(画） 厚さ(国） 亜量(9) 石 質 原産地

西77 2426 23号住居跡 Q7 石錐 3 A2 酒 19 8 3.13 頁岩 北上山地

酉78 3679 23号住居跡 Q6 石錐 3 B 3 1s 0●58 2.3 頁岩 北上山地

2579 麺2 23号住居跡 埋土 石匙 4 B2 破損摩滅 29 38 6 6.22 頁岩 北上山地

2580 麺8 23号住居跡 Q4 掻削器 6 A 46 56 14 31.03 頁岩 北1.1u地

2581 3m1 23号.住居跡 Q5 掻削器 6 A 51 31 7 14.13 頁岩 北上山地

巧82 3”3 23号住居跡 Q6 掻削器 6 A 破損 28 31 8 5.32 頁岩 北上山地

麺83 3857 23号住居跡 Q6 掻削器 6 A 56 24 7 13.35 頁岩 北上山地

濁糾 2麺 23号住居跡 埋土 掻削器 6 B 破損 25 20 8 3．14 頁岩 北jzll1地

2585 3m 23号住居跡 Q4 掻削器 6 B 32 19 13 6.34 珪質頁岩 北上山地

酉86 3岬 23号住居跡 Q7 上位 掻削器 6 B 26 “.§ 8 12.93 頁岩 北上山地

雪87 3762 23'9．住居跡 炉 掻削器 6 C 25 22 4 2.61 頁岩 北上山地

お88 2”5 23号住居跡 埋土 模形石器 7 26 28.5 13 10．74 頁岩 北上lh地

2589 3833 23号･住居跡 Q5 模形石器 7 38.5 37 11.s 15.85 頁岩 北上山地

25卯 3 ” 23号住居跡 Q6 噌製石斧 8 些郁 52 30 10 24.75 頁岩 北上山地

2591 4 87 23号住居跡 Q2床面 膳製石斧 8 基部 ” “.5 22s I印35 ホルンフェルス 北上山地

2592 4 88 23号住居跡 Q2床面 晒製石斧 8 基部 101 43 22.s 153.” ひん岩 北上山地

25” 3 73 23号住居跡 Q4 暦石類 9 A 全面磨き 43 32 1as 38.93 砂岩 北上山地

酉“ 3 75 23号住居路 Q8 磨石類 9 A 球状 37 3s 弧 61.86 花崗閃織岩 北上山地

湾95 3921 23号住居跡 Q4 磨石類 9 A 61 弱.5 39 183.4 ひん岩 北上u地

零％ 39野 23号住居跡 Q4 膳石類 9 BC 胴部敲打痩 113.s 38 酒 172.84 ホルンフェルス 北上山地

酒97 3IlO 23号住居跡 Q6 石棒類 1 A 角柱状磨製 69 17 10 25.96 頁岩 北上ill地

酒98 3103 23号住居跡 埋土 石樺類 1 B 破損 114 21 15 5】.21 頁岩 北上山地

2S” 31m 23号住居跡 Q4 石刀類 ２ 破損先娼擦痩刃部蔽打痩 16.1 22.5 8 36.37 頁岩 北上山地

2“ 3311 23号住居跡 Ql 下位 浮子 4 “､5 47.5 25．5 27.63 スコリマ軽石 奥羽山地

2㈹1 31“ 23号．住居跡 埋土 将殊飯石 9 先鵡剥離側面敲打痕聯製 92 34 27 150．47 閃緑岩（細粒） 北上1ll地

2皿 31鱒 23号･住階跡 Q6 特殊岐石 9 側面敵打痩 74s 27 23 51.13 頁岩 北上lh地

2⑪3 3914 23号住居跡 埋土 円盤状万国品 ２ ２ 磨石？ 51 46 ”､5 72.58 砂岩 北上山地

2皿 湖“ 24号住居跡 P2 石鮭 A SP 27 18 5 1.51 頁岩 北上1ll地

2釦5 24“ 24号住居跡 P49 石鹸 A 完形 SP 19 13 4 0.57 頁岩 北_tm地

2“ 32唾 24号住居跡 西側埋土 石蝕 A 破損 20 14 5 0.餌 頁岩 北上山地

2” 32“ 24．号住居跡 北側埋土下 石鐙 A 破描 21 18s 5 【.③ 頁岩 北上山地

2㈹8 3321 24号住居跡 埋土 石鮭 A SP 風化激しい 16 14 5 0．82 凝灰岩 北上山地

2“ 3375 24号･佐居跡 埋土 石蝕 A SP 23 18 7 2.鯉 頁岩 北上山地

2610 課37 24号住居跡 北側埋土下 石鮭 A 破撹 14 15 3 0．41 頁岩 北上山地

2611 弧41 24号住居跡 Q5 石鑑 A 破拙付蒋物 19 15 35 0．51 頁岩 北上山地



表81石器・石製品観察表（14）
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掲載 連岳 遺僻名 層 位 器種 形恩 分顛 完形 剥確技術 飼 考 長さ(国） 輻(唾 厚き(＝） 亜量(9) 石 質 原産地

26 2 班5 24号住居跡 埋土 石厳 1 A SP 22 5 5 0.73 頁岩 北上山地

26 3 3450 24号住居跡 Q5 石鮭 I A SP 19 ＃ 4 0.58 黒曜石 花泉

26 4 型79 24号住居跡 P4 石鮭 I A SP 19 3 4 0.85 頁岩 北上山地

26 5 典82 24号住居跡 南関埋土下 石蟻 1 A SP 15 2 3 0.37 頁岩 北上山瞳

26 6 34” 24号住居跡 東側埋土下 石懲 1 A SP 34 9 8 2.86 頁岩 北上山地

猫 7 3502 24号住居跡 南側埋土下 石鹸 1 A SP 16 2 4 0.52 黒昭石 花泉

26 8 3521 24号住居跡 北側埋土下 石鑑 1 A 完形 SP 19 5 6 1.26 熱昭石 花泉

26 9 41輿 24号住居跡 Q3 石鮭 I A 完形 295 6 3．5 0．脚 頁岩 北上山地

2“ 3酒6 24号住居跡 北側埋土下 石雌 I B 完形 14 12．5 4 0．46 赤色頁岩 北上山地

2621 24“ 24号住居跡 P37 石雌 I E SP 16 2 4 0．4 頁岩 北上山地

塑型 2“2 24号住居跡 Q4 石鹸 1 I 24 4 4 1．2 頁岩 北上山地

2623 28配 24号住居跡 Q6 石雛 1 I 三角形剥片緑劉整 32 8 6 2.7 頁岩 北上山地

2624 3347 24号･住勝跡 Q3 石雄 I I 21 6 7 1.58 珪質頁瀦 北上山地

262s 33釦 24号住居跡 埋土 石厳 I I 付蒜物 19 7 7 2．08 頁岩 北上山地

2626 3麺2 24号住居跡 Q1 石雌 1 I 13 7 3 0.8s 頁岩 北上山地

2627 興輿 24号住居跡 Q3 石鑑 1 I SP 13 2 3 0．32 頁岩 北上山地

2628 3467 24号住居跡 炉前庭部 石雌 I I 26.5 19.5 7.5 2．59 頁岩 北上山地

2629 3514 24号住居跡 北閲埋土下 石鮭 1 I 17 12 3 0，46 熱昭石 花泉

26知 3“1 24号住居跡 北関埋土下 石鹸 I I 付蒻物 33 29 lユ5 8．15 頁岩 北上山地

2631 2463 24号住居跡 西側埋土下 石誰 3 Al 錐部短い 31 20 6 2.課 頁岩 北上山地

2632 3711 24号住居跡 埋土 石雄 3 Al 1.95 1.45 0.3 0．65 頁岩 北上山地

2鰯3 3332 24号住居跡 炉前庭部 石錐 3 A2 破捌 24s 17.s 7 2.49 頁岩 北上山地

2634 3812 24号住居跡 埋土 石錐 3 B 22 18 6s 2.“ 頁岩 北上山地

263s 3263 24号住居跡 西側埋土 石錐 3 C 破描 24 10 3 0．61 頁岩 北上山地

2636 鋤11 24号住居跡 Q4 掻削器 6 B 40.5 39.5 16 TzR2 頁岩 北上山地

2637 ”12 24号住店跡 Q4 掻削器 6 B 30 27.5 11 8.68 頁岩 北上山地

2⑲8 3皿 24号住居跡 Q3 掻削蟹 6 B 45 27 9 【3.71 頁岩 北上山地

2639 3恥 24号住居跡 Q5 掻削器 6 B 石箆？ 47 21 7 8.” 頁岩 北上山地

2“0 3114 24号住居跡 Q4 下位 磨製石斧 8 摩滅 1m 40 20 91.87 ひん岩 北上山地

2“1 3176 24号住居跡 P⑱ 懸石類 9 A 棒状 11s 36 20 139.13 ホルンフェルス 北上山地

2“2 31万 24号住居跡 Q4 瑠石類 9 A “ “､5 50 297.86 砂岩 北上山地

2“3 3”0 24号住居跡 Q3 聯石頚 9 A 球状 51 49 42 14】､7Z 砂岩 北上山地

2“ 3923 24号住居跡 Ql 聯石顛 9 A 球状 59 劃 剥 班.82 花同斑岩 北上山地

2“5 3蝿 24号住居跡 Q5床面 贈石顛 9 AB 2個面潰滅痕 127 ” 53 997.24 ひん岩 北上山地

2“6 3”I 24号住居跡 西側埋土下 廃石類 9 ABC 厳打痕台石叢用 82 77 釘 613 安山岩 北上山地
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掲載 連岳 遺椛名 刷 位 器秘 形里 分熱 完形 剥娃技術 備 考 跿吾(唾） 樋(画） 厚き(画） 爪且(R） 石 質 原産地

2“7 3“5 24－¥(1鐇跡 西側郷1土 磨石類 9 C 石棒転川？ lお.5 44 33 342.81 頁岩 北上山地

2“8 4148 24号住居跡 PI4 石皿類 0 B 112 92 l⑱ 2”3.妬 ひん岩 北上山地

2“9 3113 24号住居跡 Q4 石棒類 1 A 破損先娼擦換 795 24 22 723 頁岩 北上山地

2650 3”2 24号住居跡 西側珊土~ド 浮子 4 貫通孔三町形 75 71 43．5 41.9】 軽石 奥羽山脈

2651 39興 24¥･住居跡 Q4 瀞子 4 貫通孔 72 55 湖 27.37 軽石 奥羽山脈

2652 3958 24号住居跡 Q4 浮子 4 貫通孔 93.5 88.5 “ 4356 軽石 奥羽山脈

2653 39発 24号住居跡 Q4 有孔石製品 8 剥陰あり 閃通孔 39 39 23 26.89 頁岩 奥羽1U脈

2“4 38” 24号・住居跡 北側蝿土下 特殊敲石 9 破損胴部晦き 40.5 27 19 30.33 ひん岩 北上山地

2655 2488 25り･住居跡 埋土上 石錐 1 A 完形 SP 23 14 4 0．81 頁岩 北上山地

2節6 2491 25号･住居跡 埋土上 石厳 1 A 破損 4 13 2S 0．29 頁岩 北上山地

2“7 2492 25号･佐居跡 埋土 石雄 1 A 破損 3 13．5 2-s 0.38 頁岩 北上山地

2658 2495 25号住居跡 Q2 石鹸 1 A SP 8 5 5 0.89 赤色頁粉 北上山地

2“9 3447 25¥(l鐇跡 西側叩土 石雌 1 A 破損 4 5 2S 0.59 珪質興恐 北上山地

2卸 35砂 25号住居跡 埋土 石厳 1 A 破損 5 3 5 0.“ 照瑠石 渦ノ倉

2“1 2487 25¥.住居跡 埋土 石鮭 I B 完形 SP 25 8 6 2.16 頁岩 北上山地

2“2 2493 25号佐届跡 Pl 石鹸 1 B 完形 SP 18 4 5 0.8 頁岩 北上山地

2“3 2489 25号住階跡 埋土上 石鹸 1 I 18 8 3 0.73 頁岩 北上ll1地

2” 24” 25号住居跡 埋土上 石雄 1 I 22s 9 5.s 1.21 頁岩 北上山地

2“5 郡3 25－号･仙鐇跡 西側埋土 石鰹 1 I 28 20 6s 2.75 頁岩 北上lll地

2唖 3531 25号･住居跡 Ql 石鮭 I I 17 11.5 5.5 0.84 熱曜石 花泉

2” 3550 25号住居跡 埋土 石錐 1 I 崎 4 4 0.“ 照昭石 花泉

2” 24“ 253.住居路 Ql 石錐 3 A2 先矯から5国光沢有り 21．5 Z 3 0.5 頁岩 北上山地

2” 2”1 25号住居跡 埋土上 石錐 3 B 雪 4 8 2.“ 頁岩 北上山地

2670 3鑓I 25号住居跡 埋土 石錐 3 B 3.弱 I I 0.“ 2.33 頁岩 北上山地

2671 3713 25号住居跡 埋土 石匙 4 A2 3.7 1.75 0.6 2.79 頁岩 北km地

2672 37兜 25号住居跡 西側埋土 掻削器 6 A 22s 21．5 8 4．3 頁岩 北上山地

麺73 3917 25号住居跡 床面 晒製石斧 8 小型基部 13s 4 8 2.33 凝灰岩 北上m地

2印4 24％ 26号住居跡 埋土 石鹸 A 完形 SP 14 4 3 0.27 頁岩 北上山地

2印5 2497 26号住居跡 埋土 石鑑 A 破捕 18 3 2.5 0.42 頁岩 北上山地

2印6 2498 26号住居跡 Pl5 石鹸 A SP 27 4 5 0．95 頁岩 北上1l1地

2677 24” 26号住居跡 埋土 石鑑 A SP 20 5 3 0．63 頁岩 北上山地

2678 32⑬ 26号住居跡 埋土 石鹸 A 完形 18 6 3.5 0．95 頁岩 北tm地

2679 34” 26号住居跡 P29 石鹸 A SP 23 3 6 】･西 頁岩 北tm地

26師 型93 26号住居跡 埋土 石鑑 A SP ” 5 5 0.” 頁岩 北上山地

2閃I 28” 26号住居跡 埋土 石鑑 I 麺 5 4 1.3 頁岩 北上山地
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掲載 連番 遺樽名 墹 位 器種 形里 分類 完形 剥鮭技術 侭 考 長さ(国〕 梱(画） 厚さ(国） 亜量(9) 石 質 原産地

2“2 4176 26号住居跡 P7 石匙 4 Al 52．5 30.5 6．5 7．73 頁岩 ｣ヒトlll"

2“3 25“ 28号住居跡 1屑 石鹸 A SP 26 1 3 0．47 頁岩 』ヒトm地

2“ 雪08 28号住居跡 2届 石鹸 A 完形 SP 17 5 4 0．63 頁岩 ｣ヒトm地

銅5 … 28号住膳跡 埋土中 石鹸 A 完形 SP 18 3 4 OS1 頁岩 北上山地

麺86 酒 0 28号侘瞬跡 埋土 石蝋 A 破揃 19 7 3 0.“ 赤色頁岩 北上山地

2687 酒 I 28号住居跡 埋土 石厳 A 破拙ｱｽﾌｧﾙﾄ付瀞 16 6 3 0．31 凝灰岩 北上山地

2688 25 2 28号住居跡 炉（4区） 石鹸 A 完形 SP 剥睡技術分折 27 8 3 0．68 玉ずい（めのう） 不明

2“9 雪 3 28号住居跡 炉（2区）埋土 石陛 A 完形 SP 13 0 4 0．33 頁岩 北LIll地

2“ 酒 4 28号住陛跡 炉（6区） 石鰹 A 完形 SP 20 5 3 0．51 頁岩 北上山地

269】 巧 6 28号住居跡 Q1 2W 石鹸 A 破拙 10 12．5 2．5 0．33 珪質頁岩 ｣上上山地

2692 濁巧 28号住鵬跡 Q2床而近く 石鹸 A 破捌 15．5 4 3 0．51 頁岩 北側h地

2砂3 雪Z8 28号住居跡 Q2 2W 石鹸 A 破拙 14 8 3s 0.” 珪質頁満 北上山地

2碑 25” 28号住居跡 Q2 2M 石鹸 A SP 17 I 4 0．31 照昭石 花泉

269s 湾31 28号住居跡 Q2 2" 石雌 A 完形 SP 25 8 6 2 頁岩 北上山地

26％ 雪32 28号住居跡 Q2 2W 石鹸 A 破拙 23s 8 4 1．1 頁岩 北上山地

2697 雪33 28号住睡跡 Q2 2M 石鹸 A 破拙 13 4 2S 0．3 赤色頁岩 北上山地

2⑲8 巧興 28号住居跡 Q2 2届下 石触 A 完形 SP 2Z 7 5 1．31 頁岩 北卜u地

2” 苫35 28号住膳跡 Q2 2墹下 石鹸 A 完形 SP 17 3 3 0．61 頁岩 北上ul地

27” 25期 28号住居跡 Q2 2M 石雌 A 破拙 13 I 5．5 0.33 赤色頁淵 北上山地

2701 雪41 28号体腔跡 Q2 石雄 A 破拙 17 5 2 0.38 頁岩 北卜山地

27m 2郷2 28号住膳跡 Q3 1W 石盤 A 破拙 21 5 6 137 玉ずい（めのう） 不珊

2703 2甥 28号住階跡 Q3 2W 石鹸 A SP 崎 I 4 0.“ 赤色頁岩 北卜u1地

27“ 2548 28号住居跡 Q3 2M 石蝕 A 破柵 18 4 4 0.46 頁糊 北上山地

2705 空49 28号住睡跡 Q3 2M 石盤 A 破捌 14 9 3 0.“ 頁岩 北トul地

27“ 雪釦 28号住居跡 Q3 2M 石触 A 破拙 17 6 3s 0型 頁器 ｣上}-山地

2和 酒51 28号住届跡 Q3 2W 石蝋 A 破捌 26 20 3.s L22 頁溶 北卜m地

2708 2S54 28号住居跡 埋土 石鹸 A 破拙 20 21 4 1.46 頁滞 北上山地

27” 酒55 28号住居跡 Q6 2暦 石触 A 破拙 15 5 3 0.“ 頁鵜 北上山地

27 0 巧蒟 28号住居跡 Q6 2閣下 石懲 A 完形 SP 剥曜技術分析 16 4 3 0.24 赤色頁岩 北卜ul地

27 】 雪58 28号住居跡 Q6 2w下 石触 A 破拙 13 3 ２ 0.48 頁岩 北lau1地

27 2 酒弱 28号住居跡 Q6 2W 石鹸 A 破仙 15 9 4 0.7 頁器 北トm地

27 3 巧“ 28号住居跡 Q6 2M 石鹸 A 完形 SP 24 6 4 0.的 頁粉 北上山地

27 4 酒61 28号住居跡 埋土 石醗 A SP 1s 4 4 0.47 頁岩 北Lm地

27 5 2562 28号住居跡 Q4 2W 石蝕 A 破拙アスファルト付着 32 2 3 0.8 頁増 北Lul地

27 6 酒63 28号住居跡 Q4 2M 石厳 A 完形 SP 20 1 3 0.42 頁淵 北上山地



表84石器・石製品観察表（17）

１
画
い
つ
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掲範 連岱 遺桝名 層 位 器種 形患 分額 完形 剥雄技術 愉 考 侭さ(画） 幅(函 厚さ(画） 煎量(9) 石 質 原産地

2717 酒“ 28号住居跡 Q4 石錐 A 破損 9 4 4 0．79 頁岩 北tu地

2718 苫“ 28号住居跡 Q4 1g 石鹸 A 破損 4 3 3 0.“ 頁宕 北上山地

2719 2573 28号住居跡 Q2 2層中 石錐 A 完形 SP 9 6 4 0.“ 頁岩 北上山地

2720 麺75 28号住居跡 Q3 層中 石鹸 A SP 6 6 3 0．32 玉ずい（めのう） 不明

2721 酒78 28号住居跡 Q3 層中 石錐 A 破損 6 6 2．s 0.39 頁岩 北上山地

2722 酒79 28号住居跡 Q3 層中 石錐 A 破損 13s 16.5 3-s OS7 頁岩 北卜m地

27通 2S釦 28号住居跡 Q3 増下 石鹸 A SP 22 8 3 0.49 頁岩 北上山地

2724 2583 28号住居跡 Q3 屑下 石鐡 A 完形 SP 剥薩技術分析 24 5 4 0.67 赤色頁岩 北側ll地

27酒 西85 28号●（ :居跡 Q3 2層中 石鹸 A 完形 SP 17 5 3 0.4 頁岩 北上山地

2726 2S顕 28号住居跡 Q3 2層中 石鮭 A 完形 SP 19 8 5 1.08 玉ずい（めのう） 不明

2727 2587 28号住居跡 Q4 層 石鑑 A 完形 SP 17 3 3 0.36 頁岩 北剛ll地

2728 2588 28号住居跡 Q4 屑 石鹸 A 完形 SP 19 6 6 I.“ 赤色頁贈 北別ll地

2729 湾” 28号住居跡 Q4 層 石鑑 A 破損 五 11．5 2 0．39 赤色頁料 北上山地

27幻 雪91 28号住居跡 Q4 層 石鹸 A 破損 19 19．5 2-s 0●59 凝灰岩 』上LII1地

2731 酒92 28号住居跡 Q4 層上 石鮭 A 完形 SP 16 6 4 0．67 赤色頁粉 北tul地

2732 酒％ 28号住居跡 Q4 層下 石鍍 A 完形 SP 五 7 3 0．67 頁岩 北Lm地

2733 2S” 28号住居跡 Q4 屑下 石鮭 A 完形 SP 14 5 4 0．6 珪質頁岩 北上山地

2734 2598 28号住居跡 Q4 層下 石懲 A 完形 SF 16 4 3 0.48 赤色頁岩 北tll1地

2735 湾” 28号住居跡 Q4 職下 石鮭 A 完形 SP 剥隆技術分椅 18 8 3 0.62 玉ずい（めのう） 不明

2736 2“1 28号.住居跡 Q4 屑下 石鑑 A SP 17 6 3 0.55 頁岩 北tm地

2737 2” 28号住居跡 Q4 石餓 A SP 20 2 3 0.48 頁岩 北上山地

2738 塑蝿 28号住居跡 Q2 2W 石鮭 A 破損 12 9 3 0.87 頁岩 北卜m地

2739 3271 28号住居跡 Q4 2W 石鹸 A 破損 19s 7 4 1.29 頁岩 北上山地

27“ 3272 28号.住居跡 Q4 2E 石餓 A 破損 13 12.5 5 0.“ 頁岩 北卜ll1it

2741 3漣8 28号住居跡 Q2 2暦 石鹸 A 完形 20 17 3 0.56 頁岩 北上山地

2742 3315 28号住居跡 Q3 2層下 石触 A 破損 19 21 4 1.36 頁岩 北tm地

2刺3 3典， 28号住居跡 Q1 床面近く 石盤 A 破損付藩物 21 11．5 3 0．53 頁岩 北_km地

27“ 3355 28号住居跡 Q3 1層上 石鹸 A 完形 SP 17 5 3 2.26 頁岩 北上山地

2745 33餌 28号住居跡 Q3 1屈上 石鹸 A 破損 115 3 3 0,3】 照昭石 花泉

2746 3⑩I 28号住居跡 P45 石盤 A 破損 画 2 3 0．61 頁岩 北Mll地

2747 34劃 28号住居跡 Q1 石鮭 A 破損 28 4 ２ 0．76 頁岩 北Hll地

2748 3431 28号住居跡 P48 石鮭 A 破損 15 2 3 0．6 頁岩 北_tm地

2749 3439 28号住居跡 Q6 2W 石蝕 A 完形 SP 28 8 5 1.51 頁岩 』ﾋ_LIn地

27釦 弧“ 28号住居跡 Q3 1用上 石錐 A SP 12 0 3 0.鋤 めのう 不明

2751 3畑 28号住居跡 Q2 2層 石懲 A 破損 22.5 6 35 0.8 頁岩 北上山地



表85石器・石製品観察表（18）
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掲戟 連番 遺栂名 墹 位 善種 形里 分類 完形 剥鮭技術 傭 考 長き(国） 鯛(皿 厚き(唾） 亜量(9) 石 質 原産地

2752 輿兜 28号住居跡 Q1 1屑上 石雌 A SP 4 ６ 4 042 頁岩 北ﾄ'1lln

2753 興切 28号住居跡 Q2 1回上 石雌 A 完形 SP 6 6 4 u54 頁岩 北上m地

2754 3532 28号住居跡 P34 石厳 A 破捌 1 4 3 0.35 剛昭石 花泉

2755 353s 28号住居跡 Q1 25 石鹸 A 破拙 4 4 3 0．51 蝿昭石 花泉

27妬 3郵1 28号住居跡 Q2 1間下 石鹸 A SP 2 1 4 0．32 胤昭石 花泉

2757 3543 28号住居跡 Q2 1勵下 石厳 A 破根 115 3 2.5 0.26 棚昭石 花泉

2758 3鈍7 28号･住居跡 Q2 1層上 石鮭 A 破扱 21 13.5 3 0.5 剛昭石 花泉

27” 3573 28号住居跡 埋土 石厳 A 破抽 14 13 3 0ユ7 照昭石 花泉

27釦 3576 28号住居跡 Q2 1閣下 石餓 A 破釧 13 13 ２ α5 照昭石 花泉

2761 3“2 28号住居跡 Q4 1屑上 石鹸 A 破捌 10.s 14 4 0.41 照昭石 花泉

2762 3“3 28吟･住居跡 Q3 1層中 石錐 A 破捌 20 15．5 5 0.73 猟昭石 花泉

2763 3“5 28号住居跡 Q4 1層 石鮭 A SP 15 13 3 046 照昭石 花泉

27“ 3“6 28号住居跡 Q4 2W 石鮭 A 破捌 1.1 1.2 0．35 035 照昭石 花泉

27“ 3658 28号住居跡 Q3 1W 石鹸 A SP 17 11 3 0.36 照咄石 花泉

27“ 3卸 28号住居跡 埋土中 石懲 A 加二I:中 2.45 1.6 0,3s 1“ 照昭石 花泉

2767 3“1 28号住居跡 Q4 2層 石鹸 A 完形 SP 12 12 3 0.29 照昭石 花泉

27“ 3“2 28号住居跡 Q1 1層上 石雄 A 破捌 Z2 】垂 0．2 05 胤咄石 花泉

27⑱ お'5 28号住居跡 炉(8区)埋設t晋中 石鮭 B 完形 SP 雪 18 7 251 頁岩 北Lu地

2770 雪27 28号住居跡 Q2 2W 石鹸 B 完形 SP 21 18 6 1.” 頁岩 北lam"

2771 雪45 28号住居跡 Q3 2層 石雌 B SP 23 20 6 1.89 頁岩 北上山地

2772 2S“ 28号住居跡 Q4 石雄 B 完形 SP 26 18 6 2.26 頁岩 北lgul"

2773 25％ 28号住居跡 Q4 1層上 石鰹 B 破揃 20 20 4 135 玉ずい（めのう） 不切

2774 3調6 289.催居跡 Q3 1暦上 石厳 B 破柵 17.5 18 4．s 1.24 頁岩 北ﾄ山地

2775 弧61 28り.住居跡 Q2 2g 石鹸 B 18.5 14 4 0.74 頁岩 北Lm地

2776 3586 28号佐居跡 Q2 2層 石鮭 B 破損 14 14s 5 0.82 照曜石 花泉

2777 苑興 28号住居跡 Q3 1層中 石鹸 B 破拙 9 10s 4 049 照昭石 花泉

2778 3672 28号住居跡 Q6 1W 石鮭 B 加工中 1.6 1．4 0.3s 0．81 肌昭石 花泉

2779 2519 289.住居跡 Q2 1層 石醗 E 破捌 16 1 3．5 0．41 頁岩 北上山地

2780 蛮浬 28号･住居跡 Q2 2層 石蟻 E 完形 SP 18 1 3 0.沙 珪圃頁岩 北I･山地

2781 四3 28号．住居跡 Q3 2g 石鹸 E SP 21 2 4 0．45 頁岩 北上山地

2782 2570 28号住居跡 Q2 層上 石厳 E 完形 SP 26 7 5 1.伽 頁岩 北flh地

2783 西76 28号住居跡 Q3 層中 石雌 E 完形 SP 17 2 4 0．47 玉ずい（めのう） 不明

2784 弧、 28号住居跡 Ql 層上 石雌 E SP 18 3 3 047 頁岩 北Lult

2785 頚11 28号住居跡 Q4 層上 石鹸 E 破捌 13．5 6 2.5 “9 頁岩 北LII"

27蹄 典26 28号住居跡 Q2 層下 石雛 E SP 15 2 4 0.3s 頁岩 』上胎lll地
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掲載 遅番 遺栂名 層 位 器秘 形懸 分類 完形 剥離技術 備 考 長き(唾） 柵(唖） 厚さ《皿） 並最(9) 石 質 脱産地

2787 3555 28号住居跡 恥土 石倣 1 E SP 1s 11 4 0.46 曜石 花泉

2788 3574 28号住居跡 Q2 2層 石蝕 I E 完形 SP 16 11 4 0.45 照曜石 花泉

27酌 妬73 28号住居跡 Q6 1W 石鹸 I E 完形 SP 20 9 3 0.36 黒曜石 花泉

27” 蛮湧 28号住居跡 Q2 2W 石鹸 1 F SP 23 11 3 0.5 玉ずい（めのう） 不明

2791 25碗 28号住居跡 l届 石餓 1 G SP 刃邪刃潰れ顕群 22 8 5 0．7 頁岩 北上山地

2792 25万 28号住居跡 Q3 1屑中 石鹸 1 G 完形 2S 12 5 I.“ 頁岩 北上山地

27” 苫03 28号住居跡 床面 石鹸 I H 完形 SP 36 28 9 6.秒 珪質頁岩 北上山地

2794 25【8 28号住居跡 Ql l層 石鹸 1 H SP 21 15 6 1.65 玉ずい（めのう） 不明

2795 25脚 28号住居跡 Q3 1W 石餓 I H 完形 16s 125 25 0．49 頁岩 北klll地

27％ 2517 28号住居跡 Q1 2W 石蝕 1 I 29 16 3 1．42 頁岩 北上山地

2797 2521 28号住居跡 Q2 2層 石鹸 I 1 23s 16 6 1.9】 頁岩 北上111地

2798 酒26 28号住居跡 Q2 2W 石鹸 I 1 30 2】 8 4.79 頁岩 北上山地

27” 濁麺 28号住居跡 Q2 2W 石鹸 I I 18s 19.s 8 2.38 頁岩 北上山地

28m 雷37 28号住居跡 Q2 2g 石鹸 I I 破拙 29 12 5 1.2 頁岩 北上山地

280】 2539 28号住居跡 Q2 2g 石鹸 1 I 破拙 21.5 12 3 0.“ 頁岩 北上山地

2802 2勢0 28号住居跡 Q2 2W 石鹸 1 I 28 2】 5 3.76 赤色頁岩 北上111地

2803 2認6 28号住居跡 Q3 2W 石鹸 I 1 SP 18 12 3 0.38 頁岩 北上山地

28帆 2輿7 28号住居跡 Q3 2層下 石鹸 1 I SP 19 15 7 1.08 頁岩 北上山地

2805 2557 28号住居跡 Q6 2層下 石鮭 1 I 17 18 7 1.73 赤色頁岩 北上11 地

28“ 25“ 28号･住居跡 Q1 層~ド 石雌 1 I 15 22 8 5.49 頁岩 北上ll 地

2師7 酒71 28号住居跡 Q2 屑下 石鹸 1 I 20s 18 8 2.79 頁岩 北上l1 地

28脇 酒72 28号住居跡 Q2 層下 石傲 I I 破拙 17 14 2 0.47 頁岩 北~上11 地

28脚 2589 28号住居跡 Q4 層 石厳 I I 24 18.5 6 3.45 頁岩 北上Ⅱ 地

28 0 酒93 28号住居跡 Q4 層上 石厳 I I 破描 21.5 9 2 0.46 頁岩 北上1I 地

28 I 酒“ 28号住居跡 Q4 増上 石厳 I I 31 7 6 2.22 頁岩 北上【I 地

28 ２ 2m 28号住居跡 Q4 層下 石鹸 1 I SP 6 4 4 0.“ 頁岩 北上lll地

28 3 28卯 28号住居跡 Q2 層 石鹸 I I 7 I 2 0．38 珪質頁岩 北上山地

28 4 詞“ 28号住居跡 Q1 3層 石鹸 I I 9 8 7 2.“ 頁岩 北_L山地

28 5 詞05 28号住居跡 Q1 1暦上 石鹸 1 I 9 7 4 1．1 頁岩 北上山地

28 6 34“ 28号住居跡 Q3 2層下 石鮭 I I 6 5 4 0．88 珪質頁岩 北上山地

28 7 34酒 28号.住居跡 理土中 石鮭 1 I 破仙 9 5 3 0.7 赤色頁岩 北上山地

28 8 訓43 28号.住居跡 Q1 2" 石磁 I I 漣 20 8 3．01 頁岩 北上山地

28 9 郵73 28号住居跡 Q1 2層 石鹸 1 【 24 18 5 1.42 頁岩 北上111地

2820 35梨 28号住居跡 Q2 2E 石雄 I I 15 14 6 1.23 蝿曜石 花泉

2821 35“ 28号住居跡 埋土 石雌 I I 15 12 4 0．57 照曜石 花泉



表87石器・石製品観察表(20)
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掲戦 連岳 遮構名 層 位 蕃種 形竪 分類 完形 剥曜技術 備 考 長き(四） E(m》 厚さ(函） 愈魁(9) 石 質 原産地

2822 35銘 28り．住居跡 Q4 1層 石鹸 I I 16s 14 5 0.” 黙曜石 花泉

2823 3577 28号住居跡 Q2 1層下 石餓 I I 19 15 3 0.“ 黙昭石 花泉

2824 35％ 28号住居跡 Q3 2層 石雄 I I 19 14 3 0.的 照昭石 花泉

282s 率8 28号住居跡 Q3 2層下 石鑑 I I 1.6 1.4 0●3 0s 黒曜石 花泉

2826 3“I 28り.住居跡 Q3 1届中 石鍍 I I 1．9 1.9 0．6 1．81 黒昭石 花泉

2827 3“9 28¥住居跡 Q2 1層上 石鍍 1 I 15 15．5 3s 0.“ 黒昭石 花泉

2828 37亙 28号住居跡 Q1 2層下 石鹸 I I 1次剥片の利用自然面有り 23 18 5 1.9 黒曜石 花泉

2929 3733 28号住居跡 Q4 2W 石鮭 1 I 18 14 4 0.77 黒咄石 花泉

2830 3781 28り･住居跡 Q2 1層下 石錐 】 I 五 22 7 2.86 頁岩 北上山地

2831 3836 28り･住居跡 Q3 1層上 石雛 ！ I 万 15 7 2.86 頁岩 北上山地

加弛 3鯛8 28号住居跡 Q2 2層 石鹸 1 I 15-5 16 7 1.29 頁岩 北上山地

2833 3879 28号住居跡 Ql l層上 石鹸 1 I 19 13 7 1.26 赤色頁岩 北上山地

28弧 3791 28号･住居跡 Q2 1層 尖賦器 2 3L5 25 11 7.8 めのう 不明

283s 3脚7 28り.住居跡 Q6 2層 尖頭器 2 加工中？ 32.s 24.s 8 6.74 頁岩 北上山地

2836 2釦5 28り.住居跡 l堀 石錐 3 A 石盤様 ”_5 3 3 1.02 頁岩 北上山地

2837 2552 28号住居跡 Q3 2層 石錐 3 A 破損 西 I 6s 1.弾 頁岩 北上山地

2838 お53 28号住居跡 Q3 2W 石錐 3 A 破損 20 7 45 0.82 頁君 北上山地

2839 酒81 28号･住居跡 Q3 1層下 石錐 3 A 破損 28 8 7 1.73 頁岩 北上山地

2脚0 2鋸2 28号･住居跡 Q3 1層下 石錐 3 A 卿 13s 3 0.86 頁岩 北上山地

2餌1 25碑 28号住居跡 Q3 2屑中 石錐 3 A 破損 39 15 6-5 2餌 頁岩 北上山地

2842 3㈱5 28号住居跡 Q2 1層下 石錐 3 A 2.9 0.” 0.4 0.67 頁岩 北上山地

2843 3697 28り佐居跡 Q1 2層床面近く 石錐 3 A 破掴 3.1 1.2 0.7 1.74 頁壗 北上山地

28“ 37配 28号住居跡 P28 石錐 3 A 3.“ 1.3 0.7 1.73 頁岩 北上山地

2鯛5 2班 281 住居跡 l糊 石錐 3 A2 28 16 6 2.46 頁岩 北上山地

2846 酒67 281 住居跡 Q4 2E 石錐 3 A2 22 14 6 .28 頁岩 北上山地

2847 3“5 28イ 化居跡 Q3 1層中 石錐 3 B 破損 3.5 1.25 0.6 '87 頁老 北上山地

2848 2”I 28号住居跡 Q2 1暦下 石錐 3 C 破損 21 9 6 .02 頁岩 北上山地

2鯛9 妬78 28¥･佐居路 Q2 1屑下 石錐 3 C 3s 0.” QS .61 頁岩 北上山地

2850 3卸 28号･住居跡 P41 石錐 3 C 3.35 0．9 0.7s '86 頁岩 北上山地

2851 37” 28号住居跡 Q4 2" 石錐 3 C 破拙？ 23 10 7 .59 頁岩 北上山地

28s2 麺5 28号住居跡 埋土 石匙 4 A2 ” 185 5s 2.85 赤色頁恐 北上山地

2鰯3 3，6 28号住居跡 Q2 1緬下 石匙 4 A2 62 28 8 8.“ 頁君 北上山地

28剥 3714 28－9．住居跡 Q6 1W 石匙 4 A2 破損？ 2．4 1.5 0.3 1.99 頁岩 北上山地

2855 37” 28－り．住居跡 Q1 2屑下 石匙 4 A2 “ 25 5 10.“ 頁岩 北上山地

2856 3715 28号佐居跡 Q4 2層 石匙 4 A3 3.5 0．$5 0．2 1．2 頁岩 北上山地



表88石器・石製品観察表（21）
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掲載 連番 遡榊名 層 位 器種 形竪 分顛 完形 剥薩技術 偏 考 民さ(m) 堀(函） 厚さ(画） 煎量(9) 石 質 原産地

2857 3019 28号･住居跡 床面 掻削器 6 A 破損 39 27 8 8,“ 頁岩 北上山地

2858 3” 28号住居跡 床面 掻削器 6 A 42 51 11 24.13 頁岩 』上I･山地

2859 3“ 28号住居跡 埋土 掻削器 6 A 破損 27 15 5 2.” 頁岩 』上1.m地

28印 3021 28号住居跡 床面 掻削器 6 B 47 35 9 16.38 頁岩 北上山地

2861 3，3 28号住居跡 床面 掻削器 6 B 一部両側閥盤 43 弧 10 13.18 頁岩 北.L山地

2“2 3皿 28号住居跡 床面中央 掻削器 6 B 尖頭 48 30.5 8 12.48 頁岩 』上1.1n地

2863 3唾8 28号住居跡 Q3 1層 掻削器 6 B 付着物 36 57 9 14．9 頁岩 北_k山地

28“ 3029 28号住居跡 P4 掻削器 6 B 付着物？ 29 36 5 6.】3 頁岩 北l:ll1地

28“ 3031 28号住居跡 P9 掻削器 6 B 一部両側飼壁付着物 39 57 7 20.” 頁岩 北｣.ll1地

28“ 3032 28号住居跡 Q2 2層 掻削器 6 B 59 32 11 22.万 頁岩 北1．1l1"

2恥7 3033 28号住居跡 Q2 2層 掻削器 6 B 49 23 9 10.⑲ 頁岩 北上山地

28餌 3036 28号住居跡 Q5 1層 掻削器 6 B 53 22 5 6．24 頁岩 北上山地

2869 3813 28号住居跡 埋土 扱削器 6 B “ 27 6s 9.49 めのう 不明

2870 3瞬2 28号住居跡 Q3 2層下 掻削器 6 B 47s 18 9s 7.9 頁岩 北卜u地

2師1 3873 28号住居跡 P50 掻削善 6 B 55 28 5 15.87 頁岩 北_lz山地

2872 3876 28号住居跡 Q4 2g 掻削器 6 B 59.s 26,5 75 13.14 頁岩 北上山地

2873 3877 28号住居跡 Q3 2g 掻削器 6 B 31 31 6 8.24 頁岩 北トm地

2874 3” 28号住居跡 Ql l層上 掻削器 6 C 17 16 6s 】.79 頁岩 北_l.ll1地

2875 3118 28号住居跡 炉航庭部 磨製石斧 8 基部 50 40 23 56.19 ホルンフェルス 北卜Im地

2876 3122 28号住居跡 Q5 2E 磨製石斧 8 篭部 140 48.5 Z8 3”､95 ひん岩 北上山地

2877 3123 28号住居跡 Q6 1W 磨製石斧 8 蓋部敲打痩 88 42 21 127.18 超苦鉄闘岩(卸岩？） 宮守付近

2878 3蝿I 28号住居跡 Q3 2層 磨製石斧 8 刃部 63 53J ” 137.“ ひん岩 北1.ll1地

2879 3 節 28号住居跡 Q3 2W 磨石類 9 A 89 65s 36 334.“ 砂岩 北上山地

28師 3 ” 28号住居跡 Q2 1層上 噌石類 9 A 全面磨き 51．5 43.5 26.5 103,91 花崗閃緑岩 北上山地

2881 3 “ 28号住居跡 Q3 1E 噛石類 9 A 全面磨き球状 “ 54 48 231.39 砂岩 北上山地

2882 3 95 28号住居跡 Q3 1層中 磨石類 9 A 全面磨き球状 “､5 40.5 385 97.73 砂岩 北｣.m地

2883 3 鯛 28号住居跡 Q3 2W 磨石類 9 AB 敲打痕 75 58 41 262.1 砂岩 北卜lll地

2884 3 89 28号住居跡 埋土 噌石類 9 AB 敲打痕 95.5 65 27.5 258.88 ホルンフェルス 北上山地

2885 3 ” 28号.住居跡 Q4 1層下 咽石類 9 B 先娼剥匿 I“ 40 西 211．26 砂岩 北上山地

2886 5035 28号住居跡 床面 石刀類 12 餓打痕刃郎は直接打慾で詞整 267 48 空 419.08 ホルンブェルス 北_ku地

2887 3121 28号住居跡 Q2 2層 特殊敲石 19 82 33 空 I“.” 頁岩 北1.llj地

2888 38蛇 28号住居跡 P41 特殊砿石 19 破損胴部聯き 36 21 15 15.16 頁岩 北.k山地

2889 3”7 28号住居跡 Q3 1屑上 特殊蔽石 19 54.5 22.s 21．5 49.” 砂岩 北.tlll地

28” 3群9 29号住居跡 埋土 石蛙 1 I 32 酒 8 5．41 頁岩 北_lam地

2891 2の7 30号住居跡 埋土 石鮭 I A SP 19 12 6 0.85 頁岩 北.＆山地



表89石器・石製品観察表（22）
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掲戟 連番 遺桶名 眉 位 譽戟 形竪 分類 完形 剥腫技術 慣 考 長与(国〕 鯛(画） 厚さ(、） Ⅲ趾(9) 石 質 原産地

28” 幻哩 30号住居跡 3咽 石鮫 I A 完形 SP 21 15 4 0.“ 頁岩 北上u1地

2893 27“ 30号住居跡 5脳 石識 1 A 破損 4 12．5 2.5 0．3 頁岩 北上山地

2”4 27“ 30号住居跡 5脳 石鹸 1 A 破投 3 3 3 0.34 頁岩 北上山地

28妬 27“ 30号住居跡 北東5層 石蝕 I A 完形 SP 4 4 4 0．48 頁岩 北上山地

28％ 2710 30号住居跡 "giz上位 石鮭 I A SP 7 8 4 0.砂 頁岩 北脂m地

2897 2711 30舟･住居跡 埋土下位 石錐 I A 破損 5 3 3 0.54 玉ずい（めのう） 不明

2898 2712 30号住居跡 埋土下位 石鹸 1 A SP 6 I 3 0．3 頁岩 北上山地

28” 2714 30号住居跡 北間周溝 石鑑 1 A 定形 SP 4 4 4 O●51 頁岩 北朕m"

2噸 3582 30号住居跡 P1 4W 石鹸 1 A 完形 SP 21 4 4 0．57 照昭石 花泉

2”I 3614 30号住居跡 1WIK2W 石鹸 1 A 完形 SP 17 6 4 0.” 黒昭石 花泉

2” 3“5 30号住曜跡 P16 石鹸 1 A 完形 SP 14 5 6 0.93 黒曜石 花泉

2”3 … 30号住居跡 南取2層 石鮭 I A SP 19 5 3 0.47 黒唖石 花泉

2蝿 2砂3 30号住居跡 壁・床面近く 石鹸 1 B SP 18 3 4 0.73 珪質頁岩 北剛h地

29坊 26” 30号住居跡 3明 石鹸 1 B 破損 18．5 19．5 5 1.23 頁岩 北上ul地

2咽 27“ 30号住居跡 5珊 石厳 1 B 完形 SP 西 17 6 2.“ 頁岩 北上山地

2知 2707 30吟住居跡 北東5層 石鮭 I B 完形 SP 26 17 5 1.73 頁君 北上山地

2”8 3352 30り住居跡 l籾 石錐 I B 破掴 20 18 5 1.98 頁岩 北Mh地

2蝿 訓27 30号住居跡 P1 4屑 石触 1 B 完形 SP 29 22 10 4.51 頁岩 北上山地

29 0 3“1 30号住居跡 l卿 石鹸 1 B 破損 13 19 6 1.56 黒咄石 花泉

” 1 2” 30号住居跡 床面 石錐 1 E 完形 SP 剥薩技術分折 18 10 3 0.酒 赤色頁岩 北上m地

29 ２ 2⑲6 30号住居跡 埋土 石鮭 1 I 32 20 3 1.82 頁岩 北上山地

29 3 2708 30号住居跡 床耐近く 石鮭 1 I 26 20 7 2.78 頁岩 北上山地

29 4 27】5 30妙住居跡 P23 石鑑 1 I SP 20 14 4 0.“ 頁君 北上山地

29 5 苑12 30吟住居跡 床面 石鮭 1 I 24s 15 4s 1.35 頁岩 北上山地

29 6 3732 30り住居跡 埋土 石鑑 I I 【8 15 3 0．75 熱昭石 花泉

29 7 ”” 30号住居跡 埋=tL 石錐 3 A2 31．5 12 9 3．06 頁岩 北12山地

29 8 3“ 30号住居跡 北東5層 掻削器 6 B 51 41 7．5 14.78 頁岩 北上山地

29 9 3127 30号住居跡 埋土下位 磨製石斧 8 基部 43 36 zL5 39.59 凝灰浴 奥羽山脈

2蛇0 3301 30号住居跡 坪ごt卜付 磨製石斧 8 刃部 餌 39 225 105.77 閃緑浴（細粒） 北Lu】地

2蛇1 32“ 30号･住居跡 南西5層 膳石類 9 A 73 51 36．5 201.判 砂岩 北I弓山地

2922 32“ 30サ住居跡 北東5届 磨石類 9 A 破損剥鮭 87 61 47．5 361.92 砂岩 北上山地

2兜3 3” 30り住居跡 埋土下位 磨石類 9 A 全面磨き 49 36 19 53．7 砂岩 北上山地

2924 3麺 30号住居跡 床而石② 磨石類 9 C 132 97.5 郵 714.58 ホルンフェルス 北Lm地

29お 31” 30号住居跡 埋土上位 石棒類 11 A 全体敵打浪 355 70 弱 1626.44 ホルンフェルス 』上側h地

2926 33】0 30号住居跡 北西ベルト 有孔石製品 18 軽石製 49 35 20 7．7 軽石 奥羽山脈
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掲載 速岳 通榊名 層 位 器種 形悪 分類 完形 剥雄技術 備 考 長き(国） 幅(唾 厚き(画） ltR(9) 石 質 原産地

29刀 2716 3 号･住居跡 炉埋土北西 石鍬 I A 破損 18 Z 3 0．判 頁浴 北上II1地

2，28 2718 3 号住暗跡 埋土下部床面 石雛 1 A 完形 SP 16 3 3 0．38 頁岩 北上山地

2929 2719 3 号住鵬跡 埋土下部床面 石鍬 1 A 破拙 17 I 3 0．35 頁岩 北上山地

2930 … 3 号住居跡 炉北側埋誇-1弓器 石鉱 I A 破損 15 1 4 OS7 頁岩 北上111地

2931 37m 3 号住居跡 炉北側輝設十器 石錐 3 A2 2.5 1 OS5 0.％ 頁岩 北上山地

293Z 2”7 3 号住居跡 炉埋土北西 石錐 3 B 先増摩滅 23 】5 4 1.44 頁岩 北上111地

2933 "＄ 3 号住居跡 埋土北 掻削器 6 B 38コ 38 7 9.78 頁岩 北上山地

2934 3128 3 号住居跡 埋土 磨製石斧 8 刃部破断面敵打狼 75 53s 27 175.05 砂岩 北上111地

2935 2脚0 32号住居跡 北側間溝 石蝕 A 完形 SP 蕪部にタール状物付料 18 15 3 0.5 頁君 北上111地

2936 2742 33号住階跡 埋土 石雛 A 破撹 ユ1 1.8 035 1.15 頁岩 北上山地

2937 327s 33号住居跡 石鹸 A 破損 18 18 4 1.29 めのう 不明

2”8 3413 33号住届跡 埋土 石雛 A 破損 12 14.5 2 0,67 頁濁 北上111地

2939 2咽 33号住居跡 埋土 石鍍 B 破撤 18 13 4s 1.01 頁君 北_tlll地

2940 27判 33号住居跡 埋土 石鹸 I SP 雪 19 5 152 頁岩 北上山地

2餌1 274s 33号住勝跡 埋土 石錐 3 A1 30.5 21 6 1.28 赤色頁岩 北上111地

2“2 2743 33号住居跡 埋土 石錐 3 A2 毒.5 9.s 45 6.73 頁岩 北上山地

2鯛3 知7 33号住居跡 埋土 &Wll器 6 B 47 62 11s 38.“ 頁岩 北上u1地

2蝿 3邪 33号住居跡 埋土 石棒顛 1 A 217 75 弱 1712．98 ホルンフェルス 北上山地

294s 2778 34号．住勝跡 埋土 石鹸 A SP 14 2 3 0,29 頁岩 北上山地

2蝿 3626 34号住居跡 床面 石厳 A SP 14 4 4 0.35 熱曜石 花泉

2“7 2777 34号住鵬跡 床面 石鹸 E SP 12 I 2 0.18 頁岩 北上山地

2948 2779 34号住畷跡 l崎 石鹸 E 破損 17．5 7 2.s 0．61 頁岩 北上111地

2949 2776 34号．住居跡 床面 石餓 I 21 4 2S 0.61 頁岩 北上111地

29鋤 35“ 34号住居跡 床面 石蝕 I 14 13.5 35 0.51 黒瑞石 花泉

2妬1 3775 34号住陽跡 床面 石鐡 1 28 23 55 3.“ 頁岩 北上m地

2952 3057 34~号住居跡 l制 掻削器 6 A “ 弧 9 20.37 頁岩 北上山地

”53 … 34号住居跡 埋土 掻削器 6 B 一郎両側剖整 4ユ5 “S 】3 22.78 頁岩 北上山地

29別 37砂 34号住暗跡 埋土 模形石器 7 235 23 6 7.13 赤色頁岩 北上山地

29弱 3133 34号住居跡 埋土 磨製石斧 8 基部 75 46.s 23 110．51 砂岩 北上山地

2956 3”8 34号住居跡 埋土 磨製石斧 8 刃郎 63 52 3】 141.42 ひん岩 北上111地

2妬7 31” 34号住鵬跡 埋土 磨石噸 9 C すり鉢状 1“.§ 餌 39 “9.3 アプライト 北上山地

”58 2801 35号住居跡 床m 石識 1 A 完形 SP 19 14 3 0．54 頁岩 北上山地

2959 2” 35－号住居跡 P‘＄ 石蝕 1 A 破損 14 12 35 0．43 頁岩 北上山地

… … 35号住居跡 PI1 石鮭 1 A SP 21 19 4 0．92 頁岩 北上山地

2％1 Z8晩 35号住居跡 理士 石鮭 I A 完形 SP 器部と裏面側にタール状物付着 15 12 3 0．34 赤色閲瀦 北上III地
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掲載 連岳 遺構名 墹 位 器稔 影里 分顛 完形 剥鮭技術 備 考 促さ(画） 棚(四） 厚き(国） 爪量(9) 石 質 原産地

2％2 28⑱ 35号住居跡 埋土 石蟻 A SP ” 15 3 0.興 頁岩 北上u1地

2％3 3”3 35号住居跡 埋土南 石触 A 破拙 19 12.5 4 0.“ 頁岩 北上山地

2” 3… 35号住居跡 埋土南 石蝕 A 完形 ” 18 7.5 2.西 めのう 不明

2％5 3翼0 35－号住居跡 P14 石蝕 A 破拙 19 】1 3 0.46 めのう 不明

2遜 35羽 35号住居跡 床面 石触 A 破捌 19 13．5 4s 0.82 照昭石 花泉

2967 3548 35号住居跡 埋土南 石触 A 完形 SP 14 11 3 0.型 凧昭石 花泉

2％8 3“7 35号住居跡 床面 石雌 A 破拙 1.9 I 0J 0.43 照昭石 花泉

2唖 麺71 35号住居跡 床面 石雌 A 完形 SP 14 11 3 0.魂 照昭石 花泉

2”0 2810 35号住居跡 2屈下 石盤 B 完形 SP 25 16 3 1.3 珪貿頁瀞 ｣上上山地

2971 2918 35号住居跡 暗褐色上土坑 石触 B 破捌 19 16 3 0．71 頁岩 北Lu地

”72 28“ 35号住階跡 P15 石触 ， SP 21 15 3 0.49 赤色頁岩 北上山地

2”3 3782 35号性睡跡 P1 石鹸 1 21 17．5 5，s 203 頁岩 北上山地

2974 3811 35号件居跡 埋土 石蝕 I 31 22 5s 4．02 頁勝 北ﾄ山地

zw5 38“ 35号件居跡 埋土南 石鹸 I 16 15 3 0.7 頁粉 北上山地

2976 2帥5 35号住居跡 2層 石錐 3 Al 24 17．5 6 2．34 珪例頁岩 北LIll地

2977 2“ 35号住居跡 略褐色土土坑 石錐 3 AI 破柵 郵 20.5 5 1.“ 貞浴 北上山地

2978 3沙2 35号住居跡 埋土南 石錐 3 A1 破拙 泌 17.5 6 2．07 頁岩 北上山地

”79 37” 35号･住居跡 埋土 石錐 3 A2 2.4 1,3s 0．5s 1．51 頁岩 北f山地

”80 3719 35号住居跡 埋土 石匙 4 Al so 19 6 5．02 頁岩 北上山地

2981 3717 35号住勝跡 P3 石匙 4 A2 破拙 4s 0.8 0．2 1.36 頁岩 北上山地

2982 汐16 35号住居跨 床面 石匙 4 B2 2S 22 2 3．19 頁君 北上山地

2983 3915 35号住勝跡 埋土南 磨製石斧 8 基部 32 23 14．5 15.98 ひん岩 北上山地

2984 3283 37号住居跡 埋土 石雛 I A 完形 17 10 3 0.36 頁恐 北上山地

29“ 36羽 37号住居跡 埋土 石雌 I A SP 16 13 3 0.24 照咄石 花泉

沙86 3731 37号住居跡 埋土 石鯉 I I 垂 17 8 3.明 黙昭石 花泉

2987 3282 37号住鵬跡 埋土 石錐 3 A2 32 14．5 4 3.5 頁器 北上山地

2988 3“8 37号住鵬跡 埋土 石匙 4 B2 33 36 0.7 6.74 頁岩 北上山地

2989 2“7 38号住居跡 貼床 石鹸 1 A SP 基郁にタール状物付輔 17 12 3 045 頁岩 北上山地

2麹 3632 38号住居跡 貼床 石鮭 I A 破拙 1．3 1.15 0s 041 黙蝦石 花泉

2”I 2“0 38号住階跡 埋土 石触 I E 完形 SP 17 11 3 0.51 玉ずい（めのう） 不明

2”2 3噸 38号住居跡 埋土 掻Wﾘ器 6 A 尖賦 3.5 20 5 2.95 頁岩 北上山地

2”3 3”0 38号住居跡 埋土 扱削器 6 8 48 32 14．5 18．2 頁岩 北上山地

2甥 3071 38号住居跡 埋土 掻削器 6 B 46 30 10 11．75 頁岩 北上m"

2”5 鵡桝 38号住居跡 埋土 掻削器 6 B 63 46 17 31.13 頁岩 北上山地

29％ 3142 38号佐居跡 埋土 晒製石斧 8 韮郁 45 39 23 65．9】 ひん粉 北上山地



表92石器・石製品観察表（25）
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掲戟 連番 遺橘名 墹 位 器種 形里 分類 完形 剥蔭技術 憶 考 畏巷(国） 柵(皿） 厚さ(画） 硬量(9) 石 質 原産地

2”7 3215 38号住居跡 埋土 噌石類 9 A 全面磨き球状 43．5 41 38 88.唾 砂岩 北上u地

2”8 3216 38号住居跡 埋土 磨石類 9 A 側緑部面取り 70 44 33 153.14 凝灰岩 奥羽山脈

2唖 3”， 38号住居跡 埋土 石捧類 11 朋鄙磨き … 122 1画 毎m 砂岩 奥羽山脈

3m 3麺 38号住居跡 埋土 けつ状耳障り 17 破捌 32 32 5s 6.71 砂岩 北上山地

3側I 3927 38号住居跡 埋土 円盤状石製品 2 2 一部緑辺剥離 35.5 30 9 12.” ホルンフェルス 北Lul地

3” 2“9 39¥･住居跡 埋土 石錐 A 完形 SP 19 14 5 Q妬 頁溌 北上山地

” 3333 39り･住居跡 埋土 石鮭 A 破捌 23 18．5 7.5 0.49 頁岩 北上山地

3” 3噸 39号･住居跡 Pl 石鮭 B 加工中 1.3 1.5 0.45 0.85 瓢昭石 花泉

3”5 3338 39号住居跡 埋土 石鹸 I 19s 18 5 I.“ 頁岩 北上1u地

3邸 3370 39号住居跡 埋般土器 石鹸 I 27 21 10 5．46 頁岩 北上山地

3”7 3函 39号住居跡 理ﾆヒ 石錐 3 A2 2.4 1.1 0.7 L54 頁岩 北上山地

… 3072 39号住居跡 P9 掻削器 6 B 455 22 10 498 頁岩 北上山地

3噸 3” 39号住居跡 埋土 掻削器 6 B 59 26.5 6 12.87 頁岩 北上ll1地

30 0 38“ 39号住居跡 測土 掻削器 6 B 52 34 6.5 8．95 頁岩 北上山地

30 I 3218 39り･住居跡 P2 噌石類 9 A 74 55 35 208.31 砂岩 北上l地

” 2 2831 40り.住居跡 埋土 石鹸 A 完形 SP 18 12 3 051 頁岩 北上1l地

釦 3 2鯛3 40号住居跡 堀土下位 石鹸 A 破拙 Z4 13 4 0.8 頁岩 北上山地

30 4 28典 40号住居跡 埋土下位 石鹸 A SP 14 15 4 0，53 珪貿頁岩 北上山地

30 5 塑35 40号住居跡 埋土下位 石厳 A 完形 SP 16 16 3 0.32 赤色頁岩 北上u地

30 6 2336 40号住居跡 埋土 石鹸 A 完形 SP 26 24 8 3.妬 珪化木 奥羽山厭？

30 7 湧37 40号住居跡 床面 石鮭 A 破捌 25 18 4 1.“ 頁岩 北上山地

30 8 2838 40号住居跡 床面 石盤 A SP 9 】4 3 0.34 頁岩 北上山地

30 9 2839 40り．住居跡 床面 石錐 A SP 9 15 5 1.” 赤色頁岩 北上山地

3m0 2鯛3 40り．住居跡 下船ビット 石鹸 A SP 7 13 3 0.8 頁岩 北上u地

3，1 … 40-号住居跡 P3 石蝕 A 破拙 6 12s 3 0.3 頁岩 北上山地

3022 2群5 40号住居跡 P3 石醗 A 破扱 7 13 4 0.56 頁岩 北上山地

3023 3235 40舟･住居跡 塊土東 石醗 A 破拙 6 13 3 0.5 頁岩 北_tlu地

3024 32” 40号･住居跡 埋土東 石厳 A 破柵 22 19.5 5 L42 頁岩 北上u地

30酒 3麺 40号住居跡 埋土IW 石蟻 A 破扱 17 17 3.5 0.91 頁岩 北上山地

3026 3385 40号住居跡 P7 石鹸 A 破抽 18.5 12 2-3 0.45 頁岩 北上山地

3027 3478 40号住居跡 床m 石厳 A 破拙 16 13 3 0.53 頁岩 北上山地

3028 3629 40号住居跡 P19 石厳 A 破扱 1.7 1.3 0.2 0.39 照昭石 花泉

3噸 麺37 40号住居跡 床面 石鹸 A 完形 SP 15 13 3 0．29 熱咄石 花泉

30如 ”2 40号住居跡 下郎ビット 石雄 B 破扱 15 17 4 0．8 頁岩 北上山地

3m’ 2餌1 40号住居跡 埋土下位 石鮭 I SP 22 14 4 0．82 珪間頁岩 北上山地



表93石器・石製品観察表（26）
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掲載 連替 遺桶名 届 位 器歓 形感 分類 完形 剥礒技術 備 考 長さ(画） 鯛(画） 厚き(塵） Ⅲ量(9) 石 質 原産地

3032 33％ 40号住居跡 埋土東 石蝕 1 I 23 21.5 85 3.77 赤色頁岩 北｣gm地

3033 麺7 40号住居跡 床面 石鹸 I I 1.％ 1.7 0．4 098 瓢昭石 花泉

30弧 ”1 40号住居跡 床面 石錐 3 Al 破撹 50 24.5 10 8.49 頁岩 北卜m地

3035 3729 40号住居跡 床面近く 石錐 3 C 型 8 5 1.㈱ 照咽石 花泉

”6 麺2 40号住居跡 埋土下位 掻削器 6 A 27s 40 6 4.21 頁岩 北_km地

3昭7 38羽 40号住居跡 床面 掻削器 6 B 46 28 3 6.89 頁岩 並卜m地

3昭8 37“ 40号住居跡 埋土南 掻削器 6 C 半円状 21 19 6 4.12 赤色頁岩 北lalllit

3”9 3147 40号住居跡 P巧 磨製石斧 8 完形基郁蔽打痕 70 28 IL5 38.05 頁岩 北上m地

3“0 3M8 40号住居跡 床面 磨製石斧 8 基部 ％ 38 巧 l“.16 ひん港 北上山地

3“】 3149 40号住居跡 北東盤近く 磨製石斧 3 完形剥雛 121 53 195 184.17 超苦銑質岩(卸岩？） 宮守付近

3“2 3兜6 40号住居跡 埋土北西 磨製石斧 8 完形 “ 38 185 115 ひん岩 北上ul地

3“3 3220 40号住居跡 床面 磨石願 9 AB 先娼蔽打痩 103 79 53 ” ひん岩 北上山地

3岬 31” 40号住居跡 埋土~ド位 浮子 14 貫通孔 91 87 釦 77.師 軽石 奥羽山脈

3“5 3319 41号住居跡 埋土 石鹸 A 破撹 21 6 4．5 1 珪質頁岩 北_上山地

3“6 麺 44号住居跡 床面 石鹸 A 完形 SP 21 5 4 0．73 頁岩 北_lJI地

3“7 銘9 47号住居跡 下位 石鐡 A SP 18 3 5 0．9 頁岩 北上山地

3“8 4207 47号住居跡 P1 石錐 A 完形 刀 9 6 1．88 頁岩 北上山地

3“9 51m 47号住居跡 2層 石蝕 A 完形 14 5 3 0．37 肌昭石 花泉

3050 51m 47号住居跡 床而 石鹸 A 完形 14 5 4 0．61 頁岩 北上山地

3鰯1 4770 47号･住居跡 l剛 尖賦器 ２ 破損 “ 30 13 26.帆 頁岩 北上山地

3“2 4“3 47号住居跡 2肘 石錐 3 A】 破損 26 23 6 2.87 頁岩 北上111地

3砧3 4193 47号住居跡 2層 石匙 4 A1 ” 30 10 30.的 頁岩 北上111地

3“4 988 47号住居跡 下位 石匙 4 B】 27 “､5 8 6.45 照昭石 花泉

3随5 】816 47号住居跡 床面 石匙 4 BI 38 45 8 9．57 頁岩 北上111地

3鱸6 1mI 47号住膳跡 下位 石匙 4 B2 露.5 30 6 3.55 頁岩 北上11l地

3057 4“6 47号佐階跡 l眉 磨製石斧 § 完形蕪郁敵打痩 132 46 27 243,83 頁岩 北上1l1地

3058 池】 47号住居跡 2咽 磨石額 9 AC 側面暦り面 135 79 22 1“･印 安山岩 奥羽111脈

3059 鋤32 47号住居跡 床血上 石皿顛 0 A 偲面に摸橡高台付破損 汐7 1” 82 聾“ 安山岩 奥羽111"

3咽 12“ 47号住居跡 上位 石皿顛 0 AC 3碗 塑8 85 3930 砂岩 北上山地

3“1 班2 47号住居跡 2燗下部 石皿麺 0 C ％ 74 59 424.96 砂岩 奥羽111脈

… 1” 47号住居跡 床直上 石刀頻 2 272 37 15 I“､13 頁岩 北上山地

3” 4餌7 47号住居跡 l唖 石刀類 2 磨製石斧？破損 50 22 11 25.77 頁岩 北上山地

3” ”I 48号住居跡 床世上 石触 1 A 完形 16.s 14 3.5 0.38 頁岩 北上山地

3“5 ”2 48号住膳跡 埋土中 石触 1 A 19 13.s 2 0.32 頁魁 北上山地

3唾 4211 48号住培跡 l卿（縮小後） 石鍍 I A 完形 18 1s 3 0.6 頁岩 北上111地



表94石器・石製品観察表（27）
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掲載 連悉 遺榊名 屑 位 器械 形悪 分馴 完形 剥離技術 備 考 長き(唾） 帆(皿） 厚さ(唾） 亜堂(9) 石 質 原産地

3“7 4210 48号住居跡 l屑（緬小後） 石鹸 1 I 14 13 2 0.45 頁岩 北上lll地

3“8 41“ 48号住居跡 1屑（縮小後） 石匙 4 A1 52.5 2S 8 7.8s 頁岩 北上山地

3“9 1181 48号住居跡 NO5 膳石類 9 A 120 86 61 882.81 砂岩 北上111地

3070 4“ 49号住居跡 埋土 石錐 3 A2 19 13 3 0．65 頁岩 北上山地

3071 4“9 49号住居跡 埋土 磨製石斧 8 ほほ完形刃部破拙 87 39 17 ％,7 凝灰岩 北上山地

3，2 4214 53号住居跡 P3 石錐 A 完形 14．5 13 3 0.38 頁岩 北上111地

3m3 43m 1号炉 石雛 A 破拙 】2 9 ２ 0.13 頁岩 北上111地

3，4 苑11 2号炉 石鍍 A 完形 SP 19 14 3 0．48 照蛭石 花泉

3075 3756 2号炉 石鍍 I 26 15 9 2．8 烈醐石 花泉

3076 璽唾 3号炉 土器鮒般① 石雌 A 破拙 14．5 8 2 0．21 頁岩 北上111地

3077 Z7％ 7号炉 埋設土器 石嫉 A 完形 SP 17 13 3 0．49 頁岩 北上111地

3，8 3137 7号炉 埋設土器 咽製石斧 8 基部 133 61 27 327.27 ひん岩 北上II1地

3〔刀9 7％ 9牙炉 焼土下郎 石雛 A 完形 SP 13 12 3 0．32 肌昭石 花泉

3080 833 10号炉 焼土中 石鹸 A 20 13 4 0．74 珪質頁岩 北上山地

3鯛】 2655 1 1号炉 埋土 石盤 A 完形 SP 29 18 7 2.13 頁岩 北上111地

3082 2656 1 1号炉 埋土下位 石盤 A 完形 SP 29 21 9 3.2 頁岩 北上11l地

3083 3322 1 1号炉 埋土 石鮭 A SP 22 16 3 0.48 頁岩 北上山地

3岬 3麺 1 1号炉 埋土 石盤 A 破拙 18 16 4 0.89 珪貿頁岩 北上1l1地

3船5 郵到 1 1号炉 埋土下位 石蝕 A 完形 SP 16 14 3 0.4s 剛昭石 花泉

3086 3⑱8 1 1 -号炉 埋土 而触 A SP 蕪部快り部縁辺摩耗 12 12 3 0.22 鯏咄石 花泉

3暁7 ”8 1 1号炉 埋土 石錐 3 A2 加工中？ 3.6 1.6 0．6 2.74 頁職 北上11 地

3腿8 知73 1 1号炉 埋土 掻削器 6 B 39 26 10 9.45
１
３

“

乙

々

ＤＩＩ 北上l1 地

3189 1011 1号焼土 下位 石錐 3 B 22 9 6 1.8 頁燭 北上1l 地

31” 1012 7号焼土 石雅 3 A2 30 I 7 1.79 頁岩 北上l1 地

3191 3鰯 号埋設＋ま 池8 石鮭 A SP 素材は商極剥片。 21 5 5 0．9 頁岩 北上1I 地

3089 29 号住居状遮構 埋十上・ '11位 石盤 A 1 3 2.5 0.36 剛昭石 花泉

3咽 81 号住居状通構 埋土中位 石厳 A 完形 SP 5 5 3 0羽 照昭石 花泉

3㈱I 1m 号住居状遺編 埋士上・中位 石雄 A 8 5 33 0.的 熱曜石 花泉

3”2 14Z 号住居状遺編 石雌 A SP 7 3 4 0．44 頁岩 北上山地

3⑬3 144 号住居状遺桐 石鹸 A SP 9 4 5 0，67 頁岩 北上山地

3㈱4 225 号住居状遺構 煙十k位 石盤 A 完形 SP 尖頭郎を細くし大きく脚部をつくる。 21 9 4 057 頁岩 北上ul地

3卿5 265 号住居状迩桶 理十k・中位 石鹸 A SP 17 ２ 3 0.42 珪面頁岩 北上111地

3恥 273 号住居状遺桶 埠十上・中位 石雌 A SP 極細ハンマーのllll基鮭 16 1 3 0.29 赤色頁岩 北上山地

3㈱7 2刺 り.住居状遺桶 埋土下位 石雌 A SP 21 3 3 0.44 赤色頁岩 北上山地

3”8 276 号住居状通構 埋士上・中位 石蝕 A SP 19 9 4 0.76 頁粉 北上山地
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掲載 連昏 遺構名 層 位 器樋 形里 分蹴 完形 剥賎技術 備 考 長き(函） 帆(団 厚さ(画） 重量(R） 石 質 原産地

3噸 2万 号住居状遺栂 埋土下位 石鮭 A SP 綾熱資料 9 6 4 0.46 凝灰岩

31” 412 号住居状通榊 石餓 A sⅣ鋸歯 7 3 5 0.62 頁岩 北_卜山地

3101 413 号住居状通桶 埋土下位 石鹸 A 完形 SP 2 1 3 0.26 めのう 南部北上

31唾 4劃 号住居状通揖 理十トイヶ 石鹸 A 完形 SP 9 2 4 036 頁岩 北上山地

3103 4興 号住居状適絹 蝿十k位 石触 A 完形 SP 7 6 3 Q39 頁岩 北卜山地

31“ “9 号住居状遺揖 石鐡 A SP 2酒と同じ石雄。 24 3 4 0．54 めのう 南部北上

3】05 4餌 号住居状遺絹 埋土下位 石識 A 13 4 2 0．38 胤咄石 花泉

3】“ 558 号住居状週構 石雌 A 完形 SP 20 9 4 0．51 頁魁 北上山地

3107 “ 号住居状遮揖 埋土中・下位 石鎧 A 完形 SP 13 4 3 0．28 鯏珊石 花泉

31配 739 号住居状過榊 埠十ト付 石鐙 A SP 釦 7 4 0.” めのう 南郎北上

31” 780 号住居状過桶 理十k付 石鹸 A 完形 SP 20 9 6 1．42 めのう 南部北上

3110 ”3 号住居状通備 埠十'二・中位 石盤 A 完形 扶りに付蒋物 23.5 14.5 2 0．55 頁岩 北上山地

3111 … 号f i居状通瞬 埠十L．中位 石鹸 A 24 3 3 0．51 めのう 南部北上

3112 1”】 :居状遺揖 埋土中位 石鎧 A 15 5 2.5 0．41 頁満 北_L1m地

3】13 1” 号住居状遺構 2屈上 石蝕 A 16 8 3 0.3】 めのう 南部北上

3114 1噸 号住居状遺構 石鹸 A 21 4 3 0，56 頁岩 北上山地

3115 117 号住居状遺構 埋土上･ !1j位 石雌 ， 完形 SP 凹基雄の製作手順で有茎石猷を製作 18 5 4 0．6 頁岩 北上山地

3116 2“ 号住居状遺樽 "+I- ・ 0In位 石雄 E 完形 SP 小形有蕊石鹸だが、臭型的な技法 22 4 4 0.“ 頁岩 北_LIm地

3117 2砂 号住居状遺揖 埋士'二・中位 石懲 E 完形 SP 20 5 5 0．81 頁岩 北卜山地

3118 886 号住居状遺侭 埋土脂位 石鹸 E 12 6 2.5 0.36 赤色頁岩 北上山地

3119 140 号住居状遺椴 石蝕 F SP タール付滴 25 3 5 0.89 興岩 北上山地

3120 1m 号住居状遺暢 石鹸 H 完形 雪.5 13．5 5 1.63 閲岩 北上山地

3121 i41 1号住居状迫構 石蝕 1 【 SP 素材剥片の打而を尖頭郎にもってく

る。素材はⅢj接打撃剥片。

酉 15 6 1．81 頁岩 北上山地

3122 野I 1号住居状週栂 埋土上・中位 石鹸 1 I H1とHP 有茎石盤の米製0品。典型的な製作技

法をしめしている。

3s 17 7 3.03 頁岩 北上山地

3 23 2興 号住居状遺構 埋土上・中位 石厳 1 I SP 23 17 5 1.33 珪質頁岩 北上山地

3 24 湾9 号住居状遺備 埋土下位 石鹸 1 I SP 19 22 5 1.6 閲岩 北上山地

3 巧 3妬 号住居状遺栂 理士上・中位 石鹸 1 I SP 20 20 6 0.85 凝灰岩

3 26 370 号住居状週構 煙＋Hf 石鹸 1 I 完形 SP 22 20 8 2.31 めのう 南部北上

3 27 3脚 号住居状遺桶 埋土上位 石鹸 1 I SP 13 3 5 0.“ チャート 北上山地

3 28 415 号住居状遺揖 埋土下位 石嘩 I I SP ” 6 5 0．58 凝灰岩

3 ” 420 号住居状遺構 石鹸 I I SP 9 2 3 0.15 頁岩 北上山地

3 30 4釦 号住儒状遺構 石鹸 I I SP 11 6 3 0．31 めのう 南部北上

3 31 侭7 号住居状遺構 埋土下位 石鹸 1 I SP 21 5 4 0．86 頁岩 北上山地
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掲載 連番 遺構名 層 位 器種 形里 分頚 完形 剥賎技術 備 孝 長き(唾） "(m) 厚さ(画） Ⅸ量(9) 石 質 原産地

3132 689 1号住居状遺桝 埋土下位 石雌 1 I SP 225と同じ石錐。 19 12 3 Q36 頁岩 北上山地

3133 724 1号住居状遺構 埋十贈位 石厳 1 I SP 素材剥片は間接打撃で剥躍。ハンマ

－径は5ミリ

27 14 5 1.45 頁岩 北Lul地

3 弧 ” 号住居状遺桶 床下壁側 石雌 I I SP 16 7 4 0.61 頁岩 北上山地

3 35 830 号住居状遺桶 埋土中位 石雌 1 I SP 18 9 3 0.79 頁岩 北上山地

3 苑 1013 号住居状遺構 埋土下位 石鉱 3 Al 3L5 3 6.5 1.17 頁岩 北'三山地

3 37 1010 号住居状遺梼 埠十上・中位 石雄 3 A2 33 3 7s 2.“ 凝灰岩 北上山地

3 38 1015 号住居状遺揖 埋土下位 石錐 3 A2 29s 5 4 1．5 頁岩 北上山地

3 39 1，9 号住居状遺桶 埋土下位 石匙 4 A2 破拙 20 24 5 1．91 頁岩 北側u地

3 40 11“ 号住居状遺構 理十k位 咽製石斧 8 基部 57 40 28 87.46 花同閃緑岩 北上山地

3 41 1172 号住居状適桶 床直上 畷製石斧 8 刃鄙 50 51 26 101.42 砂岩 北側u地

3 42 1197 号住居状遺構 煙十k付 磨石麺 9 A l】6 77 卿 726.41 砂岩 北Lu地

3 43 11” 号住居状遺鴨 廸十I･ｲヶ 贈石釧 9 A 123 90 57 ％9.41 砂岩 北上山地

3 44 1193 号住居状遺梢 埋土中位 聯石釧 9 AC 71 61 42 2組:型 砂岩 北上山地

3 45 1178 号住居状遺桶 床直上 石皿剛 10 C 117 87 4 3“､38 砂岩 北Lm地

3 46 興り 2号住居状遺桶 P4 石鹸 A 完形 sⅣ鋸歯 縁辺を鋸歯状に加工。優品。 麹 6 4 0．87 頁岩 北LIII"

3 47 “8 2号住居状道構 床下壁側 石鹸 A 完形 SP 21 7 4 0.75 頁岩 北上山地

3 48 762 2号住居状遺梢 埋土中位 石鹸 A SP 19 4 3 0.49 頁岩 北卜lll地

3 49 釦I 2号住居状遺梢 埋土中位 石雌 A 完形 SP 14 1 3 0．28 頁瀞 北Luit

3 釦 416 2号住居状遺構 石陛 I SP 18 4 4 0.“ 頁岩 北上山地

3 51 417 2号住居状遮梼 石鹸 1 SP 22 S 3 0．6 頁岩 北上山地

3 52 4” 2号住居状遺栂 石触 】 HP 断片。 巧 6 7 1.22 頁稀 北Lu地

3153 777 2号住居状遺構 石雌 】 I SP 225の形態をつくる未製品の好資料。

素材は町接打撃剥片。

16 14 5 0．77 頁岩 北上山地

3 54 1014 2号住居状遺構 P4 石錐 3 C 破拙？切断面に付茄物 28 5 4 0．48 頁岩 北卜ul"

3 55 1“2 2号住居状遺構 掻削器 6 C 18 15．5 6．5 1．9 めのう 南部北上

3 56 11％ 2号住居状遺栂 石刀顛 12 破片 “ ” 14 “41 頁岩 北卜山地

3 57 136 3号住居状遺栂 2層 石餓 A 完形 SP 優品響 26 3 4 0．63 頁岩 北tmm

3 銘 146 3号住居状遺栂 2層 石鹸 A SP 4 2 3 027 めのう 南舗北卜

3 59 4” 3号住居状遺栂 石鹸 A SP 6 4 6 0．7 珪貿頁岩 北上山地

3 ⑪ 501 3号住居状遺栂 石鹸 A SP ， 3 4 0.49 頁岩 北卜u地

3 61 538 3号住居状遺摘 2層 石触 A SP 6 6 3 0.36 頁岩 北Lu"

3 62 餌7 3号住居状遺桶 2層 石餓 A SP 4 釦 5 1.“ めのう 南部北上

3 63 753 3号住居状遺桶 埋士下位 石鹸 A 12s 14.5 3．5 0．51 黒曜石 花泉

3 “ 761 3号住居状遭桶 輝十卜位 石厳 A SP 21 18 4 0.72 頁岩 北上山地
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掲載 連岳 遮構名 層 位 器趣 形里 分類 完形 剰賎技術 備 考 艇答(唾） 堀(函） 厚さ(函） 砿量(9) 石 質 原産地

3 “ 789 3号住居状遺構 2層 石欺 A 完形 SP 19 15 5 1.26 鼎昭石 花泉

3 “ 7“ 3号住居状遮樽 2層 石鹸 A SP 14 14 3 0．35 頁岩 北卜m地

3 67 8型 3号住居状遺構 石鹸 A 完形 SP 披然資料 14 12 2 0．3 頁岩 北上山地

3 “ 83】 3号住居状遺構 埋土下位 石雌 A 完形 21 21 4 1．03 頁岩 北トll｣"

3 砂 鴎5 3号住居状遺栂 煙-fHf 石厳 A 17 19 3s 0．73 頁岩 北トm地

3 70 889 3号住居状近榊 2層 石雌 A 完形 15 11.5 2 0．27 めのう IW部北上

3 71 瓢6 3号住居状逝栂 埠jzk位 石雄 B 22 15.5 6 1.61 めのう 南部北上

3 72 135 3号住居状遍構 2層 石鹸 E 完形 SP 21 14 5 0．群 めのう 南筋北上

3 73 137 3号住居状遮構 2層 石戯 E SP 13 13 3 0．4 珪質頁岩 牝卜'Ill"

3 74 795 3号住居状遺構 石鹸 E 完形 SP 23 15 6 1．11 珪質頁岩 北卜u1地

3 75 816 3号住居状遺構 石雌 E SP 14 13 3 0.34 赤色閲岩 ｣ヒLm地

3 76 8麺 3号住居状遺揖 床直上 石鹸 E 15 21.5 2.s 0.72 頁岩 北lzm地

31万 1弧 3号住居状遺楊 2層 石雌 I F 完形 HP 背面に自然面。素材は裂片の可能性

がある。

23 18 4 155 頁岩 北上山地

3 78 754 3号住居状遺揖 2層 石厳 I F 完形 HP タール付着、先端やや摩耗 8 8 5 0.53 頁岩 』上Lm地

3 79 148 3号住居状迩栂 2層 石鹸 I I SP 7 I 3 0.34 頁岩 北LL地

3 ” 4“ 3号住居状遺揖 2層 石餓 I I SP 3 I 4 0．28 頁岩 北ルm"

3 81 S” 3号住居状通孵 2層 石蝋 1 I SP 3 5 4 Q42 頁岩 北lzm地

3 82 611 3号住居状通榊 床直上 石雌 】 I SP ２ 7 3 0.56 珪質頁岩 北上山地

3 83 626 3号住居状通揖 床直上 石蝕 】 I SP 8 7 4 0．71 珪質頁岩 北卜u"

3 餌 752 3号住居状遺揖 石盤 I I SP 8 4 3 033 めのう 南部北上

3 85 763 3号住居状遺揖 床直上 石鹸 ！ I SP 28 9 8 1.98 頁岩 北随m地

3 86 82【 3号住居状遮栂 床直上 石蛾 1 I HP ｲi墓石鮭の技法を無視した未製品。 16 3 5 0．62 頁粉 北上山地

3 87 l” 3号住居状遺栂 埠十H＃ 石維 3 A2 31 3 6 2．13 頁岩 北I弓山地

3 88 II万 3号住居状遺樽 床武上 小玉 21 3 43 38 27 67.8 砂岩 北_卜山地

3 92 4％0 石斧埋納通構 恥1 磨製石斧 8 完形 ” 46 24 155-6 蛇紋潜 北_卜山地

3 93 4951 石斧埋納通榊 NQ2 暇製石斧 8 完形 1” 55 27 277.26 微檀岩 北lau1地

3 “ 4952 石斧埋納遺摺 恥3 瞬製石斧 8 身部摩滅 82 41 21 1“.“ 蛇紋岩 北_卜山敬

3 95 4953 石斧埋納遺樽 胸4 駒製石斧 8 完形風化顕著 122 53 27 276.1 蛇紋溢 北上山地

3 ％ 2“I 庭石遺栂 下部土坑 石触 I A SP 25 17 4 1.21 頁岩 北上山地

3 97 2852 配石遺榊 下部土坑 石鹸 1 A 破拙 17 13 3 0．51 頁岩 北卜山仙

3 98 2卸 配石通椴 下部土坑 石錐 3 A2 19s 11 3.5 0．56 頁器 北上山地

3 ” 知5 毘石遺栂 下部土坑 掻削鰐 6 B 釦 26.5 7 935 珪質頁岩 北卜m地

32m 4画7 2号土坑 l屑 石鹸 I A 完形 麺 14 4 0．82 頁岩 北上山地

3201 4238 2号土坑 l層 石雌 I A 完形 11 11．5 3 O今18 熟昭石 花泉
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掲載 連番 遺構名 届 位 器種 形懸 分釧 完形 剥離技術 備 考 長き(m) "(m) 厚さ(画） 亟量(9) 石 質 脱産地

3202 4387 3号･土坑 埋土 石鹸 I A 完形 19 15 4 0.56 頁岩 北上111地

3釦3 4388 3号土坑 埋土 石鹸 I A 充形 14 13 3 0.39 頁岩 北上山地

32“ 4砂7 3号土坑 埋土 石錐 3 A2 18 13 3.5 0．62 頁岩 北上山地

32鰯 4798 4号土坑 埋土 掻削器 6 B 一部両面鋼壁 50 18 6.s 5.⑱ 赤色頁岩 北上1l1地

32“ 43蛇 5り･土坑 埋土 石鹸 A 完形 18s 16s ユ5 0.47 頁岩 北上山地

3加7 43” 5号土坑 埋土 石鮭 A 完形 13.5 14 3 0．21 頁岩 北上山地

3208 2424 6¥土坑 埋土 石錐 A 完形 SP 20 14 3 0.52 頁岩 北上山地

32⑱ 43妬 6号土坑 埋土 石獣 A 完形 21 14 3 0．76 頁岩 北上山地

32 0 2851 7号土坑 埋土 石雌 I SP 27 22 6 ユ18 玉ずい（めのう） 不明

32 1 2脚6 8吟土坑 埋土 石鹸 B 充形 SP i8 16 5 1.13 頁岩 北上山地

32 ２ 2卿7 88･土坑 埋土 石鹸 B SP 22 18 8 2．59 頁岩 北上山地

32 3 3”1 9号土坑 1層 石鹸 A 破損 19 13 2.s 0s4 頁岩 北上山地

32 4 38弱 9号土坑 l層 掻刑器 6 A ” 26 8 6.08 頁岩 北上山地

32 5 2“7 0号土坑 埋土 石鹸 ！ A 完形 SP 23 17 6 1．14 頁岩 北上1I1地

32 6 2“9 0号土坑 埋土 石盤 1 A 破損 17 17 4.5 OS6 凝灰岩 北上山地

32 7 3595 0号土坑 埋土 石盤 1 I 18 8 3 0．28 照昭石 花泉

32 8 麺58 0号土坑 埋土 石錐 3 AI 38 12 6 1.62 玉ずい（めのう） 不明

32 9 871 1号土坑 2層 石雌 A 完形 265 22.5 4 2.82 頁岩 北上山地

32加 43％ 6号土坑 煙-fMt 石鹸 A 完形 24 18 4 q9 頁岩 北km地

3空1 4397 6号土坑 埋十H散 石蝕 A 完形 165 14 4 058 頁岩 北上11l地

32浬 43” 20号土坑 埋土 石触 A 完形 基部付着物 26.5 16 3.5 0．79 頁岩 北上山地

3223 “” 20号土坑 埋土 石鹸 A 完形 藩部付着物 265 16 3.5 0．79 頁岩 北上山地

3224 ”8 20号.土坑 埋土 石皿額 10 A 脚付破捌 1” 89 37 221.13 安山岩 奥羽11l脈

32野 4767 24号土坑 6層 異形石器 16 鹿角状 沙 36 8 3.41 赤色頁岩 北上山地

3226 4％2 27号土坑 埋土 晒製石斧 8 刃部一郎破描薙部敲打痕 86 41 17 101.42 凝灰岩 北.k11l地

3227 3“ 28号土坑 埋土 石鹸 I A 破損 1“ 1.45 0．25 0.45 側昭石 渦ノ倉

32魂 3万0 28号土坑 埋土 掻削器 6 B 48 43 7s 14.22 赤色頁岩 北上山地

3229 3486 柱穴群1 Pl 石蝕 A SP 21 13 4 0.48 頁岩 北上山地

3お0 鈍70 柱穴群4 P4 石触 A 破損 21 11 2 0.“ 頁岩 北上111地

3231 3“I 柱穴群4 P4 石盤 A 破鎖 2-3s 1.4 0．5 1.14 黒昭石 花泉

亜” 2砂1 柱穴群4 P2 石鮭 B 破損 17 19 4 1.23 頁岩 北上山地

32羽 27％ 柱穴群5 P50 石錐 A 完形 SP 剥薩技術分析 21 14 4 0．57 頁岩 北上山地

32梨 麺70 柱穴群5 Pl 掻削器 6 B “ 23 6 11.狸 頁岩 北.Llu地

3235 3746 柱穴群5 P13 掻削器 6 C 円形 画5 聾 6 4.的 肌昭石 渦ノ魚

3236 3151 柱穴群6 P211 幹殊敵石 19 磨製 58s 31 26.5 72.79 砂岩 北上山地
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掲載 連香 遮構名 層 位 器種 形里 分類 完形 剥陛技術 憶 考 長き(画） 祖(唾》 厚き(画） Ⅲ量(9) 石 質 風産地

3237 蝿8 柱穴群7 P12 石鹸 A 完形 SP 型 11 4 ”6 頁岩 北【弓,ul"

3238 弧76 柱穴群7 P36 石鹸 八 完形 SP Ⅱ5 11 3 Q37 頁岩

－

北脚I趣

3詞9 41“ 柱穴群7 P36 石餓 A 完形 27 型.5 7 ユ56 頁岩 北LIm"

3割0 醇79 柱穴群7 P3 石鹸 I 巽 19 10 346 珪質頁岩 北LIhn

3劃1 弧麺 柱穴詳7 P49 石鹸 I 加工中破捌 29 18 6 2.“ 頁岩 北Lu"

3別2 38密 柱穴群7 P46 掻､I器 6 B 50 43 11 27.” 頁岩 北I21I"

3湖3 3”7 柱穴群7 P49 畷製石斧 8 基郎凹石に転剛 1”S 57 265 257.的 凝灰岩 北I色山地

3群4 3％3 柱穴群7 P45 源Ⅲ罰 10 A 脚付破釧 1“ 173 ” 1418.91 安山岩 奥羽山脈

3湖5 11餌 柱穴群14 P34 咽製石斧 8 刃郁 釘 57 雪。 224.01 花間閃緑岩 北HII"



表100石器・石製品観察表(33)
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側載 連秀 出土地点・層位 器杣 形態 分顛 完形 剥隠技術 備 孝 艇き(皿） 帆(画 厚さ(国） 砿量(9) 石 質 臓産地

3246 1 lOT Ⅱ－④ 石難 A 完形 18 3 4 0．61 頁岩 北上山地

3247 8 5区表土 石鑑 A 完形 13 1 3 0.26 頁岩 北上111地

3248 9 5区表土 石鑑 A 完形 14●5 3 2．5 0.38 頁岩 北上111地

3249 0 5区表土 石鍛 A 完形 SP 23 7 5 1.03 頁岩 北上山地

32鋤 】 5区表土 石賎 A 完形 13-5 2 2S 0.3 頁岩 北上111地

3湾I 5 5区表土 石賎 A 完形 17 2 3 0．39 頁岩 北上111地

3湾2 8 8T西北婚Ⅱ一① 石鍍 A 完形 13.5 11，5 3 0.33 頁岩 北上111地

3253 9 8T西中央Ⅱ一① 石錐 A SP 16 15 4 0.58 めのう 吻郁北上

3劃 20 8T西南側 Ⅱ－① 石鑑 A 完形 SP 優品 フワ
ー~ 16 3 0.57 頁岩 北上111地

3湾5 詞 8T北鋸Ⅱ一① 石懲 A 完形 9 14.5 5 0.89 照曜石 花泉

3お6 35 8T南娼Ⅱ－① 石鐙 A 完形 ！ 9 2．5 0.16 照曜石 花泉

3湾7 39 8T南靖Ⅱ一① 石錐 A 完形 3 2 3 0.28 照曜石 花泉

3Z58 42 5区表土 石鹸 A 完形 7 2 2S 0.卿 照曜石 花泉

3湾9 71 8T中央南側Ⅱ－① 石錘 A 完形 SP 4 2 3 0.31 照昭石 花泉

32“ 77 IOT Ⅱ一③ 石厳 A 完形 SP ” 3 4 0.“ 照曜石 花泉

3261 79 3区北東Ⅱ一① 石鹸 A 完形 SP 13 1 4 0．33 照咄石 花泉

3調2 “ nBlOi Ⅱ唖卜面 石鍍 A 完形 SP 扶り部緯辺磨耗 17 6 3 0.35 照醒石 花泉

3泌3 82 3区表土 石懲 A 完形 SP 16 6 4 0．8 照昭石 花泉

32“ 86 mC7e･7f Ⅲ届下位 石餓 A 完形 SP 21 4 4 0.78 照曜石 花泉

3265 88 8T表土 石鹸 A SP 5 0 3 0.26 蝿昭石 花泉

32“ 89 8Tm屑① 石蟻 A 完形 SP 挟り郎縁辺磨耗 0 2 ２ 0.17 照曜石 花泉

32御 02 nB8g Ⅱ層 石鮭 A SP 9 3 4 0.47 照昭石 花泉

3268 “ IB9i IM 石餓 A 完形 SP 8 3 3 0.41 照曜石 卿鹿

32砂 11 HB10z Ⅱ届 石錐 A 完形 SP 9 6 4 0．7 頁岩 北上11l地

3270 15 UB9i n肘下位 石雛 A 完形 SP I 2 3 0．15 めのう 不明

3271 16 nB8g Ⅱ層 石鐡 A 完形 SP 5 ２ 3 Q35 頁岩 北上山地

3272 18 8T南娼Ⅱ一① 石触 A 完形 SP 7 6 3 0．55 頁岩 北上山地

3273 “ 8T南鎧ロー① 石鹸 A 完形 SP 21 7 5 1.26 珪質頁岩 北脚ll"

3274 “ 8T南培Ⅱ一① 石盤 A 完形 SP 27 20 8 259 頁岩 北上山地

3275 81 8T西南側Ⅱ－① 石鍍 A 完形 SP 15 2 5 0．48 頁岩 北.上山地

32妬 89 8T南端東砿寄り Ⅱ一① 石鍍 A 完形 SP 14 4 3 0．35 めのう 不明

32万 91 5区南娼Ⅱ－② 石慾 A 完形 SP 16 1 4 0．51 頁岩 北上山地

3278 ” 8T中央Ⅱ－① 石懲 A 完形 SP 15 2 3 0.28 頁岩 北上111地

3279 ” 8T西中央北側Ⅱ一① 石鹸 A 完形 SP 21 7 3 0．45 頁岩 北_Llll地

3280 207 lOT Ⅱ－④ 石議 A SP 20 4 4 0．61 頁岩 北上111地



Ｉ
■
四
割
Ｉ

掲載 迎替 出土地点・屑位 器秘 形製 分類 完形 剥態技術 伽 考 長さ(画） 幅(m 厚き(唾） 亜量(9) 石 質 原産地

3281 麺 UB7g Ⅱ届 石銭 A SP 4 】 4 0．23 凝灰岩

3282 21s 3区北東Ⅱ層 石盤 A 完形 SP 6 6 4 0.73 頁岩 北k山地

3283 216 3区北西Ⅱ層 石鹸 A 完形 SⅣ据歯 8 ２ 3 041 頁岩 北k山地

3284 217 nB8g Ⅱ層上面 石蝕 A 完形 SP 2 0 3 0．18 頁岩 北上山地

3285 219 8T中央Ⅱ－① 石鍍 A SP 5 1 3 0.23 めのう I削弼北12

3286 220 UB8g Ⅱ層 石鮭 A 完形 SP 9 2 3 0．48 頁岩

－

北上山地

3287 226 3区北西Ⅱ層 石鹸 A 完形 SP 4 】 2 0．15 頁岩 北上山地

3288 2麺 5区南瑁Ⅱ－① 石鹸 A 完形 SP 理 6 4 0.59 めのう 不明

3289 画7 nB7g Ⅱ闇 石蝕 A SP Z4 8 5 1.07 頁岩 北上111地

32” 刀8 nB4g I層 石蝕 A 完形 SP 24 6 5 1．2 頁岩 北上山地

3291 240 nBlOh l層 石鼓 A 完形 SP 28 7 4 0．93 頁岩 北上山地

3292 241 UB8g Ⅱ層 石鍍 A 完形 SP 20 0 3 0．46 頁岩 北上山地

3293 243 3区北東Ⅱ層 石鮭 A SP 12 】 3 0．21 無昭石 花泉

32“ 248 8T西南側Ⅱ一① 石盤 A 完形 SP 21 3 3 0.5 頁岩 北上山地

329s 253 UB8i Ⅱ届下位 石鹸 A 完形 SP 23 8 3 0.6 頁岩 北上uja

32％ 2釦 nB7h Ⅱ層 石鹸 A SP 20 8 4 0.“ 頁岩 北k山地

3297 261 nB9f Ⅱ層下位 石蝕 A 完形 SP 23 1 5 0．72 頁岩 北k山地

3298 263 nB8h Ⅱ層 石錐 A 完形 SP 14 4 ２ 0．34 斑岩 北上山地

32” 278 UBlOi Ⅱ層 石鐡 A 完形 SP 21 5 4 0．68 頁岩 北上11l地

33” 298 8T西北篭Ⅱ－① 石鑑 A SP 17 4 3 0．37 頁岩 北LIm地

3知1 奴 5区表土 石鑑 A SP 22 5 3 0．51 頁岩 北HIIm

3302 30s 5区WI靖ロー① 石蝕 A SP 27 8 4 0.卿 頁岩 北上山地

3303 330 UB9j Ⅱ層下位 石鮭 A SP 24 6 5 0.典 頁岩 北_LIU地

33“ 333 nBloh Ⅱ層下位 石鹸 A SP 16 4 4 0．35 頁岩 北上山地

3305 345 nB9g Ⅱ層 石鹸 A SP ⑩ 21 7 3．34 頁岩 北上111地

33“ 350 8T西中央南側 Ⅱ一① 石鮭 A 完形 SP 3 2 4 0．38 頁岩 北上11l地

3307 3卸 8T北側Ⅱ一① 石鐵 A SP 7 4 3 0．32 珪貿頁岩 北上山地

33鱒 356 lOT Ⅱ一③ 石錐 A 完形 SP 1 0 3 0.】2 頁岩 北上山地

33⑱ 358 3区南西Ⅱ層 石鮭 A 完形 SP 3 3 3 0．33 珪質頁岩 北Lm地

33 0 359 8T Ⅱ屑上面 石鹸 A 完形 SP 8 8 3 0．34 めのう 南郎北上

33 1 361 8T排土(I層） 石鹸 A 完形 SP 7 5 4 0．5 頁岩 北上山地

33 2 3“ 8T排土(I層） 石錐 A 完形 SP 4 2 3 0.酒 頁岩 北上山地

33 3 妬7 lOT Ⅱ一① 石陛 A SP 22 22 5 1.16 頁岩 北k山地

33 4 3“ mC7e･7f区検出面 石鹸 A 完形 SP 17 15 3 033 珪質頁岩 北上山地

33 5 3⑬ SKl 石鑑 A 完形 SP 26 17 5 1.38 頁岩 北上山地
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掲較 連符 出土地点・刷位 器柧 形態 分顛
鄙
ア 形 剥蛙技術 愉 考 隆さ(画） 幅(画 厚さ〔画） 重量(9) 石 質 隙潅地

3316 374 nB8g Ⅱ厨 石陛 A
鼎
ア 形 SP 32 9 5 1.弘 頁岩 北上111地

3317 375 nB8f Ⅱ闇 石鹸 A
鈩
万 形 SP 22 2 5 0.89 頁岩 北上111地

3318 378 nB4g表土 石鹸 A
配
万 形 SP 14 2 2 0.25 頁岩 北上II1地

3319 3釦 nB6h n明上面 石鹸 A 完形 SP 15 2 4 0.45 頁器 北上山地

3320 382 nB5h区炎土 石雌 A SP 16 4 3 0.32 めのう 南郁北上

3321 383 ⅡB7 Ⅱ咽上位 石鹸 A 定形 SP 麺 5 4 0．49 頁岩 北上l11地

3322 386 nB8 Ⅱ咽上面 石鑑 A 完形 SP 15 6 4 0．49 凧昭石 花泉

33羽 389 mB1 石鹸 A 完形 SP 14 2 3 033 頁浴 北上111地

3324 3” nB8 Ⅱ眉 石厳 A 完形 SP
？
』

ワ
ー 7 4 1.“ 頁岩 北上1I1地

33西 3蝿 nB8h Ⅱ間 石厳 A 完形 SP 27 7 10 3.弧 頁浴 北上111地

3326 39s nB10j lM 石鮭 A 完形 SP 22 2 3 0．47 頁岩 北上山地

”27 4“ nB6h Ⅱ明 石鹸 A SP 21 5 5 0．97 頁岩 北上111地

3328 401 nB9j l層 石盤 A HP 急伽度の周辺加工のみ 15 4 3 0．41 閲瀦 北上11l地

3329 抑7 3区北西Ⅱ屑 石盤 A SP 23 4 4 0.84 頁満 北上111地

33如 411 nB7h m圏_l2k 石鮭 A 定形 SP 16 3 4 0.47 肌昭石 花泉

3331 426 mBl i Ⅱ燗上面 石戯 A 完形 SP 24 5 8 1.3 頁岩 北上l11地

3332 430 nB9f Ⅱ脳 石鮭 A 完形 SP 16 5 4 054 頁沿 北上111地

3333 432 nB9g Ⅱ層下位 石鹸 A 完形 SP 15 2 4 0．41 頁岩 北上111地

3334 433 nB9g Ⅱ増下位 石盤 A 完形 SP 19 2 5 0.77 頁岩 北上111地

3335 435 nB10g Ⅱ脳 石鹸 1 A SP 真中に不純物の抜けた穴あり。

扶りの加工の後側緑を再藍形

17 13 4 0．51 照昭石 花泉

3336 439 nB7i Ⅱ咽下位 石鹸 A 完形 SP 17 S 4 q8 頁岩 北上111地

3337 “4 nB4g表土 石醗 A 患形 SP 四 2 5 0.82 1M昭石 花泉

3338 “7 nB4g表土 石鹸 A 患形 SP 8 7 4 0.72 赤色頁岩 北上

3339 4“ nB8g n燗 石厳 A 芯形 SP 3 3 4 0.22 珪質面浩 北上111地

3340 468 nB6h n層下位 石獣 A 完形 SP 5 4 3 0,24 照咽石 花泉

3梨I 4⑱ nB7f Ⅱ咽 石鰹 A SP 4 2 3 0.23 頁岩 北上111地

3輿2 471 nB99 1W 石鮭 A 完形 SP 7 3 5 0．6 頁岩 北上111地

3343 472 nB7f IW 石鮭 A 完形 SP 5 0 ２ 0.22 頁岩 北上111地

33“ 474 nB9f nW 石鹸 A 完形 SP 湖 5 6 1.42 頁岩 北上1l1地

3345 475 nB10g lM 石鹸 A 造形 SP 8 4 4 0．57 頁岩 北上l11地

3346 4“ ⅡB8h 石鮭 A を形 SP 4 1 3 0．3 頁岩 北上山地

3347 481 EB8g Ⅱ闇 石鹸 A 乞形 SP 9 6 5 1 頁岩 北上山地

3348 4錘 nB8g 石盤 A 完形 SP 9 I 6 0．92 頁岩 北上山地

3輿9 483 3区北西Ⅱ層 石餓 A 完形 SP 5 0 4 0．34 頁岩 北上111地



表103石器・石製品観察表(36)
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掲載 連昏 出土地点・刷位 跨極 形懸 分類 完形 剥腫技術 飼 考 長き(国） 職画 厚き(国） IItm(9) 石 質 眼産地

3350 485 nB7f lW 石蝕 A 完形 SP 15 4 3 0.39 頁岩 北卜山地

3351 4節 nB7f lE 石蝕 A 完形 SP 18 3 5 0.7s 頁岩 北上111地

3352 535 nB6h Ⅱ堀 石鹸 A 完形 SP 11 】 3 Q2 頁岩 北上lll地

3353 舞6 nB8h Ⅱ屑下位 石陛 A 完形 SP Z7 5 3 0.69 頁岩 北lm地

33剥 555 nB9g n厨下位 石厳 A 完形 SP 19 4 5 0.79 緑色珪質頁岩 北_Lm地

33弱 託I nB9f n脳 石厳 A 完形 HⅣ通 14 3 5 0●53 肌昭石 花泉

3356 麺 nB10R Ⅱ屑 石醗 A 充形 SP 26 5 6 1.34 側昭石 花泉

3357 57Z nB6h n層下位 石磁 A 定形 SP 11 9 2 0．11 照咄石 花泉

3358 574 3区撹乱増 石醗 A 患形 SP 17 4 5 0.6 1肌曜石 花泉

33” 621 nB6i土雷集中区沌】④ 石磁 A 造形 SP 14 3 4 Q37 めのう 南部北上

33“ 624 UB8i lW 石鐙 A 甚形 SP 16 6 ２ 0.24 頁岩 北_lz山地

3361 636 5区排土 石雄 A を形 SP 20 2 3 0．51 頁岩 北上山地

3362 “9 nB7f I層 石餓 A 茜形 SP 7 I 3 0．36 M昭石 花泉

3363 “9 nB8f Ⅱ層 石鹸 A 完形 SP 4 4 5 QS9 M昭石 渦ノ命

33“ ” 5区 I増（表土） 石盤 A SP 0 2 3 0.14 M昭石 花泉

3365 “7 UB7h n層 石盤 A 充形 SP 9 6 4 0.69 M咽石 花鼎

33“ ⑱3 nB8 Ⅱ層 石盤 A 完形 SP 2 0
う
｛ 0.2】 頁岩 北上山地

3367 的7 nB9 、届 石蟻 A 完形 SP 4 6 4 0.4 赤色頁岩 北上山地

33“ 7碗 UB8 Ⅱ層上面 石盤 A SP 6 0 3 0.32 期咄石 花泉

33砂 7” UB6h Ⅱ層下位 石盤 A 芯形 SP 6 5 4 0.4 めのう 南部北上

3370 711 UB8i n層上面 石酷 A 藍形 SP 7 2 3 0．43 めのう 不明

3371 712 nB5h炎土 石餓 A 甚形 SP 8 5 5 0．89 閲岩 北上111地

3372 714 UB8g Ⅱ層下化 石鮭 A 芒形 SP 2 4 3 0．22 川暇石 花泉

3373 716 UB10g Ⅱ層下位 石蝕 A 造形 SP 4 I 4 0，4 剛咄石 花泉

3374 740 UB7g Ⅲ層上面 石盤 A 定形 SP 5 3 3 0．23 肌曜石 花泉

3375 748 nB8h n層上面 石蝕 A 定形 SP 9 1 3 0．51 頁岩 北上111地

3376 755 UBlOi Ⅱ～Ⅲ層 石蝕 A 完形 SP 3 4 4 0．39 頁岩 北上11l地

33万 7“ UB9j Ⅱ層中位 石鯉 A 充形 SP 4 4 3 0．36 頁岩 北上山地

3378 771 5区排土 石鹸 A 完形 SP 20 ２ 4 0．7 頁岩 北上111地

3379 803 nBIoj Ⅱ層 石鹸 A SP 17 5 4 0．5 頁岩 北上11l地

3380 8隅 nBIoj Ⅱ層 石鹸 A 完形 SP 17 3 5 0．6 頁岩 北上山地

3381 ” UBlOj Ⅱ層 石蟻 A 定形 SP 28 7 6 1.43 頁岩 北上山地

3382 8ZZ UB7g Ⅱ層 石鹸 A SⅣ鋸伽 16 4 3 0．39 赤色頁岩 北上山地

3383 827 nB5h炎土 石鹸 A 完形 SP 13 ， 2 0．15 赤色頁岩 北上1l1地

3384 848 nBlOh Ⅱ層下位 石餓 A 定形 SP 22 13 3 0.55 頁岩 北上山地
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掲載 迎岳 出土地点・墹位 器秘 形懸 分麺 完形 剥曜技術 傭 考 長さ(画） 幅(国） 厚さ(m) 亜量(9) 石 質 原巌地

33鰯 餌9 nB6g Ⅱ層 石鹸 A 完形 SP 17 11 5 0.49 頁器 北上111地

3386 852 nB8g Ⅱ層下位 石雄 A 完形 摩滅 21 13 6s 1.型 頁岩 北上111地

3387 857 nB8g Ⅱ層 石鹸 A SP 扶りはわずかに折れている 17 14 4 0.58 頁岩 北上山地

3388 862 nB5g IE 石鹸 A 完形 暇減 14 12s 5 0.58 頁岩 北上山地

3389 ” nB5g lg 石盤 A 完形 SP 20 4 5 】.18 頁騒 北_止血地

33” 8餌 nB7g Ⅲ用上面 石盤 A SP 24 6 7 1.26 頁岩 北_IJI地

3391 898 nB9fⅡ層下位 石懲 A 完形 SP 】6 2 6 0.72 期昭石 花泉

33蛇 8” nB10j l鰯下位 石餓 A SP 21 6 3 0．5 鼎咄石 花泉

3393 ” nBlog n間 石鮭 A 完形 SP 14 1 4 0．35 熟昭石 花泉

33“ 912 8T表土 石鮭 A 完形 SP 16 3 3 0．37 煕剛石 花泉

33％ 923 3区北束Ⅲ屑 石鹸 A 完形 SP HPの可雄性もあり、徹妙。 17 4 4 0．63 照昭石 花泉

33％ 935 3区北西Ⅱ層 石鹸 A 完形 SP 18 3 4 047 黒噸石 花泉

33” 恥 10T n－③ 石鍍 A お・5 6 4．5 1.“ 頁岩 北上111地

3398 ”7 5区剛蝋Ⅱ一① 石盤 A 完形 17．5 3 3．5 0.唾 頁岩 北上山地

33” 函 SX503下位 石触 A 完形 16 4 2 0．54 赤色頁岩 北上山地

34” 皿 nB6INQll2 m咽上面 石蝕 A 湖.5 8 4．5 154 頁岩 北上山地

3軸1 岬 nB9g区Ⅱ層 石蝕 A 2 1.25 3 0．45 珪質頁岩 北上u1地

340Z 唖 UB9g Ⅱ層 石銭 A 完形 五角形 16 5 65 1.22 鼎昭石 花泉

弧03 214 8T表土(IW) 石鍍 A SP 15 ２ 4 0．35 頁岩 北上u1地

34“ 219 nBlofNol n卿 石盤 A 完形 SP 23 4 6 1.19 頁岩 北上山地

34“ 2ZO llT IW 石盤 A 完形 SP 18 3 4 0．55 頁魁 北上山地

34“ 223 北側通路際表採 石盤 A 完形 SP 17 5 4 0．65 頁岩 北上山地

弧、 225 8T IW 石鐘 A SP 16 7 4 0.7Z 頁岩 北上山地

34蝿 232 nB7g Ⅱ屑 石鹸 A 完形 SP 19 6 6 l今24 頁岩 北上m地

弧的 璽5 nB8f Ⅱ屑下位 石鹸 A 完形 SP 22 5 4 0．81 頁岩 北上ulit

34 0 237 5区炎土 石鮭 A 完形 SP 1s 3 3 0.46 頁岩 北上山地

34 1 群5 5区表土 石盤 A 完形 SP 】5 3 3 0.26 頁岩 北上山地

34 2 248 nB8g Ⅱ屑下位 石鹸 A 完形 SP 28 4 4 1．21 頁岩 北Hh"

弧 3 2印 8T排土 石鹸 A SP 】9 4 4 0．67 頁岩 北_tu雌

34 4 262 nB8g Nn頚Ⅱ刺下位 石懲 A SP 25 3 5 1.02 頁岩 北上山地

34 5 2“ 8T Ⅱ－③ 石鹸 A SP 23 3 3 0．55 頁岩 北上山地

34 6 2“ nB9g Ⅱ用下位 石鹸 A SP 21 2 5 0．96 頁岩 北上山地

弧 7 Z的 nB7g Ⅱ剛 石鹸 A 完形 SP 熱を受けている。 23 6 5 1.“ 頁岩 北剛l1n

34 8 270 nB7h Ⅱ層 石鑑 A SF 17 I 3 q26 頁岩 北上山地

34 9 ”2 5区我土 石蝕 A 完形 SP 24 6 5 0.94 頁岩 北上山地



表105石器・石製品観察表(38)

－
吋
全
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掲載 連秀 出土地点・届位 善種 形態 分頚 完形 剥睡技術 佃 考 長き(画） 輻〔国 厚さ(四） 亜鼠(座） 石 質 原産地

3420 班 3区Ⅱ屑 石鼓 A SP 18 3 5 0.8 頁岩 北H1｣地

3421 301 3区北西Ⅱ咽 石鹸 A 完形 SP 16 1 3 0．33 頁岩 北laul地

弧22 皿 nB6f lM 石鹸 A SP 24 2 5 0．92 頁岩 北上山地

3423 邪 3区表土 石鮭 A 完形 SP 14 5 3 0．4 頁岩 』上IQ山地

3424 班 3区南西Ⅱ層 石鹸 A 完形 SP 27 7 3 0.“ 頁岩 北上山地

3425 311 nB7h IW_lz而 石鹸 A 完形 SP 23 2 4 0．72 頁岩 北上山地

3426 315 nB8g Ⅱ厨 石鮭 A SP 6 3 4 0．54 頁岩 北km地

3427 317 nB9j Ⅱ咽上面 石厳 A 完形 SP 5 5 5 0．89 頁岩 北Mu地

澱調 318 南西Ⅱ屈 石鹸 A 完形 SP 8 5 3 0．4 頁岩 北LIIIM

弧” 322 5区表土 石鹸 A 完形 SP 9 6 4 0．81 頁岩 北上u1地

輿30 3酒 北東Ⅱ届 石鹸 A SP 9 4 5 0.84 頁岩 北上山地

郵31 327 3区北西Ⅱ墹 石鑑 A 完形 SP 4 1 4 0.29 頁岩 北上山地

3432 328 UB5f Ⅱ刺 石鹸 A SP 24 6 6 I.“ 頁岩 北上山地

3433 332 3区表土 石厳 A SP 26 8 3 1.m 頁岩 北上山地

3434 339 IB8f Ⅱ肘 石鑑 A 完形 SP 20 3 5 0.69 頁岩 北上山地

3435 郵5 nB10i lW 石鑑 A 完形 SP 23 7 3 0.72 頁岩 北lalh地

郵36 輿9 8T Ⅱ－③ 石厳 A 完形 SP 24 3 3 0．75 頁岩 北上山地

3437 35s nB8f Ⅱ刺 石雄 A SP 14 9 3 0.24 頁岩 北上山地

3438 356 UB9i Ⅱ判下位 石鹸 A 完形 SP 表面の風化が激しい。 26 6 6 1.83 頁岩 北卜m地

3439 知 5区南娼表土 石鹸 A 完形 SP 18 5 3 0.58 頁岩 北上山地

3“0 苑I 8T Ⅱ－③ 石鮭 A 完形 SP 15 3 3 0.28 頁岩 北上山地

弧41 麺2 5区南娼表土 石鹸 A SP 21 9 5 1.m 頁岩 北上山地

弧42 3“ 8T Ⅱ一③ 石鑑 A 完形 SP 18 2 2 0．31 頁岩 北上山地

卿43 麺 5区南娼Ⅱ－① 石鐘 A 完形 SP 18 4 4 0.53 頁岩 北上山地

卿“ 375 1 1T表土(I層） 石鮭 A 完形 sⅣ鋸歯 15 2 3 0．25 頁岩 北上山地

3“5 ”7 UB8j n届下位 石鮫 A SP 13 3 3 O･鄭 赤色頁勝 北Lll｣地

3“6 餌7 mBle Ⅱ卿 石雄 A 完形 SP 26 20 7 2.6 頁岩 北上山地

3“7 “8 nB10e mW｣厘面 石厳 A 完形 SP 32 24 5 2．71 頁岩 北Llll地

3“8 20知 nBlOf p闇 石鮭 A 完形 SP 33 3 6 1．41 赤色頁岩 北上山地

3“9 2341 UB5f区包含圏蝋色土 石錐 A 破損 17 6 5 1.1 頁岩 北上山地

3450 2349 UB6c区ベルト 石厳 A 破損 19 7 4 0．85 頁岩 北上山地

3451 2350 nB6f トレンチ 2層 石鮭 A 破損 30 6 4 0．97 頁岩 北lalll地

3452 2353 nB6h黙世士 石鮭 A 破損 】4 3 25 0．38 頁岩 北上山地

3453 2356 nB6i区深掘 石鮭 A 完形 SP 29 7 4 0．86 珪質頁岩 北Lul地

弧54 2357 nB6i区深掘 石鹸 A SP 22 6 3 0．49 頁岩 北上11地



表106石器・石製品観察表(39)

Ｉ
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両
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掲載 連溢 出土地血・肘位 器仙 形態 分飢 完形 剥腫技術 佃 考 長さ(画） 幅(皿ョ 厚さ(画） 砿量(9) 石 質 脈巌地

3455 2361 nB7f区ベルト (2E) 石鹸 A 完形 SP ” 6 5 1.“ 頁岩 北上山地

3456 23侭 nB7g区ベルト (1E) 石鹸 A 完形 SP 27 ２ 6 1.18 頁岩 北上11l地

3457 23“ UB7g区 1， 2咽ベルト 石鹸 A 完形 SP 25 4 3 0.“ 頁岩 北上111地

3458 23“ nB7h区深掘 石鹸 A 完形 SP 22 7 4 0.65 頁岩 北上1h地

34” 2麺 nB7h区深掘 石鹸 A 完形 SP 16 4 4 Q6l 珪質頁岩 北上山地

調釦 2” nB7i区深掘2刷 石鹸 A 完形 SP 21 3 5 0.93 頁岩 北上111地

型61 2372 nB7j区3軒深掘 石鹸 A 破柵 17 15.5 4s 0.85 頁岩 北上111地

弧飽 郵73 nB7j区 1， 2脳ベルト 石触 A 完形 SP 15 12 4 0.36 頁岩 北上ⅡI地

3463 2374 nB7j区 1， 2吋ベルト 石懲 A 完形 SP ” 13 4 0〃 頁岩 北上111地

34“ 2391 nB71区ベルト2届 石鎧 A 破拙 26 13 3 0．56 頁岩 北上山地

3465 2393 nB7f区ベルト2園 石鹸 A 破拙 21.5 12.5 5 Q89 頁岩 北上山地

34“ 2395 nB7胆包含咽 石鮭 A 破拙 21 3 4 1.72 赤色頁岩 北上111地

3467 課67 nB8f区表採 石鮭 A 完形 SP 藩部にタール状付着物 2S 2 6 1.12 頁岩 北上lll地

3“8 24⑬ nB8f区ベルトl屑 石鹸 A 破捌 21.5 4 5 1.28 頁岩 北上山地

3469 2471 nB8f区ベルト2咽 石厳 A 完形 SP 24 8 6 2.16 頁岩 北上111地

3470 2474 nB88区 2咽 石鮭 A 完形 SP ” 3 5 0.71 頁岩 北上ll1地

3471 郡75 nB8h区照褐色土 石鹸 A SP 28 2 5 0.” 頁岩 北上1I1地

3472 2477 nB8 区 トレンチ 石厳 A SP 18 5 5 0．91 頁岩 北上山地

弧73 2479 UB8 区 トレンチ 石鮭 A 破悩 19 4 4 Q89 頁岩 北kllln

弧74 2480 nB8 トレンチ 石鹸 A 完形 SP 24 20 6 1.“ 頁岩 北上山地

訓75 2482 nB8 腫 卜レンチ 石鮭 A 破柵 19 4 3 0‘62 閲岩 北.上i11地

3476 2483 UB8 区深掘3層 石鎧 A 破捌 17 I 3 0．31 珪質頁岩 不明

3477 型鯛 nB8j区2屑ベルト 石鮭 A 破柵異形石器？ 15 9 ユ5 0.“ 玉ずい（めのう） 不明

3478 25“ nB9h区ベルト邪 石鹸 A 完形 SP 20 3 6 0，95 頁岩 北上山地

3479 湾02 nB9h区深掘 石鰹 A 完形 SP 16 4 3 0.32 頁岩 北HIIhh

弧80 2” nB9i区 トレンチ 石鹸 A 完形 SP 17 6 4 O⑱ 頁岩 北上山地

3481 2“ nB9j区 1層烈色土 石鮭 A SP 29 6 4 1.31 頁岩 北上山地

3482 2” nB9j区 2層 石錐 A 完形 SP 15 2 4 0．38 頁粉 北｣JI地

3483 2610 nB9j区 2層 石鮭 A SP 雪 3 4 0.桝 玉ずい（めのう） 不璃

3484 2611 nB9j区2層 石厳 A 破拙 18s 4 3 0.印 頁活 北上山地

3485 麺17 nB9jIX 2層上郁 石鹸 A 完形 SP 18 8 4 0.88 頁浴 北.tul地

3486 2619 nB9j区 2層上部 石厳 A 完形 SP 20 21 4 1.21 頁岩 北上山地

3487 26加 ⅡB9 区 2屑上部 石鮭 A SP 19 16 3 045 頁岩 北上山地

3488 2621 ⅡB9 区 2層上部 石鮭 A SP 16 13 3 Qお 頁浴 北上111地

3489 2625 ⅡB9 区2層上筋 石鑑 A 破捌 22 18 4 0．63 頁揚 北上111地



表107石器・石製品観察表(40)
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掲戟 連昏 出土地点・刷位 番種 形理 分類 完形 剥睦技術 憶 考 長さ(画） 輻(画） I製さ(国） 煎量(9) 石 賀 原産地

34” 2628 nB9j区 2屈上師 石鹸 A 破投 16 18 2.5 0．68 頁岩 北上山地

3491 2“0 nB9i区 2届上郷 石鹸 A 破損 15 14 3 0．54 頁岩 北Lm地

3492 2⑱2 nB9j区ベルト （1W東） 石蝕 A SP 14 10 3 0．28 頁岩 北上山地

興卯 2⑱3 UB9j区2層検出 石鹸 A 完形 SP 8 8 3 0．11 頁岩 北lzm地

34餌 泌舞 nB9j区2届検出 石蹴 A SP 18 6 3 0．53 頁岩 北上山地

3495 2639 UB9j区 2層検出 石餓 A 破禍 25 4 3 1.鯉 頁岩 北上m地

34％ 2“0 nB9j区深掘 石鮭 A 完形 SP 剥隈技術分折 47 7 6 3.82 頁岩 北上山地

弧97 2“1 mB h②住埋土 石盤 A SP 19 Z 3 0．56 頁岩 北上山趣

3498 2“3 mB i区 2届 石餓 A SP 16 2 3 0.“ 頁岩 北上u1地

3499 2“I mB i区3届 石蝕 A 完形 SP 21 7 4 0.75 頁岩 北上Ⅱl地

お伽 2“ mB j 2層 石陛 A 完形 SP 21 7 5 1．11 頁岩 北上山地

3501 2“3 mB j配石周辺の2間 石陛 A 完形 SP 23 7 4 0.88 頁岩 北上山地

3502 2“5 mB j配石周辺の2層 石蝕 A 破損 11．5 3 2.5 0.28 頁岩 北上山地

3”3 2唖 mB j配石周辺の2瞳 石蝕 A 破損 15.5 4 3.5 0，61 玉ずい（めのう） 不明

35“ 2唖 mB j区2層 石触 A SP 18 5 4 0．62 頁岩 北上山地

3305 2670 mB j区 2層 石盤 A 破損 20 7 2．5 0.5 頁岩 北上山地

351賂 2672 mB j区 2層 石磁 A 破損 18 8 3 1.m 頁岩 北上山地

35m 2674 mB j区 2層 石雌 A 破損 17 5 4 1.05 頁岩 北上山地

3508 2675 mB j区 2層 石盤 A 破損 四 5 3 0.7 頁岩 北上山地

35” 2676 mB j区 2層 石鐙 A 破損 13
う
』 3 0.33 頁岩 北上山地

35 0 26万 mB j区 2層 石麟 A 破掻 23 3 3 0.48 赤色頁溌 北上山地

3s I 2御8 mB j区2層 石鎧 A 完形 SP 15 4 3 ().24 頁岩 ●化上山地

3s ２ 2679 mB j区 2層 石鍾 A 完形 SP 20 6 6 1.22 頁岩 北上山地

3s 3 2“0 ⅢB j区深掘 石殿 A SP 27 7 4 1．07 頁岩 北上山地

3s 4 2“4 埋めもどし土 石触 A 破拙 23.5 5 6 1.42 珪質頁沿 北上山地

3s 5 2687 表採 ｲi鉱 A 定形 SP 23 6 4 0．68 頁岩 北上山地

35 6 2722 nBlOi区2層 石鮭 A 完形 SP 16 1 4 0.3 頁岩 北上山地

35 7 2723 nBlOi区2層 石鰹 A 完形 SP 19 ２ 4 0．51 頁岩 北上山地

35 8 2724 UBlOi区2用 石鹸 A 完形 SP 】9 4 5 0．79 頁岩 北上山地

35 9 2726 nBlOi区2咽 石鹸 A 破描 20 6 3.5 0．62 頁岩 北上山地

35” 2728 nBlOi区 2層 石墜 A 破描 】6 7 2-5 0．43 頁岩 北上山地

3521 27知 ⅡBlOi区2W12" 石蟻 A SP 基部にタール状物付着 25 4 3 0．67 頁岩 北上山地

3522 2731 nBlOi区2咽上郁 石触 A 破損 25 5 ユ5 0．57 頁岩 北上山地

3523 2732 nBlOi区2咽上部 石蝕 A 破損 12．5 4 2 0．42 頁岩 北上山地

3524 27到 nBlOi区2咽上郁 石鐙 A 定形 SP 】8 4 4 0．59 頁岩 北上山地



表108石器・石製品観察表(41)
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掲載 連番 出土地点・墹位 醤祉 形悪 分碩 完形 剥躍技術 愉 考 腿さ(皿） 棚(画） 厚き(函） 誼賦（9) 石 賀 原産地

35酒 2735 nB Oi区2屑上郎 石鮭 A 破抽 18 19 ２ 056 頁岩 北HII"

3526 27苑 ⅡB Oi区2層上部 石鹸 A 破損 26 26 4 0．93 頁岩 北上山地

3527 2737 ⅡB Oi区ベルト 石鮭 A SP 17 4 3 0．47 頁岩 北lz山地

3528 2746 ⅡB 0j区 1層 石錘 A 破損アスファルト付輔 】6 4 Z5 0．47 頁岩 北上m地

3529 2749 nB oj区2届 石鮭 A 破損 22 7 4 1．11 珪質頁岩 北上山地

3530 2750 ⅡB oj区2層 石鹸 A 31.s 5 4 1.56 頁岩 北上山地

3531 2752 ⅡB oj区 2層 石鮭 A 破捌 13 6 3 0.34 赤色頁岩 北Lu地

3532 刀53 ⅡB 0j区2層 石畦 A 破損 】7 6 3 0．55 珪質頁岩 北_tm地

3533 2754 ⅡB 0j区2届 石鹸 A 破損 17.s 3 3 044 頁岩 北上M地

3534 27弱 ⅡB oj区2層 石鹸 A 完形 SP 29 3 4 0.88 頁岩 北上m地

3535 27発 nB oj区2層 石鰹 A SP 14 2 3 0.29 珪質頁岩 北上山地

3536 刀59 ⅡB 0j区 2増 石鮭 A SP 18 7 5 0.7 頁岩 北上山地

3537 27釦 ⅡB 0j区2咽 石厳 A 完形 SP うぅ
~~ 5 3 0.56 頁岩 北上u地

3538 2761 ⅡB oj区2層 石厳 A 完形 SP 7 7 4 0.62 頁岩 北上山地

3539 276Z ⅡB oj区2層 石鮭 A SP 2 1 4 0.31 珪質頁岩 北上山地

3540 幻63 ⅡB oj区 2増 石鹸 A SP 6 4 3 0.31 頁岩 北Lu1地

3卿I 27“ ⅡB 0j区2届上郁 石墜 A 破損 4 8 3 0.51 頁岩 北上m地

3認2 27印 ⅡB oj区2眉上部 石陛 A 破損 9 3 3 0．52 頁岩 北上山地

3543 27⑲ ⅡB oj区2眉ベルト 石鐘 A SP 2 4 3 0.32 頁岩 北&山地

3544 2771 ⅡC a区2層 石鹸 A 完形 SP 3 2 3 0.27 玉ずい（めのう） 不明

3興5 2772 ⅡC a区 2層 石盤 A 完形 SP 剥隆技術分研 21 7 4 0．91 赤色頁岩 北上m地

3剥6 2774 nC7h区 2層上～中位 石鹸 A SP 13 6 3 0.35 玉ずい（めのう） 不開

3斜7 2782 nC9a②土坑 石鹸 A 破捌 23 3 4 0.83 赤色頁岩 北k山地

3548 27“ nc9a区 l層ベルト 石雄 A SP 11 1 3 0.24 黒曜石 花泉

3549 2785 nC9a区 1， 2屑 石鮭 A 破損アスファルト付弱 15 5 3 0．44 頁岩 北上山地

3550 2786 nC9a区 1 ．2屑 石雄 A 破捌 22 5 3 0．67 玉ずい（めのう） 不明

35s’ 2789 nC9a区 2層 石鐘 A 完形 SP 24 7 4 0.脚 頁岩 北上m地

3552 27“ nC9n区2層下位 石陛 A 完形 SP 顔 6 3 0．5 頁岩 北k山地

3553 27” nC9n区 2層ベルト 石雄 A 完形 SP 16 4 3 0.” 赤色頁沿 北上山地

35郵 2816 ⅡC Oa区2層 石嘩 A SP 16 3 3 0.36 頁岩 北Lu地

355s 2819 ⅡC Oa区 2層 石鮭 A 完形 SP 19 2 3 0.41 凝灰岩 北上山地

3556 28” ⅡC Oa区2層 石鹸 A 完形 SP 23 8 6 1.52 頁岩 北上山地

3557 魂24 ⅡC Oa区2増下位 石厳 A 破損 21 13.5 2.5 0．5 頁岩 北Lm地

3s58 2826 ⅡC Oa区 2瑠中～下位 石錘 A 破損 18 11 3 Q“ 頁岩 北上山地

35” 28羽 nC Oa区2届凪深掘 石鹸 A 破損 ” 12 3 0．46 頁岩 北上山地
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掲載 連許 出十地点・咽位 器種 形亜 分類 完形 剥隆技術 憶 考 長さ(画） 錨(画） 厚き(唾） 爪量(9) 石 質 原産地

3s“ 泌53 mcla区2層 石餓 A SP 7 13 3 042 頁岩 北_tm地

3561 2856 mcla区2層下部 石鮭 A SP 8 【7 4 0.“ 凝灰岩 北上山地

3562 28砂 UB6h区Ⅱ層検出 石餓 A 破掴 2 13.s 2 0.38 頁岩 北_L山地

3563 2878 nB7i区深掘2層 石醸 A 破拙 3 15.5 ２ 0.39 頁岩 北上山地

35“ 麺2 nB7j区、眉深掘 石醸 A 破損 6 14 4 0.73 頁岩 北_km地

3565 3228 nB7h区深掘トレンチ 石酸 A 完形 8 12 3 0.45 頁岩 上卜山錨

3566 3酒S nB8i区 トレンチ部 石蝕 A 破掴 9 18 3s 0．5 頁岩 北｣a山地

3567 3麺 nB8j区にぶい繭縄色土 石鹸 A 破扱 21 12s 3 0.6 頁岩 北上山地

35銘 3浬9 nB8h区 トレンチ 石鮭 A 完形 湖 18 4 0.餌 頁岩 北上山地

3s的 3窪 UB9j 2墹埋土下層 石鹸 A 完形 型 15 3 0.6 頁岩 北,_tu"

3570 3沙8 mB4h区 トレンチ 石鹸 A 破損 17 15 25 0.55 頁岩 北上山地

3571 3316 UB7e区包含墹冊褐色十 石鹸 A 破棚 17 17.5 3 0.98 頁岩 北上山地

3572 3317 nB9f表採 石鮭 A 完形 SP 17 7 5 1-碗 赤色頁岩 北_t山地

3573 33】8 nB6h区検出 石鹸 A 完形 SP 20 3 4 0.74 めのう 不明

3574 33釦 nB7i区検出中 石触 A 破拙 8 8 3 0.“ 頁岩 北上山地

3575 3324 nB9j区 2届上部 石鹸 A 完形 SP 剥陸技術分析 8 5 3 0.5 瓢昭石 花泉

3576 33西 nB6h区Ⅱ屈 石鹸 A 完形 SP 9 3 4 0.57 頁岩 北上山地

3577 33麺 UB3g トレンチ 石陛 A 破捌 6 7 4 0.” 頁岩 北k山地

3s78 3329 UC9b区埋めもどし土 石鹸 A 破拙 6 3 3 0，31 頁岩 北上山地

3579 33知 nB 0i区 2屑 石鹸 A 破揃 13s 3 2．5 0.49 鼎珊石 花泉

3580 3331 ⅢC a区 2届 石鹸 A 完形 SP 18 Z 4 0.42 赤色頁岩 北上山地

3581 3335 mB j配石周辺の2咽 石鹸 A SP 剥躍技衞分折 28 20 6 0．58 赤色頁岩 北上山地

3582 33妬 mB j区2壇 石鮭 A 破抽 17s 4 3 2.“ 頁岩 北上山地

3583 3337 ⅢB i区2届 石鹸 A 破描 21 3 2．5 0．44 頁岩 北上山地

3584 3341 UB7h区検出 石鹸 A 破損 18 I 3 0．42 頁浴 北上山地

358s 3342 mBli区 2切 石鮭 A 破捌 15 7 3 0．54 頁壗 北上山地

3586 3351 UB10i区2脳黒褐色土 石鹸 A 破損 165 4 3s 0．91 頁沿 北上山地

3587 3361 UBlOi区2厨 石雛 】 A SP 喪面に大きく快りを入れ、表面

に般終の扶り加工を行う。

19 1s 5 0．86 照昭石 花泉

3588 3猫3 nB7f区包含届（褐色土） 石鹸 A SP 披熱 ” 20 5 1．11 頁岩 北上山地

35” 3麺 UB5f区包含咽（褐色土） 石鮭 A 完形 SP 16 4 5 0.79 頁岩 北上山地

35” 33町 nB9f表採 石麟 A SP 15 3 3 0.35 頁岩 北上山地

3591 3373 UB7h区検出 石鐙 A 完形 SP 22 5 5 0.85 頁岩 北上lⅡ地

3592 3377 mcla区2層 石錘 A 破拙 11 I 4 0．19 凝灰岩 北上山地

3593 3379 UB4h区 トレンチ 石陛 A 破拙 23 3 3 0.7 頁岩 北上山地



表110石器・石製品観察表(43)
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掲載 逗喬 出土地点・届位 器翻 形態 分顛 完形 剥娃技術 備 考 腿さ(画） "(m 厚さ(m) 璽量(9) 石 質 脱産地

35“ 3382 nB5鰹包含層（褐色土） 石鹸 A 破拙 22.5 6 4．5 1.03 赤色頁岩 北上山地

3”5 33妬 mc a区 2届下部 石鑑 A 破拙 16 5 2-5 0．46 頁岩 北上山地

3s％ 3387 mc a区2層 石懲 A 完形 SP 1s 4 4 0．36 照曜石 花泉

3597 33” mc 0a区2屑下位 石鮫 A 破捌 20.5 4 3 0．72 めのう 9〕

3598 3395 ⅡB oj区 2層 石鍍 A 破拙付若物 11 3 2－s 0.34 頁岩 北上山地

35” 調、 ⅡC Oa区2間 石盤 A 完形 SP 22 5 4 0.“ めのう 不明

3m 梨12 nB9j区2増上部 石鹸 A 破棚 19 6 2．s 0.5 頁岩 北Lu地

3㈹1 翼15 mBIj区 2崎 石懲 A 破棚 22 21 5 2.3 頁岩 北上山地

3“2 訓21 ncloa区 2層 石盤 A 完形 SP 16 4 2 0．33 頁岩 北卜山地

3㈹3 到如 nBlOi区瓢褐色土2燗 石鹸 A 破拙 23 5 3 0.88 頁岩 北上山地

3“ 甥Z nB7c区包含墹照褐色士 石触 A SP 2S 6 6 1．91 凝灰岩 北上山地

3㈹5 34“ HC9a区 2燗 石鮭 A SP 24 8 5 1.58 頁岩 北上山地

3“ 調鋤 nC9a区 1咽 石盤 A 完形 SP 17 4 4 0.49 珪質頁岩 北上山地

3釦7 弧87 UB6f区黒褐色土 石懲 A 完形 SP 15 3 4 0.45 頁岩 北上山地

3噸 梨88 nB5f区表採 石鎧 A 完形 SP 21 4 4 0．82 頁岩 北上山地

36脚 3513 nB7c区包含届黒褐色土 石鹸 A SP 5 5 4 0.59 黒曜石 花泉

36 0 3515 nB6i採掘 トレンチ 石鮭 A 完形 SP 5 4 3 0．38 照蝦石 花胤

36 1 3516 nB7i区深把2層 石鹸 A 破拙 4 4 3 0.“ 照明石 花泉

36 ２ 35汐 nB8j 2墹中～下 石鑑 A 完形 SP 剥離技術分祈 9 6 4 0.35 隅曜石 花泉

36 3 3533 nB9h区深掘 石鹸 A SP 9 4 4 0．68 燃曜石 花泉

苑 4 3536 nB9i区 2明上部 石鹸 A 破拙 6 5 2S 0．57 照躍石 花泉

36 5 3539 nB8f区ベルト 2届 石鹸 A SP 5 0 4 0．45 黙昭石 花泉

36 6 35剥 mB4h区 トレンチ 石鮭 A 破拙 9 3 3 0．54 期咄石 花泉

36 7 3579 ncla区 2閲 石鮭 A SP ２ 9 3 0．13 鵬曜石 花泉

36 8 35” UClOalX 2W 石鐡 A SP 6 4 3 0．41 鵬曜石 花泉

36 9 35” nB6f区包含咽（褐色土） 石鐘 A 破拙 7 4 3 0．55 照昭石 花泉

3620 3593 UClOa区2咽 石鮭 A SP 3 0 3 0，25 M咄石 花泉

3621 35“ UB7i区 トレンチ 石鮭 A SP 23 5 10 2.“ 隅昭石 花泉

36漣 3” nB4h区 トレンチ 石鮭 A 完形 SP 剥陸技術分析 3 0 3 0.27 M曜石 花泉

36お 3噸 nBlOi区2増 石鮭 A 完形 SP 9 9 4 0.39 黒曜石 花泉

3塊4 3619 UB8i区 トレンチ部 石鮭 A 完形 SP I 3 3 0.21 棚昭石 花泉

36番 3⑱5 mBlj区 2糊 石鮭 A SP 7 2 3 0.3 照昭石 花泉

3626 3636 nB7g区 トレンチ 2眉 石懲 A SP 6 2 5 0.53 照昭石 花泉

3627 3“0 mBIj区2眉 石鮭 A SP 3 3 3 0.25 照唯石 花泉

3628 3“2 mBlj区2咽 石雌 A SP 剥陛技術分析 20 5 4 0．6 鵬昭石 花泉
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掲載 連誘 出十地点・墹位 讐種 形悪 分類 完形 剥陸技術 憶 考 民さ《唾） 蝿(函） 厚さ(唾》 欣母(9) 石 質 原産地

3629 3“3 mBlj区 2届 石蛾 A SP 14 11 3 0.38 照昭石 花泉

3630 3“9 nB9i区炭化物含む肌色十 石触 A SP 15 10 3 0．3 照咽石 花泉

3631 ““ nB3g区Ⅱ墹 石触 A 完形 16s 8 L5 0.11 照昭石 花泉

3632 ““ UB3g区Ⅱ咽 石陛 A 完形 18 10 3．5 053 頁岩 北上山地

妬33 判】3 UB4g区Ⅱ層 石陛 A 完形 18 13．5 6 0．8 照咄石 花泉

3634 4414 UB4g区Ⅱ咽 石触 A 完形 矢柄装着梗付務物 21 12 3s 0.73 頁岩 北上山地

3635 441s UB4g区 Ⅱ墹 石鹸 A 完形 12 12．5 3 0.25 頁岩 北Lmim

3636 “21 nB5g区Ⅱ糊 石触 A 完形 13 16 4 0.4 頁岩 北Lm地

妬37 判22 nB5g区Ⅱ咽 石殴 A 完形 湖 17 3 0.9 頁岩 北上山地

3638 “23 nB5gトレンチ上部 石鮭 A 完形 14s 10．5 2．5 0,塑 頁浴 北Lm地

3639 “24 IB5悪トレンチ上部 石蝕 A 完形 16s 13 3 0.54 貞溢 北lam地

3“0 4437 UB5h区Ⅱ墹 石鹸 A 完形 13.5 10.s 3．5 0.4 烈咄石 花泉

3“I …0 UB5hトレンチ 石蟻 A 完形 18.s 12 4 0.7 頁岩 北上山地

3“2 4“3 nB6e区 l脳 石厳 A 完形 24 13．5 4 0.98 頁器 北卜lll地

3“3 綱“ nB6e区 1用 石鹸 A 充形 19s 10 3 0.43 照昭石 花泉

3“4 4452 nB6h区 Ⅱ糊 石雌 A 充形 16 12 3．5 0.43 鼎咽石 花泉

3“5 “53 UB6h区Ⅱ図 石崖 A 完形 43 17 7 3.85 黒昭石 花泉

3“6 “55 UB6h区 Ⅱ籾 石陛 A 完形 20 16.s 5 0.88 頁岩 北上山地

3“7 判58 UB6h区 Ⅱ回 石鮭 A 完形 12s 12 3 0.34 頁岩 北上山地

3“8 ““ UB6 区 Ⅱ層 石雄 A 完形 20.5 14 2 0．27 頁岩 北上山地

3“9 判80 nB6 区 Ⅱ層 石雌 A 完形 矢捕渋着痕付着物 21 】5 3.5 0．6 頁器 北上山地

36” 4481 HB6 区 Ⅱ塒 石鹸 A 完形 矢柄装着痩付蔚物 18.5 14 3s 0．58 頁岩 北上山地

3“I “83 nB6 区Ⅱ咽 石厳 A 定形 17 13.5 3s 0.53 頁岩 北上山地

3652 45“ UB7e区 l屑 石錐 A 19.5 12.5 3 0．4 頁岩 北上山地

3“3 45” UB7e区 l層 石鑑 A 定形 矢柄装着痕付若物 16 13 3.5 0．36 頁搬 北上山地

36郷 4510 UB7e区 2眉 石畦 A 定形 23 12 5 0．92 肌昭石 花泉

苑55 45酒 UB7e区3aW 石歴 A
〆
〃 形 17 15．5 5 0．88 凝灰君 北上山地

3“6 4526 nB7e区3bW 石盤 A
Ｆ
ｙ 形 16 4

へ
〃
↑ 0.3 頁器 北上山地

3“7 4528 nB7f区 4層 石鹸 A
が
万 形 28s 8 6 1.87 頁岩 北上山地

3658 4531 nB7f区 l間 石醗 A
銀
減 形 38 6 5 2．17 頁岩 北上山地

3鰯9 4532 UB7f区 l層 石酸 A 定形 4 I 4 027 頁岩 北上山地

3卸 4537 UB7h区Ⅱ層 石酸 A 完形 5 4 ２ 0．46 頁岩 北上山地

3“1 4剥0 UB7h区 Ⅱ眉 石蝕 A 完形 8 3 3 043 頁岩 北上山地

3“2 4輿6 nB7i区Ⅱ咽 石蝕 A 完形 1 4 3 0．2 照咄石 花泉

3“3 4梨7 nB7i区Ⅱ厨 石餓 A 定形 8 7 6 0．98 頁岩 北上山地
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側載 連番 出土地点・層位 器樋 形態 分顛 完形 剥隆技術 備 考 促さ(m) 細(画） 厚き(m) 亜量(9) 石 質 鳳産地

3鯉 4弱1 ⅡB7 区Ⅱ層 石盤 A 破禍 18 18.s 3 0．48 頁岩 北nu地

3“5 4弱2 nB7 区Ⅱ咽 石蝕 A 完形 13 10s 25 0．2 照曜石 花泉

3錨 4557 ⅡB7 区Ⅱ屑 石鮭 A 完形 145 13.5 2．5 0．33 頁岩 北上山地

3“7 4558 ⅡB7 区 ロ咽 石鹸 A 完形 15 14 2 0．26 凧曜石 花泉

3“ 4弱9 nB7 区Ⅱ層 石鮭 A 完形 21 17 2J 0．65 頁岩 北Lm地

3” 4563 nB7 区Ⅱ咽 石盤 A 完形 16 12.s 3s 0.35 頁岩 北上山地

3670 4572 nB7 区Ⅱ燗 石盤 A 完形 18 13s 2 0.35 めのう 不明

3671 4576 HB7 区Ⅱ燗 石鹸 A 完形 18.5 10．5 3 0.35 頁岩 北上山地

3672 4379 UB7 区 Ⅱ厨 石鹸 A 完形 30 20.s 3 0.87 頁岩 北Hll地

3印3 45鱈 ⅡB7 トレンチ Ⅱ暇 石鮭 A 完形 矢柄裟蒲痕付着物 18s 13 3 0．41 頁岩 北上山地

3御4 4586 nB7 トレンチⅡ晒上邪 石盤 A 完形 20 17 2 0.48 赤色頁岩 北_上山地

3675 45” UB8h区Ⅱ墹 石盤 A 完形 11 14 2 0,23 頁岩 北上山地

3御6 4” UB9f区 l増 石盤 A 完形 13 11．5 2.5 0．24 頁岩 北上1l1地

3677 4610 ⅡB Oe区 l制 石鹸 A 完形 12 10 3 0.22 照曜石 花泉

3678 4612 ⅡB 0e区 l届 石蝕 A 完形 35s 21 5 2.8 頁岩 北上lll地

3印9 4621 nB 0e区3bE 石蝕 A 破損 17 11 6 0.82 頁岩 北fmit

3“ 4“ nB Oe区3bW 石厳 A 破損 20.5 12 5 1.26 頁岩 北_t山地

3681 46酒 ⅡB Oe区 l職 石鹸 A 完形 19 13.5 2 0.45 頁岩 北上山地

3682 4626 ⅡB Oe区4咽 石鮭 A 完形 11 1 2 0.2 頁岩 北kIIIMh

3“3 4632 ⅡB 0e区 3ag 石鮭 A 完形 付蒲物 16s 4 4 0.“ 頁岩 北.上山地

3“ 4638 mB e区 l喝 石鮭 A 完形 21 6 4s 0.95 頁岩 北上山地

3685 4“1 mB f区4脳 石鹸 A 完形 20 6 3s 0.73 頁岩 北上山地

3686 4“2 mB e区4別 石鮭 A 完形 15 2 3 0.2 頁岩 北上lll地

3687 4“7 mB e区 4届 石鹸 A 完形 24s 4 3 0．9 頁岩 北.上山勉

麺8 4653 mB e区 4層 石鮭 A 完形 IIS 9 2 0.12 照曜石 花泉

3餌9 4657 mB e区 4咽 石鮭 A 完形 13s 11.5 3 0.27 緑色頁岩 北Llll地

3卸 4659 mB e区4闇 石雄 A 完形 2】S 12 4,s 0．7 頁岩 北上山地

3㈱I 4卸 mB e区3ag 石崖 A 完形 17 14s 4 0．49 頁岩 北上山地

3砂2 唖3 mB e区 1層 石厳 A 完形 16s 15 3 0．48 照昭石 花泉

36” 4唖 mB e区3bg 石厳 A 完形 10 12.5 2 0．13 貝岩 北_L山地

36弾 4唖 mB2e区 4瑠 石鹸 A 完形 15 16 3 0．37 照昭石 花泉

”5 4671 南側岡査区Ⅱ間 石畦 A 完形 15s IIS 2S 0．24 肌昭石 花泉

3函 4釘6 北側間査区表採 石鮭 A 完形 16 18 3s 0.“ 頁岩 北上山地

3砂7 33 10T Ⅱ一① 石鹸 B 完形 16 12 ２ 0．39 肌咽石 花泉

3砂8 50 5区剛錨Ⅱ一① 石鹸 B 完形 18 14.5 5 1．01 照昭石 花泉
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掲載 連岳 出土地点・層位 器樋 形態 分剛 完形 剥睡技術 伽 考 畏さ(画） 堀(国 厚き(m) 砿趾(9) 石 質 原産地

3” 兜 5区IW篭Ⅱ－② 石鮭 B 完形 SP 16 3 3 0.46 照昭石 花泉

3m 12 nB5f ln 石盤 B 完形 SP 14 6 3 0.s2 頁岩 北上山地

3701 49 10T Ⅱ－② 石盤 B 完形 SP 21 9 7 2.35 頁岩 北l閏と山地

3702 52 8T南娼Ⅱ－① 石睡 B 完形 SP 15 3 4 0,47 頁岩 北HIIM

37鯛 61 8T南増Ⅱ－① 石鹸 B 完形 SP 19 4 3 0．51 頁岩 北卜山地

37“ 78 5区表土 石鮭 B 完形 SP 20 8 6 1.梨 頁岩 北上山地

3扣5 98 8T西W侭Ⅱ一① 石蝕 B 完形 SP 16 3 4 0.39 頁岩 北卜ll｣地

37“ 2m 8T西中央Ⅱ－① 石蝕 B 完形 SP 20 8 5 1.38 めのう 南郎北上

3707 218 5区変土 石鹸 B 完形 SP 27 7 8 2.25 頁岩 北トm地

37“ 267 5区表土 石鐙 B 完形 SP 19 20 8 2.07 頁岩 北lzm"

37” 班 5区南端Ⅱ－② 石盤 B 完形 SP うつ
←~ 21 8 3 珪質頁岩 北Mh地

37 0 郷 nB8f Ⅲ屑上位 石盤 B 完形 SP 39 18 5 2.27 頁岩 北上山地

37 1 397 nB9h Ⅱ喝卜而 石駐 B 完形 SP 鋤 19 10 4.08 頁岩 北卜山地

37 2 4羽 UB9f Ⅱ届 石鹸 B 完形 SP 6 17 4 0.83 頁岩 北上山地

37 3 453 nB8i Ⅱ屑 石鑑 B 完形 SP 8 20 5 1.54 頁岩 北Llll地

37 4 5“ nB8f Ⅱ層 石盤 B HⅣ平 9 3 4 0.“ 照昭石 花泉

37 5 581 nB5g区表土 石蝕 B 完形 SP 4 4 5 0.58 照昭石 花泉

37 6 735 nBloh Ⅱ剛_l全而 石鹸 B 完形 SP 3 1 ２ 0.21 頁岩 北Lm地

37 7 772 nB9g Ⅱ咽下位 石蝕 B 完形 SP 9 4 5 1．13 頁岩 北izlⅡ地

37 8 879 nB6 i Ⅱ咽下位 石厳 B 完形 SP 7 2 3 045 頁岩 北_lalu地

37 9 243 南西Ⅱ層 石錐 B 完形 SP 26 20 10 3.26 赤色頁岩 北←tlll地

37加 雪2 5区表土 石鮭 B 完形 SP 16 2 4 0,s2 頁岩 北卜.m地

3721 261 8T排土 石鎧 B 完形 SP 】6 3 5 0.“ 頁岩 北f山地

3722 2渦 5区表土 石盤 B SP 】9 2 4 0.57 頁岩 北_L1I地

3723 麹 UB9g Ⅱ層上面 石鹸 B 完形 SP 15 3 6 0.7 頁岩 北_HII"

37Z4 374 8T表土 石蝕 B 完形 SP 26 6 6 1．41 頁岩 北上山地

3725 郷I nB10e Ⅲ糊 石雌 B 完形 SP 21 5 5 1．1 頁岩 北_Hillt

3726 z調8 nB5i区深提トレンチ 石厳 B 破損 21 7 6 1.鈎 頁岩 北上山地

3727 23“ nB7i区深掘2層 石鹸 B 完形 SP 26 7 5 1．61 頁岩 北上Im地

3728 塑桝 nB8i区深掘 石鐘 B 破捌 型 20 8 3.13 珪質頁岩 北上山地

3729 2唖 nB9i区2層烈 石鹸 B 完形 SP 19 】4 6 1.1 頁岩 北Lm地

3730 2618 nB9j区2届上部 石鐡 B 完形 SP 16 16 4 0．68 頁岩 北上山地

3731 2637 nB9j区2屑検出 石鐘 B 破拙 27 16．5 4 1.38 頁岩 北上山地

373Z Z“5 mBli区2層 石鐘 B 完形 SP 15 16 5 0．91 赤色頁岩 北上山地

3733 2“3 埋めもどし土 石厳 B SP 未製品の可能性がある。 Z3 19 8 2．63 頁岩 北_ﾄm地
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側戟 連番 出土地貞・墹位 器棚 形製 分鎖 完形 剥雇技術 偏 考 催さ(画） 幅(画） 1Mき(国） 煎量(9) 石 髄 原産地

3734 2828 nClOaIX 2ma深掘 石鑑 B 23.5 15 4s 1.輿 頁岩 北別ll地

3735 2830 nCloa区深掘 石鹸 B 完形 SP 22 20 9 2.22 頁岩 北lgu1地

3736 32餌 mBlj区 2層 石畦 B 完形 18 17 6 1.” 頁岩 北上山地

3737 33弧 mBli区 2層 石鮭 B 完形 SP 27 18 6 2.毒 頁岩 北Lm地

3738 3弧5 nB5h区ベルト 石雄 B 破柵 17 16 2.5 0．71 頁岩 北卜山地

3739 … nB9i区 2届剛 石鮭 B 完形 17 13 4.s 093 頁岩 北1-山地

3740 3416 nBlOi区 2層上部 石鮭 B 破拙 13.5 14．5 3s 0,6 頁岩 北上山地

3741 3422 nB6i区ベルト2層 石錐 B 破捌 18 23 6 2.45 頁岩 北IQIIIhh

3742 … nB9h区 2層剛 石鍾 B 完形 SP ” 16 4 0.86 頁岩 北卜u1m

3743 卿“ nB7flX包含層（褐色土） 石錘 B SP 30 20 11 4.81 頁岩 北上山地

37“ 3617 nCloa区 2増 石鮭 B 18 17 4 0.92 照暇石 渦ノ倉

3745 45“ ⅡB7 区Ⅱ層 石鹸 B 完形 21 17s 4 0.” 頁岩 北上山地

3746 4582 ⅡB7 トレンチ Ⅱ層 石鐙 B 完形 30 22 6 2.86 頁岩 北上山地

3747 45” ⅡB7 トレンチ Ⅱ層 石鮭 B 完形 19 6 4s 1．17 頁岩 北上山地

3748 知 nB6h Ⅱ層上位 石鑑 C 完形 SP 身部に挟りあり 20 2 3 0.37 頁岩 北上山地

3749 2758 nB10j区 2層 石賎 C 完形 SP 剥隠技術分析 24 3 5 0.91 頁岩 北上11I地

3750 】” 8T南増Ⅱ－① 石鮭 ， 完形 SP 22 4 4 0．47 頁岩 北上山地

3751 295 5区南鵡Ⅱ－② 石験 ， 完形 SP 20 1 3 0.37 頁岩 北上山地

3752 332 nB9j Ⅱ層下位 石鍍 ， 完形 4 4 4 0.弘 頁粉 北上山地

3753 347 nB9j Ⅱ層下位 石鹸 ， 完形 SP 4 5 4 0.52 絃色珪質頁沿 北上山地

37興 3“ 8T Ⅱ屑1-2面 石鑑 ， SP 3 9 4 0.23 珪頂頁岩 北上山地

3755 679 nB5h l層 石盤 ， SP 5 2 4 0.35 頁掛 北上山地

3756 723 UBlOg 石蝕 ， SP 9 5 4 0．47 頁岩 北上山地

3757 8“ nB9i m層上面 石盤 ， 完形 SP 22 4 5 0．82 頁岩 北上山地

3758 2371 nB7j区 2暦深掘 石鍍 ， SP 12 2 4 0．35 玉ずい（めのう） 不明

3759 2673 mBlj区2層 石錐 ， 破拙 18s 7 2 0．33 頁岩 北上山地

37“ 3358 nB6i区 2層検出 石鹸 ， SP 16 2 4 0．3 頁岩 北上山地

3761 85 8T中央Ⅱ－① 石銭 E SI, 14 4 3 0．45 瓢昭石 花泉

3762 ” 8T南端Ⅱ－① 石盤 E 完形 SP 22 4 3 0．43 黒昭石 花泉

3763 ” 8T南嫡 Ⅱ一① 石鹸 E 完形 SP 5 9 3 0.】7 期昭石 花泉

37“ 脇 nB8j Ⅱ層上位 石鹸 E SP 4 0 3 0．24 照咄石 花泉

37“ 19 8T北嬉Ⅱ－① 石鮭 E 完形 SP 8 0 4 0．36 頁岩 北上山地

37“ 53 8T n－② 石盤 E 完形 SP 9 2 ２ 0．31 赤色頁岩 北上山地

3767 57 8T北端Ⅱ一① 石鼓 E 完形 SP 7 I ２ 0．23 頁岩 北上山地

37純 83 8T西中央南個Ⅱ－① 石懲 E 完形 SP 酒 3 5 0．85 頁岩 北上山地
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掲戦 連岳 出土地点・閣位 器極 形態 分顛 完形 剥離技術 備 考 腿さ(m) 佃(画 厚さ(唾） 煎量(9) 石 質 原産地

37砂 1餌 8T北側中央寄り Ⅱ一① 石陛 E 完形 SP 20 ２ 4 OS3 めのう 不明

3770 狸 8T中央削側Ⅱ－① 石鎧 E 完形 SP 25 6 4 0.82 頁岩 北上山地

3771 210 nBloj Ⅱ層上面 石雌 E SP 11 0 ２ 0.13 珪質頁岩 北上山地

3772 型3 8T Ⅱ－③ 石鹸 E 完形 SP 25 6 3 0.82 頁岩 北上山地

3773 訓5 5区南娼Ⅱ一① 石餓 E 完形 SP ” 3 3 Q49 頁岩 北_HIlia

3774 285 nB8i Ⅱ屑下位 石鹸 E 完形 SP 18 5 3 0.41 頁岩 北上山地

3775 289 nB8j Ⅱ層下位 石盤 E 完形 SP 21 4 4 0.58 頁岩 北上山地

3776 汐1 3号住居状遺物－24 石蟻 E 完形 S癩歯 17 Z 4 0,弧 めのう 南都北&

3777 3⑬ 5Ⅸ南端Ⅱ－② 石鹸 E SP 13 1 3 0.31 めのう 不畷

3778 3翼 nB8i Ⅱ閲下位 石歴 E SP 17 3 3 0.“ 頁岩 北上山地

3779 抑 nB9j n料下位 石蝕 E 完形 SP 24 4 5 0.88 頁岩 北上山地

3780 349 HB7h Ⅱ墹 石錐 E 完形 SP 14 2 4 0.3 めのう 不明

3781 3“ 8T Ⅱ屑上面 石戯 E 完形 SP 22 0 4 052 頁岩 北上山地

378Z 362 8T IW(表土） 石醸 E 完形 SP 18 3 5 0.73 頁岩 北上山地

3783 363 8T Ⅱ－③ 石蟻 E 完形 SP 17 0 3 023 めのう 南部北上

3784 “2 UB8i n脳'三面 石盤 E 完形 SP 14 1 3 0.26 めのう 南部北上

3785 7知 UB8i n網I弓面 石殿 E 完形 SF 20 0 3 0．38 珪質頁岩 北上山地

3786 7“ nB10i Ⅱ咽 石蝕 E 完形 SP 24 0 5 0．71 頁岩 北上山地

3787 I酒5 8T Ⅱ一③ 石鹸 E 完形 SP 2S 6 5 1．27 頁岩 北上山地

3788 2362 nB7f区ベルト (2") 府麟 E SP 塑 2 3 0．51 頁岩 北上山地

3789 詞兜 nB7 区 2屑深掘 石厳 E 完形 SP 21 3 4 0．75 玉ずい（めのう） 不明

37” 2476 UB8 区 トレンチ 石墜 E SP 13 I 3 0．22 頁岩 北上山地

3791 2481 UB8 区 トレンチ部 石鹸 E 完形 SP 20 7 4 0．98 赤色頁君 北上山地

3792 2614 UB9 区2層上部 石鹸 E SP 21 2 4 0.“ 赤色頁沿 北上111地

3793 2615 UB9 区 2層上部 石倣 E SP 1s 3 4 0．5 頁岩 北上山地

37“ Z6I6 nB9 区 2層上部 石鹸 E SP 剥隆技術分研 26 7 3 0.” 頁岩 北上Ⅱl地

37妬 2623 HB9 区 2増上部 石鹸 E 完形 SP 16 3 4 0．51 頁岩 北上l11地

37％ 2624 UB9 区 2層上部 石雌 E 完形 SP 18 3 3 0.38 頁岩 北上111地

3797 2635 nB9 区2層検出 石触 E SⅣ鋸閣 18 2 4 OS3 玉ずい（めのう） 不明

3798 2773 nC7h区2咽上～中位 石鹸 E 破損 19.s 17．5 3 0‘68 頁岩 北上ulim

37” 2781 nC9a 2層中～下位 石鮭 E 完形 SP 熱を受けている。 25 19 7 224 赤色頁君 北上111地

38“ Z7” nC9a区 2層 石鹸 E 破損 雪 15．5 4.2 1.“ 赤色頁岩 北上ul地

380】 Z791 nC9a区2屑 石蝕 E 破掴 19.5 18．5 3.5 1.27 赤色頁岩 北上山地

38m Z793 UC9a区 2明 石鹸 E SP 20 11 3 0.39 頁岩 北上山地

3803 2798 nC9a区 2咽ベルト 石磁 E 破損 27．5 15 4 1.28 頁岩 北上111地
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掲載 連待 出土地点・層位 器極 形態 分馴 完形 剥鮭技術 備 考 長さ(国） 職亟 厚さ(画） 重散(g) 石 質 原産地

3” 翼14 ncloa区 2暦 石墜 E 破拙 13 0 4 0,4s 赤色頁浴 北上1I1地

38砧 2815 nc10a区 2層 石触 E 完形 SP 22 3 5 0‘97 赤色頁岩 北上111地

38“ 2827 ncloa区 2層中～-ド位 石鹸 E 破拙 16 3 3.s 0.46 頁岩 北上山地

3” 3羽7 nB9j 2層理土下届 石幽 E 完形 録辺躍歯状 21 4 Z 0.48 頁岩 北上II1地

3脚8 3398 ncloa区深掘トレンチ（底） 石錘 E 破拙 21.5 4 2.s 0.67 珪質頁聯 北上山地

38⑬ “76 UB6 区Ⅱ厨 石蝕 E 完形 195 5 4 0．77 赤色頁岩 北上山地

38 0 斜87 nB6 区Ⅱ勵 石麟 E 完形 矢柄装着製付蒋物 21 4 4 0．57 頁岩 北上山地

38 1 4弱3 nB7 区Ⅱ層 石厳 E 完形 17．5 10．5 3 0．39 頁岩 北上山地

38 2 45” HB7 トレンチⅡ卿上郁 石鹸 E 完形 22 12．5 2S 0．49 頁岩 北上山地

38 3 7 5区表土 石餓 F SP 18 7 3 0．21 頁岩 北上山地

38 4 卿 8T南婚Ⅱ－① 石鮭 F 完形 SP 麺 9 5 0.“ 黒曜石 花泉

38 5 113 8T Ⅱ一③ 石餓 F 完形 SP 18 4 4 0.6 頁岩 北上山地

38 6 242 5区南掘Ⅱ－① 石鮫 F 完形 SP 15 0 4 0.42 めのう 不明

38 7 246 8T n－② 石鮭 F 完形 SP 34 5 7 2.15 頁岩 北上1hja

38 8 刀9 UBlOi Ⅱ届 石鹸 F SP 表面の風化が激しい。 16 0 5 0.52 頁岩 北上u1地

38 9 魂8 UB9j Ⅱ咽下位 石鮭 F 完形 SP 刀 3 4 0.“ 頁岩 北上山地

38” 456 IIB9j m増上面 石醗 F 完形 SP 18 8 3 0.24 頁岩 北_LIh地

3821 49Z nB4g表土 石鮭 F 完形 SP 27 8 7 2．01 頁岩 北上山地

38型 526 UB9i p圏 石盤 F 完形 HⅣ通 20 ２ 6 0.77 黒曜石 花泉

3823 779 UB9j Ⅱ層 石鮭 F 完形 SP 型 0 6 0.56 頁岩 北_Lu地

3824 23剥 UB6h区 Ⅱ層検出 石触 F 完形 SP 26 5 5 1.54 頁岩 北上山地

38酒 2“ mBli区2層 石厳 F 完形 SP 21 4 4 0.7 頁岩 北上m地

3826 2“2 mBlj配石周辺の2墹 石麟 1 F 完形 SP 錐郁にタール状付着物、剥姪技

術分析

23 10 5 0.“ 頁岩 北上山地

3827 2” mBlj区 2層 石盤 F SP 2S 2 4 0.79 玉ずい（めのう） 不明

3828 2721 nBloi区 2層 石鮭 F 2S I 5s 0.92 頁岩 北上山地

38” 27羽 UBlOi区2層上部 石蝕 F 完形 SP 石蝕？ 27 4 6 0.” 頁岩 北卜山地

3830 “61 UB6i区Ⅱ層 石蝕 F 完形 未製品？ 23 5 5．s 1,27 頁岩 北側ll地

3831 4知 nB7e区 l層 石鮫 F 完形 18 ２ 3 0．51 黒曜石 花泉

3832 4515 nB7e区3層 石鰹 F 完形 31 1 7 1.43 頁岩 北_tm地

3833 2812 ncloa区暗褐色士 石鹸 G 完形 SP 41 4 6 2.2 赤色頁岩 北剛i地

3834 32“ UB5h区 トレンチ 石鹸 G 完形 紡錘形 24 3 4 1.38 頁岩 北Lm地

3835 3438 nB4h区 トレンチ 石蝕 G SP 麺 1 6 1.14 頁岩 北Lu地

3836 “88 nB6i区Ⅱ屑 石蝕 G 完形 矢柄装着痩付蔚物 26 9 4 0．66 頁岩 北上山地

3837 13 8T中央南側 Ⅱ－① 石鹸 H 完形 27．5 18 7 2.弧 頁岩 北上山地
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掲戟 連呑 出土地点・間位 審種 形里 分顛 完形 剥薩技術 陶 考 長き(四） 蝿(唾 厚き(国） 堕艮(9) 石 質 厩産地

3838 3鯛 5区表土 石蝕 】 H 完形 SP 21 ， 6 1．85 赤色頁岩 北上山地

3839 423 nB8f Ⅱ層 石鹸 I H 完形 SP 23 8 6 1.“ 頁岩 北上山地

3鯛0 14発 3区 Ⅱ層 石鮭 1 H 完形 SP 26 8 8 3.“ 頁岩 北上山地

3鯛1 17師 10T Ⅱ－① 石鹸 I H 完形 SP 24 6 6 1.88 頁岩 北上山地

3842 27釦 UC8a及びⅡC9n区 1回 石鹸 1 H 完形 SP 17 ２ 5 0．81 赤色頁岩 北上u地

3843 3” nC9u区2層 石雌 1 H 完形 35 24 5 4.36 頁岩 北上山地

38判 群 5区IW婚Ⅱ－② 石鹸 1 I SP 17 5 4 0.73 珪質頁岩 北上山地

3845 粥 8T南婚Ⅱ一① 石鮭 ！ I SP 21 6 6 1.33 照昭石 花泉

3卿6 羽3 nB9j 石鮭 1 I SP 24 8 7 2．58 めのう 不明

3847 352 8T西中央南関 Ⅱ－① 石鹸 I I SP 被熱資料 32 8 4 1.3 頁岩 北上山地

3848 391 UB5f Ⅱ層下位 石鹸 I I SP 凹基鐘 22 4 4 1.0】 頁岩 北上山地

3849 3％ nB6 i土譽築中区M1④ 石鹸 1 I 完影 SP 13 9 3 0．27 めのう 不明

3850 4“ nB6g Ⅱ層 石鹸 1 I SP 12 16 4 0．56 頁岩 北上山地

3851 4“ mBlh 石雄 I I SP 凹基鑑 16 15 3 0．67 頁岩 北上山地

3“2 “I nB6i区胸19 m騨卜面 石鹸 1 I SP 円基 19 17 8 1．61 めのう 南部北上

3853 5通 8Tm層胎而 石鹸 I I SP 型 14 5 0．88 頁岩 北上山地

38輿 533 nB8h Ⅱ層下位 石厳 1 I 完形 SP 風化激しい 16 9 4 0．28 頁岩 北上山地

38弱 7印 nB8i lg 石鹸 】 I SP 索材は両極剥片。 20 14 3 0．51 緑色珪質頁岩 北上山地

38s6 1336 5区8T I層（我土） 石鑑 1 I SP 17 13 4 051 頁岩 北上山地

3857 2郵5 nB5h区 2層 石畦 I I 型 18 11 3.26 頁岩 北上山地

3858 2型7 nB5i区深掘トレンチ 石酸 I I 17 14 3 0．57 頁岩 北上山地

38匁 2352 UB6g包含層 石鮭 I I 31 22 7 4.43 頁岩 北上山地

38“ 四55 UB6h区Ⅱ層検出 石鮭 I I 21 2】 7 2.98 頁岩 北上山地

3861 2発7 nB7i区 1層（ベルト） 石鑑 I I 22 13 4 1.“ 赤色頁滑 北上山地

3862 2370 nB7j区 2層深掘 石鑑 1 I 有茎表裏付埼物 24.5 15．5 2.5 0．91 頁岩 北上山地

3863 23％ nB7h区深掘 1 雌 】 I 23 15 5 0.56 頁岩 北上山地

38“ 2470 nB8f区ベルトl層 1 鮭 1 I 22 17 6s 2‘42 頁岩 北上山地

3865 2478 UB8i区 トレンチ 石鮭 I I 20 12．5 4 0.88 頁岩 北上山地

38“ 2皿 nB9i区2層期 石餓 I I 23 9 6 2.39 頁岩 北上山地

3867 2“5 UB9i区 2層照 石厳 I I SP 23 7 5 1.“ 頁岩 北上1I1地

38“ 2612 nB9j区 2層 石醗 1 I 23s 7 55 2.59 頁岩 北上山地

38⑬ 2“6 mBli区2層 石磁 I I 型 6 6 2.0s 頁岩 北上山地

3870 2671 mBlj区2届 石蝕 I I 27.5 7 5 1.3 頁岩 北上山地

3871 Z7S7 nBlOj区2層 石鹸 I I SP 23 5 5 1.課 珪質頁沿 北上山地

3872 2765 nBlOj区2層上部 行醗 I I 21 9 3 2.02 頁岩 北上山地



表118石器・石製品観察表（51）

Ｉ
い
い
今
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掲載 連番 出土地点・層位 器枇 形態 分類 完形 剥離技術 備 考 畏苔(m) 帆(画 厚き(画） 正屋(9) 石 賀 猟産地

3873 2783 nC9a区 1層 石雌 1 I 崎 0 3 0．45 頁岩 北_Lm地

3874 2787 nC9a区 1， 2層 石厳 1 I SP 湖 9 6 2.“ 頁岩 北_Llll地

3師S 2788 nC9n区2層 石厳 1 I 19 8 3 1.15 頁岩 北上111地

3876 28m nB9j区照色土 石蝕 1 I 21 3 3.s 0．98 頁岩 北上山地

3877 2817 nClou区2層 石鮭 I I 18.5 8 4 1.22 頁岩 北_Llll地

3878 2970 nB6i区 1層ベルト 石鹸 1 I 18 5 3s Q” 頁岩 北_Lm地

3879 3239 nB7i③住埋土 石鹸 1 I 22 6 6 1．61 頁岩 北上山地

38鋤 3241 nB7j区深掘トレンチ 石盤 1 I 片偶調整 猫.5 21 9．5 6．57 赤色頁岩 北_L山地

3881 3”5 nB9h区2層（ベルト） 石鹸 1 I 26 18 6 a7 赤色頁岩 北HIIm

3882 3323 nB48区2層（トレンチ） 石盤 I I 21 15 4 0．94 頁岩 北_L山地

3883 3327 nB9h区2層（べﾙﾄ） 石鹸 I I SP 17 13 4 0.花 頁岩 北上山地

38割 33塑 nB7f区包含層（褐色士） 石鹸 1 I 24 16 4 1.48 頁岩 北上山地

3鱒5 3弧8 nB9j区2層上部 石鹸 1 I 有茎 15 13.5 4 048 照昭石 花泉

3886 3381 nB8j区ベルト2届 石鹸 1 I 20 16 4 1.15 頁岩 北上山地

3887 3392 nB7e区包含層無褐色土 石倣 I I 19 17 4s 1.25 興岩 北上山地

38鯛 33郷 nCloa区深掘トレンチ（底） 石鰹 I I ” 20.5 7 253 頁岩 北_ku地

3” 郡2 mB8h区 l層 石醗 1 I 酒 23 7s 3.79 頁岩 北上山地

38” 型17 nB9i区 トレンチ 石鹸 1 I ”､5 18.5 5．s 2．15 頁岩 北上山地

3糊1 輿23 mcl皿区2層 石鹸 1 I ． 21 19 5 0.％ 珪貿頁岩 北上lll地

38蛇 3436 nB8i区 石酸 1 I 酒 20 8 2.9 頁岩 北上11l地

3893 3453 nB6躯包含層（褐色土） 石醗 I 】 29 16 7 2．13 頁岩 北上山地

38“ 3474 ⅡB9 区 2届上部 石触 I I 15．5 13.5 5 1．01 頁岩 北klllhh

38鰯 3530 ⅡB8 2厨中～下 石磁 I I 6 11 3 0.35 照昭石 花泉

3銃 3537 ⅡB9 区 2層上部 石鹸 I I 5 11 ２ 0.29 照昭石 花泉

3897 3538 ⅡB9 区2層検出 石触 】 I 7 14．5 3.5 0.7 照昭石 花泉

3898 3553 mB4h区 トレンチ 石厳 】 I 8 16 6 1.31 期昭石 花泉

38” 35％ nB10j区2層 石醸 1 I 9 14 3 0.67 肌昭石 花製

3知 3” nB8j区黒褐色土 石霞 I 1 】.3 1.2 0ユ 0.28 肌昭石 花泉

3卯】 3” nB10 区2層 石盤 I I 18 14．5 4 0.餌 肌昭石 花泉

3”2 3610 ⅡB10 区2届中部 石盤 I I 19 】2 ユ5 0.57 鼎昭石 栂ノ倉

3”3 3615 ⅡBlO 区 2層 石懲 I I 麺 】3 45 0．83 鼎昭石 花泉

3” 38釦 nCloa区蹄褐色土 石鹸 1 I 有茎 釦 】3 5 M6 頁岩 北.上山地

3905 1噸 nB7e Ⅱ層上面 尖賦跨 2 45 割 10 8．7 頁岩 北.t山地

3班 1121 nBlOg Ⅱ暦 尖頭盤 ２ ⑲ 26 9 14.48 頁岩 北_km地

3”7 2121 10T n－② 尖訓蕃 ２ 57.5 23 13s 16.69 頁岩 北上山地



器・石製品観察表（52）9
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獣
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掲載 連呑 出土地点・届位 善極 形懇 分類 完形 剥蛙技術 愉 考 艮さ(画） 幅(唖） 厚き(画） 並母(9) 石 賀 原産地

3”8 麺I nB9h区深掘 ツ 顧馨 2 35 型 0 8.“ 赤色頁岩 北卜Ill地

3知 麺8 uC9a区2層 ツ 頭譽 2 凹基石鮭橡 51s 27 0 10.49 頁岩 jヒト山地

39 0 3“9 UC9a区2脳 ツ 頭器 2 破摘石蟻？ 39 20 0 8.m 頁岩 北上山地

39 1 班3 nclon区 リ 頭器 2 71 23 I 16.23 頁岩 北ト山地

39 2 知9 埋めもどし土石器 訓 頭器 2 49.s 24.5 3 14.88 頁岩 jtHII地

39 3 4” UB5gトレンチ ーヒ部 尖頭器 Z 76 20 2 19.71 頁岩 北Lm地

39 4 480s UB5h②トレンチ 尖頭器 2 52 34 6 8．74 頁岩 北LIh地

39 5 4岬 UB6h区Ⅱ屑 タ 頭善 2 破掴 42 酒.5 17 17.87 頁岩 北lz山地

39 6 48” nB7e区 1刷 ツ 頭容 2 97 36 12 25．7 頁岩 北Mll地

39 7 4” nB8e区5屑 9 頭器 2 破捌 36 24 12.5 10.“ 頁岩 』上Mll地

39 8 4“ 南側調査区 I届 ツ 頭善 2 破抽 49 29 9 12.57 頁岩 北側u地

39 9 4845 南側剖壷区Ⅱ咽 尖頭器 2 61 32 95 13.52 頁岩 北卜山地

3兜0 唾0 5区附増表土 石錐 3 A 27.5 卿.5 6 2．79 めのう 南部北上

3蛇】 唾I 5区耐箔表土 石錐 3 A 40 16 5 1.44 頁岩 北卜1l1地

3兜2 唾2 HBlOi m咽 石錐 3 A 355 9 3 0.” 珪質頁岩 北側hn

3923 唾3 8T南嫡Ⅱ－① 石錐 3 A 22 14 4 0．58 珪質頁岩 北Lm地

39型 7“ nB5f Ⅱ層 石錐 3 A 17 】4 6 0．68 緑色頁岩 北上ll1地

3恋 749 nB9h Ⅱ層 石錐 3 A 24s 14s 5 0．97 頁岩 北卜山地

3926 763 nBlOi Ⅱ届上面 石錐 3 A 28s 13 4 0．85 頁岩 北卜1lIM

3927 7“ nB9f Ⅱ層下位 石誰 3 A 21.5 18曇5 5s 1.“ 頁岩 北_Lul地

3928 7“ 8T北側北娼Ⅱ－① 石錐 3 A 26 15 6s 1.62 頁岩 北L山地

39” 7“ 3区南東Ⅱ層下位 石錘 3 A 評 15今5 7 1．71 頁岩 ｣tl?11l地

3930 770 5区炎土 石錐 3 A 17．5 17．5 7.5 1.57 頁岩 北上11l地

3931 771 8T南嫡東壁寄り Ⅱ一① 石錐 3 A 24 16 7 2.” 頁岩 北Lm地

3932 811 UB4h表土 石錘 3 A 23 30 7 3.02 頁岩 北.k山地

3933 813 UB8g Ⅱ届 石錐 3 A 42.5 27 10 6.99 頁岩 北上山地

39課 ”1 UB5g l層 石錐 3 A 24J 17．5 5 1.38 頁岩 北トll1地

3兜5 型51 nB6IE3層深掘 石錐 3 AI 石鹸様先瑠から1.4画まで使用狐

有り

33 】5 6 1.38 頁岩 北上山地

3936 刀58 nB6 区深掘 石錐 3 A 破損 17 10 4 0.54 頁岩 北_lam地

3937 Z359 UB6 採掘 トレンチ 石鮭 3 A 38.5 16 7 1.72 頁岩 北Mu地

3938 2613 UB9 区 2層上郁 石雄 3 A 40 14 4 0.89 頁岩 北k山地

3939 27“ nB10j区2層上筋 石錐 3 A 破損 27 20 7 2.47 頁岩 北上山地

3餌0 27” nB9i区2層 石段 3 A 破損 15 16 3 0．52 頁岩 北上lll地

3卿1 2862 mcla区2層 石錐 3 A 破損 18s 12．5 4.5 0.7 頁岩 北上山地



表120石器・石製品観察表(53)
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掲載 連番 出土地点・層位 器械 形鴎 分釧 完形 剥鮭技術 愉 考 長さ(国） 堀(画） 厚さ(画） 亜量(9) 石 質 原産地

3“2 ”1 ncloa区2層 石錘 3 A 破拙 27 15．5 7 1.％ 頁岩 北上111地

3“3 3053 ncloa区2届 石錐 3 A 破拙 31 10 2.5 0.43 頁岩 北上山地

3… 通う nCloa区2層ベルト6 石詮 3 A 27 11
う
一 0,47 頁岩 北上山地

3“5 3279 nC9a 2層上～中位 石鮭 3 A 45 10 6 1.42 頁岩 北上山地

3弧6 41㈱ nC9a区Ⅱ届 石錐 3 A 11 34.5 2 0.77 頁岩 北上11l地

3脚7 47⑱ nB7e区 l層 石錐 3 A 19 13.5 2s 0.8 頁岩 北f山地

3弧8 4713 UB7f区 1層 石鉱 3 A 42 26 11 6.73 頁岩 北上111地

3蝿9 4716 nB8e区 4増 石雄 3 A 破拙 20 9.5 3s 0.45 頁岩 北上山地

3950 47型 nBlOd区 3bW 石誰 3 A 32 12．5 3s 0.99 めのう 不明

39sI 47酉 mBle区 1眉 石餓 3 A 破捌 28.5 15 6 2.47 頁岩 北卜山地

3％2 4741 nB7j区Ⅱ墹 石雌 3 A 25 16 5s 0．9 頁岩 北上Ill地

3953 4746 北側剖在区我採 石錐 3 A 24 21 6.s 2.12 頁岩 北上111地

39鈍 梨3 51X 石錐 3 A2 完形 SP 21 l】 4 0．49 頁岩 北_L山地

3”5 381 nB8i Ⅱ屑I皀而 石錐 3 A2 完形 HP 先掴摩耗 14 15 5 0．81 黒曜石 花泉

3956 987 8T Ⅱ層上面 石錐 3 A2 34 16 8 2．1 黒剛石 花泉

3957 016 5区表土(I層） 石健 3 A2 35 20 9 4．7 緑色珪質頁岩 北上山地

3％8 416 nB7h Ⅱ咽 石鐘 3 A2 24 14.s 3 1．7 頁岩 北卜山地

3959 417 3区北西Ⅱ咽 石錐 3 A2 25.5 1s 6.5 1．96 頁岩 北上山地

3唖 418 3区Ⅱ層 石雄 3 A2 24 12 5 1．32 頁岩 北上山地

3％I 424 5区南靖表土 石鯉 3 A2 30 錘 5 2．36 頁岩 北上lh地

3％2 743 3Ⅸ北東Ⅱ聯 石錐 3 A2 17．5 10.5 4 0．52 頁岩 北卜1ll地

3％3 747 8T南潟東壁寄り Ⅱ一① 石雄 3 A2 23 13 4 0．88 頁岩 北卜1l1地

3… 759 北東Ⅱ層 石鯉 3 A2 22s 13 5 1.33 頁岩 北卜ul"

3965 761 UB7f lE 石錐 3 A2 14．7 23 14．5 0.“ 頁岩 北上山地

39“ 767 UB7f n崎 石錐 3 A2 21 11 3s 0.“ 頁岩 北上山地

3” 772 nB8h l層 石鉱 3 A2 ” 15 6s 1.73 頁岩 北卜m"

3％8 万3 5区表土 石鮭 3 A2 19．5 12 4s 0．92 頁岩 北Lulin

3％9 7” 8Tm一① 石錐 3 A2 27 10．5 5 1.3 珪質頁岩 北卜山地

3970 781 8T北靖ロー① 石陸 3 A2 画.5 12.5 7 1.73 頁岩 北上山地

3971 7” nB8e n層 石錐 3 A2 28‘5 18 8 3.84 頁岩 北卜m地

3972 8m 5区表土 石雅 3 A2 36 14.5 8 3 頁岩 北lzlll地

3”3 ” 5区表土 石鯉 3 A2 35 16 9 3.“ 頁岩 北卜1li地

3974 812 nB5f lW 石鹸 3 A2 33 25 9 4.41 頁岩 北1.m地

3975 975 UB9g n燗下位 石錐 3 A2 29 15 8 2.73 頁岩 北卜ll1lt

3976 23蛇 nB7f区ベルト2層 石詮 3 A2 釦 19 5s 3.01 頁岩 北卜山地



表121石器・石製品観察表（54）
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掲載 連岳 出土地点・墹位 鰐種 形慰 分顛 完形 剥瞳技術 侭 考 長さ《m) 堀(面） 厚さ(国） 砿量(9) 石 質 陳産地

3977 湖85 nB8j区ベルト部 石雅 3 A2 破描鉱郎錘い 17 13 4.5 0.77 頁岩 北上11l地

3”8 2733 nB10i区2屑上部 石錐 3 A2 破禍 18 13 3 0.78 頁岩 北上山地

3”9 27兜 nC9a区2屑 石錐 3 A2 雪S 18，5 6s 2．21 頁岩 北上山地

3980 2855 mcla区2層下部 石錐 3 A2 30 6 9s 4.14 頁岩 北上山地

3981 2857 mcla区3層 石餓 3 A2 21 5 5.5 1.32 頁岩 北上山地

3982 … ncloa区2咽 石盤 3 A2 24 5 8 2.酒 頁騒 北上山地

3蛇3 37“ ncloa区2屑 石雄 3 A2 16 1 8 1.32 瓜昭石 花泉

3984 4711 nB7e区 1屑 石錐 3 A2 32 4 6.5 2.33 赤色頁岩 北上山地

3985 4715 nB8e区2層 石錐 3 A2 22s 3 6.5 1．15 頁岩 北上山地

3986 47Zl nB10e区4咽 石雄 3 A2 34.5 6 5 2.49 頁岩 北上111地

3987 4722 nB10e区4囮 石躍 3 A2 うう
一~ 6 5．5 1.49 頁岩 北上山地

3988 47Z6 mBle区 4届 石錐 3 A2 19，5 15.5 2 0.“ 頁岩 北上lⅡ地

3989 IOI9 8T5区表土 石雄 3 B 23.5 18.5 5 1.75 めのう 南郁北上

3釦 1024 10T Ⅱ－① 石雄 3 B 38 37.5 6 6.19 頁岩 北上山地

3”1 1756 8T中央Ⅱ－① 石垂 3 B 17.5 16.5 5 L21 赤色頁岩 北上山地

3”2 2％】 UB6i区深掘トレンチ 石錐 3 B 34.5 17 6.5 3.14 頁岩 北上111地

3”3 釦39 UB9j区2層 石錘 3 B 42 26 8 9.判 頁岩 北上山地

3甥 3238 UB7i③住埋土 石鮭 3 B 両極使用？ 26.5 15 7 2.28 頁岩 北上山地

3”5 3240 UB7i④住埋土 石雄 3 B 勢 10 6 1.17 閲岩 北上山地

3996 33剥 nC9a区 2層中～下位 石誰 3 B 20 14.5 3.5 1.23 閲岩 北上山地

3”7 3741 nB7g区ベルトl層 石錘 3 B 24 10 4 1.“ 照曜石 花泉

3”8 3” mBlj区2層 石距 3 B 36 23 6 4.69 閲岩 北上山地

39” 4鯛 UBIOj Ⅱ層 石触 3 C HP 先端摩耗 37 12 8 2．51 rI岩 北I 山地

4皿 1噸 nB7 i Ⅱ暦上位 石触 3 C 48 11 6 3.26 面岩 北」 山地

4”I 17銘 nB9 i 石鯉 3 C 27.5 9 4 1．16 頁岩 北」 山地

4m2 18“ nB611 Ⅱ層上面 石餓 3 C 29.5 10 5 1．21 頁岩 北_l 山地

4伽3 】822 8T Ⅱ－③ 石鉱 3 C 49.5 11 7 3.19 頁岩 北I 山地

4噸 2374 nB7g区 l層ベルト 石蝕 3 C 先娼摩滅 22 7.5 8 1.“ 頁岩 北上山地

4邸 4718 nBIoe区 l層 石鉱 3 C 28 8 4s 0.62 頁岩 北上山地

4唖 4719 nB10e区3ag 石錐 3 C 35 10 6 1.27 頁岩 北上山地

4m7 4728 mBle区 4層 石殻 3 C 両先婚便Ⅱ1 24 6.5 S 0.75 頁岩 北上山地

4雌 4735 nB6i区Ⅱ層 石殿 3 C ” 5.5 3 0．31 めのう 不明

4m 1072 nB7h Ⅱ層卜而 石匙 4 Al 33 20 6s 3.98 頁岩 北上山地

4010 1075 4号住隅状土蕃築中区 石匙 4 Al 45.5 18 7s 5.“ 頁岩 北上山地

4011 1077 nB8f Ⅱ層下位 石匙 4 A1 増部尖頭 82 18 8 16.51 頁岩 北上山地



表122石器・石製品観察表（55）

１
脚
吻
函
Ｉ

掲載 連替 出土地点・墹位 器種 形態 分顛 完形 剥鮭技術 飼 考 腿き(画） 幅(m) 厚さ(西） 璽量(9) 石 質 原産地

40 2 m8 mB1f n層 石匙 4 A 婚部のみ調鼓 58 33.5 6s 11．3 赤色頁岩 北側ll地

40 3 103 nB9g ng 石匙 4 A 鵡郁尖頭 砂 26.5 11．5 16.08 頁岩 北上山地

40 4 413 3区表土 石匙 4 A 増部尖頭 釦 26 11 15.28 頁岩 北lz山地

40 5 821 nB8h Ⅱ屑 石匙 4 A 婚部尖頭 剥.5 ” 6 Z7.s5 頁岩 北上m地

40 6 8酉 nB9h Ⅱ暦下位 石匙 4 A 剥 17 10 8.11 頁岩 北12山地

40 7 827 nB9h Ⅱ層卜而 石匙 4 A 43 30.5 10 10.1 頁岩 北lzu1地

“ 8 沙35 nB5f区検出 石匙 4 A 岡整粗雑蝦部尖頭 114 53 22 86.“ 頁岩 北hll地

40 9 率7 nB7I区深掘 石匙 4 A 付着物 42 20.5 9 5.“ 頁岩 北Lu地

4020 4m nB8e区 l層 石匙 4 A 使用痕分折 65 30 7 15.68 頁岩 北側u地

4m’ 4”1 nB10e区3bW 石匙 4 A 増部尖頭 59 24 13 16.21 頁岩 北卜u1地

4，2 4麺 mBle区4闇 石匙 4 A 妬 21 7s 10．85 頁岩 北ト山地

4023 4759 nB6e区 l屑 石匙 4 A 両刃 43 22 7．5 6．29 頁岩 北IQ山地

40現 4761 UB10e区 l層 石匙 4 A 間刃 52 39 1【 17.16 頁岩 北側l1地

4唾 4762 nB10e区3用 石匙 4 A 両刃 45s 33 7 8.15 頁岩 北_tm地

40弱 47“ nBlOf区 l明 石匙 4 A 間刃 49s 20.s 9 7.鮪 頁岩 北Lm地

4027 018 5区南潮Ⅱ一② 石匙 4 A2 郡.5 13 6 1．61 黒昭石 男鹿

4，8 、4 nB8i I層下位 石匙 4 A2 “ 18 5s 6.16 頁岩 北Hm地

4，9 、6 nB5f n層下位 石匙 4 A2 “ 35 8 12.93 頁岩 北刷l1地

4030 814 8T撹乱層 石匙 4 A2 37 21 8 3.剥 頁岩 北I･山地

4031 824 10T Ⅱ一② 石匙 4 A2 43 刀 7 5．33 頁岩 北剛ll地

4032 8調 5T m咽上面 石匙 4 A2 一部両面調整 53 24.5 7 8.02 頁岩 北剛h地

4⑱3 8羽 nB8f n閲下位 石匙 4 A2 閥整粗雑箔部尖頭 71.s お 7s 12.53 頁岩 北Hll地

40典 ”82 nB8f区包含呵（褐色土） 石匙 4 A2 破描 47 22 6．s 5.67 頁岩 北卜山地

4035 "8 mBIj区 2層 石匙 4 A2 破拙？範角 52s 2S 9s 13 頁岩 北卜u1地

4036 3716 mBlj 2" 石匙 4 A2 4.4 1.8 0．4 4.02 頁岩 北&山地

4037 42” mBle区4屑 石匙 4 A2 “ 23 9 8鰐63 頁岩 北刷l1地

4⑱8 1，3 nB6f n咽下位 石匙 4 B 46 61 9 16.8 頁岩 北卜山地

4039 1819 nB9g Ⅱ屑下位 石匙 4 B 39 71 9 21.93 頁岩 北卜m地

4帆0 1820 nB8f Ⅱ層下位 石匙 4 B 52 “ 12 31．41 頁岩 北LIll地

4“1 】823 nB7g Ⅱ層上位 石匙 4 B 51 19s 9 7．56 頁岩 北f山地

4“2 4755 nB5g区Ⅱ層 石匙 4 B 両刃 36 47 IIS 15.21 砂岩 北k山地

4“3 4758 nB10e区 1増 石匙 4 B 両刃 28 46 7．s 6.29 頁岩 北LuIM

4“ 47“ nB7f区 1闇 石匙 4 B 両刃 37.5 43s 8 10．1 頁岩 北Lum

4“5 47“ 南側調壷区Ⅱ層 石匙 4 B 両刃 43 46 8 14.08 頁岩 北剛I1地

4“6 1817 nB9f Ⅱ層 石匙 4 B2 一部両面詞盛 弧 51 6 7.酒 頁岩 北f山地



表123石器・石製品観察表（56）

Ｉ
幡
吻
Ｃ
ｌ

掲栽 連番 出土地点・刷位 器独 形態 分類 完形 剥睡技術 備 考 長き(画） 幅(国） 厚さ(唾） 亟孟(9) 石 質 原産地

4“7 41” nB7f区4届 石匙 4 B2 一部両面圏整 50 40 6 8.48 頁岩 』上上lll地

4“8 4功3 nB10e区4層 石匙 4 B2 使用痩分折 55 酒 6 4．81 頁岩 北LIh地

4“9 11町 nB8g Ⅱ層上面 石箆 5 A 】O】 35 】9 “.、 頁岩 北上山地

4050 4” nB5g区Ⅱ層 石箆 5 A 108.5 39 17 師.27 頁岩 北上1u地

4051 4函 UB8e区3b" 石箆 5 A 72 37 22s “25 頁岩 北上山地

4”2 4810 nB9e区3bW 石箆 5 A 86 36 16 51.36 頁岩 北上山鼬

4“3 l的7 3区北西Ⅱ脳 石箆 5 B 釦 32 19.5 28･“ 頁岩 」ﾋ上山地

40卿 21労 3区北束Ⅱ層 石箆 5 B 56.5 35.5 】9 37.88 頁岩 北tlll地

4“5 4” nB4g区 1暦 石箆 5 B “ 26 16 27.2 頁岩 北上山地

4056 l函 3区北西Ⅱ－2 掻削器 6 A 25 40.5 8 10，58 頁治 北上山地

4057 '四 3区北西Ⅱ層 掻削器 6 A 弧 58 11 21．9 頁岩 北上山地

4058 111s nB7e Ⅱ層 掻削琴 6 A “ 31 11 20.89 頁岩 北上山地

4”9 24万 nB8f区ベルト2咽 掻削器 6 A 26 31．5 6 4.76 頁岩 北上山地

4唖 2恥 nB7c区2層（下郁） 後削蕃 6 A 32 40.5 29 12.35 頁岩 北上山地

4“I 釦52 UClOa区 2層 掻削善 6 A 19 19 9 3.1 頁岩 北上山地

4暁2 … nC9a区 2層 掻削器 6 A 石鹸？ 24 22 6 3.62 頁岩 北上m地

4暁3 4811 nB10e区 l層 掻削器 6 A 65 32 11 21.的 頁君 北上111地

4咽 4鋼3 mBle区4層 掻削器 6 A 72 50 16 49.酉 頁岩 北上山地

4“5 l耐0 nB9g Ⅱ層上面 掻削器 6 B ” 17 10 7.29 頁岩 北上山地

抑“ 1081 8T北側Ⅱ－① 掻削器 6 B 59 32 12 19.36 珪質頁岩 北上111地

4“7 1鱒7 nB9f Ⅱ層 掻削器 6 B 52 21．5 7．5 8.52 頁岩 北Llh地

4脳8 11“ 8T Ⅱ一③ 掻､ﾘ器 6 B 57 35 11．5 20,” 頁岩 北上111地

4” 11“ mBlh lW 掻削器 6 B 69 29 11 20.73 頁岩 北上山地

4胴0 1110 5区南婚表土 掻削雷 6 B 51 ZO 9．5 11.砂 頁岩 北上山地

4071 1111 5区5区"掴Ⅱ一① 掻削器 6 B 63 27.5 9 14.3 頁岩 北上11l地

4072 1114 nB8gNo40 Ⅱ層下位 掻nll器 6 B 49 46 11 23.12 頁岩 北上l11地

4073 2” mBI 配石周辺の2層 掻刑器 6 B 刃部鈍角 3α5 16．5 6 2．45 頁岩 北上山地

4，4 麺8 nB6 区深掘トレンチ東娼 掻削器 6 B 52 30 4 11.％ 頁岩 北上111地

4W5 … ⅡB6 区深掘トレンチ 掻刑器 6 B 45s 20 8 7．17 頁岩 北上111地

4076 ”師 ⅡB7 区 トレンチ 掻削器 6 B 31 54 10 14.18 頁岩 北k山地

4，7 皿1 nB9 区 2層中～~ド位 掻削器 6 B 破損後再詞整 40 28 8 8.2 頁岩 北上山地

4，8 ”8 nB10j区2層 掻削器 6 B 28 38 6s 8．69 赤色頁岩 北上ul地

4，9 … nCloa区土器埋股炉 掻削器 6 B 46 27 10 11.18 頁岩 北上111地

4皿 3唖 nclon区暗褐色十 掻削器 6 B 46 70．5 10 27.56 頁岩 北上山地

4081 … ncloa区 2層 掻刑器 6 B 45 30 10 10.47 頁岩 北上111地



表124石器・石製品観察表（57）

１
脚
③
。
Ｉ

掲載 連岳 出土地点・厨位 善棚 形惑 分類 完形 剥雄技術 備 考 長さ(国） 幅(画》 厚き(画） 敢量(9) 石 質 原産地

4暁2 ”6 mBlj配石周辺の2厨 掻削器 6 B 56．5 28 8 8.77 頁岩 北上山地

4033 3鯛0 不明 1 1/21洗い分 掻削器 6 B 38 51.s 10.s 17.“ 頁岩 北上lh地

40鋼 3万3 UClOa区2明 掻削善 6 B 49 36.5 10 15s 頁岩 北上山地

4085 3”3 ncloa区2層下位ベルト7 掻削善 6 B 49．5 46 6 12.16 頁岩 北上山地

4086 4814 nB4g区Ⅱ屑 撤削器 6 B “ 39 15 30.“ 頁岩 北上ⅡI地

4腿7 】“5 UB9j Ⅱ層下位 扱削善 6 C 石鑑来製品？ 22.5 18.5 6.5 2．45 赤色頁岩 北上山地

4鯛8 1唾3 8T北側中央Ⅱ一① 抵削器 6 C 21 】8 8 2．48 頁岩 北上山地

4089 1679 8T北側Ⅱ－① 掻削器 6 C 20 17 5 1.49 頁岩 北上1l1地

4卿 2872 UB6f区包含屑 掻削善 6 C 側縁暇減 21 23 9 4，卿 頁岩 北上山地

4脚’ 1149 3区栂乱噌 磨製石斧 8 刃部 91 47 17 129,62 頁岩 北上111地

4”2 11錘 nBle m増上面 磨製石斧 8 刃部 87 48 ラフ旬 142.47 安山岩 南部北上

4”3 1163 nB8j Ⅱ層上位 磨製石斧 8 基部 89 “ 20 133.12 斑篇岩 削郎北上

4”4 11“ nB6h mW 磨製石斧 8 完形 l” 40 】8 120.08 砂岩 北上山地

4⑬5 11“ nB6i土器集中区恥11 贈製石斧 8 基部 75 41 16 83.72 頁岩 北上山地

4個6 2230 nB8 i Ⅱ層上面 磨製石斧 8 刃部 18 18 9 3．81 凝灰岩 北上山地

4”7 2画7 3区北束Ⅱ－① 磨製石斧 8 基部 33 42 22.s 銘.43 ひん岩 北上山地

4⑲8 2245 mBle Ⅱ屑 磨製石斧 8 基郎 62 38 17 72.18 ひん岩 北上山地

4” 必2 ncla (¥l) m届下位 磨製石斧 8 身部 71 43 刀 “.” 凝灰岩 北上111地

41” 2253 nB10j Ⅱ回上位 磨製石斧 8 身部 “.5 46 26 123.01 頁岩 北上山地

4101 22剥 8T南嫡Ⅱ－① 磨製石搾 8 身郁 “ 46 31.5 185 ひん岩 北上山地

4102 2雪5 3区 Ⅱ咽 磨製石斧 8 蕪部 85 49 24 145 凝灰岩 北卜u地

4103 型57 UBlOi Ⅱ～m咽 磨製石斧 8 刃部 ” 53 27 220 ひん岩 北上山地

41“ Z雪8 3区北東Ⅲ－② 磨製石斧 8 刃部 兜 ” 28 240 安山岩 奥羽山脈

41鰯 3”】 nB6g区深掘 磨製石搾 8 刃部 80 38 16 86.02 頁岩 北上山地

41“ ”5 nB7j区 2層深掘 磨製石斧 8 刃部 39 32 18 35.27 頁岩 北上山地

410フ 3 26 nB9j区2瑠上郁 磨製石斧 8 刃部 59 39 16.5 71.8 ひん岩 北上山地

4108 3 32 nB10jlX 2届東側 磨製石斧 8 埜部敵打痕？ 48 38 24 “.’ ひん岩 北Lm地

41⑱ 3 苑 nC9n 2層中～下位 磨製石斧 8 刃部 51 39 16 61.37 砂岩 北上山地

4110 3 39 ⅡC Oﾛ区2増 膳製石斧 8 基部 119.5 43 26 228.14 閃緑岩（細粒） 北上山地

4111 3 40 ⅡC 0m区2屑 磨製石斧 8 基部小堀 19 16 8s 4.45 超苦鉄質岩（輝岩？） 宮守付近

4112 3 43 mB i区 2屑 膳製石斧 8 基部 101 48 麹 193.” 閃緑岩（細粒） 北上u1地

4113

4114

3 46

33腿

mB

ⅡB

j区深掘

oj区2増

磨製石斧

磨製石斧

8

8

刃部

刃部切断部敲打狐

”

80

52

45.5

2S

24.s

型5.％

1s0.84

ひん岩

ひん岩

北上山地

北上山地

4115 弼弼 nB9i区 トレンチ 磨製石斧 8 基部小圏 38 19 5 5.08 頁岩 北卜u1地

4116 38” nB5h区ベルト 磨製石斧 8 埜部小型 33 14 5s 4.32 ひん岩 北Igu地



表125石器・石製品観察表（58）

１
い
色
１

掲較 連香 出土地点・明位 善組 形懸 分顛 完形 剥鯉技術 憶 考 豊さ(画） 帆(四） 厚さ(函） 亜量(9) 石 質 蹴龍地

4 17 3913 nB5c区包含用（褐色土） 購製石斧 8 基郁 5】 49 ” 102．19 微檀岩 北上山地

4 18 39鋤 nB6i区深掘トレンチ 磨製石斧 8 基部 “S 42 23 154.98 ひん岩 北上山趣

4 19 3939 uC9a区2閲 磨製石斧 8 刃部 76s 48 21s 124.浬 閃緑岩（細粒） 北｣z1m地

4 加 3卯3 表採 磨製石斧 8 刃部 ” 59 31 242.91 蛇紋岩 北上山地

4 2】 4％3 HB6i区 Ⅱ肘 噌製石斧 8 韮部 77 41 26 134.98 ひん岩 北上山地

4 狸 4蝿 nB6i区Ⅱ脳 晦製石斧 8 完形刃部一部破批 61 29 10 30,84 蛇紋岩 北｣Lm地

4 23 4” nB8e区3糊 磨製石斧 8 基筋 57 48 20 7【､63 凝灰岩 奥羽山脈

4 24 4”0 nB9e区4眉 磨製石斧 8 基部 ”､5 4a5 32 245.85 ひん岩 北tlll地

4 巧 4”1 nB9e区4咽 蛎製石斧 8 基部 118.5 “ 33 435.89 倣檀岩 北上山地

4 郡 4972 nB10e区 l閲 磨製石斧 8 基部 84 48 19 127．57 凝灰岩 奥羽山脈

4 27 4975 mBle区 4肘 磨製石斧 8 蕪部 695 43 ” 郷.27 凝灰岩 北上m地

4 28 4976 南側潤壷区 I屑 磨製石斧 8 藩部 86.5 41 17.5 ”､4 ホルンフェルス 北上山地

4 29 1137 UBlOh Ⅱ咽 磨石類 9 A 117 75 59 780.14 花崗閃緑矯 北上山地

4 釦 22” nB9i Ⅱ閣士面 磨石類 9 A 多面踊り 83 57 39s 3” ひん岩 北上山地

4 31 2汐2 nB7h Ⅱ届 磨石類 9 A 91 “ 51s 440 砂岩 北上山地

4 32 “8 mBlh Ⅱ届 磨石類 9 A l的 98 “ 1噸 斑岩 北上山地

4 33 3931 HB8j区（にぶい歯褐色土） 磨石類 9 A 4面膳り 63 41 ？ウ
ーー 107.16 凝灰岩 北上山地

4 鋼 5012 UBlOe区3bW 贈石類 9 A 側面廟り面 l鋤 86 39 8⑬.5 ひん岩 北上山地

4 35 5m5 nB8e区 l園 磨石類 9 A 119 77 53 834.” 花崗閃緑粉 北上山地

4 36 5肥7 HB8e区 l屑 磨石類 9 A 側面踊り面破捌 72 “ 43 327.72 花崗斑岩 北上111地

4 37 5函 nBlOe区 4層 磨石類 9 A 119 ” 的 1叩.” 砂岩 北上山地

4 38 1153 nB7g Ⅱ届上面 磨石類 9 AB I” 86 釦 763.88 安山岩 剛部北上

4 39 2218 UB7i Ⅱ層下位 應石類 9 AB 自然石枇長の離打疵 ” 25.s 23 “､49 頁岩 北上山地

4 40 2浬0 10T Ⅱ－① 磨石類 9 AB 95．5 32 16 131．12 ひん岩 北上山地

4 41 4”5 UB4g区m層上面 畷石類 9 AB 鯛郎災裏に敵打撫 139 97 61 1218．81 砂岩 北上111地

4 42 4蝿 UB7e区 4厨 磨石類 9 AB 円形に飯打痕 80 68 67.5 480.59 砂岩 北上山地

4 43 5” nB8e区 1層 磨石類 9 AB 側面敵打痩 型 23,5 25 1⑬.3Z 頁岩 北上111地

4 44 … nB8e区 l層 磨石類 9 AB 側面敵打痩 配 61 26 291.82 微檀岩 北上山地

4 45 ”8 UBlOd区 l層 磨石類 9 AB 偲面踊り面 55 75 45 ”1.84 凝灰岩 奥羽山脈

4 46 11帥 mC7e･7f Ⅱ咽 晦石類 ， ABC 21 88 59 1“2.“ 砂岩 北上山地

4 47 SO18 nB7e区 3b層 暇石類 9 AC 18 50 “ 806.羽 砂岩 奥羽山脈

4 48 5，7 UB9e区 l眉 晒石類 9 AC 側面塵り面破損 18 75 55 731.58 安山岩 北上山地

4 49 … 1W開岡査区 I屑 噌石類 9 AC 22 69 50 635.48 砂岩 北上山地

4 50 鋤77 nB5hトレンチ 購石類 9 AC sZ5 61 23●5 “,“ 凝灰岩 奥羽山脈

4 51 5088 UB4g区Ⅱ層 磨石類 ， AC 側面敲打痕破損 1皿 72 39 480.23 ひん岩 北上山地



表126石器・石製品観察表（59）

Ｉ
稗
○
い
Ｉ

掲載 連許 出土勉点・層位 鍔裡 形慰 分顛 完形 剥騒技術 憶 考 民ざ(画） 堀(画） 1騏さ(国） 砿量(9) 石 質 原産地

4 52 ”Z nB7e区4層 磨石鋼 9 AC 側面敲打痕破欄 】“ “ 50 543.95 砂岩 北上山地

4 53 3141 mBllO住埋土 磨石釦 9 B 2側面敵打痩 221 弱 弧 5“.17 ひん岩 北tul地

4 異 5013 nB10e区4層 磨石頑 9 B 側面敵打痩 142 87 ” 537.67 安山岩 北上山地

4 55 幻55 nB8e区4咽 磨石顕 9 B 側面敵打痕 130 77 43 昂塞二“ ひん岩 北上山地

4 56 5”3 nB5g区Ⅱ層 暦石訓 9 BC 石棒の転用か 274 73 28 】075.48 ホルンフェルス 北上山地

4 幻 … nB7j トレンチ Ⅱ屑上部 磨石頑 9 C 台石？ I砧.5 的 52 “.41 砂岩 北上山地

4 58 2227 nB10i n～Ⅲ屑 石皿顛 10 A 89 ” 78 S“ 安山岩 奥羽山脈

4 ” 2229 nB6iM14 m墹上面 石皿頻 】⑪ A 表裏窪みあり I的 113 “ 露0 砂岩 奥羽山脈

4 釦 ”1 nB9e区 l層 石皿顛 10 C 91 56 26 121.9 安山岩 奥羽山瞭

4 61 5“3 南側閥査区 I闇 哀、麺 10 C 86 砂 32 71.84 安山岩 奥羽山脈

4 62 12m mBle Ⅱ層 石棒頑 11 自然石に擦痩 225 2S 22 180.88 頁岩 北上m地

4 ⑱ l”I UB9h m畷上面 石棒顛 11 蔽打調整後暇き 璽8 4s 40 617.” ホルンフェルス 1W郎北上

4 “ 2219 8Tm－① 石律顛 】1 被熱？ 79 27 22 77.72 ホルンフェルス 北上山地

4 “ 2浬I nBlOi mg 石棒馴 Ⅱ 102 28 29 145.07 ホルンフェルス 北上山地

4 “ 2225 nB8hW9 Ⅱ層下位 石棒顛 11 個面蔽打痕 335 62 42 913.41 頁岩 北上山地

4 印 5019 nB8e区 1用 石棒顛 11 破拙？ 150 148 125 3620 デイサイト 奥羽山脈

4 68 5，9 nBIOe区4届 石棒顛 11 破損後凹石に転用 123s 123 87 2輿0 ひん岩 北上山地

4 的 11湾 5区表土 石刀顛 12 破損 ” 52s 35 5．38 頁岩 北上山地

4 70 4餌3 nB8e区 1用 石刀顛 12 破損 72 23 】0 加.45 頁岩 北上山地

4 71 2119 nB7g Ⅱ層上面 切目石錘 13 36 48 9 21.83 砂岩 北上山地

4 72 3131 nB10j区2吋 浮子 14 貫通孔 52 46 35s 17.“ 軽石 奥羽山瞭

4 73 3“8 nB7j区 トレンチ2廟 石鍬 15 ばち形 158 176 羽 351.16 ホルンフェルス 北上山地

4 74 167 8T北側Ⅱ－① 異形石器 16 Y字状 17 課 35 0.77 赤色頁岩 北上山地

4 75 画97 nB7i区深掘2咽 異形石器 16 石雌様破拙 17-5 16．5 2 0.4 頁岩 北上m地

4 76 3229 nB7g区トレンチ 2屈 異形石器 16 3】5 22 5 2,03 赤色頁岩 北_lzu地

4 77 11麺 nB8g Ⅱ闇 垂姑品 18 145 13s 8 1.3 頁岩 奥羽山脈

4 78 11” 8T中央Ⅱ＝① 垂鮎品 18 刀 狸 4 ユ14 耐石 IW邪北上

4 79 1129 北西Ⅱ層 幸箇品 18 38 20 10 10.72 頁岩 北上山地

4 80 1130 8T中央南側 Ⅱ－① 垂箇品 18 13 14 11 1.68 頁岩 北上山地

4 81 1131 UB9i Ⅱ恥 垂佳品 18 湖S 10 6 1.“ 頁岩 奥羽山脈

4 82 1132 nB7g m用上面 幸傍品 18 ” 18 5 3.” 頁岩 北上山地

4 83 1133 SX503 垂障品 18 35 475 15 20.79 頁岩 奥羽山脈

4 斜 1刀5 5区8T排土（表土I層） 有孔石製品 18 18 15.5 4 1．2 頁岩 北上山地

4 85 3312 mcla区2用下部 有孔石製品 18 未貫通破棚 17 13 7 1.75 超苦鉄質岩（蝉岩？） 宮守付近

4 86 4178 nB5i区深掘トレンチ 有孔石製品 18 破禍 8s 115 11 1.16 不明（玉？）



１
脚
○
い
Ｉ

掲載 連番 肥十地点・層位 器秘 形憩 分額 完形 剥曜技術 偏 考 長さ(画） 蝿(画） 厚さ(唾） 、量(9) 石 質 原産地

4 87 3138 nC9a区 2墹 特殊蔽石 9 先追剥娃瑠製 46 23 17 ”〃7 ひん岩 北上ul地

4 88 3躯 UBlOj区2層 特殊敵石 9 破損開部廟き先靖剥霞 48 22.5 20 33.82 ひん岩 北上山地

4 89 3哩 詞壷区北西隅沢部付近 特殊蔽石 9 胴部磨き先瑠胴部潰滅痕 1伽 41 32 236.61 砂岩 北t山地

4

4

”

91

3四

4191

nB7g区 トレンチ

nB8e区3b層

特殊蔽石

特殊敲石

９
－
９

九噛師四四敗fJ限 126

77s

35

26.5

32.5

265

167.62

極:砲

頁岩

頁岩

北上山地

北上ul地

4 92 41” nB8e区3bW 特殊敲石 9 ％5 35 31 l”､47 砂岩 北Llll地

4 93 】127 nB9g Ⅱ咽上面 環状石製品 2 I 破損 6 30 9 3.22 頁岩 北上山地

4 餌 … nB8i区深掘 円整状石製品 2 2 磨き側面全間凹み 妬 86 39 515.39 ひん岩 北上ul地

4 ” 4… UB9e区 1届 小玉 2 3 12 11 6 1．16 砂岩 北上111地

4 96 4餌5 mB1f区4層 有孔石 2 4 自然石？ “ 47 11 33.1 砂岩 北上山地

4 97 麺7 UB9i Ⅲ鰯上而 不明 2 5 74 48 19 101.” 凝灰岩 北上111地

4 98 47⑱ mBle区 l目 不明 2 5 18 魂 7 2.鰯 頁岩 北上山地



1
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表128住居跡一覧表

3号住居跡

最大径、最小径、深さ

－264－

番号 最大径c、 最小径q、 深さc、 底面標高、
8 16 15 20 111．31

9 34 34 48 111.03

10 32 28 53 110．94

11 24 24 45 111．11

2 欠番

3 29 28 33 111．18

4 32 21 32 111．21
－
１
．
・

5 31 22 51 1 ‘ 1.02
１
．6 28 25 31 111．27

7 25 22 26 111．28

8 28 27 61 110．91

9 20 18 31 111．22

20 20 16 32 111．18

21 30 28 15 111．36

22 32 28 19 111．31

23 17 16 17 111．33

24 29 21 41 111．04

25 36 21 25 111．2

26 40 32 7 111．32

27 12 11 47 110.97

28 34 18 41 111.03

29 30 22 42 111.01

30 14 11 40 111．04

31 22 22 39 111.08

32 18 12 44 111

33 26 23 35 111.05

34 30 28 39 111．11

35 18 16 19 111．27

36 46 40 69 110．83

37 21 16 25 111．24

38 20 19 19 111．32

39 19 16 16 111．16

40 12 10 18 111．3

41 26 20 42 111．1

42 14 17 111．32

43 56 47 62 1‘1 0.92

“ 18 17 36 111．16

45 18 16 47 111．07

46 58 38 60 110．92

47 24 46 111．03

48 24 20 13 11．4

番号 最大径c、 最小径c、 深さc、 底面標高、
1 46 40 69 110．83

2 欠番

3 42 32 60 110．86

4 70 56 25 111．22

5 40 32 7 111．32

6 38 32 22 111．25

7 19 16 16 111．16

8 20 19 19 111．22

9 12 10 18 111．3

0 26 20 42 1‘ 1．1

1 21 16 25 111．24

2 18 16 19 111．27

3 30 28 39 111．11

4 32 21 32 111．21

5 31 22 51 111．02

6 30 28 33 111．18

7 26 31 111．27

18 24 22 26 1‘1 1．28

19 31 30 61 110．91

20 32 32 48 111．07

21 20 18 31 111．22

22 20 15 32 111．18

23 16 28 1‘ 1.22

24 17 16 17 1． 1.33

25 33 30 18 111．31

26 20 25 111．29

27 28 3 111．5

28 34

29 36 21 25 111．2

30 29 21 41 111．04

31 12 11 47 110.97

32 34 18 41 111．03

33 14 11 40 111．04

34 30 22 42 111．01

35 22 22 39 111.08

36 18 12 44 111

37 26 23 35 111．05

38 20 16 39 110．97

39 21 19 20 111．19

40 26 25 111.09

41 19 16 33 111.01

42 30 28 15 1‘ 1.36

番号 最大径c、 最小径c、 深さc、 底面梱高、

1 58 38 60 110．92

2 24 20 13 111．4

3 46 46 34 111．17

4 31 24 48 111．03

5 50 46 41 111．04

6 55 51 110．94

7 22 20 7 111．09

8 32 30 49 111．02

9 23 21 43 111．04

番号 最大径qn 股小径印 深さqn 底面穏高、

1 20 18 44 111．12

2 59 54 16 111．35

3 24 18 41 1‘1 1.12

4 30 14 43 111．09

5 25 24 38 111．17

6 31 24 48 111.03

7 15 13 7 111．45



’

｜
’

居跡

さは検出時の値

－265－

番号 最大径c、 最小径qn 深さc、 底面掴高、

65 18 16 19 111．27

66 38 32 22 111 25

67 46 40 69 110 83

68 31 22 51 111 02

69 32 21 32 111 21

番号 最大径qn 最小径qn 深さ｡、 底面椴高、

10 15 13 7 11 ､45

1 16 15 20 11 ､31

2 34 34 48 11 ､03

3 24 19 4 11 ､43

4 12 10 19 11 ､32

5 24 20 17 1 1.4

16 31 65 110.92

17 20 10 111，48

18 25 24 61 110.96

19 25 18 61 110.9

20 45

21 25 18 111．35

22 30 25 27 111 24

23 28 26 16 111 43

24 32 22 57 111 03

25 22 20 58 110 97

26 22 18 39 111 15

27 30 23 40 111 14

28 14 35 111 19

29 16 16 32 111 22

30 26 22 25 111 31

31 30 26 111．3

32 35 28 20 111．23

33 18 19 111．39

34 21 9 111．48

35 26

36 24 21 111．35

37 32 32 48 111．07

38 20 17 111．39

39 20 7 111．47

40 34 43 111．14

41 42 34 22 11.32

42 24 20 62 110．93

43 52 68 110．89

44 28 64 110．93

45 31 30 22 111．28

46 28 32 11‘22

47 45 111.08

48 32 26 22 111．28

49 20 18 31 111．22

50 24 22 26 111．28

51 26 31 111．28

52 38 32 22 111，25

53 17 16 17 111．33

54 33 30 18 111．31

55 20 15 32 111．18

56 30 28 33 111．18

57 16 28 111．22

58 29 21 41 111.04

59 12 11 47 110．97

60 34 18 41 111．03

61 14 11 40 111，04

62 30 22 42 111．01

63 22 22 39 111．08

64 30 28 39 111．11

番号 最大径c、 最小径c、 深さc、 底面棡高、

1 15 14 17 111．47

2 30 21 33 111，37

3 29 28 17 111．44

4 36 31 35 111．24

5 48 42 27 111．33

6 50 41 36 111．29

7 24 16 34 111．33

8 31 26 31 111．35

9 28 24 55 111.09

10 38 36 19 111.“

11 24 21 111．47

12 56 46 51 111．24

13 46 27

14 18 18 3 111．59

15 22 14 31 111．34

16 18 15 7 111．53

17 12 4 111．56

18 51 46 60 111.01

19 28 26 16 111．43

20 30 25 27 111．24

21 23 20 19 111．41

22 24 19 10 111．5

23 11 10 6 111．54

24 22 20 15 111．45

25 24 20 17 111．4

26 31 65 110．92

27 25 24 61 110．96

28 20 10 111．48

29 25 18 61 111．9

30 25 18 111．35

31 32 28 21 111．37

32 24 15 111.“

33 28 24 38 111．21

34 32 22 57 111．03

35 22 20 58 110.97

36 22 18 39 111．15

37 14 35 111．19

38 30 23 40 111．14

39 26 22 25 11‘1.31

40 30 26 111．3

41 35 28 20 1 1.23

42 18 19 1 1.39

43 26

44 24 21 111．35

45 32 32 48 111．07

46 20 17 111．39



遣樹名 7号住居跡

※最大径、最小径、深さは検出時の値

遺棡名

※最大径、

8号住居跡

最小径、深さは検出時の値

-266-

番号 最大径輌 最小径c、 深さc、 底面欄高、
47 20 7 111．47

48 34 43 111．14

49 42 34 22 111．32

50 21 9 111．48

51 28 3 111．5

52 20 25 111．29

53 24 20 62 110．93

54 52 68 110．89

55 28 64 110．93

56 31 30 61 110.91

57 28 32 111．22

58 45 111．08

59 32 26 22 111．28

60 26 31 111．27

61 24 22 26 111．28

62 20 18 31 111．22

63 20 15 32 11.18

64 16 28 1‘ 1.22

65 17 16 17 1‘ 1.33

66 33 30 18 111．31

67 38 32 22 111．25

68 34

69 42 32 60 110.86

70 70 56 25 111．22

71 36 21 25 111．2

72 29 21 41 111．04

73 12 11 47 110．97

74 34 18 41 111．03

75 14 11 40 11‘1.04

76 30 22 42 111．01

77 40 32 7 111．32

78 22 22 39 111．08

79 18 12 44 111

80 26 23 35 111.05

81 18 16 19 111．27

82 30 28 39 111．11

83 38 32 22 111．25

84 46 40 69 110．83

85 21 16 25 111．24

86 30 28 33 111．18

87 40 37 48 111．04

88 31 22 51 1 1.02

89 32 21 32 111．21

90 58 38 60 110．92

91 24 46 111．03

92 24 20 13 111．4

93 16 15 20 111．31

94 34 34 48 111.03

95 24 19 4 111．43

96 15 13 7 111．45

97 23 21 43 111．04

98 26 24 48 111，03

99 31 24 48 111．03

100 46 46 34 111．17

101 55 51 110.94

番号 最大径c、 最小径c、 深さqn 底面欄高、
102 50 46 41 111．04

103 28 26 47 111 ｡6

104 18 16 32 111

105 22 7 11 ､5

106 32 30 49 111 〕2

107 22 20 7 111 ]9

108 25 20 21 111．35

109 16 9 111．46

110 16 16 21 111．34

111 15 8 111．5

112 20 18 10 111．48

113 45 39 36 111．2

114 30 26 111．27

115 40 23 111．2

116 14 10 17 111．4

117 12 9 7 111．51

118 16 14 6 111．52

119 25 27 111．29

120 29 35 111．22

121 25 30 111．28

番号 最大径c、 最小径c、 深さ口、 底面榴高、

1 28 23 23 111．41

2 37 34 19 111．64

3 33 33 11 111．75

4 28 26 12 111．64

5 32 28 26 111．32

6 31 28 12 111．46

番号 最大径c、 最小径q 深さc、 底面棡高、

1 17 1

番号 最大径qn 品小径師 深さ師 底面糎高、

1 32 22 55 111．2

2 28 22 50 111．25

3 26 25 50 111．22

4 27 22 53 111．23

5 27 35 111．34

6 17 17 34 111．4

7 19 18 24 111.5

8 38 24 42 111．32

9 35 30 47 111．3



住居跡一覧表（4）

67-

番号 般大径c、 最小径c、 深さc、 I E面楓高、

54 17 14 111．69

55 18 5 111．77

56 37 43 111．33

番号 最大径即 最小径｡、 深さ口、 底面標高、

1 25 30 111，28

2 36 31 35 111，24

3 29 28 17 1‘11.44

4 48 42 27 111．33

5 50 41 36 111．29

6 22 20 15 111．45

7 38 36 19 111．44

8 24 21 111．47

9 28 24 55 111．09

0 24 16 34 111．33

1 31 26 31 111．35

2 47 30 47 111．3

3 16 14 19 1‘ 1.57

4 16 14 9 1‘ 1.69

5 42 30 4 111．75

6 26 24 31 111．47

17 22 24 111．51

18 32 36 111．39

19 22 20 111．75

20 17 14 41 111．38

21 22 18 55 111．24

22 20 18 48 111．32

23 10 10 30 111．5

24 44 32 42 111，76

25 30 50 111．76

26 30 21 111．72

27 36 30 15 1, 1.8

28 39 34 28 111．65

29 46 36 58 111．17

30 26 4 111．78

31 52 77 11.09

32 56 42 44 1‘ 1.42

33 18 18 12 1‘ 1.77

34 34 32 30 1 ､49

35 22 18 46 111．31

36 18 28 111．46

37 26 36 111．4

38 36 48 111．28

39 18 16 40 111．36

40 20 18 36 111．45

41 26 54 111．26

42 41 40 41 111．33

43 28 23 52 111．2

44 37 28 111．38

45 18

46 75 60 23 11‘1.49

47 54 46 52 111．24

48 68 58 71 111．04

49 46 57 111．14

50 42 23 111．41

51 19 17 19 111．57

52 34 22 33 111．4

53 34 26 15 111．58

番号 最大径c、 最小径c、 深さ師 低回揮制、

1 22 7 11 ､5

2 8 2 111 ﾗ6

3 16 14 6 111 ﾖ2

4 14 10 17 11 ､4

5 12 9 7 111 51

6 25 27 111．29

7 29 35 111．22

8 25 30 111．28

9 36 31 35 111．24

10 19 16 17 111．43

11 48 42 27 111．33

12 50 41 36 111．29

13 24 16 34 111．33

14 31 26 31 111．35

15 28 24 55 111．09

16 38 36 19 111．44

17 24 21 111．47

18 22 20 15 111．45

19 11 10 6 111．54

20 18 18 3 111．59

21 12 4 111．56

22 18 15 7 111．53

23 51 46 60 11.01

24 30 25 27 1､ 1.24

25 32 28 21 111．37

26 24 15 111．44

27 28 24 38 111．21

28 23 20 19 111．41

29 24 19 10 111．5

30 24 20 17 111．4

31 25 24 61 111．96

32 28 26 16 111．43

33 34 34 48 111.03

34 16 15 20 111，31

35 15 13 7 111．45

36 26 24 38 111．17

37 31 24 48 111．03

38 45 39 36 111．2

39 20 18 10 111．48

40 25 20 21 111．35

41 15 8 111．5

42 16 16 21 111．34

43 16 9 111．46

44 28 26 47 111．06

45 18 16 32 111．23



表132 住居跡一覧表（5）

週樹名 11号住居跡

※最大径、最小径、深さは検出時の値
週棡名 16号住居跡

※最大径、最小径、深さは検出時の値

跡

さは検出時の値

号住居跡

径、深さは検出時の値

遺栂名 19号住居跡
※最大径、最小径、深さは検出時の値

遺棡名 15号住居跡
※最大径、最小径、深さは検出時の値

－268－

番号 最大径師 最小径c、 深さc、 底面概高、
1 28 24 52 111．36

2 16 16 15 111．68

3 20 16 16 111．69

4 40 36 69 111．11

5 29 18 41 111．44

6 16 13 23 111．61

7 14 12 38 111．46

8 42 36 43 111．32

9 20 18 13 111．75

10 12 12 12 111．76

11 42 39 55 111．38

12 33 31 40 111．47

13 18 14 40 111，57

14 28 22 34 111．53

15 54 34 111．56

番号 最大径c、 最小径c、 深さc、 底面標高、
1 23 19 15 111．87

2 31 32 111．61

3 27 15 111．74

4 33 25 44 111．51

5 30 24 42 111‘58

6 53 49 45 111．53

7 50 40 39 111．58

8 30 23 52 1‘11.48

9 37 28 50 111．48

10 20 5 111．91

11 22 11 111，84

12 46 35 111．6

13 34 24 42 11‘1.57

14 50 27 11 1.69

15 17 12 38 111．5

16 43 31 32 111．55

17 27 12 111．76

18 38 38 23 111．65

19 54 40 111．47

20 44 35 11 111．77

21 19 33 111．6

22 22 10 111．76

23 47 41 46 111．39

24 30 41 111．53

25 30 6 111．74

26 39 30 34 111．59

27 34 32 30 1． 1.61

28 54 41 49 1‘ 1.41

番号 最大径c、 最小径c、 深さc、 底面概高、

1 14 11 23 111．96

2 20 18 13 112

3 37 30 26 111．93

4 14 13 22 111．96

5 28 19 12 112．06

6 19 13 21 111．96

7 46 18 18 112．03

8 24 23 37 111．87

9 51 38 71 111．47

0 12 11 13 111．88

1 50 40 36 111．78

2 52 44 48 111．64

3 41 40 24 111．77

4 37 28 111．84

5 34 22 111．81

6 48 28 55 111．6

7 42 34 39 111．81
。
■
■
■
。
■
8 19 18 37 111．83

9 38 32 23 1‘ 1.99

20 17 14 14 112．06

21 36 32 16 112.04

番号 最大 &cm 最小径c、 深さc、 底面權高、

1 18 16 10 112．28

2 22 16 6 112．32

3 15 14 37 112．14

4 24 23 10 112．34

番号

1

最大径qn

36

最小径qn

32

深さqn

15

底面梱商、

111．79

2 23 20 9 112．1

3 42 35 56 111．6

4 23 15 31 111．9

5 18 15 34 111．87

6 14 7 112．09

7 11 10 3 112，13

8 17 14 1｡12.07

9 30 29 16 1‘12.02

10 29 27 31 111．9

11 23 21 9 112．13

12 30 23 29 1‘ 1．89

13 37 30 32 1 1.88

番号 最大径qn 最小径c、 深さc、 底面棚簡、

1 21 17 46 111．41

2 45 26 4 111．83

3 45 33 16 111．68

4 23 18 19 111．6

5 44 29 69 111．02

6 34 32 14 111．66



表133住居跡一覧表（6）

栂名 22号住居跡

※最大径、最小径、深さは検出時の値

値

遺構名 23号住居跡
※最大径、最小径、深さは検出時の値

-269-

番号 殿大径c、 最小径c、 深さc、 底面棚商、

21 21 19 9 112．57

22 53 28 47 112．23

23 28 26 17 1‘12.53

24 24 21 22 112．51

25 36 30 38 112．26

26 37 18 35 112,36

27 26 23 39 112．34

28 36 23 “ 112．25

29 32 23 24 112．45

30 28 12 10 112．63

31 47 37 40 112．31

32 36 28 25 112．44

33 20 19 42 11227

34 35 34 23 112．38

35 22 17 11 112．55

36 22 17 11 112．55

37 18 18 5 112.64

番号 最大径師 殿小径c、 深さc、 底面榴高、

4 32 26 42 111．79

5 24 111．88
・
・
『
■
０
．
6 29 24 71 1‘ ､48

7 44 28 46 11 ､72

8 18 53 111．61

9 19 57 111．58

20 16 28 111．86

21 20 35 1‘ 1.86

22 50 27 1‘ 1.98

23 51 40 54 111．71

24 35 48 111．76

25 25 27 111．91

26 30 32 111．87

27 40 34 38 111．85

28 30 26 13 112．1

29 34 21 112.03

30 34 25 20 112.07

31 30 20 31 111．96

32 23 5 112.19

33 23 7 112．2

34 22 12 18 112,06

35 23 1 112．24

36 73 51 25 112

37 46 38 25 112.03

38 47 31 66 111．59

39 46 38 49 11，1.78

40 25 24 33 1， 1.91

41 40 28 37 1‘ 1.83

42 24 22 34 111．82

43 24 35 111．87

44 36 34 111･96

番号 最大径c、 最小径c、 深さc、 底面棚商、
1 23 19 19 112．38

2 26 24 21 112．36

3 24 24 24 112．39

4 30 24 20 112．49

5 21 17 12 1‘12.51

6 欠番

7 26 8 10 112．56

8 26 21 12 112．43

9 26 26 20 112．32

0 24 22 12 12.25

1 22 20 9 112．45

2 30 25 32 112.36

3 20 16 12 112．45

4 27 25 8 112．58

5 20 20 28 112.37

6 30 30 16 112.39

7 40 34 20 112．42

8 82 68 15 112．5
・
１
』9 29 29 35 112．3

20 35 23 11 112．55

21 30 19 30 112．36

22 30 16 112．48

23 20 14 1‘12.58

24 15 14 5 112.61

25 17 13 26 112．43

番号 最大径c、 最小径c、 深さqn 底面標高、
1 28 20 20 112.57

2 21 20 17 112．6

3 16 14 9 112．66

4 29 24 29 1 2．39

5 16 16 24 1‘ 2．45

6 38 34 39 112．33

7 16 13 33 112．4

8 22 19 21 112．52

9 24 20 17 112.5

0 19 18 52 112．19

1 20 18 19 112．51

2 23 20 16 112．53

3 17 13 13 112.56

4 28 25 30 112．4

5 19 17 27 112．43

6 12 12 15 112．55

17 35 30 39 112．26

18 25 25 30 112.47

19 20 5 1 2．57

20 22 11 34 112．31

番号 最大径c、 最小径c、 深さqn 底面梱高、
1 30 28

2 34 26 14 111．93



表134住居跡一覧表（7）

24号住居跡

は検出時の値

－270－

番号 最大径c、 最小径qn 深さc、 底面榴高、
3 27 26 10 111．98

4 29 28 18 111．91

5 30 28 6 112．05

6 56 46 6 112．05

7 44 28

8 30 25

9 42 37 4 112.04

10 30 24 5 112.09

11 23 7 112

12 29 24 17 112．01

13 37 37 10 112.01

14 47 44 10 112

15 32 30 22 111．91

16 24 22 21 111．96

番号 最大径c、 最小径c、 深さc、 底面棚高、
38 40 36 65 111．28

39 36 24 73 111．16

40 30 26 15 111．78

41 35 9 111．9

42 16 14 3 11 .96

43 66 57 29 111．64

“ 34 34 16 111．73

45 31 28 17 1‘ ､72

46 40 40 23 111．68

47 34 32 26 111．6

48 41 29 111．71

49 68 62 30 1‘ 1.57

50 24 18 11‘1.68

51 35 31 28 11‘1.68

52 30 26 111．6

53 27 28 111．55

54 56 44 39 111．48

55 42 27 111．6

56 20 16 11‘1.69

57 27 4 111．95

58 32 27 49 111．32

59 40 35 18 111．56

60 24 39 111.52

61 62 50 57 111．32

62 28 28 24 111．67

63 28 22 111．71

64 18 17 4 111．83

65 52 34 85 111．09

66 14 111．75

67 19 111．7

68 35 32 14 111．81

69 34 31 23 111．64

70 35 22 111．65

71 21 19 11 111．69

72 14 111．76

73 10 111．75

74 37 31 28 111．51

75 29 31 111．42

76 18 19 111．6

77 30 15 48 111．31

78 14 111．68

79 23 13 53 111．25

80 38 111．43

81 33 111．53

82 101 100 37 111．47

83 48 40 15 111．77

番号 最大径師 最小径c、 深さc、 底面穏高、

1 43 42 69 111．19

2 50 39 87 111.03

3 84 35 111．6

4 29 111．68

5 32 30 70 111．19

6 33 30 65 111．24

7 13 111．74

8 63 52 37 1. 1.47

9 48 43 28 111．64

0 38 34 24 111．28

1 46 42 21 111．68

2 35 35 19 111．73

3 34 32 26 11．1.55

4 56 43 78 11‘1.02

5 19 4

6 18 5

7 35 30 34 111．51

8 17 13 3 111．87

9 36 33 48 111．33

20 28 8 111．9

21

22 22 20 14 111．71

23 54 32 56 111．32

24 34 27 26 111．65

25 “ 42 42 111．49

26 36 34 71 111．16

27 43 22 11 ､63

28 28 26 3 111．9

29 56 47 39 111．49

30 30 26 5 111．84

31 33 26 57 111，38

32 50 45 32 11‘ ､65

33 30 13 111．82

34 26 14 111．85

35 40 30 22 111．63

36 90 17 111．82

37 56 21 111．77

番号 最大径｡、 最小径即 深さc、 底面概高、

1 36 24 112．61

2 37 51 112．32

3 47 1‘12.39

4 34 42 112．42

5 14 17 112．68



表135住居跡一覧表（8）

構名 26号住居跡

-271-

番号 最大径c、 最小径c、 深さc、 底面棡簡、

21 18 18 33 112．63

22 26 25 42 112.54

23 29 25 33 112．61

24 28 28 50 112．41

25 28 27 24 112．68

26 35 30 23 112．67

27 26 20 5 112．73

28 40 35 50 112．3

29 22 20 32 112．4

30 28 26 32 1‘ 2.43

31 27 22 43 112．4

32 29 24 29 112.48

33 28 24 6 112.67

34 39 32 37 112.39

35 16 7 112.72

36 37 32 38 112．47

37 36 10 112．84

38 26 24 11 112.79

39 28 26 16 112.69

40 22

41 16 14 19 112.84

42 26 17 18 112.87

43 29 25 14 112.94

番号 最大径師 最小径c、 深さc、 底面榴商、

6 48 5 112．79

7 35 112.49

8 23 17 112.68

9 23 15 43 112．41

10 26 26 112．59

11 46 31 112．53

12 22 112．63

13 49 2．35

4 30 26 48 112．37

5 27 22 33 112,52

6 49 “ 36 112．5

7 32 32 39 112.47

8 24 19 21 112.63

9 25 20 20 1‘1 2.65

20 31 30 61 112.23

21 18 18 21 112.64

22 42 25 112．61

23 32 26 46 112．39

24 30 21 112･64

25 13 112．72

26 22 112．64

27 26 20 112．65

28 19 18 38 112．46

29 28 112．56

30 27 22 17 112，68

31 22 27 112．57

32 29 15 112.69

33 32 24 112.59

34 16 15 26 112.59

35 28 25 13 112．71

36 22 11 112．74

番号 最大径c、 最小径c、 深さ叩 底面摺商、

1 44 34 29 112．41

2 49 36 54 112‘13

3 32 27 60 112.08

4 28 26 52 12．1

5 32 55 1
・
１
．2.15

6 27 35 1 2.32

7 21 17 1 2.48

8 26 43 12．2

9 24 29 1 2.35

0 28 28 36 12，2

1 28 48 1 2.11

2 36 27 57 1 2.12
酉
１
．
・

3 35 26 51 1 2．13
１
．4 38 34 34 1 2．26

5 36 28 58 112

6 29 18 33 112．22

7 28 26 17 112．47

8 20 17 12．5
『
△
■
■
■
。
9 38 17 112.39

20 56 40 47 112．21

21 38 28 56 112．14

22 25 26 112．42

23 30 23 13 112．41

24 44 32 42 1 2.17

25 46 44 39 112．22

26 37 34 27 112．41

27 39 30 38 112.33

28 35 26 26 112．32

番号 最大径如 最小径c、 深さc、 底面頓高、
1 20 41 112．62

2 20 18 33 112．7

3 32 24 57 112．46

4 21 20 8 112．91

5 27 26 7 1､ 2.35

6 40 36 53 112．52

7 62 48 63 112．37

8 20 14 49 112．54

9 26 25 32 112.68

0 34 30 40 112.59

1 36 33 52 112.45

2 24 24 10 112．9

3 26 34 1‘1 2.67

4 28 14 112．89

5 36 34 17 112.87

6 24 39 112．62

7 23 19 17 112．81

18 40 20 25 112．73

19 31 29 46 12．5

20 25 2 31 112．66



過棡名

閥名 31号

※最大径、最小径

－272－

番号 最大径c、 最小径c、 深さc、 底面概窩、
29 32 47 112．1

30 34 30 45 112．14

31 40 32 38 112．14

32 25 35 1 12,33

33 40 30 13 1 2.47

34 30 23 14 112．52

35 36 24 23 112．35

36 43 30 24 112．35

37 22 21 16 112.53

38 24 19 12 1‘ 2.58

39 29 24 15 112.57

40 52 39 21 112．37

41 29 26 41 112．19

42 22 21 48 112．14

43 31 16 112．39

44 32 30 10 112．4

45 34 32 28 112．29

46 27 22 16 112．42

47 16 16 15 112．38

48 38 36 29 112．34

49 22 20 28 112．42

50 32 31 32 112．26

51 20 16 17 2.51

52 34 34 12 112．47

53 24 24 38 112.35

54 28 20 21 112,37

55 19 17 34 112.21

56 44 39 7 112．5

57 39 21 39 112．19

58 38 35 11 112．47

59 30 28 17 112.49

60 38 22 17 112.53

61 24 20 9 112．66

62 18 13 8 12.61

63 30 52 112．08

64 23

65 48 32 34 112．25

66 20 12 112．38

67 30 17 112．42

番号 最大径qn 最小径qn 深さc、 底面標高、
1 60 52 36 112．63

2 64 48 28 112．69

3 34 32 30 112．65

4 29 29 14 112．9

5 48 43 33 1､ 2.63

6 24 17 5 1､ 2．97

7 31 27 13 112.88

8 40 26 28 112．72

9 24 11 112．82

10 36 29 112,68

11 27 22 8 112．81

12 36 33 52 112．43

13 33 2 112.94

4 24 15 112.85

5 27 22 17 112.97

6 35 36 112.57

7 28 20 112.73

8 24 15 112．79
字
“
旬
日
０
■
9 62 46 32 112．62

20 22 18 112．83

21 48 28 28 112．72

22 24 31 112．61

23 70 48 40 112．6

24 28 24 40 112．6

25 24 18 38 112.62

26 16 16 20 112．79

27 19 17 22 1‘12.78

28 34 26 32 1‘12.66

29 23 14 112.86

30 23 48 112．51

31 22 32 112．66

32 20 12 112．59

33 26 21 35 112．43

34 22 22 23 112．58

35 26 18 112．6

36 26 6 112．94

37 16 6 3 112.97

38 20 8 2 112，98

39 20 2 5 112．96

40 34 6 13 112．88

41 14 3 7 112.95

42 14 3 14 112．88

43 24 21 10 112．85

44 10 8 4 112．93

45 14 12 8 112．87

46 50 12 1‘12.86

47 12 3 1‘12.98

番号 最大径師 最小径印 深さqn 底面揖簡、

1 72 66 69 112，56

2 38 35 16 113．08

3 46 17 1 3.02

4 48 42 44 112．77

5 33 32 47 112．7

6 33 26 10 113．1

7 43 41 10 113．07

8 44 30 28 112．83

9 40 28 44 112．66

10 28 26 20 112．87

11 22 21 27 112．91

12 22 18 14 113．07

番号 最大径c、 最小径c、 深さc、 底面概溜、

1 27 22 37 112．61

2 32 22 45 112．67



表137住居跡一覧表（10）

遺棡名 37号住居跡

※最大径、最小径、深さは検出時の値

遺梢名 33号住居跡

※最大径、最小径、深さは検出時の値

遺構名 居跡

深さは検出時の値

36号住居跡

小径深さは検出時の値

－273－

番号 最大径c、 最小径c、 深さc、 底面概高、

3 20 20 19 112.88

番号 最大径師 最小径｡、 深さ、 底面標高、

1 22 20 21 113.43

2 24 22 23 113．13

番号 最大径師 最小径｡、 深さc、 底面梱高、

1 20 35 112．59

2 22 27 112．61

3 22 20 15 112．73

4 18 16 34 112,59

番号 最大径c、 最小径c、 深さc、 底面標高、

1 32 26 44 112.69

2 20 18 49 112 63

3 25 19 112 81

4 75 55 16 112 84

5 38 33 112 74

6 41 32 26 112 87

7 48 33 39 112 71

8 36 16 112 98

9 37 31 112 75

0 欠番

1 28 32 112．78

2 52 32 29 112．66
・
・
口
■
。
□
ロ

3 34 28 30 112.65
ム
■
■
■
。
4 32 26 34 112.78

5 16 28 112．7

6 35 32 26 112.72

7 33 31 38 112．74
・
１
．
。

8 30 23 11 112．87
“
屯
■
０
■
9 60 45 42 112．6

20 70 60 16 112．82

21 43 26 112.64

22 18 34 112.61

23 28 26 24 1‘1 2.72

24 32 25 112．84

25 30 22 112.87

26 34 50 112．44

27 47 39 52 1 2．43

28 24 20 37 1 2．63

29 28 43 1 2．52

30 22 18 18 112．9

31 41 44 112.55

32 48 53 112．45

33 50 48 62 112．37

34 欠番

35 36 39 112．59

36 28 14 112．滴

37 20 16 29 112．63

38 36 28 25 112,57

39 35 8 112,88

40 27 27 112.67

41 48 38 40 112．7

42 25 23 27 112．67

43 51 28 112．61

44 36 20 27 112．72

45 30 20 35 112．81

番号 最大径輌 最小径qn 深さc、 底面榴高、

1 21 15 32 112．66

2 74 42 55 112．47

3 25 16 29 112，82

4 36 64 112．31

5 28 31 112．65

6 36 18 28 112．65

7 23 112．67

8 34 31 26 1,1 2.64

9 28 24 47 112.46

0 20 31 112.63

1 39 112．54

2 13 34 112．53

3 63 40 59 1‘ 2.34

4 30 45 12．5

5 25 20 59 112‘31

6 52 46 11 112.88

7 33 28 112．67

8 46 38 112．54

9 24 22 45 1‘1 2.52

20 24 20 41 112．58

21 33 20 39 112．6

22 33 28 112．73

23 37 47 12．5

番号 最大径c、 最小径c、 深さ師 底面榴高、
1 32 26 62 112．73

2 34 28 34 112 99

3 30 47 112 86

4 27 41 112 93

5 67 112 66

6 45 112 79

7 51 112 77

8 26 44 112 83

9 26 46 112 82



表138住居跡一覧表（11）

過棡名 41号住居跡

※最大径、最小径、深さは検出時の値

栂名 48号住居跡

※最大径、最小径、深さは検出時の値45号住居跡

、最小径、深さは検出時の値

遺構名 49号住居跡
※最大径、最小径、深さは検出時の値

値検

－274－

番号 最大径c、 最小径c、 深さ師 底面概惑、

8 40 40 51 116．45

9 欠番

10 42 38 66 116．31

11 欠番

2 23 23 43 116.48

3 17 16 49 116．45

4 欠番

5 30 30 52 1 16.47

6 15 15 30 1､ 6．77

7 32 28 29 116．79

8 22 13 9 116．98

9 50 30 45 116．51

20 15 13 10 117．02

21 26 24 25 16．8

22 24 26 50 116．5

23 28 22 35 116.63

番号 最大径珈 最小径c、 深さc、 底面標高、
1 78 52 24 113.05

2 45 64 112.64

3 68 19 113.06

4 50 46 47 112.69

5 40 47 1‘ 2.79

6 36 32 44 112.81

7 36 32 112．95

8 47 29 53 112.75

9 60 42 112．86

10 45 42 46 112.74

1 36 24 54 112.69

2 52 15 113.08

3 35 32 30 112．78

4 14 14 14 112.92

5 28 20 34 112．96

番号 最大径輌 最小径伽 深さqn 底面梱商、

1 64 52 95 115．93

2 53 50 92 115．99

3 45 44 67 116．23

4 28 28 7 116.88

5 28 25 4 116．85

6 35 28 29 116‘61

7 43 37 10 116．82

8 24 23 13 1‘16.49

9 54 40 89 1‘ 5.99

10 48 56 116.31

11 85 73 9 116，86

12 45 30 25 116．65

13 41 31 63 116，14

14 32 40 116.48

15 28 28 15 116.7

16 74 64 67 116．23

17 27 25 42 116.49

18 33 20 35 116.49

19 28 24 12 116.88

20 20 19 5 116．94

21 34 28 5 116．85

22 30 62 1‘16.18

23 28 26 65 1‘16.17

番号 最大径印 最小径c、 深さc、 底面榴高、

1 36 34 12 112．21

2 32 31 13 112

3 37 32 25 1‘ 1.99

4 33 30 24 112．19

5 48 38 21 112.27

6 36 34 12 112．43

7 47 44 19 112．41

8 64 61 15 1‘12.28

9 34 31 18 112．08

10 42 38 24 112．06

11 45 40 18 112．11

番号 最大径qn 最小径c、 深さc、 底面榴高、

1 29 24 24 111．8

2 31 29 21 1 1.81

3 32 23 14 1
－
１
． 1.93

4 24 22 11 12．2

5 37 24 11 1 2.36

6 34 31 1 2.19

7 26 18 6 1 2.48

8 50 36 35
－
１
国 12．1

番号 最大径qn 股小径c、 深さc、 底面棡溜、

1 28 25 116.01

2 32 22 25 115．99

3 20 3 116.27

4 18 8 116.26

番号 晶大径c、 最小径c、 深さc、 底面棚高、

1 32 28 69 116，29

2 33 30 65 116.35

3 21 20 71 116.26

4 36 34 63 116．34

5 30 28 29 116．71

6 25 18 36 116．51

7 21 18 54 116．43



表139住居跡一覧表（12）

遺棡名 50号住居跡

※最大径、最小径、深さは検出時の値

遺棡名 51号住居跡

※最大径、最小径、深さは検出時の値

遣栂名 53号住居跡

※最大径、最小径、深さは検出時の値

－275－

番号 最大径即 最小径印 深さan 底面標高、

1 64 46 62 120,3

2 38 36 30 120.56

3 43 40 49 120.4

4 23 22 12 120･84

番号 最大径c、 最小径c、 深さc、 底面穏高、

1 64 46 62 120.3

2 38 36 30 120.56

3 43 40 49 120.4

4 23 22 12 120.84

5 42 36 68 120p，

6 34 60 120.3

7 42 33 42 120.48

8 22 21 55 120.43

9 27 24 23 120.77

10 19 18 11 120.81

番号 最大径c、 最小径c、 深さc、 底面幅高、
1 35 29 23 20.59

2 28 26 54 2023

3 48 40 46 20.34

4 21 16 33 20.45

5 41 34 43 20.35

6 36 25 44 120.3



蕊開口郁径･底部魅･振替(cm)

１
画
当
Ｇ
Ｉ

通栴名 ¥lii形 断血i形 MI口郁朧 瓢部形 底部径 深さ 偏 考 亜複関係 肌 土

1号土坑 円⑥r柿IⅡI 浅鉢形 154 130 46 含多丘の菰褐色土ブロック蹄褐色、にぶい武褐色砂質シルト 2層

2号土坑 柿円形 バケツ形 I“×80 ”×24 47 柱穴状？ 1 ．8－吟住より新しい 含蹄褐色土粒にぶい黄褐色土jl"

3号土坑 桁111形 バケツ形 1“×” 84×82 48 3．4号住より新しい 凧褐色、暗褐色、にぶい菰細色砂賀シルトなど6層

4．号土坑 桁I【I形 袋形 77 42 “ 13～15号住より新しい 1M褐色、暗褐色、褐色、にぶい批禍色砂質シルトなど5間

5号土坑 柿円形 浅鉢形 56×53 32×27 14 24舟住より古い 含炭化物焼土粒棚褐色砂質シルト単層

6号土坑 楠円形 ビーカー形 印×55 35×翼 43 14叶住より古い 含炭化物焼土粒1M褐色、にぶい黄褐色砂質シルト4層

7号土坑 柵円形 ビーカー形 146×138 l34x120 ll8 フラスコ形頚部肋壊？ 19号住より新しい 含炭化物灰黄褐色、照褐色、にぶい黄褐色砂質シルト3層

8号土坑 円形 ビーカー形 86×76 72×“ “ 32.33号住より古い 凧佃色、にぶい世褐色砂質シルト2層

9号土坑 円形 ビーカー形 210×210 i96×l” 鯛在中伽壊 206 フラスコ形頚部刷壊？ 32･40号住より古い 上郎肌褐色、にぷい黄褐色、灰黄褐色砂質シルト下部多量炭化物

1O号土坑 柿円形 バケツ形 '㈹×釦 44×40 62 耐西1. 5m8号炉 含炭化物照褐色砂質シルトとにぶい繭褐色砂3脳

l】･号土坑

12叶土坑

"111形

隅丸方形？

浅皿形

浅皿形

182×l剥

3“

1“×132

2鰯

]6

60

中央副穴径30×22深き11画 配石より古い､催とは不明

2号住より新しい

52号住、 13．14牙土坑より

合炭化物焼土粒珊褐色、暗細色、にぶい赤楜色砂賀シルト‘1明

瓢褐色、暗褐色砂闘シルト5咽

13¥士坑 隅九方形？ 浅皿形 ”2 228 42 新しい

50～52号住、 14号土坑より

新しい、 12号土坑より古い

照褐色、暗褐色砂質シルト3層

14号土坑 IW111形 浅鉢形 175×156 142×132 73 中央副穴掻郵×蛮深さ15函 50～52号住より折しい、

12. 13号土坑より古い

蹄褐色、褐色、武褐色砂質シルト6層

土坑 桁Iｴﾘ形 洩皿形 ]“×156 120×82 26 北寄り副穴径24×23m深き6回 無し 瓢褐色、にぶい閃褐色砂質シルト4層

6号土坑 円形 ビーカー形 151×136 120×112 128×128 128 フラスコ形頚部ﾙl塊？ 無し 合炭化物照褐色～にぶい黄褐色砂質シルト、砂1OW

7号土坑 不藍柿円形 洩鉢形 120×'㈹ 輿×83 51 18号土坑不明 灰オリーブ、にぶい閃褐色、褐色砂質シルト、砂3屑

8号土坑 桁I【I形 浅鉢形 “×52 46×46 22 上部に埋没f器 17号土坑不明 灰閃禍色、灰褐色砂貿シルト、砂2層

9号土坑 円形？ 洩鉢形 130(168) 20 44 半分だけ検出 48号住より新しい 灰沈禍色砂質シルト恥層

20号土坑 桁円形 袋形 86×78 72×“ 110×98 “ 無し 瓢色、褐灰色砂質シルト、砂、焼土ブロック、炭化物8層

21号土坑 楠円形 バケツ形 47×42 雪×24 野 柱穴状？ 無し にぶい黄褐色砂買シルト単層

22号土坑 IW111形 バケツ形 62×50 30×22 27 柱穴状？ 鵠し にぶい黄褐色砂質シルト蝋層

23号土坑 不整円形 フラスコ形 1”×96 l“×1“ I“ 41号住より古い 灰批褐色、褐色、にぶい茂褐色砂質シルト8胴

24号土坑 桁円形 ビーカー形 227×2噸 187×1“ 133 中央副穴懲6×34画深き18m 48号住より古い 瓢褐色、にぶい黄禍色、明批褐色砂質シルト、砂15層

酒号土坑 円形 フラスコ形 崎8×140 138×134 】“×152 63 48号住より古い、 Z6号土坑

より新しい

衝褐色、にぶい歯褐色砂質シルト、砂

26号土坑 IWI11形 ビーカー形 “ “ “ 48号住、西号土坑より古い

無し

にぶい髄褐色、掛色砂質シルト、砂4層

27号土坑 円形 フラスコ形 202 140×1割 I“×I印 134 北側近路で削剥 40号住より新しい にぶい蘭褐色、褐色砂質シルト、砂11層

28号土坑 不藍附円形 洩鉢形 158×108 l型×86 2“ 新期の柱穴状と亜槻 柱穴と亜複？ 黙褐色、にぶい尚褐色、灰批褐色砂質シルト、 1M色シルト5咽

29号土坑 不益柵円形 洩鉢形 115 “×47 37 蝿I言 I部に多数の磯 にぶい黄褐色砂質シルトji"



柱穴群計測値（1）表141

遺棡名 柱穴群1
※最大径、最小径、深さは検出時の値

柱穴群4

柱穴群3

－277－

番号 般大径c、 最小径c、 深さc、 底面榴高、

46 21 20 16 112．36

47 18 17 23 112.48

48 23 19 35 1 12.35

49 22 11 112．62

50 33 14 112，48

51 12 13 112．49

52 14 112．6

53 17 112.55

54 36 112．64

55 14 18 112.55

番号 最大径qn 最小径印 深さc、 底面標高、

1 26 25 111．6

2 28 21 111．56

3 30 29 11‘1.82

4 27 24 111．8

5 31 27 111．74

6 21 17 111．49

7 25 1 1．79

8 26 1 ､91

9 28 1‘ ､91

10 21

11 36 29 111．99

12 23 22 112

13 33 28 111．87

番号 最大径c、 最小径c、 深さ師 底面標高、

56 27 26 12 112．81

57 30 24 22 112．77

58 29 26 8 112．93

59 32 17 112．61

60 29 19 6 112．91

61 31 28 14 112.94

62 47 “ 54 112.61

63 25 23 8 112．74

64 34 22 12 112．65

65 26 14 112.64

66 31

67 19 15 112．85

68 25 9 113

69 43 33 22 112．71

70 30 33 112．65

71 35 26 112．88

72 34 17 112．96

73 32 27 26 1‘12.88

74 34 6 1‘ 2.97

75 46 29 112．78

76 25 24 17 112．9

77 29 22 112．8

78 35 32 43 112．73

79 34 5 1‘12.72

80 60 53 9 113.01

81 32 13 112．97

82 35 30 13 112．81

83 38 37 50 112．36

84 23 22 39 112．65

85 30 26 19 112.91

86 25 12 112．99

87 19 30 1‘12．71

88 37 29 112．72

89 25 18 112．91

90 10 113．05

91 9 113.06

番号 最大径c、 最小径c、 深さan 底面標高、

4 60 57 20 112.31

5 31 29 8 112 41

6 17 12 112 23

7 24 19 25 112 25

8 42 36 45 112 11

9 11 112 36

20 32

21 27 38 112．04

22 19 16 19 112.14

23 30 18 30 112.06

24 40 38 64 111．89

25 17 6 112．48

26 19 7 1‘12.48

27 19 18 11 1‘12.25

28 18 16 23 112．09

29 20 20 112．31

30 44 13 112.3

31 34 27 27 112.05

32 19 17 32 112.03

番号 最大径qn 最小径qn 深さ目、 底面概高、
33 21 18 21 112.56

34 28 23 53 11222

35 32 23 35 112．38

36 19 112.51

37 23 24 1．12.49

38 28 27 24 112．5

39 25 22 48 112.13

40 17 15 25 112.4

41 27 27 112．44

42 24 20

43 27 112．58

“ 18 17 5 112．66

45 27 6 112．61



－27

番号 般大径qn 最小径師 深さc、 底面概高、
145 24 21 36 112．4

146 24 30 112．54

147 28 20 31 112．53

148 23 22 57 112．26

149 37 28 33 1‘1 2‘47

150 36 35 28 112．54

151 26 22 17 112.46

152 27 24 36 1‘ 2.43

153 19 16 32 112．43

154 16 13 41 112．78

155 15 16 112．41

156 49 33 14 1 12,63

157 23 15 24 1 12.55

158 23 18 14 1‘1 2.62

159 30 28 21 112．48

60 22 18 34 112，45

61 28 24 21 112.55

62 43 42 39 112．31

63 31 19 1 ‘ 2.39

64 30 55 112．39

65 28 21 38 112．41

66 20 15 44 112.47

67 25 33 112．42

168 25 20 50 112．38

169 20 19 23 112．52

70 35 19 12 112．7

71 23 21 39 12．5

72 34 23 44 1 2.45

73 28 15 48 112．41

74 48 57 112．41
国
１
．
・
75 56 48 112．43

１

．
・

76 42 35 62 112．3

１
幸
77 59 46 68 11222

78 22 19 112．45

79 44 38 112．56

80 32 45 1‘ 2．44

81 35 44 112．48

82 45 23 39 112，46

83 31 42 112．36

84 48 32 112．43

85 35 23 1．1 2.42

86 21 17 112．49

87 16 17 112．48

88 30 112．48

89 60 54 38 112.31

90 32 1 2.46

91 12．5

92 29 23 26 112．73

93 20 14 36 112．6

94 21 18 42 112．49

95 38 112．24

196 31 112．27

197 35 112．26

198 18 27 112．66

番号 最大径c、 最小径c、 深さc、 底面標高、
92 46 39 78 112．05

93 18 17 49 112．37

94 27 22 68 112．12

95 18 15 32 112．51

96 26 26 1‘1 2.58

97 21 19 51 112.31

98 19 17 47 112,32

99 51 26 51 112.31

00 18 17 16 112．66

01 53 50 36 112．43

02 17 16 15 112.54

03 47 34 112．27

04 38 20 39 112.29

05 “ 33 29 112．4

06 37 10 112.1

107 31 29 44 112．26

108 35 20 38 112.43

109 53 42 54 12．3

110 24 23 11 112．73

111 34 32 112．38

112 37 33 52 112．3

113 32 22 112．4

114 46 46 1 2．03

115 25 1 2.52

116 71 52 112.33

117 26 33 112．5

118 23 22 50 112．34

119 56 43 49 112．32

120 33 18 44 112．36

121 42 26 75 112．1

122 24 23 14 112．43

23 31 27 19 112.57
・
１
．
・

24 24 18 13 112．71

１

．
25 26 24 112．59

26 21 16 41 112．42

27 28 14 24 112.36

28 31 28 49 112.35
・
１
．
。

29 20 18 16 112.38
“
『
■
ｑ
■
30 33 26 37 112．28

31 27 20 20 112．39

32 22 21 24 112．45

33 16 13 18 12.51

34 16 27 112．42

135 29 112．68

136 16 14 112．6

37 55 53 22 112．61

38 22 21 38 12．4

39 22 19 29 1 2．47

40 30 27 49 112．28

41 33 31 44 112．36

42 24 23 15 112．59

43 30 32 112．5

44 25 19 29 112．41



柱穴群計測値（3）表143

遺嫡名 柱穴群6
※最大径、最小径、深さは検出時の値

径

柱穴群9

最大径、最小径、深さは検出時の値

－279－

番号 最大径c、 最小径dn 深さc、 底面榴高、

38 24 21 12 112．39

39 19 7 112.43

40 26 22 15 112．25

41 20 17 44 112．01

42 17 17 37 112．07

43 44 25 112．19

44 33 28 32 112.09

45 38 36 36 111．72

46 48 50 112

47 32 20 17 1123

48 27 22 38 112.01

49 44 38 30 111．95

50 22 7 112，37

51 39 22 30 112．11

52 19 16 11 112．34

53 20 19 16 112．36

54 14 9 112．35

55 22 28 112．12

56 17 112．4

57 42 27 112．12

番号 最大径c、 最小径c、 深さc、 底面標高、

1 19 37 112．76

2 24 21 39 112．82

3 50 41 112.8

4 30 20 112．94

5 33 33 112．79

6 29 16 112．81

7 24 20 112．93

8 39 32 40 112．73

9 30 112．79

10 27 112.82

11 34 26 32 11278

12 39 33 38 112．7

番号 最大径c、 最小径c、 深さ師 底面標高、

1 40 38 64 111．89

2 20 20 112．31

3 60 58 20 112．3

4 18 18 25 112.25

5 18 14 39 112 09

6 18 16 36 112 14

7 30 28 7 112 41

8 32 26 20 112 05

9 34 32 27 112

0 44 34 14 112．28

1 30 20 52 111．87

2 16 15 112．23

3 30 30 38 112．04

4 16 32 1．1 2.03

5 11 112‘36

6 32
■
■
■
Ⅱ
ｑ
■■

7 22 14 8 112．31
“
■
■
Ⅱ
■
■

8 20 29 112．1

9 30 32 112．06

20 24 48 111．98

21 30 48 111．98

22 21 20 112.26

23 30 18 40 112.06

24 24 19 25 112．25

25 41 36 45 112．11

26 18 6 12.48

27 17 6 1．1 2.48

28 10 10 23 1‘1 2.39

29 21 11 112．5

30 32 28 46 112．13

31 78 48 22 112．39

32 16 15 13 112．34

33 26 21 16 112．38

34 18 13 19 112.35

35 20 28 112．31

36 45 30 45 112‘14

37 58 8 112．42

番号 最大径師 最小径c、 深さ｡、 底面標感、
1 24 21 18 110．96

2 23 20 18 111．03

3 21 20 18 1‘1 1.14

4 18 16 21 111．18

5 22 18 21 110.91

6 18 17 17 111．03

7 20 18 15 111．04

8 12 12 23 111.02

9 32 28 23 111．04

10 37 34 36 110.8

11 28 42 110．86

12 20 18 10 111．18

13 52

番号 最大径師 最小径qn 深さq、 底面榴簡、
1 58 54 23 112．06

2 24 20 52 111．72

3 87 111．39

4 33 41 111．77

5 39 38 44 1‘ 1.75

6 26 41 111．78

7 26 25 111．93

8 27 24 25 1‘ 1.81

9 22 19 16 112．01

0 24 23 23 111．92

1 37 32 31 111．81

2 27 44 111．79

3 42 43 111．69

4 78 58 19 112．07



表144柱穴群計測値（4）

遺棡名

※最大径、

柱穴群13

最小径、深さは検出時の値

構名 柱穴群10

※最大径、最小径、深さは検出時の値

柱穴群11

、最小径、深さは

構名

柱穴群12

般大径、最小径、深

－28

l

番号 最大径c、 最小径qn 深さc、 底面梱高、
15 28 45 111．72

16 74 111．51

17 22 20 52 111．72

18 28 25 57 1‘1 1．7

19 22 20 26 11 1.81

20 32 27 77 111．44

21 25 24 30 111．73

番号 最大径c、 最小径c、 深さc、 底面榴高、
8 11 112．36

番号 鰯大径師 最小径qn 深さqn 底面標高、
1 53 46 37 116．69

2 36 18 116．89

3 42 23 116．86

4 56 36 20 116．85

番号 最大径印 最小径師 深さqn 底面概高、

1 50 42 44 111．78

2 31 29 14 112 15

3 27 31 111 89

4 25 30 111 74

5 20 19 45 111 68

6 30 24 32 111 93

7 50 38 64 11 ､6

8 28 24 11 112,1

9 40 38 111．77

10 欠番

11 28 23 32 111．65

12 39 30 36 111．78

13 20 24 11 ,78

14 32 24 32 11 ､71

15 18 37 111．65

番号 最大径c、 最小径c、 深さc、 底面標高、

1 34 32 29 112．61

2 25 24 17 112･81

3 29 32 1‘ 2.78

4 28 28 23 112．86

5 27 26 20 112．9

6 37 31 39 112.65

7 24 23 22 112．96

8 24 22 16 112．96

9 38 30 29 1‘1 2.86

10 28 26 26 112．93

11 27 27 112．81

12 24 29 112，75

13 31 30 50 112.88

14 11 55 112．76

15 14 54 112．78

16 24 63 112．91

17 42 42 1 2．86

18 28 8 1’ 3.21

19 16 47 112.81

20 30 25 60 112．75

21 23 21 49 112．79

22 12 56 1‘1 2.72

23 28 20 67 1‘1 2.61

24 22 63 112．65

25 22 52 112．76

26 18 45 112.66

27 23 20 81 112．47

28 28 69 1‘ 2.57

29 32 35 112．8

30 68 40 112．68

31 22 18 14 1 3.03

32 19 16 40 1 2.65

33 22 20 15 12．9

34 25 20 32 1 2.71

35 24 29 1 2.74

36 28 27 1
－
１
－
－

2.75

37 36 22 32 １
．
12．7

38 36 15 1 2.64

39 26 24 20 1 2.85

40 36 33 1 2.69

41 44 38 1 2．64

42 29 28 53 12．5

番号 最大径c、 最小径回、 深さqn 底面欄高、

1 38 27 80 111．55

2 18 20 112．16

3 38 26 22 112．16

4 24 24 16 112．23

5 22 5 112．33

6 40 51 111．89

7 18 16 12 112．26

8 36 26 1 12.08

9 20 18 26 1‘1 2.12

0 9 17 10 112．29

1 5 10 9 112．32

2 0 9 18 112．23
－
１
．3

・
１
．
・
9 22 112．14

4 １
．8 17 29 1‘1 2．07

番号 最大径師 最小径｡、 深さqn 底面糎高、

1 23 22 11 112.16

2 28 25 48 111．83

3 31 28 10 1‘1 2.34

4 26 26 40 112，06

5 45 30 112．16

6 28 27 4 112．34

7 33 30 13 112．27
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番号 晶大 Ecm 最小径c、 深さc、 底面概窩、

43 36 25 24 112.77

44 26 23 23 112.75

45 24 23 20 112，73

46 26 24 30 112．66

47 27 23 30 112.55

48 42 35 36 112.49

49 39 38 14 112.76

50 31 26 10 112.72

51 26 17 11 112.68

52 22 22 112．67

53 22 17 20 112.69

54 26 23 8 112.89

55 19 15 16 112.97

56 32 27 112．78



(財）岩手県文化振興事業団埋蔵文化センター職員名簿

所 長 木村 昇 剛 所 長 高橋正雛

【管理課】
課 長

課使補佐
〃

主 恋

【調査第一課】

耀
崎
岸
帆

韮
山
山
中

吾
光
美
一

正
善
直
賢

嘱 託 高橋

加藤

湖沢

伊藤

照雄

美代子

邦子

滋子

″
″
〃

【調査第二課】

課 長

課長補佐
〃

文化財専門員

文化財調査員

佐々木 勝

佐々木消文

高橋義介

小山内 透

吉田 充

地 犬二郎

佐々木信一

早坂 淳

小松則也

金野 進

野中真盛

金子昭彦

阿部孝明

阿部勝則

羽柴直人

高木 晃

長村克稔

星 幸文

杉沢昭太郎

村上 拓

本多池一郎

青山紀和

西澤正哨

村木 敬

福局正和

北村忠昭

八木勝枝

米田 寛

丸 lll 浩治

北田 勲

島原弘征

中村絵美

坂部恵造

袰地 剛

玉山健一・

吉田典由美

小林弘卓

長洞ひかり

藤原大輔

川又 晋

太田代一彦

江磯 敷

立花公志

課 焚

課長補佐

文化財専門員

文化財調査員
〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

期限付調査員

高橋與右術門

中川亜紀

金子佐知子

赤石 登

阿部眞澄

飯坂一亜

鈴木裕明

久慈泰彦

(演田 宏）

安聴由紀夫

星 雅之

佐薩淳一

半澤武彦

皆川英香

淵 浩二郎

丸山噛美

齋藤麻紀子

吉田里和

菊池 賢

立花 裕

駒木野柵寛

原 美津子

石崎高臣

員査

″
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
わ
〃
〃
〃
〃
〃
〃
繩
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

限燗１

″
″
〃
〃
″
〃

－282－
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